
  
 

 
 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜 

南
方
熊
楠 

附 

藪
野
直
史
注 

 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
は
ブ
ロ
グ
で
行
っ
た
同
論
考
の
分
割
電
子
化
注
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
九
日

～
同
年
十
二
月
二
十
八
日
）
の
一
括
縦
書
再
校
訂
決
定
版
（
読
み
ル
ビ
化
。
但
し
、
引
用
部
で
元
が
ル
ビ

で
な
い
も
の
は
一
部
を
除
い
て
、
ル
ビ
化
は
避
け
た
。
ま
た
、
強
調
す
る
た
め
に
ル
ビ
化
し
な
か
っ
た
箇

所
も
あ
る
）
で
あ
る
。 

 

本
論
考
の
初
出
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
七
月
発
行
の
『
東
京
人
類
學
會
雜
誌
』（
熊
楠
は
本
文

で
「
人
類
學
會
雜
誌
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
が
正
式
な
誌
名
で
、
そ
も
そ
も
組
織
名
自
体
が
「
東

京
人
類
學
會
」
で
あ
っ
た
）
二
十
五
巻
二
百
九
十
一
号
で
あ
る
。「j-stag

e
」
に
あ
る
原
雑
誌
画
像
抜
粋

（P
D

F

。
当
該
論
考
「
○
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（
追
加
）」
（
元
に
は
、
か
く
、
山
中
論
文
へ
の
「（
追

加
）」
と
い
う
添
え
書
き
が
あ
る
こ
と
が
判
る
）
で
初
出
全
文
を
視
認
す
る
こ
と
も
出
来
る
。 

 

底
本
は
「
南
方
隨
筆
」
（
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
岡
書
院
刊
）
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
を
視
認
し
て
行
っ
た
（
現
在
、
本
書
全
体
の
電
子
化
注
を
進
行
中
）。
但

し
、
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
、
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
選
集
３
」
の
「
南
方
随
筆
」（
新
字
新
仮
名
）
をO

C
R

で
読
み
込
み
、
使
用
し
た
。
欧
文
書
誌
の
一
部
は
平
凡
社
「
選
集
」
で
補
正
し
た
（
脱
落
箇
所
が
甚
だ
多

い
）。
動
物
名
を
調
べ
や
す
く
す
る
た
め
に
、
本
文
の
最
初
に
出
る
動
物
名
を
太
字
囲
み
文
字
に
し
た
。 

 

注
が
膨
大
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
縦
書
版
で
は
、
読
み
易
さ
を
考
え
て
、
各
動
物
記
載
な
ど

の
間
は
贅
沢
に
改
ペ
ー
ジ
を
施
し
た
。
ま
た
、
意
想
外
の
事
態
が
一
つ
あ
っ
て
、
欧
文
中
の
「
“

」

「
”

」
で
、
こ
れ
ら
は
縦
書
で
は
上
記
の
よ
う
に
な
っ
て
、
私
の
貧
し
い
知
識
で
は
遂
に
半
角
横
組
み
に

す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
、
不
本
意
乍
ら
、
孰
れ
も
「"

」
に
代
え
た
。 

 

な
お
、
ブ
ロ
グ
で
は
、
一
部
の
注
で
参
考
図
画
像
を
示
し
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
へ
の
リ
ン
ク
を
示
す

に
留
め
た
。
ま
た
、
ブ
ロ
グ
で
老
婆
心
で
附
し
た
読
み
の
一
部
（
私
が
な
く
て
も
よ
い
と
考
え
た
箇
所
）

は
削
除
し
て
あ
り
（
ル
ビ
化
に
甚
だ
神
経
を
使
い
、
や
や
疲
れ
た
か
ら
で
あ
る
）、
公
開
後
に
情
報
提
供

に
よ
る
改
稿
次
第
を
書
き
入
れ
た
注
箇
所
は
、
経
緯
部
分
は
省
略
し
て
最
終
決
定
注
の
み
を
示
し
た
（
但

し
、
注
を
し
て
い
る
過
程
で
行
き
詰
ま
り
、
教
え
子
の
協
力
を
得
た
一
箇
所
は
残
し
て
あ
る
）。
ま
た
、

注
で
は
新
た
に
添
え
た
箇
所
も
あ
る
。 

 

こ
こ
を
か
り
て
、
御
助
勢
頂
い
た

T

氏
と
教
え
子

S

君
に
、
改
め
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
も
の

で
あ
る
。【
二
〇
二
〇
年
十
二
月
三
十
一
日
記
す 

藪
野
直
史
】］ 
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本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜 

   

人
類
學
會
雜
誌
二
八
八
號
二―

六
二
二
九
頁
に
、
山
中
笑
君
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
」
の
一
篇
有

り
。
讀
ん
で
頗
る
感
興
を
催
し
、
往
年
在
英
中
「
ア
ス
ト
ン
」「
ジ
キ
ン
ス
」
諸
氏
の
爲
め
に
、
此
事
に

就
て
聚
錄
せ
る
材
料
中
よ
り
、
追
加
す
る
こ
と
次
の
如
し
。 

 

本
邦
上
古
蛇
狼
虎
等
を
神
と
し
、
甚
き
は
皇
極
天
皇
の
御
時
、
東
國
民
が
、
大
生
部
多
（
オ
ホ
イ
ク
ベ

ノ
オ
ホ
シ
）
に
勸
め
ら
れ
て
、
橘
樹
等
に
生
ず
る
常
世
の
蟲
を
神
と
し
、
祭
て
富
と
壽
を
求
め
た
る
事
、

伴
信
友
の
驗
の
杉
に
述
ら
れ
た
り
、
さ
れ
ど
後
世
に
迨
て
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
よ
び
て
は
」
。］、
直

接
動
物
を
神
と
し
拜
す
る
は
希
に
て
、
多
く
は
神
佛
、
法
術
等
に
緣
で
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ち
な
ん

で
」
と
訓
じ
て
お
く
。］、
多
少
の
宗
敎
的
畏
敬
を
加
え
ら
る
ゝ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
に
過
ぎ
ざ

る
こ
と
、
洵
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
こ
と
に
」。］
山
中
氏
が
述
べ
ら
れ
た
る
如
く
、
そ
れ
す
ら
、
目

今
舊
を
破
り
故
を
忘
る
ゝ
の
急
な
る
に
當
り
、
此
邊
僻
の
地
（
紀
伊
田
邊
）
に
在
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
あ
つ
て
」。］、
孰
れ
が
果
し
て
已
に
過
去
の
夢
と
成
り
畢
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
を
は
り
」。］、
孰
れ

が
今
も
行
は
れ
居
る
か
を
判
斷
す
る
は
、
望
む
可
ら
ざ
る
事
た
る
を
以
て
、
暫
く
管
見
の
儘
、
現
時
な
ほ

多
少
、
其
曾
て
崇
拜
さ
れ
た
る
痕
跡
を
留
存
す
る
ら
し
い
と
思
は
る
ゝ
者
を
爰
に
擧
ぐ
べ
し
、
動
物
名
の

上
に
○
を
印
せ
る
は
、
山
中
君
の
論
文
已
に
列
記
せ
る
者
に
て
、
山
何
頁
と
書
せ
る
は
、
同
論
文
の
何
頁

め
に
此
說
あ
り
と
云
ふ
意
な
り
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
山
中
笑
」
名
は
「
え
む
」
と
読
む
（
改
名
後
の
本
名
）。
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
山
中
共
古

（
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
～
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
）。
牧
師
で
民
俗
学
者
・
考
古
学
者
。
幕
臣
の

子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
御
家
人
と
し
て
江
戸
城
に
出
仕
し
、
十
五
歳
で
皇
女
和
宮
の
広
敷
添
番
に
任
ぜ
ら

れ
た
。
維
新
後
は
徳
川
家
に
従
っ
て
静
岡
に
移
り
、
静
岡
藩
英
学
校
教
授
と
な
る
が
、
明
治
七
（
一
九
七

四
）
年
に
宣
教
師
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
洗
礼
を
受
け
て
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
に
入
信
、
同
十
一
年
に
は
日
本
メ
ソ

ジ
ス
ト
教
職
試
補
と
な
っ
て
伝
道
活
動
を
始
め
て
静
岡
に
講
義
所
（
後
に
静
岡
教
会
）
を
設
立
、
帰
国
中

の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
代
理
を
務
め
た
。
明
治
一
四
（
一
九
八
一
）
年
に
は
東
洋
英
和
学
校
神
学
科
を
卒

業
、
以
後
、
浜
松
・
東
京
（
下
谷
）・
山
梨
・
静
岡
の
各
教
会
の
牧
師
を
歴
任
し
た
が
、
教
派
内
の
軋
轢

が
遠
因
で
牧
師
を
辞
し
た
。
そ
の
後
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
か
ら
青
山
学
院
の
図
書
館
に
勤
務
、
館

長
に
就
任
し
た
。
そ
の
傍
ら
、
独
自
に
考
古
学
・
民
俗
学
の
研
究
を
進
め
、
各
地
の
習
俗
や
民
俗
資
料
・

古
器
古
物
な
ど
を
収
集
、
民
俗
学
者
の
柳
田
國
男
と
も
書
簡
を
交
わ
し
て
そ
の
学
問
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
な
ど
、
日
本
の
考
古
学
・
民
俗
学
の
草
分
け
的
存
在
と
し
て
知
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
文
学
や
風
俗

に
も
精
通
し
た
（
以
上
は
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
「

20

世
紀
日
本
人
名
事
典
」
に
拠
っ
た
）。
彼
の
「
本
邦

に
お
け
る
動
物
崇
拜
」
も
「j-stag

e

」
の
こ
ち
ら
（P

D
F

）
で
初
出
原
文
が
視
認
出
来
る
。
本
篇
の
執
筆

動
機
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、『
山
中
笑
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
」（
南
方
熊
楠
の
「
本
邦
に
於
け

る
動
物
崇
拜
」
の
執
筆
動
機
と
な
っ
た
論
文
）』
と
し
て
ブ
ロ
グ
で
電
子
化
し
て
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
れ

を
先
に
読
ま
れ
る
の
が
筋
で
あ
る
。 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/288/25_288_216/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/288/25_288_216/_pdf/-char/ja
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-0f1d6c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-0f1d6c.html


「
ア
ス
ト
ン
」
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ス
ト
ン
（W

illiam
 G

eo
rg

e A
sto

n
 

一
八
四
一
年
～
一
九

一
一
年
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
で
日
本
学
者
・
朝
鮮
語
学
者
。
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
や
バ
ジ
ル
・
ホ

ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
並
ん
で
、
初
期
日
本
研
究
の
著
名
な
一
人
。
熊
楠
は
直
接
会
っ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
模
様
で
あ
る
。 

「
ジ
キ
ン
ス
」
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
デ
ィ
キ
ン
ズ
（F

red
erick

 V
icto

r D
ick

in
s 

一
八
三
八

年
～
一
九
一
五
年
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
文
学
研
究
者
・
翻
訳
家
。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
軍
医
・
領
事
館
弁
護

士
と
し
て
来
日
し
、
帰
国
後
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
事
務
局
長
（
副
学
長
）
を
務
め
た
が
、
初
の
本
格
的
英

訳
と
さ
れ
る
「
百
人
一
首
」
を
始
め
と
し
て
、「
竹
取
物
語
」・「
忠
臣
蔵
」・「
方
丈
記
」
な
ど
を
英
訳

し
、
日
本
文
学
の
海
外
へ
の
紹
介
に
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・

サ
ト
ウ
と
も
交
流
が
あ
り
、
南
方
熊
楠
も
、
熊
楠
が
翻
訳
の
手
助
け
を
す
る
代
わ
り
に
、
イ
ギ
リ
ス
留
学

中
の
経
済
的
支
援
を
受
け
て
お
り
、
深
い
交
流
が
あ
っ
た
（
こ
こ
は
ウ
ィ
キ
の
「
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ヴ
ィ

ク
タ
ー
・
デ
ィ
キ
ン
ズ
」
に
拠
っ
た
）。 

「
大
生
部
多
」
ウ
ィ
キ
の
「
大
生
部
多
」
で
は
、「
お
お
う
べ
の
お
お
」
と
読
ん
で
、
生
没
年
不
詳
と

し
、『
飛
鳥
時
代
の
人
物
。
シ
ャ
ー
マ
ン
。
姓
は
』
な
か
っ
た
と
す
る
。『
大
生
部
は
職
業
部
』（
べ
）『
の

内
の
壬
生
部
』（
み
ぶ
べ
）『（
諸
皇
子
の
養
育
に
携
わ
る
人
々
と
そ
の
封
民
）
の
一
つ
で
あ
り
、
平
城
京

木
簡
に
よ
る
と
』、『
そ
の
殆
ど
が
伊
豆
国
田
方
郡
吉
妾
郷
』（
比
定
地
は
現
在
の
沼
津
市
大
字
西
浦
木
負

に
し
う
ら
き
し
ょ
う

を
中
心
と
し
た
内
浦
重
寺

う
ち
う
ら
し
げ
で
ら

か
ら
西
浦
江
梨

に
し
う
ら
え
な
し

ま
で
の
一
帯
。
こ
の
付
近
。
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）

『
を
拠
点
と
し
て
い
る
』
と
い
う
。『
多
は
駿
河
国
の
不
尽
河
（
富
士
川
）
辺
の
人
』
で
、
皇
極
天
皇
三

（
六
四
四
）
年
に
『
タ
チ
バ
ナ
や
イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
に
つ
く
カ
イ
コ
に
似
た
虫
（
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
、
一
説

に
は
シ
ン
ジ
ュ
サ
ン
』（
鱗
翅
目
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
科
シ
ン
ジ
ュ
サ
ン
属
シ
ン
ジ
ュ
サ
ン 

S
a
m

ia
 cyn

th
ia

 

p
ryeri

：
翅
を
開
張
す
る
と
十
四
～
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
な
る
大
き
な
蛾
で
、
翅
の
色
は
褐
色
を
呈

し
、
全
て
の
翅
に
一
つ
ず
つ
特
徴
的
な
三
日
月
形
の
白
紋
を
有
す
る
）『
の
幼
虫
）
を
常
世
神
で
あ
る
と

称
し
、
そ
れ
を
祀
れ
ば
貧
し
い
者
は
富
み
、
老
い
た
人
は
若
返
る
と
吹
聴
し
た
。
そ
の
た
め
、
人
々
は
虫

を
台
座
に
安
置
し
、
舞
い
踊
り
』、『
家
財
を
喜
捨
し
て
崇
め
、
往
来
で
馳
走
を
振
る
舞
い
、
歌
い
踊
り
恍

惚
と
な
り
富
が
訪
れ
る
の
を
待
っ
た
』。『
や
が
て
こ
の
騒
動
は
都
の
み
な
ら
ず
周
辺
の
地
方
に
も
波
及

し
、
私
財
を
投
じ
て
財
産
を
失
う
者
が
続
出
し
て
社
会
問
題
と
な
る
。
渡
来
系
の
豪
族
で
あ
っ
た
秦
河
勝

は
こ
の
騒
動
を
懸
念
し
て
鎮
圧
に
あ
た
り
、
騒
乱
を
起
こ
し
民
衆
を
惑
わ
す
者
と
し
て
大
生
部
多
を
討
伐

（
生
死
不
明
）
し
た
』。『
常
世
の
虫
に
関
し
て
は
、
道
教
の
「
庚
申
待
」
と
「
三
尸
」
説
の
影
響
を
感
じ

る
も
の
と
す
る
意
見
が
あ
る
』
と
あ
る
。 

「
伴
信
友
」（
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
～
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
）
は
国
学
者
で
「
驗
の
杉
」（
し
る

し
の
す
ぎ
）
は
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
に
成
っ
た
稲
荷
神
社
（
伏
見
稲
荷
大
社
）
に
つ
い
て
の
考
証

書
。
表
題
の
そ
れ
は
、
古
く
か
ら
伏
見
稲
荷
大
社
に
あ
る
神
木
の
杉
で
、
参
詣
者
が
折
り
帰
っ
た
杉
の
枝

を
植
え
、
久
し
く
枯
れ
な
け
れ
ば
、
祈
願
の
験

し
る
し

が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
も
の
に
因
む
。
し
か
し
、
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
同
書
を
ざ
っ
と
見
た
が
、
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。］ 

    

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%87%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%82%AF%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%AD%E3%83%B3%E3%82%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%87%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%82%AF%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%AD%E3%83%B3%E3%82%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E7%94%9F%E9%83%A8%E5%A4%9A
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92410-0231+%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E6%B2%BC%E6%B4%A5%E5%B8%82%E8%A5%BF%E6%B5%A6%E6%9C%A8%E8%B2%A0/@35.0184395,138.8625338,13.75z/data=!4m5!3m4!1s0x60198df6ff7155bb:0x2c4c05f49179922c!8m2!3d35.0187292!4d138.8762219
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92410-0231+%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E6%B2%BC%E6%B4%A5%E5%B8%82%E8%A5%BF%E6%B5%A6%E6%9C%A8%E8%B2%A0/@35.0184395,138.8625338,13.75z/data=!4m5!3m4!1s0x60198df6ff7155bb:0x2c4c05f49179922c!8m2!3d35.0187292!4d138.8762219
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92410-0231+%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E6%B2%BC%E6%B4%A5%E5%B8%82%E8%A5%BF%E6%B5%A6%E6%9C%A8%E8%B2%A0/@35.0184395,138.8625338,13.75z/data=!4m5!3m4!1s0x60198df6ff7155bb:0x2c4c05f49179922c!8m2!3d35.0187292!4d138.8762219


 
○
猿
は
產
の
安
き
も
の
と
て
、
今
は
知
ら
ず
、
二
十
年
計
り
前
迄
、
和
歌
山
よ
り
大
阪
へ
往
く
街
道
側

に
、
猿
の
土
偶
を
夥
し
く
祭
れ
る
小
祠
有
り
、
婦
人
產
月
近
づ
く
每
に
之
に
詣
で
、
禮
拜
し
て
其
の
像
を

借
受
け
枕
頭
に
祭
り
、
安
產
し
畢
れ
ば
、
同
樣
の
猿
像
一
を
添
へ
禮
賽
し
て
件
の
祠
へ
返
納
せ
り
。 

 

古
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
彼
の
書
き
癖
で
、
以
降
も
他
出
す
る
の
で
、
注
さ
な
い
。］
猿
と
蛇

を
神
と
し
て
齋
ぎ
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
い
つ
ぎ
て
」。］、
美
作
の
國
人
美
女
を
牲
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
い
け
に
へ
」。］
と
し
、
每
年
之
を
祭
れ
る
を
、
東
國
の
獵
夫
來
て
此
弊
風
を
止
め
し
事
、
宇
治
拾
遺
に

見
え
た
り
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
和
歌
山
よ
り
大
阪
へ
往
く
街
道
側
に
、
猿
の
土
偶
を
夥
し
く
祭
れ
る
小
祠
有
り
、

…
…

」
こ
れ
は
和
歌
山
県
和
歌
山
市
有
本
に
あ
る
若
宮
八
幡
神
社
で
あ
る
。
そ
の
サ
イ
ド
・
パ
ネ
ル
で
も

猿
の
像
が
、
こ
こ
と
、
こ
こ
で
見
ら
れ
る
。「
朝
日
新
聞
」
の
「
わ
か
や
ま
動
物
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
の
記

事
「
１
７
７ 

連
綿
と
継
が
れ
た
瓦
猿
の
信
仰
」
に
、「
瓦
猿

か
わ
ら
ざ
る

」
の
話
が
載
り
、『
瓦
猿
は
日
吉
山
王
神
社

（
和
歌
山
市
有
本
）
に
子
授
け
や
安
産
祈
願
と
し
て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
王
総
本
宮
の
日
吉
大
社

（
大
津
市
）
の
神
の
使
い
は
猿
で
す
。
本
社
禰
宜
（
ね
ぎ
）
の
矢
頭
英
征
さ
ん
に
よ
る
と
、
神
が
宿
る
比

叡
山
に
生
息
す
る
サ
ル
が
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
、
本
社
で
は
神
猿
（
ま
さ
る
）
と
し
て
、
厄
よ
け
（
魔

が
去
る
）
や
必
勝
（
勝
る
）
祈
願
が
な
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
瓦
猿
を
通
じ
て
の
安
産
祈
願
は
紀
州
で
の
民

間
信
仰
と
み
ら
れ
ま
す
』。『
日
吉
山
王
神
社
宮
司
の
岩
橋
利
茂
さ
ん
に
よ
る
と
、
鎌
倉
時
代
の
』
建
久
九

（
一
一
九
八
）
年
に
『
後
鳥
羽
上
皇
が
熊
野
詣
の
帰
り
に
神
社
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
、
お
供
に
命
じ
て
境

内
に
瓦
の
窯
を
造
ら
せ
、
安
産
祈
願
と
し
て
瓦
猿
を
作
ら
せ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
そ
う
で
す
』。

『
拝
殿
に
は
奉
納
さ
れ
た
瓦
猿
が
、
何
十
体
も
厳
か
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
子
授
け
や
安
産
を
願
う

人
は
、
こ
の
縁
起
の
良
い
瓦
猿
を
』
一
『
体
、
お
守
り
と
し
て
持
ち
帰
り
、
無
事
出
産
し
た
ら
新
し
い
瓦

猿
を
も
う
』
一
『
体
買
い
そ
ろ
え
て
、
自
分
と
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
』
二
『
体
に
し
て
奉
納
す
る
そ
う
で

す
。
現
在
も
毎
年
』
二
十
か
ら
三
十
『
件
の
奉
納
が
あ
る
そ
う
で
、
一
体
一
体
が
尊
い
命
を
象
徴
し
、
ご

加
護
を
願
う
信
仰
が
長
い
年
月
継
が
れ
て
き
た
こ
と
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。「
奉
納
し
た
人
が
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
い
て
神
社
に
来
ら
れ
た
時
は
う
れ
し
い
」
と
、
岩
橋
さ
ん
は
目
を
細
め
ま
し
た
』。『
江
戸
時
代
の

紀
州
の
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
も
瓦
猿
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
証
拠
が
あ
り
ま
す
。
町
屋
だ
っ
た
鷺
ノ
森

遺
跡
（
和
歌
山
市
西
鍛
冶
屋
町
）
の
発
掘
調
査
』（
一
九
九
一
年
）『
で
、
江
戸
時
代
の
地
層
か
ら
、
頭
の

幅
』
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
や
、
身
長
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
『
ほ
ど
の
大
小
様
々
な
瓦
猿
が
』
二
十
『
体

ほ
ど
出
土
し
ま
し
た
。
発
掘
に
携
わ
っ
た
和
歌
山
市
教
委
文
化
振
興
課
の
前
田
敬
彦
さ
ん
に
出
土
品
の
写

真
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
、
大
半
の
猿
が
何
も
持
っ
て
お
ら
ず
、
物
を
持
つ
猿
で
確
認
で
き
た
の
は
鶏

が
』
二
『
体
、
扇
子
や
桃
の
よ
う
な
も
の
が
各
』
一
『
体
。
姿
形
が
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
で
、
ど
の
猿

も
親
し
み
が
あ
り
、
当
時
の
人
が
猿
に
ど
の
よ
う
な
思
い
や
信
仰
を
抱
き
、
こ
の
形
に
作
り
、
瓦
猿
を
通

じ
て
や
り
と
り
し
た
の
だ
ろ
う
と
興
味
を
抱
き
ま
し
た
』。『
江
戸
時
代
の
中
で
写
実
的
な
も
の
か
ら
、
光

沢
あ
る
現
在
の
瓦
猿
の
型
に
移
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
前
田
さ
ん
は
発
掘
に
よ
っ
て
「
瓦
猿

の
制
作
や
信
仰
が
確
実
に
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
の
が
分
か
っ
た
こ
と
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
』
と
あ
る
。
ま
た
、
ブ
ロ
グ
「
ユ
ー
ミ
ー
マ
ン
奮
闘
記
」
の
「
和
歌
山
市
歴
史
マ
ッ
プ 

有
本 

若
宮
八
幡
宮
界
隈
」
に
よ
る
と
、『
日
吉
神
社
は
江
戸
時
代
に
は
八
幡
宮
か
ら
少
し
小
字
南
島
に
あ

る
常
念
寺
の
東
に
あ
っ
た
も
の
』
が
、『
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
の
頃
、
寺
の
横
に
あ
っ
た
神
社
は
若

https://www.google.com/maps/place/%E8%8B%A5%E5%AE%AE%E5%85%AB%E5%B9%A1%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@34.1984956,135.0796441,10z/data=!4m12!1m6!3m5!1s0x0:0x283f3ae047395ad6!2z6Iul5a6u5YWr5bmh56We56S-!8m2!3d34.24833!4d135.1911913!3m4!1s0x0:0x283f3ae047395ad6!8m2!3d34.24833!4d135.1911913
https://www.google.com/maps/place/%E8%8B%A5%E5%AE%AE%E5%85%AB%E5%B9%A1%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@34.248631,135.191195,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipPVZQNyDUqjeYeknwx4W9u4WdRdE7yNqZJMv35p!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipPVZQNyDUqjeYeknwx4W9u4WdRdE7yNqZJMv35p%3Dw203-h270-k-no!7i3480!8i4640!4m12!1m6!3m5!1s0x0:0x283f3ae047395ad6!2z6Iul5a6u5YWr5bmh56We56S-!8m2!3d34.24833!4d135.1911913!3m4!1s0x0:0x283f3ae047395ad6!8m2!3d34.24833!4d135.1911913
https://www.google.com/maps/place/%E8%8B%A5%E5%AE%AE%E5%85%AB%E5%B9%A1%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@34.248631,135.191195,3a,75y/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipPPDtD4EzPjP5H9d9mQWPjDkzVoilBBYTlqDhtS!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipPPDtD4EzPjP5H9d9mQWPjDkzVoilBBYTlqDhtS%3Dw203-h152-k-no!7i4640!8i3480!4m12!1m6!3m5!1s0x0:0x283f3ae047395ad6!2z6Iul5a6u5YWr5bmh56We56S-!8m2!3d34.24833!4d135.1911913!3m4!1s0x0:0x283f3ae047395ad6!8m2!3d34.24833!4d135.1911913
http://www.asahi.com/area/wakayama/articles/MTW20160128310520001.html
http://www.asahi.com/area/wakayama/articles/MTW20160128310520001.html
https://ameblo.jp/ym-uraji/entry-12331000114.html
https://ameblo.jp/ym-uraji/entry-12331000114.html


宮
八
幡
宮
境
内
へ
と
移
さ
れ
』
た
と
し
、『
有
本
村
に
住
む
古
老
の
方
に
よ
る
と
、
社
殿
の
引
越
し
は
夜

中
』
に
行
わ
れ
、『
解
体
せ
ず
に
』、『
村
の
人
た
ち
が
建
物
ご
と
担
ぎ
あ
げ
』、『
静
か
に
八
幡
宮
境
内
ま

で
運
ん
だ
と
伝
わ
っ
て
い
』
る
と
あ
り
、『
も
と
の
日
吉
神
社
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
か
ら
は
安
産
祈

願
の
た
め
に
奉
納
し
た
瓦
で
焼
い
た
猿
の
人
形
が
出
土
し
た
と
』
い
う
と
あ
っ
て
、
さ
ら
に
、『
江
戸
時

代
に
は
田
中
町
に
あ
る
瓦
職
人
が
内
職
と
し
て
安
産
祈
願
用
の
瓦
猿
を
焼
い
て
い
た
』
と
い
い
、『
日
吉

神
社
に
安
産
祈
願
に
訪
れ
る
人
が
神
社
か
ら
瓦
猿
を
』
一
『
本
仮
り
受
け
、
無
事
出
産
す
る
と
』、『
田
中

町
の
瓦
屋
で
瓦
猿
を
購
入
し
』、
二
『
本
に
し
て
神
社
に
返
す
習
慣
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
現
在
で
も
瓦
猿

を
奉
納
す
る
人
が
あ
る
』
と
あ
る
。］ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
宇
治
拾
遺
に
見
え
た
り
」
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
「
東
人

あ
づ
ま
び
と

、
生
贄

い
け
に
へ

を
止 と

ど

む
る
事
」
で

あ
る
が
、
先
行
す
る
「
今
昔
物
語
集
」
に
同
文
的
同
話
（
両
書
の
ソ
ー
ス
は
同
一
と
考
え
ら
れ
る
）
が
「
巻

第
二
十
六
」
に
「
美
作
國
神
依
獵
師
謀
止
生
贄
語
第
七
」（
美
作

み
ま
さ
か

の
國
の
神
、
獵
師
の

謀
は
か
り
ご
と

に
依
り
て
生
贄

を
止
め
し
語 こ

と

第
七 し

ち

）
が
あ
り
、
そ
れ
を
私
は
「
柴
田
宵
曲 

妖
異
博
物
館 

人
身
御
供
」
の
注
で
全
電
子
化

し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。「
今
昔
物
語
集
」
の
中
で
も
サ
ス
ペ
ン
ス
に
満
ち
た
私
の
好

き
な
一
篇
で
あ
る
。］ 

 

吾
國
猿
舞
ひ
の
基
因
は
、
馬
の
爲
に
病
を
禳
ひ
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
ら
ひ
し
」。
底
本
は
「
穰
」

で
あ
る
が
、
意
味
が
通
ら
な
い
の
で
、
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
選
集
」
版
の
そ
れ
を
採
っ
た
。］
に
在
り
と
云

說
あ
り
、
五
雜
俎
卷
九
に
、
置
狙
於
馬
厩
、
令
馬
不
疫
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
不
」
は
底
本
で
は
「
下
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
漢
文
と
し
て
「
下
」
で
は
お
か
し
い
か
ら
、
熊
楠
が
誤
っ
た
の
で
は
な
く
、
植
字
ミ
ス
か

編
集
ミ
ス
で
あ
る
。
原
拠
が
「
不
」
で
あ
る
の
で
、
特
異
的
に
訂
し
た
。］、
西
遊
記
謂
天
帝
封
孫
行
者
弼
馬

温
、
蓋
戲
詞
也
と
見
え
、
古
く
よ
り
猿
舞
し
行
は
れ
し
を
、
後
に
斯
る
支
那
說
よ
り
故
事
附
け
た
る
べ

し
、
一
八
二
一
年
、
暹
羅
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
シ
ヤ
ム
」。
シ
ャ
ム
。
タ
イ
の
旧
名
。］
に
使
節
た
り
し

ク
ロ
ー
フ
ヲ
ー
ド
、
王
の
白
象
厩
に
二
猿
を
蓄
へ
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
へ
る
」。「
飼
へ
る
」。］
を

見
、
厩
人
に
問
ふ
て
其
象
の
病
難
豫
防
の
爲
る
を
知
り
し
由
自
記
せ
り
（J.C

raw
fo

rd
, ‛ Jo

u
rn

al o
n
 an
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）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
五
雜
俎
」「
五
雜
組
」
と
も
表
記
す
る
。
明
の
謝
肇
淛

し
ゃ
ち
ょ
う
せ
い

が
撰
し
た
歴
史
考
証
を
含
む

随
筆
。
全
十
六
巻
（
天
部
二
巻
・
地
部
二
巻
・
人
部
四
巻
・
物
部
四
巻
・
事
部
四
巻
）。
書
名
は
元
は
古

い
楽
府

が

ふ

題
で
、
そ
れ
に
「
各
種
の

彩
い
ろ
ど
り

を
以
っ
て
布
を
織
る
」
と
い
う
自
在
な
対
象
と
考
証
の
比
喩
の
意

を
掛
け
た
。
主
た
る
部
分
は
筆
者
の
読
書
の
心
得
で
あ
る
が
、
国
事
や
歴
史
の
考
証
も
多
く
含
む
。
一
六

一
六
年
に
刻
本
さ
れ
た
が
、
本
文
で
、
遼
東
の
女
真
が
、
後
日
、
明
の
災
い
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
見

解
を
記
し
て
い
た
た
め
、
清
代
に
な
っ
て
中
国
で
は
閲
覧
が
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
い
、
中
華
民
国
に
な
っ
て

や
っ
と
復
刻
さ
れ
て
一
般
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
数
奇
な
経
緯
を
持
つ
。
こ
こ
に
出
る
の
は
、

巻
九
の
「
物
部
一
」
に
あ
る
以
下
の
一
節
。
前
の
部
分
も
引
い
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

京
師
人
有
置
狙
於
馬
廐
者
、
狙
乘
間
輒
跳
上
馬
背
、
揪
鬣
搦
項
、
嬲
之
不
已
、
馬
無
如
之
何
。
一
日
、
復

然
、
馬
乃
奮
迅
斷
轡
、
載
狙
而
行
、
狙
意
猶
洋
洋
自
得
也
。
行
過
屋
桁
下
、
馬
忽
奮
身
躍
起
、
狙
觸
於

桁
、
首
碎
而
僕
。
觀
者
甚
異
之
。
餘
又
見
一
馬
疾
走
、
犬
隨
而
吠
之
不
置
、
常
隔
十
步
許
。
馬
故
緩
行
、

伺
其
近
也
、
一
蹄
而
斃
。
靈
蟲
之
智
固
不
下
於
人
矣
。 

置
狙
於
馬
廐
、
令
馬
不
疫
。「
西
游
記
」
謂
天
帝
封
孫
行
者
爲
弼
馬
溫
、
蓋
戲
詞
也
。 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/01/post-25ca.html


 
 

 

＊ 

熊
楠
の
引
用
し
た
部
分
だ
け
を
訓
読
し
て
お
く
と
、 

 
 

 

＊ 

狙 さ
る

を
馬
廐

む
ま
や

に
置
き
、
馬
を
し
て
疫 え

き

せ
ざ
ら
し
む
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
流
行
り
病
い
に
罹
ら
ぬ
よ
う
に
さ
せ

る
。］
。「
西
遊
記
」
に
謂
ふ
、『
天
帝
、
孫
行
者
を
封
じ
て
「
弼
馬
温

ひ

つ

ば
お

ん

」
と
爲
す
』
と
。 

 
 

 

＊ 

言
わ
ず
も
が
な
、「
孫
行
者
」
は
孫
悟
空
。「
弼
馬
温
」
は
天
帝
の
御
廐
の
番
人
。 

「
ク
ロ
ー
フ
ヲ
ー
ド
」
一
八
二
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
命
令
で
シ
ャ
ム
と
コ
ー
チ
シ
ナ
に
派
遣
さ
れ
た

医
師
・
植
民
地
管
理
官
・
外
交
官
に
し
て
作
家
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
（Jo

h
n
 C

raw
fo

rd
 

一
七
八
三
年
～
一
八
六
八
年
）
が
報
告
し
た
「
シ
ャ
ム
と
コ
ー
チ
シ
ナ
の
裁
判
所
に
提
出
せ
る
大
使
館
宛

記
録
」。
な
お
、
最
初
に
断
っ
て
お
く
と
、
底
本
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
欧
文
の
参
照
書
誌
注
記
に
は
、
表
記

法
に
杜
撰
が
多
い
。
目
に
見
え
て
お
か
し
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
凡
社
「
選
集
」
版
を
用
い
て
補
正
し
た

が
、
あ
ま
り
に
多
い
の
で
、
そ
の
断
り
も
入
れ
な
か
っ
た
箇
所
も
多
い
。
悪
し
か
ら
ず
。］ 

                         



○
熊 

古
事
記
に
、
神
武
天
皇
熊
野
村
に
て
大
熊
に
遇
玉
ひ
し
事
を
載
せ
、
伴
嵩
蹊
の
說
に
、
栂
尾
山
所

藏
「
熊
野
緣
起
」
に
、
同
帝
三
十
一
年
辛
卯
、
髙
倉
下
尊
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
か
く
ら
じ
の
み
こ

と
」。］、
紀
南
に
て
長
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
け
」。］
一
丈
餘
に
て
金
光
を
放
て
る
熊
を
見
、
ま
た
靈
夢

を
感
じ
、
寶
劒
を
得
た
り
と
あ
る
由
、
熊
野
の
名
之
に
始
ま
る
と
云
ふ
今
も
紀
州
に
予
の
如
く
熊
を
名
と

す
る
者
多
き
は
、
古
え
熊
を
ト
テ
ム
と
せ
る
民
族
あ
り
し
や
ら
ん
、
蝦
夷
人
が
熊
を
崇
め
て
神
と
す
る
と

考
へ
合
す
べ
し
、
北
越
雪
譜
初
編
卷
上
に
、「
山
家
の
人
の
話
に
、
熊
を
殺
す
こ
と
二
三
疋
或
ひ
は
年
歷

た
る
熊
一
疋
を
殺
す
も
、
其
山
必
ず
荒
る
ゝ
こ
と
な
り
、
山
家
の
人
此
を
熊
荒
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
く

ま
あ
れ
」。］
と
い
ふ
、
此
故
に
山
村
の
農
夫
は
需
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
も
と
め
て
」。］
熊
を
捕
る
事

無
し
」
と
云
ひ
、
想
山
著
聞
奇
集
卷
四
に
、
熊
を
殺
す
者
、
そ
の
報
ひ
に
て
常
に
貧
乏
す
る
由
記
せ
る

も
、
古
え
熊
を
崇
め
し
痕
跡
な
る
べ
し
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
古
事
記
に
、
神
武
天
皇…

…
」「
古
事
記
」
の
「
中
つ
卷
」
の
冒
頭
の
神
武
天
皇
記

の
一
節
に
、 

 
 

 

＊ 

故
神
倭
伊
波
禮
毘
古
命
。
從
其
地
𢌞
幸
。
到
熊
野
村
之
時
。
大
熊
。
髣
髴
出
入
卽
失
。
爾
神
倭
伊
波
禮
毘

古
命
。
鯈
忽
爲
遠
延
。
及
御
軍
皆
遠
延
而
伏
。
此
時
。
熊
野
之
高
倉
下
。
齎
一
橫
刀
。
到
於
天
神
御
子
之

伏
地
而
。
獻
之
時
。
天
神
御
子
卽
寤
起
。
詔
長
寢
乎
。
故
受
取
其
橫
刀
之
時
。
其
熊
野
山
之
荒
神
。
自
皆

爲
切
仆
。
爾
其
惑
伏
御
軍
。
悉
寤
起
之
。
故
天
神
御
子
。
問
獲
其
橫
刀
之
所
由
。
高
倉
下
答
曰
。
己
夢

云
。
天
照
大
神
。
高
木
神
。
二
柱
神
之
命
以
。
召
建
御
雷
神
而
詔
。
葦
原
中
國
者
。
伊
多
玖
佐
夜
藝
帝
阿

理
那
理
。
我
之
御
子
等
。
不
平
坐
良
志
。
其
葦
原
中
國
者
。
專
汝
所
言
向
之
國
故
。
汝
建
御
雷
神
可
降
。

爾
答
曰
。
僕
雖
不
降
。
專
有
平
其
國
之
橫
刀
。
可
降
是
刀
。
降
此
刀
狀
者
。
穿
高
倉
下
之
倉
頂
。
自
其
墮

入
。「
故
建
御
雷
神
敎
曰
。
穿
汝
之
倉
頂
。
以
此
刀
墮
入
。」
故
阿
佐
米
餘
玖
汝
取
持
。
獻
天
神
御
子
。
故

如
夢
敎
而
。
旦
見
己
倉
者
。
信
有
橫
刀
。
故
以
是
橫
刀
而
獻
耳
。 

 
 

 

＊ 

 

故 か
れ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
そ
し
て
。］、
神
倭
伊
波
禮
毘
古
命

か
む
や
ま
と
い
は
れ
び
こ
の
み
こ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
神
武
天
皇
の
国
風
の
呼

称
。］、
其
地

そ

こ

よ
り
𢌞 め

ぐ

り
、
熊
野
の
村
に
幸
到

い
た
り
ま

し
し
時
に
、
大
き
な
る
熊
、
髮 く

さ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
叢
。］

よ
り
出
で
入
り
て
、
卽
ち
、
失
せ
ぬ
。 

 

爾 こ
こ

に
神
倭
伊
波
禮
毘
古
命
、
倐
忽

に

は

か

に
遠
延

を

え

ま

し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
病
み
疲
れ
な
さ
り
。］、
御
軍

み
い
く
さ

及 ま
で

も
、

皆
、
遠
延

を

え

て
伏
し
き
。 

 

此
の
時
、
熊
野
の
高
倉
下

た

か

く
ら

じ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
人
名
。
朝
廷
の
倉
を
管
理
す
る
者
か
。］、
一
橫
刀

ひ

と

た

ち

を
齎 も

ち
て
、
天
つ
神
の
御
子
の
伏 こ

や

せ
る
地

と
こ
ろ

に
到 い

た

り
て
之
れ
を
獻 ま

つ

る
時
、
天
つ
神
の
御
子
、
卽
ち
、
寤 さ

め
起 た

ち
、 

「
長
く
寢 ぬ

る
や
」 

と
詔 の

り
た
ま
ひ
き
。
故
、
其
の
横
刀
を
受
け
取
り
た
ま
ふ
時
に
、
其
の
熊
野
の
山
の
荒
ぶ
る
神
、

自
お
の
づ
か

ら

皆
、
切
り
仆 た

ふ

さ
え
き
。
爾 こ

こ

に
、
其
の
惑 を

え
伏
せ
る
御
軍
、
悉
く
、
寤
め
起
ち
き
。 

 

故
、
天
つ
神
の
御
子
、
其
の
橫
刀
を
獲 と

り
つ
る
由 ゆ

ゑ

を
問
ひ
た
ま
ひ
し
か
ば
、
高
倉
下
、
答
へ
曰 ま

を

さ
く
、 

「
己 お

の

が
夢 い

め

に
云 ま

を

さ
く
、
天
照
大
神

あ
ま
て
ら
す
お
ほ
み
か
み

・
高
木

た

か

き

の
神
二
柱

ふ
た
は
し
ら

の
神
の
命

み
こ
と

を
以
ち
て
、
建
御
雷
神

た
け
み
か
づ
ち
の
か
み

を
召 よ

び
て
詔

り
た
ま
は
く
、 

『
葦
原
の
中
つ
國
は
伊 い

多 た

く
佐 さ

夜 や

ぎ
て
阿 あ

り
な
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ひ
ど
く
騒
が
し
い
よ
う
で
あ



る
。］
。
我
が
御
子
等 ど

も

、
不
平

や

く

さ

み
坐 ま

す
ら
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
病
ん
で
、
悩
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る
。］。
其
の
葦
原
の
中
つ
國
は
、
専 も

は

ら
汝

い
ま
し

が
言
向

こ

と

む

け
つ
る
國
故 ゆ

ゑ

、
汝 か

れ

、
建
御
雷
神
、
降 お

も

ら
さ
ね
。』 

と
、
の
り
た
ま
ひ
き
。 

爾 こ
こ

に
答
へ
曰 ま

を

さ
く
、 

『
僕

や
つ
こ

降 あ
も

ず
と
も
、
専
ら
其
の
國
を
平

こ
と
む

け
し
橫
刀
、
有
り
。
是
の
刀 た

ち

を
降
さ
む
。
此
の
刀
を
降
さ
む
狀

か
た
ち

は
、
高
倉
下
の
倉
の
頂 む

ね

を
穿
ち
て
、
其
こ
よ
り
墮
し
入
れ
む
。
故
、
阿
佐
米
余

あ

さ

め

よ

く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
朝
目
宜
く
」
で
、「
朝
、
起
き
て
見
れ
ば
、
う
ま
く
そ
こ
に
」
の
意
か
。］、
汝 な

れ

、
取
り
持
ち
、
天
つ
神

の
御
子
に
獻 ま

つ

れ
。』 

と
、
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
夢
の
教
へ
の
如 ま

ま

、
旦

あ
し
た

に
己
の
が
倉
を
見
し
か
ば
、
信

ま
こ
と

に
、
橫
刀
、
有
り

き
。
故
、
是
の
横
刀
を
以
ち
て
獻 ま

つ

ら
く
の
み
。」 

と
、
ま
を
し
き
。 

 
 

 

＊ 

訓
読
や
意
味
は
、
概
ね
、
角
川
文
庫
「
古
事
記
」（
武
田
祐
吉
訳
注
他
・
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
第

六
版
）
に
拠
っ
た
。
後
半
部
を
採
っ
た
の
は
、
こ
の
熊
が
相
応
の
呪
力
（
身
体
を
疲
弊
さ
せ
る
）
を
持
つ

土
着
神
の
示
現
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
で
あ
る
。 

「
伴
嵩
蹊
」（
享
保
一
八
（
一
七
三
三
）
年
～
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
）
商
人
で
歌
人
・
文
筆
家
。
本

名
資 す

け

芳 よ
し

。
近
江
八
幡
出
身
の
京
都
の
商
家
に
生
ま
れ
た
が
、
八
歳
で
本
家
の
近
江
八
幡
の
豪
商
伴
庄
右
衛

門
資
之
の
養
子
と
な
り
、
十
八
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、
家
業
に
専
念
し
た
が
、
三
十
六
歳
で
家
督
を
譲
っ
て

隠
居
・
剃
髪
、
そ
の
後
は
著
述
に
専
念
し
た
。
代
表
作
は
知
ら
れ
た
「
近
世
畸
人
傳
」
や
随
筆
「
閑
田
耕

筆
」「
閑
田
次
筆
」。
そ
の
「
關
田
次
筆
」
の
巻
之
三
に
、 

 
 

 

＊ 

〇
古
事
記
神
武
天
皇
條
に
、「
大
熊
髮
出
入
卽
失
」
と
い
ふ
文
面
、
諸
先
達
、
皆
、
解
得

と

き

え

ず
。
然
る
に
、

栂
尾
山
の
古
文
書
の
「
熊
野
緣
記
」
の
所
に
、「
古
事
記
」
の
文
、
二
行
を
引
し
中
に
、「
大
熊
髣
髴
出

入
」
と
見
ゆ
。
是
に
て
明
白
也
。
「
此
古
文
書
は
三
百
年
斗
以
前
の
も
の
也
。
夫
よ
り
後
に
寫
誤
る
成
べ

し
」
と
、
竹
苞
樓
主
、
語
れ
り
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
っ
た
も
の
の
、「
金
光
を
放
て
る
熊
」
も
「
熊
野
の
名
之
に
始
ま
る
と
云
ふ
」
も
出
て
こ
な
い
。
こ

れ
は
今
ま
で
、「
南
方
熊
楠
は
、
和
書
の
場
合
は
自
分
の
記
憶
に
頼
っ
て
い
て
（
そ
れ
ほ
ど
に
驚
異
的
な

記
憶
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
）、
必
ず
し
も
原
本
に
当
た
っ
て
確
認
を
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
？
」
と
い
う
強
い
疑
い
を
感
じ
て
き
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
見
る
に
、
そ
の
疑
惑
を
強
く
し

た
。 

「
熊
を
ト
テ
ム
と
せ
る
民
族
」「
ト
テ
ム
」
は
ト
ー
テ
ム
（to

tem

）
。
特
定
の
社
会
集
団
に
於
い
て
、
婚

姻
・
禁
忌
な
ど
に
関
連
し
て
特
殊
な
関
係
を
持
つ
動
植
物
・
鉱
物
な
ど
の
自
然
物
を
指
す
。
語
は
ア
メ
リ

カ
先
住
民
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
）
の
一
つ
で
あ
る
オ
ジ
ブ
ワ
族
の
言
葉
「o

to
tem

an

」（「
彼
は
私
の
一
族
の

も
の
で
あ
る
」
の
意
）
に
由
来
す
る
。
熊
楠
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
邦
で
は
先
住
民
族
で
あ
る
ア
イ

ヌ
が
イ
オ
マ
ン
テ
の
祭
儀
に
よ
っ
て
熊
を
神
に
送
り
返
す
儀
式
の
中
に
熊
を
ト
ー
テ
ム
と
し
た
信
仰
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。 

「
北
越
雪
譜
初
編
卷
上
に…

…

」「
北
越
雪
譜
」
現
在
の
新
潟
県
南
魚
沼
市
塩
沢
で
縮
仲
買

ち
ぢ
み
な
か
が
い

商
と
質
屋
を



営
ん
だ
随
筆
家
鈴
木
牧
之

ま
き
ゆ
き

（
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
～
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
）
が
越
後
魚
沼
の

雪
国
の
生
活
を
活
写
し
た
名
作
。
初
編
三
巻
・
二
編
四
巻
で
計
二
編
七
巻
か
ら
な
る
。
天
保
八
（
一
八
三

七
）
年
に
初
編
が
江
戸
で
出
版
さ
れ
る
や
、
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
真
夏
の
ス
ペ
イ
ン
の
コ
ス

タ
・
デ
・
ソ
ル
の
海
岸
で
読
み
耽
っ
た
ほ
ど
の
私
の
愛
読
書
で
あ
る
。
以
上
は
同
書
の
「
初
編 

卷
之

上
」
の
「
白
熊

し
ろ
く
ま

」
の
条
の
附
記
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
原
本
（P

D
F

。

初
編
卷
之
上
）
を
視
認
し
て
示
す
（「2

0

」
コ
マ
目
）。
読
み
は
一
部
に
留
め
、
句
読
点
を
打
っ
た
。

【 

】
は
原
本
の
二
行
割
注
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 
 

 
 

○
白
熊

し
ろ
く
ま 

熊
の
黑
き
は
、
雪
の
白
が
ご
と
く
天
然
の
常
な
れ
ど
も
、
天 て

ん

公 こ
う

、
機
を
轉
じ
て
、
白
熊

は
く
い
う

を
出
せ
り
。 

○
天
保
三
年
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
八
三
二
年
。］
辰
の
春
、
我
が
住 す

む

、
魚
沼
郡

う
を
ぬ
ま
こ
ほ
り

の
内
、
浦 う

ら

佐 さ

宿
の
在 ざ

い

、

大
倉
村
の
樵
夫

き

こ

り

八
海
山
に
入
り
し
時
、
い
か
に
し
て
か
白
き
児 こ

熊 く
ま

を
虜

い
け
ど

り
、
世
に
珍
し
と
て
、
飼
ひ
お
き

し
に
、
香 か

う

具 ぐ

師
【
江
戶
に
い
ふ
見
世
も
の
師
の
古
風
な
る
も
の
。】、
こ
れ
を
買
も
と
め
、
市
場
又
は
祭

禮
、
す
べ
て
人
の
群

あ
つ
ま

る
所
へ
い
て
ゝ
、
看
物

み
せ
も
の

に
せ
し
が
、
あ
る
所
に
て
余 よ

も
見
つ
る
に
、
大
さ
、
狗
の
ご

と
く
、
狀
は
全
く
熊
に
し
て
、
白
毛
、
雪
を
欺
き
、
し
か
も
、
光
澤

つ

や

あ
り
て
天
鵞
織

び

ら

う

ど

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

表
記
も
読
み
も
マ
マ
。］
の
ご
と
く
、
眼 め

と
爪
は

紅
く
れ
な
ゐ

也
。
よ
く
人
に
馴
な
れ
て
、
は
な
は
だ
愛
す
べ
き
も

の
也
。
こ
ゝ
か
し
こ
に
持
あ
る
き
し
が
、
そ
の
終

を
は
り

を
し
ら
ず
。
白
亀
の
改
元
、
白
鳥

し
ら
と
り

の
神 し

ん

瑞 ず
ゐ

、
八
幡
の

鳩
、
源
家
の
旗
、
す
べ
て
白
き
は 

皇
国

み

く

に

の
祥
象

し
や
う
せ
う

な
れ
ば
、
天
機

て

ん

き

、
白
熊

は
く
い
う

を
い
だ
し
し
も 

昇
平
萬
歲

し
よ
う
へ
い
ば
ん
ぜ
い

の
吉
瑞
成
べ
し
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
原
本
で
は
全
体
が
二
字
下
げ
。］ 

 
 

山
家
の
人
の
話
に
、
熊
を
殺
す
こ
と
、
二
、
三
疋
、
或
ひ
は
年
歷

と

し

へ

た
る
熊
一
疋
を
殺
も
、
其
山
、
か

な
ら
ず
、
荒 あ

る

る
事
あ
り
。
山
家

さ

ん

か

の
人
、
こ
れ
を
「
熊 あ

荒 れ

」
と
い
ふ
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
山
村
の
農
夫
は
需 も

と

め

て
熊
を
捕
る
事
な
し
、
と
、
い
へ
り
。
熊
に
㚑 れ

い

あ
り
し
事
、
古
書
に
も
見
え
た
り
。 

 
 

 

＊ 

「
白
亀
の
改
元
」
養
老
八
年
二
月
四
日
（
七
二
四
年
三
月
三
日
）
に
紀 き

の

朝
臣
家
か
ら
、
手
に
入
れ
た
白
い

カ
メ
の
献
上
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
瑞
祥
と
し
て
「
神
龜
」（
し
ん
き
／
じ
ん
き
）
と
改
元
さ

れ
、
ま
た
、
神
護
景
雲
四
年
十
月
一
日
（
七
七
〇
年
十
月
二
十
三
日
）
光
仁
天
皇
即
位
（
同
年
同
月
同

日
）
に
際
し
、
肥
後
国
よ
り
相
次
い
で
白
い
亀
が
献
上
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
吉
祥
と
し
て
「
寶

龜
」
に
改
元
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
。 

「
白
鳥
の
神
瑞
」
記
紀
に
見
え
る
、
垂 す

い

仁 に
ん

天
皇
の
皇
子
誉
津
別
命

ほ
む
つ
わ
け
の
み
こ
と

（
生
没
年
未
詳
：
一
説
に
垂
仁
天
皇
五

年
に
焼
死
し
た
と
す
る
）
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
成
人
す
る
ま
で
言
葉
を
発
さ
な
か
っ
た
が
、
あ
る
日
、
鵠

く
ぐ
い

（
白
鳥
）
が
空
高
く
渡
る
様
子
を
見
て
、「
是
、
何
物
ぞ
。」
と
初
め
て
言
葉
を
発
し
、
天
皇
は
喜
び
、
そ

の
鵠
を
捕
ま
え
る
こ
と
を
命
じ
、
鵠
を
遊
び
相
手
に
さ
せ
る
と
、
誉
津
別
命
は
普
通
に
会
話
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
と
伝
え
る
。 

「
想
山
著
聞
奇
集
卷
四
に…

…

」「
想
山
著
聞
奇
集
」
は
江
戸
後
期
の
尾
張
名
古
屋
藩
士
で
右
筆
を
勤
め

た
大
師
流
書
家
で
随
筆
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
三 み

好 よ
し

想
し
ょ
う

山 ざ
ん

（
？
～
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
）
の
代
表

作
。
動
植
物
奇
談
・
神
仏
霊
異
・
天
変
地
異
な
ど
、
五
十
七
話
の
奇
談
を
蒐
集
し
た
も
の
。
全
五
巻
。
没

年
の
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
に
板
行
さ
れ
て
い
る
。
私
は
全
篇
の
電
子
化
注
を
本
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ

https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/ru04/ru04_06316/ru04_06316_0001/ru04_06316_0001.pdf
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html


「
怪
奇
談
集
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
熊
楠
の
示
す
も
の
は
、「
美
濃
の
國
に
て
熊
を
捕
事
」
の
追
記
部
分

の
最
後
に
現
わ
れ
る
。
追
記
部
を
総
て
示
す
。 

 
 

 

＊ 

「
北
越
雪
譜
」
に
、
山
家

さ

ん

か

の
人
の
話
に
、『
熊
を
殺

こ
ろ
す

事
、
二
、
三
疋
、
或
は
年
歷

と

し

へ

た
る
熊
一
疋
を
殺
も
、

其
山
、
必
、
荒 あ

る

る
事
有
。
山
家
の
人
、
是
を
「
熊 く

ま

荒 あ
れ

」
と
云
。
此
故
に
、
山
村
の
農
夫
は
、
需 も

と

て
熊
を
捕

事
な
し
と
い
へ
り
。
熊
に
靈 れ

い

有
事
、
古
書
に
も
見
え
た
り
』
云
々
。
然
共

し
か
れ
ど
も

、
此
美
濃
の
郡
上
邊
に
て
は
、

斯 か
く

の
如
く
熊
を
捕 と

る

事
は
、
珍
敷

め
づ
ら
し
き

事
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
さ
し
て
荒
る
事
を
覺
ず
と
云
。

尤
も
つ
と
も

、
雪
中
の
熊

の
膽 き

も

は
、
惡
し
き
分
に
て
も
五
、
六
兩
に
は
な
り
、
好 よ

き

品
な
る
分
は
、
十
五
兩
に
も
廿
兩
に
も
な
り
、
時

に
よ
り
て
は
、
一
疋
の
膽
が
三
十
兩
位

ぐ
ら
ゐ

と
成 な

る

分 ぶ
ん

を
も
獲
る
事
有
て
、
纔

わ
づ
か

の
窮
民
共
の
、
五
、
七
人

組
合

く
み
あ
ひ

、
一
時
に
三
十
金
・
五
十
金
を
も
獲
る
事
有 あ

れ

ば
、
是
が
爲
に
身
代
を
も
よ
く
し
、
生
涯
、
父
母

ふ

ぼ

妻
子
を

も
安
穩
に
養
ふ
べ
き
基

も
と
ひ

と
も
な
る
は
づ
な
る
に
、
矢 や

張 は
り

、
困
窮
し
て
、

漸
や
う
や
く

飢
渇
に
及
ば
ざ
る
迄
の
事
な

る
は
、
熊
を
殺
せ
し
罰
な
る
べ
し
と
、
銘
々
云 い

ひ

な
が
ら
も
、
大
金
を
得
る
事
故
、
止
兼

や
み
か
ね

て
、
深
山
幽
谷
を
も

厭
は
ず
、
足
に
は
堅
凍
積
雪

け
ん
と
う
せ
き
せ
つ

を
踏
分

ふ
み
わ
け

、
頭

か
し
ら

に
は
星
霜
雨
露
を
戴
き
て
、
實 げ

に
命

い
の
ち

を
的 ま

と

と
な
し
て

危
あ
や
う
き

を
な

し
、

剩
あ
ま
つ
さ
へ

も
の
ゝ
命
を
と
り
て
己

お
の
れ

の
口
腹

こ
う
ふ
く

を
養
ふ
と
云 い

ふ

も
、
過
去
の
宿
緣
と
も
申
べ
き
乎
。 

 
 

 

＊ 

太
字
で
示
し
た
部
分
が
熊
楠
の
縮
約
の
元
で
あ
る
。
但
し
、
正
し
い
梗
概
と
は
言
え
な
い
。
］ 

                      

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/05/post-dc3b.html


○
鼬
、
倭
漢
三
才
圖
會
卷
三
九
に
、
鼬
群
鳴
す
れ
ば
、
不
祥
と
爲
す
と
は
、
今
も
然
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
し
か
」。］
信
ず
る
人
有
り
、
或
夜
中
有
焰
氣
高
昇
如
立
柱
、
呼
爲
火
柱
、
其
消
倒
處
必
有
火
災
蓋
羣
鼬

爲
妖
也
と
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
句
点
な
し
は
マ
マ
。］
斯
る
迷
信
今
も
存
ず
る
や
否
を
知
ら
ず
、
稍
や
之

に
似
た
る
は
、
丁
抹
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
デ
ン
マ
ー
ク
」。］
國
等
に
建
築
中
材
木
よ
り
火
出
で
飛
ぶ

は
、
そ
の
家
火
災
に
罹
る
兆
な
り
と
傳
ふ
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
鼬
の
所
爲
た
り
と
言
は
ず
（H

. F
. 

F
eilb

ery, ‛ G
h
o
stly

 L
ig

h
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源
平
盛
衰
記
卷
十
三
に
、
鼬
躍
り
鳴

き
て
程
な
く
、
後
白
河
法
皇
、
鳥
羽
殿
よ
り
還
御
の
こ
と
あ
り
、
又
義
經
記
か
曾
我
物
語
に
、
泰
山
府
君

の
法
を
修
し
て
、
成
就
の
徵
し
に
鼬
現
は
る
ゝ
話
あ
り
し
と
記
憶
す
れ
ば
、
別
に
崇
拜
さ
れ
し
と
聞
か
ざ

る
も
、
古
來
邦
人
の
迷
信
上
、
鼬
は
な
か
な
か
一
癖
あ
る
獸
と
知
ら
れ
た
り
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
倭
漢
三
才
圖
會
卷
三
九
に
、…

…

」
江
戸
前
・
中
期
の
医
師
寺
島
良
安
（
承
応
三

（
一
六
五
四
）
年
～
？
：
生
ま
れ
は
出
羽
能
代
（
一
説
に
大
坂
高
津
と
も
）
生
ま
れ
の
商
人
の
子
と
さ
れ

る
。
後
に
大
坂
に
移
っ
て
、
伊
藤
良
立
・
和
気
仲
安
の
門
人
と
な
り
、
医
学
・
本
草
学
を
学
ん
だ
。
後
に

こ
の
業
績
が
評
価
さ
れ
、
大
坂
城
入
り
の
医
師
と
な
り
、
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
明
代
の
医
学

の
影
響
を
受
け
た
著
書
を
多
く
刊
行
し
た
。
そ
の
最
晩
年
の
事
蹟
は
不
明
で
あ
る
が
、
享
保
（
一
七
一
六

年
～
一
七
三
六
年
）
の
頃
に
没
し
た
と
さ
れ
る
）
の
主
著
で
あ
る
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
に
刊
行
し
た

類
書
（
百
科
事
典
）「
和
漢
三
才
圖
會
」（「
和
」
は
「
倭
」
と
も
表
記
す
る
）。
全
三
百
巻
か
ら
成
り
、
明

の
類
書
「
三
才
圖
會
」（
明
の
一
六
〇
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
王 お

う

圻 き

と
そ
の
次
男
王
思
義
に
よ
っ
て
編
纂
さ

れ
た
。
全
百
六
巻
）
の
分
類
・
構
成
を
参
考
に
し
て
執
筆
さ
れ
た
本
邦
初
の
絵
入
り
百
科
事
典
で
あ
る
。

但
し
、
本
草
部
は
、
概
ね
、
明
の
李
時
珍
の
「
本
草
綱
目
」
を
基
礎
記
載
を
用
い
て
い
る
。
本
文
は
漢
文

体
で
あ
る
が
、
丁
寧
に
訓
点
が
打
た
れ
て
あ
る
。
私
は
本
書
を
偏
愛
し
て
お
り
、
サ
イ
ト
で
「
和
漢
三
才

圖
會
」
の
水
族
（
海
藻
・
海
草
・
淡
水
藻
の
他
に
菌
類
・
菌
蕈
類
・
蘚
苔
類
・
地
衣
類
・
シ
ダ
類
等
を
含

む
）
の
部
全
七
巻
、
卷
第
四
十
五 

龍
蛇
部 

龍
類 

蛇
類
・
卷
第
四
十
六 

介
甲
部 

龜
類 
鼈
類 

蟹
類
・
卷
第
四
十
七 

介
貝
部
・
卷
第
四
十
八 

魚
類 

河
湖
有
鱗
魚
・
卷
第
四
十
九 

魚
類 

江
海
有

鱗
魚
・
卷
第
五
十 

 

魚
類 

河
湖
無
鱗
魚
・
卷
第
五
十
一 

魚
類 

江
海
無
鱗
魚
及
び
、
卷
第
九
十
七 

水
草
部 

藻
類 

苔
類
を
、
以
下
、
一
部
を
除
い
て
ブ
ロ
グ
で
動
物
部
の
、
卷
第
三
十
七 

畜
類
・
卷
第

三
十
八 

獸
類
・
巻
第
三
十
九 

鼠
類
・
卷
第
四
十 

 

寓
類 

恠
類
（
こ
れ
は
サ
イ
ト
版
）・
卷
第
四

十
一
か
ら
巻
第
四
十
四 

禽
部
・
卷
第
五
十
二
か
ら
巻
第
五
十
四 

蟲
部
を
、
実
に
十
二
年
半
か
け
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
電
子
化
訓
読
注
を
し
終
え
て
い
る
。
そ
の
「
巻
第
三
十
九 

鼠
類
」（
良
安
は
「
本
草
綱
目
」

に
従
い
、
鼠
類
に
分
類
し
、
そ
の
最
後
に
配
し
て
い
る
）
の
記
載
は
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
九 

鼠

類 

鼬
（
い
た
ち
） 

（
イ
タ
チ
）」
に
あ
る
。
そ
の
内
の
訓
読
文
を
示
す
。
太
字
は
私
が
附
し
た
。 

 
 

 

＊ 

「
本
綱
」、
鼬
、

狀
か
た
ち
）

、
鼠
に
似
て
、
身
、
長
く
、
尾
、
大
な
り
。
黃
色
に
赤
を
帶
ぶ
。
其
の
氣 か

ざ

、
極
め
て

臭
し
。
其
の
毫 が

う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
細
い
毛
。］
尾
と
與
に
筆
に
作
る
べ
し
。
其
の
肉
【
甘
、
温
。
小
毒

有
り
。】
は
臭
し
。
此
の
物
、
能
く
、
鼠
及
び
禽 と

り

・
畜

け
も
の

を
捕
ふ
。
亦
、
能
く
、
蛇
・
虺

ま
む
し

を
制
す
。 

△
按
ず
る
に
、
鼬
、
其
の
眼
、
眩

か
が
や

き
、
耳
、
小
さ
く
、

吻
く
ち
さ
き

黒
く
、
全
體
、
黃
褐
色
。
身
、
長
く
し
て
、

柔
か
く
撓

た
を
や

か
な
り
。
小
さ
き
隙 す

き

・
竹
の
筒
と
雖
も
、
反
轉
し
て
出
で
ざ
る
と
い
ふ
こ
と
無
し
。
能
く
、

鳥
・
鼠
を
捕
へ
て
、
惟
だ
、
血
を
吮 す

ひ
て
、
全
く
、
之
れ
を
食
ら
は
ず
。
其
の
聲
、
木
を
輾 き

し

る
音
の
ご
と

http://yab.o.oo7.jp/wakan45.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan46.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan46.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan47.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan48.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan49.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan49.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan50.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan51.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan97.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan97.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan97.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan97.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24194508/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24197788/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24197788/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24212920/index.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan40.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24119071/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24119071/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23980460/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24212920/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/05/post-35d97e.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/05/post-35d97e.html


し
。
群
鳴
す
れ
ば
、
則
ち
、
以
つ
て
不
祥
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
不
吉
の
前
兆
。］
と
爲
す
。
或
い
は
、
夜

中
、
熖
氣
、
有
り
て
、
高
く
升 の

ぼ

り
、
柱
を
立
つ
る
が
ご
と
し
。
呼
ん
で
、「
火
柱

ひ
ば
し
ら

」
と
稱
す
。
其
の
消
へ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
倒
る
ゝ
處
、
必
ず
、
火
災
、
有
り
と
い
ふ
は
、
蓋
し
、
群
鼬
、
妖
を
作 な

す
な

り
。 

水 み
づ

鼬
い
た
ち 

本 も

と
、
此
の
一
種
な
り
。
常
に
屋
壁
の
穴
に
棲
み
て
、
瀦 た

め

池 い
け

を
覘 ね

ら

い
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ

マ
。］、
水
に
入
り
て
、
魚
を
捕
る
。
性
、
蟾
蜍

ひ
き
が
へ
る

を
畏
る
。
如 も

し
、
相
ひ
見
る
と
き
は
、
則
ち
、
鼬
、
困
迷

す
。
又
、
瓢
簞
を
畏
る
。
故
に
魚
を
養 か

ふ
池
邊
に
瓢
簞
を
安 お

く
。 

 
 

 

＊ 

学
名
及
び
本
邦
産
種
群
（
四
種
七
亜
種
ほ
ど
）
は
リ
ン
ク
先
の
私
の
注
を
見
ら
れ
た
い
が
、
江
戸
時
代
ま

で
の
民
俗
社
会
で
は
、
上
記
の
下
線
太
字
部
で
判
る
通
り
、
狐
狸
同
様
に
人
間
に
化
け
る
或
い
は
人
間
を

化
か
す
妖
怪
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
さ
れ
ば
、
古
い
そ
の
根
元
に
於
い
て
は
、
敬
し
て
遠
ざ
く
る
に

若
か
ざ
る
獣
魔
神
と
し
て
の
ト
ー
テ
ム
の
属
性
を
有
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
謂
わ
ば
、
零
落
し
た
の

で
あ
る
。 

「H
. F

. F
eilb

ery, ‛ G
h
o
stly

 L
ig

h
ts.̓

」
こ
の
資
料
（「
鬼
火
」
或
い
は
「
妖
火
」「
怪
し
き
火
光
群
」
と
で

も
訳
し
て
お
く
）
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
欧
文
書
誌
資
料
（
但
し
、
英
語
で
は
な
く
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
っ

ぽ
い
）
の
中
に
頻
繁
に
こ
の
「H

. F
. F

eilb
ery

」
と
い
う
人
物
の
名
が
見
え
る
。
民
間
の
伝
承
研
究
家

か
。
因
み
に
、
こ
の
作
者
と
標
題
の
フ
ル
・
フ
レ
ー
ズ
で
検
索
す
る
と
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
日
本
各
地
に

伝
わ
る
怪
火
の
一
種
で
あ
る
「
天
火
」（
て
ん
か
／
て
ん
び
／
て
ん
ぴ
）
の
ウ
ィ
キ
を
英
訳
し
た
英
語
版

タ
イ
ト
ル
「T

en
k
a (atm

o
sp

h
eric g

h
o
st lig

h
t)

」（
空
中
の
怪
光
現
象
）
が
一
番
に
掛
か
っ
て
く
る
の
は
面

白
い
。
熊
楠
も
ニ
ン
マ
リ
だ
ろ
う
。 

「S
eq

q
.

」
は
普
通
は
「seq

q
.

」
で
、
ラ
テ
ン
語
「seq

u
en

tes

」
の
略
。「
下
記
（
以
下
）
の
」
の
意
。 

「
源
平
盛
衰
記
卷
十
三
に
、
鼬
躍
り
鳴
き
て
程
な
く
、
後
白
河
法
皇
、
鳥
羽
殿
よ
り
還
御
の
こ
と
あ
り
」

所
持
す
る
（
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
三
弥
井
書
店
版
刊
）「
源
平
盛
衰
記
（
三
）」
で
確
認
し
た
。「
法

皇
鳥
羽
殿
よ
り
還
御
」
の
冒
頭
近
く
で
あ
る
。
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
漢
字
を
正
字
化
し
、
漢

文
表
記
部
は
訓
読
し
、
句
読
点
・
記
号
・
改
行
も
増
や
し
て
示
す
。
踊
り
字
「
〱
」
は
正
字
化
し
た
。
一

部
表
記
を
別
本
で
変
え
た
。 

 
 

 

＊ 

 

一
院
は
年
を
へ
て
、
月
を
重
ぬ
る
に
付
て
も
、「
新
大
納
言
成
親
父
子
が
如
く
、
遠
國
遙

は
る
か

の
島
に
も
放

遷
さ
ん
ず
る
や
ら
ん
」
と
思
召
け
る
に
、
城
南
離
宮
に
し
て
春
も
す
ぎ
夏
に
も
成
ぬ
れ
ば
、「
さ
て
い
か

な
る
べ
き
や
ら
ん
」
と
御
心
ぼ
そ
く
思
召
て
、
御
轉
讀
の
御
經
も

彌
い
よ
い
よ

心
肝
に
銘
じ
て
思
し
召
さ
れ
け

る
。
五
月
十
二
日
の
午
刻
に
、
赤
く
大
な
る
鼬
の
何 い

づ

よ
り
來
り
參
た
り
共 と

も

御
覽
ぜ
ざ
り
け
る
に
、
御
前
に

參
り
、
二
、
三
返
走
り
𢌞
り
、
大
に
、
き
ゝ
め
き
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
鳴
き
叫
び
て
。］、
法
皇
に
向
ひ

參
ま
ゐ
ら
せ

て
、
躍
上
、
躍
上
、
目 ま

影 か
げ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
後
脚
肢
で
立
ち
上
が
っ
て
、
前
肢
を
挙
げ
、
そ
の
掌

を
両
目
の
上
に
翳
す
こ
と
。
鼬
は
人
を
見
る
と
、
こ
の
行
動
を
と
る
と
さ
れ
た
。］
な
ん
ど
し
て
失
に
け

り
。
大
に
淺
間
し
く
思
召
て
、 

『
禽
獸
鳥
類
の
怪
を
な
す
事
、
先
蹤
多
し
と
い
へ
共
、
此
獣
は
殊
に
樣
有
べ
し
と
覺
た
り
。
去 さ

れ

ば
爰
に
籠 こ

め

置
た
る
も
、
猶
、
飽
足
ら
ず
思
て
、
入
道
が
、
朕
を
死
罪
な
ど
に

行
お
こ
な
ふ

べ
き

計
は
か
ら
ひ

な
ど
の
有
に
や
。』 

と
思
召

お
ぼ
し
め
す

に
付
て
は
、 

https://en.wikipedia.org/wiki/Tenka_(atmospheric_ghost_light)
https://en.wikipedia.org/wiki/Tenka_(atmospheric_ghost_light)
https://en.wikipedia.org/wiki/Tenka_(atmospheric_ghost_light)


「
南
無
一
乘
守
護
普
賢
大
士
・
十
羅
刹
女
、
助
さ
せ
給
へ
。」 

と
御
祈
念
有
け
る
ぞ
、
悲
き
。 

 

源
藏
人
仲
兼
と
申
者
あ
り
、
後
に
は
近
江
守
と
ぞ
申
け
る
。
法
皇
の
鳥
羽
殿
に
遷
さ
れ
御
座
て
參
り
寄 よ

る

人
も
な
き
事
を
歎
け
る
が
、
思
に
堪
ず
、 

『
如
何
な
る
咎
に
合 あ

ふ

と
て
も
、
い
か
ゞ
は
せ
ん
。』 

思
て
、
忍
つ
ゝ
參
た
り
。 

 

法
皇
、
御
覽
じ
て
、 

「
哀
、
あ
れ
は
い
か
に
し
て
參
た
る
ぞ
。」 

と
て
、
や
が
て
、
御
淚
を
、
の
ご
は
せ
給
ふ
。 

「
さ
て
も
、
只
今
、
然
々
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
か
し
か
」。
鼬
の
そ
れ
を
指
す
。］
怪
異
あ
り
、
急
ぎ

聞
召
た
く
思
召
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
自
敬
表
現
。］、
折
節
、
參
り
あ
へ
る
事
、
神
妙
神
妙
。」 

と
て
、
御
占
形
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
ん
う
ら
か
た
」。
占
う
べ
き
対
象
を
記
し
た
下
し
文
で
あ
ろ

う
。］
を
賜
て
、 

「
泰
親
が
も
と
へ
。」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
陰
陽
寮
陰

陽

頭

お
ん
み
ょ
う
の
と
う

安
倍
泰
親
。］ 

と
勅
定
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ち
よ
く
ぢ
や
う
」。］
あ
り
。 

 

仲
兼
、
急
ぎ
京
へ
馳
上
り
、
院
陽
頭
泰
親
が
樋
口
京
極
の
宿
所
に
行
向
て
、
御
占
形
を
以
つ
て
勅
定
を

の
ぶ
。 

 

泰
親
、
相
傳
の
文
書
、
よ
く
よ
く
披

ひ
ら
き

て
見
て
、 

「
今
月
今
日
午
時
の
御
さ
と
し
、
今
三
日
が
中
の
還
御
の
御
悅
、
後
、
大
な
る
御
歎
也
。」 

と

勘
か
ん
が
へ

申
た
り
。 

 

仲
兼
、
先 ま

づ

嬉
く
て
、
件
の
勘
文
を
以
て
鳥
羽
の
御
所
に
歸
參
し
て
、
此
由
を
奏
す
。 

 

法
皇
は
、 

「
い
さ
い
さ
、
何
故
に
か
、
左
程
の
御
悅
は
。」 

と
、
思
し
召
さ
れ
け
る
程
に
、
法
皇
の
御
事
、
大
將
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
平
宗
盛
。］、

强
あ
な
が
ち

歎
き
申
さ
れ

け
る
に
よ
り
て
、
入
道
、
さ
ま
ざ
ま
の
惡
事
、
思
直
て
、
同
十
四
日
、
に
鳥
羽
殿
よ
り
、
八
條
烏
丸
御
所

へ
還
入
進
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
ん
じ
ゆ
、
し
ん
す
」。
還
御
す
る
こ
と
。］。
是
に
も
軍
兵
、
御
車
の

前
後
に
打
圍
て
ぞ
候
け
る
。 

 

十
二
日
の
先
表
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
兆
。］、
同
十
四
日
の
還
御
、
三
箇
日
の
中
の
御
悅
と
占
申
た
り

け
る
事
、
つ
ゆ
違
は
ず
。 

『「
後
の
大
な
る
御
歎
」
と
は
、
又
、
い
か
な
る
事
の
有
べ
き
や
ら
ん
。』 

と
、
御
心
苦
く
思
召
け
る
。 

 

法
皇
は
、
去
年
の
十
一
月
よ
り
、
御
意
な
ら
ず
鳥
羽
殿
に
籠
ら
せ
給
ひ
て
、
今
年
五
月
十
四
日
に
御
出

あ
り
し
か
ば
、
幽

か
す
か

な
り
し
御
住
居
引
替
て
、
御
心
廣
く
思
召
け
る
程
に
、
還
御
の
日
し
も
、
第
二
御
子
高

倉
宮
の
御
謀
叛
の
御
企
あ
り
と
て
、
京
中
の
貴
賤
、
靜
な
ら
ず
。
去
四
月
九
日
、
潛

ひ
そ
か

に
令
旨
を
ば
下
さ
れ

た
れ
ど
も
、
源
三
位
入
道
父
子
・
十
郞
藏
人
の
外
に
は
知
人
も
な
し
、
藏
人
は
關
東
へ
下
向
し
ぬ
、
い
か

に
し
て
洩
に
け
る
や
ら
ん
、
淺
ま
し
と
も
云
計
な
し
。 

 
 

 

＊ 

と
い
う
シ
ー
ク
エ
ン
ス
で
あ
る
。
清
盛
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
で
、
後
白
河
院
政
は
完
全
に
停
止

ち
ょ
う
じ

さ
れ
、
治
承



三
（
一
一
七
九
）
年
十
一
月
二
十
日
に
、
洛
南
の
鳥
羽
殿
に
連
行
さ
れ
て
幽
閉
の
身
と
な
っ
て
い
た
が
、

治
承
四
年
五
月
十
四
日
に
後
白
河
院
が
武
士
三
百
騎
の
警
護
に
よ
り
、
八
条
坊
門
烏
丸
邸
に
遷
っ
た
折
り

が
、
最
後
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。 

「
義
經
記
か
曾
我
物
語
に
」
掟
破
り
の
引
用
原
拠
不
確
定
表
示
で
手
古
摺
っ
た
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
前
者

で
あ
ろ
う
。
但
し
、
そ
れ
は
引
用
元
が
不
確
か
で
あ
っ
た
如
く
、
熊
楠
の
謂
う
よ
う
な
、「
泰
山
府
君
の
法

を
修
し
て
、
成
就
の
徵
し
に
鼬
現
は
る
ゝ
話
」
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
（
む
し
ろ
あ
る
種
の
注
意
喚
起
を
示
す

警
戒
的
兆
し
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
）、
熊
楠
の
記
憶
の
錯
誤
で
あ
る
。
少
し
長
い
が
、
以
下
に
「
曾
我

之
物
語
」
の
王
堂
本
の
巻
第
二
の
頭
に
あ
る
「
大
見
・
八
幡

や

は

た

を
う
つ
事
」（
プ
レ
・
ス
ト
ー
リ
ー
）
で
伊

東
九
郎
祐
清
が
父
祐
親
入
道
の
命
に
従
い
、
八
幡
三
郎
の
首
を
獲
っ
た
話
の
直
後
に
配
さ
れ
た
、「
い
た

ち
の
怪
異

け

い

の
事

付
つ
け
た
り

泰
山
府
君
の
事
」
を
示
す
。
岩
波
文
庫
本
穴
山
孝
道
校
訂
の
上
巻
（
一
九
三
九
年

刊
）
を
底
本
と
し
た
。
記
号
を
追
加
し
、
段
落
を
成
形
し
た
が
、
読
み
は
一
部
に
限
っ
た
（
カ
タ
カ
ナ
は

原
本
の
も
の
な
の
で
総
て
と
っ
た
）。
踊
り
字
「
〱
」「
〲
」
は
正
字
化
し
た
。
底
本
本
文
の
歴
史
的
仮
名

遣
の
誤
り
の
内
、
穴
山
氏
が
訂
正
注
を
施
し
て
お
ら
れ
る
部
分
は
、
そ
ち
ら
を
と
っ
た
。 

 
 

 

＊ 

 

さ
て
も
、
八
幡
の
三
郞
が
母
は
、
く
ず
み
の
入
道
寂
心
が
乳
母
子

め

の

と

ご

な
り
。
す
で
に
八
旬
に
あ
ま
り
け
る

が
、
の
こ
り
の
あ
ま
り
に
く
ど
き
け
る
は
、 

「
御
主

し
ゆ
う

の
爲
に
、
命
を
捨
つ
る
事
は
、
本
望
な
れ
ど
も
、
此
の
亂
の
お
こ
り
を
た
づ
ぬ
れ
ば
、
お
や
の
ゆ

ず
り
を
そ
む
き
給
し
に
よ
つ
て
也
。
し
か
る
に
じ
や
く
し
ん
、
世
に
ま
し
ま
し
し
時
、
き
ん
だ
ち
あ
ま
た

並
み
す
ゑ
て
、
酒
宴
な
か
ば
の
を
り
ふ
し
、
も
ち
給
ひ
つ
る
さ
か
づ
き
の
中
へ
、
空
よ
り
大
き
な
る
い
た

ち
一
つ
お
ち
入
つ
ゝ
、
ひ
ざ
の
う
へ
に
と
び
お
り
ぬ
と
み
え
し
が
、
い
づ
く
と
も
な
く
う
せ
に
け
り
。

稀
代

け

だ

い

の
ふ
し
ぎ
な
り
と
て
、
や
が
て
勘

か
ん
が

へ
さ
す
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、 

『
お
ほ
き
な
る
へ
う
じ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
表
示
。
予
兆
。］
な
り
、
つ
ゝ
し
み
給
へ
。』 

と
申
し
た
り
し
を
、
さ
し
た
る
祈
禱
も
な
く
て
す
ぎ
給
ひ
ぬ
。
さ
て
い
く
ほ
ど
な
く
し
て
、
じ
や
く
し
ん

は
、
か
く
れ
給
ひ
け
り
。
さ
れ
ば
に
や
、
後
し
ら
河
の
法
皇
も
、
鳥
羽
の
離
宮
に
わ
た
ら
せ
給
ひ
し
時
、

大
き
な
る
い
た
ち
ま
ゐ
り
て
、
な
き
騷
ぎ
け
り
。
博
士
に
御
た
づ
ね
あ
り
け
れ
ば
、 

『
三
日
の
う
ち
に
御
よ
ろ
こ
び
、
又
は
御
な
げ
き
。』 

と
申
し
け
る
に
あ
は
せ
て
、
つ
ぎ
の
日
法
皇
を
と
ば
殿
よ
り
出
し
た
て
ま
つ
り
て
、
八
條
烏
丸
の
御
所
へ

入
た
れ
ま
つ
る
。
こ
れ
御
よ
ろ
こ
び
也
。
又
御
な
げ
き
と
申
け
る
は
、
そ
の
ま
た
の
日
、
た
か
く
ら
の
み

や
の
御
む
ほ
ん
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
仁
王
の
挙
兵
を
指
す
。］
あ
ら
は
れ
て
、
都
を
出
ま
し
ま
し
て
つ

ひ
に
奈
良

な

ら

路ぢ

に
討
た
れ
さ
せ
給
け
る
な
り
。
か
や
う
の
た
め
し
を
も
つ
て
む
か
し
を
思
ふ
に
、
大
國
に
大

王
お
は
し
け
り
。
樓
閣
を
好
き
給
ひ
て
、
あ
け
く
れ
宮
殿
を
つ
く
り
給
ふ
。
中
に
も
上
か
う
殿
と
號
し
て

た
か
さ
廿
よ
丈
の
高
樓
を
た
て
ら
る
。
は
し
ら
は
あ
か
が
ね
、
け
た
・
う
つ
ば
り
は
金
銀
也
。
軒
に
は
珠

玉
瓔
珞
を
さ
げ
、
壁
に
は
、
靑

し
や
う

蓮 れ
ん

の
華 け

鬘 ま
ん

を
つ
け
、
内
に
は
瑠
璃
の
天
蓋
を
さ
ゝ
げ
、
四
方
に
、
瑪
の
は

た
を
つ
り
、
庭
に
は
、
珊
瑚
琥
珀
を
し
き
み
ち
て
、
ふ
く
風
ふ
る
雨
の
た
よ
り
に
、
蘭
麝
の
に
ほ
ひ
に

た
ゞ
よ
へ
り
。
山
を
築 つ

き
て
は
亭
を
構
へ
、
池
を
ほ
り
て
は
舟
を
う
か
ぶ
。
水
に
あ
そ
べ
る
鴛
鴦

ゑ
ん
あ
う

の
こ

ゑ
、
ひ
と
へ
に
淨
土
の
莊
嚴

し
や
う
ご
ん

に
こ
と
な
ら
ず
。
人
民
こ
ぞ
り
て
圍
繞

い

ね

う

す
。
佛
菩
薩
の
影
向

や
う
が
う

も
、
こ
れ
に
は

し
か
じ
と
ぞ
み
え
し
。
然
れ
ば
、
大
王
玉
樓
金
殿
に
座
し
て
つ
ね
に
遊
覽
を
な
し
給
ふ
。
あ
る
と
き
か
う

ら
う
の
は
し
ら
に
い
た
ち
二
つ
來
つ
て
、
な
き
騷
ぐ
事
七
日
な
り
。
大
王
あ
や
し
み
給
て
、
博
士
を
召
し



て
、
卜

う
ら
な

は
せ
ら
る
。
す
な
は
ち
か
ん
が
へ
奏
し
て
申
さ
く
、 

『
此
柱
の
中
に
、
七
尺
の
人
形

ニ
ン
ギ
ヤ
ウ

に
大
王
の
御
容

か
た
ち

を
こ
と
ご
と
く
つ
く
り
う
つ
し
て
、
封
じ
こ
め
、
す
な

は
ち
調
伏
の
壇
を
か
ま
へ
、
幣
帛
を
た
て
、
供
具
を
そ
な
へ
、
大
わ
う
を
咒
詛
し
た
て
ま
つ
る
也
。
こ
れ

を
割
り
て
だ
ん
を
や
ぶ
ら
せ
給
へ
。
そ
う
じ
て
御
え
き
の
與
黨
七
百
人
候
な
り
。』 

と
。
大
わ
う
お
ほ
き
に
お
ど
ろ
き
た
ま
ひ
、
い
そ
ぎ
か
の
柱
を
わ
り
て
み
給
ふ
に
、
は
か
せ
の
申
せ
し
に

す
こ
し
も
た
が
は
ず
、
す
さ
ま
じ
く
お
そ
ろ
し
き
あ
り
さ
ま
な
り
。
す
な
は
ち
だ
ん
を
や
ぶ
ら
せ
ら
れ
て

の
ち
、
諸
人
を
こ
と
ご
と
く
め
し
あ
つ
め
、
其
中
に
あ
や
し
き
者
ど
も
を
め
し
と
つ
て
拷
問
せ
さ
れ
ら
れ

け
れ
ば
、
は
く
狀
す
る
者
七
百
人
に
及
べ
り
。
こ
れ
ら
を
み
な
縛

い
ま
し

め
て
、
す
な
は
ち
首
を
き
ら
れ
し
ほ
ど

に
、
す
で
に
三
百
人
の
首
を
き
り
て
、
の
こ
り
四
百
人
を
き
ら
ん
と
す
る
時
、
天
下
俄
に
く
ら
や
み
と
な

り
て
、
夜
晝
の
さ
か
ひ
も
な
し
。
人
民
道
路
に
た
ふ
れ
ふ
し
、
泣
き
か
な
し
む
事
な
の
め
な
ら
ず
。
其
時

大
わ
う
大
き
に
お
ど
き
て
の
た
ま
は
く
、 

『
我
つ
ゆ
ほ
ど
も
わ
た
く
し
の
心
を
も
つ
て
か
れ
ら
が
く
び
を
き
る
に
は
あ
ら
ず
。
下 し

も

と
し
て
か
み
を
あ

ざ
け
る
下
剋
上

ゲ
コ
ク
ジ
ヤ
ウ

の
も
の
を
誅
罰
し
て
、
い
ま
し
め
を
後
世
に
つ
た
へ
ん
と
お
も
ふ
ゆ
ゑ
な
り
。
も
し
又
我

に
わ
た
く
し
あ
ら
ば
、
天
我
を
罰
す
む
べ
し
。』 

と
ち
か
ひ
て
、
三
七
日
の
あ
い
だ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
飮
食

を
ん
じ
き

を
と
ゞ
め
、
た
か
き
床 ゆ

か

の
う
へ
に

の
ぼ
り
て
御
あ
し
の
ゆ
び
を
つ
ま
だ
て
た
ま
ふ
。 

『
あ
や
ま
り
あ
ら
ば
一
め
い
こ
ゝ
に
き
え
ぬ
べ
し
。
あ
や
ま
り
な
く
ば
諸
天
あ
は
れ
み
給
へ
。』 

と
て
貴
き
ひ
じ
り
を
請
じ
て
、
仁
王
經
を
か
ゝ
せ
ら
れ
、
祈
誓
を
な
し
給
ふ
。
三
七
日
に
滿
ず
る
時
、

七
星

し
つ
せ
い

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
北
斗
七
星
。］
眼
前
に
あ
ま
く
だ
り
現
じ
給
ふ
。
や
ゝ
あ
つ
て
又
日
月
星

宿

シ
ヤ
ウ
シ
ユ
ク

ひ

か
り
を
か
ゞ
や
か
し
給
ふ
。
さ
れ
ば
こ
そ
ま
つ
り
ご
と
に
よ
こ
し
ま
な
し
と
て
、
の
こ
る
四
百
人
を
も
き

ら
せ
ら
れ
け
り
。
こ
ゝ
に
ま
た
博
士

は

か

せ

參
内
し
て
そ
う
し
け
る
は
、 

『
大
て
き
ほ
ろ
び
侍
り
ぬ
れ
ば
御
く
ら
ゐ
長
久
な
る
べ
き
事
餘
儀
な
し
。
さ
れ
ど
も
、
調
伏
の
大
行
、
其

の
功
遺
り
て
お
そ
ろ
し
け
れ
ば
、
し
よ
せ
ん
、
あ
ま
く
だ
り
給
へ
る
七
星 セ

イ

を
ま
つ
り
、
し
や
う
か
う
殿
に

た
か
ら
を
つ
み
、
一
時 じ

に
こ
れ
を
焚
き
す
て
て
さ
い
な
ん
を
は
ら
ひ
給
ふ
べ
し
。』 

と
申
け
れ
ば
、 

『
左
右

さ

う

に
及
ば
ず
。』 

と
て
、
た
ち
ま
ち
に
上
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
げ
」。］
件

く
だ
ん

の
曜
宿

よ
う
し
や
く

を
請
じ
を
た
て
ま
つ
り
、
か
の
御
て

ん
に
た
か
ら
を
つ
み
あ
げ
焚
き
す
て
ら
れ
に
け
り
。
さ
て
こ
そ
、
今
の
世
ま
で
も
、
い
た
ち
鳴
き
さ
は
げ

ば
、
つ
ゝ
し
み
て
水
を
そ
そ
ぎ
ま
じ
な
ふ
事
、
こ
の
時
よ
り
ぞ
お
こ
り
け
る
。
さ
れ
ば
七
百
人
の
て
き
ほ

ろ
び
、
七
星
眼
前
に
あ
ま
く
だ
つ
て
光
を
か
ゞ
や
か
し
給
ふ
事
、
七
難
卽
滅
、
七
福 フ

ク

卽
生

そ
く
し
や
う

の
明
文

め
い
も
ん

に
か
な

ひ
ぬ
る
も
の
な
り
。
今
の
泰
山
府
君

タ
イ
ザ
ン
フ
ク
ン

と
い
ふ
ま
つ
り
は
す
な
は
ち
こ
れ
な
り
。
大
王
、
彼
の
殿
を
や
き
、

ま
つ
り
ご
と
を
し
給
ひ
て
、
御
く
ら
ゐ
長
生
殿
に
榮
へ
て
春
秋
を
わ
す
れ
、
不
老
門
に
日
月
の
か
げ
し
づ

か
に
め
ぐ
り
、
吹
風
枝
を
な
ら
さ
ず
、
降
る
雨
つ
ち
く
れ
を
や
ぶ
ら
ず
、
永
久
に
さ
か
へ
給
ふ
ぞ
め
で
た

か
り
け
る
。 
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○
犬 

犬
を
祀
り
し
例
は
峯
相
記
に
、
又
粟
賀
犬
寺
者
、
當
所
本
主
秀
府
と
云
者
有
り
、
高
名
獵
師

也
、
彼
僕
、
秀
府
の
妻
女
を
犯
し
、
剩
へ
秀
府
を
殺
し
て
夫
婦
に
成
ん
と
云
密
契
有
り
、
郞
從
秀
府
を
狩

場
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
誘
出
し
て
、
山
中
に
て
弓
を
引
き
矢
を
放
た
ん
と
す
、
既
に
害
に
及

ぶ
時
、
秀
府
が
祕
藏
の
犬
大
黑
小
黑
と
て
二
疋
あ
り
、
か
の
郞
從
に
飛
か
ゝ
り
、
左
右
の
手
を
喰
へ
て
引

張
る
、
秀
府
刀
を
拔
き
飛
懸
り
て
仔
細
を
尋
る
處
に
、
有
の
儘
に
承
伏
す
、
郞
從
を
殺
害
し
、
妻
妾
を
厭

却
し
て
、
道
心
を
發
し
出
家
入
道
す
、
臨
終
に
及
ぶ
時
、
男
女
子
の
な
き
間
、
所
帶
を
二
疋
の
犬
に
與
へ

畢
る
、
犬
二
疋
死
後
、
領
家
の
計
ひ
と
し
て
、
彼
田
畠
を
以
て
一
院
を
建
立
し
秀
府
並
に
二
疋
の
犬
の
菩

提
を
訪
ふ
（
？
）
堂
塔
僧
房
繁
昌
し
佛
法
を
行
ふ
、
炎
上
の
時
、
尊
像
十
一
面
觀
音
秀
府
二
疋
の
犬
の
影

像
北
山
へ
飛
移
る
、
其
所
を
崇
て
法
樂
寺
と
號
す
云
々
、
本
寺
の
跡
に
一
堂
一
宇
今
に
有
り
」
と
、
是
れ

貞
和
四
年
（
五
百
五
十
二
年
前
）
の
記
也
、
之
に
似
た
る
事
、
ア
ゾ
ー
ル
ス
に
犬
の
記
念
に
建
て
し
寺
あ

り
、
天
主
敎
の
尊
者
「
ロ
シ
ユ
」、
黑
死
病
者
を
救
ふ
こ
と
數
萬
に
し
て
、
自
ら
之
に
罹
り
困
み
し
時
、

此
犬
、
食
を
運
び
て
之
を
助
け
し
と
云
ふ
（N

o
tes an

d
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を
見
よ
、
倭
漢
三
才
圖
會
卷
六
九
に
も
忠

犬
を
祀
れ
る
話
有
り
、
云
く
、
犬
頭
社
在
參
河
國
上
和
田
森
崎
、
社
頭
四
十
石
、
犬
尾
社
在
下
和
田
、
天

正
年
中
、
領
主
宇
津
左
門
五
郞
忠
茂
、
一
時
獵
入
山
家
、
有
白
犬
從
走
、
行
倒
一
樹
下
、
忠
茂
俄
爾
催
睡

眠
、
犬
在
傍
咬
衣
裾
引
稍
寤
復
寢
、
犬
頻
吠
于
枕
頭
、
忠
茂
怒
妨
熟
睡
、
拔
腰
刀
斬
犬
頭
、
頭
飛
于
樹

梢
、
嚙
著
大
蛇
頸
、
主
見
之
驚
、
切
裂
蛇
而
還
家
、
感
犬
忠
情
、
埋
頭
尾
於
兩
和
田
村
、
立
祠
祭
之
、
家

康
公
聞
之
甚
感
嘆
焉
、
且
以
有
往
々
靈
驗
賜
采
地
云
々
、
之
を
作
り
替
へ
た
り
と
覺
し
き
譚
、
馬
文
耕
の

近
世
江
都
著
聞
集
に
有
り
、
吉
原
の
遊
女
薄
雲
、
厠
に
入
ら
ん
と
す
る
に
、
日
頃
愛
せ
し
猫
共
に
入
ら
ん

と
す
る
を
亭
主
其
首
を
斬
り
し
に
、
忽
ち
厠
の
下
隅
に
落
て
、
薄
雲
を
見
込
み
し
蛇
を
咬
殺
せ
し
よ
り
、

薄
雲
其
爲
に
猫
塚
を
築
け
り
と
な
り
、
續
搜
神
記
（
淵
鑑
類
函
卷
四
三
六
に
引
り
）
に
、
會
𥡴
の
張
然
、

年
久
し
く
家
に
歸
ら
ぬ
内
、
そ
の
妻
奴
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ど
」。
下
僕
。］
と
私
通
し
、
夫
の
歸
る
を

待
ち
殺
さ
ん
と
て
毒
を
飯
肉
に
加
へ
て
供
せ
し
を
、
然
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
か
し
て
」］
其
飯
肉
を
狗

に
與
へ
し
に
食
は
ず
、
惟
注
睛
砥
唇
視
奴
、
奴
食
催
轉
急
な
り
し
か
ば
、
然
大
に
狗
の
名
を
呼
び
烏
龍
と

曰
し
に
、
狗
忽
ち
奴
の
頭
に
咋
付
く
處
を
然
奴
を
斬
り
、
婦
を
官
に
付
し
て
殺
せ
る
條
有
り
、
法
苑
珪
林

卷
四
十
五
に
、
僧
祗
律
を
引
て
、
那
俱
羅
蟲
、
梵
士
の
子
を
救
て
毒
蛇
を
殺
せ
し
に
梵
士
其
蟲
の
口
血
に

塗
れ
た
る
を
見
、
誤
て
、
其
子
を
害
せ
る
者
と
し
、
之
を
殺
せ
し
誕
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
ん
」
或
い

は
「
は
な
し
」。］
有
り
、
動
物
が
主
人
に
忠
を
盡
し
、
却
つ
て
害
を
爲
す
者
と
誤
ら
れ
、
殺
さ
る
ゝ
話
多
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に
擧
た
り
、
古
話
に
は
、
本
來
其
土
に
特
生
せ
る
と
他

邦
よ
り
傳
來
せ
る
と
二
種
あ
り
て
、
之
を
判
ず
る
こ
と
頗
る
容
易
な
ら
ざ
る
あ
る
も
（
早
稻
田
文
學
四
十

一
年
六
月
の
卷
に
揭
げ
た
る
、
予
の
「
大
日
本
時
代
史
に
載
れ
る
古
話
三
則
」
參
照
）、
話
の
始
末
符
合

せ
る
こ
と
多
き
よ
り
攷
れ
ば
、
犬
寺
及
び
犬
頭
禮
の
傳
記
は
今
昔
物
語
卷
廿
九
、
陸
奧
國
狗
山
狗
咋
殺
大

蛇
語
な
ど
を
通
じ
て
、
明
ら
か
に
支
那
印
度
の
譚
よ
り
出
た
る
を
知
る
べ
し
、
附
言
、
那
倶
羅
（
ナ
ク

ラ
）［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「（
ナ
ク
ラ
）」
は
ル
ビ
で
は
な
く
、
本
文
。］、
實
は
獸
、「
イ
ク
ニ
ュ
ウ
モ
ン
」

の
梵
名
也
。 

 

又
山
二
二
四
頁
に
、
四
國
に
今
も
存
す
る
犬
神
の
迷
信
を
記
し
落
と
さ
れ
た
り
、
備
前
の
人
に
聞
く

に
、「
こ
の
迷
信
尤
も
伊
豫
に
猖
ん
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ
か
ん
に
」。］
行
は
れ
、
諸
部
落
に
犬
神
筋



の
家
一
二
軒
づ
つ
有
り
、
其
家
主
家
族
に
惡
感
を
懷
か
し
む
る
事
あ
ら
ば
、
必
ず
犬
神
加
害
者
に
憑
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
よ
り
」。］
、
發
熱
し
て
犬
の
擧
動
を
爲
し
む
、
仍
て
財
物
を
寄
附
し
て
漸
く
其
害
を

解
く
と
い
ふ
、
此
病
に
罹
る
者
備
前
邑
久
郡
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
く
ぐ
ん
」。］
朝
日
村
、
一
里
沖
に

在
る
犬
島
の
犬
石
宮
に
祈
る
に
甚
驗
し
有
り
と
て
、
參
詣
多
し
、
も
と
は
特
立
の
一
社
な
り
し
が
例
の
合

祀
の
爲
、
同
島
天
滿
宮
に
合
併
さ
れ
了
り
し
も
、
犬
形
の
神
石
は
、
依
然
島
側
の
一
嶼
に
在
り
、
此
犬
島

は
、
菅
公
流
罪
の
時
風
波
を
避
て
船
を
寄
せ
し
に
、
犬
別
れ
を
惜
み
て
鳴
き
、
化
し
て
石
と
成
れ
り
と
い

ふ
、
依
て
天
滿
宮
と
犬
石
宮
を
建
た
り
云
々
」。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
峯
相
記
に
、…

…

」「
み
ね
あ
ひ
き
（
み
ね
あ
ひ
き
）」（
但
し
、
音
読
み
し
て
「
ほ

う
そ
う
き
」「
ぶ
し
ょ
う
き
」
と
も
読
む
ら
し
い
）
は
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
期
の
播
磨
国
地
誌
。
作
者
不

詳
で
あ
る
が
、
正
平
三
／
貞
和
四
（
一
三
四
八
）
年
に
播
磨
国
の
峯
相
山

ほ
う
そ
う
ざ
ん

鶏
足
寺

け

い

そ
く

じ

（
現
在
の
兵
庫
県
姫
路

市
内
に
あ
っ
た
が
、
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
、
中
国
攻
め
の
羽
柴
秀
吉
に
抵
抗
し
た
た
め
、
全
山
焼
き

討
ち
に
遇
っ
て
廃
寺
と
な
っ
た
）
に
参
詣
し
た
旅
僧
が
同
寺
の
僧
か
ら
聞
書
し
た
と
い
う
形
式
で
記
述
さ

れ
て
い
る
。
中
世
（
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
）
の
播
磨
国
地
誌
と
な
っ
て
お
り
、
同
時
期
の
社

会
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
さ
れ
る
。
中
で
も
柿
色
の
帷
子
を
着
て
、
笠
を
被
り
、
面
を
覆
い
、
飛
礫

つ

ぶ

て

な
ど
の
独
特
の
武
器
を
使
用
し
て
奔
放
な
活
動
を
し
た
と
描
か
れ
て
あ
る
播
磨
国
の
悪
党
に
つ
い
て
の
記

述
は
有
名
で
あ
る
。
兵
庫
県
太
子
町
の
斑
鳩
寺
に
永
正
八
（
一
五
一
一
）
年
に
写
さ
れ
た
最
古
の
写
本
が

残
っ
て
い
る
。
以
下
は
「
国
文
学
研
究
資
料
館
」
の
電
子
デ
ー
タ
の
、
こ
こ
か
ら
（
右
頁
二
行
目
末
か
ら

左
頁
六
行
目
ま
で
）
読
め
る
（
写
本
と
思
わ
れ
る
が
、
訓
点
と
本
文
平
字
が
混
在
す
る
も
の
だ
が
、
非
常

に
読
み
易
い
）。
熊
楠
の
起
こ
し
た
も
の
と
は
伝
本
が
違
う
か
、
や
や
異
同
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
示

す
。
漢
字
は
全
て
正
字
と
し
た
（
リ
ン
ク
先
の
そ
れ
は
略
字
が
多
い
）
の
ま
ま
に
電
子
化
し
た
。 

 
 

 

＊ 

又
粟
賀
犬
寺
者
當
所

ノ

本
主
秀
府
ト
云
者
有

リ

高
名

ノ

獵
師
也
彼
僕
秀
府
カ
妻
女
ヲ
犯
シ
、
剩
秀
府

ヲ

殺
乄

夫

婦
ト
成
ン
ト
云
有
二

密
契
一

郞
從
秀
府

ヲ

狩
塲

ヘ

誘
出
山
中
ニ
テ
弓
ヲ
引
キ
矢
ヲ
放
ン
ト
ス
既
ニ
害

ニ

及
時
秀

府
カ

祕
藏
犬
大
黑
小
黑
ト
テ
有
二

二
疋
一

彼
郞
從

ニ

飛
懸

リ

左
右

ノ

手
ヲ

喰
テ

秀
府
刀
ヲ
拔
キ
飛
懸
テ
仔
細
ヲ
尋

處
有
マ
ヽ
ニ
承
伏
ス
則
郞
從
ヲ
害
シ
妻
妾
ヲ
厭
却
乄
發
道
心
出
家
入
道
ス
臨
終
ニ
及
時
男
女
ノ
子
無
之
故

ニ

所
帶
ヲ
二
疋

ノ

犬
ニ

與
畢
ヌ
犬
二
疋
死
後
頷
家
ノ
計
ト
乄
以
二

彼
田
畠

ヲ
一

建
二

立
一
院

ヲ
一

秀
府
幷

ニ

二
疋

ノ

犬
ノ

菩
提

ヲ

弔
僧
房
繁
昌
乄
行
二

佛
法
一

炎
上
ノ
時
尊
像
十
一
面
觀
音
秀
府
二
疋

ノ

犬
ノ

影
像
北
山

ヘ

飛
移

ル

其

所
ヲ

崇
テ

法
樂
寺
と
號
す

云
云 

 
 

 

＊ 

こ
こ
に
出
る
粟
賀
犬
寺
は
現
存
す
る
。
兵
庫
県
神
崎
郡
神
河
町
に
あ
る
真
言
宗
金
楽
山
法
楽
寺
（
グ
ー
グ

ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）
で
、
本
尊
も
十
一
面
千
手
観
音
で
あ
り
、
別
名
を
「
粟
賀
犬
寺
」

「
播
州
犬
寺
」
或
い
は
単
に
「
犬
寺
」
と
呼
ぶ
。
同
寺
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
縁
起
」
に
伝
承
が
記
さ
れ
て

あ
る
の
で
読
ま
れ
た
い
。
な
お
、
以
下
の
引
用
例
の
多
く
は
（
全
て
で
は
な
い
）、
南
方
熊
楠
の
、
後
の

か
の
〈
十
二
支
考
〉
の
一
つ
で
あ
る
「
犬
に
關
す
る
民
俗
と
傳
說
」（
初
出
は
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）

年
に
『
太
陽
』
に
連
載
）
分
割
で
で
も
取
り
上
げ
て
い
る
。 

「
是
れ
貞
和
四
年
（
五
百
五
十
二
年
前
）
の
記
也
」
本
主
篇
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
七
月
発
表
で

あ
る
か
ら
、「
五
百
六
十
三
年
前
」
の
誤
り
で
あ
る
。 

「
ア
ゾ
ー
ル
ス
」
大
西
洋
の
中
央
部
マ
カ
ロ
ネ
シ
ア
に
あ
る
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
の
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
（
英

http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_CODE=0257-033805&IMG_SIZE=1000%2C800&PROC_TYPE=null&SHOMEI=%E3%80%90%E5%B3%AF%E7%9B%B8%E8%A8%98%E3%80%91&REQUEST_MARK=null&OWNER=null&BID=null&IMG_NO=17
https://www.google.com/maps/place/%E6%B3%95%E6%A5%BD%E5%AF%BA%EF%BC%88%E7%8A%AC%E5%AF%BA%EF%BC%89/@35.0596823,134.693867,10z/data=!4m5!3m4!1s0x355538afc904a137:0x89fe09abdc414f6a!8m2!3d35.0762239!4d134.7830994
http://www.inudera.com/engi.html


語
：T

h
e A

zo
res

）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
島
名
の
発
音
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
は
ア
ソ
ー
レ
ス
（A

ço
res

） 

で
あ
る
。 

『
犬
の
記
念
に
建
て
し
寺
あ
り
、
天
主
敎
の
尊
者
「
ロ
シ
ユ
」、
黑
死
病
者
を
救
ふ
こ
と
數
萬
に
し
て
、

自
ら
之
に
罹
り
困
み
し
時
、
此
犬
、
食
を
運
び
て
之
を
助
け
し
と
云
ふ
』「In

tern
et A

rch
iv

e

」
で
「N

o
tes 

an
d
 

Ｑu
eries

」
の
南
方
熊
楠
が
指
示
す
る
集
成
本
が
閲
覧
視
認
が
出
来
、
そ
の
「1

8
9

」
ペ
ー
ジ
の
右
手

の
記
事
に
ま
ず
、「
ア
ゾ
ー
ル
ス
に
犬
の
記
念
に
建
て
し
寺
あ
り
」
の
部
分
が
あ
り
、
さ
ら
に
、「2

3
6

」

の
右
手
で
後
半
部
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
ロ
シ
ユ
」
に
つ
い
て
は
ウ
ィ
キ
の
「
ロ
ク
ス
」
に
、『
聖

ロ
ク
ス
』
は
『
ラ
テ
ン
語
：R

o
ch

u
s

、
イ
タ
リ
ア
語
：R

o
cco

、
フ
ラ
ン
ス
語
：R

o
ch

、
ス
ペ
イ
ン
語
及

び
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
：R

o
q
u
e

』（
熊
楠
の
「
ロ
シ
ユ
」
は
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
ス
語
表
記
の
音
写
）
で
、
一
二

九
五
年
生
ま
れ
で
、
一
三
二
七
年
八
月
十
六
日
没
の
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
人
』
で
あ
り
、『
ペ
ス
ト

（
黒
死
病
）
に
対
す
る
守
護
聖
人
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
崇
敬
の
対
象
と
な
っ

て
き
た
。
絵
画
や
肖
像
で
は
、
裂
傷
を
負
っ
た
脚
を
見
せ
て
立
ち
、
傍
ら
に
は
パ
ン
を
く
わ
え
た
イ
ヌ
が

描
か
れ
て
い
る
。
犬
が
食
べ
物
を
運
び
、
ロ
ク
ス
の
傷
を
舐
め
て
治
し
て
く
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
』

と
あ
り
、
彼
は
、
一
二
九
五
年
に
『
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
ペ
リ
エ
で
総
督
の
子
息
と
し
て
生
ま
れ
』、
二
十

『
歳
の
と
き
』、『
両
親
を
な
く
し
た
の
を
機
に
』、『
全
財
産
を
貧
者
の
た
め
に
投
げ
う
っ
て
ロ
ー
マ
巡
礼

の
旅
に
出
た
。
ロ
ー
マ
で
は
』、『
当
時
』、『
流
行
し
て
い
た
ペ
ス
ト
患
者
の
看
護
に
あ
た
っ
た
。
ロ
ク
ス

が
患
者
の
頭
上
に
十
字
架
の
印
を
す
る
と
、
患
者
は
た
ち
ま
ち
癒
え
た
と
い
う
』。
し
か
し
、『
ピ
ア
チ
ェ

ン
ツ
ァ
で
ロ
ク
ス
自
身
も
ペ
ス
ト
に
か
か
っ
た
。
回
復
後
、
ロ
ク
ス
は
祖
国
に
戻
り
』、『
故
郷
モ
ン
ペ
リ

エ
に
到
着
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
戦
争
で
分
裂
状
態
で
あ
っ
た
た
め
』、『
彼
の
身
元
が
判
明
し
な
か
っ

た
。
ロ
ク
ス
は
ス
パ
イ
だ
と
勘
違
い
さ
れ
』
て
『
刑
務
所
に
投
獄
さ
れ
』、『
獄
中
で
死
去
し
た
』
と
あ

る
。「N

o
tes an

d
 

Ｑu
eries

」
で
も
「R

o
ch

」
の
綴
り
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

「N
o
tes an

d
 

Ｑu
eries, 9

th
 S

er. x
ii. p

p
. 1

8
9
, 2

3
6
, sep

t.1
9
0
3
,

」「9
th

」
及
び
「1

8
9

」
は
底
本
で
は

「q
th

」
と
「1

8
q

」
で
あ
る
が
、
お
か
し
い
の
で
、
平
凡
社
選
集
で
特
異
的
に
訂
し
た
。
南
方
熊
楠
の
初

出
原
本
（「j-stag

e

」
に
あ
る
原
雑
誌
画
像
抜
粋
（P

D
F

。
当
該
論
考
「
○
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（
追

加
）」（
元
に
は
、
か
く
山
中
論
文
へ
の
「（
追
加
）」
と
い
う
添
え
書
き
が
あ
る
こ
と
が
判
る
）
の
全
文
が

載
る
）
で
も
、
正
し
く
そ
う
な
っ
て
い
る
。
サ
イ
ト
「
南
方
熊
楠
の
キ
ャ
ラ
メ
ル
箱
」（
本
篇
の
分
割
現

代
語
訳
が
載
る
）
の
「
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
（N

o
tes a

n
d

 Q
u
eries

）」
に
よ
れ
ば
、
一
八
四

九
年
（
天
保
十
二
年
相
当
）
に
『
イ
ギ
リ
ス
で
創
刊
さ
れ
た
学
術
雑
誌
』
で
、『
そ
の
副
題
に
「
文
学

者
、
芸
術
家
、
古
物
研
究
家
、
系
譜
学
者
そ
の
他
の
間
の
相
互
交
通
の
た
め
の
媒
体
」
と
あ
り
、「
ノ
ー

ツ
（
報
告
）」「
ク
エ
リ
ー
ズ
（
質
問
）」「
リ
プ
ラ
イ
ズ
（
答
文
）」
の
』
三
『
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
、
読

者
投
稿
の
み
に
よ
っ
て
』
構
成
さ
れ
て
い
た
。『
種
々
雑
多
な
内
容
に
富
み
、『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』』

（N
a
tu

re

：
一
八
六
九
年
（
明
治
二
年
相
当
）
に
イ
ギ
リ
ス
で
、
太
陽
観
測
で
知
ら
れ
る
天
文
学
者
ジ
ョ

セ
フ
・
ノ
ー
マ
ン
・
ロ
ッ
キ
ャ
ー
（Jo

sep
h
 N

o
rm

an
 L

o
ck

y
er 

一
八
三
六
年
～
一
九
二
〇
年
）
に
よ
っ

て
創
刊
さ
れ
た
自
然
科
学
雑
誌
。
創
刊
当
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
世
界
で
最
も
権
威
の
あ
る
自
然
科
学

雑
誌
の
一
つ
で
あ
る
）『
が
自
然
科
学
雑
誌
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』

は
何
で
も
あ
り
な
感
じ
で
、
南
方
熊
楠
』『
も
生
き
生
き
と
筆
を
振
る
う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
』
う

と
あ
り
、
帰
国
前
年
の
一
八
九
九
年
六
月
に
『
初
掲
載
さ
れ
て
以
降
、
熊
楠
は
次
第
に
発
表
先
を
『
ネ
イ

チ
ャ
ー
』
か
ら
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
に
移
し
』
た
と
あ
る
。
こ
の
『
初
掲
載
か
ら
晩

https://archive.org/details/s9notesqueries12londuoft/page/n5/mode/2up
https://archive.org/details/s9notesqueries12londuoft/page/n5/mode/2up
https://archive.org/details/s9notesqueries12londuoft/page/n5/mode/2up
https://archive.org/details/s9notesqueries12londuoft/page/n5/mode/2up
https://archive.org/details/s9notesqueries12londuoft/page/188/mode/2up
https://archive.org/details/s9notesqueries12londuoft/page/188/mode/2up
https://archive.org/details/s9notesqueries12londuoft/page/188/mode/2up
https://archive.org/details/s9notesqueries12londuoft/page/188/mode/2up
https://archive.org/details/s9notesqueries12londuoft/page/236/mode/2up
https://archive.org/details/s9notesqueries12londuoft/page/236/mode/2up
https://archive.org/details/s9notesqueries12londuoft/page/236/mode/2up
https://archive.org/details/s9notesqueries12londuoft/page/236/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%82%AF%E3%82%B9
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/291/25_291_325/_pdf/-char/ja
https://www.minakatella.net/shoko/naq.html
https://www.minakatella.net/shoko/naq.html


年
』
の
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
ま
で
の
『
間
に
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
に
掲
載
さ
れ
た

論
文
は
』
三
百
二
十
三
篇
で
、『
南
方
熊
楠
は
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
』
の
読
者
や
編
集
者

か
ら
東
洋
学
の
権
威
と
し
て
一
目
置
か
れ
』
た
と
あ
る
。 

「
ア
ラ
ビ
ヤ
及
び
歐
州
に
行
は
れ
し
、
犬
が
僧
正
に
遺
產
を
進
ぜ
し
て
ふ
譚
」「In

tern
et A

rch
iv

e

」
で

「N
o
tes an

d
 

Ｑu
eries

」
の
こ
ち
ら
の
右
ペ
ー
ジ
左
か
ら
始
ま
る
「T

H
E

 D
O

G
 W

H
O

 M
A

D
E

 A
 

W
IL

L
. 

」
に
あ
る
。 

「
倭
漢
三
才
圖
會
卷
六
九
に
も
忠
犬
を
祀
れ
る
話
有
り
、…

…

」
同
巻
の
「
參
河
」
の
「
當
國 

神
社
佛

閣
名
所
」
に
あ
る
「
犬
頭
社

け
ん
づ
の
や
し
ろ

」。
既
に
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
七 

畜
類 

狗
（
ゑ
ぬ 

い
ぬ
） 

（
イ
ヌ
）」
で
、
所
持
す
る
原
本
で
原
文
と
訓
読
文
を
示
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
が
、
他
に
「
諸
國

里
人
談
卷
之
一 

犬
頭
社
」
で
も
調
べ
て
詳
細
に
注
し
て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
併
せ
て
見
ら
れ
た
い
。
こ

の
社
は
、
当
時
の
位
置
か
ら
少
し
移
動
し
て
お
り
、
愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
馬
場
に
合
祀
さ
れ
て 

 

糟
目

犬
頭
神
社
（
か
す
め
け
ん
と
う
じ
ん
じ
ゃ
）
と
し
て
現
存
す
る
。 

「
馬
文
耕
の
近
世
江
都
著
聞
集
」
馬
場
文
耕
（
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
～
宝
暦
八
（
一
七
五
九
）
年
）

は
江
戸
中
期
の
講
釈
師
で
。
本
姓
は
中
井
。
伊
予
出
身
で
、
江
戸
に
出
て
、
名
を
文
右
衛
門
と
改
め
、
文

耕
と
号
し
、
初
め
は
易
術
で
生
計
を
立
て
て
い
た
と
い
う
。
諸
家
に
出
入
り
し
て
、
座
敷
講
釈
を
す
る
一

方
で
、
第
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
を
賛
美
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
時
事
問
題
を
題
材
と
し
た
実
録
小
説
を
書

き
、
貸
し
本
屋
に
売
っ
て
暮
ら
し
を
立
て
て
い
た
。
性
、
闊
達
で
、
豊
か
な
学
識
を
持
っ
て
い
た
が
、
世

に
入
れ
ら
れ
ぬ
不
満
か
ら
、
講
釈
中
に
も
第
九
代
将
軍
徳
川
家
重
の
治
世
や
世
事
を
誹
謗
す
る
こ
と
多

く
、
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
九
月
、
当
時
、
御
家
騒
動
で
有
名
だ
っ
た
美
濃
郡
上
八
幡
城
主
金
森
頼
錦

か
な
も
り
よ
り
か
ね

の
収
賄
事
件
を
「
珍
説
も
り
の
雫
」
と
題
し
て
、
話
の
な
か
に
取
り
込
み
、
さ
ら
に
小
冊
「
平
か
な
森
の

雫
」
を
公
刊
し
た
た
め
、
捕
縛
さ
れ
、
幕
政
を
批
判
し
た
科 と

が

で
打
首
獄
門
と
な
っ
た
。
閲
歴
に
は
不
詳
な

点
が
多
い
が
、
吉
宗
に
仕
え
た
下
級
の
幕
臣
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。「
近
世
江
戸
著
聞
集
」（「
近
世

江
都
著
聞
集
」
に
同
じ
。
宝
暦
六
（
一
七
五
七)

年
刊
）
の
他
、「
当
世
武
野
俗
談
」「
大
和
怪
談
」
な
ど
の

著
で
知
ら
れ
る
（
以
上
は
「
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
」
に
拠
っ
た
）。
当
該
話
は
「
近
世
江
都
著
聞

集
」
の
「
三
浦
遊
女
薄
雲
」
で
、
私
は
既
に
『
柴
田
宵
曲 

妖
異
博
物
館 

蟒
と
犬
』
の
注
で
電
子
化
し

て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
遊
女
薄
雲
と
忠

猫

ち
ゅ
う
び
ょ
う

の
話
は
か
な
り
知
ら
れ
た
話
で
、
浮
世
絵
に
も

な
っ
て
お
り
、
太
田
記
念
美
術
館
主
席
学
芸
員
の
日
野
原
健
司
氏
が
「
猫
が
大
好
き
過
ぎ
る
花
魁
・
薄
雲

の
お
話
」
で
浮
世
絵
の
画
像
と
そ
の
翻
刻
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
是
非
、
見
ら
れ
た
い
。 

「
續
搜
神
記
（
淵
鑑
類
函
卷
四
三
六
に
引
り
）
に
、…

…

」
「
惟
注
睛
砥
唇
視
奴
、
奴
食
催
轉
急
」
は

「
睛
」
は
底
本
「
晴
」
で
あ
る
が
、
意
味
が
通
ら
ず
、
原
拠
を
確
認
し
、
か
く
特
異
的
に
本
文
を
訂
し
た
。

ま
た
、「
烏
龍
」
も
底
本
は
「
烏
龍
」
は
「
鳥
籠
」
で
あ
る
が
、
如
何
に
も
お
か
し
い
の
で
原
拠
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
か
く
あ
っ
た
の
で
、
特
異
的
に
訂
し
た
。 

「
續
搜
神
記
」
は
志
怪
小
説
集
「
搜
神
後
記
」
の
別
名
。
東
晋
の
政
治
家
で
文
人
の
干
宝
（
？
～
三
三
六

年
）
に
倣
っ
て
、
後
の
六
朝
時
代
の
陶
淵
明
撰
と
さ
れ
る
が
、
偽
作
と
考
え
て
よ
い
。
同
書
の
第
九
巻

に
、 
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會
稽
句
章
民
張
然
、
滯
役
在
都
、
經
年
不
得
歸
。
家
有
少
婦
、
無
子
、
惟
與
一
奴
守
舍
、
婦
遂
與
奴
私

通
。
然
在
都
、
養
一
狗
、
甚
快
、
名
曰
「
烏
龍
」、
常
以
自
隨
。
後
假
歸
、
婦
與
奴
謀
、
欲
得
殺
然
。
然

https://archive.org/details/s10notesqueries02londuoft/page/n607/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries02londuoft/page/n607/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries02londuoft/page/n607/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries02londuoft/page/n607/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries02londuoft/page/n607/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries02londuoft/page/n607/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries02londuoft/page/n607/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries02londuoft/page/n607/mode/2up
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-0b8b.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-0b8b.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-1ea6.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-1ea6.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-1ea6.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-1ea6.html
https://www.google.com/maps/place/%E7%B3%9F%E7%9B%AE%E7%8A%AC%E9%A0%AD%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@34.9267736,137.1460915,17z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x6004bd7052c10b97:0x2dcda9703b92ebc7!2z44CSNDQ0LTAyMDIg5oSb55-l55yM5bKh5bSO5biC5a6u5Zyw55S66aas5aC0!3b1!8m2!3d34.9270396!4d137.1480921!3m4!1s0x6004bd7038758a8d:0xf758fb96703f53c6!8m2!3d34.9272006!4d137.1476843
https://www.google.com/maps/place/%E7%B3%9F%E7%9B%AE%E7%8A%AC%E9%A0%AD%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@34.9267736,137.1460915,17z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x6004bd7052c10b97:0x2dcda9703b92ebc7!2z44CSNDQ0LTAyMDIg5oSb55-l55yM5bKh5bSO5biC5a6u5Zyw55S66aas5aC0!3b1!8m2!3d34.9270396!4d137.1480921!3m4!1s0x6004bd7038758a8d:0xf758fb96703f53c6!8m2!3d34.9272006!4d137.1476843
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/01/post-8b55.html
https://otakinen-museum.note.jp/n/na9bcc6b4a334
https://otakinen-museum.note.jp/n/na9bcc6b4a334
https://otakinen-museum.note.jp/n/na9bcc6b4a334
https://otakinen-museum.note.jp/n/na9bcc6b4a334


及
婦
作
飯
食
、
共
坐
下
食
。
婦
語
然
、「
與
君
當
大
別
離
、
君
可
强
啖
。」。
然
未
得
啖
、
奴
已
張
弓
拔
矢

當
戶
、
須
然
食
畢
。
然
涕
泣
不
食
、
乃
以
盤
中
肉
及
飯
擲
狗
、
祝
曰
、「
養
汝
數
年
、
吾
當
將
死
、
汝
能

救
我
否
。」
。
狗
得
食
不
啖
、
惟
注
睛
舐
唇
視
奴
。
然
亦
覺
之
。
奴
催
食
轉
急
。
然
決
計
、
拍
膝
大
呼
曰
、

「
烏
龍
、
與
手
。」。
狗
應
聲
傷
奴
。
奴
失
刀
仗
倒
地
、
狗
咋
其
陰
。
然
因
取
刀
殺
奴
。
以
婦
付
縣
、
殺

之
。 

 
 

 

＊ 

 

会
稽
句
章
の
民
、
張
然
、
滯
役
し
て
都
に
在
り
、
年
を
經
て
歸
り
得
ず
。
家
に
、
少
婦
、
有
り
。
子
、

無
く
、
惟 た

だ
一

ひ
と
り

の
奴 ど

と
、
舍 い

へ

を
守
る
も
、
婦
、
遂
に
奴
と
私
通
せ
り
。
然
、
都
に
在
り
て
、
一
狗
を
養
ふ

に
、
甚
だ
快
く
、「
烏
龍
」
と
名
づ
け
、
常
に
以
つ
て
自
ら
に
隨
は
せ
り
。
後
、
假 か

り

に
歸
る
に
、
婦
、
奴

と
謀
り
、
然
を
殺
得

こ

ろ

さ

ん
と
欲
す
。
然
、
婦
、
飯
食
を
作
る
に
及
び
、
共
に
坐
下
に
食
ふ
。
婦
、
然
に
語
り

て
、 

「
君
と
、
當
に
大
き
に
別
離
し
つ
べ
し
、
君
、
强
ひ
て
啖 く

ふ
べ
し
。」 

と
。 

 

然
、
未
だ
啖
ふ
を
得
ず
。 

 

奴
、
已
に
、
弓
を
張
り
、
箭 や

を
拔
き
、
當
に

戶
と
ぼ
そ
に
た

つ
べ
し
。
須

す
べ
か

ら
く
、
然
、
食
ひ
畢 を

は

ら
ん
と
す
る

も
、
然
、
涕
泣
し
て
、
食
は
ず
。
乃

す
な
は

ち
、
盤
中
の
肉
及
び
飯
を
以
つ
て
、
狗
に
、
與 あ

た

へ
、
祝
ひ
て
曰
は

く
、 

「
汝
を
養
ふ
こ
と
、
數
年
、
吾
、
將
に
死
せ
ん
と
す
べ
き
に
、
汝
、
能
く
我
を
救
ふ
や
否
や
。」 

と
。 

 

狗
、
食
ひ
得
る
に
、
啖
は
ず
。
惟
だ
、
睛

ひ
と
み

を
注
ぎ
、
唇
を
舐 ね

ぶ

り
、
奴
を
、
視
る
。 

 

然
、
亦
、
之
れ
を
覺
る
。 

 

奴
、
食
を
催
す
に
、
転

う
た
た

、
急
な
り
。 

 

然
、
計
を
決
し
、
膝
を
拍 う

ち
、
大
い
に
呼
び
て
曰
は
く
、 

「
烏
龍
、
手
を
與

く
み
せ

よ
。」 

と
。 

 

狗
、
聲
に
應
じ
、
奴
を
傷
つ
く
。 

 

奴
、
刀
杖
を
失 し

つ

し
、
伏
し
て
地
に
倒
れ
、
狗
、
遂
に
其
の
陰 か

げ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
身
体
。］
を
咋 く

ら

ふ
。 

 

然
、
因
り
て
、
刀
を
取
り
て
奴
を
殺
し
、
婦
を
以
つ
て
縣
に
付
し
、
之
れ
を
殺
す
。 

 
 

 

＊ 

「
法
苑
珪
林
卷
四
十
五
に
、…

…

」
二
番
目
の
「
梵
士
」（
ぼ
ん
じ
：
梵
天
を
崇
め
る
者
の
こ
と
で
、
バ
ラ

モ
ン
教
徒
を
指
す
）
は
底
本
で
は
「
梵
土
」。
誤
植
と
断
じ
、
特
異
的
に
訂
し
た
。「
法
苑
珠
林
」（
ほ
う
お

ん
じ
ゅ
り
ん
）
は
唐
の
道
世
が
著
し
た
仏
教
典
籍
の
類
書
（
百
科
事
典
）。
全
百
巻
。
六
六
八
年
成
立
。

引
用
す
る
典
籍
は
、
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
儒
家
・
道
教
・
讖
緯
・
雜
著
な
ど
、
実
に
四
百
種
を
超
え
、
ま

た
、
現
在
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
「
仏
本
行
経
」・「
菩
薩
本
行
経
」・「
観
仏
三
昧
経
」・「
西
域
誌
」・「
中

天
竺
行
記
」
な
ど
も
引
用
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
の
歴
史
地
理
研
究
上
で
も
重
要
な
史
料
と
な
っ
て
い
る

（
以
上
は
ウ
ィ
キ
の
「
法
苑
珠
林
」
に
拠
っ
た
）。「
僧
祗
律
」
は
「
摩 ま

訶 か

僧 そ
う

祇 ぎ

律 り
つ

」
で
、
東
晋
の
仏
陀
跋

陀
羅
と
法
顕
の
共
訳
に
な
る
、
小
乗
仏
教
の
大
衆
部
に
伝
わ
る
律
。
全
四
十
巻
。「
那
俱
羅
蟲
」
は
、
後

の
「
犬
に
關
す
る
民
俗
と
傳
說
」
の
「
一
」
の
末
尾
で
（
引
用
は
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
選
集
２
」（
一
九

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B3%95%E8%8B%91%E7%8F%A0%E6%9E%97


八
四
年
刊
）
に
拠
っ
た
）
、 

 
 

 
＊ 

『
摩
訶
僧
祇
律
』
三
に
い
わ
く
、
過
去
世
に
婆
羅
門
あ
り
。
銭
財
な
き
ゆ
え
、
乞
食
し
て
渡
世
す
。
そ
の

妻
、
子
を
産
ま
ず
、
家
に
那
倶

な

く

羅 ら

虫
あ
っ
て
一
子
を
生
む
。
婆
羅
門
こ
れ
を
自
分
の
子
の
ご
と
く
愛
し
那

倶
羅
の
子
も
ま
た
父
の
ご
と
く
彼
を
慕
う
。
少
時
し
て
妻
一
子
を
生
む
。
夫
い
わ
く
、
那
倶
羅
虫
が
子
を

生
ん
だ
は
わ
が
子
生
ま
る
る
前
兆
だ
っ
た
、
と
。
一
日
、
夫
乞
食
に
出
る
と
て
妻
に
向
か
い
、
汝
外
出
す

る
な
ら
必
ず
子
を
伴
れ
て
出
よ
、
長
居
せ
ず
と
速
や
か
に
帰
れ
と
命
じ
た
。
さ
て
妻
が
子
に
食
を
与
え
隣

家
へ
舂 う

す

つ
き
に
往
く
と
て
、
子
を
伴
れ
行
く
を
忘
れ
た
。
子
の
口
が
酥
酪

そ

ら

く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
は

「
乳 ち

ち

」
の
意
。］
で
香
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
に
ほ
う
」。］
を
齅 か

ぎ
つ
け
て
、
毒
蛇
来
た
り
殺
し
に
か
か

る
。
那
倶
羅
の
子
、
わ
が
父
母
不
在
な
る
に
蛇
わ
が
弟
を
殺
さ
ん
と
す
る
は
忍
ぶ
べ
か
ら
ず
と
惟
い
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
も
い
」。］、
毒
蛇
を
断
っ
て
七
つ
に
分
か
ち
、
そ
の
血
を
口
に
塗
り
、
門
に
立
っ
て
父

母
に
示
し
喜
ば
さ
ん
と
待
ち
お
っ
た
。
婆
羅
門
帰
っ
て
そ
の
妻
家
外
に
あ
る
を
見
、
か
ね
て
訓
え
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：「
お
し
え
」。］
置
い
た
に
何
ゆ
え
子
を
伴
れ
て
出
ぬ
ぞ
と
恚 い

か

る
。
門
に
入
ら
ん
と
し
て
那
倶

羅
子
の
唇
に
血
着
い
た
の
を
見
、
さ
て
は
こ
の
物
わ
れ
ら
の
不
在
に
わ
が
児
を
噉 く

い
殺
し
た
と
合
点
し
、

や
に
わ
に
杖
で
打
ち
殺
し
、
門
を
入
れ
ば
そ
の
児
庭
に
坐
し
、
指
を
味
わ
う
て
戯

た
わ
む

れ
お
り
、
側
に
毒
蛇
七

つ
に
裂
か
れ
お
る
。
こ
の
那
倶
羅
子
わ
が
児
を
救
い
し
を
、
わ
れ
よ
く
観
ず
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
み

ず
に
」。］
殺
し
た
と
悔
恨
無
涯
で
地
に
倒
れ
た
。
時
に
空
中
に
天
あ
り
、
偈 げ

を
説
い
て
い
わ
く
、「
よ
ろ

し
く
審
諦

あ
き
ら
か

に
観
察
す
べ
し
、
に
わ
か
な
る
威
怒
を
行
な
う
な
か
れ
。
善
友
の
恩
愛
離
れ
、
枉
害

お
う
が
い

［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
捻
じ
曲
が
っ
た
認
識
の
及
ぼ
す
悪
い
結
果
。］
は
信

ま
こ
と

に
傷
苦

い

た

ま

し
」
と
。
那
倶
羅
は
、
先
年
ハ
ブ

蛇
退
治
の
た
め
琉
球
へ
輸
入
さ
れ
た
、
英
語
で
モ
ン
グ
ー
ス
と
い
う
イ
タ
チ
様
の
獣
で
、
蛇
を
見
れ
ば
神

速
に
働
い
て
逃
が
さ
ず
こ
れ
を
殺
す
。
そ
の
行
動
獣
類
よ
り
も
至
っ
て
ト
カ
ゲ
に
類
す
（
ウ
ッ
ド
『
博
物

図
譜
』
一
）。
し
た
が
っ
て
音
訳
に
虫
の
字
を
副
え
て
那
倶
羅
虫
と
し
た
の
だ
。『
善
信
経
』
に
は
黒
頭
虫

と
訳
し
お
る
。 

 
 

 

＊ 

と
記
し
て
い
る
。「
モ
ン
グ
ー
ス
」
は
、
言
わ
ず
も
が
な
、
食
肉
目
マ
ン
グ
ー
ス
科 

H
erp

estid
ae 

の
マ
ン

グ
ー
ス
類
で
、
沖
縄
本
島
が
最
初
の
導
入
で
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
、
今
や
悪
名
高
き
動
物
学

者
渡
瀬
庄
三
郎
の
慫
慂
に
よ
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
マ
ン
グ
ー
ス
属
フ
イ
リ
マ
ン
グ
ー
ス 

H
erp

estes 

a
u
ro

p
u
n
cta

tu
s 

が
ネ
ズ
ミ
・
ハ
ブ
駆
除
に
の
た
め
に
人
為
的
に
持
ち
込
ま
れ
、
鹿
児
島
や
南
西
諸
島
各
地

に
も
一
九
〇
〇
年
代
に
人
為
移
入
が
試
み
ら
れ
た
が
、
今
や
、
特
に
沖
繩
の
生
態
系
破
壊
の
悪
質
外
来
種

の
一
つ
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
同
種
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
を
原
産
地
と
す

る
。
因
み
に
、
可
愛
い
と
し
て
ブ
レ
イ
ク
し
た
ス
リ
カ
ー
タ
属
ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト
（M

eerk
at

）S
u

rica
ta

 

su
rica

tta
 

は
マ
ン
グ
ー
ス
科
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
一
言
付

け
加
え
て
お
く
。 

『
犬
寺
及
び
犬
頭
禮
の
傳
記
は
今
昔
物
語
卷
廿
九
、
陸
奧
國
狗
山
狗
咋
殺
大
蛇
語
な
ど
を
通
じ
て
』
底
本

で
は
当
該
話
を
「
卷
卅
九
」
と
す
る
が
、
誤
り
な
の
で
、
特
異
的
に
訂
し
た
。
同
「
陸
奧
國

み
ち
の
く
の
く
に

の
狗
山

い
ぬ
や
ま

の

狗
、
大
蛇
を
咋 く

ひ
殺
せ
る
語 こ

と

第
三
十
二
」
は
、
私
の
「
柴
田
宵
曲 

妖
異
博
物
館 

蟒
と
犬
」
で
既
に
電

子
化
し
て
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
イ
ク
ニ
ュ
ウ
モ
ン
」
こ
の
名
称
は
マ
ン
グ
ー
ス
科
エ
ジ
プ
ト
マ
ン
グ
ー
ス
属
エ
ジ
プ
ト
マ
ン
グ
ー
ス

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/01/post-8b55.html
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の
種
小
名
で
あ
る
。
但
し
、
エ
ジ
プ
ト
マ
ン
グ
ー
ス
属 

H
erp

estes 

は
、
か
な

り
の
種
が
い
る
。 

「
山
二
二
四
頁
」
私
が
電
子
化
し
た
『
山
中
笑
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拝
」（
南
方
熊
楠
の
「
本
邦
に

於
け
る
動
物
崇
拝
」
の
執
筆
動
機
と
な
っ
た
論
文
）』
の
「
犬
及
狼
」
の
条
に
は
、 

 
 

 

＊ 

犬
及
狼 

火
防
盜
人
を
除
き
、
及
、
小
兒
を
保
護
す
。 

 
 

 
 

 

上
州
椿
埜
山
の
神
犬
。 

 
 

 
 

 

武
州
御
嶽
の
大
口
眞
神
。 

 
 

 
 

 

備
後
木
野
山
の
御
犬
。 

 
 

 
 

 

相
甲
境
王
瀨
龍
の
御
犬
。 

 
 

 
 

 

秩
父
三
蜂
の
犬
。 

 
 

 
 

 

南
都
法
華
寺
の
犬
守
。 

 
 

 
 

 

犬
張
子
。 

 
 

 
 

 

上
總
海
岸
に
流
行
神
と
せ
ら
れ
し
死
犬
の
靈
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
り
、
熊
楠
の
指
す
、「
二
二
四
」
ペ
ー
ジ
で
も
、 

 
 

 

＊ 

犬
と
狼 

御
嶽
三
峯
、
金
峯
椿
埜
、
其
他
、
諸
國
に
犬
を
書
き
た
る
戶
守
を
出
す
神
社
あ
り
。
犬
の
門
戶

を
守
る
よ
う
、
盜
賊
、
火
災
を
知
ら
ず
、
と
信
じ
た
る
よ
り
起
り
し
な
れ
ど
、
狼
は
門
を
守
る
如
き
獸
に

も
あ
ら
ぬ
に
、
武
藏
御
嶽
よ
り
出
す
札
守
に
は
、
狼
を
𤲿
き
、
其
上
に
大
口
眞
神
と
記
せ
り
。
萬
葉
集
に

「
大
口
の
眞
神

マ

ガ

ミ

の
原
に
」
と
云
へ
る
あ
れ
ど
、
狼
の
口
、
大
き
な
る
を
い
ふ
に
て
、
ま
が
み
は
眞
神

マ

ガ

ミ

の
意

に
あ
ら
ず
。
嚼 カ

ム

に
て
、
眞
に
甚
敷
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
な
は
だ
し
き
」。］
を
云
ふ
に
て
、
神
の
こ
と

に
あ
ら
ず
。
此
の
如
き
誤
り
よ
り
、
狼
の
𤲿
、
守
を
信
ず
者
あ
る
に
到
れ
り
。 

若
狡
三
方
郡
向
陽
寺
よ
り
出
す
狼
の
守
は
、
住
職
が
狼
の
咽
喉
に
た
ち
し
骨
を
ぬ
き
や
り
し
恩
返
し
に
與

へ
し
守
札
と
云
へ
り
。 

越
前
今
立
郡
上
池
田
日
野
宮
神
社
の
神
使
は
狼
な
り
と
信
ず
る
よ
り
、
此
狼
、
盜
人
除
を
な
す
、
と
信
ぜ

り
。
之
前
に
云
へ
る
犬
の
門
を
守
る
よ
り
、
移
り
來
り
し
誤
り
な
り
。 

犬
守
、
犬
張
子
等
、
犬
の
子
育
、
丈
夫
な
る
よ
り
來
れ
る
俗
信
な
り
。
犬
の
死
靈
、
魚
漁
の
幸
を
與
へ
し

と
て
、
上
總
よ
り
安
房
の
海
岸
に
流
行
神
と
な
り
し
こ
と
あ
り
。
偶
然
の
出
來
ご
と
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

濁
音
化
し
た
。］
を
迷
信
せ
し
よ
り
起
り
し
な
り
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
ば
か
り
で
、
確
か
に
、
最
も
知
ら
れ
て
い
る
四
国
の
犬
神
伝
承
が
欠
落
し
て
い
る
。 

「
備
前
邑
久
郡
朝
日
村
」
岡
山
県
岡
山
市
東
区
宝
伝
附
近
。 

「
犬
島
」
こ
こ
。 

「
犬
石
宮
」
こ
の
「
犬
ノ
島
」
に
現
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
個
人
ブ
ロ
グ
「
旅
、
島
、
と
き
ど
き
、
不
思

議
」
の
「
５
月
３
日
は
犬
石
宮
の
例
大
祭
で
犬
ノ
島
に
上
陸
可
能
」
に
拠
っ
た
。 

「
同
島
天
滿
宮
」
こ
こ
で
あ
ろ
う
。］ 
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○
狼
、
日
本
紀
卷
十
九
に
、
秦
大
津
父
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
た
の
お
ほ
つ
ち
」。］、
二
狼
相
鬪
ひ
血
に

汚
れ
た
る
を
見
、
下
馬
し
て
口
手
を
洗
漱
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
せ
ん
そ
う
」。］
し
、
祈
請
し
て
汝
是
れ

貴
神
云
々
と
言
し
由
見
え
た
れ
ば
、「
お
ほ
か
み
」
に
大
神
の
義
有
る
な
る
べ
し
、
古
え
歐
州
に
も
、
狼

を
神
使
と
な
せ
し
事 
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に
出
づ
、
丹
後
國
加

佐
郡
、
大
川
大
明
神
は
狼
を
使
者
と
す
、
或
は
狼
大
明
神
と
も
呼
り
、
其
近
邊
の
山
々
に
、
狼
多
き
も
人

を
害
せ
ず
、
諸
國
に
猪
鹿
出
て
田
穀
を
害
す
る
時
、
彼
神
に
申
し
、
日
數
を
限
り
て
狼
を
假
し
玉
は
ん
事

を
祈
れ
ば
、
狼
速
か
に
其
鄕
の
山
に
來
り
居
て
、
猪
鹿
を
追
ひ
治
む
と
ぞ
、
武
州
秩
父
三
峯
神
社
、
其
山

に
狼
多
し
、
其
神
に
祈
れ
ば
、
狼
來
り
て
、
猪
鹿
を
治
め
又
其
護
符
を
賜
り
持
つ
人
は
、
其
身
殃
害
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
う
が
い
」。「
殃
」
は
災
害
・
不
幸
の
意
。
災
害
。］
に
遭
は
ず
、
盜
難
無
し
と
云
（
伴

信
友
驗
の
杉
）
大
和
の
玉
置
山
の
神
、
狼
を
使
と
す
る
事
、
委
し
く
昨
年
五
月
の
本
誌
に
予
之
を
述
た

り
、
山
二
二
四
頁
に
、
武
州
御
嶽
よ
り
出
す
札
守
に
、
狼
を
畫
き
盜
火
の
難
を
禦
ぐ
と
せ
る
は
、
犬
を
誤

り
し
者
の
と
せ
り
、
家
犬
の
祖
先
が
狼
ま
た
「
ジ
ヤ
ツ
カ
ル
」
よ
り
出
た
る
は
、
學
者
間
既
に
定
論
あ

り
、
熊
野
で
獵
犬
と
し
て
珍
重
さ
る
ゝ
太
地
犬

タ

イ

ヂ
イ

ヌ

と
い
ふ
種
は
、
元
と
狼
を
畜
つ
て
出
來
し
と
言
傳
ふ
、
往

年
予
往
英
の
時
、
故
「
ハ
ク
ス
レ
ー
」
氏
の
講
話
に
、
人
間
將
來
多
望
の
由
を
述
る
と
て
、
牧
畜
の
大
阻

害
者
た
る
狼
を
畜
ふ
て
、
之
に
大
利
益
あ
る
牧
羊
犬
を
化
成
せ
る
、
人
間
の
忍
耐
を
稱
讃
せ
る
を
聽
り
、

さ
れ
ば
玉
置
山
に
犬
吠
の
杉
あ
る
も
、
實
は
狼
吼
の
杉
の
意
に
て
、
太
古
犬
狼
未
だ
分
立
せ
ざ
り
し
時
の

薰
習
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
く
ん
じ
ふ
」。］
を
存
す
る
名
な
る
べ
く
、
御
嶽
の
札
守
に
狼
を
畫
て
盜
火
を

禦
ぐ
と
す
る
も
、
其
基
因
無
き
に
非
じ
、
予
は
動
物
學
に
暗
け
れ
ど
も
每
度
山
民
に
質
す
に
、
本
邦
の
狼

に
、
本
種
の
外
に
山
犬
と
稱
す
る
惡
種
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
平
凡
社
「
選
集
」
は
「
亞
種
」
と
す
る
。
文
脈

の
流
れ
か
ら
は
、
そ
れ
が
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
但
し
、
無
論
、「
ヤ
マ
イ
ヌ
」
と
い
う
生
物
学
上
の

亜
種
は
い
な
い
。］
有
る
も
の
ゝ
如
し
、
日
本
犬
は
之
よ
り
や
分
れ
つ
ら
む
、
昔
通
に
之
に
豺
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
音
「
サ
イ
」、
訓
「
や
ま
い
ぬ
」。］
の
字
を
充
つ
。「
モ
レ
ン
ド
ル
フ
」
の
說
に
、
豺
は
素
と
淸
俗

所
謂
小
紅
狼
と
て
、「
ジ
ヤ
ツ
カ
ル
」
の
一
種
のC

an
is ru

itlu
s P

allas. 
 

を
指
せ
し
も
、
今
は
狼
を
も
、

「
ジ
ヤ
ツ
カ
ル
」
を
も
、
支
那
人
豺
狼
と
通
稱
す
と
云
り
、(Jo
u
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o

rth
 C

h
in

a B
ran

ch
 o

f th
e 

R
o
y. A

s. S
o
c., x

i, p
p
. 4

9
―

5
0
, S

h
an

g
h
ai, 1

8
7
7
.) 

さ
れ
ば
日
本
の
山
犬
は
正
し
き
豺
に
非
ず
、
又
英
語

「
ジ
ヤ
ツ
カ
ル
」
は
、
波
斯
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ペ
ル
シ
ア
」。］
語
「
シ
ヤ
ガ
ー
ル
」、
梵
語
「
ス
ル
ガ

ー
ラ
」
に
出
づ
、
支
那
で
野
干
と
音
譯
せ
る
、
其
獸
の
性
甚
狡
智
有
る
樣
、
佛
經
に
見
ゆ
る
よ
り
推
量
も

て
日
本
で
狐
も
野
干
と
心
得
る
に
及
び
し
也
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
日
本
紀
卷
十
九
に
、…

…

」「
日
本
書
紀
」
巻
第
十
九
の
巻
頭
部
分
の
、
「
欽
明
天

皇
」
の
即
位
前
の
部
分
に
、 

 
 

 

＊ 

天
皇
幼
時
夢
。
有
人
云
。
天
皇
寵
愛
秦
大
津
父
者
。
及
壯
大
。
必
有
天
下
。
寤
驚
、
遣
使
普
求
。
得
自
山

背
國
紀
伊
郡
深
草
里
。
姓
字
果
如
所
夢
。
於
是
忻
喜
遍
身
。
歎
夫
曾
夢
。
乃
告
之
曰
。
汝
有
何
事
。
答

云
。
無
也
。
但
臣
向
伊
勢
。
商
価
來
還
。
山
逢
二
狼
相
鬪
汚
血
。
乃
下
馬
洗
漱
口
手
。
祈
請
曰
。
汝
是
貴

神
。
而
樂
麁
行
。
儻
逢
獵
士
。
見
禽
尤
速
。
乃
抑
止
相
鬪
。
拭
洗
血
毛
。
遂
遣
放
之
。
俱
令
全
命
。
天
皇

曰
。
必
此
報
也
。
乃
令
近
侍
。
優
寵
日
新
。
大
致
饒
富
。
及
至
践
祚
。
拜
大
蔵
省
。 

 
 

 

＊ 



 
天

皇

す
め
ら
み
こ
と

幼
き
時
の
夢
に
、
人
、
有
り
て
云
は
く
、 

「
天
皇
、
寵
愛
せ
る
秦
大
津
父

は
た
の
お
ほ
つ
ち

は
、
壯
大
壮
年
に
及
べ
ば
、
必
ず
、
天
下

て
ん
か
を
さ

む
る
有
り
。」 

と
。
寤
驚

め

ざ

め
て
、
使
を
し
て
普
く
求
め
し
む
。 

 

山
背
國

や
ま
し
ろ
く
に

紀
伊
郡

き
い
の
こ
ほ
り

深
草
の
里
よ
り
得
た
り
。
姓

か
ば
ね

の
字

あ
ざ
な

、
果
し
て
夢
み
し
が
ご
と
し
。
是
に
於
い
て
、

忻
喜

き

ん

き

遍
身
し
て
、
夫 そ

れ
、
曾
て
の
夢
を
歎
き
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
夢
と
の
合
致
を
見
て
感
嘆
し
。］、
乃

す
な
は

ち
、
之
れ
に
告
げ
て
曰
は
く
、 

「
汝
、
何
事
か
有
る
。」 

と
。 

 

答
へ
て
云
は
く
、 

「
無
き
な
り
。
但
し
、
臣
、
伊
勢
へ
向
ひ
、
商
価

あ

き

な

ひ
し
て
還
へ
り
來
た
る
と
き
、
山
に
二
狼
の
相
ひ
鬪
ひ

て
血
に
汚
れ
た
る
に
逢
ふ
。
乃
ち
、
下
馬
し
、
口
と
手
を
洗
ひ
漱 す

す

ぎ
て
、
祈
請
し
て
は
く
、 

『
汝
ら
、
是
れ
、
貴
神
な
る
も
、
麁 そ

行 か
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
行
動
の
荒
々
し
い
こ
と
。］
な
る
を
樂
し

む
。
儻 も

し
、
獵
士
に
逢
は
ば
、
尤
も
速
か
に
禽 と

ら
る
べ
し
。』 

と
。
乃
ち
、
相
ひ
鬪
ふ
を
抑
へ
止
め
、
血 ち

だ

る
毛
を
拭
ひ
洗
へ
ば
、
遂
に
之
れ
を
放
ち
遣
れ
り
。
俱
に
命

い
の
ち

を

全
う
せ
し
む
。」 

と
。 

 

天
皇
、
曰
は
く
、 

「
必
ず
や
、
此
の
報
ひ
あ
る
な
り
。」 

と
。
乃
ち
、
近
侍
せ
し
め
、
優
に
寵
さ
れ
ん
こ
と
、
日
に
新
ら
し
。
大
き
に
饒 ぜ

う

富 ふ

に
致
る
。
践
祚
に
至
る

に
及
び
、
大

蔵

省

お
ほ
く
ら
の
つ
か
さ

を
拜
す
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
（
読
み
は
ネ
ッ
ト
上
の
複
数
の
訓
読
を
参
考
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
訓
読
し
た
も
の
で
、
正
規
の
学
者

の
読
み
で
は
な
い
）。 

「G
u
b
ern

atis, ‛ Z
o
o
lo

g
ical M

y
th

o
lo

g
y̓, 1

8
7
2
, v

o
1
. ii. p

. 1
4
5
.

」「G
u

b
ern

atis

」
は
イ
タ
リ
ア
の
文
献
学

者
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス
（C
o
u
n
t A

n
g

elo
 D

e G
u
b
ern

atis 

一
八
四
〇
年

～
一
九
一
三
年
）
で
、
著
作
の
中
に
は
神
話
上
の
動
植
物
の
研
究
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
「
動
物
に
関

す
る
神
話
学
」
は
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
当
該
原
本
が
見
ら
れ
、
そ
こ
の
右
ペ
ー
ジ
中
央
に
、 
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n
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d
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と
あ
っ
て
、
脚
注
も
附
さ
れ
て
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
は
、
さ
ら
に
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人

ジ
ャ
ン
・
ド
・
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
（Jean

 d
e la F

o
n
tain

e 

一
六
二
一
年
～
一
六
九
五
年
）
の
詩
篇
を

も
と
に
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。 

「
丹
後
國
加
佐
郡
、
大
川
大
明
神
は
狼
を
使
者
と
す
」
京
都
府
舞
鶴
市
大
川
に
あ
る
大
川
神
社
（
グ
ー
グ

ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）。K

iich
i S

aito
 

氏
の
サ
イ
ト
「
丹
後
の
地
名 

地
理
・
歴
史
資
料

集
」
の
「
大
川
神
社
」
に
、『
現
在
の
祭
神
は
保
食
神
』（
う
け
も
ち
い
の
か
み
）
他
と
あ
り
、『
顕
宗
天

皇
元
年
』
三
月
に
『
五
穀
と
桑
蚕
の
種
を
持
っ
て
金
色
の
鮭
に
乗
っ
た
神
が
垂
迹
し
』、『
大
川
の
地
に
鎮

https://archive.org/details/zoologicalmythol02gubeuoft/page/n157/mode/2up
https://www.google.com/maps/place/%E5%A4%A7%E5%B7%9D%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.4510316,134.9740831,10z/data=!4m8!1m2!2m1!1z5Yqg5L2Q55S65aSn5bed!3m4!1s0x5fff8b658ef0b5ff:0x379a0381c6778b24!8m2!3d35.4480065!4d135.2586749
http://tangonotimei.com/doc/tango/ookawajj.html
http://tangonotimei.com/doc/tango/ookawajj.html


座
し
た
と
い
う
託
宣
が
由
良
の
漁
師
野
々
四
郎
に
あ
り
、
同
年
』
九
月
に
『
社
殿
を
造
営
し
た
こ
と
に
は

じ
ま
る
な
ど
と
伝
え
る
。
由
良
の
冠
島
』（
か
ん
む
り
じ
ま
）『
よ
り
遷
座
し
た
と
い
う
「
丹
後
旧
事
記
」

の
説
も
あ
る
。
も
と
は
山
上
に
鎮
座
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
、
食
鮭
の
禁
忌
が
村
人
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど

が
伝
わ
る
』
と
あ
る
。
後
の
方
に
「
丹
哥
府
志
」
の
同
神
社
の
引
用
が
な
さ
れ
て
あ
る
が
、
そ
の
終
わ
り

の
方
に
、『
愚
按
ず
る
に
、
是
歳
神
階
天
一
位
に
叙
せ
ら
る
と
い
ふ
は
審
な
ら
ず
、
恐
ら
く
は
年
暦
を
誤

る
な
ら
ん
。
社
内
に
御
駒
と
い
ふ
も
の
あ
り
一
尺
余
り
も
あ
る
石
の
駒
犬
な
り
、
其
数
幾
何
あ
る
事
を
し

ら
ず
、
凡
疫
癘
痘
瘡
な
ど
の
流
行
或
は
狐
狸
の
類
祟
を
な
す
時
、
處
々
に
御
駒
を
か
り
る
（
御
初
穂
銀
十

二
匁
或
は
廿
四
匁
、
各
其
次
第
あ
り
）
極
て
霊
験
あ
り
、
土
人
の
説
に
、
大
川
大
明
神
は
猿
の
神
な

り
』、『
其
氏
子
の
地
に
於
て
』、『
狼
の
害
す
る
こ
と
な
し
、
又
其
御
駒
を
か
り
る
時
は
必
』、『
狼
』、『
其

郷
に
来
り
て
妖
怪
を
防
ぐ
と
い
ふ
、
往
々
其
言
を
試
る
に
誣
』（
し
）『
ふ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
に
似
た

り
』
と
あ
る
の
が
目
を
惹
き
、
さ
ら
に
、
サ
イ
ト
主
は
、
こ
の
大
川
神
社
の
『
本
来
の
主
祭
神
は
狼
＝
鍛

冶
屋
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
』
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
次
い
で
「
舞
鶴
市
内
神
社
資
料
集
」
の

「
神
名
帳
考
証
三
十
八 

伴
信
友
全
集
」
と
書
誌
す
る
引
用
に
も
、『
在
二

大
川
村
水
辺
一

信
友
云
今
大
河

原
大
明
神
ト
イ
フ
若
狭
国
人
猪
鹿
の
田
を
傷
ふ
を
愁
ひ
て
此
神
に
祈
て
狼
を
借
る
と
い
ふ
事
あ
り
其
祈
願

に
詣
で
て
帰
ら
ぬ
ほ
ど
に
既
に
其
村
へ
狼
来
り
ゐ
る
ゆ
ゑ
猪
鹿
出
ず
か
く
て
其
定
め
て
借
た
る
日
限
を
す

ぐ
れ
ば
一
つ
も
居
ら
ず
と
云
ふ
こ
の
事
慥
な
る
事
な
り
』
と
引
き
、
ま
た
「
宮
津
府
志
」
か
ら
、『
當
社

は
田
辺
領
に
属
し
て
加
佐
郡
の
大
社
也
、
国
俗
云
當
社
の
神
使
は
狼
な
り
』、
と
あ
っ
て
さ
ら
に
、『
當
国

近
国
に
て
田
地
へ
猪
鹿
の
属
出
て
害
を
爲
す
時
』、『
其
村
よ
り
當
社
に
祈
誓
を
か
く
れ
ば
』、『
必
ず
』、

『
神
使
の
狼
』、『
其
地
に
至
て
田
地
を
護
す
』。『
猪
鹿
の
属
遠
く
逃
げ
去
て
害
を
な
さ
ず
と
な
り
、
此
外

當
社
の
神
異
奇
瑞
多
し
と
な
り
』
と
あ
る
こ
と
を
以
っ
て
、
熊
楠
の
叙
述
が
間
違
い
な
い
こ
と
が
判
る
。 

「
武
州
秩
父
三
峯
神
社
」
埼
玉
県
秩
父
市
三
峰
に
あ
る
三
峯
神
社
。
神
道
嫌
い
の
私
に
は
珍
し
く
参
っ
た

こ
と
が
あ
り
、
狼
を
描
い
た
護
符
も
今
も
居
間
に
飾
っ
て
あ
る
。 

「
伴
信
友
驗
の
杉
」
冒
頭
で
既
出
既
注
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
伴
信
友
全
集 

第
二
巻
」（
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
国
書
刊
行
会
刊
）
の
こ
ち
ら
で
当
該
部
が
読
め
る
。
左
ペ
ー
ジ

の
上
段
四
行
目
か
ら
は
先
に
引
い
た
「
日
本
書
紀
」
の
話
が
載
り
、
十
四
行
目
か
ら
は
、
や
は
り
先
の

「
大
川
大
明
神
」
が
出
て
、
下
段
二
行
目
か
ら
、
こ
の
「
秩
父
三
峯
神
社
」
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
熊
楠

は
別
段
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
引
用
の
よ
う
に
誤
魔
化
す
つ
も
り
は
な
か
っ
た
こ
と
は
認
め
る
が
、
実
際
に
は
、

こ
の
冒
頭
全
体
は
、
ど
れ
も
、
こ
の
「
驗

し
る
し

の
杉 す

ぎ

」
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。 

「
大
和
の
玉
置
山
」
奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
に
あ
る
玉
置
山
。
大
峰
山
系
の
最
南
端
に
位
置
す
る
ピ
ー

ク
で
標
高
千
七
十
六
メ
ー
ト
ル
。
熊
楠
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
圏
内
。 

「
委
し
く
昨
年
五
月
の
本
誌
に
予
之
を
述
た
り
」
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
五
月
発
行
の
『
東
京
人
類

學
會
雜
誌
』
の
「
雜
錄
」
所
収
の
『
出
口
君
の
「
小
兒
と
魔
除
」
を
讀
む
』
を
指
す
。「j-stag

e

」
の
こ
ち

ら
（P

D
F

）
で
初
出
原
文
全
文
が
視
認
出
来
る
。
当
該
部
は
三
一
〇
ペ
ー
ジ
下
段
中
央
か
ら
の
一
節
で
三

一
一
ま
で
続
く
。
以
下
に
電
子
化
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

大
和
吉
野
郡
十
津
川
の
玉
置
山
は
海
拔
三
千
二
百
尺
と
云
、
予
も
昨
秋
末
詣
し
が
、
紀
州
桐
畑
よ
り
上
る

は
、
道
頗
る
險
に
し
て
水
無
く
、
甚
き
難
所
也
、
頂
上
近
く
大
な
る
社
あ
り
、
其
神
狼
を
使
ひ
物
と
し
、

以
前
は
狐
に
附
れ
し
も
の
、
い
か
に
難
症
な
り
と
も
此
神
に
祈
り
蟇
目
を
行
ふ
に
退
治
せ
ず
と
云
事
な

https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%89%E5%B3%AF%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.7519613,138.9042975,10z/data=!4m5!3m4!1s0x0:0x804acaf45938c774!8m2!3d35.9250946!4d138.93039
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/11/post-8b7b5d.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991313/218
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991313/218
https://www.google.com/maps/place/%E7%8E%89%E7%BD%AE%E5%B1%B1/@34.0528164,135.5803887,10.25z/data=!4m5!3m4!1s0x60065f4c0baf035b:0x8af7c273b1482ae8!8m2!3d33.9264788!4d135.8317441
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja


く
、
又
狐
人
を
魅
し
、
猪
鹿
田
圃
を
損
ず
る
と
き
此
社
に
就
て
神
使
を
借
る
に
、
或
は
封
の
儘
或
は
正
體

の
ま
ゝ
渡
し
く
れ
る
、
正
體
の
ま
ゝ
の
塲
合
に
は
、
使
の
者
の
歸
路
、
之
に
先
ち
神
使
狼
の
足
跡
を
印
し

續
く
る
を
見
、
其
人
家
に
達
す
る
前
、
家
領
の
諸
獸
悉
く
逃
畢
る
と
い
ふ
、
又
傳
ふ
る
は
、
夜
行
す
る
者

自
宅
出
る
に
臨
み
、「
熊
野
な
る
玉
置
の
山
の
弓
神
樂
」
と
歌
の
上
半
を
唱
ふ
れ
ば
、
途
上
恐
ろ
し
き
物

一
切
近
か
ず
、
扨
志
す
方
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
着
し
た
る
時
、「
弦
音
き
け
ば
惡
魔
退
く
」
と

や
ら
か
す
也
と
、
前
述
送
る
狼
の
譚
は
、
之
れ
を
言
へ
る
歟
、
社
畔
に
犬
吠
の
杉
あ
り
、
其
皮
を
削
り
來

て
、
田
畑
に
挿
み
惡
獸
を
避
し
と
云
、
守
禦
の
功
犬
に
等
し
と
い
ふ
意
か
、
事
體
斯
の
如
く
な
れ
ば
、
虎

狼
を
以
て
小
兒
を
す
か
す
は
、
魔
除
と
何
の
關
係
な
き
と
同
時
に
、
吾
邦
從
來
狼
を
魔
除
に
用
る
風
有
し

は
、
疑
を
容
れ
ず
と
断
言
し
置
く 
序
に
一
言
す
る
は
、
今
日
は
知
ず
、
二
十
年
ば
か
り
前
迄
、
紀
伊
藤

白
王
子
社
畔
に
、
楠
神
と
號
し
い
と
古
き
楠
の
木
に
、
注
連
結
び
た
る
が
立
り
き
、
當
國
、
殊
に
海
草

郡
、
就
中
予
が
氏
と
す
る
南
方
苗
字
の
民
な
ど
、
子
産
る
ゝ
每
に
之
に
詣
で
祈
り
、
祠
官
よ
り
名
の
一
字

を
受
く
、
楠
、
藤
、
熊
な
ど
是
也
、
此
名
を
受
し
者
、
病
あ
る
都
度
件
の
楠
神
に
平
癒
を
禱
る
、
知
名
の

士
、
中
井
芳
楠
、
森
下
岩
楠
抔
皆
此
風
俗
に
因
て
名
ら
れ
た
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
、
今
も
海
草
郡
に
楠
を

以
て
名
と
せ
る
者
多
く
、
熊
楠
な
ど
は
幾
百
人
あ
る
か
知
れ
ぬ
程
な
り
、
予
思
ふ
に
、
こ
は
本
邦
上
世

「
ト
テ
ミ
ズ
ム
」
行
は
れ
し
遺
趾
の
殘
存
せ
る
に
非
る
か
、
三
島
の
神
池
に
鰻
を
捕
る
を
禁
じ
、
祇
園
の

氏
子
胡
瓜
を
食
は
ず
、
金
毘
羅
に
詣
る
者
蟹
を
食
は
ず
、
富
士
に
登
る
人
鰶
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
の

し
ろ
」。］
を
食
は
ざ
る
等
の
特
別
食
忌
と
併
せ
攷
ふ
る
を
要
す
、
上
文
玉
置
山
の
狼
も
亦
、
其
地
に
多
き

玉
置
一
族
の
「
ト
テ
ム
」
た
り
し
に
非
る
か
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
部
句
点
の
な
い
の
は
マ
マ
。］ 

 
 

 

＊ 

「
山
二
二
四
頁
に
、
武
州
御
嶽
よ
り
出
す
札
守
に
、
狼
を
畫
き
盜
火
の
難
を
禦
ぐ
と
せ
る
は
、
犬
を
誤
り

し
者
の
と
せ
り
」
私
の
『
山
中
笑
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拝
」（
南
方
熊
楠
の
「
本
邦
に
於
け
る
動
物

崇
拝
」
の
執
筆
動
機
と
な
っ
た
論
文
）』
の
「
此
等
の
動
物
崇
拜
さ
る
ゝ
原
因 

其
一 

各
自
に
就
て
」

の
中
の
「
犬
と
狼
」
の
条
で
、 

 
 

 

＊ 

犬
と
狼 

御
嶽
三
峯
、
金
峯
椿
埜
、
其
他
、
諸
國
に
犬
を
書
き
た
る
戶
守
を
出
す
神
社
あ
り
。
犬
の
門
戶

を
守
る
よ
う
、
盜
賊
、
火
災
を
知
ら
ず
、
と
信
じ
た
る
よ
り
起
り
し
な
れ
ど
、
狼
は
門
を
守
る
如
き
獸
に

も
あ
ら
ぬ
に
、
武
藏
御
嶽
よ
り
出
す
札
守
に
は
、
狼
を
𤲿
き
、
其
上
に
大
口
眞
神
と
記
せ
り
。
萬
葉
集
に

「
大
口
の
眞
神

マ

ガ

ミ

の
原
に
」
と
云
へ
る
あ
れ
ど
、
狼
の
口
、
大
き
な
る
を
い
ふ
に
て
、
ま
が
み
は
眞
神

マ

ガ

ミ

の
意

に
あ
ら
ず
。
嚼 カ

ム

に
て
、
眞
に
甚
敷
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
な
は
だ
し
き
」。］
を
云
ふ
に
て
、
神
の
こ
と

に
あ
ら
ず
。
此
の
如
き
誤
り
よ
り
、
狼
の
𤲿
、
守
を
信
ず
者
あ
る
に
到
れ
り
。 

 
 

 

＊ 

の
後
半
部
を
指
す
。 

「
家
犬
の
祖
先
が
狼
ま
た
「
ジ
ヤ
ツ
カ
ル
」
よ
り
出
た
る
は
、
學
者
間
既
に
定
論
あ
り
」
こ
こ
で
整
理
し

て
お
く
。「
家
犬
」
は
、 

哺
乳
綱
獣
亜
綱
真
獣
下
綱
ロ
ー
ラ
シ
ア
獣
上
目 

L
a
u

ra
sia

th
eria

 

食
肉
（
ネ
コ
）
目
イ
ヌ
亜
目
イ
ヌ
下
目

イ
ヌ
科
イ
ヌ
亜
科
イ
ヌ
族
イ
ヌ
属
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
亜
種
イ
エ
イ
ヌ 

C
a
n

is lu
p
u

s fa
m

ilia
ris 

で
あ
り
、「
狼
」
は
、 

哺
乳
綱
食
肉
目
イ
ヌ
亜
目
イ
ヌ
科
イ
ヌ
亜
科
イ
ヌ
属
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
亜
種
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
オ
オ
カ
ミ

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-0f1d6c.html
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C
a
n

is lu
p
u

s lu
p
u

s 

及
び
、
本
邦
に
限
る
な
ら
ば
、
本
邦
に
棲
息
し
て
い
た
が
、
孰
れ
も
我
々
が
日
本
人

が
絶
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
亜
種
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミC

a
n

is lu
p
u

s h
o
d
o
p
h

ila
x

（
北
海

道
と
樺
太
を
除
く
日
本
列
島
に
棲
息
し
て
い
た
）
と
、
同
亜
種
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ 

C
a
n

is lu
p
u

s h
a

tta
i

（
樺

太
と
北
海
道
に
棲
息
し
て
い
た
） 

で
あ
り
、「
ジ
ヤ
ツ
カ
ル
」
は
、 

イ
ヌ
属
キ
ン
イ
ロ
ジ
ャ
ッ
カ
ル 

C
a
n

is a
u

reu
s 

 
 

 

ヨ
コ
ス
ジ
ジ
ャ
ッ
カ
ル 

C
a
n

is a
d
u

stu
s 

 
 

 

セ
グ
ロ
ジ
ャ
ッ
カ
ル 

C
a
n

is m
eso

m
ela

s 

 
 

 

ア
ビ
シ
ニ
ア
ジ
ャ
ッ
カ
ル 

C
a
n

is sim
en

sis 

で
あ
る
。
但
し
、
現
在
はD

N
A

解
析
に
よ
っ
て
、
犬
の
祖
先
は
ジ
ャ
ッ
カ
ル
で
は
な
く
、
オ
オ
カ
ミ
類
で

あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
な
お
、
熊
楠
も
最
後
に
述
べ
て
い
る
通
り
、
ジ
ャ
ッ
カ
ル
は
漢
訳
仏

典
で
「
野
干
」・「
射
干
」
と
漢
音
写
さ
れ
た
も
の
の
、
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の
棲
息
し
な
い
中
国
で
は
「
狐
」
と

混
同
さ
れ
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
伝
来
し
て
し
ま
っ
た
本
邦
で
も
「
野
干
（
や
か
ん
）」
＝
狐
と
し
て
読
ま

れ
、
意
味
も
そ
れ
で
定
着
し
て
し
ま
っ
た
。
本
来
の
「
野
干
」
は
キ
ツ
ネ
（
本
邦
の
代
表
種
は
イ
ヌ
科
キ

ツ
ネ
属
ア
カ
ギ
ツ
ネ
亜
種
ホ
ン
ド
ギ
ツ
ネ 

V
u

lp
es vu

lp
es ja

p
o
n

ica

）
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ッ
カ
ル
で
あ
っ
た

こ
と
は
記
憶
し
て
お
い
て
よ
い
。 

「
太
地
犬

タ

イ

ヂ
イ

ヌ

」
紀
州
犬
の
旧
地
域
名
の
一
つ
。
原
産
地
を
三
重
県
・
和
歌
山
県
・
奈
良
県
と
す
る
獣
猟
犬

で
、
嘗
て
は
地
域
に
よ
り
「
大
内
山
犬
」・「
熊
野
犬
」・「
太
地

た

い

じ

犬
」・「
那
智
犬
」・「
日
高
犬
」
な
ど
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
現
在
は
紀
州
犬
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
勇
猛
・
精
悍
で
ス
ピ
ー
ド
に
富
み
、
イ
ノ
シ
シ
猟

を
得
意
と
す
る
イ
ノ
シ
シ
犬
と
。
軽
快
で
シ
カ
・
カ
モ
シ
カ
猟
を
得
意
と
す
る
シ
カ
犬
の
二
つ
の
タ
イ
プ

に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。 

「
ハ
ク
ス
レ
ー
」
生
物
学
者
ト
マ
ス
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ク
ス
リ
ー
（T

h
o
m

as H
en

ry
 H

u
x
ley

 
一
八
二
五

年
～
一
八
九
五
年
）。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
「
進
化
論
」
を
支
持
し
、
そ
の
普
及
者
た
ら
ん
と
し
て
積
極
的
に

反
進
化
論
者
を
論
難
し
た
こ
と
か
ら
、「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
ブ
ル
ド
ッ
グ
」
と
呼
ば
れ
た
人
物
で
あ
る
。
詳

し
く
は
私
の
「
進
化
論
講
話 

丘
淺
次
郎 

第
十
五
章 

ダ
ー
ウ
ィ
ン
以
後
の
進
化
論
（
３
） 

三 

ハ

ッ
ク
ス
レ
ー
と
ヘ
ッ
ケ
ル
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
熊
楠
の
イ
ギ
リ
ス
滞
在
は
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）

年
九
月
か
ら
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
年
）
十
月
ま
で
（
同
月
十
五
日
に
帰
国
、
十
四
年
に
亙
っ
た
外

遊
を
終
え
た
。
満
三
十
四
歳
で
あ
っ
た
）
で
あ
る
か
ら
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
最
晩
年
の
講
演
を
聴
い
て
い

た
こ
と
に
な
る
。 

「
薰
習
」
は
仏
教
用
語
で
、「
香
り
が
物
に
そ
れ
を
移
し
て
、
何
時
ま
で
も
残
る
よ
う
に
、
自
ら
或
い
は

先
祖
の
行
為
が
心
に
習
慣
と
な
っ
て
永
く
残
る
こ
と
」
を
指
す
。 

「
山
犬
」
現
行
で
も
「
ヤ
マ
イ
ヌ
」「
ノ
イ
ヌ
」
と
い
う
呼
称
が
動
物
学
者
の
間
で
も
普
通
に
使
わ
れ
る

が
、
こ
れ
は
無
論
、
生
物
学
上
の
亜
種
で
は
な
く
、
家
畜
で
あ
る
イ
ヌ
の
野
生
化
し
た
も
の
を
指
す
。

「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
七 

畜
類 

狗
（
ゑ
ぬ 

い
ぬ
） 

（
イ
ヌ
）」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た

い
。
参
考
の
た
め
に
「
や
ま
い
ぬ
」
の
読
み
を
当
て
て
い
る
次
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
八 

獸
類 

豺
（
や
ま
い
ぬ
） 

（
ド
ー
ル
（
ア
カ
オ
オ
カ
ミ
））」
も
参
考
に
さ
れ
る
と
よ
い
。 

「
モ
レ
ン
ド
ル
フ
」
ド
イ
ツ
の
言
語
学
者
で
外
交
官
で
あ
っ
た
パ
ウ
ル
・
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ン
・
メ
レ
ン

ド
ル
フ
（P

au
l G

eo
rg

 v
o
n
 M

ö
llen

d
o
rff 

一
八
四
七
年
～
一
九
〇
一
年
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
十
九
世
紀

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-98eb.html
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http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/04/post-d836ee.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/04/post-d836ee.html


後
半
に
朝
鮮
の
国
王
高
宗
の
顧
問
を
務
め
、
ま
た
、
中
国
学
へ
の
貢
献
で
も
知
ら
れ
、
満
州
語
の
ロ
ー
マ

字
表
記
を
考
案
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
朝
鮮
政
府
で
の
任
を
去
っ
た
後
、
嘗
て
の
上
海
で
就
い
て
い

た
中
国
海
関
（
税
関
）
の
仕
事
に
復
し
、
南
の
条
約
港
寧
波
の
関
税
局
長
官
と
な
り
、
そ
こ
で
没
し
た
。 

『
小
紅
狼
と
て
、「
ジ
ヤ
ツ
カ
ル
」
の
一
種
のC

an
is ru

itlu
s P

allas 

を
指
せ
し
』
イ
ヌ
科
ド
ー
ル
属
ド
ー

ル 
C

u
o
n
 a

lp
in

u
s 

の
シ
ノ
ニ
ム
。
先
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
八 

獸
類 

豺
（
や
ま
い
ぬ
） 

（
ド
ー
ル
（
ア
カ
オ
オ
カ
ミ
））」
を
見
ら
れ
た
い
。 

『
今
は
狼
を
も
「
ジ
ヤ
ツ
カ
ル
」
を
も
、
支
那
人
豺
狼
と
通
稱
す
と
云
り
』
現
在
で
は
、
中
文
名
は
オ
オ

カ
ミ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
オ
オ
カ
ミ
）
が
「
欧
亞
狼
」「
普
通
狼
」「
中
国
狼
」「
欧
洲
狼
」「
草
原
狼
」
で
あ

り
、
ジ
ャ
ッ
カ
ル
は
「
胡
狼
」「
狐
狼
」「
豺
狼
」
で
あ
る
。
ジ
ャ
ッ
カ
ル
は
ア
ジ
ア
南
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
南

東
部
・
ア
フ
リ
カ
に
分
布
し
、
既
に
述
べ
た
通
り
、
中
国
に
は
棲
息
し
な
い
。］ 
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○
牛
、
紀
州
日
高
郡
矢
田
村
大
山
に
、
大
山
祇
命
を
祭
れ
る
古
社
あ
り
、
此
山
の
精
夜
分
大
な
る
牛
と
な

り
、
道
に
橫
る
由
に
て
、
昔
し
孝
子
有
り
、
孝
の
德
に
て
、
親
を
省
せ
ん
爲
め
道
を
急
ぎ
て
件
の
牛
を
飛

踰
し
も
崇
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
祟
」
の
誤
植
。］
無
か
り
し
と
云
ふ
、
予
十
九
歲
の
時
、
其
牛
を
見
ん

と
、
夜
間
獨
り
此
山
を
越
し
も
見
る
所
無
り
し
。 

 

牛
の
腹
よ
り
出
る
毛
玉
を
帶
れ
ば
、
博
奕
賴
母
子
抔
に
利
有
り
と
聞
く
、「
マ
ル
コ
ポ
ロ
」
の
記
行

に
、
鮓
答
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ
と
う
」。］（
韃
靼
語
ヤ
ダ
ー
、
タ
シ
ユ
の
音
譯
）
を
以
て
雨
を
禱
る 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
い
の
る
」。］
こ
と
を
載
せ
（V

u
le, ‛ T

h
e B

o
o
k
 o

f S
ir M

arco
 P

o
lo

,̓1
8
7
1

, v
o
l. i. p

. 

2
7
3

）、
本
邦
古
來
牛
黃
を
靈
物
と
し
（
倭
漢
三
才
圖
會
卷
卅
七
）、
日
本
紀
卷
六
に
、
狢
の
腹
よ
り
出
た

る
玉
を
神
寶
と
せ
し
由
見
え
た
れ
ば
、
古
え
多
少
尊
崇
の
念
を
禽
獸
腹
中
の
頑
石
に
寄
せ
た
る
事
知
る
可

し
、
知
人
「
ウ
エ
ス
ト
ン
」
氏
は
、
信
州
大
河
原
で
「
カ
モ
シ
カ
」
の
鮓
答
を
見
た
る
記
に
、
此
物
往
時

諸
難
を
避
け
、
鐵
砲
を
さ
へ
防
ぐ
と
信
ぜ
ら
れ
た
り
と
云
へ
り
（W

. W
esto

n
. ‛ M

o
u
n

tain
eerin

g
 an

d
 

E
x
p
lo

ratio
n
 in

 th
e Jap

an
ese A

lp
s, ̓1

8
9
6
, p

. 1
1
2

）
是
其
曾
て
毒
鏃
等
の
毒
を
吸
去
る
に
、
神
效
有
り
と

思
は
れ
た
る
に
起
れ
る
な
ら
ん
か
（N

av
arette, ‛ T

ratad
o
s h

isto
rico

s d
e la M

o
n
arch

ia d
e C

h
in

a, ̓

M
ad

rid
. 1

6
7
6
, p

. 3
2
3

）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
平
凡
社
選
集
で
は
、
第
一
段
部
分
の
初
出
の
脱
落
が
補
わ
れ
て
あ
り
、
読
み
方
も
併

せ
て
判
る
の
で
示
す
。 

 
 

 

＊ 

牛 ○ 

紀
州
日
高
郡
矢
田
村
大
山
は
、
形
の
似
た
る
よ
り
小
富
士
と
言
い
、
大
山
祇

お
お
や
ま
つ
み

命
を
祭
れ
る
古
社
あ

り
。
こ
の
山
の
精
、
夜
分
大
な
る
牛
と
な
り
、
道
に
横
た
わ
る
山
に
て
、
む
か
し
孝
子
あ
り
、
孝
の
徳
に

て
、
親
を
省
せ
ん
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
ょ
う
せ
ん
」。
見
舞
い
に
行
こ
う
と
す
る
。］
た
め
道
を
急
ぎ

て
件

く
だ
ん

の
牛
を
飛
び
踰
え
し
も
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
え
し
も
」。］
祟
り
な
か
り
し
と
言
い
伝
う
。
予
十

九
歳
の
時
、
そ
の
牛
を
見
ん
と
、
夜
間
独
り
こ
の
山
を
越
え
し
も
見
る
と
こ
ろ
な
か
り
し
。 

 
 

 

＊ 

「
紀
州
日
高
郡
矢
田
村
大
山
」
現
在
の
和
歌
山
県
日
高
郡
日
高
川
町

ひ
だ
か
が
わ
ち
ょ
う

入
野

に
ゅ
う
の

に
あ
っ
た
大
山
神
社
で
あ
り
、
こ

の
神
社
は
ま
さ
に
熊
楠
の
父
祖
の
産
土
神
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
現
存
し
な
い
。
し
か
も
、

現
存
し
な
い
理
由
が
、
熊
楠
が
強
烈
な
決
意
を
以
っ
て
反
対
運
動
に
参
加
し
た
神
社
合
祀
の
結
果
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
彼
に
は
非
常
に
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
切
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う
。「
南
方
熊
楠
顕
彰
館
」
公

式
サ
イ
ト
の
「
神
社
合
祀
反
対
運
動
」
の
最
後
に
、
写
真
と
と
も
に
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
『
合
祀

の
憂
き
目
に
あ
っ
た
』
と
あ
り
、
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
の
「
大
山
神
社
跡
」
の
サ
イ
ド
・
パ
ネ
ル

の
説
明
版
を
見
る
と
、
土
生

は

ぶ

八
幡
神
社
（
旧
大
山
神
社
の
北
西
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
こ
こ
）
に
合
祀
さ
れ

た
。
そ
の
土
生
八
幡
神
社
の
サ
イ
ド
・
パ
ネ
ル
の
説
明
版
を
見
る
と
、
驚
く
べ
き
多
数
の
産
土
神
が
こ
こ
に

合
祀
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
判
る
。 

「
大
山
祇
命
」
記
紀
神
話
に
於
い
て
は
、
伊
弉
諾
尊

い
さ
な
き
の
み
こ
と

・
伊
弉
冉
尊
の
子
で
、
磐 い

わ

長 な
が

姫 ひ
め

・
木
花
開
耶
姫

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め

の
父

と
し
て
語
ら
れ
る
神
。「
古
事
記
」
で
「
大
山
津
見
神
」、
「
伊
予
国
風
土
記
」
逸
文
で
は
「
大
山
積
神
」

と
記
す
。
但
し
、
伊
弉
諾
尊
に
よ
っ
て
伊
弉
冉
尊
を
死
に
至
ら
し
め
た
と
し
て
斬
り
殺
さ
れ
た
火
の
神
の

体
の
各
部
分
に
、「
八
神
の
山
津
見
」
が
生
ま
れ
た
と
記
す
こ
と
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、「
山
津
見
」
＝

「
大
山
祇
神
」
と
は
、
本
来
は
は
、
そ
れ
ら
の
神
話
と
無
関
係
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
の
産
土
神
「
山
の
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https://www.google.com/maps/place/%E5%A4%A7%E5%B1%B1%E7%A5%9E%E7%A4%BE+%E8%B7%A1/@33.9041084,135.205266,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipMOPKewoYL7JXphsO-nMJ-q6EiMwPExMZOtvMjO!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipMOPKewoYL7JXphsO-nMJ-q6EiMwPExMZOtvMjO%3Dw203-h152-k-no!7i4608!8i3456!4m8!1m2!2m1!1z5pel6auY5bed55S655-i55Sw5aSn5bGx!3m4!1s0x6007690adcc5a0c9:0x376f4f22dad593ca!8m2!3d33.9041908!4d135.2052265
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神
」
と
し
て
一
般
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
神
で
あ
っ
た
。 

「
牛
の
腹
よ
り
出
る
毛
玉
」
熊
楠
は
毛
玉
と
正
体
を
限
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
乱
暴
な
仕
儀
で
あ
っ
て

（
毛
玉
も
含
ま
れ
は
す
る
が
）、
牛
の
胎
内
に
生
じ
た
結
石
或
い
は
悪
性
・
良
性
の
腫
瘍
や
免
疫
シ
ス
テ

ム
が
形
成
し
た
体
内
異
物
等
を
古
く
か
ら
称
す
る
「
牛
の
玉
」「
牛 ご

黄 お
う

」（
特
に
漢
方
で
は
牛
の
胆
嚢
或
い

は
胆
管
中
に
生
じ
た
結
石
を
採
取
し
て
乾
燥
し
た
も
の
に
限
定
す
る
語
で
あ
る
）
の
こ
と
で
あ
る
。
以
下

の
「
鮓
答
」（
さ
と
う
）
の
注
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
博
奕
」「
ば
く
ち
」。
次
の
最
後
も
参
照
。 

「
賴
母
子
」「
た
の
も
し
」。「
賴
母
子
講

た

の

も

し

こ

う

」
の
こ
と
。「
無
盡

む

じ

ん

（
講 こ

う

）」
と
も
称
し
、
講
組
織
に
よ
る
民
間

の
金
融
組
合
集
団
の
一
種
。
講
員
が
掛
金
を
定
期
間
に
出
し
合
い
、
入
札
又
は
籤
引
き
で
、
毎
回
、
そ
の

な
か
の
一
人
が
交
代
で
所
定
の
金
額
を
受
取
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
全
員
に
渡
し
終
え
た
時
点

で
、
講
は
短
期
的
に
は
解
散
す
る
。
出
し
合
っ
た
金
で
、
家
畜
や
家
財
道
具
な
ど
を
買
入
れ
、
交
代
に
分

与
す
る
方
法
な
ど
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
以
前
は
屋
根
の
葺
き
替
え
の
際
に
は
講
員
が
材
料
の
萱 か

や

を
提
供
し

合
い
、
そ
の
作
業
を
手
伝
う
と
い
う
「
頼
母
子
講
」
も
存
在
し
た
。
頼
母
子
と
い
う
名
は
鎌
倉
時
代
の
文

献
に
も
既
に
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
特
に
発
達
し
た
。
近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
銀
行
の
出
現
に
よ

り
数
は
減
少
し
た
も
の
の
、
親
睦
を
兼
ね
て
、
今
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
が
存
在
す
る
（
以
上
は

主
文
を
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）。
所
謂
、
賭
け
事
に
於
け
る
古
く
か
ら
の
ジ
ン

ク
ス
で
、
特
定
の
あ
る
も
の
を
懐
に
し
て
そ
の
場
に
臨
め
ば
、
勝
て
る
と
い
う
も
の
で
、
対
象
物
は
広
範

囲
に
及
び
、
鼠
小
僧
次
郎
吉
の
墓
の
欠
片
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
地
蔵
の
首
を
欠
い
て
ド
ン
ブ
リ
に
忍
ば

せ
た
と
い
う
例
も
あ
る
。
鎌
倉
の
「
百
八
や
ぐ
ら
」
な
ど
に
あ
る
、
江
戸
期
に
追
善
で
建
て
ら
れ
た
地
蔵

像
の
首
が
有
意
に
切
断
さ
れ
て
い
る
の
は
、
廃
仏
毀
釈
以
前
の
仕
儀
で
、
実
は
そ
の
名
残
な
の
で
あ
る
。 

『「
マ
ル
コ
ポ
ロ
」
の
紀
行
』
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
商
人
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
（M

arco
 P

o
lo

 

一
二
五

四
年
～
一
三
二
四
年
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
中
央
ア
ジ
ア
や
中
国
を
紹
介
し
た
口
述
紀
行
記
録
（
十
三
世
紀

後
半
の
お
ピ
サ
出
身
の
イ
タ
リ
ア
人
小
説
家
ル
ス
テ
ィ
ケ
ロ
・
ダ
・
ピ
サ
（R

u
stich

ello
 d

a P
isa

）
に
よ

る
採
録
編
纂
）「
東
方
見
聞
録
」（
原
題
不
明
。
写
本
名
は
「
イ
ル
・
ミ
リ
オ
ー
ネ
」（Il M

ilio
n
e

：
百
万
）

或
い
は
「
世
界
の
記
述
」
（D

evisem
en

t d
u
 m

o
n
d
e

）。 

「
鮓
答
」「
さ
と
う
」
と
読
む
。
日
本
語
で
は
な
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
「p

ed
ra

」（「
石
」
の
意
。
ネ
イ

テ
ィ
ヴ
の
発
音
を
カ
タ
カ
ナ
音
写
す
る
と
「
ペ
ェ
ー
ド
ラ
」）
＋
「b

ezo
ar

」（「
結
石
」
ブ
ラ
ジ
ル
の
方
の

発
音
で
は
「
ベ
ッ
ゾ
ア
」）
の
転
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
古
く
か
ら
、
一
種
の
解
毒
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
て

お
り
、
ペ
ル
シ
ア
語
で
「p

ād
zah

r

」、「p
ad

 (

＝ex
p
ellin

g
) +

 zah
r (

＝p
o

iso
n

) 

」（「
毒
を
駆
逐
す
る
」
の

意
）
を
語
源
と
す
る
、
と
い
う
記
載
も
見
ら
れ
る
。
牛
馬
類
か
ら
出
る
赤
黒
色
を
呈
し
た
塊
状
の
結
石

で
、
古
く
は
解
毒
剤
と
し
て
用
い
た
。
中
国
や
本
邦
で
は
、
別
名
を
当
該
の
獣
類
の
名
に
繋
げ
て
「
～
の

た
ま
」
と
呼
び
、「
鮓
答
」
と
も
書
い
た
。
ま
た
、「
鮓
答
」
で
「
へ
い
さ
ら
ば
さ
ら
」
と
も
読
ん
だ
。
但

し
、
例
え
ば
、
大
修
館
書
店
「
廣
漢
和
辭
典
」
の
「
鮓
」（
音
「
サ
」）
を
引
い
て
も
、
こ
の
物
質
に
関
わ

る
意
味
も
熟
語
も
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
現
代
中
国
音
で
は
「
鮓
荅
」
は
「zh

ǎ d
ā

」（
ヂ
ァ
ー
・
ダ
ァ

ー
）
で
、
や
や
「
ペ
ェ
ー
ド
ラ
」
に
近
い
発
音
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
を
漢
音
写
し
た
も
の
か
も

知
れ
ず
、
他
に
モ
ン
ゴ
ル
語
説
も
示
さ
れ
て
あ
る
（
熊
楠
の
謂
う
「
韃
靼
語
」
の
「
韃
靼
」
は
、
狭
義
に
は

モ
ン
ゴ
ル
系
部
族
の
一
つ
で
、
八
世
紀
頃
か
ら
東
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
現
わ
れ
、
後
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
併
合
さ

れ
た
。
但
し
、
宋
で
は
モ
ン
ゴ
ル
を
「
黒
韃
靼
」、
ト
ル
コ
系
部
族
オ
ン
グ
ー
ト
を
「
白
韃
靼
」
と
称
し
、



明
で
は
滅
亡
後
に
北
方
に
逃
れ
た
元
の
遺
民
を
「
韃
靼
」
と
称
し
た
。
そ
れ
ら
を
含
め
、
広
義
に
「
タ
タ
ー

ル
」
の
通
称
で
も
知
ら
れ
る
）。
熊
楠
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
寺
島
良
安
が
「
和
漢
三
才
図
会
」
の
「
狗
寳

（
い
ぬ
の
た
ま
）」
で
「
本
草
綱
目
」
を
引
い
て
い
る
通
り
、『
牛
の
黃 た

ま

・
狗
の
寶
・
馬
の
墨 た

ま

・
鹿
の
玉
・
犀

の
通
天

た

ま

、
獸
の
鮓
荅

た

ま

、
皆
、
物
の
病
ひ
に
し
て
、
人
、
以
つ
て
寳
と
爲
す
』
で
あ
っ
て
、
各
種
獣
類
の
胎
内

結
石
或
い
は
悪
性
・
良
性
の
腫
瘍
や
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
形
成
し
た
異
物
等
を
称
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
漢
方

で
は
現
在
で
も
高
価
な
薬
用
と
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
詳
し
く
は
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
七 

畜

類 

鮓
荅
（
へ
い
さ
ら
ば
さ
ら
・
へ
い
た
ら
ば
さ
ら
） 

（
獣
類
の
体
内
の
結
石
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
私
の
「
耳
囊 

卷
之
四 
牛
の
玉
の
事
」
も
参
考
に
な
ろ
う
（
但
し
、
私
は
こ
の
「
耳
囊
」
の
そ

れ
は
、
贋
物
と
私
は
睨
ん
で
い
る
）。 

「
日
本
紀
卷
六
に
、
狢
の
腹
よ
り
出
た
る
玉
を
神
寶
と
せ
し
由
」「
日
本
書
紀
」
巻
六
の
垂
仁
天
皇
八
十

七
年
（
機
械
換
算
で
西
暦
五
十
八
年
）
二
月
辛
卯
の
条
に
、 

 
 

 

＊ 

八
十
七
年
春
二
月
丁
亥
朔
辛
卯
。
五
十
瓊
敷
命
謂
妹
大
中
姬
曰
。
我
老
也
。
不
能
掌
神
寶
。
自
今
以
後
。

必
汝
主
焉
。
大
中
姬
命
辞
曰
。
吾
手
弱
女
人
也
。
何
能
登
天
神
庫
耶
【
神
庫
。
此
云
保
玖
羅
。
】。
五
十
瓊

敷
命
曰
。
神
庫
雖
高
。
我
能
爲
神
庫
造
梯
。
豈
煩
登
庫
乎
。
故
諺
曰
、
神
之
神
庫
隨
樹
梯
之
。
此
其
緣

也
。
然
遂
大
中
姬
命
授
物
部
十
千
根
大
連
而
令
治
。
故
物
部
連
等
至
于
今
治
石
上
神
寶
。
是
其
緣
也
。
昔

丹
波
國
桑
田
村
有
人
。
名
曰
甕
襲
。
則
甕
襲
家
有
犬
。
名
曰
足
徃
。
是
犬
咋
山
獸
名
牟
士
那
而
殺
之
。
則

獸
腹
有
八
尺
瓊
勾
玉
。
因
以
獻
之
。
是
玉
今
有
石
上
神
宮
。 

 
 

 

＊ 

 

八
十
七
年
の
春
二
月

き
さ
ら
ぎ

の
丁
亥

ひ
の
と
ゐ

の

朔
つ
い
た
ち

辛
卯

か
の
と
う

に
、
五
十
瓊
敷
命

い

に

し

き

の

み

こ

と

、
妹

い
ろ
も

、
大
中
姬

お
ほ
な
か
つ
ひ
め

に
謂
ひ
て
曰
は
く
、 

「
我
、
老
い
た
り
。
神
寶
を
掌
る
こ
と
能
は
ず
。
今
よ
り
以
後

の

ち

は
、
必
ず
、
汝

い
ま
し

、

主
つ
か
さ
ど

れ
。」 

と
。
大
中
姬
命
、
辭 い

な

び
て
曰
さ
く
、 

「
吾
は
手
弱
女
人

た

を

や

め

な
り
。
何
ぞ
能
く
天
神
庫

あ
め
の
ほ
く
ら

に
登
ら
む
や
。」【「
神
庫
」
は
此
れ
、「
保
玖

ほ

く

羅 ら

」
と
云

ふ
。】。 

 

五
十
瓊
敷
命
、
曰
は
く
、 

「
神
庫
、
高
し
と
雖
も
、
我
、
能
く
神
庫
の
爲
に
梯 は

し

を
造 た

て
む
。
豈
に
庫

ほ
く
ら

に
登
る
に
煩
は
む
や
。」 

と
い
ふ
。 

 

故 か
れ

、
諺
に
曰
は
く
、 

「
天 あ

め

の
神
庫
も
樹
梯

は
し
だ
て

の
隨

ま
に
ま

に
。」 

と
い
ふ
は
、
此
れ
、
其
の

緣
こ
と
の
も
と

な
り
。
然
し
て
遂
に
、
大
中
姬
命
、
物
部
十
千
根
大
連

も
の
の
べ
の
と
を
ち
ね
の
お
ほ
む
ら
じ

に
授
け
て
治
め

し
む
。
故
、
物
部
連
等 ら

、
今
に
至
る
ま
で
石
上

い
そ
の
か
み

の
神
寶

か
む
た
か
ら

を
治
む
る
は
、
是
れ
、
其
の
緣
な
り
。 

 

昔
、
丹
波
國
の
桑
田
村
に
、
人
、
有
り
、
名
づ
け
て
、「
甕
襲

み

そ

か

」
と
曰
ふ
。
則
ち
、
甕
襲
が
家
に
、

犬
、
有
り
。
名
を
「
足
往

あ

ゆ

き

」
と
曰
ふ
。
是
の
犬
、
山
の
獸 し

し

、
名
を
「
牟
士
那

む

じ

な

」
と
い
ふ
を
咋 く

ひ
て
殺
し

つ
。
則
ち
、
獸
の
腹
に
、「
八
尺
瓊

や

さ

か

に

の
勾
玉

ま
が
た
ま

」
有
り
。
因
り
て

獻
た
て
ま
つ

る
。
是
の
玉
は
、
今
、
石
上
神
宮

い
そ
の
か
み
の
か
む
み
や

に

有
り
。 
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と
あ
る
の
を
指
す
。
訓
読
は
個
人
サ
イ
ト
「
岩
倉
紙
芝
居
館 

古
典
館
」
の
こ
ち
ら
を
参
考
に
さ
せ
て
戴

い
た
。 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-ed72.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-ed72.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-ed72.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-ed72.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-a7e6.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/02/post-a7e6.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2012/08/post-dfd1.html
http://hjueda.on.coocan.jp/koten/shoki16.htm#%E5%85%AB%E5%8D%81%E4%B8%83%E5%B9%B4%E6%98%A5%E4%BA%8C%E6%9C%88


「
頑
石
」「
ぐ
わ
ん
せ
き
（
が
ん
せ
き
）」。
但
し
、
こ
れ
は
「
堅
い
石
」
の
意
で
は
な
く
、「
た
だ
の
石
」

の
意
で
あ
ろ
う
。 

「
ウ
エ
ス
ト
ン
」
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
で
登
山
家
と
も
知
ら
れ
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
（W

alter 

W
esto

n 

一
八
六
一
年
～
一
九
四
〇
年
）。
日
本
に
は
三
度
、
長
期
滞
在
し
た
。
日
本
各
地
の
山
に
登
り
、

「
日
本
ア
ル
プ
ス
の
登
山
と
探
検
」（
原
題
及
び
刊
行
年
（
一
八
九
六
年
は
明
治
二
十
九
年
）
は
熊
楠
の

記
す
通
り
）
な
ど
を
著
し
、
他
に
も
当
時
の
日
本
の
風
習
を
世
界
中
に
紹
介
し
た
。
彼
が
熊
楠
と
知
り
合

い
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
同
書
は
岩
波
文
庫
で
持
っ
て
い
る
の

だ
が
、
書
庫
の
底
に
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、「In

tern
et arch

iv
e

」
で
原
本
を
確

認
出
来
た
。
こ
こ
で
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

 
 
 
A

t Ō
k
aw

ara I sp
en

t a d
elig

h
tfu

l S
u
n
d
ay

 o
n
 m

y
 retu

rn
 jo

u
rn

ey. 
 
M

y
 lan

d
lo

rd
 th

ere sen
t a sp

ecial 

m
essen

g
er to

 a v
illag

e so
m

e d
istan

ce o
ff to

 b
rin

g
 in

 a cu
rio

u
s "sto

n
e" h

e w
as an

x
io

u
s I sh

o
u
ld

 

ex
am

in
e. 

 
It w

as ab
o
u
t th

e size an
d
 sh

ap
e o

f a tu
rk

ey̓
s eg

g
, o

f a b
u
ff co

lo
u

r, an
d
 q

u
ite sm

o
o
th

, 

ex
cep

tin
g
 o

n
 o

n
e sid

e, w
h
ere a p

iece ap
p
eared

 to
 h

av
e b

een
 ch

ip
p
ed

 o
ff. 

 
H

e said
 it w

as d
isco

v
ered

 

so
m

e tim
e b

efo
re in

 th
e sto

m
ach

 o
f an

 iw
a
sh

ika
 (m

o
u
n
tain

 an
telo

p
e), th

e ch
am

o
is o

f Jap
an

. 
 
It 

p
ro

v
ed

 to
 b

e a "b
ezo

ar sto
n
e, " su

ch
 as D

r. B
o
n
n
ey

 sp
eak

s o
f in

 h
is "A

lp
in

e R
eg

io
n
s, " p

. 1
8
0
. 

"O
w

in
g
, p

ro
b
ab

ly, to
 th

e resin
 co

n
tain

ed
 in

 so
 m

u
ch

 o
f th

eir fo
o
d

, an
d
 its fib

ro
u
s ch

aracter, a lard
, 

d
ark

-co
lo

u
red

 b
all, fro

m
 th

e size o
f a w

aln
u
t to

 th
at o

f an
 eg

g
, o

f a b
itter taste, b

u
t p

leasan
t o

d
o
u
r, is 

o
ften

 fo
u
n
d
 in

 th
eir (i.e. th

e ch
am

o
is̓) sto

m
ach

s. T
h
is is called

 ‛ B
ezo

ar,̓an
d
 it w

as an
cien

tly
 su

p
p
o
sed

 

to
 cu

re all ev
ils, an

d
 to

 b
e a p

ro
tectio

n
 ev

en
 ag

ain
st m

u
sk

et sh
o
ts. 

 
A

 scep
tical an

aly
st h

as, I fear, 

ex
p
elled

 it fro
m

 th
e p

h
arm

aco
p

œ
ia. " 

 

 
 

 

＊ 

こ
の
「iw

a
sh

ika

」
は
「
岩
鹿
」
で
以
下
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
こ
と
（
彼
ら
は
ウ
シ
の
仲
間
で
鹿
（
反

芻
亜
目
シ
カ
科 

C
erv

id
ae

）
で
は
な
い
の
で
注
意
）。
ま
た
、「ch

am
o

is

」
と
は
偶
蹄
目
反
芻
亜
目
ウ
シ
科

ヤ
ギ
亜
科
シ
ャ
モ
ア
属
シ
ャ
モ
ア 

R
u
p
ica

p
ra

 ru
p
ica

p
ra

 

の
こ
と
で
「
ア
ル
プ
ス
カ
モ
シ
カ
」
と
も
呼

ぶ
。
体
長
は
一
メ
ー
ト
ル
内
外
、
体
高
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
頭
の
後
方
に
鉤
状
に
曲
っ
た
凡

そ
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
角
を
雌
雄
と
も
に
持
つ
。
岩
登
り
や
ジ
ャ
ン
プ
が
巧
み
で
、
夏
季
に
は
標
高

四
千
メ
ー
ト
ル
近
く
の
高
山
に
ま
で
行
動
圏
を
広
げ
る
。
皮
は
鞣
し
て
レ
ン
ズ
拭
き
な
ど
に
用
い
ら
れ
、

ジ
ビ
エ
と
し
て
食
用
も
好
ま
れ
る
。
ピ
レ
ネ
ー
・
ア
ル
プ
ス
・
ア
ペ
ニ
ン
各
山
脈
の
森
林
地
帯
に
分
布

し
、
二
十
頭
ほ
ど
の
小
集
団
で
生
活
し
て
い
る
。「b

ezo
ar sto

n
e

」「
ベ
ゾ
ア
ー
ル
石
」
と
は
広
義
の
ヒ
ト

や
獣
類
の
消
化
器
な
ど
に
生
ず
る
「
結
石
」
を
指
す
。「m

u
sk

et sh
o

ts

」
は
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
の
こ
と
。
先

込
め
銃
で
、
肩
に
当
て
て
構
え
て
発
射
す
る
銃
で
、
十
六
世
紀
に
ス
ペ
イ
ン
で
火
縄
銃
の
大
型
版
と
し
て

開
発
さ
れ
、
十
九
世
紀
半
ば
に
は
後
込
め
式
施
条
銃
の
ラ
イ
フ
ル
銃
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
点
火
方
式

は
、
初
め
は
火
縄
式
で
あ
っ
た
が
、
十
七
世
紀
に
火
打
石
式
に
な
り
、
十
九
世
紀
初
期
に
は
雷
管
式
に
移

行
し
た
。
長
さ
一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
約
六
十
グ
ラ
ム
の
弾
丸
を
百
六
十
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
飛
ば
す
こ
と
が
出
来
た
が
、
命
中
精
度
は
低
か
っ
た
。
初
期
の
も
の
は
重
量
と
反
動
か
ら
二
人

で
操
作
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
移
動
式
の
支
柱
か
ら
発
射
さ
れ
た
が
、
後
期
に
は
小
さ
く
軽
く
な
り
、
命

中
精
度
も
向
上
し
、
百
メ
ー
ト
ル
近
く
離
れ
た
人
間
大
の
的
に
命
中
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
口

https://archive.org/details/mountaineeringex00westrich/page/112/mode/2up
https://archive.org/details/mountaineeringex00westrich/page/112/mode/2up
https://archive.org/details/mountaineeringex00westrich/page/112/mode/2up
https://archive.org/details/mountaineeringex00westrich/page/112/mode/2up


径
は
一
・
七
五
か
ら
一
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
ま
で
あ
っ
た
（
こ
こ
は
概
ね
「
ブ
リ
タ
ニ

カ
国
際
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）。「su

p
p
o
sed

 to
 cu

re all ev
ils

」「
あ
ら
ゆ
る
災
難
を
取
り
除
く
と
信

じ
ら
れ
た
」。 

「
カ
モ
シ
カ
」
日
本
固
有
種
で
京
都
府
以
東
の
本
州
・
四
国
・
九
州
（
大
分
県
・
熊
本
県
・
宮
崎
県
）
に

分
布
す
る
ヤ
ギ
亜
科
カ
モ
シ
カ
（
シ
ー
ロ
ー
（
英
名
：sero

w

））
属
カ
モ
シ
カ
亜
属
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ 

C
a
p
rico

rn
is crisp

u
s

。 

「
毒
鏃
」「
ど
く
や
」
。
毒
矢
。 

「
毒
を
吸
去
る
に
、
神
效
有
り
と
思
は
れ
た
る
」
ウ
ィ
キ
の
「
ベ
ア
ゾ
ー
ル
」
に
よ
れ
ば
、
古
く
は
『
毒

に
浸
せ
ば
何
で
も
解
毒
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
』、
一
五
七
五
年
に
『
フ
ラ
ン
ス
で
罪
人
に
飲
ま
せ

た
と
こ
ろ
』、『
苦
し
ん
で
死
ん
だ
こ
と
か
ら
、
な
ん
に
で
も
効
く
も
の
で
は
な
い
と
判
明
し
た
』
と
あ
る

一
方
で
、『
ス
ク
リ
ッ
プ
ス
海
洋
研
究
所
』（S

crip
p
s In

stitu
tio

n
 o

f O
cean

o
g
rap

h
y

：
一
九
〇
三
年
に
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ラ
ホ
ヤ
に
設
置
さ
れ
た
、
世
界
最
大
規
模
に
し
て
最
古
の
、
地
球
科
学
と
海
洋
の
研
究

機
関
）『
の
研
究
で
、
あ
る
種
の
ベ
ゾ
ア
ー
ル
が
ヒ
素
の
毒
（
ヒ
酸
塩
、
三
酸
化
二
ヒ
素
）
を
無
毒
化
す

る
こ
と
が
判
明
し
た
』
と
も
あ
る
。］ 

                        

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%82%BE%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%83%AB


 
〇
野
猪
、
嬉
遊
笑
覽
附
錄
に
云
く
、
蛇
の
怖
る
ゝ
歌
「
あ
く
ま
だ
ち
、
我
た
つ
道
に
橫
へ
ば
、
山
な
し

姬
に
あ
り
と
傳
へ
ん
」
こ
は
北
澤
村
の
北
見
伊
右
衞
門
が
傳
へ
の
歌
な
る
べ
し
、
其
歌
は
、「
此
路
に
錦

ま
だ
ら
の
蟲
有
ば
、
山
立
姬
に
告
て
取
せ
ん
」
四
神
地
名
錄
、
多
摩
郡
喜
多
見
村
條
下
に
、
此
村
に
蛇
除

伊
右
衞
門
と
て
、
毒
蛇
に
喰
れ
し
時
に
咒
ひ
を
す
る
百
姓
あ
り
、
土
人
の
言
る
に
は
、
蛇
多
き
草
中
に
入

る
に
は
、
伊
右
衞
門
伊
右
衞
門
と
唱
へ
て
入
れ
ば
毒
蛇
に
食
れ
ず
と
云
ふ
、
守
り
も
出
す
、
蛇
多
き
所
時

に
は
三
里
も
五
里
も
守
り
を
受
に
來
と
の
事
也
、
奇
と
謂
可
べ
し
と
、
扨
彼
の
歌
は
、
其
守
り
な
る
べ

し
、「
ア
ク
マ
ダ
ヂ
」
は
赤
斑
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
か
ま
だ
ら
」
。］
な
る
べ
く
、
山
な
し
姬
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
底
本
「
山
な
し
蛇
」。
初
出
で
訂
し
た
。］
は
山
立
姬
な
る
べ
し
、
野
猪
を
云
ふ
と
な
ん
、
蛇
を

好
で
食
ふ
、
殊
に
蝮
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
「
蛇
」。
同
じ
く
初
出
で
訂
し
た
。］
を
好
む
由
也
と
、
熊

楠
在
米
の
頃
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ヤ
州
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
蛇
を
除
ん
が
爲
に
、
歐
州
の
野
猪

を
移
し
放
ち
し
と
聞
く
、̓D

iary
 o

f R
ich

ard
 C

o
ck

s, ̓ed
. T

h
o
m

p
so

n
, 1

8
8
3
, v

o
l.ii, p

. 8
7
 

に
、
コ
ツ
ク
ス

元
和
中
、
江
戶
愛
宕
權
現
と
、
愛
宕
八
幡
像
を
拜
せ
し
に
、
何
れ
も
野
猪
に
騎
せ
り
、
愛
宕
權
現
社
の
登

り
口
に
、
大
な
る
野
猪
を
圈
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
を
り
」。］
に
飼
え
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
と

有
り
、
勝
軍
地
藏
も
、
摩
利
支
天
と
同
く
、
此
獸
を
使
者
と
し
、
マ
ル
ス
嫉
妬
の
餘
り
、
自
ら
野
猪
と
成

り
て
女
神
ヴ
ヰ
ヌ
ス
所
嬖
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
よ
へ
い
の
」。
寵
愛
す
る
と
こ
ろ
の
。］
の
少
年
ア
ド

ニ
ス
を
殺
せ
し
事
、
沙
翁
の
戲
作
に
由
て
名
高
し
、
印
度
に
も
ヸ
シ
ユ
ニ
ユ
神
」
野
猪
の
形
を
現
す
る
誕

有
り
、
帝
釋
生
れ
て
直
ち
に
野
猪
形
を
現
ぜ
り
と
云
ふ
、G

u
b
ern

atis, o
p
. cit. v

o
l. ii P

7
 S

eq
q
.

）。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
終
わ
り
の
方
の
『
ヸ
シ
ユ
ニ
ユ
神
」』
と
あ
っ
て
鍵
括
弧
の
開
始
部
が
な
く
、
ま

た
最
後
に
丸
括
弧
閉
じ
る
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
に
対
応
す
る
開
始
の
丸
括
弧
が
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
マ

マ
で
あ
る
。
ど
う
も
本
文
の
流
れ
も
微
妙
に
お
か
し
い
の
で
、
以
下
に
初
出
に
従
っ
た
本
文
の
コ
ッ
ク
ス
の

箇
所
の
部
分
か
ら
最
後
ま
で
を
示
す
。
底
本
と
異
な
る
箇
所
を
太
字
で
示
し
た
（
欧
文
の
細
部
（
斜
体
表
記

等
）
も
含
む
）。 
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に
、
コ
ツ
ク
ス
元
和
中
、
江
戶
愛
宕
權
現

と
、
愛
宕
八
幡
像
を
拜
せ
し
に
、
何
れ
も
野
猪
に
騎
せ
り
、
愛
宕
權
現
社
の
登
り
口
に
大
な
る
野
猪
を
圈

に
飼
え
り
と
有
り
、
勝
軍
地
藏
も
、
摩
利
支
天
と
同
く
、
此
獸
を
使
者
と
す
る
に
や
、（
古
え
歐
州
に
も
、

野
猪
を
マ
ル
ス
の
使
者
と
し
、
マ
ル
ス
嫉
妬
の
餘
り
、
自
ら
野
猪
と
成
り
て
女
神
ヴ
ヰ
ヌ
ス
所
嬖
の
少
年

ア
ド
ニ
ス
を
殺
せ
し
事
、
沙
翁
の
戯
作
に
由
て
名
高
し
。
印
度
に
も
井ﾞ

シ
ユ
ニ
ユ
神
、
野
猪
の
形
を
現
す

る
誕
有
り
、
帝
釋
生
れ
て
直
ち
に
野
猪
形
を
現
ぜ
り
と
云
ふ
、G

u
b

ern
atis, o

p
. cit . v

o
l. ii p

. 7
 seq

q
.

）。 

 
 

 

＊ 

な
お
、
平
凡
社
「
選
集
」
版
で
は
、
丸
括
弧
の
開
始
位
置
を
「G

u
b

ern
atis,

」
の
前
に
配
し
て
お
り
、
そ

の
方
が
、
本
文
が
痩
せ
ず
に
済
む
の
で
い
い
と
は
思
う
し
、
前
例
に
徴
し
て
見
て
も
、
奥
州
の
ケ
ー
ス
を

総
て
丸
括
弧
で
附
録
み
た
よ
う
に
す
る
の
は
、
南
方
熊
楠
ら
し
く
な
い
。 

「
嬉
遊
笑
覽
」
国
学
者
喜
多
村
信
節
（
の
ぶ
よ 

天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
～
安
政
三
（
一
八
五
六
）

年
）
の
代
表
作
。
諸
書
か
ら
江
戸
の
風
俗
習
慣
や
歌
舞
音
曲
な
ど
を
中
心
に
社
会
全
般
の
記
事
を
集
め
て

二
十
八
項
目
に
分
類
叙
述
し
た
十
二
巻
付
録
一
巻
か
ら
な
る
随
筆
で
、
文
政
一
三
（
一
八
三
〇
）
年
の
成

立
。
以
下
、
当
該
部
を
所
持
す
る
岩
波
文
庫
版
第
五
巻
（
長
谷
川
強
他
校
注
・
二
〇
〇
九
年
刊
・
新
字
）

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/291/25_291_325/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/291/25_291_325/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/291/25_291_325/_pdf/-char/ja


を
基
礎
デ
ー
タ
と
し
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
成
光
館
出
版
部
昭
和
七
（
一
九
三

二
）
年
刊
の
同
書
の
下
巻
（
正
字
）
の
当
該
部
で
校
訂
し
、
読
点
・
記
号
等
を
変
更
・
追
加
し
た
。
但

し
、
孰
れ
に
も
疑
義
の
あ
る
表
記
個
所
が
あ
っ
た
が
、
取
り
敢
え
ず
、
よ
り
よ
く
意
味
が
通
ず
る
と
考
え

た
方
、
ダ
ブ
り
を
厭
わ
ず
有
意
な
情
報
の
あ
る
方
を
採
り
、
一
部
に
記
号
を
添
え
た
。
則
ち
、
以
下
は
そ

の
二
種
の
合
成
版
で
あ
り
、
以
上
の
二
書
の
孰
れ
で
も
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

○
『
萩
原
隨
筆
』
に
、
蛇
の
怖
る
ゝ
歌
と
て
、「
あ
く
ま
た
ち
我
た
つ
み
ち
に
よ
こ
た
へ
ば
や
ま
な
し
ひ

め
に
あ
り
と
つ
た
へ
ん
」
と
い
ふ
こ
と
を
載
た
り
。
こ
は
北
澤
村
の
北
見
伊
右
衞
門
が
傳
へ
の
歌
な
る
べ

し
。
其
歌
は
「
此
路
に
錦
ま
だ
ら
の
蟲
あ
ら
ば
山
立
姬
に
告
て
と
ら
せ
ん
」。『
四
神
地
名
錄
』
に
、「
多

磨
郡
喜
多
見
村
條
下
に
蛇
除
伊
右
衞
門
と
て
、
毒
蛇
に
喰
れ
し
時
に
呪
ひ
を
す
る
百
姓
あ
り
。
此
邊
、
土

人
の
い
へ
る
に
は
、
虵
多
き
草
中
に
入
る
に
は
、『
伊
右
衞
門
々
々
々
々
』
と
唱
へ
て
入
れ
ば
、
毒
虵
に

喰
は
れ
ず
と
云
ふ
。
守
り
も
出
す
。
虵
多
き
所
は
三
里
も
五
里
も
、
守
り
を
受
に
來
る
と
の
こ
と
な
り
。

奇
と
い
ふ
べ
し
。」
と
云
へ
り
。
予
が
聞
け
る
と
件

く
だ
ん

の
歌
は
異
也
。「
此
路
に
錦
ま
だ
ら
の
蟲
あ
ら
ば
山
立

姬
に
告
て
と
ら
せ
む
」
と
い
ふ
歌
也
。
い
づ
れ
よ
き
と
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、「
あ
く
ま
だ
ち
」
は
「
赤
ま

だ
ら
」
の

誤
あ
や
ま
り

、「
山
な
し
姬
」
は
「
山
立
姬
」
な
る
べ
し
。
野
猪
を
し
か
い
ふ
と
な
ん
。
こ
れ
蛇
を
好
み

て
喰
ふ
と
ぞ
。
殊
に
ま
む
し
を
好
む
よ
し
な
り
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
「
山
立
姬
」（
や
ま
た
ち
ひ
め
）
は
イ
ノ
シ
シ
の
異
名
と
辞
書
に
載
る
が
、
宮
武
外
骨
編
「
日
本
擬

人
名
辞
書
」（
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
半
狂
堂
刊
）
に
よ
れ
ば
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
同
書
の
当
該
画
像
）、 

 
 

 

＊ 

山
立
姫

や
ま
た
ち
ひ
め 

 

「
毒
虫
に
刺
さ
れ
た
る
時
、
蒼
耳
葉
の
汁
を
し
ぼ
り
て
胡
椒
の
粉
を
と
き
て
傷
所
に
塗
る
と
き
唱
ふ
る

歌
あ
り 

 

「
此
路
に
錦
ま
だ
ら
の
蟲
（
蛇
）
あ
ら
ば 

 
 

 
 

 

山
立
姬
に
告
げ
て
と
ら
せ
ん
」 

山
立
姫
と
は
野
猪
を
云
ふ
な
り
、
野
猪
は
蛇
を
好
み
て
食
す
」
と
『
嬉
遊
笑
覽
』
に
あ
り
、
野
猪
を
「
山

立
姬
」
と
呼
ぶ
は
美
名
に
過
ぎ
た
る
が
如
し
と
い
へ
ど
も
、「
や
ま
た
ち
」
と
は
山
賊
を
も
云
ふ
な
り
、

「
姬
」
と
は
女
性
的
動
物
と
し
て
の
名
な
る
べ
し 

 
 

 

＊ 

と
あ
っ
た
。「
蒼
耳
葉
」
は
「
を
も
な
み
（
お
も
な
み
）」
と
読
み
、
キ
ク
目
キ
ク
科
キ
ク
亜
科
オ
ナ
モ
ミ

属
オ
ナ
モ
ミ 

X
a
n
th

iu
m

 stru
m

a
riu

m
 

の
こ
と
で
あ
る
。
知
ら
な
い
？ 

い
や
い
や
！ 

知
っ
て
る
よ
！ 

最
初
の
担
任
の
時
、
草
取
り
の
最
中
、
僕
の
背
中
に
君
ら
が
び
っ
し
り
つ
け
た
「
ひ
っ
つ
き
虫
」
の
本
体

さ
！ 

「
北
澤
村
」
以
下
で
「
多
摩
郡
喜
多
見
村
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
東
京
都
世
田
谷
区
北
沢
と
南
西
に
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
離
れ
た
世
田
谷
区
砧
（
域
内
の
一
部
の
旧
村
名
は
喜
多
見
で
あ
る
）（
或
い
は
こ
の
二

つ
を
含
む
広
域
）
が
候
補
地
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
さ
れ
ば
、「
北
見
」
は
地
名
に
基
づ
く
呼
称
で
姓
で

は
な
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（
以
上
の
リ
ン
ク
は
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
で
以
下
同
じ
）。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1123104/340
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/927252/33
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/927252/33
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92155-0031+%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E4%B8%96%E7%94%B0%E8%B0%B7%E5%8C%BA%E5%8C%97%E6%B2%A2/@35.6539644,139.6277103,13.75z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x6018f3e1a662576d:0x560e3a9559c668c4!2z44CSMTU3LTAwNzMg5p2x5Lqs6YO95LiW55Sw6LC35Yy656Cn!3b1!8m2!3d35.6401495!4d139.612061!3m4!1s0x6018f3401afbc103:0xfee290d5469ed69f!8m2!3d35.6643919!4d139.6694469
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92155-0031+%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E4%B8%96%E7%94%B0%E8%B0%B7%E5%8C%BA%E5%8C%97%E6%B2%A2/@35.6539644,139.6277103,13.75z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x6018f3e1a662576d:0x560e3a9559c668c4!2z44CSMTU3LTAwNzMg5p2x5Lqs6YO95LiW55Sw6LC35Yy656Cn!3b1!8m2!3d35.6401495!4d139.612061!3m4!1s0x6018f3401afbc103:0xfee290d5469ed69f!8m2!3d35.6643919!4d139.6694469


「
四
神
地
名
錄
」
は
江
戸
後
期
の
旅
行
家
で
地
理
学
者
で
あ
っ
た
古
川
古
松
軒
（
享
保
一
一
（
一
七
二

六
）
年
～
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
：
本
名
は
正
辰
。
岡
田
藩
（
現
在
の
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
岡
田
に

藩
庁
を
置
い
た
）
の
町
人
の
出
）
が
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
、
老
中
戸
田
氏
教
よ
り
武
蔵
国
地
誌
編
纂

を
命
ぜ
ら
れ
、
役
人
と
と
も
に
江
戸
郊
外
を
廻
っ
て
完
成
さ
せ
た
江
戸
及
び
そ
の
周
辺
の
地
誌
。
そ
の
巻

六
の
多
摩
郡
の
「
㐂
多
見
村
」
の
条
の
こ
ち
ら
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
。

写
本
）
の
右
頁
の
六
行
目
下
方
か
ら
左
頁
の
二
行
目
ま
で
に
記
さ
れ
て
あ
る
。 

『「
ア
ク
マ
ダ
ヂ
」
は
赤
斑
』（
あ
か
ま
だ
ら
）『
な
る
べ
く
』
有
鱗
目
ク
サ
リ
ヘ
ビ
科
マ
ム
シ
亜
科
マ
ム

シ
属
ニ
ホ
ン
マ
ム
シ 

G
lo

yd
iu

s b
lo

m
h
o
ffii 

は
、
背
面
に
楕
円
形
の
暗
色
班
が
並
び
、「
赤
ま
だ
ら
」
は
腑

に
落
ち
る
。
但
し
、
単
純
な
音
変
化
と
は
思
わ
れ
な
い
。「
あ
か
ま
だ
ら
ぢ
」（
赤
斑
地
）
が
も
と
で
は
な

か
ろ
う
か
。 

「
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ヤ
州
え
蛇
を
除
ん
が
爲
に
、
歐
州
の
野
猪
を
移
し
放
ち
し
と
聞
く
」
イ
ノ
シ
シ
は
雑
食

性
で
、
ヘ
ビ
も
食
べ
る
。
「
シ
ー
ト
ン
動
物
記
」
の
中
に
は
ガ
ラ
ガ
ラ
ヘ
ビ
を
食
べ
る
イ
ノ
シ
シ
の
話
が

載
っ
て
い
る
、
とQ

&
A

サ
イ
ト
の
回
答
に
あ
っ
た
。 
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」
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
商
人
で
江
戸
初
期
に

平
戸
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
（
カ
ピ
タ
ン
）
を
務
め
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
（R

ich
ard

 C
o
ck

s 

一
五
六
六
年
～
一
六
二
四
年
）
が
、
在
任
中
に
記
し
た
詳
細
な
公
務
日
記
「
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記
」

（D
ia

ry kep
t b

y th
e H

ea
d
 o

f th
e E

n
g
lish

 F
a
cto

ry in
 Ja

p
a
n
: D

ia
ry o

f R
ich

a
rd

 C
o
cks

：
一
六
一
五
年
～

一
六
二
二
年
）
の
一
節
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
原
本
の
当
該
部
分
を
確
認
出
来
る
（
右
ペ
ー

ジ
）。
一
六
一
八
年
（
元
和
四
年
）
の
記
事
で
あ
る
。
十
月
二
十
四
日
で
あ
る
が
、
当
時
の
商
館
長
ら
は

西
暦
で
記
す
の
で
、
旧
暦
に
直
す
と
、
九
月
六
日
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 

＊ 
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o
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u
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o
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e p
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o
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n
g
o
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h
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p
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h
o
u
ld
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e th
e g

o
d
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f d
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n
es (o

r h
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e an
tien

tes called
 P

lu
to

. 
 
It stan

d
es o

n
 th

e to
p

p
 o

f a h
ill 

w
h
ich

 o
v
erlo

o
k
eth

 all E
d
o
, an

d
 th

e id
o
ll (o

r p
ictu

re) o
f O

to
n
g
o
 is m

ad
e in

 fo
rm

e ly
k
e a d

ev
il, w

ith
 a 

h
o
o
k
ed

 n
o
se an

d
 feete ly

k
e a g

riffo
n
, an

d
 rid

in
g
 u

p
o
n
 a w

ild
 b

o
are. H

e w
as p
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ted

 after sev
erall 

fo
rm

s, b
u
t allw

ais m
o
n
ted

 u
p
o
n
 a w

ild
 b

o
are, w

h
ich

 th
e p

eo
p
le say

 w
as h

is b
laso

n
 o

r arm
es. A

n
d
 fo

r 

th
at en

ten
t th

ere is a g
reate w

ild
 b

o
are aliv

e k
ep

t in
 a cag

e (o
r fran

k
) at th

e fo
o
te o

f th
e h

ill, w
h
ich

 I 

saw
 at m

y
 en

tran
ce. A

n
d
 th

ere g
o
eth

 an
 u

p
rig

h
t p

eare o
f [s]to

n
 staie[r]s o

f 6
9
 step

p
s, o

f a lard
g
 

b
read

th
, lead

in
g
 d

irectly
 u

p
 to

 th
e p

ag
o
d
 ; b

u
t an

 easier w
ay

 is to
 g

o
e co

m
p
as ab

o
u

t th
e h

ill. 
 
T

h
ere 

w
as m

an
y
 p

eo
p
le w

en
t to

 v
izet th

at p
lace, an

d
 th

eir u
se is to

 g
o

e 3
 ty

m
es ro

w
n
d
 ab

o
u

t th
e p

ag
o
d
 

m
u
m

b
lin

g
 o

u
t serten

 p
ray

ers. 
 
T

h
is I m

ark
ed

 o
f d

y
v
ers. 
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英
語
の
綴
り
が
や
や
古
く
て
読
み
難
い
が
、「p

ag
o
d
 o

f O
to

n
g
o

」
が
旧
「
愛
宕
山
権
現
社
」
で
あ
る
。 

「
江
戶
愛
宕
權
現
」
現
在
の
東
京
都
港
区
愛
宕
一
丁
目
に
あ
る
愛
宕
神
社

あ
た
ご
じ
ん
じ
ゃ

（
こ
こ
）
の
前
身
。
ウ
ィ
キ
の

「
愛
宕
神
社
（
東
京
都
港
区
）」
に
よ
れ
ば
、『
山
手
線
内
で
は
珍
し
い
自
然
に
形
成
さ
れ
た
山
で
あ
る
愛

宕
山
』（
標
高
二
十
五
・
七
メ
ー
ト
ル
）『
山
頂
に
あ
』
り
、『
天
然
の
山
と
し
て
は
』
二
十
三
『
区
内
で

一
番
の
高
さ
』
と
あ
り
、
コ
ッ
ク
ス
の
江
戸
の
町
を
見
晴
ら
す
感
じ
が
腑
に
落
ち
る
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2563658/5
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2563658/5
https://archive.org/details/diaryofrichardco02cock/page/86/mode/2up
https://www.google.com/maps/place/%E6%84%9B%E5%AE%95%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.6734967,139.7378841,14z/data=!4m8!1m2!2m1!1z5p2x5Lqs6YO95riv5Yy65oSb5a6V5LiA5LiB55uu!3m4!1s0x6003ed755935edbb:0x5756f46678a0b0d2!8m2!3d35.6648898!4d139.748839
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E5%AE%95%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%B8%AF%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E5%AE%95%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%B8%AF%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E5%AE%95%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%B8%AF%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E5%AE%95%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%B8%AF%E5%8C%BA)


「
愛
宕
八
幡
像
」
こ
れ
は
嘗
て
あ
っ
た
勝
軍
地
蔵
菩
薩
像
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
（
騎
馬
の
そ
れ
は
同
じ
軍

神
で
あ
る
八
幡
大
菩
薩
と
混
同
さ
れ
や
す
い
感
じ
は
す
る
）。
同
じ
く
ウ
ィ
キ
の
「
愛
宕
神
社
（
東
京
都

港
区
）」
に
よ
れ
ば
、
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
に
、『
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
』『
家
康
が
信
仰
し
た
勝

軍
地
蔵
菩
薩
を
勧
請
し
、
愛
宕
神
社
を
創
建
』
し
て
勝
軍
地
蔵
菩
薩
を
『
同
神
社
の
本
地
仏
と
し
て
別
当

寺
の
円
福
寺
に
祀
っ
た
』
が
、『
明
治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
円
福
寺
が
廃
寺
に
な
る
と
、
勝
軍
地
蔵
菩
薩

像
は
近
く
の
真
福
寺
に
移
さ
れ
た
』
も
の
の
、『
関
東
大
震
災
で
焼
失
』
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
は
一
九

三
四
年
に
銅
製
で
復
元
さ
れ
も
の
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
但
し
、
愛
宕
権
現
も
将
軍
地
蔵
菩
薩
も
通

常
は
馬
に
跨
っ
て
お
り
、
猪
で
は
な
い
。
或
い
は
コ
ッ
ク
ス
は
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
馬
を
猪
と
誤
認
し
た

か
、
或
い
は
本
当
に
こ
の
愛
宕
権
現
社
や
、
そ
の
別
当
寺
で
あ
る
円
福
寺
の
将
軍
地
蔵
像
は
猪
に
跨
っ
て
い

た
も
の
か
？ 

愛
宕
権
現
は
し
ば
し
ば
天
狗
信
仰
と
集
合
し
、
烏
天
狗
は
猪
を
乗
り
物
と
す
る
か
ら
、
或
い

は
そ
う
し
た
像
を
見
間
違
え
た
も
の
か
？ 
こ
の
辺
り
、
よ
く
判
ら
な
い
。 

「
勝
軍
地
藏
」「
蓮
華
三
昧
経
」
に
基
づ
く
と
も
、
一
説
に
坂
上
田
村
麻
呂
が
東
征
し
た
際
に
戦
勝
を
祈

っ
て
作
っ
た
こ
と
か
ら
起
こ
っ
た
と
も
さ
れ
る
、
地
蔵
菩
薩
の
一
種
。
鎧
・
兜
を
着
け
、
右
手
に
錫
杖
、

左
手
に
如
意
宝
珠
を
持
し
、
軍
馬
に
跨
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
拝
む
と
、
戦
い
に
勝
ち
、
宿
業
・
飢
饉
な
ど

を
免
れ
る
と
さ
れ
る
。 

「
摩
利
支
天
」
仏
教
の
守
護
神
で
あ
る
天
部
の
一
柱
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
「
マ
リ
ー
チ
」
の
漢
音
写
。

古
く
は
一
群
の
風
神
マ
ル
ト
の
主
と
い
い
、
ま
た
、
創
造
主
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
の
一
人
と
も
す
る
。

「
陽
炎
」「
日
の
光
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
そ
う
し
た
自
然
の
神
格
化
で
も
あ
り
、
漢
訳
経
典
で
も

「
陽
炎
」「
威
光
」
と
訳
す
。
昔
、
帝
釈
天
が
阿
修
羅
と
戦
っ
た
際
に
日
と
月
を
守
っ
た
と
さ
れ
る
。
自

ら
は
陰
形

い
ん
ぎ
ょ
う

で
、
姿
を
見
せ
な
い
が
、
こ
の
神
を
念
ず
る
と
、
他
人
は
そ
の
人
を
見
ず
、
知
ら
ず
、
害
す
る

こ
と
な
く
、
欺
く
こ
と
な
く
、
縛
す
る
こ
と
な
く
、
罰
す
る
こ
と
が
な
い
、
と
さ
れ
る
。
日
本
で
は
武
士

の
守
護
神
と
さ
れ
、
護
身
・
陰
身
・
遠
行
・
保
財
・
勝
利
を
齎
す
と
さ
れ
た
。
形
像
は
通
常
、
三
面
（
各

三
眼
で
一
面
は
猪
の
顔
を
し
て
い
る
）
八
臂
で
金
剛
杵
と
弓
箭
な
ど
を
持
ち
、
猪
に
乗
る
姿
で
示
さ
れ
る

が
（
猪
の
背
に
乗
る
護
法
神
は
こ
の
摩
利
支
天
の
み
）、
時
に
天
女
像
の
場
合
も
あ
る
。
長
野
県
飯
田
市
に

あ
る
臨
済
宗
開
善
寺
公
式
サ
イ
ト
内
の
飯
田
市
美
術
博
物
館
学
芸
員
織
田
顕
行
氏
の
「
イ
ノ
シ
シ
に
乗
っ

た
女
神
」（
全
三
回
）
が
摩
利
支
天
と
猪
の
関
係
を
読
み
解
い
て
お
ら
れ
、
素
晴
ら
し
い
。
必
見
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
猪
に
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
も
の
は
（
一
部
の
誤
っ
た
表
字
を
訂
さ
せ
て
戴
い
た
。
中
見
出

し
標
題
は
太
字
に
代
え
た
）、 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

摩
利
支
天
の
素
早
く
疾
駆
す
る
さ
ま
を
イ
ノ
シ
シ
に
喩
え
た
と
い
う
の
が
一
見
ま
っ
と
う
な
理
由
の
よ
う

に
思
え
る
。
現
に
各
寺
院
で
も
イ
ノ
シ
シ
は
摩
利
支
天
の
眷
属
で
あ
り
、
智
慧
の
迅
速
さ
や
勇
敢
さ
を
あ

ら
わ
す
も
の
と
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
経
軌
の
中
に
は
「
猪
車
に
乗
り
て
立
つ
こ
と
舞
踏
の
如
し(

『
大
摩

里
支
菩
薩
経
』)

な
ど
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
基
本
的
に
あ
ま
り
イ
ノ
シ
シ
の
こ
と
は
詳
し
く
記
さ

れ
て
い
な
い
。
摩
利
支
天
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
後
に
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。 

お
そ
ら
く
両
者
の
つ
き
あ
い
は
経
典
の
成
立
よ
り
も
は
る
か
に
時
代
を
遡
ら
な
け
れ
ば
そ
の
源
泉
に
辿
り

着
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
多
く
の
日
本
人
が
抱
く
イ
ノ
シ
シ
の
イ
メ
ー
ジ
が
普
遍

的
な
も
の
で
あ
る
と
も
限
ら
な
い
。
そ
こ
で
も
う
少
し
こ
の
問
題
を
掘
り
下
げ
て
み
よ
う
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E5%AE%95%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%B8%AF%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E5%AE%95%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%B8%AF%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E5%AE%95%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%B8%AF%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E5%AE%95%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%B8%AF%E5%8C%BA)
http://kaizenji.org/sonota/marisi.html
http://kaizenji.org/sonota/marisi.html
http://kaizenji.org/sonota/marisi.html
http://kaizenji.org/sonota/marisi.html


摩
利
支
天
の
ふ
る
さ
と
イ
ン
ド
や
西
ア
ジ
ア
で
も
イ
ノ
シ
シ
（
野
猪
）
は
古
く
か
ら
な
じ
み
の
深
い
動
物

だ
っ
た
よ
う
で
、
森
に
住
む
イ
ノ
シ
シ
は
古
く
か
ら
狩
猟
の
獲
物
と
さ
れ
、
し
ば
し
ば
神
話
や
美
術
工
芸

品
の
モ
チ
ー
フ
に
も
登
場
す
る
。
古
代
イ
ン
ド
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
（
ヴ
ァ
ラ
ー
ハ
）
は
根
本
神
ヴ
ィ
シ
ュ

ヌ
の
化
身
の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
姿
に
変
化
し
た
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は
イ
ノ
シ
シ
に
姿
を
変

え
、
海
に
沈
ん
で
い
た
大
地
を
救
い
あ
げ
た
と
い
う
。
マ
ー
リ
ー
チ
ー
（
摩
利
支
天
）
は
、
こ
の
ヴ
ィ
シ

ュ
ヌ
の
へ
そ
に
芽
生
え
た
蓮
か
ら
生
ま
れ
た
創
造
神
ブ
ラ
フ
マ
ー
（
梵
天
）
の
子
だ
と
い
わ
れ
る
。
イ
ラ

ン
神
話
の
英
雄
神
ウ
ル
ス
ラ
グ
ナ
（
バ
フ
ラ
ー
ム
）
も
ま
た
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
よ
う
に
イ
ノ
シ
シ
に
姿
を
変

え
て
光
明
神
ミ
ス
ラ
を
先
導
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
偉
大
な
神
の
化
身
と
摩
利
支
天
と
を
結
び
つ

け
る
こ
と
で
暗
に
そ
の
出
自
の
正
統
性
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
摩
利

支
天
が
光
明
を
司
る
こ
と
か
ら
西
ア
ジ
ア
の
光
明
神
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
ま
た
ヴ
ァ
ラ
ー
ハ
と
い
う
語

が
水
に
関
わ
る
神
を
指
す
こ
と
な
ど
か
ら
摩
利
支
天
と
イ
ノ
シ
シ
と
は
水
と
光
明
を
通
じ
て
結
ば
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
摩
利
支
天
と
イ
ノ
シ
シ
と
の
つ
き
あ
い
は
古
く
、
古
代
イ

ン
ド
や
イ
ラ
ン
神
話
に
ま
で
遡
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

摩
利
支
天
の
か
た
ち
に
込
め
ら
れ
た
意
味 

 

摩
利
支
天
の
像
を
造
る
に
あ
た
っ
て
は
、
経
軌
に
も
と
づ
く
か
た
ち
の
制
約
は
そ
れ
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た

よ
う
で
、
そ
の
姿
は
多
様
で
あ
る
。
七
頭
の
イ
ノ
シ
シ
の
背
に
坐
る
場
合
も
あ
れ
ば
た
だ
一
頭
の
イ
ノ
シ

シ
に
ま
た
が
っ
た
り
三
日
月
の
上
に
立
つ
こ
と
も
あ
る
。
三
面
六
臂
（
さ
ん
め
ん
ろ
っ
ぴ
）
あ
る
い
は
八

将
と
い
う
異
形
の
す
が
た
で
あ
ら
わ
さ
た
り
、
我
々
と
同
じ
よ
う
に
二
本
の
腕
と
一
つ
の
顔
を
持
つ
摩
利

支
天
も
い
る
。
さ
ら
に
女
神
で
な
く
男
神
の
す
が
た
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。 

宗
教
に
関
わ
る
イ
メ
ー
ジ
（
偶
像
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
か
た
ち
に
意
味
が
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
の
出
自
や
役

割
な
ど
が
注
意
深
く
細
部
に
到
る
ま
で
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
読
み
解
く
方
法
論
を
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ

ィ
ー
（
図
像
学
）
と
よ
ぶ
。
こ
う
し
た
手
法
に
よ
っ
て
摩
利
支
天
と
イ
ノ
シ
シ
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
み

た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
も
摩
利
支
天
の
か
た
ち
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
摩
利
支
天
の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
（
持
物
）
で
あ
る
針
と
糸
は
、『
大
摩
里
支
菩
薩
経
』
に
悪
口
や
讒

言
を
縫
い
込
め
る
た
め
の
道
具
で
あ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
懲
罰
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
投

影
さ
れ
る
。 

弓
矢
は
暗
黒
を
引
き
裂
い
て
光
明
を
も
た
ら
す
象
徴
と
も
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
古
く
は
太
陽
神
ス
ー
リ
ヤ

の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
七
頭
の
イ
ノ
シ
シ
に
乗
る
こ
と
も
含
め
、
摩
利
支
天
の
イ

メ
ー
ジ
形
成
の
源
泉
に
は
こ
の
ス
ー
リ
ヤ
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
は
複
数
の
研
究
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。 

イ
ノ
シ
シ
の
七
頭
と
い
う
数
に
つ
い
て
も
ゆ
え
な
き
数
字
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
研

究
者
た
ち
は
太
陽
神
ス
ー
リ
ヤ
や
大
日
如
来
と
い
っ
た
太
陽
に
関
わ
る
神
仏
が
い
ず
れ
も
七
頭
の
動
物
に

乗
る
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。
ス
ー
リ
ヤ
は
七
頭
の
馬
に
乗
り
、
イ
ン
ド
の
一
部
の
マ
ー
リ
ー
チ
ー
像
に

は
イ
ノ
シ
シ
の
代
わ
り
に
馬
に
乗
る
作
例
が
あ
る
。
マ
ー
リ
ー
チ
ー
と
ス
ー
リ
ヤ
と
は
密
接
な
繋
が
り
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
。
ま
た
我
が
国
の
大
日
如
来
像
の
中
に
も
七
頭
の
獅
子

に
乗
る
作
例
が
あ
る
。
七
と
い
う
数
字
は
秩
序
や
完
全
性
や
全
体
性
を
象
徴
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。



王
権
の
象
徴
た
る
太
陽
と
ゆ
か
り
あ
る
こ
れ
ら
の
神
々
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
ふ
さ
わ
し
い
、
聖
な
る
数

字
な
の
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
中
略
。
以
下
は
「
清
拙
正
澄
ゆ
か
り
の
摩
利
支
天
を
た
ず
ね
て -

京
都
編-

」
の
京
都

東
山
の
南
禅
寺
の
塔
頭
寺
院
聴
松
院
に
関
わ
る
一
部
。］ 

聴
松
院
の
山
門
と
摩
利
支
天
堂
の
門
と
は
別
々
に
な
っ
て
い
て
、
堂
の
前
に
は
狛
犬
の
代
わ
り
に
阿
吽
の

イ
ノ
シ
シ
が
構
え
て
い
る
。
こ
こ
の
摩
利
支
天
像
は
秘
仏
で
あ
り
そ
の
姿
を
拝
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
い

が
、
由
緒
に
よ
っ
て
そ
の
す
が
た
が
伺
え
る
。
少
し
細
か
く
な
る
が
主
だ
っ
た
特
徴
を
記
す
と
、
三
面
六

臂
で
正
面
の
顔
は
三
眼
で
右
面
を
猪
面
と
し
、
頭
上
に
は
宝
塔
を
載
き
、
手
に
は
そ
れ
ぞ
れ
宝
剣
、
無
憂

樹
、
弓
矢
、
針
と
糸
を
執
る
。
輪
宝
を
あ
し
ら
う
火
焔
光
背
を
背
に
し
、
七
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
配
し
た
台

座
に
坐
し
て
い
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
中
略
。
以
下
は
、「
鎌
倉
の
摩
利
支
天
を
訪
ね
て -

禅
居
院-

」
の
一
節
。
禅
居
院
は

建
長
寺
の
向
か
い
に
あ
る
。
鎌
倉
史
を
研
究
し
て
四
十
数
年
に
な
る
が
、
有
り
得
な
い
こ
と
と
思
っ
た

が
、
私
は
こ
の
寺
に
実
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。］ 

こ
こ
の
摩
利
支
天
像
は
、
三
面
六
臂
で
正
面
お
よ
び
右
面
は
菩
薩
相
で
三
眼
、
左
面
を
金
猪
と
し
、
手
に

は
そ
れ
ぞ
れ
剣
、
天
扇
、
金
剛
鈴
、
金
剛
杵
、
弓
矢
を
執
る
。
そ
し
て
三
頭
の
金
猪
を
配
し
た
。
二
重
蓮

華
歴
に
坐
し
て
い
る
。
比
較
的
経
軌
に
忠
実
な
す
が
た
で
あ
る
が
、
左
面
を
猪
面
と
す
る
点
、
台
座
の
イ

ノ
シ
シ
の
数
が
三
頭
と
い
う
点
は
他
像
と
の
図
像
的
な
大
き
な
違
い
で
あ
り
、
実
見
し
た
像
の
中
で
は
最

も
大
き
く
、
ふ
く
よ
か
な
女
神
像
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
制
作
年
代
は
中
世
ま
で
遡
る
も
の
で

は
な
い
が
、
後
述
す
る
元
禄
五
年
と
い
う
年
号
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

興
味
深
い
の
は
、
台
座
の
内
部
に
も
う
一
体
、

10

セ
ン
チ
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
摩
利
支
天
像
が
納
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
は
厨
子
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
三
面
六
臂
だ
が
顔
は
す
べ
て
正
面
を
向

い
て
お
り
一
頭
の
イ
ノ
シ
シ
の
上
に
半
跏
し
て
い
る
。
な
お
厨
子
の
底
に
は
元
禄
五
年
（1

6
9

2
）
の
朱
書

銘
が
あ
る
が
、
清
拙
自
刻
の
摩
利
支
天
像
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
素
朴

な
小
像
で
あ
る
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

「
マ
ル
ス
」
ロ
ー
マ
神
話
に
於
け
る
戦
い
と
農
耕
の
神
で
あ
る
マ
ァ
ル
ス
（
ラ
テ
ン
語
：M

ārs)

。
英
語
で

は
「M

ars

」
で
読
み
は
「
マ
ー
ズ
」。
し
か
し
、
マ
ァ
ル
ス
の
使
者
は
一
般
に
は

狼
お
お
か
み

で
あ
る
。
不
審
。 

「
ヴ
ヰ
ヌ
ス
」
ロ
ー
マ
神
話
に
愛
と
美
の
女
神
ウ
ェ
ヌ
ス
（
ラ
テ
ン
語
：V

en
u

s

）。
日
本
語
で
は
英
語
読

み
の
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
の
方
が
知
ら
れ
る
。 

「
ア
ド
ニ
ス
」（
ラ
テ
ン
語
：A

d
ō
n
is

）
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
、
美
と
愛
の
女
神
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ

（
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
相
当
）
に
愛
さ
れ
た
美
少
年
。
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
王
キ
ニ
ュ
ラ
ー
ス
と
、
そ
の
娘
で
あ
る
王

女
ミ
ュ
ラ
ー
の
息
子
。
ウ
ィ
キ
の
「
ア
ド
ー
ニ
ス
」
に
よ
れ
ば
（
下
線
太
字
は
私
が
附
し
た
）、『
キ
ニ
ュ

ラ
ー
ス
の
家
系
は
代
々
、
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
を
信
仰
し
て
い
た
。
し
か
し
、
王
女
ミ
ュ
ラ
ー
は
と
て
も

美
し
く
、
一
族
の
誰
か
が｢

ミ
ュ
ラ
ー
は
女
神
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
よ
り
も
美
し
い
」
と
言
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
を
聞
い
た
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
は
激
怒
し
、
ミ
ュ
ラ
ー
が
実
の
父
で
あ
る
キ
ニ
ュ
ラ
ー
ス
に
恋

す
る
よ
う
に
仕
向
け
た
。
父
親
を
愛
し
て
し
ま
い
、
思
い
悩
ん
だ
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
自
分
の
乳
母
に
気
持
ち

を
打
ち
明
け
た
』。『
彼
女
を
哀
れ
ん
だ
乳
母
は
、
祭
り
の
夜
に
二
人
を
引
き
合
わ
せ
た
。
顔
を
隠
し
た
女

性
が
、
ま
さ
か
自
分
の
娘
だ
と
は
知
ら
な
い
キ
ニ
ュ
ラ
ー
ス
は
、
彼
女
と
一
夜
を
共
に
し
た
。
し
か
し
、

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%82%B9


そ
の
後
、
明
か
り
の
下
で
彼
女
の
顔
を
見
た
キ
ニ
ュ
ラ
ー
ス
は
、
そ
れ
が
自
分
の
娘
の
ミ
ュ
ラ
ー
だ
と
知

っ
て
し
ま
っ
た
。
怒
っ
た
彼
は
、
ミ
ュ
ラ
ー
を
殺
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
逃
げ
の
び
、
ア
ラ
ビ

ア
ま
で
逃
げ
て
い
っ
た
』。『
彼
女
を
哀
れ
に
思
っ
た
神
々
は
、
ミ
ュ
ラ
ー
を
ミ
ル
ラ
（
没
薬
）
の
木
に
変

え
た
。
や
が
て
、
そ
の
木
に
猪
が
ぶ
つ
か
り
、
木
は
裂
け
、
そ
の
中
か
ら
ア
ド
ー
ニ
ス
が
生
ま
れ
た
。
そ

の
ア
ド
ー
ニ
ス
に
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
が
恋
を
し
た
。
や
が
て
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
は
赤
ん
坊
の
ア
ド
ー

ニ
ス
を
箱
の
中
に
入
れ
る
と
、
冥
府
の
王
ハ
ー
デ
ー
ス
の
妻
で
、
冥
府
の
女
王
の
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
の
所
に

預
け
た
。
彼
女
は
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
に
、
け
っ
し
て
箱
の
中
を
見
る
な
と
注
意
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、
ペ

ル
セ
ポ
ネ
ー
は
好
奇
心
に
負
け
、
箱
を
開
け
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
、
そ
の
中
に
は
美
し
い
男
の
赤
ん
坊

の
ア
ド
ー
ニ
ス
が
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
彼
を
見
た
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
も
ア
ド
ー
ニ
ス
に
恋
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
ア
ド
ー
ニ
ス
は
』、『
し
ば
ら
く
』、『
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
が
養
育
す
る
こ
と
に
な
っ
た
』。『
ア
ド
ー

ニ
ス
が
少
年
に
成
長
し
、
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
が
迎
え
に
や
っ
て
来
た
。
し
か
し
、
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
は
ア

ド
ー
ニ
ス
を
渡
し
た
く
な
く
な
っ
て
い
た
』。
二
『
人
の
女
神
は
争
い
に
な
り
、
つ
い
に
天
界
の
裁
判
所

に
審
判
（
ゼ
ウ
ス
あ
る
い
は
カ
リ
オ
ペ
ー
）
を
委
ね
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
』、
一
年
の
三
分
の
一

は
『
ア
ド
ー
ニ
ス
は
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
と
過
ご
し
』、
三
分
の
一
は
『
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
と
過
ご
し
、
残

り
の
』
三
分
の
一
は
『
ア
ド
ー
ニ
ス
自
身
の
自
由
に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ド
ー

ニ
ス
は
自
分
の
自
由
に
な
る
期
間
も
、
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
と
共
に
過
ご
す
こ
と
を
望
ん
だ
。
ペ
ル
セ
ポ

ネ
ー
は
、
ア
ド
ー
ニ
ス
の
こ
の
態
度
に
、
大
い
に
不
満
だ
っ
た
』。『
ア
ド
ー
ニ
ス
は
狩
り
が
好
き
で
、
毎

日
狩
り
に
熱
中
し
て
い
た
。
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
は
狩
り
は
危
険
だ
か
ら
止
め
る
よ
う
に
と
い
つ
も
言
っ

て
い
た
が
、
ア
ド
ー
ニ
ス
は
こ
れ
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
ア
ド
ー
ニ
ス
が
自
分
よ
り
も
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー

テ
ー
を
選
ん
だ
こ
と
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
は
、
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
の
恋
人
で
あ
る
軍

神
ア
レ
ー
ス
』（
マ
ァ
ル
ス
相
当
）『
に
、｢

あ
な
た
の
恋
人
は
、
あ
な
た
を
差
し
置
い
て
、
た
か
が
人
間

に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
」
と
告
げ
口
を
し
た｡

こ
れ
に
腹
を
立
て
た
ア
レ
ー
ス
は
、
ア
ド
ー
ニ
ス
が
狩
り
を

し
て
い
る
最
中
、
猪
に
化
け
て
彼
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
』。『
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
は
ア
ド
ー
ニ
ス
の
死

を
、
大
変
に
悲
し
ん
だ
。
や
が
て
ア
ド
ー
ニ
ス
の
流
し
た
血
か
ら
、
ア
ネ
モ
ネ
の
花
が
咲
い
た
と
い
う
』

と
あ
る
。 

「
沙
翁
の
戲
作
」
「
戲
作
」（
戯
曲
）
と
す
る
が
、
詩
の
誤
り
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
三
つ

の
長
編
叙
事
詩
の
一
つ
で
あ
る
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ー
ニ
ス
」（V

en
u
s a

n
d
 A

d
o

n
is

：
初
版
一
五
九
三

年
刊
行
）。
素
材
は
帝
政
ロ
ー
マ
最
初
期
の
詩
人
プ
ー
ブ
リ
ウ
ス
・
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
・
ナ
ー
ソ
ー

（P
u
b
liu

s O
v
id

iu
s N

aso 

紀
元
前
四
三
年
～
紀
元
後
一
七
年
或
い
は
一
八
年
）
の
ロ
ー
マ
神
話
原
典
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
変
身
物
語
」（M

eta
m

o
rp

h
o
ses

：
メ
タ
モ
ル
ポ
ー
セ
ー
ス
）
の
第
十
巻
に
依
拠
す

る
。 

「
ヸ
シ
ユ
ニ
ユ
神
」
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
。
ブ
ラ
フ
マ
ー
（
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
万
物
実

存
の
根
源
と
さ
れ
た
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
」
を
神
格
化
し
た
も
の
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
創
造
神
ブ
ラ
フ
マ
ー

は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
（
維
持
す
る
神
）
・
シ
ヴ
ァ
（
破
壊
す
る
神
）
と
と
も
に
三
大
神
の
一
人
に
数
え
ら
れ

た
）
及
び
シ
ヴ
ァ
と
と
も
に
「
ト
リ
ム
ル
テ
ィ
」
の
一
柱
を
成
す
重
要
な
神
で
、
特
に
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の

宗
教
的
信
仰
の
中
心
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
。
古
く
は
太
陽
の
活
動
を
象
徴
す
る
自
然
神
で
あ
っ
た
が
、
次

第
に
神
と
し
て
の
地
位
を
高
め
、
三
界
を
支
配
す
る
諸
神
の
最
高
神
と
な
っ
た
。
宇
宙
を
維
持
し
、
世
界

を
救
済
す
る
た
め
、
魚
・
亀
・
猪
・
ナ
ラ
シ
ン
ハ
（
人
と
ラ
イ
オ
ン
が
合
体
し
た
獣
人
）・
小
人
（
こ
び



と
）・
パ
ラ
シ
ュ
ラ
ー
マ
（
斧
を
持
っ
た
男
の
仙
人
）・
ラ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
（「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」
の
主

人
公
の
男
の
王
）・
ク
リ
シ
ュ
ナ
（
怪
力
の
牧
童
）・
仏
陀
・
カ
ル
キ
（
白
い
駿
馬
に
跨
っ
た
英
雄
）
の
十

種
に
姿
を
変
え
て
現
わ
れ
、
慈
悲
を
以
っ
て
人
々
を
導
く
と
さ
れ
る
（
こ
れ
ら
を
「
ビ
シ
ュ
ヌ
・
ア
バ
タ

ー
ラ
」 (

ビ
シ
ュ
ヌ
の
化
身) 

と
い
う
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
美
術
の
主
題
と
し
て
石
窟
寺
院
な
ど
で
盛
ん
に

彫
刻
さ
れ
、
そ
の
姿
は
武
器
な
ど
を
手
に
し
た
幾
本
も
の
腕
を
四
方
に
伸
ば
し
て
い
る
の
を
特
徴
と
す
る

（
以
上
の
主
文
は
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）。 

「
誕
」「
た
ん
」
或
い
は
「
は
な
し
」。 

「
帝
釋
」
仏
教
の
守
護
神
で
あ
る
天
部
の
一
神
で
あ
る
帝
釈
天
の
こ
と
。
バ
ラ
モ
ン
教
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
・
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
武
神
（
天
帝
）
で
、
イ
ン
ド
ラ
と
同
一
神
。
妻
は
阿
修
羅
の
娘
で
あ
る
シ
ャ
チ

ー
（
舎
脂
）。
梵
天
（
天
部
の
一
柱
。
古
代
イ
ン
ド
の
神
ブ
ラ
フ
マ
ー
が
仏
教
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
。

「b
rah

m
an

」
の
漢
音
写
）
と
一
対
の
像
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
両
者
を
合
わ
せ
て
「
梵

釈
」
と
も
呼
ぶ
。
本
邦
の
図
像
で
は
白
い
象
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
但
し
、
先
の
摩
利
支
天
が
帝

釈
天
の
眷
族
で
あ
る
か
ら
、
猪
と
の
親
和
性
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

「G
u
b
ern

atis, o
p
. cit. v

o
l. ii p

.7
 seq

q
.

」「o
p
. cit.

」
は
ラ
テ
ン
語
の
「o

p
u
s citatu

m

」
或
い
は
「o

p
ere 

citato

」
の
省
略
形
で
、
「
提
示
し
た
作
品
」
或
い
は
「
提
示
し
た
作
品
よ
り
」
の
意
で
、
脚
注
や
尾
注
や

引
用
や
参
考
文
献
に
於
い
て
既
出
の
文
献
と
同
じ
著
者
の
出
典
か
ら
参
照
す
る
際
に
使
用
す
る
。
則
ち
、

こ
れ
は
「
狼
」
に
出
た
イ
タ
リ
ア
の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス

（C
o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b
ern

atis 

一
八
四
〇
年
～
一
九
一
三
年
）
の
著
「G

u
b
ern

atis, ‛ Z
o

o
lo

g
ical 

M
y
th

o
lo

g
y̓, 1

8
7
2
, v

o
1
. ii

」
を
指
し
て
い
る
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
当
該
原
本
が
見
ら
れ
、

そ
こ
の
右
ペ
ー
ジ
中
央
に
、 

 
 

 

＊ 

 
 
 
A

s to
 th

e w
ild

 b
o
ar, its ch

aracter is g
en

erally
 d

em
o
n
iacal ; b

u
t th

e reaso
n
 w

h
y
 th

e H
in

d
o
o
 g

o
d
s 

w
ere in

v
ested

 w
ith

 th
is fo

rm
 w

as in
 a g

reat d
eg

ree d
u
e to

 eq
u
iv

o
catio

n
 in

 lan
g
u
ag

e. T
h
e w

o
rd

 

v
ish

n
u
s m

ean
s h

e w
h
o
 p

en
etrates ; o

n
 acco

u
n
t o

f its sh
arp

 tu
sk

s, in
 a V

ed
ic h

y
m

n
, th

e w
ild

 b
o

ar is 

called
 v

ish
n
u
s, o

r th
e p

en
etrato

r. H
en

ce, p
ro

 b
ab

ly, b
y
 th

e sam
e an

alo
g
y, in

 an
o
th

er h
y
m

n
, E

u
d

ras, 

th
e fath

er o
f th

e M
aru

tas, th
e w

in
d
s, is in

v
o
k
ed

 as a red
, h

irsu
te, h

o
rrid

, celestial w
ild

 b
o

ar, an
d
 th

e 

M
aru

tas are in
v
o
k
ed

 w
h
en

 th
e th

u
n
d
erb

o
lts are seen

 in
 th

e fo
rm

 o
f w

ild
 b

o
ars ru

n
n

in
g
 o

u
t fro

m
 th

e 

iro
n
 teeth

 an
d
 g

o
ld

en
 w

h
eels ; 

 
th

at is, carried
 b

y
 th

e ch
ario

t o
f th

e M
aru

tas, th
e w

in
d
s, w

h
o
 also

 are 

said
 to

 h
av

e to
n
g
u
es o

f fire, an
d
 ey

es lik
e th

e su
n
. 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。］ 

       

https://archive.org/details/zoologicalmythol02gubeuoft/page/n157/mode/2up
https://archive.org/details/zoologicalmythol02gubeuoft/page/n157/mode/2up


 
○
海
豚
（
イ
ル
カ
）
、
は
人
の
友
た
り
、
人
溺
れ
ん
と
す
る
時
之
を
救
ふ
と
て
、
之
を
殺
す
を
忌
む
歐
州

人
多
し
、（R

am
u
sio

, ‛N
av

ig
atio

n
 et V

iag
g
i̓,̓ V

en
etia, 1

6
0
6

, to
m

. iii. fo
l. 3

4
8
.

）。
安
南
人
亦
海
豚
好
ん

で
難
船
を
救
ひ
、
能
く
人
を
も
船
を
も
、
背
に
乘
せ
て
陸
に
致
す
と
信
じ
、
官
之
に
南
海
大
魚
仙
の
號
を

與
ふ
、
海
豚
の
尸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
か
ば
ね
」。］
を
得
れ
ば
鄭
重
に
之
を
葬
り
、
其
墓
に
漁
利
を

禱
る
、
海
濱
に
風
雨
數
日
續
け
ば
、
海
豚
死
せ
る
徵
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
る
し
」。］
な
り
と
し
て
、

村
中
の
船
競
ひ
出
で
ゝ
其
尸
を
求
め
、
尸
を
見
出
だ
せ
し
船
の
持
主
、
海
豚
の
子
と
な
り
て
之
を
葬
る
、

一
村
既
に
海
豚
の
墓
多
き
時
は
其
の
火
葬
の
際
他
村
よ
り
禮
を
厚
く
し
て
、
之
を
求
め
得
て
歸
り
葬
る
、

但
し
鬮
拈
り
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
く
じ
、
と
り
て
」。］
そ
の
靈
の
諾
否
を
伺
ふ
を
要
す 

（A
. L

an
d
es, 

‛ N
o
tes S

u
r les M

œ
u
rs et S

u
p
erstitio

n
s P

o
p
u
laires d

es A
n
n
am

ites,̓ C
o

ch
in

ch
in

e F
ran

caise, v
o
l. i. p

p
. 

4
5
8
―

9
, S

aig
o
n
, 1

8
8
0
.

）
我
邦
に
は
、
源
平
盛
衰
記
卷
四
三
に
、
壇
の
浦
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は

「
檀
の
浦
」。
初
出
で
訂
し
た
。］
の
戰
ひ
に
前
ち
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ
き
だ
ち
」。］
、
安
倍
晴
延
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
私
は
「
あ
べ
の
せ
い
え
ん
」
と
読
ん
で
お
く
。］、
海
豚
群
を
成
し
て
平
家
の
船
を
過
て
、

一
も
過
さ
ぬ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
平
凡
社
「
選
集
」
で
は
「
返
さ
ぬ
」
と
あ
り
、
原
拠
を
見
て
も
（
後

掲
）、
結
果
、
こ
の
方
が
躓
か
な
い
。］
を
見
て
、
其
の
敗
を
豫
告
せ
る
事
あ
れ
ど
も
別
に
海
豚
を
崇
拜
せ

し
記
文
を
見
ず
、
此
邊
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
熊
楠
の
本
拠
地
田
辺
。］
に
は
魚
群
を
追
ひ
散
ら
せ
ば
迚
、

帚
ホ
ホ
キ

と
名
づ
け
て
、
之
を
忌
む
、
然
し
玄
同
放
言
三
に
、
入
鹿
は
海
豚
に
基
け
る
名
と
し
蘇
我
氏
の
外
に
も

同
名
者
多
し
と
言
え
る
を
考
る
に
、
古
え
邦
人
の
名
と
せ
し
諸
動
物
の
名
と
共
に
、
本
邦
に
も
古
え
「
ト

テ
ミ
ズ
ム
」
大
に
行
は
れ
、
斯
等
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
れ
ら
」。］
諸
動
物
、
各
々
之
を
名
と
せ
る

人
々
よ
り
、
特
別
の
尊
敬
を
受
け
た
る
に
非
ざ
る
か
、
其
遺
風
と
覺
し
く
、
予
の
家
代
々
幼
名
に
楠
を
稱

し
、
藤
白
王
子
社
内
の
楠
神
を
尊
敬
せ
る
事
、
予
曾
て
人
類
學
會
雜
誌
に
述
た
り
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
海
豚
（
イ
ル
カ
）」
本
邦
産
種
に
つ
い
て
は
、「
大
和
本
草
卷
之
十
三 
魚
之
下 

海
豚
（
い
る
か
）」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
日
本
人
の
殆
ん
ど
が
「
イ
ル
カ
」
と
聴
い
て
想
起

す
る
そ
れ
は
、
圧
倒
的
に
鯨
偶
蹄
目
ハ
ク
ジ
ラ
亜
目
マ
イ
ル
カ
科
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
属
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ 

T
u
rsio

p
s tru

n
ca

tes 

で
あ
る
。
但
し
、
こ
こ
に
は
外
国
の
事
例
も
挙
げ
て
い
る
の
で
、
ハ
ク
ジ
ラ
亜
目 

O
d
o
n
to

ceti 

の
イ
ン
ド
カ
ワ
イ
ル
カ
科 

P
latan

istid
ae

・
ヨ
ウ
ス
コ
ウ
カ
ワ
イ
ル
カ
科 

L
ip

o
tid

ae

（
近

年
、
絶
滅
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）・
ア
マ
ゾ
ン
カ
ワ
イ
ル
カ
科 

In
iid

ae

・
ラ
プ
ラ
タ
カ
ワ
イ
ル

カ
科 

P
o
n
to

p
o
riid

ae

・
マ
イ
ル
カ
科 

D
elp

h
in

id
ae

・
ネ
ズ
ミ
イ
ル
カ
科 

P
h
o

co
en

id
ae 

全
て
を
示
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

「R
am

u
sio

,N̓
av

ig
atio

n
 et V

iag
g
i̓

」
ベ
ネ
チ
ア
共
和
国
の
官
吏
（
元
老
院
書
記
官
な
ど
）
を
務
め
た
人
文

主
義
者
で
歴
史
家
・
地
理
学
者
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
バ
テ
ィ
ス
タ
・
ラ
ム
ー
ジ
オ
（G

io
v

an
n
i B

attista 

R
am

u
sio

  

一
四
八
五
年
～
一
五
五
七
年
）
が
、
先
達
や
同
時
代
の
探
検
旅
行
記
を
集
大
成
し
た
、
大
航

海
時
代
に
関
す
る
基
本
文
献
と
さ
れ
る
「
航
海
と
旅
行
」（D

elle n
a

vig
a

tio
n
i et via

g
g
i

：
全
三
巻
。
一
五

五
〇
年
～
一
五
五
九
年
刊
）
の
こ
と
。 

「to
m

.

」
は
「to
m

e

」
で
フ
ラ
ン
ス
語
。「
巻
」。
英
語
の
「v

o
l.

」
に
同
じ
。 

「fo
l.

」
は
「fo

lio

」
の
略
。
ラ
テ
ン
語
の
「
葉
」
の
意
で
、
稿
本
な
ど
で
表
面
に
の
み
番
号
付
き
で
あ
る

一
枚
の
意
。 

「
安
南
人
」
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
。 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/291/25_291_325/_pdf/-char/ja
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/08/post-387b31.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/08/post-387b31.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/08/post-387b31.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/08/post-387b31.html


「
南
海
大
魚
仙
」
現
在
で
も
東
シ
ナ
海
沿
岸
の
中
国
語
圏
内
で
は
こ
の
語
と
信
仰
が
生
き
て
い
る
ら
し

い
。 

「A
. L

an
d
es, 

‛ N
o
tes S

u
r les M

œ
u
rs et S

u
p
erstitio

n
s P

o
p
u
laires d

es A
n

n
am

ites,̓

」
フ
ラ
ン
ス
人
で
ベ

ト
ナ
ム
の
管
理
官
で
あ
っ
た
ア
ン
ト
ニ
・
ラ
ン
デ
ス
（A

n
to

n
y
 L

an
d
es 

一
八
五
〇
年
～
一
八
九
三
年
）

が
一
八
八
二
年
に
刊
行
し
た
「
ア
ン
ナ
ン
に
於
け
る
民
俗
と
一
般
的
迷
信
に
つ
い
て
の
記
録
」。 

「
源
平
盛
衰
記
卷
四
三
に
、
壇
の
浦
の
戰
ひ
に
前
ち
、
海
豚
群
を
な
し
て
平
家
の
船
を
過
て
、
一
も
過
さ

ぬ
を
見
て
、
其
の
敗
を
豫
告
せ
る
事
あ
れ
ど
も
別
に
海
豚
を
崇
拜
せ
し
記
文
を
見
ず
」
平
凡
社
「
選
集
」

で
は
「
過
さ
ぬ
」
は
「
返
さ
ぬ
」
と
あ
り
、
原
拠
を
見
る
に
（
後
掲
）、
悩
ま
し
い
も
の
の
（
以
下
の
通

り
、
こ
こ
で
「
食
ら
ふ
」「
食
ひ
返
る
」「
食
ひ
返
る
」「
食
ら
は
ず
し
て
、
返
る
」「
食
ぶ
つ
て
過
ぐ
」
と
多

様
な
表
現
に
内
容
が
今
一
つ
意
味
を
押
さ
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
）、
結
果
、
確
実
な
の
は
「
通
（
と

ほ
）
す
を
見
て
」（
海
水
を
か
き
分
け
て
真
っ
直
ぐ
に
進
ん
で
躍
り
上
が
っ
て
タ
ー
ン
し
な
い
の
を
見
て
）

が
こ
の
場
合
は
正
し
い
と
私
は
判
断
す
る
。
同
書
の
巻
四
十
三
の
「
知
盛
舩
掃
除

附

占
海
鹿
并
宗
盛
取
替
子

事
」（
知
盛
、
舩 ふ

ね

掃
除

そ

う

じ

。
附
け
た
り

海
鹿

い

る

か

を
占
ふ
。
并
び
に
、
宗
盛
、
取
り
替
へ
子
の
事
）
の
中
の
一
節
。
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寛
永
年
間
の
版
本
の
画
像
の
当
該
部
を
視
認
し
て
、
訓
読
し

て
示
す
（
右
頁
後
ろ
か
ら
四
行
目
よ
り
）。
読
み
は
一
部
に
留
め
た
一
方
で
、
一
部
の
難
読
と
思
わ
れ
る

箇
所
に
は
〔 

〕
で
読
み
を
補
い
、
濁
点
を
打
っ
た
部
分
も
あ
る
。
段
落
を
成
形
し
、
句
読
点
・
記
号
も

添
え
た
。
歴
史
的
仮
名
遣
の
誤
り
は
マ
マ
。 

 
 

 

＊ 

 

此
に
海
鹿
と
云
ふ
大
魚
、
二
、
三
百
も
や
あ
る
や
ら
ん
、
鹽 し

ほ

ふ
き
立
て
て
食 く

ら

つ
て
來
た
る
。
安
部
晴 は

る

延 の
ぶ

と
云
ふ
、
小
博
士

こ

は

か

せ

を
召
し
て
、 

「
い
か
な
る
べ
き
ぞ
。」 

と
尋
ね
給
ふ
。
晴
延
、
占 う

ら

の
文 ぶ

ん

、
披
ひ
て
、 

「
此
の
海
鹿
、
食
ひ
返 か

へ
れ
ば
、
源
氏
に
疑
ひ
有
り
、

食
〔
く
ひ
〕

通 と
を

れ
ば
、
御
方

み

か

た

に
憑 た

の

み
無
し
。」 

と
申
し
け
る
に
、
此
の
魚
、

一
〔
ひ
と
つ
〕

も
食
ら
は
ず
し
て
、
返
へ
る
。
平
家
の
舩
の
下
を
、
つ
い
く
ゞ
り
、
つ

い
く
ゞ
り
、
食

た
ぶ
つ

て
過
ぎ
ぬ
。
小
博
士
、 

「
今
は
。
か
う
候
。」 

と
て
、
淚
を
は
ら
は
ら
と
流
け
れ
ば
、
人
々
、
聲
を
立
て
て
ぞ
、
を
め
き
給
ふ
。 

 

二
位
殿
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
平
時
子
。］
は
、
今
を
限
り
に
こ
そ
、
と
聞
き
給
け
れ
ば
、 

「
宗
盛
は
入
道
大
相
國
の
子
に
も
非
ず
、
又
、
我
子
に
も
な
し
。
さ
れ
ば
、
小
松
内
府
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
平
重
盛
。］
が
心
に
も
似
ず
、

思
〔
お
も
ひ
〕

お
く
れ
た
る
ぞ
と
よ
。
海
に
入
、
自
害
な
ど
も
せ
で
、

虜
い
け
ど
ら

れ

て
憂
目

う

き

め

な
ど
を
や
見
ん
ず
ら
ん
、
心
憂
く
こ
そ
覺
ゆ
れ
。」 

と
ぞ
宣
ひ
け
る
。 

 
 

 

＊ 

「
こ
の
邊
」
紀
州
の
海
辺
。 

「
帚

ホ
ホ
キ

と
」
現
在
の
資
料
で
は
確
認
出
来
な
い
が
、
腑
に
落
ち
る
異
名
で
は
あ
る
。 

「
玄
同
放
言
」
曲
亭
馬
琴
の
随
筆
で
琴
嶺
（
馬
琴
の
長
男
）・
渡
辺
崋
山
画
。
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年

か
ら
同
三
（
一
八
二
〇
）
年
刊
。
天
然
・
人
事
・
動
植
物
に
つ
い
て
和
漢
の
書
か
ら
引
用
し
て
考
証
を
加

え
た
も
の
。「
玄
同
」
は
「
無
差
別
」
の
意
。「K

u
ro

N
et

く
ず
し
字
認
識
ビ
ュ
ー
ア
」
の
こ
こ
の
右
頁
二

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2544865/14
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2544865/14
http://codh.rois.ac.jp/kuronet/iiif-curation-viewer/?manifest=http://codh.rois.ac.jp/pmjt/book/200020274/manifest.json&pos=132&lang=ja


行
目
以
下
を
視
認
し
て
訓
読
し
、
電
子
化
す
る
。【 

】
は
割
注
。
記
号
を
添
え
た
。 

 
 

 
＊ 

入
鹿
【
イ
ル
カ
】
は
、
※
𩶉

い

る

か

【
浮
布
の
二
音
。
和
名
「
伊
流
可
」。
】
な
り
。【
蘇
我
の
臣お

み

入
鹿
、
更か

へ

の
名

は
鞍
昨
。「
皇
極
記
」
に
見
え
た
り
。
是
の
後
、
同
名
の
者
多
く
有
り
。】 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
※
」
＝
「
角
」
＋
「
孚
」。
所
持
す
る
吉
川
弘
文
館
随
筆
大
成
版
で
は
「
䱐
」。］ 

 
 

 

＊ 

な
お
、
ウ
ィ
キ
の
「
蘇
我
入
鹿
」
に
よ
れ
ば
、『
蘇
我
入
鹿
と
い
う
名
前
に
は
、
い
く
つ
か
の
議
論
が
あ

る
。
明
治
学
院
大
学
教
授
の
武
光
誠
は
、
当
時
の
時
代
は
精
霊
崇
拝
の
思
想
に
基
づ
き
、
動
物
に
因
ん
だ

名
前
を
付
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
風
潮
か
ら
、
蘇
我
入
鹿
も
、
海
の
神
の
力
を
借
り
る
為
に
、
イ

ル
カ
に
あ
や
か
っ
て
こ
の
名
前
を
名
乗
っ
た
と
い
う
自
説
を
表
明
し
て
い
る
』。『
し
か
し
そ
の
一
方
で
京

都
府
立
大
学
学
長
で
あ
っ
た
門
脇
禎
二
ら
は
、
中
大
兄
皇
子
（
後
の
天
智
天
皇
）
と
中
臣
鎌
足
（
後
の
藤

原
鎌
足
）
が
彼
の
本
当
の
名
前
を
資
料
と
と
も
に
消
し
て
、
卑
し
い
名
前
を
勝
手
に
名
付
け
た
と
い
う
説

を
表
明
し
て
い
る
』
と
あ
る
。
正
直
言
う
と
、
私
は
長
い
間
、
入
鹿
と
イ
ル
カ
は
た
だ
の
偶
然
の
同
音
だ
と

ば
か
り
思
っ
て
い
た
。 

「
藤
白
王
子
社
」
和
歌
山
県
海
南
市
藤
白
に
あ
る
藤
白
神
社
。
ウ
ィ
キ
の
「
藤
白
神
社
」
に
、『
南
方
熊

楠
は
』、
旧
『
藤
白
王
寺
の
境
内
に
』
あ
っ
た
『
こ
の
社
か
ら
「
熊
」・「
楠
」
の
字
を
授
け
て
も
ら
っ

た
。
ま
た
、
兄
妹
』（
異
母
兄
は
藤
吉
、
妹
は
藤
枝

ふ

じ

え

。
藤
枝
は
熊
楠
渡
米
の
翌
年
に
十
六
歳
で
夭
折
し

た
）『
の
名
前
に
見
え
る
「
藤
」
の
文
字
も
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、
こ
の
社
か
ら
授
け
て
も
ら
い
』、

『
神
の
加
護
に
よ
っ
て
無
事
成
長
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
命
名
し
た
。
こ
れ
は
楠
の
木
に
対
す
る
信
仰
に
由

来
す
る
。
藤
白
王
子
が
周
辺
二
十
四
か
村
の
産
土
神
で
あ
り
、
楠
木
神
社
か
ら
名
を
授
か
る
風
習
の
あ
っ

た
こ
と
は
』「
紀
伊
国
名
所
図
会
」
に
も
見
え
る
、
と
あ
る
。 

「
予
曾
て
人
類
學
會
雜
誌
に
述
た
り
」『
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
五
月
発
行
の
『
東
京
人
類
學
會
雜

誌
』
二
十
四
巻
二
百
七
十
八
号
の
「
雜
錄
」
に
掲
載
さ
れ
た
『
出
口
君
の
「
小
兒
と
魔
除
」
を
讀
む
』。

「j-stag
e

」
の
こ
ち
ら
（P

D
F

）
で
初
出
原
文
が
視
認
出
来
る
。
そ
の
三
一
一
ペ
ー
ジ
の
上
段
五
行
目
以

降
。 

 
 

 

＊ 

つ
い
で
に
一
言
す
る
は
、
今
日
は
知
ら
ず
、
二
十
年
ば
か
り
前
迄
、
紀
伊
藤
白
王
子
社
畔
に
、
楠
神
と
號

し
い
と
古
き
楠
の
木
に
、
注
連
結
び
た
る
が
立
り
き
、
當
國
、
殊
に
海
草
郡
、
就
中
予
が
氏
と
す
る
南
方

苗
字
の
民
な
ど
、
子
產
ま
る
ゝ
每
に
之
に
詣
で
祈
り
、
祠
官
よ
り
名
の
一
字
を
受
く
、
楠
、
藤
、
熊
な
ど

是
也
、
此
名
を
受
け
し
者
、
病
あ
る
都
度
件
の
楠
神
に
平
癒
を
禱
る
、
知
名
の
士
、
中
井
芳
楠
、
森
下
岩

楠
抔
、
皆
此
風
俗
に
因
て
名
ら
れ
た
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
、
今
も
海
草
郡
に
楠
を
以
て
名
と
せ
る
者
多

く
、
熊
楠
な
ど
は
幾
百
人
あ
る
か
知
れ
ぬ
程
な
り
。
予
思
ふ
に
、
こ
は
本
邦
上
世
「
ト
テ
ミ
ズ
ム
」
行
は

れ
し
遺
址
の
殘
存
せ
る
に
非
ざ
る
か
。 

 
 

 

＊ 

で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
本
篇
の
次
の
論
考
で
あ
る
。］ 

   

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%98%87%E6%88%91%E5%85%A5%E9%B9%BF
https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/藤白神社
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E7%99%BD%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/278/24_278_292/_pdf/-char/ja


 
○
梟
、
は
夜
能
く
視
る
を
以
て
、
希
臘
人
之
を
智
慧
の
女
神
「
ア
テ
ー
ネ
」
の
使
者
と
し
雅
典
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：「
ア
テ
ネ
」。］
人
梟
飛
ぶ
を
も
っ
て
吉
兆
と
せ
り
、
（G

u
b

ern
atis, l. c. p

. 2
4
7

）
。
書
紀
卷
十

一
、
仁
德
帝
の
生
日
、
木
菟
產
殿
に
入
り
し
を
、
武
内
宿
禰
吉
祥
な
り
と
奏
せ
し
事
有
れ
ば
、
古
え
邦
俗

必
し
も
こ
の
屬
を
忌
ざ
り
し
に
や
、
支
那
に
古
く
之
を
忌
し
事
賈
誼
の
賦
に
著
は
れ
、
竺
土
に
も
世
尊
四

種
の
鳥
を
說
く
に
三
或
有
鳥
、
聲
醜
形
亦
醜
、
謂
土
梟
是
也
（
增
一
阿
含
經
）
又
物
怪
之
鬼
、
物
消
報

盡
、
生
於
世
間
、
多
爲
梟
類
云
々
、
貪
物
所
致
（
首
楞
嚴
經
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
ゆ
り
よ
う
ご
ん
き

や
う
」。］
義
疏
注
經
）
抔
云
へ
り
、
梟
屬
を
或
は
神
と
し
或
は
怪
と
す
る
諸
例
及
び
理
由
は
、H

erb
ert 

S
p
en

cer, 
‛ P

rin
cip

les o
f S

o
cio

lo
g
y

`
に
つ
い
て
明
ら
む
べ
し
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
梟
」
フ
ク
ロ
ウ
目 

S
trig

ifo
rm

es

（
メ
ン
フ
ク
ロ
ウ
科 

T
y
to

n
id

ae

（
二
属
十
八
種
・

本
邦
に
は
棲
息
し
な
い
）
及
び
フ
ク
ロ
ウ
科 

S
trig

id
ae

（
二
十
五
属
二
百
二
種
）
の
二
科
二
十
七
属
二
百

二
十
種
が
現
生
）、
或
い
は
そ
の
フ
ク
ロ
ウ
科 

S
trig

id
ae 

に
属
す
る
種
群
、
或
い
は
種
と
し
て
は
、
フ
ク

ロ
ウ
属
フ
ク
ロ
ウ 

S
trix u

ra
len

sis 

が
い
る
。
広
義
の
そ
れ
に
つ
い
て
の
博
物
誌
は
、
私
の
「
和
漢
三
才

圖
會
卷
第
四
十
四 

山
禽
類 

鴞
（
ふ
く
ろ
ふ
） 

（
フ
ク
ロ
ウ
類
）」
を
参
照
に
さ
れ
た
い
が
、
熊
楠

は
引
用
で
「
木
菟
」（
フ
ク
ロ
ウ
科 

S
trig

id
ae 

の
中
で
、
羽
角

う

か

く

（
所
謂
、
通
称
で
「
耳
」
と
読
ん
で
い
る

突
出
し
た
羽
毛
の
こ
と
。
俗
に
哺
乳
類
の
そ
れ
の
よ
う
に
「
耳
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
鳥
類
に
は
耳
介

は
な
い
）
を
有
す
る
種
の
総
称
俗
称
で
、
古
名
は
「
ツ
ク
」
で
「
ヅ
ク
（
ズ
ク
）」
と
も
呼
ぶ
。
俗
称
に

於
い
て
は
、
フ
ク
ロ
ウ
類
に
含
め
る
場
合
と
、
含
め
ず
に
区
別
し
て
独
立
し
た
群
の
よ
う
に
用
い
る
場
合

が
あ
る
が
、
鳥
類
学
的
に
は
単
一
の
分
類
群
で
は
な
く
、
幾
つ
か
の
属
に
分
か
れ
て
含
ま
れ
て
お
り
、
し

か
も
そ
れ
ら
は
フ
ク
ロ
ウ
科
の
中
で
、
特
に
近
縁
な
の
で
は
な
く
、
系
統
も
成
し
て
い
な
い
非
分
類
学
的

呼
称
で
あ
る
。
但
し
、
古
典
的
な
外
形
上
の
形
態
学
的
差
異
に
よ
る
分
類
と
し
て
は
腑
に
落
ち
る
）
も
挙

げ
て
い
る
の
で
、「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
四
十
四 

山
禽
類 

鴟
鵂
（
み
み
づ
く
） 

（
フ
ク
ロ
ウ
科
の

「
み
み
づ
く
」
類
）」
も
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。
因
み
に
私
の
妻
は
大
の
フ
ク
ロ
ウ
好
き
で
、
居
間
に
は

世
界
中
か
ら
集
め
た
フ
ク
ロ
ウ
の
置
物
が
所
狭
し
と
陣
取
っ
て
い
る
。 

「
ア
テ
ー
ネ
」
ア
テ
ー
ナ
ー
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
女
神
で
、
知
恵
・
芸
術
・
工
芸
・
戦
略
を
司
る
オ
リ
ュ

ン
ポ
ス
十
二
神
の
一
柱
。
「
ア
ル
テ
ミ
ス
」・「
ヘ
ス
テ
ィ
ア
ー
」
と
同
じ
く
処
女
神
で
、
女
神
の
崇
拝
の

中
心
は
ア
テ
ー
ナ
イ
（
ア
テ
ネ
の
古
名
）
で
あ
っ
た
が
、
ウ
ィ
キ
の
「
ア
テ
ー
ナ
ー
」
に
よ
れ
ば
、『
起

源
的
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
民
族
が
ペ
ロ
ポ
ネ
ー
ソ
ス
半
島
を
南
下
し
て
勢
力
を
伸
張
さ
せ
る
以
前
よ
り
、
多

数
存
在
し
た
城
塞
都
市
の
守
護
女
神
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
の
地
に
固
有
の
女
神
だ

が
、
ヘ
レ
ー
ネ
ス
（
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
）
た
ち
は
、
こ
の
神
を
ギ
リ
シ
ア
の
征
服
と
共
に
自
分
た
ち
の
神

に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
』
っ
た
と
あ
り
、『
女
神
は
、
ア
テ
ー
ナ
イ
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
パ
ル
テ
ノ
ー

ン
』『
の
神
殿
を
持
ち
、
梟
』『
を
自
己
の
聖
な
る
動
物
と
し
て
持
っ
て
い
た
。
ホ
メ
ー
ロ
ス
は
女
神
を
、

グ
ラ
ウ
コ
ー
ピ
ス
・
ア
テ
ー
ネ
ー
』『
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
定
型
修
飾
称
号
の
「
グ
ラ
ウ
コ
ー
ピ
ス
」
は
、

「
輝
く
瞳
を
持
っ
た
者
」「
灰
色
・
青
い
瞳
を
持
っ
た
者
」
と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
を
、
梟
（
グ
ラ
ウ
ク
ス
）
と
関
連
付
け
、「
梟
の
貌
を
持
っ
た
者
」
と
い
う
よ
う
な
解
釈
も
行

わ
れ
て
い
た
。
女
神
は
ま
た
、
知
恵
を
表
す
蛇
や
、
平
和
の
印
と
し
て
オ
リ
ー
ブ
を
そ
の
象
徴
と
し
て
い

た
』
と
し
、
さ
ら
に
『
梟
と
オ
リ
ー
ブ
が
女
神
の
聖
な
る
象
徴
と
し
て
コ
イ
ン
な
ど
に
刻
ま
れ
る
が
、
有

翼
の
女
神
ニ
ー
ケ
ー
』（「
勝
利
」
の
意
、
ロ
ー
マ
神
話
で
は
ウ
ィ
ク
ト
ー
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
）『
も
、
彼

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-e950.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-e950.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-e950.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-e950.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d005.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d005.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d005.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-d005.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%BC


女
の
化
身
で
あ
る
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
が
あ
る
。
戦
の
女
神
と
し
て
の
ア
テ
ー
ナ
ー
は
』、『
一
説
に
は

梟
の
よ
う
に
大
き
な
灰
色
の
目
を
持
つ
凛
々
し
い
姿
と
言
わ
れ
、
み
ず
か
ら
の
聖
鳥
、
梟
と
の
関
連
性
を

示
し
て
い
る
』。『
ロ
ー
マ
神
話
で
は
、
は
る
か
古
く
か
ら
』、『
知
恵
と
工
芸
を
司
る
女
神
ミ
ネ
ル
ウ
ァ
が

ア
テ
ー
ナ
ー
に
対
応
す
る
女
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
た
。
ミ
ネ
ル
ウ
ァ
の
神
殿
も
や
は
り
都
市
の
中
心

の
丘
の
上
に
あ
る
の
が
普
通
で
、
都
市
守
護
者
で
あ
っ
た
。
ロ
マ
ン
ス
語
で
は
ミ
ネ
ル
ウ
ァ
は
、
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
と
い
う
発
音
に
な
る
。
ラ
テ
ン
語
：M

in
erv

a

、
英
語
読
み
は
ミ
ナ
ー
ヴ
ァ
。
ミ
ネ
ル
ウ
ァ
の
聖
鳥

は
、
や
は
り
梟
で
あ
る
』
と
あ
る
。 

「G
u
b
ern

atis

」「
野
猪
」
で
既
出
既
注
。 

「
書
紀
卷
十
一
、
仁
德
帝
の
生
日
、
木
菟
產
殿
に
入
り
し
を
、…

…

」「
日
本
書
紀
」
巻
十
一
の
「
仁
德

天
皇
元
年
（
機
械
換
算
三
一
三
年
）
正
月
己
卯
の
条
に
、 

 
 

 

＊ 

元
年
春
正
月
丁
丑
朔
己
卯
。
大
鷦
鷯
尊
卽
天
皇
位
。
尊
皇
后
曰
皇
太
后
。
都
難
波
。
是
謂
高
津
宮
。
卽
宮

垣
・
室
屋
弗
堊
色
也
。
桶
・
梁
・
柱
・
楹
弗
藻
飾
也
。
茅
茨
之
蓋
弗
割
齊
也
。
此
不
以
私
曲
之
故
、
留
耕

績
之
時
者
也
。
初
天
皇
生
日
。
木
菟
入
于
產
殿
。
明
旦
、
譽
田
天
皇
喚
大
臣
武
内
宿
禰
。
語
之
曰
。
是
何

瑞
也
。
大
臣
對
言
。
吉
祥
也
。
復
當
昨
日
、
臣
妻
產
時
。
鷦
鷯
入
于
產
屋
。
是
亦
異
焉
。
爰
天
皇
曰
。
今

朕
之
子
與
大
臣
之
子
、
同
日
共
產
。
並
有
瑞
。
是
天
之
表
焉
。
以
爲
、
取
其
鳥
名
。
各
相
易
名
子
。
爲
後

葉
之
契
也
。
則
取
鷦
鷯
名
。
以
名
太
子
。
曰
大
鷦
鷯
皇
子
。
取
木
菟
名
號
大
臣
之
子
。
曰
木
菟
宿
禰
。
是

平
羣
臣
之
始
祖
也
。
是
年
也
。
太
歲
癸
酉
。 

 
 

 

＊ 

 

元
年
春
正
月
丁

ひ
の
と

丑 う
し

朔
つ
い
た
ち

己

卯

つ
ち
の
と
う
の
ひ

、
大
鷦
鷯
尊

お
ほ
さ
さ
ぎ
の
み
こ
と

、
卽
ち
、
天

皇

す
め
ら
み
こ
と

の

位
し
ろ
し
め

す
。
尊
き
皇
后

き

さ

き

を
皇
太
后

お

ほ

き
さ

き

と

曰 ま
う

す
。
都
、
難

波

な
に
は
な
ん
ば

に
是
れ
謂 ま

う

す
、
高
津
宮
、
卽
ち
、
宮
垣
・
室
屋

お
ほ
と
の

、
堊
色

う

は

ぬ

り
せ
ず
、
桷

た
る
き

・

梁
う
つ
は
り

・
柱
・

楹
ま
る
ば
し
ら

、
藻 ゑ

か

き
飾
ら
ず
、
茅

ち
が
や

・
茨

い
ば
ら

蓋 ふ

く
に
、
割 き

り

齊
と
と
の
へ

ず
。
此
れ
、
私
曲

わ
た
く
し

の
故
を
以
つ
て
、
耕
し
績 を

う
る

の
時
を
留
ど
め
じ
、
と
な
り
。 

 

初
め
、
天
皇
、
生 あ

れ
ま
す
日
、
木
菟

つ

く

、
產
殿

う
ぶ
ど
の

に
入

と
び
い

れ
り
。
明

旦

あ
く
る
あ
し
た

、
譽
田
天
皇

ほ
む
た
の
す
め
ら
み
こ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

応
神
天
皇
。］、
大
臣

お
ほ
お
み

武
内
宿
禰

た
け
し
う
ち
の
す
く
ね

を
喚 め

し
、
語
り
て
曰

の
た
ま

は
く
、 

「
是
れ
、
何
の
瑞 み

づ

ぞ
や
。」 

と
。
大
臣
、
對 こ

た

へ
て
言 ま

う

す
、 

「
吉 よ

き
祥 さ

が

な
り
。
復
た
、
昨
日
、

臣
や
つ
が
れ

の
妻 め

の
產
の
時
に
當
り
、
鷦
鷯

さ

ざ

き

、
產
屋
に
入

と
び
い

れ
り
。
是
れ
、
亦
、

異 あ
や

し
。」 

と
。
爰
に
天
皇
、
曰
は
く
、 

「
今
、
朕
の
子
、
大
臣
の
子
と
、
同
じ
日
、
共
に
產
ま
る
。
並
び
に
、
瑞
、
有
り
。
是
れ
、
天
つ
表

し
る
し

な

り
。
以
爲

お

も

へ

ら
く
、
其
の
鳥
の
名
を
取
り
て
、
各
々
、
相
ひ
易 か

へ
て
子
に
名
づ
け
て
、
後
葉

の
ち
の
よ

の
契

し
る
し

と
せ

む
。」 

と
。
則
ち
、
鷦
鷯
の
名
を
取
り
て
、
太
子
に
名
け
て
、「
大
鷦
鷯
皇
子

お

ほ

さ

さ

ぎ

の

み

こ

」
と
曰
へ
り
。
木
菟
の
名
を
取
り

て
、
大
臣
の
子
に
號 な

づ

け
て
、
「
木
菟
宿
禰

つ

く

の

す

く

ね

」
と
曰
へ
り
。
是
れ
、
平
群
臣

へ
ぐ
り
の
お
み

の
始

祖

は
じ
め
の
お
や

な
り
。 

 

是
の
年
や
、
太
歲

た
い
さ
い

癸

酉

み
づ
の
と
の
と
り

。 

 
 

 

＊ 

訓
読
は
ネ
ッ
ト
上
の
複
数
の
も
の
を
参
考
に
自
然
流
で
読
ん
だ
も
の
で
、
学
術
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-2f2f39.html


注
意
さ
れ
た
い
。 

「
賈
誼
の
賦
」
前
漢
の
文
帝
時
代
の
文
学
者
賈
誼
（
紀
元
前
二
〇
〇
年
～
紀
元
前
一
六
八
年
）。
洛
陽
出

身
で
、
二
十
余
歳
で
博
士
か
た
太
中
大
夫
に
進
ん
だ
が
、
讒
言
の
た
め
に
長
沙
王
太
傅

た

い

ふ

（
王
の
教
師
役
）

に
移
さ
れ
、
長
沙
に
左
遷
さ
れ
た
。
再
び
、
文
帝
に
召
さ
れ
て
梁
王
の
太
傅
と
な
っ
た
が
、
梁
王
が
落
馬

し
て
死
ん
だ
の
を
い
た
く
嘆
き
、
一
年
あ
ま
り
の
後
、
没
し
た
。
そ
の
著
に
「
新
書
」
十
巻
が
あ
り
、

「
過
秦
論
」・「
治
安
策
」
な
ど
で
は
儒
家
の
立
場
に
立
っ
て
時
勢
を
論
じ
て
い
る
。
韻
文
で
は
前
漢
初
期

の
代
表
的
辞
賦
作
家
で
あ
り
、
志
を
得
ず
投
身
し
た
屈
原
を
悼
み
つ
つ
、
自
ら
の
運
命
に
擬
え
て
詠
ん
だ

「
弔
屈
原
賦
」、
や
は
り
不
遇
の
身
を
歎
い
た
「
鵩
鳥
賦

ふ
く
ち
ょ
う
の
ふ

」
が
知
ら
れ
、
こ
こ
で
熊
楠
が
指
す
の
は
後

者
。「
鵩
鳥
」
は
梟
の
こ
と
。
牧
角
悅
子
氏
の
論
文
「
賈
誼
の
賦
を
め
ぐ
っ
て
」（P

D
F

・
二
〇
一
五
年
十

月
発
行
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
十
七
集
所
収
）
の
「
二 

「
鵩
鳥
賦
」―

―

新
し
い
賦
形
式
」
で
、

全
原
文
と
訳
文
及
び
解
説
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
、
中
国
で
は
「
詩
経
」
以
来
、
凶
鳥
と
断
定
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
声
が
悪
し
き
不
気
味
な
妖
鳥
と
し
て
概
ね
認
識
さ
れ
て
き
て
お
り
、

現
代
で
も
、
梟
の
イ
メ
ー
ジ
は
日
本
と
は
異
な
り
、
中
国
で
は
一
般
に
は
決
し
て
よ
く
は
な
い
。
こ
の
辺

り
の
変
遷
は
矢
島
明
希
子
氏
の
博
士
論
文
（
慶
応
義
塾
大
学
）「
中
国
古
代
の
動
物
観
を
め
ぐ
る
研
究 

: 

鳥
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
見
る
古
代
の
環
境
と
心
性
」（P

D
F

で
ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
可
能
）
が
よ
い
。 

「
竺
土
」「
ぢ
く
ど
」。
イ
ン
ド
。 

「
世
尊
四
種
の
鳥
を
說
く
に
三
或
有
鳥
、
聲
醜
形
亦
醜
、
謂
土
梟
是
也
（
增
一
阿
含
經
）」「
三
或
有
鳥
、

聲
醜
形
亦
醜
、
謂
土
梟
是
也
（
增
一
阿
含
經
）
」「
增
一
阿
含
經
」
は
「
ざ
う
い
つ
あ
ご
ん
き
や
う
」
と
読

み
、
仏
教
の
漢
訳
「
阿
含
経
」
の
一
つ
で
あ
る
。
訓
読
す
る
と
、 

 
 

 

＊ 

三 さ
ん

に
、
或
い
は
、
鳥
、
有
り
。
聲
、
醜
く
、
形
も
亦
、
醜
し
。
謂
は
く
、「
土
梟

ど
き
や
う

」、
是
れ
な
り
。 

で
、「
土
梟
」
は
野
生
の
獰
猛
な
フ
ク
ロ
ウ
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
初
唐
の
僧
道
世
が
著
し
た
仏
教
類

書
「
法
苑
珠
林

ほ
う
お
ん
じ
ゅ
り
ん

」（
六
六
八
年
成
立
）
に
同
経
か
ら
の
引
用
が
あ
り
、
こ
の
文
字
列
が
出
現
す
る
（
下
線

太
字
は
私
が
附
し
た
）。 

 
 

 

＊ 

又
增
一
阿
含
經
云
。
爾
時
世
尊
告
諸
比
丘
。
當
知
有
此
四
鳥
。
云
何
爲
四
。
一
或
有
鳥
聲
好
而
形
醜
。
謂

拘
翅
羅
鳥
是
也
。
二
或
有
鳥
形
好
而
聲
醜
。
謂
鷙
鳥
是
也
。
三
或
有
鳥
聲
醜
形
亦
醜
。
謂
土
梟
是
也
。
四

或
有
鳥
聲
好
形
亦
好
。
謂
孔
雀
鳥
是
也
。
世
間
亦
有
四
人
當
共
觀
知
。
云
何
爲
四
。
一
或
有
比
丘
顏
貌
端

正
威
儀
成
就
。
然
不
能
有
所
諷
誦
諸
法
初
中
後
善
。
是
謂
此
人
形
好
聲
不
好
。
二
或
有
人
聲
好
而
形
醜
。

出
入
行
來
威
儀
不
成
。
而
好
廣
說
精
進
持
戒
初
中
後
善
義
理
深
邃
。
是
謂
此
人
聲
好
而
形
醜
。
三
或
有
人

聲
醜
形
亦
醜
。
謂
有
人
犯
戒
不
精
進
。
復
不
多
聞
。
所
聞
便
失
。
是
謂
此
人
聲
醜
形
亦
醜
。
四
或
有
人
聲

好
形
亦
好
。
謂
比
丘
顏
貌
端
正
威
儀
具
足
。
然
復
精
進
修
行
善
法
多
聞
不
忘
。
初
中
後
善
善
能
諷
誦
。
是

謂
此
人
聲
好
形
亦
好
也
。 

 
 

 

＊ 

ま
た
、「
增
一
阿
含
經
」
原
本
の
そ
こ
も
漸
く
「
大
藏
經
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
見
出
せ
た
。
そ
れ
を
見
る

に
、
思
う
に
上
記
の
「
法
苑
珠
林
」
の
引
用
は
概
ね
ガ
イ
ド
・
ナ
ン
バ
ー
「T

0
1
2
5

_
.0

2
.0

6
3

4
b

2
7

」
か
ら

「0
1
2
5
_
.0

2
.0

6
3
5
a0

2

」
相
当
の
内
容
を
約
縮
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

「
首
楞
嚴
經
義
疏
注
經
」
「
首
楞
嚴
經
」
は
恐
ら
く
は
「
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞

http://nippon-chugoku-gakkai.org/wp-content/uploads/2019/09/67-03.pdf
http://nippon-chugoku-gakkai.org/wp-content/uploads/2019/09/67-03.pdf
https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=KO10001001-20174703-0003
https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=KO10001001-20174703-0003
https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=KO10001001-20174703-0003
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat2.php?mode=detail&useid=0125_,02,0634&nonum=&kaeri=


厳
経
」
の
方
の
略
称
で
、
般
刺
密
帝

ば

ん

ら

み

た

い

漢
訳
に
な
る
、
禅
法
の
要
義
を
説
い
た
仏
典
で
、
宋
の
釋
子
璿

し
ゃ
く
し
せ
ん

が
一

三
三
九
年
に
著
し
た
、
そ
の
注
釈
書
「
首
楞
嚴
義
疏
注
經
」（
全
十
巻
）
の
こ
と
か
。
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
で
全
部
見
ら
れ
る
が
、
流
石
に
探
す
気
に
は
な
れ
な
い
。
悪
し
か
ら

ず
。 

「
又
物
怪
之
鬼
、
物
消
報
盡
、
生
於
世
間
、
多
爲
梟
類
云
々
、
貪
物
所
致
」
訓
読
す
る
と
、 

 
 

 

＊ 

又
、『
物
怪

ぶ
つ
く
わ
い

の
鬼 き

、
物
、
消
え
、
報
い
、
盡
き
て
、
世
間
に
生

し
や
う

じ
て
、
多
く
は
梟
の
類 る

ゐ

と
爲
る
。』
と

云
々
。
物
を
貪

む
さ
ぼ

る
の
致
る
所
な
り
。 

 
 

 

＊ 

か
。
同
じ
く
「
大
藏
經
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
「
大
佛
頂
如
來
密
因
修
證
了
義
諸
菩
薩
萬
行
首
楞
嚴
經
」

で
、 

 
 

 

＊ 

復
次
阿
難
鬼
業
既
盡
。
則
情
與
想
二
倶
成
空
。
方
於
世
間
。
與
元
負
人
怨
對
相
値
。
身
爲
畜
生
酬
其
宿

債
。
物
怪
之
鬼
物
銷
報
盡
。
生
於
世
間
多
爲
梟
類
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
っ
た
（
太
字
下
線
は
私
が
附
し
た
）。 

「
梟
屬
を
或
は
神
と
し
或
は
怪
と
す
る
諸
例
及
び
理
由
は
、H

erb
ert S

p
en

cer, ‛ P
rin

cip
les o

f S
o
cio

lo
g
y̓

に
つ
い
て
明
ら
む
べ
し
」
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
で
社
会
学
の
創
始
者
の
一
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ハ
ー
バ

ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
（H

erb
ert S

p
en

cer 

一
八
二
〇
年
～
一
九
〇
三
年
：
参
照
し
た
ウ
ィ
キ
の
「
ハ
ー

バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
」
に
よ
れ
ば
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
漢
数
字
に
代
え
、
記
号
の
一
部
も
変
更
し

た
）、『
一
八
八
〇
～
九
〇
年
代
の
明
治
期
日
本
で
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
著
作
が
数
多
く
翻
訳
さ
れ
、「
ス

ペ
ン
サ
ー
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
八
六
〇
年
の
「
教
育
論
」
は
、
尺
振

八
の
訳
で
一
八
八
〇
年
に
「
斯
氏
教
育
論
」
と
題
し
て
刊
行
さ
れ
、「
ス
ペ
ン
サ
ー
の
教
育
論
」
と
し
て

広
く
知
ら
れ
た
。
そ
の
社
会
進
化
論
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
自
由
放
任
主
義
や
社
会
有
機
体
説

は
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
の
思
想
的
支
柱
と
し
て
も
迎
え
ら
れ
、
数
多
く
の
訳
書
が
読

ま
れ
た
。
し
か
し
、
ス
ペ
ン
サ
ー
か
ら
み
る
と
、
封
建
制
を
よ
う
や
く
脱
し
た
程
度
の
当
時
の
日
本
は
、

憲
法
を
持
つ
な
ど
急
速
な
近
代
化
は
背
伸
び
の
し
す
ぎ
で
あ
る
と
考
え
、
森
有
礼
の
』
斡
旋
『
で
、
一
八

八
三
年
に
板
垣
退
助
と
会
見
し
た
時
も
、
彼
の
自
由
民
権
的
な
発
言
を
空
理
空
論
と
と
ら
え
』、
喧
嘩

『
別
れ
を
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
八
六
年
に
は
浜
野

定
四
郎
ら
の
訳
に
よ
り
「
政
法
哲
学
」
が
出
版
さ
れ
る
ほ
ど
、
日
本
で
ス
ペ
ン
サ
ー
の
考
え
は
浸
透
し
て

い
た
』
と
あ
り
、
か
の
小
泉
八
雲
も
ス
ペ
ン
サ
ー
の
強
力
な
支
持
者
で
あ
っ
て
、
彼
の
本
邦
で
書
い
た
作

品
（
私
は
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
小
泉
八
雲
」
で
来
日
後
の
全
作
品
（
諸
家
訳
）
を
電
子
化
し
て
い
る
）

の
後
期
の
重
要
な
評
論
（
特
に
遺
作
と
な
っ
た
「
日
本
」）
で
は
、
そ
の
色
彩
が
色
濃
く
出
て
い
る
）
が

一
八
九
八
年
に
全
三
巻
が
刊
行
し
た
「P

rin
cip

les o
f S

o
cio

lo
g
y

」
（「
社
会
学
原
理
」
）。
電
子
化
原
文
は

「P
A

R
T

 O
F

 T
H

E
 L

IB
E

R
T

Y
 F

U
N

D
 N

E
T

W
O

R
K

」
の
「H

erb
ert S

p
en

cer

」
で
、
そ
の
主
要
著
作
の
殆

ん
ど
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
が
、
梟
の
記
載
は
同
作
第
一
巻
に
複
数
個
所
見
出
せ
、
熊
楠
の
言
っ
て
い
る

の
は
、
こ
の
一
巻
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
但
し
か
な
り
の
箇
所
は
同
じ
夜
行
性
の
不
吉
な
イ
メ
ー
ジ
の
飛

翔
動
物
で
あ
る
コ
ウ
モ
リ
と
並
置
し
な
が
ら
、
対
比
的
に
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
（
善
的
・
天
使
的
イ
メ
ー
ジ
）
な

https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/T0945_,19,0105b24:0945_,19,0155b06.html
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/T0945_,19,0105b24:0945_,19,0155b06.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%83%B3%E3%82%B5%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%83%B3%E3%82%B5%E3%83%BC
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23886288/index.html
https://oll.libertyfund.org/people/herbert-spencer
https://oll.libertyfund.org/title/spencer-the-principles-of-psychology-1855#preview


民
俗
学
的
認
識
事
例
を
記
載
し
て
い
て
、
「
梟
屬
を
或
は
神
と
し
或
は
怪
と
す
る
諸
例
及
び
理
由
」
を
言
い

尽
く
し
て
い
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
（
そ
れ
は
当
然
で
、
同
書
は
民
俗
学
と
し
て
の
学
術
書
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
）。
敢
え
て
「
怪
」
の
部
分
を
示
す
と
す
れ
ば
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
男
の
死
の
話
を
他
者
の
記
載

か
ら
引
い
て
、「In

 th
eir o

p
in

io
n

 th
e so

u
l, w

h
en

 lea
v
in

g
 th

e b
o
d

y, fled
 a

w
a
y
 in

 th
e fo

rm
 o

f a
 b

ird
 

w
h

ich
 th

ey
 ca

lled
 H

â
m

a
 o

r S
a
d

a
 (a

 so
rt o

f o
w

l), a
n

d
 d

id
 n

o
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cry
in

g
 p

itifu
lly.

」
と
い
う
部
分
が
そ
れ
ら
し
く
は
あ
る
。］ 

                                



 
○
烏
、
熊
野
の
神
の
他
に
烏
を
使
者
と
す
る
例
、
信
濃
諏
訪
の
宮
（
諏
訪
大
明
神
繪
詞
上
）
江
州
日
吉

山
王
（
山
王
利
生
記
卷
一
）
等
有
り
隱
州
視
聽
合
記
卷
二
、
知
夫
郡
燒
火
山
有
双
鴉
、
不
見
其
外
、
常
遊

堂
前
、
巢
山
樹
、
視
客
來
則
啼
屋
上
、
噪
庭
柯
、
於
是
社
僧
祠
人
豫
知
之
、
出
神
前
待
之
云
々
、
此
他
猶

有
り
ぬ
べ
し
、
古
え
女
神
「
ジ
ユ
ノ
」
先
づ
烏
を
、
次
に
孔
雀
を
使
者
と
せ
り
、
神
武
帝
熊
野
の
山
道
に

迷
ひ
玉
ひ
し
時
、
天
照
大
神
八
咫
烏
を
し
て
嚮
導
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
き
や
う
だ
う
」。］
せ
し
め
玉
へ

る
事
あ
れ
ば
、
熊
野
に
烏
は
古
く
よ
り
所
緣
有
り
し
也
、
希
臘
に
「
ア
ポ
ロ
」
神
烏
に
化
る
事
あ
り
、

「
ラ
マ
ヤ
ナ
ム
」
に
神
軍
鬼
軍
と
戰
て
敗
走
す
る
時
、
閻
魔
烏
に
助
け
ら
る
、
そ
の
報
酬
に
、
葬
饌
を
烏

の
得
分
と
し
、
烏
そ
の
食
を
受
る
時
、
死
人
の
靈
樂
土
に
往
き
得
と
定
む
、
希
臘
の
古
諺
に
、
死
ぬ
事
を

烏
の
許
に
往
く
と
言
へ
り
、
予
思
ふ
に
、
烏
は
好
ん
で
屍
肉
を
食
ふ
者
な
れ
ば
、
印
度
又
は
埃
及
の
「
ヷ

ル
チ
ユ
ー
ル
」
同
然
、
人
死
に
臨
め
る
上
を
飛
廻
り
、
又
人
尸
を
食
は
ん
と
て
從
軍
せ
し
な
る
べ
く
、
自

然
豫
め
人
の
死
を
知
ら
す
と
か
、
烏
鳴
き
が
惡
い
と
か
云
言
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
い
ふ
こ
と
」。］
も
起

る
と
同
時
に
、
神
使
と
看
做
さ
れ
た
る
也
、（G

u
b
ern

atis, l. c., p
.p
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參
看
）
元
享
釋
書
に
、
某
大
后
遺
令
し
て
玉
體
を
野
に
棄
て
し
め

し
事
あ
り
、
雍
州
府
志
に
、
京
都
紫
野
古
阿
彌
谷
に
林
葬
行
は
れ
、
死
人
を
石
上
に
置
去
り
、
狐
狸
に
食

せ
し
由
を
載
せ
、
長
明
の
發
心
集
卷
四
に
、
死
せ
し
と
思
ひ
て
、
病
人
を
野
に
棄
て
け
る
に
、
烏
其
兩
眼

を
食
せ
し
話
あ
り
、
熊
野
は
伊
弉
册
尊
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
い
さ
な
み
の
み
こ
と
」。］
御
陵
の
あ
る
地

に
て
、
固
よ
り
死
に
緣
有
り
、
古
傳
に
死
者
の
靈
必
ず
後
向
き
又
逆
ま
立
ち
し
て
之
に
詣
づ
と
云
し
は
濃

霧
に
行
人
の
反
影
抔
を
幻
映
せ
る
よ
り
生
ぜ
し
や
な
ら
ん
（
近
松
の
傾
城
反
魂
香
に
出
）
今
も
近
村
の
人

死
す
れ
ば
、
妙
法
山
に
亡
者
登
り
、
鐘
自
ら
鳴
る
等
言
傳
ふ
、
予
每
度
植
物
採
集
に
之
き
、
夜
獨
り
死
出

の
山
路
と
云
る
所
を
步
み
、
那
智
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
還
り
し
が
餘
り
心
持
宜
し
き
事
無
か

り
し
、
去
れ
ば
烏
を
熊
野
の
神
使
と
す
る
は
自
ら
譯
有
り
、
唯
此
山
に
烏
多
き
の
み
に
由
來
す
る
に
あ
ら

じ
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
江
州
日
吉
山
王
」
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
に
あ
る
全
国
の
日
吉
・
日
枝
・
山
王
神
社

の
総
本
宮
で
あ
る
山
王
総
本
宮
日
吉
大
社
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）。
因
み
に
、

こ
の
神
社
の
使
者
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
猿
で
、
特
に
「
神 ま

猿 さ
る

」
と
呼
称
し
て
い
る
。 

「
山
王
利
生
記
」「
日
吉
山
王
利
生
記
」（
ひ
え
さ
ん
の
う
り
し
ょ
う
き
：
古
く
は
社
名
は
「
ひ
よ
し
」
で

は
な
く
「
ひ
え
」
と
読
ん
だ
）
は
近
江
坂
本
に
鎮
座
す
る
山
王
権
現
を
巡
る
霊
験
譚
を
集
め
た
も
の
。
鎌

倉
中
期
成
立
。
作
者
不
詳
。 

「
隱
州
視
聽
合
記
」（
い
ん
（
或
い
は
「
お
ん
」）
し
ゅ
う
し
ち
ょ
う
が
っ
き
：「
記
」
は
「
紀
」
と
も
す

る
）
は
江
戸
中
期
の
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
に
著
さ
れ
た
隠
州
（
隠
岐
国
）
地
誌
。
全
四
巻
地
図
一

葉
。
但
し
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
写
本
を
見
る
に
、
こ
れ
は
「
卷
之
二
」

で
は
な
く
、「
卷
之
四
」
に
附
帯
す
る
「
知
夫
郡
燒
火
山
緣
起
」（「
燒
火
」
は
「
た
く
ひ
」
と
読
む
）
の
一

節
で
あ
る
（
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
全
巻
（P

D
F

）
の6

6

コ
マ
目
か
ら
始
ま
り
、
当
該
箇
所
は6

7

コ
マ
目
の
最

終
行
か
ら6

8

コ
マ
目
に
か
け
て
に
出
現
す
る
。
或
い
は
写
本
に
よ
っ
て
は
巻
二
に
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
）。

視
認
し
て
訓
読
す
る
（
原
文
は
訓
点
附
き
漢
文
）。
熊
楠
の
引
用
と
は
微
妙
に
異
な
る
箇
所
が
あ
り
、
明
ら

か
な
続
き
部
分
も
電
子
化
し
た
。〔 

〕
は
私
が
推
定
で
附
し
た
読
み
。 

 
 

 

＊ 

https://www.google.com/maps/place/%E5%B1%B1%E7%8E%8B%E7%B7%8F%E6%9C%AC%E5%AE%AE+%E6%97%A5%E5%90%89%E5%A4%A7%E7%A4%BE/@35.1200413,135.8872731,11.5z/data=!4m5!3m4!1s0x60010a581eccc559:0x811754dd4c34c4b0!8m2!3d35.0711365!4d135.8631992
https://www.google.com/maps/place/%E5%B1%B1%E7%8E%8B%E7%B7%8F%E6%9C%AC%E5%AE%AE+%E6%97%A5%E5%90%89%E5%A4%A7%E7%A4%BE/@35.1200413,135.8872731,11.5z/data=!4m5!3m4!1s0x60010a581eccc559:0x811754dd4c34c4b0!8m2!3d35.0711365!4d135.8631992
https://www.google.com/maps/place/%E5%B1%B1%E7%8E%8B%E7%B7%8F%E6%9C%AC%E5%AE%AE+%E6%97%A5%E5%90%89%E5%A4%A7%E7%A4%BE/@35.1200413,135.8872731,11.5z/data=!4m5!3m4!1s0x60010a581eccc559:0x811754dd4c34c4b0!8m2!3d35.0711365!4d135.8631992
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/ru04/ru04_01811/ru04_01811.pdf


山
中
に
雙
鴉

〔
さ
う
あ
〕

有
り
、
其
外
を
見
ず
。
常
に
堂
前
に
遊
び
、
山
樹
に

巢
〔
す
く
〕

ふ
。
客
、

來
〔
き
た
ら
〕

ん
と
欲
す
る
と

き
、

則

〔
す
な
は
ち
〕

、
屋
上
に

啼
〔
な
き
〕

て
、
庭
柯

〔
て
い
か
〕

に

噪
〔
さ
は
〕

ぐ
。
是
に
於
て
、
社
僧
・
祠
人
、

豫

〔
あ
ら
か
じ
〕

め
、
之
を

知
〔
し
り
〕

て
、
神
前
に

出
〔
い
で
〕

て
、

㠯
〔
も
つ
〕

て
之
を
待
つ
。
兒
を
產
す
る
と
き
は
、
則
、
反
哺

〔
は
ん
ぽ
〕

し
て

厺
〔
さ
る
〕

、
又
、
恒
の
ご

と
し
。 

 
 

 

＊ 

「
庭
柯
」
は
庭
（
こ
こ
は
神
苑
）
の
木
。「
㠯
て
」「
以
て
」
に
同
じ
。「
反
哺
」
と
は
、
カ
ラ
ス
の
雛

は
、
成
長
し
て
後
、
親
ガ
ラ
ス
に
食
物
を
咥
え
て
来
て
与
え
、
養
育
の
恩
に
報
い
る
と
古
く
か
ら
信
じ
ら

れ
た
こ
と
を
指
す
。
無
論
、
そ
ん
な
習
性
は
実
際
の
カ
ラ
ス
に
は
な
い
。 

「
ジ
ユ
ノ
」
ロ
ー
マ
神
話
で
女
性
の
結
婚
生
活
を
守
護
す
る
（
主
に
結
婚
・
出
産
）
女
神
ユ
ー
ノ
ー
（
ラ

テ
ン
語
：Ju

n
o

）。
主
神
ユ
ー
ピ
テ
ル
の
妻
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
最
大
の
女
神
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ヘ

ー
ラ
ー
に
相
当
す
る
。
但
し
、
シ
ン
ボ
ル
の
聖
鳥
は
孔
雀
の
方
が
知
ら
れ
、
後
で
熊
楠
が
言
う
よ
う
に
、

鴉
を
聖
鳥
と
す
る
の
は
ロ
ー
マ
神
話
の
太
陽
神
ア
ポ
ロ
（
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ア
ポ
ロ
ー
ン
）
が
知
ら
れ

る
。 

「
神
武
帝
熊
野
の
山
道
に
迷
ひ
玉
ひ
し
時
、
天
照
大
神
八
咫
烏
を
し
て
嚮
導
せ
し
め
玉
へ
る
事
あ
れ
ば
」

「
古
事
記
」
の
「
中
つ
卷
」
の
冒
頭
の
神
武
東
征
の
下
り
の
、
先
に
熊
パ
ー
ト
で
示
し
た
後
に
続
い
て
、 

 
 

 

＊ 

於
是
亦
。
高
木
大
神
之
命
以
覺
白
之
。
天
神
御
子
。
自
此
於
奧
方
莫
使
入
幸
。
荒
神
甚
多
。
今
自
天
。
遣

八
咫
烏
。
故
其
八
咫
烏
引
道
。
從
其
立
後
應
幸
行
。
故
隨
其
敎
覺
。
從
其
八
咫
烏
之
後
幸
行
者
。
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

＊ 

 

是
に
亦
、
高
木

た

か

ぎ

の
大
神

お
ほ
か
み

の
命 め

い

以
ち
て
、
覺 さ

と

し

白
ま
う
し
た
ま

は
く
、 

「
天
つ
神
の
御
子
、
此
れ
よ
り
、
奧
つ
方
、
莫 な

入
り

幸
ま
し
た
ま

ひ
そ
。
荒
ぶ
る
神
、
甚 い

と

、
多 さ

は

に
あ
り
。
今
、
天

よ
り
、
八
咫

や

た

烏
が
ら
す

を
遣
は
し
む
。
故 か

れ

、
其
の
八
咫
烏
、
道
引

み

ち

び

き
な
む
。
其
の
立
た
む
後

し
り
へ

よ
り
幸
行

い

で
應 ま

さ

ね
。」 

と
。
故
、
其
の
敎
へ
覺
し
に
隨
ひ
て
、
其
の
八
咫
烏
の
後
よ
り
幸
行

い

で
ま
し
し
か
ば
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

＊ 

「
高
木
の
大
神
」
は
高
木
を
神
格
化
創
造
神
で
あ
る
高
御
産
巣
日
神

た

か

み

む

す

び

の

か

み

の
こ
と
。「
八
咫
烏
」
に
つ
い
て

は
、
小
学
館
「
日
本
大
百
科
全
書
」
に
（
記
号
の
一
部
を
変
え
、
読
み
は
一
部
を
除
去
し
た
）、『
記
紀
神

話
に
出
て
く
る
大
烏
、
あ
る
い
は
頭
の
大
き
な
大
烏
。「
日
本
書
紀
」
で
は
、
頭
八
咫
烏
』（
こ
れ
で
「
や

た
が
ら
す
」
と
読
む
）『
と
い
う
。
東
征
の
際
、
高
木
神
（
記
）、
天
照
大
神
（
紀
）
に
よ
っ
て
神
武
天
皇

の
も
と
に
派
遣
さ
れ
、
熊
野
か
ら
大
和
に
入
る
険
阻
な
山
中
を
導
く
。
ま
た
紀
で
は
、
兄
磯
城
（
え
し

き
）・
弟
磯
城
（
お
と
し
き
）
の
帰
順
勧
告
に
派
遣
さ
れ
る
』
（「
古
事
記
」
で
は
上
に
続
く
箇
所
に
出
る

が
、
そ
こ
で
は
兄
弟
は
兄
宇
迦
斯

え

う

か

し

・
弟
宇
迦
斯

お

と

う

か

し

と
し
、
兄
は
八
咫
烏
を
追
い
返
す
た
め
に
射
て
い
る
。
そ
の

後
、
偽
計
を
用
い
て
服
従
せ
ん
と
偽
る
も
、
結
果
、
兄
弟
と
も
に
討
た
れ
て
い
る
が
、「
日
本
書
紀
」
で

は
、
弟
は
そ
の
こ
と
を
恐
れ
、
神
饌
を
八
咫
烏
に
献
上
し
、
そ
こ
で
彼
は
神
武
天
皇
の
も
と
へ
と
帰
っ
て
、

兄
磯
城
に
反
抗
の
心
が
あ
る
旨
を
報
告
し
た
と
伝
え
、
弟
は
正
し
く
恭
順
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、

記
紀
両
書
に
は
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
後
に
正
字
化
す
る
が
、
私
の
古
い
本
書
中
の
一
篇
「
牛
王
の
名
義
と

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/11/post-28cbcd.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/11/post-28cbcd.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/11/post-28cbcd.html
http://yab.o.oo7.jp/kumagou.html


烏
の
俗
信
」（
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
十
月
『
郷
土
研
究
』
初
出
）
を
電
子
化
し
て
お
り
、
そ
こ
に
「
日

本
書
紀
」
の
記
載
が
熊
楠
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
）『
鴨
県
主
（
か
も

の
あ
が
た
ぬ
し
）
の
祖
で
あ
る
鴨
建
角
身
命
（
か
も
た
け
つ
の
み
の
み
こ
と
）
が
化
し
た
も
の
と
も
い
い

（「
新
撰
姓
氏
録
（
し
ん
せ
ん
し
ょ
う
じ
ろ
く
）」「
古
語
拾
遺
」）、
そ
の
子
孫
は
葛
野
主
殿
県
主
（
か
ど

の
の
と
の
も
り
の
あ
が
た
ぬ
し
）
と
も
い
わ
れ
る
（
紀
）』。『
烏
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
日
神
の
使

者
、
熊
野
の
み
さ
き
、
ト
ー
テ
ム
動
物
の
ほ
か
戦
陣
で
危
急
を
救
う
鳥
な
ど
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
』、『
烏
が
神
秘
な
能
力
を
も
つ
こ
と
を
示
す
。
こ
の
話
を
神
武
伝
承
に
結
び
付
け
た
氏
族
に
つ

い
て
は
、
主
殿
寮
（
と
の
も
り
づ
か
さ
）
の
殿
部
（
と
の
べ
）
と
し
て
葛
野
県
の
鴨
県
主
と
す
る
の
が
通

説
で
あ
る
が
、
大
伴
（
お
お
と
も
）
氏
と
す
る
異
説
も
あ
る
』
と
あ
る
。 

「
ラ
マ
ヤ
ナ
ム
」
古
代
イ
ン
ド
の
大
長
編
叙
事
詩
「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
典
の
一
つ

で
、「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
」
と
並
ぶ
イ
ン
ド
二
大
叙
事
詩
の
一
つ
。
全
七
巻
。
成
立
は
紀
元
三
世
紀
頃

で
、
詩
人
ヴ
ァ
ー
ル
ミ
ー
キ
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
話
と
古
代
英
雄
コ
ー
サ
ラ
国
の
ラ
ー
マ
王
子
の
伝

説
を
編
纂
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
先
に
示
し
た
後
の
「
牛
王
の
名
義
と
烏
の
俗
信
」
で
も
、
熊
楠
は
『
イ

ン
ド
に
は
、『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
に
、
神
軍
、
鬼
軍
と
戦
う
て
敗
走
す
る
時
、
烏
来
た
っ
て
閻
魔
（
ヤ

マ
）
を
助
く
。
そ
の
報
酬
に
葬
饌
を
烏
の
得
分
と
し
、
烏
こ
れ
を
享
く
る
時
、
死
人
の
霊
、
楽
土
に
往
き

得
と
定
む
』
と
再
度
、
述
べ
て
い
る
。 

「
神
軍
鬼
軍
と
戰
て
敗
走
す
る
時
、
閻
魔
烏
に
助
け
ら
る
、
そ
の
報
酬
に
、
葬
饌
を
烏
の
得
分
と
し
、
烏

そ
の
食
を
受
く
る
時
、
死
人
の
靈
樂
土
に
往
き
得
と
定
む
」
私
は
「
ラ
ー
マ
ヤ
ナ
ー
」
を
読
ん
だ
こ
と
も

な
く
、
所
持
も
し
な
い
の
で
よ
く
判
ら
な
い
が
、
ウ
ィ
キ
の
「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
の
登
場
人
物
一
覧
」
及
び

「
ガ
ル
ダ
」
に
よ
れ
ば
、「
鳥
族
」
と
し
て
鳥
神
「
ガ
ル
ダ
」
を
挙
げ
、『
ラ
ー
マ
軍
の
危
機
を
助
け
に
現

れ
る
』
と
記
す
。
イ
ン
ド
神
話
に
登
場
す
る
炎
の
よ
う
に
『
光
り
輝
き
、
熱
を
発
す
る
と
さ
れ
る
神
鳥
』

で
、『
ガ
ル
ダ
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
や
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
に
よ
る
名
称
で
、
パ
ー
リ
語
』（
南
伝
上
座
部
仏
教

現
（
存
す
る
最
古
の
仏
教
の
宗
派
）
の
経
典
で
使
用
さ
れ
る
言
語
）『
で
は
「
ガ
ル
ラ
」』、『
英
語
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
な
ど
で
は
「
ガ
ル
ー
ダ
」
と
い
う
。
カ
シ
ュ
ヤ
パ
と
ヴ
ィ
ナ
タ
ー
の
息
子
で
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ

の
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
（
神
の
乗
り
物
）
で
あ
る
。
ガ
ル
ダ
の
名
は
』「
ガ
ル
」、「
飲
み
込
む
」
の
『
意
に
由
来

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
』。
そ
の
一
族
は
イ
ン
ド
神
話
に
於
い
て
人
々
に
恐
れ
ら
れ
る
ナ
ー
ガ
族

（
蛇
・
竜
の
族
類
）
と
『
敵
対
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ら
を
退
治
す
る
聖
鳥
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
猛
禽
類
や
孔
雀
は
蛇
を
食
べ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
単
に
鷲
の

姿
で
描
か
れ
た
り
、
人
間
に
翼
が
生
え
た
姿
で
描
か
れ
た
り
も
す
る
が
、
基
本
的
に
は
人
間
の
胴
体
と
鷲

の
頭
部
・
嘴
・
翼
・
爪
を
持
つ
、
翼
は
赤
く
全
身
は
黄
金
色
に
輝
く
巨
大
な
鳥
と
し
て
描
か
れ
る
』
と
あ

り
、
カ
ラ
ス
は
形
象
と
し
て
出
な
い
。
し
か
し
、
ガ
ル
ダ
は
仏
教
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
、
仏
教
の
守
護
神

「
迦
楼

か

る

羅
天

ら

て

ん

」
で
八
部
衆
・
二
十
八
部
衆
の
一
員
と
な
っ
た
後
、
飛
翔
と
形
状
か
ら
し
ば
し
ば
烏
天
狗
と

同
一
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
腑
に
は
落
ち
る｡

 

「
ヷ
ル
チ
ユ
ー
ル
」
英
語
の
「v

u
ltu

re

」（
ヴ
ァ
ル
チ
ュ
ー
ル
）
で
、
こ
こ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
産
の
ハ
ゲ
ワ
シ
類
（
タ
カ
目
タ
カ
科
ハ
ゲ
ワ
シ
亜
科 

A
eg

y
p
iin

ae 

と
ヒ
ゲ
ワ
シ
亜
科 

G
y
p
aetin

ae 

と
に
属
す
る
。
但
し
、
こ
の
英
単
語
は
南
米
産
の
ハ
ゲ
ワ
シ
と
は
縁
の
な
い
コ
ン
ド
ル
類

（
タ
カ
目
コ
ン
ド
ル
亜
目
コ
ン
ド
ル
科 

C
ath

artid
ae

）
を
指
す
語
で
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
）
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
後
に
熊
楠
が
示
す
、
イ
タ
リ
ア
の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ

http://yab.o.oo7.jp/kumagou.html
http://yab.o.oo7.jp/kumagou.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%83%A4%E3%83%8A%E3%81%AE%E7%99%BB%E5%A0%B4%E4%BA%BA%E7%89%A9%E4%B8%80%E8%A6%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AC%E3%83%AB%E3%83%80
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ス
（C

o
u
n
t A

n
g
elo

 D
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u
b
ern
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一
八
四
〇
年
～
一
九
一
三
年
）
の
、「T

h
e G

o
d
 o

f th
e 

E
g
yp

tia
n
s

」
第
二
巻
を
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
発
見
出
来
た
の
で
、
当
該
部
（
左
ペ
ー
ジ
中
央
の
段
落
）

を
見
た
と
こ
ろ
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e d
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 b
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 m
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 b
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と
あ
っ
て
、
冒
頭
で
ハ
ゲ
ワ
シ
は
種
々
の
世
界
神
話
の
中
の
神
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
神
鳥
と
し
て
の
彼

ら
は
、
死
者
や
死
に
つ
つ
あ
る
人
の
上
空
を
ホ
バ
リ
ン
グ
し
、
人
間
の
肉
を
喰
ら
い
、
し
か
も
彼
ら
は

皆
、
女
性
で
あ
る
、
と
あ
る
。
こ
れ
、
北
欧
神
話
で
お
馴
染
み
の
、
戦
場
で
生
き
る
者
と
死
ぬ
者
を
定
め

る
女
性
及
び
そ
の
軍
団
、
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
（
ド
イ
ツ
語
「W

alk
ü
re

」・
古
ノ
ル
ド
語
「v

alk
y
rja

」（
ヴ
ァ

ル
キ
ュ
リ
ャ
）。
「
戦
死
者
を
選
ぶ
も
の
」
の
意
。
戦
場
で
死
ん
だ
者
の
半
分
を
オ
ー
ジ
ン
の
治
め
る
死
者

の
館
ヴ
ァ
ル
ホ
ル
へ
連
れ
て
行
く
役
目
を
担
う
と
さ
れ
、
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
を
伴
っ
て
描
か
れ
た
り
、
ま

た
、
白
鳥
や
馬
と
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
ウ
ィ
キ
の
「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
」
に
あ
る
）
と
属
性
と

名
が
似
て
い
る
の
は
、
偶
然
と
は
思
え
な
い
気
が
し
た
。
な
お
、
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス
の
引
用
書
誌
に
出
る

「l.c.

」
は
「lo

c. cit.

」
と
も
書
き
、
ラ
テ
ン
語
の
「lo

co
 citato

」
の
省
略
形
で
、「
示
し
た
場
所
に
あ

る
」
の
意
味
を
持
つ
。
こ
の
語
は
、
脚
注
や
尾
注
や
引
用
や
参
考
文
献
に
於
い
て
、
直
前
に
示
し
た
文
献

と
同
じ
文
献
で
同
じ
ペ
ー
ジ
の
場
合
に
使
用
さ
れ
る
。 

「
元
享
釋
書
」
「
元
亨
釋
書
」（
げ
ん
こ
う
し
ゃ
く
し
ょ
）
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。
漢
文
体
で
記
さ
れ
た
日
本

初
の
本
格
仏
教
通
史
で
、
臨
済
僧
虎
関
師
錬
（
弘
安
元
（
一
二
七
八
）
年
～
興
国
七
／
貞
和
二
（
一
三
四

六
）
年
）
が
鎌
倉
末
期
の
元
亨
二
（
一
三
二
二
）
年
に
完
成
さ
せ
、
朝
廷
に
上
呈
さ
れ
た
。
全
三
十
巻
。 

「
釋
書
」
の
「
釋
氏
」
で
「
仏
陀
」
の
意
。
収
録
内
容
は
仏
教
伝
来
以
降
、
鎌
倉
後
期
ま
で
の
実
に
七
百

余
年
に
及
び
、
名
僧
の
伝
記
や
俯
瞰
的
な
仏
教
史
を
記
す
。
南
北
朝
時
代
に
は
既
に
大
蔵
経
に
所
収
さ
れ

て
い
る
。 

「
某
大
后
遺
令
し
て
玉
體
を
野
に
棄
て
し
め
し
事
あ
り
」
所
持
す
る
「
元
亨
釈
書
」
の
電
子
デ
ー
タ
で
検

索
し
て
み
た
が
、
そ
れ
ら
し
い
も
の
に
行
き
当
た
ら
な
か
っ
た
。
悪
し
か
ら
ず
。 

「
雍
州
府
志
」「
雍
州
」
は
旧
国
名
で
あ
る
山
城
国
（
京
都
府
）
の
雅
号
。
沿
革
・
寺
社
・
風
俗
・
産

物
・
古
跡
・
陵
墓
に
分
け
て
記
し
た
地
誌
。
十
巻
。
儒
医
黒
川
道
祐
の
撰
に
な
り
、
天
和
二
（
一
六
八

二
）
年
に
完
成
さ
せ
、
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
の
林
信
篤
・
人
見
竹
洞
の
序
を
附
し
て
、
貞
享
三
年
に

自
費
出
版
し
た
。 

「
京
都
紫
野
古
阿
彌
谷
に
林
葬
行
は
れ
、
死
人
を
石
上
に
置
去
り
、
狐
狸
に
食
わ
せ
し
由
」
「
古
阿
彌

https://archive.org/details/TheGodsOfTheEgyptians-vol2-bySamySalah_182/page/n483/mode/2up
https://archive.org/details/TheGodsOfTheEgyptians-vol2-bySamySalah_182/page/n483/mode/2up
https://archive.org/details/TheGodsOfTheEgyptians-vol2-bySamySalah_182/page/n483/mode/2up
https://archive.org/details/TheGodsOfTheEgyptians-vol2-bySamySalah_182/page/n483/mode/2up
https://archive.org/details/TheGodsOfTheEgyptians-vol2-bySamySalah_182/page/n483/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AF%E3%83%AB%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%AC


谷
」
は
判
ら
ぬ
が
、「
紫
野
」
は
こ
の
大
徳
寺
か
ら
船
岡
山
周
辺
の
広
域
地
名
で
あ
る
。
か
な
り
手
こ
ず

っ
た
が
、「
国
文
学
研
究
資
料
館
」
の
当
該
書
の
オ
ー
プ
ン
・
デ
ー
タ
画
像
で
、「
雍
州
府
志
補
遺 

古
蹟

門 

愛
宕
の
郡
」
の
最
初
に
あ
る
の
を
見
出
せ
た
。
訓
読
し
て
示
す
。（
読
み
の
内
ひ
ら
が
な
は
私
が
推

定
で
附
し
た
も
の
）。 

 
 

 

＊ 

古
阿
彌

こ

あ

み

の
谷 

大
德
寺
の
西
北
に
在
り
。
中
世
、
本
朝
に
於
い
て
も
亦
、
五
葬
有
り
。
所
謂
る
、
火
葬
・

土
葬
・
水
葬
・
野
葬
・
林
葬
、
是
な
り
。
斯 か

の
處
、
巨
松
の
下
に
、
大
石
有
り
、
其
の
形
、
大
皷

お
ほ
つ
づ
み

に
似

り
。
之
に
依
て
、
大
皷
石
と
謂
ふ
。
土
人
、
林
葬
の
塲
に
し
て
新
死

し

ん

し

の
人
、

則
す
な
は
ち

、
屍
を
斯
の
石
に
靠

ヨ
セ
カ

け
、
衣
を
覆

お
ほ
ひ

て
去
る
。
夜
に
入
て
、
狐
狸
、
之
を
食
ふ
。
誠
、
不
仁
の

甚

は
な
は
だ
し
き

な
り
。
近
世
、
斯
の
儀
、

無
し
。
石
も
亦
、
今
、
亡 な

し
。
其
の
松
の
存
す
る
の
み
。
古
阿
彌
の
號
、
其
の
謂

い
は
れ

を
知
ら
ざ
る
な
り
。
野

僧
古
阿
彌
、
之
に
住
す
る
か
。
斯
の
地
、
今
、
大
德
寺
の
中
、
寸
松
菴
に
屬
す
。
後
山
と
爲
る
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
最
後
の
叙
述
か
ら
、
位
置
が
推
定
出
来
る
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、
サ
イ
ト
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
京
都
」
の
「
寸
松
庵
・
梅
巌
庵
趾
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
中
央
附
近
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
っ
た
。 

「
長
明
の
發
心
集
卷
四
に
、…

…

」
鴨
長
明
の
「
發
心
集
」
の
「
一 

唐
房
法
橋
、
發
心
の
事
」（
行

ぎ
ょ
う

円 え
ん

阿
闍
梨
の
通
称
で
、
三
井
寺
の
唐
房
に
住
ん
だ
。
源
国
挙

く
に
た
か

の
長
男
で
永
承
二
（
一
〇
四
七
）
年
没
）
で
あ

る
。
熊
楠
の
指
す
そ
れ
は
、
伝
本
に
よ
っ
て
ズ
レ
が
あ
り
、「
第
五
」
巻
頭
に
配
さ
れ
て
あ
る
も
の
も
あ

る
。「
日
本
古
典
ビ
ュ
ー
ア
」
の
こ
ち
ら
（
こ
れ
は
「
卷
四
」
所
収
版
）
か
ら
視
認
し
た
。
読
み
は
一
部

に
留
め
、
句
読
点
を
打
ち
、
濁
点
を
追
加
し
、
段
落
を
成
形
し
た
。
踊
り
字
「
〱
」
は
正
字
化
し
た
。
歴

史
的
仮
名
遣
の
誤
り
は
マ
マ
で
あ
る
。
差
し
は
さ
ん
だ
注
は
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
の
三
木
紀
人
（
す
み

と
）
氏
の
校
注
本
（
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
刊
）
を
参
考
に
附
し
た
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 

唐
房
の
法
橋
、
發
心
の
事 

 

中
ご
ろ
、
但
馬
守
國
擧
が
子
に
、
所
の
雜
色

ざ
ふ
し
き

國
輔
と
い
ふ
人
、
あ
り
け
り
。
あ
る
宮
ば
ら
の
は
し
た
物

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
召
使
の
女
。］
を
思
ひ
て
、
こ
ゝ
ろ
ざ
し
、
ふ
か
ゝ
り
け
る
比
、
ち
ゝ
の
、
た
じ
ま

の
か
み
に
て
下
り
け
れ
ば
、
え
さ
ら
ぬ
こ
と
に
て
、
は
る
か
に
ゆ
き
け
り
。
一
日
二
日
の
た
え
ま
だ
に
、

わ
り
な
く
お
ぼ
ゆ
る
を
、
た
ち
わ
か
れ
て
は
、
た
へ
ぬ
べ
く
も
あ
ら
ね
ど
、
い
か
ゞ
は
せ
ん
、
さ
ま
ざ
ま

に
か
た
ら
ひ
を
き
つ
つ
、
な
く
な
く
別
れ
に
け
り
。 

 

國
に
く
だ
り
て
も
、
こ
れ
よ
り
外
に
、
心
に
か
く
る
事
な
し
。
京
の
た
よ
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
京
都

へ
何
か
を
送
る
便 び

ん

が
あ
る
た
び
に
。］
ご
と
に
文
を
や
れ
ど
、
と
ゞ
か
ず
、
さ
は
り
が
ち
に
て
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
女
の
方
に
障
り
が
あ
っ
て
。］、
返
り
事
も
見
ず
、
い
ぶ
せ
く
て
の
み
、
と
し
月
を
送
る
あ
ひ
だ

に
、
こ
と
の
た
よ
り
に
人
の
か
た
る
を
き
け
ば
、 

「
京
に
は
、
人
、
お
ほ
く
病
み
て
、
世
の
中
、
さ
は
が
し
く
な
ん
あ
る
。」 

と
い
ふ
に
も
、
ま
づ
、
お
ぼ
つ
か
な
き
事
、
か
ぎ
り
な
し
。 

 

か
く
し
つ
つ
、
か
ら
う
じ
て
、
京
へ
の
ぼ
り
給
ひ
つ
。 

 

し
か
あ
り
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
に
そ
の
女
と
よ
く
逢
い
に
行
っ
た
、
の
意
か
。］
宮
の
う
ち
を
た

づ
ぬ
れ
ば
、 

「
は
や
、
れ
い
な
ら
ぬ
こ
と
あ
り
て
、
出
給
ひ
に
き
。」 

https://www.google.com/maps/@35.0426227,135.7451308,16z
http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_CODE=0257-031301&IMG_SIZE=1000%2C800&PROC_TYPE=null&SHOMEI=%E3%80%90%E9%9B%8D%E5%B7%9E%E5%BA%9C%E5%BF%97%E3%80%91&REQUEST_MARK=null&OWNER=null&BID=null&IMG_NO=382
http://base1.nijl.ac.jp/iview/Frame.jsp?DB_ID=G0003917KTM&C_CODE=0257-031301&IMG_SIZE=1000%2C800&PROC_TYPE=null&SHOMEI=%E3%80%90%E9%9B%8D%E5%B7%9E%E5%BA%9C%E5%BF%97%E3%80%91&REQUEST_MARK=null&OWNER=null&BID=null&IMG_NO=382
https://www2.city.kyoto.lg.jp/somu/rekishi/fm/ishibumi/html/ki019.html
https://www2.city.kyoto.lg.jp/somu/rekishi/fm/ishibumi/html/ki019.html
https://www2.city.kyoto.lg.jp/somu/rekishi/fm/ishibumi/html/ki019.html
https://www2.city.kyoto.lg.jp/somu/rekishi/fm/ishibumi/html/ki019.html
https://www.google.com/maps/place/%E5%AD%A4%E7%AF%B7%E5%BA%B5/@35.0429891,135.7357459,1830m/data=!3m1!1e3!4m8!1m2!2m1!1z57Sr6YeO44CA5Y-k6Zi_5byl6LC344CA5aSn5Y6f!3m4!1s0x6001a81d9b412eaf:0x72c34360699206a0!8m2!3d35.0432425!4d135.739884
https://www.google.com/maps/place/%E5%AD%A4%E7%AF%B7%E5%BA%B5/@35.0429891,135.7357459,1830m/data=!3m1!1e3!4m8!1m2!2m1!1z57Sr6YeO44CA5Y-k6Zi_5byl6LC344CA5aSn5Y6f!3m4!1s0x6001a81d9b412eaf:0x72c34360699206a0!8m2!3d35.0432425!4d135.739884
https://www.google.com/maps/place/%E5%AD%A4%E7%AF%B7%E5%BA%B5/@35.0429891,135.7357459,1830m/data=!3m1!1e3!4m8!1m2!2m1!1z57Sr6YeO44CA5Y-k6Zi_5byl6LC344CA5aSn5Y6f!3m4!1s0x6001a81d9b412eaf:0x72c34360699206a0!8m2!3d35.0432425!4d135.739884
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200019018&pos=142&lang=ja


と
言
ふ
。 

 

使
ひ
、
む
な
し
く
か
へ
り
て
、
此
よ
し
を
か
た
る
に
、
ふ
と
、
む
ね
ふ
た
が
り
て
、
何
の
あ
や
め
も
お

ぼ
え
ず
、
立
ち
か
へ
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
折
り
返
し
。］、
ゆ
く
ゑ
、
た
づ
に
や
り
た
れ
ど
、
し
る
人
も

な
し
。
す
べ
き
か
ら
な
く
て
、
心
の
あ
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
激
し
い
い
と
お
し
さ
に
任
せ

て
。］
、
す
ゞ
ろ
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
当
て
も
な
く
。］
馬
に
う
ち
の
り
て
、
う
ち
出
に
け
り
。 

「
西
の
京
の
か
た
に
こ
そ
、
し
る
人
、
あ
る
や
う
に
聞
き
し
が
。」 

と
ば
か
り
、
ほ
の
か
に
思
ひ
出
て
、
い
づ
く
と
も
な
く
た
づ
ね
あ
り
く
程
に
、
あ
や
し
げ
な
る
家
の
前

に
、
此
女
の
使
ひ
し
め
の
わ
ら
は
、
た
て
り
。 

 

い
と
う
れ
し
く
て
、 

『
物
い
は
ん
。』 

と
思
ふ
ほ
ど
に
、
か
く
る
ゝ
や
う
に
て
、
家
の
内
へ
逃
入
い
を
、
馬
よ
り
お
り
て
、
入
て
見
れ
ば
、
此
を

ん
な
、
う
ち
そ
ば
み
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
顔
を
背
け
て
。］
、
か
み
を
け
づ
り
て
な
む
、
ゐ
た
り
け
る
。 

「
あ
な
、
い
み
じ
く
お
は
し
け
る
は
。」 

と
て
、
う
し
ろ
を
い
だ
き
て
、
日
比
の
い
ぶ
せ
か
り
つ
る
事
な
む
、
念
ご
ろ
に
か
た
ら
へ
ど
、
い
ら
へ
も

せ
ず
、
さ
め
ざ
め
と
、
な
く
よ
り
外
の
こ
と
な
し
。 

「
わ
れ
を
恨
む
る
な
り
け
り
。」 

と
、
あ
は
れ
に
、
こ
ゝ
ろ
く
る
し
う
お
ぼ
え
て
、
な
み
だ
を
を
さ
へ
つ
ゝ
、
さ
ま
ざ
ま
に
な
ぐ
さ
め
ゐ
た

り
。 

「
さ
て
も
、
な
ど
か
は
後
を
の
み
む
け
た
ま
へ
る
。
い
つ
し
か
、
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
思
ふ
に
、
今
さ
へ

い
ぶ
せ
く
。」 

と
て
、
ひ
き
む
け
ん
と
す
る
に
、
い
と
ゞ
な
き
ま
さ
り
て
、
さ
ら
に
お
も
て
を
む
か
へ
ず
。 

「
あ
な
、
い
み
じ
。
心
ふ
か
く
も
お
ぼ
し
入
た
る
か
な
。」 

と
て
、
し
ひ
て
、
ひ
き
む
く
れ
ば
、
ふ
た
つ
の
ま
な
こ
、
な
し
。
木
の
ふ
し
の
ぬ
け
た
る
ご
と
く
に
て
、

す
べ
て
め
も
あ
て
ら
れ
ず
。 

 

こ
ゝ
ろ
ま
ど
ひ
、
と
ば
か
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
暫
く
は
。］、
物
も
い
は
れ
ぬ
を
、
ね
ん
じ
て
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
気
を
取
り
直
し
て
。］、 

「
さ
て
も
、
い
か
な
り
し
こ
と
ぞ
。」 

と
と
問
ふ
。
主 ぬ

し

は
、
ね
を
の
み
泣
き
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
泣
き
声
を
た
て
る
ば
か
り
で
。］
、
と
も
か
く

も
い
は
は
ね
ば
、
あ
り
つ
る
め
の
わ
ら
は
な
ん
、
な
く
な
く
、
こ
と
の
あ
り
し
や
う
を
か
た
り
け
る
。 

「
御
く
だ
り
の
後
、
し
ば
し
は
、『
御
文
も
、
な
ど
か
あ
る
か
』
と
、
人
し
れ
ず
ま
ち
た
ま
ひ
し
か
ど
、

さ
ら
に
御
を
と
づ
れ
も
な
く
て
、
一
年
と
せ
、
ふ
た
と
せ
、
過
ぎ
に
し
か
ば
、
物
を
の
み
お
ぼ
し
て
、
あ

か
し
く
ら
し
給
ひ
し
あ
い
だ
に
、
御
や
ま
ひ
づ
き
た
ま
ひ
て
、
宮
を
出
た
ま
ひ
き
。
し
た
し
き
御
あ
た
り

に
も
、
た
よ
り
あ
し
き
事
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
不
都
合
な
こ
と
。］
ど
も
あ
り
て
、
さ
る
べ
き
と
こ
ろ
も

侍
ら
ざ
り
し
か
ば
、
こ
れ
に
て
あ
つ
か
ひ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
看
病
し
。］
た
て
ま
つ
り
し
ほ
ど
に
、
は

か
な
く
て
、
息
も
う
し
な
ひ
に
き
。『
今
は
を
き
奉
り
て
も
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
早
、
こ
こ
に
お
い
て

置
き
申
し
上
げ
て
も
。］、
か
ひ
な
し
』
と
て
、
此
ま
へ
の
㙒
に
を
き
た
て
ま
つ
り
し
程
に
、
日
中
（
ひ
な

か
）
ば
か
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
そ
の
日
の
正
午
頃
に
。］
あ
り
て
な
む
、
思
ひ
の
外
に
、
お
き
か
へ
り

給
ひ
に
し
。
そ
の
あ
ひ
だ
に
、
か
ら
す
な
ど
の
し
わ
ざ
に
、
は
や
く
、
い
ひ
か
ひ
な
き
こ
と
に
な
り
て
侍



れ
ば
、
と
か
く
申
す
ば
か
り
な
し
。
わ
ざ
と
も
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
私
ど
も
の
方
か
ら
。］
た
づ
ね
奉
る

べ
き
に
て
こ
そ
侍
り
し
か
ど
、
此
御
あ
り
さ
ま
の
こ
ゝ
ろ
う
さ
に
、『
今
は
、
い
か
で
世
に
あ
る
も
の

と
、
人
に
し
ら
れ
じ
』［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
か
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
上
は
、
何
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

醜
き
姿
と
な
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
ら
れ
る
ぬ
よ
う
に
せ
ね
ば
。］
と
、
ふ
か
く
お
ぼ
し
た
る
も
、

こ
と
は
り
な
れ
ば
、『
か
く
れ
た
て
ま
つ
ら
ん
』
と
、
つ
か
ま
つ
る
な
り
。」 

と
、
な
み
だ
を
お
さ
へ
つ
ゝ
、
か
た
る
を
き
く
に
、
心
う
く
、
か
な
し
き
事
、
か
ぎ
り
な
し
。 

「
な
に
の
む
く
ひ
に
て
、
か
ゝ
る
め
を
み
る
ら
ん
。
今
は
、
此
世
の
か
ぎ
り
に
こ
そ
、
あ
り
け
れ
。」 

と
て
、
や
が
て
、
こ
れ
よ
り
、
ひ
え
の
山
へ
の
ぼ
り
、
甘
露
寺
の
敎
靜
僧
都

け
う
じ
や
う
そ
う
づ

の
房
に
、
慶
祚

け

い

そ

の
㐧
子
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
弟
子
。］
に
て
、
眞
言
の
ひ
ほ
う
を
傳
ふ
。
唐
坊

た
う
ば
う

の
法
橋
行
因

ぎ
や
う
ゐ
ん

と
い
ひ
し
は
此
人
な
り
。

山
王
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
比
叡
山
の
地
主
神
。
坂
本
の
日
吉
（
旧
称
は
「
ひ
え
」）
大
社
に
祀
ら
れ
て
あ

る
。］
に
あ
ひ
た
て
ま
つ
り
て
、
か
ん
じ
や
う
し
奉
り
け
る
人
な
り
。 

 

こ
の
人
、
は
じ
め
て
山
へ
の
ぼ
り
け
る
時
、
我
も
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
彼
自
身
も
。］
は
か
ば
か
し
う

み
ち
も
し
ら
ず
、
し
る
べ
す
る
人
も
な
か
り
け
れ
ば
、
人
に
と
ひ
つ
つ
、
た
ど
る
た
ど
る
、
ゆ
き
け
る

を
、「
水
の
み
」
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
西
坂
本
か
ら
比
叡
山
に
登
る
途
中
の
地
。］
と
い
ふ
所
に
て
、
だ
ん

な
そ
う
づ
覺
運
と
い
ふ
人
、
行
あ
ひ
て
、
い
と
あ
や
し
く
、
事
の
さ
ま
を
み
る
に
、 

「
出
家
し
に
の
ぼ
る
人
に
こ
そ
。
い
み
じ
う
、
ち
ゑ
、
か
し
こ
き
ま
な
こ
、
も
ち
た
る
人
か
な
。
い
づ
く

へ
ゆ
く
ぞ
。
み
よ
。」 

と
て
、
人
を
つ
け
や
り
て
げ
り
。 

 

つ
か
ひ
、
か
へ
り
き
て
、 

「
し
か
じ
か
、
甘
露
寺
僧
都
の
も
と
へ
、
入
り
ぬ
。」 

と
い
ひ
け
れ
ば
、 

「
さ
れ
ば
こ
そ
。
あ
は
れ
、
い
み
じ
か
り
つ
る
智
者
を
、
慈
覺
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
円
仁
。
叡
山
の
山
門

派
の
祖
と
さ
れ
る
。］
の
門
人
に
な
さ
で
、
智
證

ち
し
や
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
円
珍
。
山
門
派
と
対
立
し
た
比
叡

山
寺
門
派
の
祖
と
さ
れ
る
。］
の
な
が
れ
へ
や
り
つ
る
、
く
ち
お
し
き
こ
と
な
り
。」 

と
、
の
た
ま
ひ
け
る
。 

 

此
人
、
眞
言
、
習
ひ
初
め
け
る
比
、
師
の
お
ほ
阿
闍
梨
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
先
の
慶
祚
か
。］
の
、『
心

み
ん
』
と
や
思
は
れ
け
ん
、 

「『
を
と
こ
に
て
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
俗
人
の
男
で
あ
っ
た
折
に
は
。］、
物
の
眞
似
を
よ
く
し
給
ひ

て
、
お
か
し
き
か
た
に
、
人
に
き
う
ぜ
ら
れ
け
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
人
に
興

き
や
う

ざ
れ
ら
れ
け
り
」。
滑
稽

な
所
作
を
成
し
て
は
人
を
楽
し
ま
せ
な
さ
れ
た
。］
』
と
聞
き
つ
る
な
り
。
千
秋
萬
歲

せ
ん
し
う
ば
ん
ぜ
い

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

長
寿
や
繁
昌
を
予
祝
す
る
大
道
芸
の
舞
い
。
被
差
別
民
が
生
業
と
し
た
芸
で
あ
る
。］
し
給
へ
。
見
ん
。」 

と
言
は
れ
け
れ
ば
、
ま
た
こ
と
も
な
く
、 

「
う
け
給
は
り
ぬ
。」 

と
て
、
經
の
つ
ゝ
み
紙
の
あ
り
け
る
を
、
か
し
ら
に
う
ち
か
づ
き
て
、
め
で
た
く
ま
ふ
た
り
け
れ
ば
、
あ

じ
や
り
、
な
み
だ
を
お
と
し
て
は
、 

「『
さ
だ
め
て
、
い
な
び
す
ら
ん
』
と
こ
そ
思
ひ
つ
る
に
、
ま
こ
と
の
道
心
者
な
り
け
り
。
い
と
と
う

し
」
と
ぞ
、
讃
め
給
ひ
け
る
。 

 
 

 

＊ 



「
熊
野
は
伊
弉
册
尊
御
陵
の
あ
る
地
」
和
歌
山
県
新
宮
市
の
熊
野
速
玉
大
社
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
こ
こ
は
祭
神
で
あ
っ
て
、
陵
墓
で
は
な
い
。
但
し
、
次
の
次
の
注
を
参
照
。 

「
近
松
の
傾
城
反
魂
香
」
近
松
門
左
衛
門
作
の
人
形
浄
瑠
璃
で
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
に
大
坂
竹
本
座

で
初
演
さ
れ
た
。
私
は
何
度
も
文
楽
で
見
て
い
る
が
、
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
の
は
「
土
佐
将
監
閑
居
の

場
」
の
手
水
鉢
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
で
あ
ろ
う
か
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
ウ
ィ
キ
の
「
傾
城
反
魂
香
」
を
見
ら
れ

た
い
。 

「
妙
法
山
」
紀
州
の
南
端
に
位
置
す
る
海
抜
七
百
四
十
九
メ
ー
ト
ル
の
山
。
古
く
か
ら
「
黄
泉
の
国
」

（
伊
耶
那
美
命
は
死
後
に
そ
の
暗
黒
神
と
な
っ
た
）
へ
の
入
り
口
と
さ
れ
、
信
仰
を
集
め
、
山
頂
に
は
真

言
宗
妙
法
山
阿
弥
陀
寺
が
あ
る
。］ 

                             

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%82%BE%E5%9F%8E%E5%8F%8D%E9%AD%82%E9%A6%99
https://www.google.com/maps/place/%E5%A6%99%E6%B3%95%E5%B1%B1+%E9%98%BF%E5%BC%A5%E9%99%80%E5%AF%BA/@33.709452,135.9149557,12.5z/data=!4m5!3m4!1s0x60063fc0e4425395:0x3ddbd9fc627c8e17!8m2!3d33.655737!4d135.8869438
https://www.google.com/maps/place/%E5%A6%99%E6%B3%95%E5%B1%B1+%E9%98%BF%E5%BC%A5%E9%99%80%E5%AF%BA/@33.709452,135.9149557,12.5z/data=!4m5!3m4!1s0x60063fc0e4425395:0x3ddbd9fc627c8e17!8m2!3d33.655737!4d135.8869438
https://www.google.com/maps/place/%E5%A6%99%E6%B3%95%E5%B1%B1+%E9%98%BF%E5%BC%A5%E9%99%80%E5%AF%BA/@33.709452,135.9149557,12.5z/data=!4m5!3m4!1s0x60063fc0e4425395:0x3ddbd9fc627c8e17!8m2!3d33.655737!4d135.8869438


 
○
鶴
、
志
摩
國
大
歲
の
神
は
本
體
鶴
に
て
、
内
宮
の
末
社
な
り
、
故
に
、
神
宮
の
社
司
、
鶴
を
食
は
ず

と
ぞ
（
倭
姬
命
世
記
、
弘
安
九
年
太
神
宮
參
詣
記
、
兼
邦
百
首
歌
抄
參
看
）。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鶴
」
ツ
ル
目
ツ
ル
科 

G
ru

id
ae 

の
ツ
ル
類
。
現
行
で
は
ツ
ル
科
は
カ
ン
ム
リ
ヅ
ル

属 
B

a
lea

rica

・
ツ
ル
属 

G
ru

s

・
ア
ネ
ハ
ヅ
ル
属 

A
n
th

ro
p
o
id

es

・
ホ
オ
カ
ザ
リ
ヅ
ル
属 

B
u
g
era

n
u
s 

に

分
か
れ
る
。
我
々
が
「
鶴
」
と
聴
い
て
即
座
に
想
起
す
る
の
は
ツ
ル
属
タ
ン
チ
ョ
ウ 

G
ru

s ja
p

o
n

en
sis 

や
マ
ナ
ヅ
ル 

G
ru

s vip
io

 
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
渡
り
の
分
布
か
ら
、
江
戸
以
前
の
日
本
人
の
想
像
す
る

「
鶴
」
を
そ
れ
と
限
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
を
含
め
て
博
物
誌
と
し
て

の
鶴
に
つ
い
て
は
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
一 

水
禽
類 

鶴
」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
志
摩
國
大
歲
」（
お
ほ
ど
し
）「
の
神
」
原
座
の
三
重
県
志
摩
市
磯
部
町
恵
利
原
字
穂
落

ほ
お
と
し

の
川
辺

か
わ
な
べ

と
通
称

さ
れ
る
地
域
に
鎮
座
す
る
、
伊
勢
神
宮
皇
大
神
宮
内
宮
の
別
宮
伊
雑
宮

い
ざ
わ
の
み
や

が
所
管
す
る
社
で
伊
勢
神
宮
百
二

十
五
社
の
一
つ
で
あ
る
佐
美
長
神
社
（
さ
み
な
が
じ
ん
じ
ゃ
：
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同

じ
）。
サ
イ
ト
「
伊
勢
志
摩
き
ら
り
千
選
」
の
「
佐
美
長
神
社
」
に
よ
れ
ば
、『
佐
美
長
神
社
は
、
か
つ
て

「
真
名
鶴
（
ま
な
づ
る
）
伝
承
」
に
登
場
す
る
伝
説
に
ち
な
ん
だ
神
社
で
、
伊
雑
宮
誕
生
に
ま
つ
わ
る

「
白
真
名
鶴
（
し
ろ
ま
な
づ
る
）」
の
霊
を
ま
つ
っ
た
神
社
と
し
て
知
ら
れ
、
別
名
を
「
穂
落
宮
（
ほ
お

と
し
み
や
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
』
る
と
あ
り
、「
真
名
鶴
伝
承
」
そ
の
一
と
し
て
、『
皇
大
神
宮
御
鎮
座

の
翌
年
、
鳥
の
鳴
く
声
が
昼
夜
高
く
聞
こ
え
て
泣
き
止
ま
ず
や
か
ま
し
か
っ
た
の
で
、
倭
姫
命
が
使
い
を

遣
わ
す
と
、
嶋
（
志
摩
）
の
国
の
伊
雑
の
上
方
の
葦
原
に
、
本
は
一
基
で
末
は
千
穂
に
茂
っ
た
稲
が
生

え
、
そ
の
稲
を
白
い
真
名
鶴
が
く
わ
え
な
が
ら
鳴
い
て
い
た
』。『
そ
れ
を
聞
か
れ
た
倭
姫
命
は
「
恐
し
。

事
問
ぬ
鳥
す
ら
田
を
作
り
、
皇
大
神
に
奉
る
も
の
を
」
と
感
激
さ
れ
、
そ
の
稲
を
抜
穂
に
し
て
、
皇
大
神

の
御
前
に
懸
け
奉
っ
た
』。『
倭
姫
命
は
稲
の
生
え
て
い
た
場
所
を
「
千
田
」
と
名
付
け
、
そ
こ
に
天
照
皇

大
神
の
摂
宮
を
造
ら
れ
た
』。『
こ
れ
が
現
在
の
「
伊
雑
宮
」（
皇
大
神
宮
別
宮
）
で
あ
り
、
毎
年
』
六
月

二
十
四
日
に
『
そ
の
神
田
で
御
田
植
祭
が
行
わ
れ
、
国
の
重
要
無
形
民
族
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
』。『
ま
た
』、『
稲
を
く
わ
え
て
い
た
真
名
鶴
を
「
大
歳
神
」
と
称
え
、
同
じ
場
所
に
お
ま
つ
り
さ
れ

た
。
こ
れ
が
現
在
の
「
佐
美
長
神
社
」
』『
で
あ
る
』
と
あ
り
、
次
に
「
真
名
鶴
伝
説
」
そ
の
二
と
し
て
、

『
伊
雑
宮
ご
鎮
座
の
翌
年
秋
、
皇
大
神
宮
に
真
名
鶴
が
北
か
ら
来
て
昼
夜
鳴
い
た
。
倭
姫
命
は
そ
れ
を
あ

や
し
く
思
い
、
使
い
を
遣
わ
す
と
、
そ
の
鶴
は
佐
々
牟
江
宮
』（
さ
さ
む
ね
の
み
や
）『
前
の
葦
原
に
還
っ

た
。
そ
こ
で
は
本
は
一
基
で
末
は
八
百
穂
に
茂
っ
た
稲
を
鶴
が
く
わ
え
て
鳴
い
て
い
た
、
そ
れ
を
聞
か
れ

た
倭
姫
命
は
、
こ
の
稲
を
抜
穂
に
し
て
、
皇
大
神
の
御
前
に
懸
け
奉
っ
た
。
こ
れ
が
懸
税
（
か
け
ち
か

ら
）
の
起
源
で
あ
る
』（
伊
勢
神
宮
の
神
嘗
祭
の
際
に
、
内
宮
・
外
宮
の
正
宮
や
別
宮
の
御
垣

み

か

き

に
稲
束
が

掛
け
ら
れ
、
こ
れ
を
「
懸
税

か
け
ち
か
ら

」
と
呼
ぶ
。
神
領
民
か
ら
の
年
貢
の
名
残
）。
『
佐
々
牟
江
の
地
は
、
現
在
の

明
和
町
の
行
部
と
山
大
淀
の
間
に
位
置
し
、
式
内
社
佐
々
夫
江
神
社
』（
現
在
の
社
名
は

竹
佐
々
夫
江
神
社

た

け

さ

さ

ふ

え

じ

ん

じ

ゃ

で
、
こ
こ
）『
が
鎮
座
す
る
』
と
あ
る
。
ウ
ィ
キ
の
「
佐
美
長
神
社
」
に
よ
れ
ば
、『
祭

神
は
大
歳
神
（
お
お
と
し
の
か
み
）』
で
、『
穂
落
伝
承
に
登
場
す
る
真
名
鶴
が
大
歳
神
で
あ
る
と
さ
れ

る
』
ほ
か
、『「
大
歳
神
」
は
ス
サ
ノ
オ
の
子
で
あ
る
と
す
る
説
、
伊
佐
波
登
美
神
ま
た
は
そ
の
子
と
す
る

説
、
穀
物
の
神
と
す
る
説
が
』
あ
る
と
し
、『「
大
歳
神
」
の
名
の
由
来
は
、「
穂
落
（
ほ
お
と
し
）
が
大

歳
（
お
お
と
し
）
に
変
わ
っ
た
」
と
す
る
説
と
、「
鶴
が
長
寿
を
象
徴
す
る
こ
と
か
ら
、
多
き
年
が
転
じ

て
大
歳
に
な
っ
た
」
と
す
る
説
が
あ
る
』
と
あ
る
。「
宇
治
山
田
市
史
」
で
は
『
佐
美
長
神
社
の
祭
神
を

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/10/post-e0cf.html
https://www.google.com/maps/place/%E4%BD%90%E7%BE%8E%E9%95%B7%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@34.3801442,136.7999118,11.75z/data=!4m5!3m4!1s0x6004553432cd19ff:0x665a48fcbcc43044!8m2!3d34.3751102!4d136.8035328
http://www.kirari1000.com/www.kirari1000.com.base_data.base_data.phpQkirari_cd=00699.html
https://www.google.com/maps/place/%E7%AB%B9%E4%BD%90%E3%80%85%E5%A4%AB%E6%B1%9F%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@34.5121559,136.6343328,11.75z/data=!4m5!3m4!1s0x0:0x51a5d23c3cdee3a5!8m2!3d34.5650666!4d136.6496653
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E7%BE%8E%E9%95%B7%E7%A5%9E%E7%A4%BE


「
神
乎
多
乃
御
子
神
」
と
す
る
』。『「
神
乎
多
乃
御
子
神
」
は
』、「
延
喜
式
神
名
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
『
同
島
坐
神
乎
多
乃
御
子
（
お
な
し
き
し
ま
に
ま
す
か
む
を
た
の
み
こ
の
）
神
社
（
佐
美
長
神
社
に
比

定
さ
れ
る
）
の
祭
神
で
あ
り
、
粟
島
（
＝
志
摩
）
の
神
の
子
で
あ
る
水
田
の
守
護
神
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
』
と
も
あ
る
。
ま
た
、「
穂
落
伝
承
」
の
項
で
は
、
熊
楠
の
挙
げ
る
「
倭
姫
命
世
記
」（
や
ま
と
ひ
め

の
み
こ
と
せ
い
き
：「
神
道
五
部
書
」
の
一
つ
で
、
記
紀
で
垂
仁
天
皇
の
皇
女
と
さ
れ
る
大
和
姫
命
（
倭
姫

命
）
が
天
照
大
神
を
奉
じ
て
各
地
を
巡
幸
し
、
伊
勢
に
鎮
座
す
る
ま
で
の
伝
承
を
記
し
た
も
の
。
巻
末
に
天

武
朝
（
六
七
二
年
～
六
八
六
年
）
の
大
神
主
と
さ
れ
る
御
孫
（
御
気
）
が
書
写
し
、
神
護
景
雲
二
（
七
六

八
）
年
に
禰
宜
五
目
麻
呂
（
五
月
麻
呂
）
が
撰
集
し
た
と
記
す
も
の
の
、
現
在
で
は
後
世
の
仮
託
と
さ
れ
、

実
際
に
は
鎌
倉
中
期
の
建
治
か
ら
弘
安
の
頃
（
一
二
七
五
年
～
一
二
八
七
年
）
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
と
す
る

説
が
有
力
。
以
上
は
「
愛
知
県
図
書
館
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
「
大
和
姫
命

世
記
」
の
書
誌
デ
ー
タ
に
拠
っ
た
。
鶴
を
神
霊
の
鳥
と
す
る
記
述
は
こ
こ
に
あ
る
同
書
（P

D
F

）
の2

6

～

2
7

コ
マ
目
に
出
現
す
る
）
を
原
拠
と
し
て
、
垂
仁
天
皇
二
十
七
年
九
月
、『
倭
姫
命
一
行
が
志
摩
国
を
巡

幸
中
』、
一
『
羽
の
真
名
鶴
が
し
き
り
に
鳴
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
遭
遇
し
た
。
倭
姫
命
は
「
た
だ
ご
と
な

ら
ず
」
と
言
い
、
大
幡
主
命
と
舎
人
紀
麻
良
を
派
遣
し
て
様
子
を
見
に
行
か
せ
た
。
す
る
と
稲
が
豊
か
に

実
る
田
を
発
見
、
も
う
』
一
『
羽
の
真
名
鶴
は
稲
を
く
わ
え
て
い
た
（「
く
わ
え
て
飛
ん
で
き
て
そ
の
稲

を
落
と
し
た
」
と
も
）。
倭
姫
命
は
「
物
言
わ
ぬ
鳥
す
ら
田
を
作
り
、
天
照
大
神
に
奉
る
」
と
感
激
し
、

伊
佐
波
登
美
神
に
命
じ
て
抜
穂
（
ぬ
い
ぼ
）
に
抜
か
せ
、
天
照
大
神
に
奉
っ
た
。
そ
の
稲
の
生
育
し
て
い

た
田
を
「
千
田
」（
ち
だ
）
と
名
付
け
、
そ
の
傍
ら
に
神
社
を
建
立
し
た
。
こ
れ
が
伊
雑
宮
で
あ
り
、
真

名
鶴
を
「
大
歳
神
」
と
し
て
祀
っ
た
の
が
佐
美
長
神
社
で
あ
る
』
と
記
す
。
但
し
、『
こ
の
伝
説
を
御
巫

清
直
』（
み
か
な
ぎ
き
よ
な
お 

文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
～
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
：
江
戸
末
期

か
ら
明
治
の
国
学
者
に
し
て
伊
勢
外
宮
（
豊
受
大
神
宮
）
の
神
職
）『
は
「
朝
熊
神
社
』（
伊
勢
神
宮
皇
大

神
宮
内
宮
の
第
一
位
の
摂
社
。
こ
こ
）『
の
大
歳
神
を
強
引
に
佐
美
長
神
社
に
結
び
付
け
た
も
の
」
と
し

て
批
判
し
て
い
る
』。「
磯
部
町
史
」
で
は
、『「
地
域
を
治
め
た
磯
部
氏
が
稲
作
の
神
と
し
て
創
祀
し
た
も

の
」
と
の
説
を
提
唱
し
て
い
る
』
と
あ
る
。 

「
鶴
を
食
は
ず
」
意
外
に
思
わ
れ
る
方
も
い
よ
う
が
、
鶴
は
近
代
ま
で
よ
く
食
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
良
安

も
前
掲
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
一 

水
禽
類 

鶴
」
の
中
で
（
下
線
・
太
字
は
私
が
附
し
た
）、 

 
 

 

＊ 

眞 ま
な

鶴 づ
る

は 

高
さ
、
四
、
五
尺
、
長
さ
、
三
尺
許
り
。
項
に
、
丹
、
無
し
。
頰
、
赤
く
、
全
體
、
灰
白
色
。

但
し
、

翮
は
ね
も
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
羽
の
根
元
、
或
い
は
、
羽
根
の
茎
（
真
中
の
管
状
部
位
）。］
の
端
、
尾

の
端
、
保
呂

ほ

ろ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
保
呂
羽
。
鳥
の
左
右
の
翼
の
下
に
生
え
揃
っ
た
羽
。
特
に
鷹
の
そ
れ
は

矢
羽
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
。］
の
端
、
共
に
黑
く
し
て
、
本 も

お

は
皆
、
白
た
り
。
之
れ
を
「
鶴
の
本
白

ほ
ん
し
ろ

」
と

謂
ふ
。
以
つ
て
箭 や

の
羽
に
造 は

ぐ
。
或
い
は
、
羽
帚

は
ね
は
う
き

に
爲 つ

く

る
。
之
れ
を
賞
す
。
肉
の
味
、
極
め
て
美
な
り
。

故
に
「
眞
鶴
」
と
名
づ
く
。 

黑 こ
く

鶴 つ
る

は
高
さ
、
三
、
四
尺
、
長
さ
、
二
、
三
尺
。
白
き
頸
、
赤
き
頰
、
騮 ぶ

ち

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
斑 ぶ

ち

。］
の

脚
、
其
の
余
は
皆
、
黑
く
、
肉
の
味
、
亦
、
佳
な
り
。
一
種
、
黑
鶴
に
同
じ
く
し
て
、
色
、
淡 あ

さ

き
者
を

「
薄
墨

う
す
ず
み

」
と
名
づ
く
。 

白
鶴

は
く
つ
る

は
赤
き
頰
、
玄 く

ろ

き

翎
か
ざ
き
り

、
赤
き
脚
、
其
の
余
は
皆
、
白
し
。
其
そ
の
肉
、
藥
用
に
入
る
べ
し
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
中
略
。］ 

https://websv.aichi-pref-library.jp/wahon/detail/54.html
https://websv.aichi-pref-library.jp/wahon/detail/54.html
https://websv.aichi-pref-library.jp/wahon/pdf/1103266932-001.pdf
https://www.google.com/maps/place/%E6%9C%9D%E7%86%8A%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@34.487866,136.7387179,13.25z/data=!4m5!3m4!1s0x0:0x4ab674422a88d4f0!8m2!3d34.4874851!4d136.7531098
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/10/post-e0cf.html


鶴
の
肉
・
血 

【
氣
味
】、
甘
、
鹹
。
香
臭

か
う
し
う

有
り
【
他
の
禽
と
は
同
じ
か
ら
ず
。】
。
中
華
の
人
、
食
品
と
爲

さ
ず
。
本
朝
に
は
以
つ
て
上
撰
と
爲
す
。
其
の
丹
頂
は
、
肉
、
硬 こ

は

く
、
味
、
美
な
ら
ず
。
故
に
之
れ
を
食
ふ

者
、
少
し
な
り
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

＊ 

で
判
る
通
り
、『
江
戸
時
代
に
は
鶴
の
肉
は
白
鳥
と
と
も
に
高
級
食
材
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
た
。
武
家

の
本
膳
料
理
や
朝
鮮
通
信
使
の
饗
応
の
た
め
に
鶴
の
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
た
こ
と
が
献
立
資
料
な
ど
の
記

録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
鶴
の
肉
は
、
江
戸
時
代
の
頃
の
「
三
鳥
二
魚
」
と
呼
ば
れ
る
』
五
『
大
珍
味
の
』

一
『
つ
で
あ
り
、
歴
史
的
に
も
名
高
い
高
級
食
材
』
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、『
三
鳥
二
魚
と
は
、
鳥
＝
鶴

（
ツ
ル
）、
雲
雀
（
ヒ
バ
リ
）、
鷭
（
バ
ン
）、
魚
＝
鯛
（
タ
イ
）、
鮟
鱇
（
ア
ン
コ
ウ
）
の
こ
と
で
あ
る
』

と
ウ
ィ
キ
の
「
ツ
ル
」
に
も
あ
る
通
り
で
あ
る
。
鶴
は
、
近
代
に
於
い
て
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
ま

で
、
高
級
で
縁
起
物
の
食
材
と
し
て
食
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
鶴 つ

る

料
理

つ

く

る
」
と
い
う
季
語

（
新
年
。「
鶴
の
庖
丁
」
と
同
じ
で
、
本
来
的
に
は
正
月
十
七
日
或
い
は
十
九
日
に
行
わ
れ
た
宮
中
の
舞
御

覧
の
前
儀
と
し
て
、
鶴
を
儀
式
的
な
作
法
で
調
理
し
天
皇
に
饌
せ
ら
れ
た
行
事
が
あ
り
、
こ
の
時
、
鶴
の
肉

は
吉
祥
の
形
に
調
理
さ
れ
て
舞
御
覧
の
間
に
御
前
と
し
て
供
進
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
）
が

そ
れ
ま
で
普
通
に
生
き
て
い
た
。
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
人
は
、
私
の
『
杉
田
久
女
句
集 

２
４
０ 

 

花
衣 

Ⅷ 

鶴
料
理
る 

附 

随
筆
「
鶴
料
理
る
」』
を
読
ま
れ
た
い
。
因
み
に
、
そ
う
い
う
人
は
、
美
し
き
学
名

た
る
ペ
リ
カ
ン
目
ト
キ
科
ト
キ
亜
科
ト
キ
属
ト
キ 

N
ip

p
o
n

ia
 n

ip
p
o
n

 
を
滅
ぼ
し
た
日
本
人
は
、
ト
キ
を
羽

毛
採
取
と
肉
食
の
た
め
に
明
治
期
に
乱
獲
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 

「
弘
安
九
年
太
神
宮
參
詣
記
」
弘
安
九
（
一
二
八
六
）
に
僧
通
海
が
記
し
た
伊
勢
神
宮
参
詣
紀
行
。「
新

日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
ち
ら
で
全
文
が
読
め
る
（
但
し
、
写
本
）。
鶴
を
霊
鳥
と
す
る

記
載
は
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
著
者
は
僧
で
あ
る
か
ら
、
西
行
や
芭
蕉
（
彼
は
僧
で
は
な
い
が
、

僧
形
で
あ
る
か
ら
）
と
同
様
、
伊
勢
神
宮
の
境
内
に
は
入
れ
ず
、
僧
侶
ら
専
用
の
遥
拝
所
で
遥
拝
し
て
い

る
。 

「
兼
邦
百
首
歌
抄
」
卜
部
兼
邦
の
歌
集
で
文
明
一
八
（
一
四
八
六
）
年
頃
の
成
立
で
、
明
暦
二
（
一
六
五

六
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
原
刊
本
の
こ
ち
ら
の
、
下
巻
の
冒

頭
に
出
現
す
る
「
大
歳
神

お
ほ
と
し
の
か
み

」
と
前
書
す
る
一
首
の
後
書
の
終
わ
り
の
方
に
、
熊
楠
の
言
う
通
り
、『
神
宮

し
ん
ぐ
う

の
社
司

し

や

し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
左
に
は
「
や
し
ろ
つ
か
さ
」
と
振
る
。］
靏
を
く
は
ざ
る
』
と
出
る
。］ 

           

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%84%E3%83%AB
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/06/post-5740.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/06/post-5740.html
https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/新日本古典籍総合データベース
https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/新日本古典籍総合データベース
https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100181903/viewer/38


 
○
鷺
、
太
平
記
に
氣
比
宮
の
神
使
と
云
り
、
山
二
二
六
頁
所
載
鷺
大
明
神
は
、
懷
橘
談
に
據
れ
ば
、
出

雲
に
在
り
、
素
盞
嗚
尊
の
娘
美
女
な
り
し
が
、
天
瘡
に
て
醜
く
成
る
、
神
祇
に
誓
ふ
て
、
未
世
の
人
民
に

疱
瘡
を
免
れ
し
め
ん
と
云
ふ
云
々
、
惟
ふ
に
鷺
の
羽
疱
瘡
を
撫
る
に
快
き
に
思
ひ
寄
せ
て
生
ぜ
る
話
な
る

べ
し
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
初
出
で
は
、「
惟
ふ
に
」
以
下
の
部
分
が
、 

 
 

 

＊ 

惟
ふ
に
鷺
の
羽
輕
く
柔
ら
か
に
し
て
、
疱
瘡
を
撫
る
に
快
き
よ
り
、
鷺
の
宮
の
名
に
思
い
寄
せ
て
生
ぜ
る

話
な
る
べ
し
。 

 
 

 

＊ 

と
な
っ
て
お
り
、
平
凡
社
「
選
集
」
も
こ
ち
ら
を
採
用
し
て
い
る
。 

「
鷺
」
の
博
物
誌
つ
い
て
は
、「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
一 

水
禽
類 

鷺
（
総
称
と
し
て
の
「
白

鷺
」）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
因
み
に
、
そ
こ
で
注
し
て
い
る
通
り
、「
シ
ラ
サ
ギ
」「
シ
ロ
サ
ギ
」
と
い
う

種
は
存
在
し
な
い
。
白
い
羽
毛
を
持
つ
サ
ギ
類
（
新
顎
上
目
ペ
リ
カ
ン
目 

P
elecan

ifo
rm

es 

サ
ギ
科 

A
rd

eid
ae 

）
の
中
で
、
ほ
ぼ
全
身
が
白
い
（
特
定
期
間
を
含
む
）
サ
ギ
類
の
総
称
通
称
で
あ
り
、
そ
ち
ら

の
私
の
注
の
冒
頭
で
本
邦
産
の
そ
れ
ら
の
種
は
総
て
を
示
し
て
あ
る
。 

「
太
平
記
に
氣
比
宮
の
神
使
と
云
り
」「
太
平
記
」
巻
第
三
十
九
の
「
太
元

た
い
げ
ん

よ
り
日
本
を
攻
む
る
事
」
の

「
文
永
の
役
」
の
記
載
の
終
わ
り
の
敵
国
調
伏
に
関
わ
る
一
節
、 

 
 

 

＊ 

こ
の
外
、
春
日
野
の
神
鹿
・
熊
野
山
の
靈
烏
・
氣
比
宮
の
白
鷺
・
稻
荷
山
の
名
婦

み
や
う
ぶ

・
比
叡
山
の
猿
、
社
々

の
使
者
、
悉
く
虛
空
を
西
へ
飛
び
去
る
と
、
人
ご
と
の
夢
に
見
へ
た
り
け
れ
ば
、「
さ
り
と
も
、
此
神
々

の
助
け
に
て
、
異
賊
を
退
け
給
は
ぬ
事
は
あ
ら
じ
」
と
思
ふ
許
り
を
賴
み
に
て
、
幣
帛
、
捧
げ
ぬ
人
も
無

し
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
「
氣
比
宮
」
は
福
井
県
敦
賀
市
曙
町
に
あ
る
氣
比
神
宮
（
け
ひ
じ
ん
ぐ
う
）
の
こ
と
（
グ
ー
グ
ル
・

マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）。
現
在
、
同
神
社
の
境
内
に
は
鷺
を
使
者
と
す
る
こ
と
を
示
す
よ
う
な

も
の
は
な
い
よ
う
だ
が
、
こ
こ
か
ら
西
に
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
海
岸
一
帯
を
「
気
比
の
松
原
」

と
称
し
、
こ
こ
は
嘗
て
は
氣
比
神
宮
の
神
苑
で
あ
っ
た
。
同
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
の
サ
イ
ド
・
パ
ネ
ル
で

読
め
る
同
所
に
あ
る
説
明
版
に
よ
れ
ば
、『
こ
こ
気
比
の
松
原
は
三
保
の
松
原
（
静
岡
県
）
虹
の
松
原

（
佐
賀
県
）
と
と
も
に
日
本
三
大
松
原
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
』。『
そ
の
昔
聖
武
天
皇
の
御
代
に
異

賊
の
大
群
が
来
襲
し
た 

そ
の
と
き
敦
賀
の
地
は
突
如
震
動
し
一
夜
し
て
数
千
の
緑
松
が
浜
辺
に
出
現
し

た 

そ
し
て
松
の
樹
上
に
は
気
比
神
宮
の
使
鳥
で
あ
る
白
鷺
が
無
数
に
群
衆
し 

あ
た
か
も
風
に
ひ
る
が

え
る
旗
さ
し
も
の
の
よ
う
に
見
え
た
』。『
敵
は
こ
れ
を
数
万
の
軍
勢
と
見
て
恐
れ
を
な
し
た
ち
ま
ち
の
う

ち
に
逃
げ
去
っ
た
と
い
う
』。『
こ
の
伝
説
に
因
ん
で
』「
一
夜
の
松
原
」『
と
も
称
せ
ら
れ
る
』
と
あ
る
。 

「
山
二
二
六
頁
所
載
鷺
大
明
神
」
山
中
笑
「
本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拝
」
の
「
此
等
の
動
物
崇
拜
さ
る
ゝ

原
因
」
の
「
其
一 

各
自
に
就
て
」
に
あ
る
、 

 
 

 

＊ 

鷺 

庖
瘡
の
守
神
に
、
鷺
大
明
神
と
云
ふ
あ
り
。
此
神
の
愛
で
玉
ふ
鳥
と
云
ふ
。 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/291/25_291_325/_pdf/-char/ja
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/04/post-eb98.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/04/post-eb98.html
https://www.google.com/maps/place/%E8%B6%8A%E5%89%8D%E5%9C%8B%E4%B8%80%E4%B9%8B%E5%AE%AE+%E6%B0%A3%E6%AF%94%E7%A5%9E%E5%AE%AE/@35.6415024,135.9149784,10.25z/data=!4m8!1m2!2m1!1z5rCj5q-U56We5a6u!3m4!1s0x0:0x77cd128cc8dcb72d!8m2!3d35.6549131!4d136.0746887
https://www.google.com/maps/place/%E6%B0%97%E6%AF%94%E3%81%AE%E6%9D%BE%E5%8E%9F/@35.6561716,136.0589728,16z/data=!4m12!1m6!3m5!1s0x6001e4cde3b2ebf3:0x9273fd8938a2f812!2z5rCX5q-U44Gu5p2-5Y6f!8m2!3d35.6560505!4d136.0488737!3m4!1s0x6001e4cde3b2ebf3:0x9273fd8938a2f812!8m2!3d35.6560505!4d136.0488737
https://www.google.com/maps/place/%E6%B0%97%E6%AF%94%E3%81%AE%E6%9D%BE%E5%8E%9F/@35.6561716,136.0589728,16z/data=!4m12!1m6!3m5!1s0x6001e4cde3b2ebf3:0x9273fd8938a2f812!2z5rCX5q-U44Gu5p2-5Y6f!8m2!3d35.6560505!4d136.0488737!3m4!1s0x6001e4cde3b2ebf3:0x9273fd8938a2f812!8m2!3d35.6560505!4d136.0488737
https://www.google.com/maps/place/%E6%B0%97%E6%AF%94%E3%81%AE%E6%9D%BE%E5%8E%9F/@35.6560505,136.04901,12a,35.5y/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipOLKzgQQrjl_xVDpWf40ndb6KOdq2x9wYSSe-7u!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipOLKzgQQrjl_xVDpWf40ndb6KOdq2x9wYSSe-7u%3Dw203-h151-k-no!7i2592!8i1936!4m5!3m4!1s0x6001e4cde3b2ebf3:0x9273fd8938a2f812!8m2!3d35.6560505!4d136.0488737
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を
指
す
。
但
し
、
そ
こ
よ
り
前
の
「
崇
拜
さ
る
ゝ
動
物
の
種
類
」
の
章
に
、『
鷺 

 

鷺
大
明
神
と
し
て

疱
瘡
を
輕
く
す
』
と
出
し
て
は
あ
る
。
「
鷺
大
明
神
」
は
現
在
の
出
雲
市
大
社
町
鷺
浦
に
あ
る
伊
奈
西
波
岐

神
社
（
い
な
せ
は
ぎ
じ
ん
じ
ゃ
）
こ
と
。 

「
懷
橘
談
」
松
江
藩
の
藩
儒
で
あ
っ
た
黒
沢
石
斎
が
書
い
た
出
雲
地
誌
。
前
編
は
承
応
二
（
一
六
五
三
）

年
、
後
編
は
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
完
成
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
活
字
本

（
谷
口
為
次
編
・
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
刊
・「
懐
橘
談
・
隠
州
視
聴
合
紀
」
合
本
版
）
の
、「
神
門

部
」
の
「
鷺
宮
」
に
（
踊
り
字
「
〱
」
は
正
字
化
し
た
。
一
部
の
読
み
は
私
が
推
定
で
附
し
た
）
、 

 
 

 

＊ 

鷺
宮
は
何
れ
の
神
を
崇
め
侍
る
や
と
牧
童
に
尋
ね
侍
れ
ば
、
是
は
素
盞
鳴
の
妾

し
や
う

に
て
ま
し
ま
し
け
る
が
、

天
成
の
霊
質
に
て
御
契

お
ん
ち
ぎ
り

淺
か
ら
ざ
り
し
が
、
後
に
天
瘡
を
患
ひ
給
ひ
、
花
の

顏
か
ん
ば
せ

、
忽
に
變
じ
て
惡
女

し

こ

め

と

な
ら
せ
給
ひ
、
素
盞
嗚
の
命
と
御
中
も
は
や
か
れ
か
れ
に
な
ら
せ
給
ふ
。
か
く
て
妾
女
我
身
の
色
衰
へ
た

る
事
を
悲
し
み
、
天
神
地
祇
に
深
く
誓
ひ
給
ひ
て
、
末
世
の
人
民
我
に
祈
る
事
あ
ら
ば
疱
瘡
の
患
を
免
れ

し
め
ん
と
誓
約
し
給
ひ
し
故
に
、
今
に
至
る
ま
で
此
の
宮
の
石
を
取
り
て
子
兒
の
守

袋

ま
も
り
ぶ
く
ろ

に
入
れ
て
か
け

ぬ
れ
ば
、
痘
疹
の
病
を
脫 ノ

ガ

る
と
い
ひ
傳
へ
た
り
と
ぞ
年
老
ひ
た
る
社
司
の
語
り
し
は
、
こ
れ
は
瓊
瓊
杵
尊

に
に
ぎ
の
み
こ
と

な
り
、
傳
記
に
い
ふ
所
は
昔
神
託
兒
童
而
祈
我
者
免
二

痘
瘡
之
患
一

爾
來
爲
痘
瘡
守
護
神
云
々
、
殊
勝
に
ぞ

覺
え
侍
る 

 
 

 

＊ 

漢
文
部
分
は
訓
読
す
れ
ば
、 

 
 

 

＊ 

昔
、
神
、
託
し
て
、『
兒
童
に
て
我
れ
を
祈
る
者
は
、
痘
瘡
の
患

わ
づ
ら

ひ
を
免

ま
ぬ
か

れ
し
む
』
と
。
爾
來
、
痘
瘡
の

守
護
神
と
爲 な

す
。 

 
 

 

＊ 

か
。
熊
楠
の
そ
れ
は
、「
素
盞
嗚
尊
の
娘
」
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
彼
の
側
室
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
代
で

あ
る
か
ら
、
娘
が
妻
で
あ
っ
て
何
ら
問
題
は
な
い
。
寧
ろ
、
素
戔
嗚
の
呪
力
を
持
つ
娘
で
あ
り
、
妻
で
あ
る

と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
方
が
腑
に
落
ち
る
。
ま
た
、
「
未
世
」
は
初
出
を
見
て
も
「
末
世
」
と
あ
る
か

ら
、
誤
植
と
考
え
て
よ
い
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
が
、
こ
の
時
制
に
あ
っ
て
は
「
末
世
」
と
い
う
仏
教
臭
い
熟

語
は
相
応
し
く
な
い
。
寧
ろ
「
未
」
来
の
「
世
」
に
於
い
て
と
い
う
方
が
、
私
は
躓
か
ず
に
読
め
る
。
実

際
、
疱
瘡
＝
天
然
痘
は
遂
に
未
来
の
現
世
に
於
い
て
（
い
や
。
や
は
り
そ
れ
は
別
な
意
味
で
、
人
類
存
在
の

「
末
世
」
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
）、
絶
滅
さ
れ
た
の
で
あ
る
。］ 

        

https://www.google.com/maps/place/%E4%BC%8A%E5%A5%88%E8%A5%BF%E6%B3%A2%E5%B2%90%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.4272187,132.6432582,12.25z/data=!4m5!3m4!1s0x35575d15a3b3d021:0xfdcbd8c1e8276e74!8m2!3d35.4392384!4d132.6866513
https://www.google.com/maps/place/%E4%BC%8A%E5%A5%88%E8%A5%BF%E6%B3%A2%E5%B2%90%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.4272187,132.6432582,12.25z/data=!4m5!3m4!1s0x35575d15a3b3d021:0xfdcbd8c1e8276e74!8m2!3d35.4392384!4d132.6866513
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950372/67
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950372/67
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950372/67
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/291/25_291_325/_pdf/-char/ja


 
○
鳩
、
を
神
物
と
し
、
獨
伊
和
露
の
民
之
を
食
は
ず
、
古
え
シ
リ
ア
及
び
パ
レ
ス
チ
ナ
の
民
甚
之
を
敬

せ
り
（G

u
b
ern

atis l. c, ch
.x

）
從
つ
て
天
主
徒
亦
之
を
崇
め
、
ラ
ヴ
エ
ン
ナ
の
寺
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

マ
マ
。］、
聖
魂
十
一
度
鴿
形
を
現
じ
、
來
り
て
十
一
僧
正
を
撰
定
し
（C

areri, 
‛ T

rav
els th

ro
u
g
h
 

E
u
ro

p
e,1̓

8
8
6
, in

 C
h
u
rch

ill

’s ‛ C
o
llectio

n
, ̓v

o
l. iv. p

. 5
7
4
.

）
東
京
で
鳩
を
殺
さ
し
め
て
、
キ
リ
ス
ト
敎

徒
か
否
を
檢
定
せ
る
（M

arin
i, ‛ H

isto
ria d

el T
u
n
ch

io
n

’ R
o
m

a, 1
6
6

5
, p

. 7

）
等
、
珍
譚
多
し
、
吾
邦

に
も
、
八
幡
の
氏
子
な
ら
で
も
、
一
生
之
を
食
は
ぬ
人
多
け
れ
ば
、
八
幡
山
に
多
き
の
み
が
鳩
を
神
物
と

す
る
理
由
な
ら
じ
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ネ
ッ
ト
上
に
は
日
本
語
の
ハ
ト
の
民
俗
的
博
物
誌
記
載
が
余
り
な
い
。
こ
う
い
う
時

に
頼
り
に
な
る
の
は
荒
俣
宏
氏
し
か
、
い
な
い
。
氏
の
「
世
界
大
博
物
図
鑑
４ 

鳥
類
」（
平
凡
社
一
九

八
七
年
刊
）
の
「
ハ
ト
」
項
の
「
博
物
誌
」
よ
り
引
く
（
ピ
リ
オ
ド
・
コ
ン
マ
は
句
読
点
に
代
え
、
後
付

け
の
読
み
は
ル
ビ
に
し
た
）。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

さ
て
キ
リ
ス
ト
教
普
及
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ハ
ト
は
霊
魂
あ
る
い
は
聖
霊
の
象
徴
と
な
り
、
し
ば

し
ば
天
啓
の
訪
れ
や
昇
天
、
聖
霊
降
臨
な
ど
の
化
身
と
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
白
い
ハ
ト
は
聖
人
の
魂
に
擬

せ
ら
れ
、
殉
教
者
の
目
か
ら
こ
れ
が
飛
び
惣
つ
と
信
じ
ら
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
変
身
で
き
る
と
い
う

魔
女
も
ハ
ト
に
だ
け
は
化
け
ら
れ
ぬ
と
も
、
こ
の
羽
を
入
れ
た
布
団
に
寝
か
さ
れ
た
重
病
人
は
死
な
な
い

と
も
い
わ
れ
た
。
ま
た
そ
の
旺
盛
な
繁
殖
力
や
生
命
力
か
ら
、
豊
饒
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
オ

リ
ー
ヴ
の
枝
を
く
わ
え
た
ハ
ト
は
平
和
の
象
徴
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ノ
ア
の
洪
水
の
と
き
、
陸
地
が

ふ
た
た
び
あ
ら
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
に
方
舟
か
ら
放
た
れ
た
ハ
ト
が
オ
リ
ー
ヴ
の
小
枝
を
も

ち
帰
っ
た
と
い
う
〈
創
世
記
〉
８
章
８
～
11
節
の
記
事
に
由
来
す
る
。
ハ
ト
と
オ
リ
ー
ヴ
は
と
も
に
古
代

か
ら
無
垢
と
平
和
の
象
徴
と
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に1

9
4
9

年
パ
リ
で
開
か
れ
た
国
際
平
和
擁
護
会
議
で

は
、
ピ
カ
ソ
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
が
つ
く
ら
れ
、
世
界
中
に
浸
透
し
た
。 

 

も
っ
と
も
方
舟
か
ら
放
た
れ
た
ハ
ト
は
安
全
な
す
み
か
を
失
っ
た
悲
し
み
の
あ
ま
り
、
胆
の
う
を
破
っ

て
し
ま
っ
た
。
長
米
、
ハ
ト
に
は
胆
の
う
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
。 

 

と
も
あ
れ
ハ
ト
は
豊
饒
と
平
和
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
清
潔
さ
と
も
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
女
性
名
と
も
関
連

を
も
っ
た
。
旧
約
聖
書
の
〈
ヨ
ブ
記
〉
42
章
14
節
に
よ
る
と
、
ヨ
ブ
は
長
女
を
エ
ミ
マ 

E
m

im
a 

と
名
づ

け
た
。
一
説
に
は
、
こ
の
名
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ハ
ト
の
呼
称
に
由
来
し
、
東
洋
で
は
絶
世
の
美
女
に
つ
け

ら
れ
る
名
前
だ
と
い
う
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
あ
ら
わ
れ
る
美
貌
の
女
王
セ
ミ
ラ
ミ
ス 

S
em

iram
is

の
名

も
、
ア
ッ
シ
リ
ア
語
で
〈
ハ
ト
か
ら
き
た
者
〉
の
意
と
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
鳥
は
美
神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
や

ウ
ェ
ヌ
ス
の
聖
鳥
と
も
さ
れ
た
。
新
大
陸
の
発
見
者
コ
ロ
ン
ブ
ス 

C
o

lu
m

b
u
s 

の
名
も
ラ
テ
ン
語
で
は
ハ

ト
を
示
す
た
め
、
こ
の
鳥
は
し
ば
し
ば
ア
メ
リ
カ
の
象
徴
に
用
い
ら
れ
た
。 

 

ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、
神
に
捧
げ
ら
れ
る
清
潔
な
鳥
は
ハ
ト
し
か
な
い
と
信
じ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
中

世
に
は
、
ハ
ト
の
肉
も
病
気
に
穢
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
、
ペ
ス
ト
流
行
時
に
も
平
気
で
王
侯
達
の
食
卓

に
出
さ
れ
た
と
い
う
。 

 

い
っ
ぽ
う
、
キ
ジ
バ
ト
の
よ
う
に
小
型
で
美
し
い
種
類
は
、
愛
玩
用
と
し
て
も
中
世
人
に
愛
さ
れ
た
。

キ
ジ
バ
ト
は
夫
婦
の
貞
節
の
象
徴
で
、
一
方
が
死
ね
ば
他
方
も
思
い
焦
が
れ
て
死
ぬ
と
考
え
ら
れ
た
か

ら
、
家
庭
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
嗚
き
声
が
肉
欲
を
い
ま
し
め
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え



る
か
ら
と
も
い
う
。 

 

反
面
、
こ
の
鳥
は
黒
魔
術
の
道
具
に
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
鳥
の
心
臓
を
オ
オ
カ
ミ
の
皮
に
く
る
ん
で

身
に
つ
け
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
感
情
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
あ
し
を
木
に
つ
る
せ
ば
実
が
な
ら
な

い
。
そ
の
血
を
モ
グ
ラ
の
ス
ー
プ
に
混
ぜ
た
も
の
を
ム
ダ
毛
に
こ
す
り
つ
け
る
と
、
き
れ
い
に
抜
け
落
ち

る
と
信
じ
ら
れ
も
し
た
。 

 

ま
た
マ
ホ
メ
ッ
ト
は
1
羽
の
ハ
ト
を
飼
い
、
自
分
の
耳
に
餌
を
入
れ
て
そ
れ
を
つ
い
ば
ま
せ
た
と
い
わ

れ
、
こ
こ
よ
り
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
期
に
は
、
こ
の
鳥
を
霊
鳥
と
し
て
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
は
ハ
ト
か

ら
霊
感
を
得
た
と
い
う
俗
信
が
広
く
流
布
し
た
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
《
ヘ
ン
リ
ー
6
世
》
1
幕
2
場
で

も
、
フ
ラ
ン
ス
皇
太
子
シ
ャ
ル
ル
が
乙
女
ジ
ャ
ン
ヌ
に
向
か
い
〈
マ
ホ
メ
ッ
ト
が
鳩
に
よ
っ
て
霊
感
を
得

た
の
な
ら
お
ま
え
は
ど
う
や
ら
鷲
に
よ
っ
て
霊
感
を
得
た
ら
し
い
〉
と
い
う
セ
リ
フ
を
吐
い
て
い
る
。 

 

ま
た
ア
ラ
ビ
ア
で
は
、
樹
や
岩
場
に
は
え
る
コ
ケ
類
の
一
種
を
〈
ハ
ト
の
糞 ふ

ん

〉
な
い
し
〈
ス
ズ
メ
の

糞
〉
と
よ
ん
だ
。
こ
れ
は
あ
る
種
の
マ
メ
類
や
エ
ン
ド
ウ
類
の
よ
び
名
に
も
用
い
ら
れ
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で

も
同
様
に
衷
現
す
る
。
し
た
が
っ
て
日
本
聖
書
協
会
発
行
の
聖
書
〈
列
王
記
〉
第
26
章
25
節
で
、
銀
5
シ

ケ
ル
で
売
ら
れ
た
と
さ
れ
る
〈
は
と
の
ふ
ん
〉
は
、
本
来
な
ら
〈
マ
メ
〉
と
訳
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
中
略
。］ 

 

と
こ
ろ
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン･

マ
ル
コ
広
場
に
集
ま
る
カ
ワ
ラ
バ
ト
は
、
い
わ
ゆ
る
神
殿
バ
ト

の
開
祖
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
人
び
と
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て
親
し

ま
れ
、
そ
の
餌
は
な
が
ら
く
市
の
費
用
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
〇
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ア
ラ

ビ
ア
数
字
を
漢
数
字
に
代
え
た
。］
年
代
に
な
る
と
、
あ
る
保
険
会
社
が
餌
代
を
負
担
し
よ
う
と
申
し
出

た
。
む
ろ
ん
こ
の
会
社
、
単
に
善
意
で
奉
仕
的
活
動
を
は
じ
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
本
当
の
目
的
は
自
社

の
宣
伝
に
あ
っ
た
。
午
前
9
時
、
サ
ン･

マ
ル
コ
の
鐘
が
鳴
る
の
を
合
図
に
、
保
険
会
社
の
社
員
が
ひ
と

り
、
餌
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
、
あ
る
文
宇
を
描
い
て
播
く
の
だ
。
す
る
と
ハ
ト
は
餌
を
め
が
け
て
集
ま

り
、
ま
た
た
く
間
に
〈
人
文
字
〉
な
ら
ぬ
〈
ハ
ト
文
字
〉
が
で
き
あ
が
る
。
描
か
れ
た
文
字
は
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
Ａ
と
Ｇ
、
つ
ま
り
こ
の
保
険
会
社
〈
ア
シ
ク
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
・
ゲ
ネ
ラ
ー
リA

ssicu
razio

m
 

G
en

erali

〉
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
だ
っ
た
の
だ
。 

 

中
国
に
は
、
ハ
ト
は
別
の
鳥
に
化
身
す
る
と
い
う
説
が
あ
っ
仁
。《
禽
経
註
》
は
〈
仲
春
に
鷹
が
化
し

て
鳩
と
な
り
、
仲
秋
に
鳩
が
ま
た
化
し
て
鷹
と
な
る
。
故
に
鳩
の
目
は
や
は
り
鷹
の
目
の
よ
う
な
の
だ
〉

と
述
べ
、《
禽
経
》
に
は
〈
鳩
は
三
子
を
生
じ
、
一
は
鶚

ミ
サ
ゴ

と
な
る
〉
と
あ
る
。 

 

ハ
ト
の
1
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
〈
斑
鳩
〉
は
春
分
に
化
し
て
黄
褐
侯

ア

オ

バ

ト

と
な
り
、
秋
分
に
は
も
と
に
戻
る
こ

と
が
、
古
来
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
《
本
草
綱
目
》
に
〈
嘗
て
数
年
間
飼
養
し
て
み
た
が
、
一
向
に

春
秋
分
に
変
化
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
〉
と
述
べ
て
い
る
の
は
興
味
ぶ
か
い
。
ま
た
同
書
は
、
ハ
ト
は
厳

格
で
孝
行
な
性
格
だ
が
巣
を
つ
く
る
の
が
下
手
だ
と
し
、
さ
ら
に
雨
が
降
り
そ
う
な
と
き
は
雄
が
雌
を
追

い
、
晴
れ
る
と
そ
の
反
対
に
雌
が
雄
に
呼
び
か
け
る
、
と
し
て
い
る
。 

 

ハ
ト
に
関
す
る
奇
妙
な
習
慣
も
あ
る
。
中
国
人
は
、
ハ
ト
は
も
の
を
食
べ
て
も
決
し
て
む
せ
る
こ
と
が

な
い
と
信
じ
た
。
そ
れ
に
あ
や
か
り
、
仲
秋
に
は
こ
の
鳥
の
姿
を
杖
の
先
に
か
た
ど
り
、〈
鳩
杖
〉
と
よ

ん
で
老
人
に
贈
っ
た
。
日
本
で
も
80
歳
以
上
の
功
臣
に
宮
中
か
ら
こ
の
杖
が
下
賜
さ
れ
た
。
ま
た
、
む
せ

た
と
き
は
掌
に
鵠
の
字
を
指
で
書
け
ば
す
ぐ
に
治
る
と
も
い
わ
れ
た
。 

 

中
国
や
日
本
で
は
古
来
、
ハ
ト
の
肉
は
美
味
と
し
て
猟
鳥
と
さ
れ
た
。
そ
れ
を
食
え
ば
、
目
を
よ
く



し
、
気
を
補
い
、
む
せ
る
こ
と
が
な
く
な
る
と
い
う
。
ま
た
こ
の
鳥
の
肉
を
た
た
き
、
骨
と
と
も
に
酒
に

入
れ
た
も
の
は
〈
鳩
酒
〉
と
よ
ば
れ
、
腰
痛
や
冷
え
症
に
効
く
と
さ
れ
た
。 

 

い
っ
ぽ
う
、
猟
師
た
ち
は
両
の
掌
を
合
わ
せ
て
吹
き
、
ハ
ト
の
鳴
き
声
を
ま
ね
て
シ
カ
な
ど
を
よ
び
寄

せ
た
。
こ
れ
を
〈
鳩
吹
く
〉
と
い
う
。
さ
ら
に
〈
鳩
笛
〉
と
い
っ
て
、
こ
の
鳥
の
鳴
き
声
を
出
す
笛
も
つ

く
ら
れ
た
。 

 

曰
本
の
故
事
に
よ
れ
ば
シ
ラ
コ
バ
ト
に
は
八
幡
鳩

は
ち
ま
ん
ば
と

の
異
名
が
あ
る
。
こ
の
鳥
が
八
幡
山
に
群
棲
し
、
八

幡
宮
の
神
の
使
い
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
そ
こ
の
氏
子
が
誤
っ
て
そ
れ
を
食
べ
る
と
唇
が
腫

れ
て
悶
え
苦
し
む
と
も
い
わ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
鳥
は
形
状
か
ら
数
珠
掛
鳩

じ
ゅ
ず
か
け
ば
と

と
か
、
鳴
き
声
が
ト
シ
ヨ
リ

コ
イ
と
聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
老

来

と
し
よ
り
こ
い

の
異
名
も
あ
る
。
ち
な
み
に
日
本
で
は
キ
ジ
バ
ト
を
京
都
で
〈
ト
シ

ヨ
リ
コ
イ
コ
イ
〉
と
よ
ん
だ
。
し
か
し
九
州
で
は
そ
の
鳴
き
声
を
ヨ
ソ
ジ
コ
イ
コ
イ
と
聞
い
て
〈
四
十
路

よ

そ

じ

バ
ト
〉
と
称
し
、
東
北
で
は
イ
ポ
ウ
ポ
ウ
と
か
ア
ポ
ウ
ポ
ウ
と
聞
い
た
。 

 

八
幡

は
ち
ま
ん

信
仰
に
は
し
ば
し
ば
ハ
ト
の
図
や
像
が
つ
い
て
ま
わ
る
。
こ
れ
は
ハ
ト
が
八
幡
の
神
使
と
さ
れ
る

た
め
だ
。
軍
神
と
し
て
古
く
か
ら
武
家
の
信
仰
が
厚
く
、
総
社
は
石 い

わ

清
水

し

み

ず

八
幡
宮
。
清
和
天
皇
の
時
代
に

宇
佐
八
幡
の
神
を
山
城

や
ま
し
ろ

の
鳩
ヶ
峰
に
遷
し
た
の
が
こ
の
神
宮
で
あ
る
。
た
だ
し
、
源
頼
朝
は
幕
府
を
ひ
ら

い
た
と
き
、
鎌
倉
鶴
岡
に
八
幡
宮
を
建
て
た
。
鳩
が
鶴
に
変
わ
り
、
さ
ら
に
ご
利
益
が
増
し
た
か
も
し
れ

な
い
。 

 

な
お
、
曰
本
で
は
斑
鳩
を
〈
い
か
る
が
〉
と
読
む
が
、《
重
修
本
草
綱
目
啓
蒙
》
に
よ
る
と
、
こ
の
訓

は
ス
ズ
メ
目
の
鳥
イ
カ
ル
の
古
名
で
、
文
宇
を
誤
用
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。 

 

日
本
の
近
世
初
期
に
は
、
山
伏
や
占
者
な
ど
の
姿
を
し
て
全
国
に
ま
た
が
っ
て
詐
欺
を
は
た
ら
く
輩
が

横
行
し
、〈
鳩
の
戒 か

い

〉
と
よ
ば
れ
た
。
一
説
に
は
こ
れ
は
〈
鳩
の
飼
〉
と
記
し
、
か
れ
ら
が
神
社
の
ハ
ト

の
飼
料
に
す
る
た
め
と
称
し
て
金
銭
を
だ
ま
し
と
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
名
称
と
い
う
。
し
か
し
《
浮
世

物
語
》
に
は
、
ハ
ト
は
ウ
グ
イ
ス
の
巧
み
な
巣
づ
く
り
を
ま
ね
る
が
、
結
局
枝
の
あ
い
だ
か
ら
卵
を
落
と

し
て
し
ま
う
、
ま
た
秋
に
は
タ
カ
に
化
け
て
そ
の
ま
ね
を
す
る
と
い
っ
た
俗
信
か
ら
、
ハ
ト
は
化
け
て
詐

欺
を
は
た
ら
く
と
し
て
こ
の
名
が
つ
い
た
、
と
あ
る
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

一
部
、
信
仰
対
象
と
は
異
な
る
記
載
も
あ
る
が
、
熊
楠
も
生
き
て
い
た
ら
、
と
て
も
面
白
が
っ
て
読
む
だ

ろ
う
と
思
う
た
の
で
、
そ
う
し
た
部
分
も
敢
え
て
引
い
た
。 

「
伊
」
と
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
現
在
の
イ
タ
リ
ア
で
は
ハ
ト
を
食
べ
る
。
し
か
も
、
最
後
に
「
吾
邦
に

も
、
八
幡
の
氏
子
な
ら
で
も
、
一
生
之
を
食
は
ぬ
人
多
け
れ
ば
」
と
も
あ
る
が
、
私
自
身
、
ト
ス
カ
ー
ナ

家
庭
料
理
の
フ
ル
・
コ
ー
ス
の
一
品
と
し
て
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
美
味
い
。 

「G
u
b
ern

atis

」
既
出
既
注
だ
が
、
再
掲
し
て
お
く
と
、
イ
タ
リ
ア
の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ

ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ
ス
（C

o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b
ern

atis 

一
八
四
〇
年
～
一
九
一
三
年
）
で
、
著

作
の
中
に
は
神
話
上
の
動
植
物
の
研
究
な
ど
が
含
ま
れ
る
。 

「
ラ
ヴ
エ
ン
ナ
」
イ
タ
リ
ア
の
エ
ミ
リ
ア
＝
ロ
マ
ー
ニ
ャ
州
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
県
の
県
都
の
あ
る
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ

（R
av

en
n
a

）。
古
代
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
繁
栄
し
た
都
市
で
、
西
ロ
ー
マ
帝
国
や
東
ゴ
ー
ト

王
国
が
首
都
を
置
き
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
総
督
領
の
首
府
で
も
あ
っ
た
。 

「
聖
魂
十
一
度
鴿
形
を
現
じ
、
來
た
り
て
十
一
僧
正
を
撰
定
し
（C

areri, 
‛ T

rav
els th

ro
u
g
h
 E

u
ro

p
e,̓1

8
8
6
, 

in
 C

h
u
rch

ill

’s ‛ C
o
llectio

n
, ̓v

o
l. iv. p

. 5
7
4
.

）
」
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ジ
ェ
メ
リ
・
カ



レ
リ
（G

io
v
an

n
i F

ran
cesco

 G
em

elli C
areri 

一
六
五
一
年
～
一
七
二
五
年
）
は
イ
タ
リ
ア
の
冒
険
者
・

旅
行
者
。
公
共
交
通
機
関
を
用
い
て
世
界
を
旅
し
た
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
一
人
で
、
彼
の
体
験
が
、

ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
を
し
て
、「
八
十
日
間
世
界
一
周
」（L

e to
u
r d

u
 m

o
n
d

e en
 q

u
a
tre-vin

g
t jo

u
rs

：

一
八
七
三
年
出
版
（
初
出
は
前
年
の
パ
リ
の
新
聞
『
ル
・
タ
ン
』（L

e T
em

p
s

）
に
連
載
）
を
著
す
契
機
と

な
っ
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、「
世
界
初
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
」
と
も
称
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
参
照
し

た
彼
の
日
本
語
版
ウ
ィ
キ
を
見
ら
れ
た
い
。
彼
の
当
該
紀
行
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
」（V

ia
g
g
i in

 E
u
ro

p
a

）

は
一
六
九
三
年
刊
行
。「
十
一
僧
正
」
は
使
徒
の
こ
と
と
思
う
が
、「
十
一
」
と
い
う
数
字
は
不
審
で
あ
る

が
（
原
型
の
十
二
使
徒
の
内
の
イ
エ
ス
を
裏
切
っ
た
イ
ス
カ
リ
オ
テ
の
ユ
ダ
を
除
い
た
も
の
か
）、
原
本

に
当
た
れ
な
い
の
で
聖
堂
名
も
象
徴
の
意
味
も
判
ら
な
い
。
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
は
「
初
期
キ
リ
ス
ト
教
建
築
物

群
」
で
も
と
み
に
知
ら
れ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
美
術
の
研
究
家
に
よ
る
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
の
ハ
ト
装
飾
図
像
レ
ポ

ー
ト
も
読
ん
だ
が
、「
十
一
」
と
い
う
数
列
を
見
出
せ
な
い
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。 

「
東
京
で
鳩
を
殺
さ
し
め
て
、
キ
リ
ス
ト
敎
徒
か
否
を
檢
定
せ
る
（M

arin
i, ‛ H

isto
ria d

el T
u
n
ch

io
n

’ 

R
o
m

a, 1
6
6
5
, p

. 7

）」
こ
の
引
用
部
分
は
初
出
は
同
じ
だ
が
、
平
凡
社
「
選
集
」
版
で
は
『（M

arin
i, ‛

H
isto

ria et R
elatio

n
e d

el T
u
n
ch

in
o
 e d

el G
iap

p
o
n
e,̓ R

o
m

a, 1
6
6
5
, p

.7

）』
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
ジ
ョ

バ
ン
ニ
・
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
デ
・
マ
リ
ー
ニ
（G

io
v
an

n
i F

ilip
o
 d

e M
A

R
IN

I 

一
六
〇
八
年
～
一
六
八
二

年
）
は
イ
タ
リ
ア
人
イ
エ
ズ
ス
会
員
で
、
東
洋
で
の
布
教
を
志
し
、
一
六
三
八
年
に
イ
ン
ド
に
渡
り
、

後
、
ト
ン
キ
ン
で
十
四
年
間
の
伝
道
を
し
、
マ
カ
オ
に
も
赴
き
、
同
地
の
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
（
神
学

校
）
の
学
長
も
務
め
た
。
一
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
っ
た
が
、
一
六
七
四
年
に
は
東
洋
管
区
長
と
し
て
再

赴
任
し
、
マ
カ
オ
で
没
し
た
。
東
洋
管
区
長
と
言
っ
て
も
、
彼
が
最
初
に
イ
ン
ド
に
赴
任
し
た
頃
、
既
に

日
本
は
厳
し
い
禁
教
令
下
に
あ
り
、
マ
リ
ー
ニ
は
一
度
も
日
本
に
渡
っ
て
い
な
い
。
本
書
の
表
題
は
「
日

本
及
び
ト
ン
キ
ン
と
の
歴
史
と
関
係
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
に
関
す
る
部
分
は
極
め
て
少
な
い
も
の

と
判
断
さ
れ
る
（
以
上
は
「
京
都
外
国
語
大
学
図
書
館
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「M

A
R

IN
I, G

io
. F

ilip
p
o

 d
e 

"D
elle m

issio
n
i d

e̓ p
a
d
ri d

ella
 C

o
m

p
a
g
n
ia

 d
i G

iesu
 " R

o
m

a : 1
6
6
3 

マ
リ
ー
ニ 

『
イ
エ
ズ
ス
会
布
教

録
』」
の
解
説
を
参
考
に
し
た
）。
原
本
は
「
日
文
研
」
の
こ
ち
ら
の
こ
れ
（P

D
F

）
で
視
認
出
来
る
が
、

イ
タ
リ
ア
語
で
し
か
も
古
語
の
た
め
、
全
く
お
手
上
げ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
話
、「
ほ
ん
ま
か
い

な
？
」
と
ち
ょ
っ
と
疑
り
た
く
な
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
中
で
こ
ん
な
こ
と
が
信
徒
で
あ
る
か
ど
う
か

の
判
定
法
と
し
て
あ
っ
た
と
い
う
話
は
少
な
く
と
も
私
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
長
崎
学W

eb

学

会
の
「
旅
す
る
長
崎
学
」
の
コ
ラ
ム
「
銅
版
画
家 

渡
辺
千
尋
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
に
、
渡
辺
氏
が

『
有
家
町
（
現
南
島
原
市
）
か
ら
』、
二
十
六
『
聖
人
が
処
刑
さ
れ
た
』（
慶
長
元
年
十
二
月
十
九
日
（
一

五
九
七
年
二
月
五
日
））
に
二
十
六
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
豊
臣
秀
吉
の
命
令
に
よ
っ
て
長
崎
で
磔
の

刑
に
処
さ
れ
た
）『
同
じ
年
に
、｢

セ
ビ
リ
ア
の
聖
母｣

の
』
銅
版
画
が
制
作
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
復
刻

を
依
頼
さ
れ
て
原
画
を
見
た
と
こ
ろ
が
、『
二
十
六
聖
人
が
処
刑
さ
れ
た
時
代
に
作
ら
れ
て
、
有
家
版
の

幼
子
キ
リ
ス
ト
の
手
に
持
つ
ハ
ト
の
絵
が
消
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
ス
ゴ
さ
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ト

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
平
和
の
象
徴
で
す
。
あ
く
ま
で
推
測
で
す
が
、
そ
の
当
時
の
日
本
人
に
は
そ
ん
な

概
念
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
マ
リ
ア
の
右
手
に
持
つ
花
。
西
洋
で
は
バ
ラ
が
描
か
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
で
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
ら
、「
バ
ラ
と
は
椿
み
た
い
な
花
で
す
よ
。」

と
教
え
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ハ
ト
は
日
本
に
も
い
た
で
し
ょ
う
か
ら
描
け
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
す

が
、
イ
コ
ン
制
作
者
は
わ
ざ
と
絵
の
中
か
ら
消
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
で
は
、
聖
画
の
な
か
の
重
要
な

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%90%E3%83%B3%E3%83%8B%E3%83%BB%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%E3%82%A7%E3%82%B9%E3%82%B3%E3%83%BB%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%83%AC%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%90%E3%83%B3%E3%83%8B%E3%83%BB%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%E3%82%A7%E3%82%B9%E3%82%B3%E3%83%BB%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%83%AC%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%90%E3%83%B3%E3%83%8B%E3%83%BB%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%E3%82%A7%E3%82%B9%E3%82%B3%E3%83%BB%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%83%AC%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%90%E3%83%B3%E3%83%8B%E3%83%BB%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%81%E3%82%A7%E3%82%B9%E3%82%B3%E3%83%BB%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%83%AC%E3%83%AA
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/291/25_291_325/_pdf/-char/ja
https://www.kufs.ac.jp/toshokan/gallery/senk46.htm
https://www.kufs.ac.jp/toshokan/gallery/senk46.htm
https://www.kufs.ac.jp/toshokan/gallery/senk46.htm
https://www.kufs.ac.jp/toshokan/gallery/senk46.htm
https://www.kufs.ac.jp/toshokan/gallery/senk46.htm
https://www.kufs.ac.jp/toshokan/gallery/senk46.htm
https://shinku.nichibun.ac.jp/kichosho/new/books/39/suema00000000eh1.html
https://shinku.nichibun.ac.jp/kichosho/new/books/39/pdfs/001257922.pdf?page_num=
https://shinku.nichibun.ac.jp/kichosho/new/books/39/pdfs/001257922.pdf?page_num=
https://shinku.nichibun.ac.jp/kichosho/new/books/39/pdfs/001257922.pdf?page_num=
http://tabinaga.jp/column/view.php?category=1&hid=20140226194228&offset=8
http://tabinaga.jp/column/view.php?category=1&hid=20140226194228&offset=8


シ
ン
ボ
ル
を
消
す
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
心
理
状
態
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
』
と
疑
問
を
呈
し
て

お
ら
れ
、
こ
れ
は
こ
れ
で
、
摩
訶
不
思
議
な
仕
儀
で
は
あ
る
の
で
あ
る
。］ 

                                    



 
燕
、
紀
州
に
て
、
秋
葉
の
神
使
な
れ
ば
、
之
を
殺
さ
ば
火
災
有
り
と
云
傳
ふ
、
太
古
よ
り
、
諸
國
に
燕

を
神
物
と
す
る
例
、
多
く
予
未
刊
の
著
燕
石
考
に
集
め
た
り
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
燕
」
ス
ズ
メ
目
ツ
バ
メ
科
ツ
バ
メ
属
ツ
バ
メ 

H
iru

n
d
o
 ru

stica

。
博
物
誌
は
私
の

「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
二 

原
禽
類 

燕
（
つ
ば
め
） 

（
ツ
バ
メ
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
秋
葉
の
神
使
な
れ
ば
、
之
を
殺
さ
ば
火
災
有
り
と
云
傳
ふ
」「
秋
葉
」
は
「
秋
葉
権
現
」。
秋
葉
山

あ

き

は
さ

ん

（
静

岡
県
浜
松
市
天
竜
区
春
野
町
領
家
に
あ
る
赤
石
山
脈
の
南
端
に
あ
る
標
高
八
百
六
十
六
メ
ー
ト
ル
の
山
。

山
頂
近
く
に
「
火
防

ひ

ぶ

せ

の
神
」
で
あ
る
秋
葉
大
権
現
の
後
身
で
あ
る
秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神
社
が
あ
る
。
江
戸

時
代
ま
で
は
秋
葉
社
と
秋
葉
寺
の
両
方
が
存
在
す
る
両
部
神
道
で
あ
っ
た
が
、
明
治
の
神
仏
分
離
・
廃
仏

毀
釈
に
よ
っ
て
秋
葉
山
は
神
社
と
寺
院
と
に
分
離
さ
れ
、
現
在
は
秋
葉
神
社
上
社
は
秋
葉
山
山
頂
に
、
曹

洞
宗
秋
葉
寺
は
山
腹
に
あ
る
。
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
の
山
岳
信
仰
と
修
験
道
が
融
合
し
た
神

仏
習
合
の
神
。
ウ
ィ
キ
の
「
秋
葉
権
現
」
に
よ
れ
ば
、『
火
防
の
霊
験
で
広
く
知
ら
れ
、
近
世
期
に
全
国

に
分
社
が
勧
請
さ
れ
』、『
秋
葉
講
と
呼
ば
れ
る
講
社
が
結
成
さ
れ
た
。
ま
た
』、
明
治
二
（
一
八
六
九
）

年
十
二
月
に
『
相
次
い
だ
』、『
東
京
の
大
火
の
後
』、『
政
府
が
建
立
し
た
鎮
火
社
（
霊
的
な
火
災
予
防
施

設
）
に
お
い
て
は
、
本
来
』、『
祀
ら
れ
て
い
た
』
官
製
の
神
格
は
無
視
さ
れ
、『
民
衆
が
秋
葉
権
現
』
と

し
て
『
信
仰
し
た
。
そ
の
結
果
、
周
囲
に
置
か
れ
た
延
焼
防
止
の
た
め
の
火
除
地
が
「
秋
葉
ノ
原
」
と
呼

ば
れ
、
後
に
秋
葉
原
と
い
う
地
名
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
』
と
あ
っ
た
。「
秋
葉
原
」
成
立
史
の
非
常

に
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
の
で
敢
え
て
引
用
し
た
。
閑
話
休
題
。
思
う
に
、
燕
が
人
家
の
軒
に
繰
り
返
し

安
心
し
て
営
巣
す
る
こ
と
（
本
邦
で
は
、
火
災
に
限
ら
ず
、
古
く
か
ら
燕
の
営
巣
す
る
家
は
万
事
安
全
で
、

商
売
な
ど
も
繁
昌
す
る
と
さ
れ
る
）
や
、
喉
と
額
が
赤
い
こ
と
が
火
を
イ
メ
ー
ジ
し
つ
つ
（
フ
レ
ー
ザ
ー
の

謂
う
類
感
呪
術
）
も
、
そ
れ
が
逆
に
実
際
の
火
に
対
峙
す
る
防
禦
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と

私
は
思
う
。 

「
燕
石
考
」
南
方
熊
楠
が
最
重
要
著
作
と
し
て
、
刊
行
を
望
ん
で
い
た
が
、
遂
に
自
身
に
よ
る
邦
訳
も
成

さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
英
文
も
未
刊
で
終
わ
っ
た
、
論
文
「T

h
e O

rig
in

 o
f th

e S
w

a
llo

w
-S

to
n
e M

yth
, 

c.1
8
9

9
-1

9
0
3

」（「
燕
の
石
」
神
話
の
起
源
）。
明
治
三
十
二
年
か
ら
明
治
三
十
六
年
に
か
け
て
執
筆
さ
れ

た
も
の
。「
燕
石
」
と
は
、
判
り
易
く
言
え
ば
、「
竹
取
物
語
」
に
出
る
「
燕
の
子
安
貝
」
も
そ
の
一
つ
で

あ
る
と
だ
け
言
っ
て
お
こ
う
。
サ
イ
ト
「
南
方
熊
楠
を
知
る
事
典
」（
私
は
原
本
一
九
九
三
年
講
談
社

（
現
代
新
書
）
刊
も
所
持
し
て
い
る
）
の
こ
ち
ら
に
よ
れ
ば
、『
ロ
ン
ド
ン
時
代
の
終
わ
り
に
構
想
が
た

て
ら
れ
、
那
智
時
代
に
補
筆
・
完
成
さ
れ
た
「
燕
石
考
」
は
、
熊
楠
の
英
文
論
攷
の
一
つ
の
到
達
点
を
示

す
作
品
で
あ
る
。『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』、『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ィ
ア
リ
ー
ズ
』
の
両
誌
に
寄
稿
し
た
も
の

の
不
掲
載
と
な
っ
た
こ
の
論
攷
は
、
五
種
類
の
草
稿
の
形
で
残
さ
れ
て
い
た
の
を
岩
村
忍
が
校
訂
し
、
平

凡
社
版
『
南
方
熊
楠
全
集
』
別
巻
一
に
収
録
さ
れ
た
。
岩
村
に
よ
れ
ば
、
草
稿
の
う
ち
の
二
種
類
の
も
の

に
は
、
一
九
〇
三
年
三
月
三
十
一
日
の
日
付
が
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
同
日
の
日
記
の
「
燕
石
考
一
本

謄
本
と
り
に
か
ヽ
る
」
や
、
翌
四
月
一
日
の
「
朝
早
起
、
燕
石
考
清
書
謄
本
成
る
」
の
記
事
と
合
致
す
る

か
ら
、
お
そ
ら
く
最
終
稿
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
』。
そ
こ
で
は
ま
ず
、『
熊
楠
は
中
国
・
日
本
に
お
け

る
燕
石
の
伝
説
に
関
し
て
紹
介
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
石
に
関
し
て
は
古
今
無
双
の
博
物
学
者
で
あ
る

木
内
石
亭
の
『
雲
根
志
』
を
参
考
に
し
つ
つ
、
薬
用
の
化
石
と
し
て
、
雲
母
片
岩
の
一
種
と
し
て
、『
竹

取
物
語
』
に
あ
ら
わ
れ
る
安
産
の
お
守
り
と
し
て
、
ご
み
を
取
り
の
ぞ
く
た
め
に
目
に
入
れ
る
貝
の
蓋
と

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/10/post-7f97.html
https://www.google.com/maps/place/%E7%A7%8B%E8%91%89%E5%B1%B1%E6%9C%AC%E5%AE%AE%E7%A7%8B%E8%91%89%E7%A5%9E%E7%A4%BE%E4%B8%8A%E7%A4%BE/@34.9792704,137.8668586,16.75z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x601b1af99171cb79:0x9fe1ccfb0b8de97f!2z44CSNDM3LTA2MjYg6Z2Z5bKh55yM5rWc5p2-5biC5aSp56uc5Yy65pil6YeO55S66aCY5a62!3b1!8m2!3d34.9427382!4d137.8872038!3m4!1s0x0:0x8af170be893630df!8m2!3d34.9812991!4d137.8660865
https://www.google.com/maps/place/%E7%A7%8B%E8%91%89%E5%B1%B1%E6%9C%AC%E5%AE%AE%E7%A7%8B%E8%91%89%E7%A5%9E%E7%A4%BE%E4%B8%8A%E7%A4%BE/@34.9792704,137.8668586,16.75z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x601b1af99171cb79:0x9fe1ccfb0b8de97f!2z44CSNDM3LTA2MjYg6Z2Z5bKh55yM5rWc5p2-5biC5aSp56uc5Yy65pil6YeO55S66aCY5a62!3b1!8m2!3d34.9427382!4d137.8872038!3m4!1s0x0:0x8af170be893630df!8m2!3d34.9812991!4d137.8660865
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A7%8B%E8%91%89%E6%A8%A9%E7%8F%BE
http://www.aikis.or.jp/~kumagusu/books/jiten_matsui_ch3.html


し
て
、
と
い
っ
た
東
洋
で
の
「
燕
石
」
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た

「
燕
石
」
の
伝
承
の
そ
れ
ぞ
れ
と
、
非
常
に
似
通
っ
た
対
応
を
す
る
伝
承
が
西
洋
に
も
あ
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
』。
但
し
、
ネ
タ
バ
レ
と
な
る
が
、『
こ
の
疑
問
に
対
し
て
、
残
念
な
が
ら
「
燕
石

考
」
の
中
に
は
熊
楠
の
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
曖
昧
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、

私
は
文
章
全
体
の
調
子
か
ら
い
っ
て
、
こ
の
論
文
の
場
合
に
も
西
洋
と
東
洋
の
間
の
文
化
伝
播
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
と
』
熊
楠
が
『
考
え
て
い
る
』
こ
と
、『
つ
ま
り
』、『
西
洋
の
燕
石
の
伝
説

は
、
中
国
の
そ
れ
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
熊
楠
が
認
め
て
い
た
、
と
と
る
べ

き
だ
と
思
う
』
と
筆
者
の
松
居
竜
五
は
評
さ
れ
た
後
、
内
容
に
つ
い
て
、『
そ
の
よ
う
な
宣
言
と
と
も
に

熊
楠
が
挙
げ
て
い
く
「
燕
石
」
の
伝
説
は
、
子
安
貝
や
ス
ピ
リ
フ
ェ
ル
の
化
石
、
貝
の
蓋
、
燕
の
習
性
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
こ
こ
で
あ
え
て
簡
単
に
整
理
す
る
な
ら
ば
、
形
態
的
な
類
似

が
、
一
つ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
子
安
貝
は
女
性
器

と
の
外
見
上
の
類
似
か
ら
安
産
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
ス
ピ
リ
フ
ェ
ル
の
化
石
は
そ
の
格
好
が
燕
と
似
て
い

る
か
ら
「
燕
石
」
と
呼
ば
れ
、
目
の
掃
除
用
に
使
わ
れ
る
貝
の
蓋
は
酸
に
入
れ
た
時
に
小
さ
な
泡
を
発
生

さ
せ
る
た
め
に
多
産
の
象
徴
と
な
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
』。『
実
は
、
こ
う
し
た
形
態
的
類
似
を
根

拠
と
す
る
俗
信
の
科
学
的
な
解
釈
と
い
う
方
法
は
、
ロ
ン
ド
ン
時
代
の
熊
楠
の
英
文
論
攷
に
多
く
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
想
像
力
の
パ
タ
ー
ン
性
の
追
究
と
い
う
「
事
の
学
」
の
モ
チ
ー
フ
を
そ
の
ま
ま

引
き
継
ぐ
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、「
燕
石
考
」
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
こ
の
「
事
の

学
」
の
モ
チ
ー
フ
と
、
東
洋
と
西
洋
の
俗
信
を
結
ぶ
文
化
伝
播
論
の
モ
チ
ー
フ
と
い
う
熊
楠
の
初
期
の
二

つ
の
思
考
の
流
れ
が
、
こ
こ
で
統
合
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な
の
だ
。
つ
ま
り
、「
燕
石
考
」
が
熊

楠
の
英
文
論
攷
の
到
達
点
た
り
得
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
熊
楠
が
数
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
統
合

の
試
み
の
場
と
し
て
「
燕
石
考
」
を
練
り
続
け
て
い
た
事
実
に
こ
そ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
』
と

結
ん
で
お
ら
れ
る
。
私
は
「
選
集
」
及
び
河
出
文
庫
版
「
南
方
熊
楠
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ 

南
方
民
俗
学
」

の
そ
れ
を
持
っ
て
お
り
、
貝
類
学
の
趣
味
の
関
係
上
、
非
常
に
好
き
な
論
文
な
の
で
あ
る
が
、
孰
れ
も
岩

村
忍
氏
の
訳
で
著
作
権
存
続
で
あ
る
か
ら
、
残
念
な
が
ら
、
電
子
化
は
私
の
生
き
て
い
る
う
ち
に
は
出
来

な
い
。］ 

             



 
鶺
鴒
、
伴
信
友
の
比
言
婆
衣
卷
十
八
に
、
黃
鶺
鴒
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
『
黃
鶺
諾
』
で
あ
る

が
、
原
本
（
後
掲
）
と
初
出
で
訂
し
た
。］
を
「
ニ
ハ
ク
ナ
ギ
」、
背
黑
き
者
を
「
石
ク
ナ
ギ
」
と
云
ふ
、

男
女
交
接
の
時
、
男
の
行
ひ
を
「
ク
ナ
グ
」
と
唱
ふ
る
也
。
と
云
り
。
諾
册
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
き
・

み
」。
伊
耶
那
岐
と
伊
耶
那
美
の
こ
と
。］
の
二
尊
に
男
女
の
大
道
を
敎
へ
奉
れ
る
鳥
な
れ
ば
、
和
泉
式
部

も
、「
逢
ふ
事
を
稻
負
せ
鳥
の
敎
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
ず
ば
、
人
を
戀
路
に
惑
は
ま
し
や
は
」

と
詠
じ
、
川
柳
に
も
、「
鶺
鴒
も
一
度
敎
へ
て
呆
れ
果
て
」
と
よ
め
り
、
古
え
西
亞
細
亞
の
「
ア
ス
タ
ル

テ
」
神
の
秘
密
儀
は
、
神
林
中
に
て
行
は
れ
し
が
、
其
林
に
信
徒
よ
り
献
納
せ
る
鶺
鴒
鳴
き
遊
べ
り
、
術

者
其
肉
を
媚
藥
に
作
れ
り
（D

u
fo

u
r, 

‛H
isto

ire d
e la P

ro
stitu

tio
n

,̓  to
m

. i. P
. 4

0
, B

ru
xelles, 

1
8

5
1

.

）
と
云
ふ
に
、
吾
邦
に
古
來
此
鳥
を
尊
崇
せ
し
こ
と
を
聞
か
ぬ
は
、
恩
に
負
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
そ
む
く
」。］
の
甚
し
き
者
な
り
、
支
那
に
は
諸
本
草
之
を
載
せ
ず
、
大
淸
一
統
志
に
其
名
有
る
產
地
を

擧
た
り
、
媚
藥
に
用
ひ
た
る
に
や
有
む
、
但
し
予
が
現
住
す
る
紀
州
田
邊
で
は
、
小
兒
此
鳥
を
見
る
每

に
、「
ミ
コ
テ
ウ
尾
を
振
れ
杓
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ひ
し
や
く
」。］
に
一
盃
金
や
ら
う
」
と
呼
ぶ
、
子
細

を
詳
に
せ
ざ
れ
ど
も
、
古
え
此
鳥
を
見
る
時
祝
し
て
、
吾
に
も
頓
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
や
が
て
」。］

汝
の
如
く
ク
ナ
ガ

○

○

○

し
め
よ
と
望
む
を
常
習
と
せ
る
遺
風
に
や
と
思
は
る
、
伴
氏
は
山
城
邊
の
兒
童
、
鶺
鴒

を
尾
び
こ
鳥
と
云
り
と
述
た
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
句
読
点
無
し
は
マ
マ
。］
尾
を
ピ
コ
ピ
コ
搖
か
す
の

義
か
、
熊
楠
謹
ん
で
案
ず
る
に
、
交
合
を
「
マ
ク
」
と
云
ふ
詞
、
古
今
著
聞
集
に
見
え
、
南
留
別
志
に

「
ミ
ト
ノ
マ
ク
ハ
ヒ

●

●

●

●

●

●

●

」
と
云
ふ
詞
、
ミ
と
は
メ
ヲ
ト

●

●

●

也
、
マ
ク
ハ
ヒ

●

●

●

●

今
も
田
舍
に
て
メ
グ
ス

●

●

●

と
云
ふ
也
」

と
い
へ
れ
ば
、
此
等
よ
り
「
ミ
コ
テ
ウ
」
の
名
出
來
れ
る
か
、
支
那
の
厩
神
像
鶺
鴒
を
踏
め
る
も
（
類
聚

名
物
考
卷
一
四
四
）、
此
鳥
の
動
作
乘
馬
に
似
た
る
に
基
く
な
ら
ん
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鶺
鴒
」「
せ
き
れ
い
」。
尾
を
上
下
に
振
る
こ
と
で
お
馴
染
み
の
私
の
好
き
な
鳥
、

ス
ズ
メ
目
ス
ズ
メ
亜
目
セ
キ
レ
イ
科
セ
キ
レ
イ
属 

M
o
ta

cilla

・
イ
ワ
ミ
セ
キ
レ
イ
属 

D
en

d
ro

n
a
n
th

u
s 

に
属
す
る
セ
キ
レ
イ
類
。
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
一 

水
禽
類 

鶺
鴒
（
せ
き
れ
ひ
／
に
は
く
な

ぶ
り
） 

（
セ
キ
レ
イ
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
か
な
り
知
ら
れ
て
い
る
、「
日
本
書
紀
」
の
巻
第
一
の

「
神
代
上
」
の
第
四
段
の
一
書
（
第
五
）
に
、
初
め
て
伊
耶
那
岐
命
と
伊
耶
那
美
命
が
交
合

（「

遘

合

み
と
の
ま
ぐ
は
ひ

」）
を
す
る
シ
ー
ン
に
つ
い
て
、 

 
 

 

＊ 

一
書
曰
。
陰
神
、
先
唱
曰
。
美
哉
。
善
少
男
。
時
以
陰
神
先
言
故
、
爲
不
祥
。
更
復
改
巡
。
則
陽
神
先
唱

曰
。
美
哉
。
善
少
女
。
遂
將
合
交
、
而
不
知
其
術
。
時
有
鶺
鴒
飛
來
搖
其
首
尾
。
二
神
見
而
學
之
。
卽
得

交
道
。 

 
 

 

＊ 

一
書
に
曰
は
く
、「
陰
神
、
先
づ
唱
へ
て
曰

の
た
ま

は
く
、『
美
哉

あ
な
に
え
や

、
善
男

え
を
と
こ

を
』。
時
に
陰
神
、
言 こ

と

を
先

さ
い
た

つ
る
を

以
つ
て
の
故 ゆ

ゑ

に
、『
祥 さ

が

な
し
』
と
爲 な

し
、
更
に
復
た
、
改
め
巡
る
。
則
ち
、
陽
神
、
先
づ
唱
へ
て
曰
く
、

『
美
哉
、
善
少
女

を

と

め

を
』。
遂
に
合
交

み

あ

は

せ
む
と
將 す

る
に
、
而
か
も
、
其
の
術 み

ち

を
知
ら
ず
。
時
に
、
鶺

鴒

に
わ
く
な
ぶ
り

有

り
、
飛
び
來
つ
て
其
の
首

か
し
ら

・
尾
を
搖 う

ご

か
す
。

二

神

ふ
た
は
し
ら
の
か
み

、
見
そ
な
は
し
て
、
之
れ
に
學 な

ら

ひ
て
、
卽
ち
、

交
と
つ
ぎ

の
道
を
得
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
り
（
訓
読
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
岩
波
書
店
刊

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/291/25_291_325/_pdf/-char/ja
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-f942.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-f942.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218018


黒
板
勝
美
編
「
訓
讀 

日
本
書
紀 

上
卷
」
を
参
考
に
し
た
）
、
二
柱
は
コ
イ
ツ
ス
の
仕
方
を
セ
キ
レ
イ

が
首
と
尾
を
振
る
動
作
か
ら
、
そ
れ
を
学
ん
だ
と
伝
え
る
（「
古
事
記
」
に
は
な
い
）。
但
し
、
言
っ
て
お

く
と
、
そ
れ
は
長
い
尾
を
上
下
に
振
る
習
性
（
但
し
、
イ
ワ
ミ
セ
キ
レ
イ
属
イ
ワ
ミ
セ
キ
レ
イ 

D
en

d
ro

n
a
n
th

u
s in

d
icu

s 

は
左
右
に
振
る
）
を
ミ
ミ
ク
リ
ー
と
し
て
喩
え
た
に
過
ぎ
ず
、
実
際
の
セ
イ
レ

イ
の
交
尾
行
動
と
は
関
係
が
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

「
伴
信
友
の
比
言
婆
衣
卷
十
八
」
伴
信
友
（
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
～
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
）
は

国
学
者
で
。「
比
言
婆
衣
」（
ひ
こ
ば
え
）
は
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
か
ら
刊
行
を
始
め
た
、
全
二
十
巻

の
国
史
・
言
語
・
故
事
の
考
証
随
筆
。
同
書
の
巻
十
八
の
巻
頭
に
あ
る
「
鶺
鴒
考
」
の
一
節
。
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
で
は
こ
こ
か
ら
で
、
引
用
は
ま
ず
、
次
の
コ
マ
の
左
ペ
ー
ジ
下

段
後
ろ
か
ら
六
行
目
以
降
で
（
句
読
点
を
打
ち
、
推
定
読
み
を
添
え
た
）、 

 
 

 

＊ 

む
ね
と
脊
黑
の
、
も
は
ら
、
川
邊
に
居
り
、
黃
鶺
鴒
の
庭
に
も
よ
り
來
る
も
の
な
る
を
も
て
按

か
ん
が

へ
ば
、
黃

鶺
鴒
を
ニ
ハ
ク
ナ
ギ
、
背
黑
を
石
ク
ナ
ギ
と
ぞ
、
別
ち
云
ふ
め
る
。 

 
 

 

＊ 

で
、
後
の
部
分
は
、
最
初
の
異
名
羅
列
の
中
の
下
段
一
～
二
行
目
の
『
古
事
記
朝
倉
宮
の
卷
に
載
た
る
大

御
歌
に
麻
那
婆
志
良
』
と
あ
る
の
を
解
し
て
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
上
段
八
行
目
以
降
に
、『
麻
那
婆
志
良

は
、
學
問

マ
ナ
ビ
バ
シ

に
て
伊
邪
那
岐
命
の
交
合
の
術
を
學
給
ふ
問 ハ

シ

と
な
り
た
る
由
緣
な
り
』
と
あ
る
の
を
繋
げ
た
も

の
で
あ
る
。
因
み
に
、
色
か
ら
は
単
純
に
は
「
ニ
ハ
ク
ナ
ギ
」
は
セ
キ
レ
イ
属
キ
セ
キ
レ
イ 

M
o

ta
cilla

 

cin
erea

 

に
、「
石
ク
ナ
ギ
」
は
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ 

M
o
ta

cilla
 g

ra
n
d

is 

に
比
定
同
定
で
き
そ
う
だ
が
、
単

な
る
比
較
的
な
謂
い
で
あ
る
か
ら
、
他
種
も
含
む
可
能
性
が
全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
。
な
お
、
ウ
ィ
キ

の
「
セ
キ
レ
イ
」
の
「
文
化
」
に
は
、
以
上
の
神
話
を
語
り
、『
婚
礼
の
調
度
に
鶺
鴒
台
』（
せ
き
れ
い
だ

い
：
婚
礼
の
際
に
供
え
る
床
飾
り
の
一
つ
。
島
形
ま
た
は
州
浜

す

は

ま

形
で
、
足
は
雲
形
。
台
上
に
は
岩
を
根
固

め
に
置
き
、
鶺
鴒
の
一
つ
が
い
を
飾
る
）『
が
あ
る
の
は
そ
れ
に
由
来
す
る
』
と
し
、『
日
本
各
地
に
は
セ

キ
レ
イ
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
あ
る
。
静
岡
県
三
島
、
広
島
県
な
ど
で
は
セ
キ
レ
イ
を
神
の
鳥
と
称
し
、
み

だ
り
に
捕
ら
え
な
い
の
は
神
使
以
上
に
神
に
交
道
を
教
え
た
万
物
の
師
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
熊
本
県

南
関
で
は
子
供
ら
が
ム
ギ
わ
ら
で
セ
キ
レ
イ
の
形
を
製
し
、「
し
た
た
き
た
ろ
じ
ゃ
、
今
日
は
石
ゃ
な
い

ぞ
、
あ
し
た
来
て
叩
け
」
と
囃
し
な
が
ら
、
脚
を
持
っ
て
頭
尾
を
上
下
に
動
か
し
て
遊
ん
だ
（
動
植
物
方

言
及
民
俗
誌
）。
生
息
地
の
ひ
と
つ
岐
阜
県
高
山
で
は
、
セ
キ
レ
イ
を
い
じ
め
る
と
、「
親
死
ね
、
子
死

ね
、
鍋
も
茶
碗
も
破
れ
て
終
え
」
と
鳴
い
て
呪
う
と
い
う
。
伊
勢
神
宮
の
神
衣
大
和
錦
に
は
セ
キ
レ
イ
の

模
様
が
あ
る
と
い
う
（
和
訓
栞
）。
台
湾
の
ア
ミ
族
の
神
話
で
は
、
日
本
海
の
竹
島
ボ
ト
ル
に
男
女
』
二

『
神
が
天
下
り
、
ホ
ワ
ッ
ク
（
セ
キ
レ
イ
）
が
尾
を
振
る
の
を
見
て
交
合
の
道
を
知
っ
た
（
生
蕃
伝
説

集
）』
と
し
、『
中
国
の
「
詩
経
」
に
は
「
脊
令
」
と
あ
る
が
、
脊
（
身
体
の
背
部
）
を
揺
る
が
す
意
味
が

あ
る
か
は
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
と
い
う
』
と
あ
る
。
ま
た
、
セ
キ
レ
イ
に
は
他
に
、『
ト
ツ
ギ
ド
リ
、

ト
ツ
ギ
オ
シ
エ
ド
リ
、
ト
ツ
ギ
マ
ナ
ビ
ド
リ
、
ツ
ツ
ナ
ワ
セ
ド
リ
、
ツ
ツ
マ
ナ
バ
シ
ラ
、
ミ
チ
オ
シ
エ
ド

リ
、
チ
チ
ン
、
セ
キ
リ
』『
な
ど
の
別
名
が
あ
』
り
、『
そ
の
別
名
は
、
英
語
の 

w
ag

tail 

と
同
じ
く
』、

『
尻
を
振
り
動
か
す
意
が
多
く
、
つ
い
で
尾
で
物
を
叩
く
意
、
動
作
の
形
容
、
出
現
の
時
期
場
所
に
関
す

る
も
の
、
飛
翔
の
時
に
発
す
る
チ
チ
ン
チ
チ
ン
と
い
う
鳴
声
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
』
と
あ
る
。 

『
和
泉
式
部
も
、「
逢
ふ
事
を
稻
負
せ
鳥
の
敎
え
ず
ば
、
人
を
戀
路
に
惑
は
ま
し
や
は
」
と
詠
じ
』
こ
の

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218018
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991315/200
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991315/200
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991315/201
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BB%E3%82%AD%E3%83%AC%E3%82%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BB%E3%82%AD%E3%83%AC%E3%82%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BB%E3%82%AD%E3%83%AC%E3%82%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BB%E3%82%AD%E3%83%AC%E3%82%A4


歌
、
正
規
の
和
泉
式
部
の
一
首
で
は
な
い
。
平
安
末
期
の
歌
学
書
で
あ
る
藤
原
清
輔
「
奥
儀
抄
」
の
「
下

ノ
上
」
に
古
歌
と
し
て
、 

 

逢
事
を
い
な
お
ほ
せ
ど
り
の
を
し
へ
ず
ば 

 
 

 
 

 
 

人
を
こ
ひ
ぢ
に
ま
ど
は
ま
し
や
は 

と
出
る
。 

『
川
柳
に
も
、「
鶺
鴒
も
一
度
敎
へ
て
呆
れ
果
て
」』
個
人
サ
イ
ト
「
岩
田
ヶ
丘
か
ら
駄
句
冗
句
」
の
「
江

戸
川
柳
」
の
「
４ 

神
話
」
に
よ
れ
ば
、
本
句
の
他
に
、 

 

鶺
鴒
は
人
よ
り
先
に
色
氣
づ
き 

 

鶺
鴒
は
極
祕
を
神
に
傳
授
な
り 

 

か
樣
遊
ば
せ
と
鶺
鴒
び
く
つ
か
せ 

 

ヲ
ホ
ホ
と
ア
ハ
ハ
鶺
鴒
の
尾
に
見
と
れ 

 

あ
あ
成
程
と
伊
弉
諾
の
尊
乘
り 

 

鶺
鴒
の
敎
へ
た
外
を
色
々
に 

 

鶺
鴒
は
茶
臼
と
ま
で
は
敎
へ
ね
ど 

な
ど
が
あ
る
ら
し
い
。
ま
た
、
他
の
ネ
ッ
ト
記
載
で
は
、
都
都
逸
に
も
、 

 

神
に
敎
へ
た
鶺
鴒
よ
り
も 

 
 

 

お
し
の
番
ひ
が
羨
ま
し 

と
い
う
の
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
（
私
は
川
柳
も
都
都
逸
も
守
備
範
囲
で
な
い
の
で
出
典
は
不
明
で
あ

る
）。 

『「
ア
ス
タ
ル
テ
」
神
』
ラ
テ
ン
文
字
表
記
で
「A

startē

」
で
、
平
凡
社
「
百
科
事
典
マ
イ
ペ
デ
ィ
ア
」
に

よ
れ
ば
、
古
代
セ
ム
人
の
豊
穣
女
神
。
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
は
「
イ
シ
ュ
タ
ル
」、「
旧
約
聖
書
」
で
は
「
ア
シ

ュ
ト
レ
ト
」
乃
至
「
ア
シ
ュ
タ
ロ
ト
」
と
呼
び
、
古
代
中
東
で
最
も
広
く
崇
拝
さ
れ
た
大
母
神
と
あ
る
。

大
地
の
生
産
力
の
象
徴
で
、
愛
と
戦
い
の
女
神
で
あ
り
、
金
星
が
そ
れ
を
支
配
す
る
星
と
す
る
。
ギ
リ
シ

ア
神
話
の
ア
ル
テ
ミ
ス
や
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
な
ど
に
対
応
す
る
、
と
あ
る
。 

「D
u
fo

u
r, ‛ H

isto
ire d

e la P
ro

stitu
tio

n
,̓ to

m
. i. P. 4

0
, B

ru
x
elles, 1

8
5
1

.

」
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
で
複
数
の

ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
た
作
家
ポ
ー
ル
・
ラ
ク
ロ
ワ
（P

au
l L

acro
ix

 

一
八
〇
六
年
～
一
八
八
四
年
）
が
、

ピ
エ
ー
ル
・
デ
ユ
フ
ォ
ー
（P

ierre D
u
fo

u
r

）
名
義
で
書
い
た
、「H

isto
ire d

e la
 p

ro
stitu

tio
n
 ch

ez to
u

s 

les p
eu

p
les d

u
 m

o
n
d
e d

ep
u
is l̓a

n
tiq

u
ité la

 p
lu

s recu
lée ju

sq
u̓

à
 n

o
s jo

u
rs

」
（
最
古
の
古
代
か
ら
現
代
に

至
る
全
世
界
の
民
族
に
於
け
る
売
春
の
歴
史
）。
原
本
を
見
つ
け
た
が
、
ど
う
も
見
当
た
ら
な
い
。 

「
大
淸
一
統
志
に
其
名
有
る
產
地
を
擧
た
り
、
媚
藥
に
用
ひ
た
る
に
や
有
む
」
清
代
の
全
支
配
領
域
に
つ

い
て
記
し
た
総
合
地
誌
。
清
建
国
（
一
六
四
四
年
）
か
ら
約
四
十
年
後
の
一
六
八
六
年
に
着
手
さ
れ
、
一

八
四
二
年
に
完
成
し
た
。
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
巻
二
百
六
十
六
の
「
安
陸

府
」
の
一
番
最
後
に
、「
土
產
」
と
し
て
、『
鶺
鴒
【
府
志
當
陽
縣
出
】』
と
出
る
。 

「
ミ
コ
テ
ウ
」
不
詳
。
可
愛
ら
し
い
小
鳥
で
「
美
小
鳥
」
と
し
た
く
な
る
が
、
こ
れ
は
案
外
、
神
話
繋
が

り
で
、
神
楽
舞
に
於
け
る
「
巫
女
鳥
」
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
但
し
、
熊
楠
の
結
論
た
る
コ
イ
ツ
ス
の
意

の
変
形
と
す
る
（
ほ
の
め
か
さ
れ
た
一
種
の
性
教
育
）
の
も
私
は
決
し
て
退
け
る
も
の
で
は
な
い
。 

「
伴
氏
は
山
城
邊
の
兒
童
、
鶺
鴒
を
尾
び
こ
鳥
と
云
り
と
述
た
り
」
先
の
「
比
言
婆
衣
卷
」
の
続
き
の
こ

こ
（
右
ペ
ー
ジ
上
段
六
行
目
）。 

https://shinoy.web.fc2.com/sinwa.html
https://shinoy.web.fc2.com/sinwa.html
https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=469160#p17
https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=469160#p17
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991315/202
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991315/202


『
交
合
を
「
マ
ク
」
と
云
ふ
詞
、
古
今
著
聞
集
に
見
え
』
こ
れ
は
私
が
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
二
話
で
認

め
ら
れ
る
。
一
つ
は
「
卷
第
十
六 

興
言
利
口
」
の
「
坊
門
院
の
蒔
繪
師

某
な
に
が
し

、
大
假
名

お

ほ

が

な

に
て
返
事
の

事
」（
五
二
七
番
）
で
、
今
一
つ
は
同
じ
巻
の
「
聖
覺
法
印
の
力
者
法
師
築
地
つ
き
を
罵
る
事
」（
五
四
三

番
）
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
か
ら
（
基
礎
デ
ー
タ
は
岩
波
古
典
文
学
大
系
版
を
使
用
し
た
が
、
そ
の
他
の
所

持
す
る
版
本
も
参
考
に
し
た
）。 

 
 

 

＊ 

 

坊
門
院
に
、
年
比
め
し
つ
か
ふ
蒔
繪
師
あ
り
け
り
。
仰
せ
ら
る
べ
き
事
あ
り
て
、 

「
き
と
、
ま
い
れ
。」 

と
仰
ら
れ
た
り
け
れ
ば
、
あ
さ
ま
し
き
大
假
名
に
て
御
返
事
を
申
け
る
、 

「
た
ゞ
い
ま
こ
も
ち
を
ま
き
か
け
て
候
へ
ば
ま
き
は
て
候
て
ま
ゐ
り
候
べ
し
」 

と
、
か
き
た
り
け
り
。
此
ふ
み
の
詞
は
、
あ
し
ざ
ま
に
よ
ま
れ
た
り
。 

「
こ
は
何
事
の
申
や
う
ぞ
。」 

と
て
、
臺
所
の
さ
た
し
け
る
女
房
、
そ
の
文 ふ

み

を
見 み

さ
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
見
止
さ
し
て
」。
見
る
の

を
途
中
で
止
め
て
。］
、
な
げ
た
り
け
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
蒔
繪
師
が
も
と
へ
か
さ
ね
て
、 

「
い
か
に
、
か
や
う
な
る
狼
藉
の
言
葉
を
ば
申
す
ぞ
。
た
ゞ
い
ま
の
程
に
。
た
し
か
に
、
參
れ
。」 

と
仰
ら
れ
け
れ
ば
、
蒔
繪
師
、
あ
は
て
ふ
た
め
き
て
、
ま
い
り
た
り
け
る
に
、 

「
此
御
返
事
の
や
う
、
い
か
な
る
事
ぞ
。」 

と
て
、
見
せ
ら
れ
け
れ
ば
、 

「
す
べ
て
、
申
し
す
ご
し
た
る
事
、
候
は
ず
。『
只
今
、
御
物

ご

も

ち

を
蒔
き
か
け
て
候
へ
ば
、
蒔
き
は
て
候
ひ

て
參
り
候
べ
し
』
と
書
き
て
候
へ
。」 

と
申
け
れ
ば
、
げ
に
も
、
さ
に
て
、
あ
り
け
り
。
假
名
は
「
よ
み
な
し
」
と
い
ふ
事
、
ま
こ
と
に
を
か
し

き
事
な
り
。 

 
 

 

＊ 

「
た
ゞ
い
ま
こ
も
ち
を
ま
き
か
け
て
候
へ
ば
ま
き
は
て
候
て
ま
ゐ
り
候
べ
し
」
こ
れ
は
「
只
今
、
御
物

ご

も

ち

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
御
道
具
。］
を
蒔
き
か
け
て
い
る
最
中
に
て
あ
り
ま
す
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
蒔
き
終

え
て
か
ら
、
参
上
致
し
ま
す
。」
の
意
で
あ
る
が
、
す
べ
て
大
き
な
「
か
な
文
字
」
で
書
い
た
た
め
に
、

そ
の
読
み
と
り
方
（「
よ
み
な
し
」）
を
、
女
房
が
誤
っ
て
、「
只
今
、
子
持
ち
女
を
枕 ま

き
か
け
て
お
り
ま

す
最
中
で
御
座
い
ま
す
れ
ば
、
そ
の
交
合

ま
ぐ
わ
い

を
終
え
ま
し
て
か
ら
、
や
お
ら
、
参
り
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う

ト
ン
デ
モ
な
い
意
味
に
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
五
四
三
番
。 

 
 

 

＊ 

 

持
明
院
に
「
な
つ
め
だ
う
」
と
い
ふ
堂
あ
り
。
淡
路
入
道
長
蓮
が
堂
な
り
。
築
地

つ

い

ぢ

の
く
づ
れ
た
り
け
る

を
築 つ

か
せ
け
る
に
、
築
く
も
の
ど
も
、
を
の
が
ど
ち
、
物
語
す
と
て
、
聖
覺
法
印
の
説
經
の
事
な
ど
を
か

た
り
け
り
。 

 

其
折
し
も
、
聖
覺
、
輿 こ

し

に
か
ゝ
れ
て
、
其
前
を
、
と
を
り
け
る
に
、
こ
れ
ら
が
物
語
に
、「
聖
覺
の
」

と
い
ふ
を
、
と
も
な
る
力
者

り
き
し
や

法
師
、
き
ゝ
と
が
め
て
、 

「
お
や
ま
き
の
聖
覺
や
、
は
ゝ
ま
き
の
聖
覺
や
。」 

な
ど
、
ね
め
つ
ゝ
見
か
へ
り
、
に
ら
み
け
り
。 

 

築
地
つ
き
を
の
る
に
て
は
あ
れ
ど
も
、
當
座
に
は
、
主

し
ゆ
う

を
の
る
と
ぞ
、
聞
え
け
る
。 



「
か
ゝ
る
不
祥
こ
そ
あ
り
し
か
。」 

と
、
か
の
法
印
、
人
に
か
た
り
て
、
わ
ら
ひ
け
り
。 

 
 

 

＊ 

「
聖
覺
」（
し
ょ
う
か
く
／
せ
い
か
く 

仁
安
二
（
一
一
六
七
）
年
～
文
暦
二
（
一
二
三
五
）
年
）
藤
原

信
西
の
孫
で
僧
・
歌
人
。
安
居
院

あ

ぐ

い

法
印
。
父
の
業
を
継
い
で
、
説
経
・
唱
導
の
名
人
と
し
て
後
鳥
羽
院
の

信
任
を
得
、
安
居
院
一
流
の
基
礎
を
築
い
た
。
天
台
僧
で
あ
る
、
後
に
法
然
の
門
に
入
り
、「
唯
信
抄
」

を
著
わ
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
法
然
の
弟
子
の
内
で
、
親
鸞
が
特
異
的
に
尊
敬
し
た
一
人
で
あ
り
、

親
鸞
は
「
唯
信
抄
」
を
人
々
に
勧
め
、
そ
れ
を
も
と
に
「
唯
信
抄
文
意
」
を
作
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

「
力
者
法
師
」
寺
院
に
仕
え
、
僧
体
を
成
し
な
が
ら
も
、
輿
舁

こ

し

か

き
や
力
仕
事
に
従
事
し
た
筋
肉
系
の
荒
法

師
。
そ
の
彼
が
、
下
賤
の
者
が
尊
き
法
主
で
あ
る
主
人
の
名
を
呼
び
捨
て
し
て
話
し
て
い
る
の
を
ち
ら
聴

き
し
て
、
て
っ
き
り
悪
口
を
言
っ
て
い
る
も
の
と
勘
違
い
し
、
彼
ら
を
威
圧
す
る
た
め
に
、
如
何
に
も
下

賤
の
者
に
相
応
し
い
言
い
方
で
、「
お
や
ま
き
の
聖
覺
や
、
は
ゝ
ま
き
の
聖
覺
や
。」、
則
ち
、
「
本
物
の
聖

覚
さ
ま
で
は
な
い
、
親
と
ま
ぐ
わ
っ
た
ど
こ
ぞ
の
犬
の
聖
覚
か
ッ
ツ
？
！ 

そ
れ
と
も
、
母
親
と
つ
る
み

合
っ
た
ど
こ
ぞ
の
畜
生
の
聖
覚
か
ッ
ツ
？
！
」
と
築
地
築

つ

い

じ

ず

き
の
職
人
た
ち
に
嚇
し
を
か
け
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
を
輿
の
中
で
わ
け
も
判
ら
ず
、
耳
に
し
た
聖
覚
が
、
突
如
、
自
分
の
こ
と
を
、
そ
の
法
師
に
罵

ら
れ
た
か
の
よ
う
に
感
じ
て
、「
こ
ん
な
当
惑
す
る
こ
と
に
遭 お

う
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の
う
」
と
回
想

し
て
述
べ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

『
南
留
別
志
に
「
ミ
ト
ノ
マ
ク
ハ
ヒ
」
と
云
ふ
詞
、
ミ
と
は
メ
ヲ
ト
也
、
マ
ク
ハ
ヒ
今
も
田
舍
に
て
メ
グ

ス
と
云
ふ
也
」』
「
南
留
別
志
」
荻
生
徂
徠
が
書
い
た
考
証
随
筆
。
宝
暦
一
二
（
一
七
六
二
）
年
刊
。
元
文

元
（
一
七
三
六
）
年
「
可
成
談
」
と
い
う
書
名
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
遺
漏
の
多
い
偽
版
で
あ
っ
た
た
め
、

改
名
し
た
校
刊
本
が
出
版
さ
れ
た
。
題
名
は
各
条
末
に
推
量
表
現
「
な
る
べ
し
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
に

よ
る
。
四
百
余
の
事
物
の
名
称
に
つ
い
て
、
語
源
・
転
訛
・
漢
字
の
訓
な
ど
を
記
し
た
も
の
。
吉
川
弘
文

館
随
筆
大
成
版
の
活
字
本
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
人
文
学
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー
」
の

「
日
本
古
典
籍
ヴ
ュ
ー
ア
」
に
あ
る
刊
本
（
宝
暦
一
二
（
一
七
六
二
）
年
版
）
の
当
該
部
を
視
認
し
た
も

の
を
示
す
。
頭
の
「
一
」
は
外
し
た
。
句
読
点
・
記
号
を
添
え
た
。 

 
 

 

＊ 

「
み
と
の
ま
く
は
い
」
と
い
ふ
詞
、「
み
と
」
は
「
め
を
と
」
な
り
。
夫
妻
と
い
ふ
事
な
り
。「
ま
く
は

い
」
と
い
ふ
詞
、
今
も
田
舎
に
て
「
め
ぐ
す
」
と
い
ふ
な
り
。 

 
 

 

＊ 

「
支
那
の
厩
神
像
鶺
鴒
を
踏
め
る
」「
類
聚
名
物
考
卷
一
四
四
」。「
類
聚
名
物
考
」
は
江
戸
中
期
の
類
書

（
百
科
事
典
）
で
全
三
百
四
十
二
巻
（
標
題
十
八
巻
・
目
録
一
巻
）。
幕
臣
で
儒
者
で
あ
っ
た
山
岡
浚
明

ま
つ
あ
け

（
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
～
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
：
号
は
明
阿
。
賀
茂
真
淵
門
下
の
国
学
者

で
、「
泥
朗
子
」
の
名
で
洒
落
本
「
跖 せ

き

婦
人
伝
」
を
書
き
、「
逸
著
聞
集
」
を
著
わ
し
て
い
る
）
著
。
成
立

年
は
未
詳
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
か
ら
翌
々
年
に
か
け
て
全
七
冊
の
活
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
で
同
刊
本
を
視
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
発
見

し
た
（
巻
百
四
十
四
の
「
武
備
部
十
一
」
の
「
馬
」
の
内
の
「
猿
を
馬
の
守
り
と
す
る
事
」
の
文
中
で
あ

る
。
説
明
文
中
の
字
空
け
部
そ
の
他
必
要
と
判
断
し
た
箇
所
は
句
点
或
い
は
読
点
に
代
え
た
。 

 
 

 

＊ 

http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200020314&pos=68&lang=ja
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200020314&pos=68&lang=ja
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898155/262
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898155/262
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898155/262
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898155/262


〇
猿
を
馬
の
守
り
と
す
る
事 

〇
〔
萬
物
故
事
要
决

五

〕
猿
を
馬
の
守
り
と
て
、
馬
屋
に
掛
る
ハ
、
如
何

な
る
猿
を
ハ
、
山
父
と
稱
し
、
馬
を
バ
山
子
と
云
へ
ハ
、
父
子
の
義
を
以
て
、
守
り
と
す
る
歟
。
但
馬
櫪レ

キ

神
と
て
、
厩
の
神
在
す
。
そ
の
形
像
を
圖
す
る
に
ハ
、
兩
足
の
下
に
、
猿
と
鶺
鴒
と
を
踏
せ
て
、
二
手
に

劍
を
持
し
め
た
り
。
宋
朝
に
ハ
、
是
を
馬
の
守
り
と
そ
。
化
神
の
踏
る
物
な
れ
ハ
、
猿
ば
か
り
を
も
用
る

に
や
、
櫪
の
字
ハ
、
ふ
み
い
た
、
な
り
。
然
る
を
、
馬
寮
式
云
、
以
二

櫪
艘
一

、
宛
二

馬
二
疋
一

、
と
云
々
、

う
ま
ぶ
ね
と
も
讀
な
り
。
常
に
ハ
槽
字
を
、
う
ま
ぶ
ね
、
と
、
よ
む
。
櫪
ハ
二
ツ
に
通
す
る
に
は
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
「
櫪
」
と
は
馬
屋
（
厩
）
の
こ
と
。 

「
萬
物
故
事
要
决
」
は
享
保
一
二
（
一
七
二
七
）
年
刊
の
類
書
。「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
の
こ
こ
で
当
該
箇
所
を
視
認
出
来
る
。「
宋
朝
に
ハ
、
是
を
馬
の
守
り
と
そ
」（「
そ
」
は
「
ぞ
」）
と

あ
る
か
ら
、「
支
那
の
厩
神
像
」
と
熊
楠
が
言
う
の
は
問
題
な
い
。
こ
の
図
像
は
、
私
の
『
柳
田
國
男 

山
島
民
譚
集 

原
文
・
訓
読
・
附
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
「
河
童
駒
引
」（
27
） 

「
馬
櫪
神
ト
馬
步
神
」

（
１
）』
で
解
説
さ
れ
、
私
が
ネ
ッ
ト
で
拾
っ
た
「
北
斎
漫
画
」
の
「
馬
櫪
尊
神

ば
れ
き
そ
ん
じ
ん

」
の
画
像
を
掲
げ
て
あ

る
。
続
く
、
同
じ
『「
河
童
駒
引
」
（
２
８
） 

「
馬
櫪
神
ト
馬
步
神
」（
２
）』
及
び
、
少
し
後
の
『
山
島

民
譚
集 

原
文
・
訓
読
・
附
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
「
河
童
駒
引
」（
32
） 

「
守
札
ヲ
配
ル
職
業
」（
２
）』
も

参
照
さ
れ
た
い
。
後
者
で
は
、
た
ま
た
ま
、「
猿
と
河
童
」
に
つ
い
て
、
熊
楠
が
情
報
提
供
し
て
お
り
、

名
が
出
る
。］ 

                     

http://192.244.20.150/biblio/100187372/viewer/88
http://192.244.20.150/biblio/100187372/viewer/88
http://192.244.20.150/biblio/100187372/viewer/88
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-3965.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-3965.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-3965.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-b7cb.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-15e6.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-15e6.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-15e6.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-15e6.html


 
〇
鳶
、
倭
漢
三
才
圖
會
卷
四
十
四
に
、
愛
宕
神
鳶
を
使
者
と
す
と
云
ひ
、
十
訓
抄
に
天
狗
鳶
の
形
を
現

し
て
小
兒
に
苦
ら
れ
し
話
有
り
、
今
昔
物
語
に
、
源
光
公
、
五
條
道
祖
神
祠
の
柹
樹
に
現
ぜ
る
佛
を
睨
み

詰
た
る
に
大
鳶
と
成
て
落
ち
た
り
と
載
せ
、
戴
恩
記
に
、
魔
法
成
就
の
時
、
鳶
來
り
鳴
く
と
云
た
り
、
餘

り
評
判
の
宜
し
か
ら
ぬ
樣
な
れ
ど
、
金
鵄
瑞
を
呈
し
て
、
長
髓
彥
伏
誅
せ
し
例
も
あ
れ
ば
、
ず
つ
と
大
昔

し
は
、
鳶
も
多
少
尊
崇
さ
れ
し
と
見
ゆ
、
印
度
に
は
「
ラ
マ
」
王
の
美
后
「
シ
タ
」、
惡
鬼
王
「
ラ
ヷ

ナ
」
に
奪
ひ
去
ら
る
ゝ
途
上
、
鳶
出
で
ゝ
「
ラ
ヷ
ナ
」
と
鬪
ふ
話
あ
り
、（R

aev
en

sh
aw

, Jo
u
rn

al o
f th

e 

A
siatic S

o
ciety

 o
f B

en
g
al, v

o
l. x

i. p
. 1

1
2
4
, 1

8
4
2

）
非
列
賓
島
は
鳶
が
水
を
蹴
て
作
り
し
所
と
云
古
傳
有

り
（F

. C
o
lin

, ‛ H
isto

ria F
ilip

in
as,̓ M

ad
rid

, 1
6
6
3
, p

. 6
4

） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
引
用
注
記
の
「（R

aev
en

sh
aw

, Jo
u
rn

al o
f th

e A
siatic S

o
ciety

 o
f B

en
g

al, v
o
l. x

i. p
. 

1
1
2
4
, 1

8
4
2

）」
の
部
分
は
底
本
で
は
、『（R

aev
en

sh
aw

, Jo
u
rn

. A
s. S

o
c. B

en
g
al, v

o
l. x

i p
. 1

1
2
4
, 

1
8
4
2

）』
と
な
っ
て
い
る
。
初
出
は
と
見
る
と
、『（R

aev
en

sh
aw

, Jo
u
rn

. A
s. S

o
c. B

en
g
a
l ̓, v

o
l. x

i p
. 

1
1
2
4
, 1

8
4
2

）』
と
な
っ
て
お
り
、
底
本
と
初
出
を
見
る
に
、
明
ら
か
に
雑
誌
の
縮
約
表
記
で
、
熊
楠
に
は

判
り
切
っ
た
も
の
ら
し
い
が
、
記
号
の
脱
落
も
見
ら
れ
、
注
記
と
し
て
は
、
甚
だ
不
親
切
で
あ
る
の
で
、

正
規
表
現
に
直
さ
れ
て
あ
る
平
凡
社
版
「
選
集
」
の
そ
れ
で
特
異
的
に
訂
し
た
。 

「
倭
漢
三
才
圖
會
卷
四
十
四
に
、
愛
宕
神
」（
あ
た
ご
し
ん
）「
鳶
を
使
者
と
す
と
云
ひ
」
鳶
（
姿
も
小
さ

な
時
か
ら
私
の
お
気
に
入
り
の
「
ト
ン
ビ
」、
タ
カ
目
タ
カ
科
ト
ビ
亜
科
ト
ビ
属
ト
ビ
亜
種
ト
ビ 

M
ilvu

s 

m
ig

ra
n
s lin

ea
tu

s 

）
の
博
物
誌
も
含
め
て
、
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
四
十
四 

山
禽
類 

鳶
（
と

び
） 

（
ト
ビ
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
良
安
は
鳶
が
嫌
い
だ
っ
た
ら
し
く
、
評
釈
部
で
は
不
当
に
貶

さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
引
く
。 

 
 

 

＊ 

△
按
ず
る
に
、
鴟
、
狀

か
た
ち

、
鷹
に
似
て
赤
黃
色
、
羽
毛
、
婆
娑

ば

し

や

と
し
て
、
尾
、
扇
を
披 ひ

ら

く
が
ご
と
し
。
其
の

尾
羽
も
亦
、
箭 や

羽 ば
ね

に
造
り
、
之
れ
を
「
礒
鷲
羽

い
そ
わ
し
の
は

」
と
名
づ
く
。
し
か
れ
ど
も
、
最
も
下
品
な
り
。
脚
、
灰

青
色
、
爪
、
黑
し
。
風
、
吹
け
ば
、
則
ち
、
高
く
飛
び
舞
ふ
。
毎 つ

ね

に
鳥
の
雛 ひ

な

・
猫
の
兒 こ

等 な
ど

を
捉 と

る
。
或
い

は
、
人
、
提

ひ
つ
さ

げ
擕

た
づ
さ

へ
る
所
の
魚
物

う
を
も
の

・
豆
腐
等 な

ど

を
攫 つ

か

む
。
總 す

べ

て
鳶
・
鴉
は
、
害
、
有
り
て
、
益
、
無
し
。

而 し
か

も
、
多
く
、
之
の
鳥
、
有
り
。
人
の
爲
め
に
、
憎 に

く

ま
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
所

と
こ
ろ

な
り
。
然
る

に
、
俗
傳
に
曰
は
く
、「
愛
宕

あ

た

ご

の
鳶
」・「
熊
野
の
烏
」、
以
つ
て
神
使
と
爲
す
。
未
だ
、
其
の

據
よ
る
と
こ
ろ

を
知
ら

ざ
る
な
り
。
鳴
く
聲
、「
比
伊
與
呂
與
呂

ひ

い

よ

ろ

よ

ろ

」
と
曰
ふ
が
ご
と
し
。
朝
、
鳴
け
ば
、
卽
ち
、
雨
、
ふ
り
、

暮
、
鳴
け
ば
、
即
ち
、
晴
る
【「
三
才
圖
會
」
の
說
と
少
し
異
な
れ
り
。】。 

 
 

 

＊ 

正
に
嫌
悪
丸
出
し
で
あ
る
。「
愛
宕
神
」（
以
下
は
同
前
リ
ン
ク
先
で
私
が
附
し
た
も
の
を
再
加
工
し
て
あ

る
）
愛
宕
神
社
は
全
国
に
約
九
百
社
ほ
ど
あ
る
が
、
そ
の
総
本
社
は
京
都
府
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
愛
宕
町

に
あ
る
愛
宕
神
社
（
旧
称
は
阿
多
古
神
社
）。
サ
イ
ト
「
神
使
の
館
」
の
「
鳶
～
ト
ビ
（
１
） 

愛
宕
社

（
大
豊
神
社
内
）
と
鳶
」
に
よ
れ
ば
（
大
豊
神
社
は
京
都
市
左
京
区
鹿
ヶ
谷
宮
ノ
前
に
あ
る
）、
総
社
で

あ
る
愛
宕
神
社
は
『
迦
遇
土
槌
命
（
カ
グ
ツ
チ
ノ
ミ
コ
ト
）
を
主
祭
神
と
し
て
、
広
く
全
国
に
火
伏
せ

（
防
火
）
の
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
』。
こ
の
『
大
豊
神
社
の
末
社
「
愛
宕
社
」
に
は
「
鳶
」
の
像
が

あ
る
』
が
、『
元
来､

愛
宕
神
社
（
本
社
）
の
神
使
は
、
神
社
の
創
建
者
で
あ
る
和
気
清
麻
呂
が
猪
に
助
け

ら
れ
た
と
の
故
事
な
ど
に
因
ん
で
、「
猪
」
と
さ
れ
て
い
る
』。『
し
か
し
、
こ
の
大
豊
神
社
で
は､

先
代
の

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/01/post-2127.html
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宮
司
が
境
内
の
末
社
「
愛
宕
社
」
に
、
愛
宕
山
の
天
狗
が
か
ぶ
る
鳶
帽
子
か
ら
、
鳶
を
神
使
と
し
て
像
を

建
て
た
と
さ
れ
る
』（
写
真
有
り
。
但
し
、
そ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）

年
と
恐
ろ
し
く
新
し
い
）『
す
な
わ
ち､

鳶
像
は､

新
し
い
由
縁
が
創
ら
れ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
建
て
ら

れ
た
』。『
そ
れ
な
ら
、『
愛
宕
社
が
防
火
鎮
火
に
ご
利
益
の
あ
る
社
で
あ
る
こ
と
に
因
ん
で
、「
火
消
し

衆
」
の
こ
と
を
「
と
び
」
と
も
い
う
の
で
、
防
火
を
祈
っ
て
鳶
像
が
奉
納
さ
れ
た
』
と
し
て
も
勘
弁
し
て

も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
あ
る
。
同
サ
イ
ト
の
「
鳶
～
ト
ビ
（
２
） 

神
武
天
皇
の
金
鵄
（
キ
ン
シ

～
金
色
の
鳶
）」
に
は
、『
神
武
天
皇
が
東
征
の
折
、
弓
の
先
に
金
色
の
鳶
（
金
鵄
）
が
飛
来
し
て
勝
利
を

も
た
ら
し
た
』
と
し
、
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
月
隈
に
あ
る
八
幡
神
社
の
『
境
内
に
、「
神
武
天
皇
」
と

彫
ら
れ
た
石
柱
上
に
鳥
が
と
ま
っ
て
い
る
碑
が
あ
』
り
、『
こ
の
鳥
は
、
日
本
書
紀
に
載
る
「
金
鵄
（
キ

ン
シ
）」
と
呼
ば
れ
る
「
金
色
の
鳶
（
ト
ビ
）」』
と
あ
っ
て
、『
神
武
天
皇
（
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ

ミ
コ
ト
）
が
日
向
（
宮
崎
県
）
か
ら
東
征
の
途
次
、
長
髄
彦
（
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
）
と
の
戦
い
で
苦
戦
し
て

い
る
と
、
金
鵄
が
天
皇
の
弓
の
上
端
に
飛
来
し
、
金
色
の
ま
ば
ゆ
い
光
を
発
し
て
敵
兵
の
目
を
く
ら
ま
し

て
勝
利
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
』。『
神
武
天
皇
は
、
そ
の
後
、
大
和
を
平
定
し
て
橿
原
（
か
し
は
ら
）
で

初
代
天
皇
と
し
て
即
位
さ
れ
た
と
さ
れ
る
』。『
現
在
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
』、
明
治
二
三
（
一
八
九

〇
）
年
に
（
引
用
元
は
一
年
誤
っ
て
い
る
）『
制
定
さ
れ
た
軍
人
の
最
高
位
の
勲
章
、「
金
鵄
勲
章
」（
キ

ン
シ
ク
ン
シ
ョ
ウ
）
は
こ
の
伝
承
に
由
来
す
る
』
と
し
、『
こ
の
碑
は
、
皇
紀
』
二
千
六
百
『
年
を
記
念

し
て
昭
和
』
一
五
（
一
九
四
〇
）『
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
』
と
は
あ
る
。
し
か
し
、
嘗
て

調
べ
た
中
村
和
夫
氏
の
サ
イ
ト
「
鳥
の
こ
と
わ
ざ
」
の
「
鳶
（
ト
ビ
）」（
現
存
し
な
い
模
様
）
に
よ
れ

ば
、
「
愛
宕
殿
鳶
と
な
る
れ
ば
鳶
の
心
あ
り
」「
太
郎
坊
も
鳶
と
な
り
て
は
鳶
だ
け
の
知
惠
」
と
い
う
二
つ
の

諺
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、『
京
都
市
上
嵯
峨
北
部
の
愛
宕
山
の
山
頂
に
は
愛
宕
神
社
が
あ
り
、
雷
神
を
祭
ら

れ
、
防
火
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
愛
宕
太
郎
坊
と
云
う
大
天
狗
に
率
い
ら
れ
た
天
狗
た

ち
が
住
ん
で
い
る
と
さ
れ
た
』
が
、『「
愛
宕
殿
」
と
は
こ
の
天
狗
を
指
し
て
、
こ
れ
が
ト
ビ
に
な
っ
て
し
ま

え
ば
、
そ
れ
な
り
の
心
』
し
か
持
た
な
い
、『
つ
ま
ら
ぬ
も
の
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
意
で
、
い
ず
れ
も
ト

ビ
を
軽
蔑
し
て
い
る
』
と
も
あ
っ
た
の
だ
。
愛
宕
と
鳶
の
関
係
は
、「
鳶
」
の
本
文
で
良
安
が
言
い
、
熊
楠

も
指
示
す
る
よ
う
に
、 

 
 

 

＊ 

『
天

人

熊

命

あ
ま
の
ひ
と
く
ま
の
み
こ
と

、
化 け

し
て
、「
三
軍

み

む

ろ

の
幡 は

た

」
と
成
る
。
而
し
て
後
、
神
武
天
皇
、
長
髓
彦

な
が
す
ね
ひ
こ

と
戰
ひ
て
、
勝

た
ず
。
時
に
、
金
色
の
鳶
、
飛
び
來
た
り
て
、
皇 わ

う

の
弓
弭

つ
の
ゆ
み

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
通
常
は
「
弭
」
一
字
で

「
ゆ
は
ず
」
と
読
む
。
弓
の
両
端
の
弦
を
か
け
る
と
こ
ろ
。
こ
こ
は
無
論
、
そ
れ
を
上
に
掲
げ
た
部

分
。］
に
止
ま
り
、
狀

か
た
ち

、
流
る
る
電
光

い
な
び
か
り

の
ご
と
し
。
由 よ

り

て
、
敵
軍
、
皆
、
迷
眩

め

く

ら

み
、
天
皇
、
悅
び
て
問

の
た
ま

は
く
、「
何
れ
の
神
や
。」
と
。
奏
し
て
曰
は
く
、「
天
照
大
神
よ
り
勅
を
奉
り
、
鳶
に
化
し
て
來
た
る
。

吾
、
此
の
國
に
住
み
て
、
軍
戰
の
業 わ

ざ

を
護 ま

も

ら
ん
。」
と
。
又
、
問

の
た
ま

ひ
て
曰
は
く
、「
何
く
の
處
に
住
ま
ん
と

欲
す
。」
と
。
卽
ち
、
奏
し
て
曰
は
く
、「
山
背
國

や
ま
し
ろ
の
く
に

、
怨
兒

あ
た
ご
の

山
に
住
む
べ
し
。
」
と
。
仍
り
て
、
其
の
山
に

住
む
。
天
狗

て

ん

ぐ

神 が
み

を
領

り
や
う

せ
し
む
。』
と
。【
小
説
と
雖
も
、
附
會
な
れ
ど
も
、
之 こ

こ

に
記
す
。】。 

 
 

 

＊ 

（
前
半
は
「
日
本
書
紀
」
の
記
載
に
基
づ
く
）
の
俗
伝
に
基
づ
く
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
「
金
鵄
」
が
ト
ビ

に
同
定
比
定
さ
れ
て
後
、
特
に
種
と
し
て
の
ト
ビ
が
「
愛
宕
の
神
の
使
い
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

が
、
い
つ
の
時
代
か
ら
な
の
か
が
、
よ
く
判
ら
ぬ
（「
と
び
」
と
い
う
呼
称
自
体
（
但
し
、
本
当
に
本
種
に

http://www9.plala.or.jp/sinsi/07sinsi/fukuda/tori/tobi/tobi2.html
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限
定
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
私
は
怪
し
い
と
は
思
う
）
は
奈
良
時
代
に
既
に
あ
る
）。
江
戸
時
代
よ
り
も
前

の
、
ど
こ
ま
で
溯
れ
る
の
か
、
御
存
じ
の
方
は
御
教
授
願
い
た
い
。 

「
十
訓
抄
に
、
天
狗
鳶
の
形
を
現
し
て
小
兒
に
苦
ら
れ
し
話
あ
り
」「
十
訓
抄
」
は
私
は
「
じ
つ
き
ん
せ

う
（
じ
っ
き
ん
し
ょ
う
）」
と
読
む
こ
と
に
し
て
い
る
。
鎌
倉
前
・
中
期
に
成
立
し
た
教
訓
説
話
集
。
写

本
の
一
つ
で
あ
る
妙
覚
寺
本
奥
書
に
よ
っ
て
、
六
波
羅
二
﨟

ろ

く

は

ら

に

ろ

う

左
衛
門
入
道
と
す
る
の
が
通
説
で
、
こ
れ
は

鎌
倉
幕
府
御
家
人
湯
浅
宗
業
（
む
ね
な
り 

建
久
六
（
一
一
九
五
）
年
～
？
：
紀
伊
保
田
荘
の
地
頭
で
、

在
京
し
て
六
波
羅
探
題
に
仕
え
た
。
弘
長
二
（
一
二
六
二
）
年
に
出
家
し
、
か
の
明
恵
に
帰
依
し
、
智
眼

と
号
し
た
）
の
通
称
と
も
さ
れ
る
が
、
一
方
で
公
卿
菅
原
為
長
（
保
元
三
（
一
一
五
八
）
年
～
寛
元
四

（
一
二
四
六
）
年
：
鎌
倉
初
期
の
学
者
。
文
章
博
士
・
参
議
兼
勘
解
由
長
官
で
有
職
故
実
に
通
じ
た
）
と

す
る
説
も
あ
る
。
建
長
四
（
一
二
五
二
）
年
の
序
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
「
第
一 

可
定
心
操
振
舞

事
」（
心
の
操

み
さ
を

を
定
む
べ
き
振
舞

ふ
る
ま
ひ

の
事
」
の
中
の
一
条
。
私
は
既
に
『
柴
田
宵
曲 

續
妖
異
博
物
館 

「
佛
と
魔
」（
そ
の
１
）』
の
注
で
原
典
を
電
子
化
し
て
い
る
（
リ
ン
ク
先
に
は
宵
曲
の
現
代
語
訳
も
載

る
）。
三
種
の
諸
本
を
参
考
に
私
が
独
自
に
読
み
易
く
操
作
し
た
も
の
で
、「
諸
國
里
人
談
卷
之
二 

㊃
妖
異

部 

成
大
會
」
の
私
の
注
で
も
再
掲
し
て
あ
る
の
で
、
流
石
に
こ
こ
で
屋
上
屋
は
し
な
い
。
ま
た
、
同
話
を

原
拠
と
し
て
書
か
れ
た
、
私
の
「
小
泉
八
雲 

天
狗
の
話 

（
田
部
隆
次
訳
）」（
作
品
集
「
霊
の
日
本
」
所

収
）
も
是
非
、
読
ま
れ
た
い
。 

「
今
昔
物
語
に
、
源
光
公
、
五
條
道
祖
神
祠
の
柹
樹
に
現
ぜ
る
佛
を
睨
み
詰
め
た
る
に
大
鳶
と
な
っ
て
落

ち
た
り
、
と
載
せ
」「
今
昔
物
語
集
」
卷
第
二
十
の
「
天
狗
現
佛
坐
木
末
語
第
三
」（
天
狗
、
佛
と
現
じ
て

木
末

こ

ず

ゑ

に
坐 ま

す
語 こ

と

第
三
）。
主
人
公

源

光

み
な
も
と
の
ひ
か
る

（
承
和
一
二
（
八
四
五
）
年
～
延
喜
一
三
（
九
一
三
）
年
）
は

平
安
前
期
の
公
卿
で
、
仁
明
天
皇
の
皇
子
（
第
三
源
氏
）。
官
位
は
正
二
位
・
右
大
臣
。「
西
三
条
右
大

臣
」
と
号
し
た
。
な
お
、
彼
は
昌
泰
四
（
九
〇
一
）
年
の
「
昌
泰
の
変
」
に
於
い
て
、
藤
原
時
平
と
結
託

し
、
菅
原
道
真
を
失
脚
さ
せ
た
張
本
人
の
一
人
と
さ
れ
、
道
真
の
後
任
と
し
て
正
三
位
・
右
大
臣
に
叙
任

し
た
が
、
延
喜
十
三
年
三
月
十
二
日
、
鷹
狩
に
出
た
際
、
不
意
に
塹
壕
の
泥
沼
に
転
落
し
て
溺
死
し
、
遺

体
が
上
が
ら
な
か
っ
た
。
世
人
は
こ
れ
を
道
真
の
怨
霊
の
仕
業
と
し
て
畏
れ
慄
い
た
と
伝
わ
る
。
享
年
六

十
九
。 

 
 

 

＊ 

 

今
は
昔
、
延
喜
の
天
皇
の
御
代
に
、
五
條
の
道
祖
神

さ

へ

の
か

み

の
在 ま

し

ま
す
所
に
、
大
き
な
る
成 な

ら
ぬ
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
実
の
成
ら
な
い
。］
柿
の
木
、
有
り
け
り
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
当
時
、
不
実
の
柿
の
木
は
異
界
を

現
じ
た
標
識
で
あ
り
、
霊
妖
の
宿
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。］ 

 

其
の
柿
の
木
の
上
に
、
俄
か
に
、
佛
、
現
は
れ
給
ふ
事
、
有
り
け
り
。
微
妙

め

で

た

き
光
を
放
ち
、
樣
々
の
花

な
ど
を
降
ら
し
め
な
ど
し
て
、
極
め
て
貴

と
う
と

か
り
け
れ
ば
、
京
中
の
上
中
下

か
み
な
か
し
も

の
人
、
詣
で
集
ま
る
事
、
限
り

無
し
。
車
も
立
て
敢
へ
ず
、
步
人

か
ち
び
と

、
は
云
ひ
盡
す
べ
か
ら
ず
。
此
の
如
き
、
禮 を

が

み
喤

の
の
し

る
間
、
既
に
、
六
、

七
日
に
成
り
ぬ
。 

 

其
の
時
に
、
光
の
大
臣

お

と

ど

と
云
ふ
人
、
有
り
。
深
草
の
天
皇
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
仁
明
天
皇
。
御
陵
が
現

在
の
京
都
府
京
都
市
伏
見
区
深
草
に
営
ま
れ
て
深
草
陵
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
異
名
と
し
て
深
草
帝
と
称

さ
れ
た
。］
の
御
子

み

こ

也
。
身
の
才 ざ

い

、
賢
く
、
智

さ
と
り

、
明

あ
き
ら

か
也
け
る
人
に
て
、
此
の
佛
の
現
じ
給
ふ
事
を
、
頗

る
心
得
ず
思
ひ
給
ひ
け
り
。 

「
實

ま
こ
と

の
佛
の
、
此 か

く
俄
か
に
木
の
末
に
出
で
給
ふ
べ
き
樣
無
し
。
此
れ
は
、
天
狗
な
ど
の
所
爲

し

よ

ゐ

に
こ
そ
有

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/06/post-ea41.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/06/post-ea41.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/06/post-22fc.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/06/post-22fc.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/11/post-12c2d6.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/11/post-12c2d6.html


る
め
れ
。
外
術

げ

ず

つ

は
七
日
に
は
過
ぎ
ず
。
今
日
、
我
れ
、
行
て
見
む
。」 

と
思
ひ
給
ひ
て
、
出
で
立
ち
給
ふ
。
日
の
裝
束
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
晴
れ
の
装
束
。
衣
冠
束
帯
。］
、
直

う
る
は

し

く
し
て
、
檳
榔
毛

び

ん

ら
う

げ

の
車
に
乘
り
て
、
前
驅

ぜ
ん
く
う

な
ど
直
し
く
具
し
て
、
其
の
所
に
行
き
給
ひ
ぬ
。 

 

若
干

そ
こ
ば
く

の

諸
も
ろ
も
ろ

集
ま
れ
る
人
を
掃
ひ
去 の

け
さ
せ
て
、
車
を
搔
き
下 お

ろ

し
て
、
榻 し

ぢ

を
立
て
て
、
車
の
簾

す
だ
れ

を
卷
き

上
げ
て
見
給
へ
ば
、
實

ま
こ
と

に
木
の
末
に
、
佛
、
在 ま

し

ま
す
。 

 

金
色
の
光
を
放
ち
て
、
空
よ
り
樣
々
の
花
を
降
ら
す
事
、
雨
の
如
し
。
見
る
に
、
實
に
貴
き
事
、
限
り

無
し
。 

 

而
る
に
、
大
臣
、
頗
る
怪
く
思 お

ぼ

え
給
ひ
け
れ
ば
、
佛
に
向
か
ひ
て
、
目
を
も
瞬

ま
じ
ろ

が
ず
し
て
、
一
時

ひ
と
と
き

［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
在
の
二
時
間
。］
許
り
守
り
給
ひ
け
れ
ば
、
此
の
佛
、
暫
く
こ
そ
、
光
を
放
ち
、
花
を

降
ら
し
な
ど
有
り
け
れ
、

强
あ
な
が
ち

に
守
る
時
に
、
侘 わ

び

て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ど
う
に
も
辛
抱
で
き
な
く
な
っ

た
も
の
か
。］、
忽
ち
に
大
き
な
る
屎
鵄

く
そ
と
び

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
行
で
は
、
奈
良
時
代
に
は
、
こ
れ
は
ト
ビ

に
似
た
タ
カ
目
タ
カ
科
ノ
ス
リ
属
ノ
ス
リ 

B
u
teo

 ja
p
o
n
icu

s 

を
指
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。］
の
、
翼
、
折

れ
た
る
に
成
り
て
、
木
の
上
よ
り
、
土
に
落
ち
て
、
ふ
た
め
く
を
、
多
く
の
人
、
此
れ
を
見
て
、 

「
奇
異
也
。」 

と
思
け
り
。
小
童
部

こ

わ

ら
は

べ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
子
供
た
ち
。］
寄
り
て
、
彼
の
屎
鵄
を
ば
、
打
ち
殺
し
て
け

り
。 

 

大
臣
は
、 

「
然 さ

れ
ば
こ
そ
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
思
っ
た
通
り
じ
ゃ
。］
實
の
佛
は
、
何
の
故
に
、
俄
か
に
木
の
末
に

は
現
は
れ
給
ふ
べ
き
ぞ
。
人
の
此
れ
を
悟
ら
ず
し
て
、
日
來
、
禮
み
喤
る
が
、
愚
か
な
る
也
。」 

と
云
ひ
て
、
返
り
給
ひ
に
け
り
。 

 

然
れ
ば
、
其
の
庭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
そ
の
場
。］
の
若
干

そ
こ
ば
く

の
人
、
大
臣
を
な
む
讚 ほ

め
申
し
け
り
。
世

の
人
も
、
此
れ
を
聞
き
て
、 

「
大
臣
は
賢
か
り
け
る
人
か
な
。」 

と
云
ひ
て
、
讚
め
申
し
け
り
と
な
む
、
語
り
傳
へ
た
る
と
や
。 

 
 

 

＊ 

本
話
は
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
同
文
的
同
話
が
載
る
（
三
十
二
話
「
か
き
の
木
に
佛
現
ず
る
事
」。「
や
た

が
ら
す
ナ
ビ
」
の
こ
ち
ら
で
読
め
る
）。 

「
戴
恩
記
に
、
魔
法
成
就
の
時
、
鳶
來
り
鳴
く
と
云
た
り
」「
戴
恩
記
」
俳
人
・
歌
人
・
歌
学
者
で
あ
っ

た
松
永
貞
徳
著
に
な
る
歌
学
書
。
正
保
元
（
一
六
四
四
）
年
頃
の
成
立
で
、
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
に

板
行
さ
れ
た
。
著
者
の
師
事
し
た
細
川
幽
斎
・
里
村
紹
巴
ら
の
故
事
や
、
そ
の
歌
学
思
想
を
平
易
に
述
べ

て
い
る
も
の
。
ネ
ッ
ト
で
原
本
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
草
書
崩
し
で
と
て
も
探
す
気
に
な
ら
な
い
。
悪
し

か
ら
ず
。 

「
金
鵄
」（
き
ん
し
：
金
色
に
輝
く
鳶
。）「
瑞
を
呈
し
て
長
髓
彥
」（
な
が
す
ね
ひ
こ
）「
伏
誅
せ
し
例
も

あ
れ
ば
」
前
に
「
和
漢
三
才
図
会
」
で
も
示
し
た
が
、「
日
本
書
紀
」
神
武
天
皇
の
条
の
以
下
。 

 
 

 

＊ 

十
有
二
月

し

は

す

の

癸
巳
朔
丙
申
、
皇
師
、
遂
に
長
髓
彥
を
擊
ち
て
、
連

し
き
り

に
戰
へ
ど
も
、
取
勝

か

つ
こ
と
能
は
ず
。
時

に
忽
然

た
ち
ま
ち

、
天 に

ひ

陰 し

け
て
、
雨
冰

ひ

さ

め

ふ
る
、
乃

す
な
は

ち
、
金
色

こ
が
ね
い
ろ

の
靈 あ

や

し
き
鵄 と

び

有
り
て
、
飛
び
來
り
て
、
皇 み

弓 ゆ
み

の
弭 は

ず

に

止
ま
れ
り
。
其
の
鵄
、
光 て

り
曄
煜

か

か

や

き
て
、
狀

か
た
ち

、
流
電

い
な
び
か
り

の
如
し
。
是
に
由
り
て
、
長
髓
彦
が
軍
卒

い
く
さ
び
と

、
皆
、

http://yatanavi.org/text/yomeiuji/uji032?s%5b%5d=%E5%AE%87%E6%B2%BB%E6%8B%BE%E9%81%BA%E7%89%A9%E8%AA%9E
http://yatanavi.org/text/yomeiuji/uji032?s%5b%5d=%E5%AE%87%E6%B2%BB%E6%8B%BE%E9%81%BA%E7%89%A9%E8%AA%9E
http://yatanavi.org/text/yomeiuji/uji032?s%5b%5d=%E5%AE%87%E6%B2%BB%E6%8B%BE%E9%81%BA%E7%89%A9%E8%AA%9E
http://yatanavi.org/text/yomeiuji/uji032?s%5b%5d=%E5%AE%87%E6%B2%BB%E6%8B%BE%E9%81%BA%E7%89%A9%E8%AA%9E


迷 ま
ど

ひ
眩 ま

き
て
、
復
た
、
力 き

は

め
戰
は
ず
。
長
髓
は
、
是
れ
、
邑 む

ら

の
本
の
號
な
り
。
因
り
て
亦
以
つ
て
人
の
名

と
爲
す
。
皇
軍
の
鵄
の
瑞 み

づ

を
得
る
に
及
び
て
、
時
の
人
、
仍
り
て
「
鵄
の
邑
」
と
號 な

づ

く
。
今
、
鳥 と

見 み

と
云

ふ
は
、
是
、
訛
れ
る
な
り
。 

 
 

 

＊ 

訓
読
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
岩
波
書
店
刊
黒
板
勝
美

編
「
訓
讀 

日
本
書
紀 
中
卷
」
を
参
考
に
し
た
。「
鳥
見
」
は
現
在
の
奈
良
県
奈
良
市
富
雄
元
町
（
と

み
お
も
と
ま
ち
）（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
を
中
心
と
し
た
奈
良
西
部
の
広
域
に
比
定
さ
れ

る
。
ウ
ィ
キ
の
「
富
雄
町
」（
と
み
お
ち
ょ
う
：
旧
生
駒
郡
富
雄
村
／
富
雄
町
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
神
話

に
よ
り
、『
当
地
を
鵄
邑
（
と
び
の
む
ら
）
と
名
付
け
た
』。『
後
世
、
鵄
邑
は
鳥
見
郷
ま
た
は
鳥
見
庄
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
変
化
し
て
富
雄
村
と
な
っ
た
』
と
あ
る
。 

『「
ラ
マ
」
王
』
ラ
ー
マ
（
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
）。
イ
ン
ド
の
叙
事
詩
「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」
の
主
人
公

で
、
イ
ク
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ク
王
朝
に
生
ま
れ
た
薔
薇
色
の
瞳
を
持
つ
神
話
最
大
の
英
雄
で
、
イ
ン
ド
の
理
想

君
主
像
で
あ
り
、
ダ
ル
マ
を
体
現
し
た
存
在
と
さ
れ
る
。 

『
美
后
「
シ
タ
」』
シ
ー
タ
ー
は
「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
。
生
ま
れ
故
郷
は
ジ
ャ
ナ
カ
プ
ー
ル

（
現
在
の
ネ
パ
ー
ル
）
と
さ
れ
る
。
ジ
ャ
ナ
カ
王
の
娘
で
、
ラ
ー
マ
王
子
の
妃
。
し
か
し
、
ダ
ン
ダ
カ
の

森
で
羅
刹
王
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
（
熊
楠
の
言
う
『
惡
鬼
王
「
ラ
ヷ
ナ
」
』。
十
の
頭
、
二
十
の
腕
、
銅
色
の
目
、

月
の
よ
う
に
輝
く
歯
と
山
の
よ
う
な
巨
体
を
持
つ
と
さ
れ
る
ラ
ー
ク
シ
ャ
サ
（
羅
刹
）
の
王
で
、
ラ
ン
カ

ー
島
（
現
在
の
セ
イ
ロ
ン
島
）
を
本
拠
地
と
し
、
ラ
ー
ク
シ
ャ
サ
族
を
治
め
た
と
さ
れ
る
）
に
攫
わ
れ
、

ラ
ー
マ
が
シ
ー
タ
ー
を
奪
還
す
る
た
め
の
戦
争
が
「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」
の
主
題
と
も
な
っ
て
い
る
。
小
惑

星
「
シ
ー
タ
ー
」( 2

4
4
 S

ita

：
火
星
と
木
星
の
間
に
あ
る
小
惑
星
帯
（
ア
ス
テ
ロ
イ
ド
ベ
ル
ト
：astero

id
 

b
elt

）
の
中
の
一
つ)

の
命
名
の
由
来
と
な
り
、
宮
崎
駿
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
の

ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
シ
ー
タ
（
英
語
表
記
：S

h
eeta

）
の
モ
デ
ル
と
も
さ
れ
る
。 

「R
aev

en
sh

aw
, Jo

u
rn

al o
f th

e A
siatic S

o
ciety

 o
f B

en
g
al, v

o
l. x

i. p
. 1

1
2
4
, 1

8
4
2

」「B
io

d
iv

ersity
 

H
eritag

e L
ib

rary

」
の
こ
ち
ら
の
雑
誌
合
本
の
以
下
。 
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 O

n
 th

e ro
ad

 a larg
e k

ite attack
ed

 R
av

an
a, w

h
o
, h

o
w

ev
er, h

av
in

g
 p

laced
 S

eta u
n
d
er a tree called

 

S
en

so
o
p
ah

, in
 th

e o
rch

ard
 called

 U
so

k
a, su

cceed
ed

 in
 w

o
u
n
d
in

g
 th

e k
ite. In

 th
e m

ean
 tim

e R
am

a an
d
 

L
u
ch

m
u
n
 retu

rn
ed

 to
 th

e h
u
t, an

d
 n

o
t b

ein
g
 ab

le to
 fin

d
 S

eta an
y
 w

h
ere, th

ey
 w

ere o
v
erco

m
e w

ith
 

g
rief. C

o
m

in
g

 to
 th

e p
lace w

h
ere th

e k
ite lay

 h
alf-d

ead
, th

e k
ite to

ld
 th

em
 th

at R
av

an
a h

ad
 carried

 

h
er o

ff to
 L

u
n
k
a. 

 
 

 

＊ 

「th
e k

ite

」
が
鳶
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
文
章
の
標
題
部
分 

p
1
1
1

2
 

に
、T

h
e A

v
atars o

f V
ish

n
o
o
. A

n
 

ab
stract T

ran
slatio

n
 fro

m
 th

e P
u
d
m

a P
o
o
ran

. B
y
 E

. C
. R

av
en

sh
aw

, E
sq

 

と
あ
り
、 

E
. C

. R
av

en
sh

aw
 

と
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク
ッ
ク
ボ
ー
ン
・
ラ
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ウ
（E

d
w

ard
 C

o
ck

b
u
rn

 R
av

en
sh

aw
 

一
八
〇
四

年
～
一
八
七
七
年
）
で
、
彼
は
英
領
イ
ン
ド
帝
国
下
の
イ
ン
ド
東
部
の
オ
リ
ッ
サ
の
地
方
長
官
を
務
め
た

ト
ー
マ
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ラ
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ウ
（T

h
o
m

as E
d
w

ard
 R

av
en

sh
aw

 

一
八
二
七
年
～
一
九
一

四
年
：
在
任
期
間
は
一
八
六
五
年
か
ら
一
八
七
八
年
）
の
叔
父
に
当
た
る
人
物
で
あ
る
。 

「
非
列
賓
」
フ
ィ
リ
ピ
ン
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218029
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218029
https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/富雄元町
https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/富雄元町
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%8C%E9%9B%84%E7%94%BA
https://www.biodiversitylibrary.org/item/123638#page/558/mode/1up
https://www.biodiversitylibrary.org/item/123638#page/558/mode/1up
https://www.biodiversitylibrary.org/item/123638#page/558/mode/1up
https://www.biodiversitylibrary.org/item/123638#page/558/mode/1up
https://www.biodiversitylibrary.org/item/123638#page/558/mode/1up
https://www.biodiversitylibrary.org/item/123638#page/546/mode/1up


「F
. C

o
lin

, 
‛ H

isto
ria F

ilip
in

as,̓M
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rid
, 1

6
6
3
, p

. 6
4

」
イ
エ
ズ
ス
会
会
員
で
ス
ペ
イ
ン
人
の
東
洋
学
者
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
コ
リ
ン
（F

ran
cisco

 C
o
lin 

一
五
九
二
年
～
一
六
六
〇
年
：
マ
ニ
ラ
）
著
「
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
歴
史
」。
］ 

                                   



 
〇
蛇
、
紀
州
に
齒
痛
む
者
、
他
人
の
打
殺
せ
る
蛇
を
貰
ひ
受
け
、
埋
め
て
之
に
線
香
を
供
え
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］、
拜
し
念
じ
て
效
あ
り
と
信
ず
る
人
有
り
、
山
二
二
七
頁
に
、
白
蛇
崇
拜
は
僞
經
よ
り

出
た
る
事
也
と
あ
り
、
さ
れ
ど
輟
耕
錄
卷
七
に
、
趙
生
薪
を
伐
て
業
と
し
貧
な
り
け
る
が
、
山
に
入
て
巨

蛇
章
質
盡
く
白
き
を
見
、
逃
げ
歸
り
し
が
、
白
鼠
白
蛇
は
寶
物
の
變
成
せ
る
也
て
ふ
事
を
思
ひ
出
し
、
往

て
搜
て
金
銀
を
夥
く
得
た
る
由
見
ゆ
れ
ば
、
白
鼠
白
蛇
を
大
黑
と
辨
財
天
の
使
令
と
す
る
は
、
漢
土
に
も

世
々
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
「
世
間
」。
初
出
に
従
っ
た
。］
云
ふ
こ
と
ら
し
ゝ
と
類
聚
名
物
考
卷
三

三
七
に
云
り
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
山
二
二
七
頁
に
、
白
蛇
崇
拜
は
僞
經
よ
り
出
た
る
事
也
、
と
あ
り
」『
山
中
笑
「
本

邦
に
於
け
る
動
物
崇
拝
」』
に
、 

 
 

 

＊ 

白
蛇 

辨
才
天
の
使
者
、
又
は
、
化
身
と
し
て
崇
拜
さ
る
れ
ど
、
經
文
に
、
其
證
、
無
し
。
頓
得
如
意
寳

珠
陀
羅
經
上
略
其
形
如
天
女
頂
上
有
寳
冠
中
有
白
蛇
中
略
此
神
王
身
如
白
蛇
如
白
玉
下
略
と
あ
れ
ど
も
、

此
經
、
僞
經
な
る
こ
と
、
沙
門
浮
嚴
の
大
辨
才
天
秘
訣
に
、
詳
に
辨
明
あ
り
。
淨
嚴
は
、
最
勝
王
經
の
大

辨
才
天
品
は
眞
經
な
れ
ど
、
自
餘
、
悉
く
僞
經
な
り
、
と
說
け
り
。
大
辨
才
天
品
に
は
、
白
蛇
に
關
せ
る

文
、
な
し
。
さ
れ
ば
、
白
蛇
崇
拜
は
僞
經
よ
り
出
た
る
、
と
な
り
。
白
蛇
の
宇
賀
神
說
も
、
前
記
の
僞
經

よ
り
、
起
り
し
な
り
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
の
を
指
す
。
私
は
基
本
的
に
白
蛇
の
崇
拝
は
仏
教
以
前
に
神
道
系
の
神
使
と
し
て
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
て
い
る
。 

「
輟
耕
錄
卷
七
に
、
趙
生…

…

」「
輟
耕
錄
」
は
元
末
の
一
三
六
六
年
に
書
か
れ
た
学
者
で
文
人
の
陶
宗

儀
の
随
筆
。
正
式
に
は
「
南
村
輟
耕
錄
」（「
南
村
」
は
宗
儀
の
号
）
で
あ
る
。
世
俗
風
物
の
雑
記
で
あ
る

が
、
志
怪
小
説
的
要
素
も
あ
る
。
当
該
話
は
以
下
（「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
も
の
を
参
考
に
一

部
の
漢
字
を
正
字
化
し
て
示
し
た
が
、
原
本
画
像
も
視
認
出
来
る
。
と
言
っ
て
も
、
正
字
化
は
そ
れ
に
従

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
）。「
黃
巢
地
藏
」
と
仮
標
題
す
る
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

趙
生
者
、
宋
宗
室
子
也
。
家
苦
貧
、
居
閩
之
深
山
、
業
薪
以
自
給
。
一
日
、
伐
木
溪
滸
、
所
見
一
巨
蛇
、

章
質
盡
白
、
昂
首
吐
舌
、
若
將
噬
己
。
生
棄
斧
斤
奔
避
、
得
脫
。
妻
問
故
、
具
以
言
。
因
竊
念
曰
、「
白

鼠
白
蛇
、
豈
寶
物
變
幻
邪
。」。
卽
拉
夫
同
往
。
蛇
尚
宿
留
未
去
、
見
其
夫
婦
來
、
回
首
遡
流
而
上
。
尾

之
、
行
數
百
步
、
則
入
一
岩
穴
中
、
就
啓
之
、
得
石
。
石
陰
刻
押
字
與
歲
月
姓
名
、
乃
黃
巢
手
瘞
。
治
爲

九
穴
、
中
穴
置
金
甲
、
餘
八
穴
金
銀
無
算
。
生
掊
取
畸
零
、
仍
舊
掩
蓋
。
自
是
家
用
日
饒
、
不
復
事
薪
。

鄰
家
疑
其
爲
盜
、
告
其
姊
之
夫
嘗
爲
吏
者
。
吏
詢
之
嚴
、
不
敢
隱
、
隨
饋
白
金
五
錠
。
吏
貪
求
無
厭
、
訟

之
官
、
生
不
獲
已
。
主
一
巨
室
、
悉
以
九
穴
奉
巨
室
、
廣
行
賄
賂
。
有
司
莫
能
問
、
迨
帥
府
特
委
福
州
路

一
官
往
廉
之
。
巨
室
私
献
金
甲
、
因
回
申
云
。
具
問
本
根
所
以
、
實
不
會
掘
發
寶
藏
。
其
事
遂
絕
。
路
官

得
金
甲
、
珍
襲
甚
、
至
任
滿
他
適
、
其
妻
徙
置
下
。
一
夕
、
聞
繞
榻
風
雨
聲
、
頃
刻
而
止
。
頗
怪
之
、
夫

婦
共
取
視
、
鐍
鑰
如
故
。
啓
籠
、
乃
無
有
也
。
生
無
子
、
夫
婦
終
老
巨
室
。
嗟
夫
、
天
地
間
物
苟
非
我

有
、
是
雖
得
之
亦
終
失
也
。
巢
之
亂
唐
天
下
、
剽
掠
寶
貨
、
歷
三
四
百
年
、
至
于
我
朝
、
而
爲
編
民
所

得
。
民
固
得
之
、
不
能
保
之
、
而
卒
歸
於
富
家
。
其
路
官
者
、
得
金
甲
、
自
以
爲
子
孫
百
世
計
、
一
旦
作

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/291/25_291_325/_pdf/-char/ja
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-0f1d6c.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-0f1d6c.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-0f1d6c.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-0f1d6c.html
https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=866166
https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=866166
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https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=80664&page=12


神
物
化
去
。
是
皆
可
爲
貪
婪
妄
求
者
勸
。 

 
 

 
＊ 

訓
読
し
よ
う
と
も
思
っ
た
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
佛
教
大
学
論
文
目
録
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
に
あ
る
荒
木
猛

氏
の
論
文
『「
残
唐
五
代
史
演
義
」
に
お
け
る
黄
巢
物
語
に
つ
い
て
』（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
二
〇

〇
七
年
三
月
発
行
・P

D
F

で
ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
可
能
）
の
中
で
、
最
後
の
陶
の
評
言
部
分
を
除
い
た
メ
イ

ン
の
話
を
丁
寧
に
現
代
語
訳
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
を
見
つ
け
の
で
、
以
下
に
引
用
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
し

た
。 

 
 

 

＊ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
略
。］
福
建
省
の
あ
る
貧
し
い
樵
夫
が
、
あ
る
日
山
中
で
一
匹
の
白
蛇
に
出
会
っ

て
驚
き
逃
げ
、
家
に
帰
っ
て
妻
に
そ
の
こ
と
を
し
ゃ
べ
っ
た
と
こ
ろ
、
妻
は
そ
の
白
蛇
は
宝
物
の
変
化
し

た
も
の
に
相
違
な
い
と
し
て
、
夫
と
と
も
に
再
び
蛇
に
出
会
っ
た
所
に
む
か
う
。
す
る
と
、
先
刻
の
蛇
が

ま
だ
そ
こ
に
い
て
、
二
人
を
更
に
奥
に
導
き
あ
る
巌
穴
の
所
で
姿
を
消
し
た
。
夫
妻
は
そ
の
巌
穴
を
啓
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ひ
ら
く
」。］
と
一
つ
の
石
が
出
土
し
た
。
し
か
も
そ
れ
に
は
名
前
や
年
月
、
花
押

な
ど
が
刻
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
名
前
な
ど
よ
り
し
て
、
そ
れ
が
黄
巢
の
墓
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
そ
の
墓
を
な
お
も
掘
る
と
、
中
か
ら
金
甲
の
他
に
無
数
の
金
銀
財
宝
が
出
て
き
た
。
か
く
し
て
か

の
夫
妻
は
、
に
わ
か
大
尽
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
、
近
所
の
人
々
は
、
夫
妻
が
盗
み
で
も
働
い
て
こ
う
な
っ

た
の
で
は
と
疑
い
、
こ
の
こ
と
を
役
人
に
話
し
た
。
す
る
と
役
人
は
、
夫
妻
を
捕
え
て
厳
し
く
こ
れ
を
追

求
し
た
。
夫
妻
は
当
局
の
追
求
に
耐
え
き
れ
ず
、
遂
に
か
の
黄
巢
の
財
宝
の
す
べ
て
を
某
大
尽
の
手
に
ゆ

だ
ね
る
こ
と
と
し
た
。
す
る
と
そ
の
大
尽
は
、
役
所
の
上
下
に
賄
賂
を
ば
ら
ま
い
た
為
、
夫
妻
へ
の
当
局

の
追
求
は
一
旦
は
消
え
た
。
し
か
し
後
に
、
福
州
路
帥
府
の
一
役
人
が
こ
の
こ
と
を
嗅
付
け
ま
た
追
求
し

だ
し
た
。
大
尽
は
や
む
な
く
こ
の
役
人
に
金
甲
を
贈
っ
て
口
封
じ
を
計
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
役
人
は
、
別

の
所
に
転
勤
し
た
が
、
か
の
金
甲
を
家
宝
と
し
て
い
つ
も
ベ
ッ
ト
の
下
に
隠
し
て
い
た
。
あ
る
日
ベ
ッ
ト

の
下
か
ら
風
の
よ
う
な
音
が
し
た
の
で
、
鍵
を
開
い
て
籠
の
中
を
改
め
る
と
、
金
甲
は
な
く
な
っ
て
い
た

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

＊ 

「
章
質
」「
し
や
う
し
つ
」
と
読
ん
で
お
く
。
蛇
の
体
表
の
模
様
（「
章
」）
も
地
肌
（「
質
」）。 

盡
く
白
き
を
見
、
逃
げ
歸
り
し
が
、
白
鼠
、
白
蛇
は
寶
物
の
變
成
せ
る
也
て
ふ
事
を
思
ひ
出
し
、
往
て
搜

て
金
銀
を
夥
く
得
た
る
由
見
ゆ
れ
ば
、
白
鼠
白
蛇
を
大
黑
と
辨
財
天
の
使
令
と
す
る
は
、
漢
土
に
も 

「
世
々
」
底
本
は
『
世
間
』
で
あ
る
が
、
初
出
で
訂
し
た
。 

「
大
黑
天
」
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
シ
ヴ
ァ
神
の
異
名
で
あ
る
「
マ
ハ
ー
カ
ー
ラ
」（
漢
音
写
「
摩
訶
迦
羅
」）

が
イ
ン
ド
密
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
、「
マ
ハ
ー
」
は
「
大
」・「
偉
大
な
る
」
の
意
、「
カ
ー
ラ
」
は

「
時
」・「
暗
黒
」
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、「
大
黒
天
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
、
中
国
仏
教
に
於
い
て
、
青

黒
色
を
し
た
憤
怒
相
の
護
法
善
神
と
な
っ
た
が
、
本
邦
に
伝
来
す
る
と
、
特
に
室
町
以
降
に
於
い
て
、
た

ま
た
ま
「
大
国
主
命
」
と
の
音
通
に
よ
り
、
両
者
を
同
一
神
と
す
る
信
仰
と
し
て
習
合
さ
れ
て
し
ま
い
、

民
間
に
於
い
て
財
福
神
の
側
面
が
大
き
く
打
ち
出
さ
れ
た
結
果
、
所
謂
「
七
福
神
」
の
一
柱
と
し
て
専
ら

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

「
辨
財
天
」
仏
教
に
於
け
る
智
慧
・
弁
舌
・
技
芸
の
女
神
で
あ
り
、
弁
天
・
妙
音
天
・
美
音
天
・
大
弁
才

功
徳
天
な
ど
も
総
て
が
彼
女
の
異
名
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
「
サ
ラ
ス
バ
テ
ィ
ー
」
の
漢
訳
で
、

https://archives.bukkyo-u.ac.jp/repository/baker/rid_BO009100003855
https://archives.bukkyo-u.ac.jp/repository/baker/rid_BO009100003855


本
来
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
で
あ
っ
て
、
原
義
は
「
水
を
有
す
る
も
の
」
を
意
味
す
る
女
性
名
詞
で
あ
っ

た
。
ア
ー
リ
ア
人
が
東
漸
す
る
際
、
各
地
の
川
を
呼
ん
だ
名
で
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ン
ダ
ハ
ル

地
方
の
古
名
ア
ラ
コ
シ
ア
も
そ
れ
に
由
来
す
る
と
さ
れ
、
イ
ン
ダ
ス
平
原
や
ガ
ン
ジ
ス
平
原
に
も
こ
の
名

の
川
が
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
で
は
「
言
葉
の
神
」
と
さ
れ
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
哲
学
で
は
「
音

楽
神
」
と
さ
れ
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
こ
れ
ら
の
概
念
を
受
け
、
仏
教
に
弁
才
天
を
登
場
さ
せ
た
の
が
、

「
金
光
明
最
勝
王
経

こ
ん
こ
う
み
ょ
う
さ
い
し
ょ
う
お
う
き
ょ
う

」
で
、
弁
才
天
は
、
こ
の
経
を
説
く
人
や
、
聞
く
人
に
、
知
恵
・
長
寿
・
財
産
を

授
け
る
と
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。
そ
の
図
像
的
表
現
は
八
臂

は

っ

ぴ

又
は
二
臂
で
、
身
色
端
厳
に
し
て
、
女
形
で
は

琵
琶
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
。
日
本
で
は
財
産
神
と
し
て
の
側
面
が
信
仰
さ
れ
た
結
果
と
し
て
「
弁
財
天
」

と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
「
七
福
神
」
の
一
柱
と
さ
れ
た
。
水
辺
に
祀
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま

た
、
水
と
関
係
あ
る
蛇
と
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
弁
才
天
と
結
び
付
け
ら
れ
る
神
に
宇
賀
神
が

あ
る
が
、「
宇
賀
」
の
名
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
「
ウ
ラ
ガ
」（
蛇
の
意
）
に
似
る
こ
と
に
拠
る
と
も
考
え

ら
れ
る
（
以
上
は
小
学
館
「
日
本
大
百
科
全
書
」
に
拠
っ
た
）。
実
際
、
宇
賀
神
は
蛇
形
に
造
立
す
る
こ

と
が
多
い
。 

「
類
聚
名
物
考
卷
三
三
七
に
云
り
」「
類
聚
名
物
考
」
は
「
鶺
鴒
」
パ
ー
ト
で
既
注
。
著
者
山
岡
浚
明

ま
つ
あ
け

は

同
巻
の
「
雜
部
」
の
「
吉
瑞
」
の
「
〇
白
鼠 

白
蛇
」
の
項
（
左
ペ
ー
ジ
上
段
）
で
、
先
の
「
輟
耕
録
」

の
話
の
「
不
復
事
薪
」
の
部
分
ま
で
を
引
い
た
後
に
、 

 
 

 

＊ 

今
案
に
世
俗
に
白
鼠
ハ 

大
黑
天
の
使
令
と
し
蛇
ハ
辨
財
天
の
使
令
と
し
て
福
神
の
下
屬
と
い
ふ
是
西
土

の
書
に
も
世
に
も
い
ふ
事
と
見
ゆ 

 
 

＊ 

と
記
し
て
い
る
。］ 
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野
槌
、
沙
石
集
五
卷
、
章
三
に
叡
山
の
二
學
匠
相
契
り
て
、
先
立
つ
事
有
ば
必
ず
生
所
を
告
ぐ
べ
し
と

也
、
扨
一
人
死
し
て
夢
に
告
て
云
く
、
我
は
野
槌
と
云
者
に
生
れ
た
り
と
、
是
れ
常
に
無
き
獸
、
深
山
の

中
に
希
に
有
り
と
云
り
、
形
大
に
し
て
目
鼻
手
足
な
く
、
只
口
あ
り
、
人
を
取
て
食
ふ
、
是
は
佛
法
を
一

向
名
利
の
爲
に
學
ひ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
て
、
勝
負
諍
論
し
て
、
口
計
り
さ
か
し
け
れ
ど
も
、

智
惠
の
眼
も
信
の
手
も
、
戒
の
足
も
無
き
故
に
、
斯
る
恐
ろ
し
き
物
に
生
れ
た
り
と
云
り
、
予
熊
野
の
山

人
に
聞
し
に
、
野
槌
は
「
ム
グ
ラ
モ
チ
」
樣
の
小
獸
に
て
、
惡
臭
有
り
と
云
り
、
此
說
沙
石
集
の
文
に
近

し
、
然
る
に
倭
漢
三
才
圖
會
卷
四
十
五
に
は
、
こ
れ
を
蛇
の
屬
と
し
云
く
、
深
山
木
竅
中
有
之
、
大
者
徑

五
寸
、
長
三
尺
、
頭
尾
均
等
、
而
尾
不
尖
、
似
槌
無
柄
者
、
故
俗
呼
名
野
槌
、
和
州
吉
野
山
中
菜
摘
川
、

淸
明
之
瀧
邊
往
々
見
之
、
其
口
大
而
噬
人
脚
、
自
坂
走
下
甚
速
逐
人
但
登
行
極
遲
、
是
故
、
如
逢
之
則
急

可
登
高
處
、
不
能
逐
著
、
今
も
此
物
大
和
に
は
さ
し
て
希
な
ら
ず
、
丹
波
市
近
所
に
、
昔
し
捕
え
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
來
て
牀
下
に
畜
し
に
、
只
今
眼
小
さ
く
、
其
體
俵
の
如
く
短
大
な
る
者
と
な
り
、

握
り
飯
を
與
ふ
る
に
轉
が
り
來
て
食
ふ
事
頗
る
迂
鈍
な
る
を
目
擊
せ
る
人
、
之
を
予
に
話
せ
り
、
前
年
、

大
坂
朝
日
か
大
坂
每
日
の
地
方
通
信
に
、
和
泉
の
山
中
に
此
物
有
り
、
土
俗
「
ノ
ロ
」
と
云
ふ
と
見
え

し
、
當
國
日
高
郡
川
又
に
て
聞
し
は
、
此
物
倉
庫
に
籠
り
居
る
事
有
り
、
さ
ま
で
希
な
ら
ず
と
云
へ
り
、

又
田
邊
灣
の
沿
岸
堅
田
の
地
に
、
古
え
陷
り
成
れ
る
と
覺
し
き
、
至
つ
て
嶮
し
き
谷
穴
、（
方
言
ホ
ラ
）

有
り
「
ノ
ー
ヅ
ツ
」
と
名
く
、
俚
傳
に
云
く
、
昔
し
野
槌
と
云
へ
る
蛇
之
に
住
み
、
長
さ
凡
そ
五
六
尺
、

太
さ
面
桶

メ
ン
ツ
ウ

の
如
く
、
頭
體
と
直
角
を
爲
す
狀
恰
か
も
槌
の
如
く
、
急
に
落
下
り
て
人
を
咬
め
り
と
、
因
て

今
も
人
惶
れ
て
此
谷
穴
に
入
ら
ず
、
案
ず
る
に
、
山
本
亡
羊
の
百
品
考
に
蛟
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
み
づ

ち
」。］
出
れ
ば
山
崩
る
て
ふ
漢
土
の
說
を
擧
げ
、
蛟
を
「
ホ
ラ
」
と
訓
ぜ
り
、
斯
る
地
崩
れ
の
際
、
古
爬

蟲
の
巨
大
な
る
遺
骸
、
化
石
し
て
顯
出
せ
る
を
蛟
と
名
け
し
に
て
、
ホ
ラ
は
素
と
洞
の
意
な
る
を
、
轉
じ

て
地
崩
れ
よ
り
生
ぜ
る
谷
穴
を
も
呼
び
し
な
ら
ん
、
又
東
海
道
名
所
記
三
に
云
く
、
今
切
の
渡
し
、
昔
は

山
に
續
き
た
る
陸
地
な
り
し
が
、
百
餘
年
計
り
以
前
に
山
の
中
よ
り
螺
の
貝
夥
く
脫
出
で
ゝ
海
へ
飛
入

り
、
其
跡
殊
外
崩
れ
て
、
荒
井
の
濱
よ
り
五
里
計
り
、
一
ツ
海
に
成
り
た
る
故
に
今
切
と
申
す
也
、
倭
漢

三
才
圖
會
卷
四
十
七
に
も
、
凡
非
地
震
而
山
岳
暴
有
崩
裂
者
、
相
傳
云
、
寶
螺
跳
出
而
然
也
、
如
遠
州
荒

井
之
今
切
者
、
處
々
大
小
有
之
、
龍
乎
螺
乎
。
未
知
其
實
焉
、
洞
も
寶
螺
も
、「
ホ
ラ
」
に
訓
ず
る
故
、

混
じ
て
生
ぜ
し
說
に
や
、
若
し
く
は
地
崩
る
ゝ
時
、
螺
類
の
化
石
露
出
す
る
に
據
れ
る
か
、
古
え
堅
田

に
、
山
崩
れ
て
件
の
谷
穴
を
成
す
際
、
異
樣
の
爬
蟲
化
石
出
し
よ
り
、
之
を
野
槌
蛇
と
心
得
て
件
の
譚
を

生
ぜ
し
に
や
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
一
段
落
分
は
底
本
で
は
、
全
体
が
ポ
イ
ン
ト
落
ち
で
一
字
半
下
げ
と
な
っ
て

い
る
。
同
ポ
イ
ン
ト
で
示
し
た
。
前
後
が
一
行
空
け
な
の
は
マ
マ
で
あ
る
。］ 

  

丹
波
市
の
野
槌
の
話
に
似
た
る
外
國
の
例
は
、
一
七
六
六
年
、
印
度
山
間
の
諸
王
が
、
世
界
と
伴
て
生

死
す
と
信
じ
、
崇
拜
せ
る
神
蛇
「
ナ
イ
ク
、
ペ
ン
ス
」
を
見
し
人
の
記
に
、
此
蛇
岩
窟
に
住
み
、
一
週
に

一
度
出
で
ゝ
、
詣
者
が
奉
れ
る
山
羊
兒
又
鷄
を
食
ふ
、
そ
れ
よ
り
堀
に
入
て
水
を
呑
み
、
泥
中
に
轉
び
廻

り
、
扨
復
た
窟
に
入
る
、
吾
輩
其
泥
上
に
印
せ
る
跡
よ
り
推
す
に
、
此
蛇
長
さ
に
比
し
て
厚
き
こ
と
非
常

に
て
、
徑
り
二
尺
を
踰
ゆ
と
（V

.B
all, ‛ Ju

n
g
le L

ife in
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ia,1̓
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） 

又
淵
鑑
類
函
卷
四
三
九

に
、
夷
堅
志
を
引
て
、
南
宋
の
紹
興
廿
三
年
（
近
衞
帝
仁
平
三
年
）
建
康
に
現
は
れ
し
豬
豚
蛇
の
事
を
言

る
に
自
竹
叢
出
、
其
長
三
丈
、
面
大
如
杵
、
生
四
足
、
遍
身
有
毛
、
作
聲
如
豬
、
行
趨
甚
疾
、
爲
逐
人
呑



噬
之
勢
云
々
、
嚙
人
立
死
と
あ
る
は
、
野
槌
を
獸
と
す
る
も
、
蛇
と
す
る
も
、
多
少
似
た
る
所
有
る
樣

也
。 

  

野
槌
の
意
義
に
就
て
は
、
本
誌
二
八
二
號
六
六
三
頁
以
下
に
、
出
口
君
の
論
あ
り
、
予
一
向
不
案
内
の

事
乍
ら
、
古
事
記
傳
五
に
、
和
名
抄
、
水
神
又
蛟
を
和
名
美
豆
知
と
訓
せ
り
、
豆 ツ

は
之 ノ

に
通
ふ
辭
、
知
は

尊
稱
に
て
、
野
槌
等
の
例
の
如
し
と
有
れ
ば
、「
ミ
ヅ
チ
」
は
俗
に
い
ふ
水
の
主 ヌ

シ

、
又
蛇
の
主
、
野
槌
は

野
の
主
と
云
ふ
事
な
る
べ
し
、
日
本
紀
に
よ
れ
ば
、
諾
册
二
尊
日
神
を
生
み
玉
へ
る
前
に
、
野
槌
を
生
め

り
、
鈴
鹿
連
胤
の
神
社
覈
錄
を
檢
す
る
に
延
喜
式
神
名
帳
、
加
賀
國
加
賀
郡
に
野
蛟
神
社
二
ケ
所
在
り
、

一
は
金
山
彥
命
を
祭
り
、
一
は
高
皇
產
靈
尊
等
三
神
を
祭
る
、
野
蛟
は
「
ノ
ヅ
チ
」
と
讀
む
べ
し
と
有

り
、
又
下
總
國
に
蛟
蝄
神
社
有
り
「
ミ
ヅ
チ
」
と
讀
む
、
水
神
罔
象
女
を
祭
る
と
あ
る
以
て
考
れ
ば
、
加

賀
の
二
社
は
、
原
と
野
槌
を
祭
れ
る
に
て
、
野
槌
は
蛇
の
屬
た
り
し
こ
と
明
け
し
、
神
が
蛇
迄
も
產
し
例

は
、
希
臘
の
大
地
女
神
「
ガ
イ
ア
」
の
子
に
、
怪
蛇
「
ピ
ゾ
ン
」
有
り
（S

ey
ffert. ‛ A

 D
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）
類
聚
名
物
考
卷
三
三
七
に
、
野
仲
「
ノ
ヅ
チ
」、
文
選
の

訓
に
云
り
、
其
義
註
に
も
詳
か
な
ら
ず
、
張
平
子
殪
野
仲
而
殲
遊
光
（
ツ
キ
ガ
ミ
）
註
、
野
仲
遊
光
惡
鬼

也
、
兄
弟
八
人
常
在
人
間
、
作
怪
言
と
あ
れ
ば
、
後
世
野
槌
は
、
支
那
の
惡
鬼
野
仲
に
宛
ら
れ
る
ゝ
程
、

評
判
惡
く
な
り
、
神
よ
り
降
て
怪
物
と
な
り
し
也
、
思
ふ
に
「
ミ
ヅ
チ
」「
ノ
ヅ
チ
」、
何
れ
も
古
え
あ
り

し
大
蛇
を
、
水
に
住
む
と
野
に
棲
む
に
從
ひ
て
、
其
主
と
せ
る
名
な
ら
ん
、
大
和
和
泉
等
に
現
在
す
と
い

へ
る
野
槌
蛇
は
、
予
親
く
見
ざ
れ
ば
其
虛
實
を
知
ら
ず
、
或
は
或
種
の
蛇
、
病
に
罹
り
て
、
人
間
の
象
皮

病
の
如
く
、
斯
る
畸
形
を
生
ず
る
に
非
る
か
、
無
脚
蜥
蜴
に" U

ro
p
eltid

ae"

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
表

記
は
「U

ro
p

eltid
 ae

」。
訂
し
た
。］
の
一
群
あ
り
、
皆
な
蛇
に
似
乍
ら
、
身
體
短
く
、
尾
端
太
く
し
て
頭

と
等
し
く
、
其
狀
恰
も
斜
め
に
切
て
、
體
の
後
部
を
取
除
け
る
が
如
く
、
其
の
切
斷
せ
る
如
き
表
面
の
尖

鱗
を
、
地
に
押
し
付
け
て
行
動
す
（T

en
n
en

t, 
‛ T

h
e N

atu
ral H

isto
ry

 o
f C

ey
lo

n
,̓ 1

8
6
1
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0
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圖
有

り
） 

本
邦
稀
に
兩
足
の
蛇
を
出
し
、
兼
葭
堂
雜
錄
等
に
其
圖
を
載
す
、
是
は
兩
脚
蜥
蜴
の
一
種
な
る
べ

し
、
因
て
推
す
に
、
野
槌
と
稱
す
る
者
の
中
、
或
は
一
種
の
無
脚
蜥
蜴
の
頭
尾
均
等
に
後
體
截
去
ら
れ
た

る
形
ち
を
具
す
る
者
、
全
く
無
き
を
保
せ
ず
と
や
言
は
ま
し
、
兎
に
角
、
野
槌
は
古
え
の
神
蛇
で
野
の
神

と
し
て
崇
拜
さ
れ
し
を
、
後
世
其
傳
を
失
ひ
、
異
様
畸
形
の
蛇
を
呼
ぶ
事
と
な
り
、
種
々
の
怪
談
を
生
ず

る
に
迨
べ
る
な
ら
ん
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
一
段
落
分
は
底
本
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
落
ち
で
全
体
が
一
字
下
げ
と
な
っ
て
い

る
。
同
ポ
イ
ン
ト
で
示
し
た
。
前
後
の
一
行
空
け
は
私
の
仕
儀
で
あ
る
。］ 

  

追
加
、「
レ
ヲ
・
ア
ス
リ
カ
ヌ
ス
」
曰
く
、
ア
ン
ト
ラ
ン
テ
山
に
毒
龍
多
く
、
窟
内
に
住
む
、
胴
甚

大
、
頭
尾
細
き
故
、
身
體
重
く
行
動
甚
遲
し
と
（R
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有
圖
、）
又
龍
の
歩
行
頗
る
迂
鈍
に
し
て
、

大
雨
の
時
谷
に
落
て
多
く
死
す
と
、
何
か
中
古
の
欧
州
書
で
見
た
る
も
、
今
其
名
を
記
せ
ず
、
か
ゝ
る
由

來
に
や
、
今
日
希
臘
で
龍
（
ド
ラ
コ
ス
）
と
呼
ぶ
は
、
人
を
食
ふ
巨
人
に
て
、
力
强
き
も
智
慧
甚
だ
鈍

く
、
人
間
に
欺
か
れ
し
珍
譚
多
し
（T

o
zer, ‛ R

esearch
es in

 th
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ig
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）
本
文
、
和
泉
で
野
槌
を
「
ノ
ロ
」
と
云
ふ
事
攷
合
す
べ
し
。 

 



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
突
然
、
未
確
認
生
物
が
現
わ
れ
、
し
か
も
、
異
例
に
非
常
に
長
い
記
載
と
な
る
。
こ
う

い
う
と
こ
ろ
が
熊
楠
ら
し
く
て
、
好
き
な
と
こ
ろ
だ
。
展
開
と
行
き
着
く
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
非
常
に
穏
当

な
科
学
的
視
点
に
立
っ
た
推
論
で
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
読
者
を
飽
き
さ
せ
な
い―

―

と
言
う
よ
り
、
熊

楠
自
身
が
こ
の
面
妖
な
生
物
の
考
証
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
お
り
、
し
か
も
そ
の
天
馬
空
を
驅
く
る
が
如
き
自

在
な
連
想
が
生
じ
つ
つ
も
、
そ
れ
が
ま
た
本
筋
を
離
れ
な
い
と
こ
ろ
が
、
教
師
時
代
の
私
の
授
業
が
、
脱
線

し
た
ま
ま
、
あ
ら
ぬ
方
に
語
り
を
変
じ
て
し
ま
っ
た
の
と
は
大
違
い
だ
（
但
し
、
本
条
は
初
出
を
見
て
も
、

改
行
さ
れ
て
は
あ
る
も
の
の
、
前
の
「
蛇
」
の
条
の
続
き
と
し
て
熊
楠
は
書
い
て
い
る
感
じ
は
拭
え
な
い
こ

と
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
は
思
う
）。
閑
話
休
題
。
最
初
に
、
熊
楠
も
引
い
て
い
る
寺
島
良

安
「
和
漢
三
才
図
会
」
の
「
巻
第
四
十
五 

龍
蛇
部 

龍
類 

蛇
類
」
の
「
野
槌
蛇

の
つ
ち
へ
び

」
そ
れ
を
、
以
下
に
示

す
（
こ
こ
に
出
す
に
追
記
し
た
部
分
が
あ
る
）。
リ
ン
ク
先
の
そ
れ
は
、
私
は
十
二
年
前
に
行
っ
た
全
電
子

化
注
で
、
当
時
表
記
出
来
な
か
っ
た
字
や
、
学
名
を
斜
体
に
し
て
い
な
い
な
ど
の
不
備
が
あ
る
が
、
今

回
、
当
該
部
だ
け
を
限
定
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
は
お
い
た
。
挿
絵
が
あ
る
が
、
如
何
に
も
し
ょ
ぼ

い
、
た
だ
の
蛇
の
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
の
で
、
略
す
。
熊
楠
の
引
用
と
や
や
異
同
が
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

の
つ
ち
へ
び
【
合
木
蛇
之
屬
乎
】 

野
槌
蛇 

△
按
深
山
木
竅
中
有
之
大
者
徑
五
寸
長
三
尺
頭
尾
均
等
而
尾
不
尖
似
槌
無
柯
者
故
俗
呼
名
野
槌
和
州
吉
野

山
中
菜
摘
川
清
明
之
瀧
邊
徃
徃
見
之
其
口
大
而
嗑
人
脚
自
坂
走
下
甚
速
逐
人
但
登
行
極
遅
故
如
逢
之
則
急

可
登
髙
處
不
能
逐
著 

 
 

 

＊ 

の
づ
ち
へ
び 

野
槌
蛇 

 

【
合
木
蛇

が

う

ぼ
く

だ

の
屬
か
。】 

△
按
ず
る
に
、
深
山
の
木
の
竅 あ

な

の
中
に
之
有
り
。
大
な
る
者
、
徑

さ
し
わ

た
し
五
寸
、
長
さ
三
尺
。
頭
尾
均
等
に

し
て
、
尾
、
尖
ら
ず
、
槌
の
柯 え

無
き
者
に
似
た
り
。
故
に
俗
に
呼
ん
で
野
槌
と
名
づ
く
。
和
州
〔
＝
大

和
〕
の
吉
野
山
中
の
菜
摘

な

つ

み

川
、
清
明
の
瀧
の
邊
に
徃
徃
に
之
を
見
る
。
其
の
口
、
大
に
し
て
人
の
脚
を
嗑

む
。
坂
よ
り
走
り
下
る
こ
と
甚
だ
速
く
、
人
を
逐
ふ
。
但
し
、
登
り
行
く
こ
と
極
め
て
遅
し
。
故
に
、
如 も

し
之
に
逢
ふ
と
き
は
、
則
ち
急
に
髙
き
處
に
登
る
べ
し
。
逐 お

ひ
著
く
こ
と
能
は
ず
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
Ｕ
Ｍ
Ａ
（
未
確
認
動
物
）
ツ
チ
ノ
コ
に
同
定
す
る
。
木
槌
の
柄
を
外
し
た
槌
部
分
に

類
似
し
た
極
め
て
寸
胴
（
誇
張
的
名
辞
で
良
安
の
、
直
径
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
全
長
九
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
長
い
木
枕
と
い
っ
た
感
じ
だ
）
の
蛇
で
、
北
海
道
と
南
西
諸
島
を
除
く
広
範
な
地
域
で
目
撃
例
が

あ
る
。
そ
の
標
準
的
特
質
を
多
岐
に
亙
る
情
報
ソ
ー
ス
の
最
大
公
約
数
と
し
て
以
下
に
列
挙
し
て
、
想
像

の
楽
し
み
の
便

よ
す
が

と
致
そ
う
。
デ
ー
タ
は
総
て
所
持
す
る
信
用
出
来
る
著
作
及
び
ネ
ッ
ト
情
報
を
総
合
し

た
。 

●
学
名
：
未
定 

●
通
称
標
準
和
名
：「
ノ
ヅ
チ
」（
ノ
ヅ
チ
の
方
に
優
先
権
が
あ
る
。
こ
の
呼
称
の
分
布
は
主
に
東
北
・
中

風
・
近
畿
地
方
で
広
域
で
通
用
す
る
。
但
し
、
現
在
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
の
は
圧
倒
的
に
「
ツ
チ
ノ

コ
」（
槌
の
子
）
で
、
こ
れ
は
元
は
京
都
で
の
呼
称
と
も
さ
れ
る
よ
う
だ
） 

●
異
名
：
野 の

槌 づ
ち

蛇 へ
び

・
杵 き

ね

の
子
・
バ
チ
ヘ
ビ
（
東
北
）・
ド
コ
（
滋
賀
県
）・
コ
ロ
（
福
井
県
）・
ツ
チ
・
ワ

http://yab.o.oo7.jp/wakan45.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan45.html


ラ
ツ
チ
・
ヨ
コ
ヅ
チ
・
キ
ネ
ノ
コ
・
キ
ネ
ヘ
ビ
・
ツ
チ
コ
ロ
・
ツ
チ
コ
ロ
ビ
・
ド
テ
ン
コ
・
ト
ッ
テ
ン
コ

ロ
ガ
シ
・
ス
キ
ノ
ト
コ
・
三
寸
ヘ
ビ
・
尺
八
ヘ
ビ
・
五
十
歩
ヘ
ビ
・
ト
ッ
ク
リ
ヘ
ビ
・
ツ
ツ
・
マ
ム
シ
・

コ
ウ
ガ
イ
ヒ
ラ
ク
チ
・
タ
ン
コ
ロ
・
コ
ロ
ガ
リ
・
バ
チ
ア
ネ
コ
・
イ
ノ
コ
ヘ
ビ
・
ト
ッ
タ
リ
・
五
寸
八

寸
・
タ
テ
ク
リ
カ
エ
シ
・
ツ
チ
ン
ボ
・
ツ
チ
ヘ
ビ
・
土
転
び
、
等
。 

●
体
長
：
約
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
。 

●
胴
長
：
約
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
弱
か
ら
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。 

●
胴
径
：
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。 

●
毒
：
不
明
。
無
毒
と
も
有
毒
と
も
強
毒
と
も
い
わ
れ
る
が
、
南
西
諸
島
を
除
き
、
本
邦
在
来
種
で
マ
ム

シ
（
ク
サ
リ
ヘ
ビ
科
マ
ム
シ
亜
科
マ
ム
シ
属
ニ
ホ
ン
マ
ム
シ 

G
lo

yd
iu

s b
lo

m
h

o
ffii 

。
但
し
、
一
九
九
四

年
に
対
馬
の
同
属
の
個
体
群
が
独
立
種
ツ
シ
マ
マ
ム
シG

lo
yd

iu
s tsu

sim
a

en
sis

と
し
て
新
種
記
載
さ
れ
て

い
る
）・
ヤ
マ
カ
ガ
シ
（
ナ
ミ
ヘ
ビ
科
ヤ
マ
カ
ガ
シ
属
ヤ
マ
カ
ガ
シ 

R
h
a

b
d
o
p
h
is tig

rin
u

s 

。
但
し
、
昔

か
ら
毒
蛇
と
注
意
す
る
人
は
い
た
が
、
本
種
の
正
式
な
有
毒
種
認
定
は
一
九
七
四
年
以
降
の
こ
と
で
、
現

在
ま
で
同
種
の
咬
傷
死
亡
と
認
定
さ
れ
た
明
確
な
事
例
は
公
的
に
は
三
例
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
種

の
顎
の
奥
深
く
で
有
意
な
時
間
咬
ま
れ
続
け
た
場
合
は
、
極
め
て
危
険
で
あ
る
。
な
お
、
ヤ
マ
カ
ガ
シ
は

別
に
、
頸
部
を
圧
迫
す
る
と
、
別
な
毒
液
が
飛
び
散
り
、
ヒ
ト
や
イ
ヌ
な
ど
の
目
に
入
っ
た
際
に
は
激
し

い
症
状
を
呈
す
る
。
こ
れ
は
頸
腺
毒
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
好
ん
で
捕
食
す
る
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
持
つ

ブ
フ
ォ
ト
キ
シ
ン
ン
（b

u
fo

to
x
in

）
で
、
そ
れ
を
体
内
貯
留
し
て
防
禦
に
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
）
以

外
の
ヘ
ビ
咬
傷
死
亡
例
が
近
代
以
降
に
全
く
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
無
毒
、
少
な
く
と
も
弱
毒
と
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。 

●
出
現
（
目
撃
）
時
期
：
春
～
秋
（
四
月
か
ら
十
一
月)

。 

●
生
活
相
：
単
独
相
（
複
数
個
体
・
集
合
的
目
撃
例
は
皆
無
）・
昼
行
性
。 

●
食
性
：
肉
食
性
（
カ
エ
ル
・
ネ
ズ
ミ
等
）。 

●
体
色
・
紋
：
焦
茶
色
又
は
黒
色
又
は
鼠
色
等
、
黒
い
マ
ム
シ
に
類
似
し
た
網
目
文
様
と
背
中
に
斑
点
を

持
つ
。 

●
鱗
：
通
常
の
蛇
に
比
し
て
有
意
に
大
き
く
、
成
人
男
性
の
小
指
の
爪
程
の
大
き
さ
。 

●
頭
部
形
状
（
全
体
）：
毒
蛇
に
特
有
の
典
型
的
三
角
形
を
呈
し
、
通
常
の
蛇
に
比
し
て
有
意
に
大
き
く

（
幅
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
）、
且
つ
平
板
。 

●
頭
部
形
状
（
眼
）：
鋭
く
、
瞼
が
あ
り
、
瞬
き
を
す
る
（
ヘ
ビ
類
は
目
蓋
に
相
当
す
る
器
官
は
な
く
、

「
瞬
き
」
を
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
特
異
点
で
あ
る
。
但
し
、
実
は
眼
球
の
表
面
に
は
透
明
の
鱗
が
か

ぶ
さ
っ
て
あ
る
の
で
、
目
は
保
護
さ
れ
て
い
る
。
脱
皮
後
の
残
片
を
見
る
と
、
目
の
表
面
部
分
も
透
明
の

皮
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
を
確
認
出
来
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
鳥
・
魚
類
の
一
部
・
両
生
類
・
蛇
を
除
く

爬
虫
類
（
則
ち
、
蛇
自
体
が
目
蓋
を
持
た
な
い
爬
虫
類
の
特
異
群
な
の
で
あ
る
）
の
持
つ
目
蓋
或
い
は
瞬

膜
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
普
通
の
蛇
が
瞬
き
を
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
）。 

●
頸
部
：
頭
部
と
胴
部
の
間
が
明
確
に
短
か
く
く
び
れ
、
頸
部
が
明
瞭
。 

●
胴
部
：
通
常
の
蛇
に
比
し
て
有
意
に
中
央
部
が
膨
れ
上
が
っ
て
横
に
張
っ
て
お
り
、
前
後
に
伸
縮
す

る
。 

●
尾
部
：
短
か
く
極
め
て
強
靭
。
そ
れ
で
木
へ
垂
下
す
る
こ
と
が
で
き
、
威
嚇
行
動
時
に
は
、
胴
部
を
緊

張
さ
せ
、
尾
部
の
み
で
身
体
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
。 



●
運
動
形
態
：
蛇
行
せ
ず
、
胴
部
を
前
後
に
尺
取
虫
の
よ
う
に
伸
縮
さ
せ
て
直
進
（
後
退
も
可
能
）
し
、

更
に
胴
と
尾
を
用
い
て
跳
躍
（
約
一
～
二
メ
ー
ト
ル
）、
ま
た
、
自
身
の
尻
尾
を
咥
え
た
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
状

態
で
円
く
な
り
転
が
っ
て
移
動
す
る
こ
と
も
可
能
と
す
る
。 

●
そ
の
他
：「
チ
ー
！
」
と
い
う
鼠
に
似
た
啼
き
声
を
発
し
、
睡
眠
時
に
は
鼾
を
か
く
。 

私
は
ツ
チ
ノ
コ
の
親
衛
隊
で
は
な
い
の
で
、
学
名
命
名
権
は
遠
慮
す
る
こ
と
に
し
た
。
ち
な
み
に
、
ナ
マ

ズ
目
ロ
リ
カ
リ
ア
科 

L
o
ricariid

ae 

ロ
リ
カ
リ
ア
亜
科
ロ
リ
カ
リ
ア
族 

P
seu

d
o
h
em

io
d
o
n
 

属
の
セ
ゥ
ド

ヘ
ミ
オ
ド
ン
・
ラ
テ
ィ
セ
プ
ス 

P
seu

d
o
h
em

io
d
o
n
 la

ticep
s 

な
る
魚
に
、
な
ん
と
、「
ツ
チ
ノ
コ
ロ
リ
カ

リ
ア
」（
！
）
と
い
う
和
名
が
あ
る
の
は
、
ご
存
知
か
な
？ 

こ
の
メ
ゴ
チ
か
ノ
ド
ク
サ
リ
の
よ
う
な
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
パ
ラ
グ
ア
イ
原
産
の
装
甲
型
の
扁
平
な
ナ
マ
ズ
の
一
種
で
あ
る
（
リ
ン
ク

先
は
学
名
の
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
）。 

 

以
下
は
上
記
引
用
の
本
文
語
注
。 

・「
合
木
蛇
」
は
、
こ
の
項
の
直
前
に
あ
る
「
千
歳
蝮
」
の
異
名
。
訓
読
し
た
も
の
を
引
い
て
お
く
。 

 
 

 

＋ 

せ
ん
ざ
い
へ
び 

合
木
蛇 

千
歳
蝮 

 
 

 

斫
木
蛇

し
や
く
ぼ
く
だ 

ツ
ヱ
ン 

ス
イ 

ホ
ツ 

「
本
綱
」
に
、『
千
歳
蝮
は
、
狀
、
蝮
の
ご
と
く
、
長
さ
、
一
、
二
尺
、
四
つ
脚
、
有
り
。
形
、
蜥
蜴
の

ご
と
し
。
其
の
頭
尾
、
一
般
に
し
て
、
大
い
さ
、
衣
を
搗 う

つ
杵
の
ご
と
し
。
故
に
合
木
蛇
と
名
づ
く
。
能

く
跳
り
來
り
て
、
人
を
囓 か

む
。
人
、
之
に
中 あ

た

れ
ば
、
必
ず
、
死
す
。
其
の
囓
み
已 を

は

り
て
即
ち
木
に
跳
び
上

り
、
聲
を
作
し
て
「
斫
木
斫
木
」
と
云
ふ
者
は
赦 す

く

ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
若
し
「
慱
叔
慱
叔
」
と
云
ふ
者

な
れ
ば
、
猶
ほ
、
急
に
之
を
治
す
。
細
辛
・
雄
黃

う

わ

う

、
等
分
に
用
ひ
て
、
末
と
爲
し
、
瘡
中
に
内 い

れ
、
三
た

び
、
四
た
び
、
之
れ
を
易 か

ふ
。』
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
不
詳
。
四
足
が
あ
る
の
で
蛇
で
は
な
い
。
有
毒
ト
カ
ゲ
は
現
生
種
で
は
爬
虫
綱
有
鱗

目
ド
ク
ト
カ
ゲ
科
ア
メ
リ
カ
ド
ク
ト
カ
ゲ 

H
elo

d
erm

a
 su

sp
ectu

m
 

及
び
メ
キ
シ
コ
ド
ク
ト
カ
ゲ 

H
elo

d
erm

a
 h

o
rrid

u
m

 

の
二
種
の
み
が
知
ら
れ
て
お
り
、
分
布
域
か
ら
本
種
で
は
な
い
。
四
足
が
あ
る
も

の
の
、
そ
の
敏
捷
な
動
き
と
い
い
、
強
毒
性
と
い
い
、「
野
槌
」
と
共
に
、
あ
の
本
邦
の
Ｕ
Ｍ
Ａ
ツ
チ
ノ

コ
の
モ
デ
ル
候
補
と
は
な
る
種
で
は
あ
ろ
う
。 

・「
其
の
頭
尾
、
一
般
に
し
て
」
と
は
、
頭
と
尾
が
丸
太
の
よ
う
に
同
じ
太
さ
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
ツ

チ
ノ
コ
で
あ
る
。 

・「
斫
木
斫
木
」
は
、「
俺
の
難
に
咬
ま
れ
た
く
な
か
っ
た
ら
、
木
を
切
れ
、
木
を
切
れ
、
も
う
、
遅
い
が

な
」
と
い
う
謂
い
か
？ 

・「
慱
叔
慱
叔
」
は
多
く
が
「
博
叔
博
叔
」
と
す
る
が
、
原
典
の
「
本
草
綱
目
」
も
底
本
も
「
慱
」
で
あ

る
。「
慱
」
は
音
「
タ
ン
・
セ
ン
」
で
、
憂
え
る
、
ま
た
は
、
円
い
、
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
で
は
全
く

意
味
不
明
。
で
は
「
博
叔
」
は
と
い
う
と
、
こ
れ
も
分
か
ら
ぬ
。
分
か
ら
ぬ
つ
い
で
に
勝
手
に
空
想
す
る

と
、
こ
れ
は
実
は
弱
毒
個
体
か
似
て
非
な
る
別
種
で
あ
る
「
博
叔
蛇
」
と
い
う
蛇
で
、「
あ
ん
た
が
咬
ま

れ
た
の
は
斫
木
蛇
兄
さ
ん
じ
ゃ
あ
な
か
っ
た
ん
だ
、
そ
の
寛
大
な
叔
父
さ
ん
、
そ
う
、
斫
木
蛇
兄
さ
ん
の

寛
大
な
叔
父
さ
ん
の
僕
、
博
叔
蛇
だ
っ
た
の
さ
、
す
ぐ
に
療
治
す
れ
ば
助
か
る
よ
」
と
の
謂
い
で
で
も
あ

ろ
う
か
？ 

こ
の
「
斫
木
」「
慱
叔
」
に
は
何
か
の
故
事
の
連
関
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
識
者
の
御
教
授

https://www.google.com/search?q=Pseudohemiodon+laticeps)&sxsrf=ALeKk01YB0tPotSeNG5P3C5InK--fp16aQ:1608073837559&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwjOrfDujdHtAhVBFogKHcbbA58Q_AUoAXoECAUQAw&cshid=1608073899018656&biw=1920&bih=937
https://www.google.com/search?q=Pseudohemiodon+laticeps)&sxsrf=ALeKk01YB0tPotSeNG5P3C5InK--fp16aQ:1608073837559&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwjOrfDujdHtAhVBFogKHcbbA58Q_AUoAXoECAUQAw&cshid=1608073899018656&biw=1920&bih=937


を
乞
う
。 

・「
細
辛
」
は
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
目
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
科
カ
ン
ア
オ
イ
属 

A
sa

ru
m

 

ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン 

A
sa

ru
m

 sieb
o
ld

ii

（A
sia

sa
ru

m
 sieb

o
ld

ii 

は
シ
ノ
ニ
ム
）
で
、
根
及
び
根
茎
は
精
油
成
分
に
富
み
、
細
辛

（
さ
い
し
ん
）
と
い
う
生
薬
と
な
る
。
去
痰
・
鎮
痛
・
鎮
静
・
解
熱
作
用
を
持
つ
。 

・「
雄
黃
」
は
ヒ
素
の
硫
化
鉱
物
で
「
石
黄
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
化
学
式
はA

s
2 S

3

。
漢
方
で
は
解
毒
・
抗

炎
症
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
強
い
毒
性
を
持
つ
が
、
解
毒
剤
や
抗
炎
症
剤
と
し
て
漢
方
で
利
用
さ
れ

て
い
る
。
詳
し
く
は
本
巻
冒
頭
の
「
龍
」
の
項
の
「
雄
黄
」
及
び
「
雌
黄
」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た

い
。］ 

 
 

 

＋ 

 

以
下
、「
野
槌
蛇
」
の
本
文
注
。 

・「
菜
摘
川
」
と
は
現
在
の
奈
良
県
吉
野
町
大
字
菜
摘
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）

付
近
の
吉
野
川
の
呼
称
。 

・「
清
明
の
瀧
」
は
「
蜻
蛉
（
せ
い
れ
い
）
の
瀧
」
の
こ
と
で
、
吉
野
町
上
千
本
か
ら
さ
ら
に
奥
へ
向
か

い
、
金
峰
神
社
の
先
、
青
根
ヶ
峰
（
旧
金
峰
山
）
か
ら
音
無
川
沿
い
に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
川

は
、
吉
野
川
に
流
れ
込
み
、
北
の
山
を
越
え
た
と
こ
ろ
が
、「
菜
摘
」
で
あ
る
。
こ
の
近
く
に
は
現
在
、

行
政
主
導
の
「
ツ
チ
ノ
コ
共
和
国
」（
奈
良
県
吉
野
郡
下
北
山
村
全
域
。
熊
楠
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
の

守
備
範
囲
で
あ
る
）
な
る
も
の
も
あ
る
（
言
っ
て
お
く
が
、
馬
鹿
に
し
て
リ
ン
ク
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
や
る
ん
な
ら
、
本
気
で
そ
れ
な
り
に
真
面
目
に
し
っ
か
り
と
ツ
チ
ノ
コ
探
索
や
生
物
学
的
・
民
俗
学

的
研
究
を
継
続
的
に
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
斬
新
な
日
本
国
内
の
共
和

国
か
ら
、
残
念
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ツ
チ
ノ
コ
の
雄
叫
び
は
、
少
な
く
と
も
Ｕ
Ｍ
Ａ
好
き
の
私
の

耳
に
は
ち
っ
と
も
聞
こ
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る
（
但
し
、
先
に
リ
ン
ク
さ
せ
た
「
ツ
チ
ノ
コ
の
歴
史
・
目

撃
記
録
」
及
び
、
別
ペ
ー
ジ
の
「
ツ
チ
ノ
コ
の
呼
び
名
の
由
来
と
特
徴
を
総
点
検
」
或
い
は
「
下
北
山
の
文

献
に
み
る
ツ
チ
ノ
コ
」
と
、「
下
北
山
の
目
撃
者
の
話
」（
目
撃
個
体
の
一
つ
一
つ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
入
り
の

図
が
附
さ
れ
て
あ
る
！
）
は
、
恐
ら
く
ネ
ッ
ト
最
強
の
ツ
チ
ノ
コ
資
料
集
で
あ
る
。
必
見
！
）。
な
お
、
末

尾
に
な
っ
た
が
、
こ
の
蜻
蛉
の
瀧
は
著
名
な
歌
枕
で
、
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
三
月
、
吉
野
の
桜
を
見

に
来
た
芭
蕉
が
、 

 

ほ
ろ
ほ
ろ
と
山
吹
ち
る
か
た
き
の
お
と 

の
句
を
残
し
て
い
る
。「
こ
ろ
こ
ろ
と
野
槌
轉
ぶ
か
た
き
の
お
と
」―

―

な
ん
て
ね
！ 

・「
嗑
む
」
は
、「
か
む
」
と
読
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
「
嗑
」（
音
は
「
コ
ウ
」）
は
、
①
ぺ

ち
ゃ
ぺ
ち
ゃ
し
ゃ
べ
る
。
②
語
る
。
③
合
う
。
④
笑
い
声
。
⑤
吸
う
。
飲
む
、
と
い
っ
た
意
味
し
か
な

い
。
何
ら
か
の
字
の
誤
字
と
考
え
た
方
が
よ
い
。 

 
 

 

＊ 

最
後
に
注
し
た
「
嗑
」
は
、
熊
楠
は
「
噬
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
正
し
く
「
か
む
」
の
意
で
、
よ
い
。 

 

次
に
、
先
に
掲
げ
た
「
ツ
チ
ノ
コ
共
和
国
」
の
記
事
」
を
引
用
さ
せ
て
戴
く
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

ツ
チ
ノ
コ
の
呼
び
名
の
由
来 

ツ
チ
ノ
コ
は
、
漢
字
で
書
く
と
”

土
の
子
”

で
は
な
い
。
”

槌
の
子
”

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ビ
ー
ル
び
ん

に
頭
と
し
っ
ぽ
が
つ
い
た
そ
の
太
く
短
い
形
状
が
、
藁
を
打
つ
”

槌
”

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
つ
い
た
名

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92639-3446+%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C%E5%90%89%E9%87%8E%E9%83%A1%E5%90%89%E9%87%8E%E7%94%BA%E8%8F%9C%E6%91%98/@34.3788518,135.8860224,14.25z/data=!4m5!3m4!1s0x6006c786ee229dcd:0xd0af2a5a8c13d754!8m2!3d34.3829274!4d135.9004039
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92639-3446+%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C%E5%90%89%E9%87%8E%E9%83%A1%E5%90%89%E9%87%8E%E7%94%BA%E8%8F%9C%E6%91%98/@34.3788518,135.8860224,14.25z/data=!4m5!3m4!1s0x6006c786ee229dcd:0xd0af2a5a8c13d754!8m2!3d34.3829274!4d135.9004039
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92639-3446+%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C%E5%90%89%E9%87%8E%E9%83%A1%E5%90%89%E9%87%8E%E7%94%BA%E8%8F%9C%E6%91%98/@34.3788518,135.8860224,14.25z/data=!4m5!3m4!1s0x6006c786ee229dcd:0xd0af2a5a8c13d754!8m2!3d34.3829274!4d135.9004039
https://www.google.com/maps/place/%E8%9C%BB%E8%9B%89%E3%81%AE%E6%BB%9D/@34.4727224,135.940706,11z/data=!4m5!3m4!1s0x6006b8bdafbd925d:0x863c760c59ac8d8c!8m2!3d34.3536461!4d135.9163502
http://www5.kcn.ne.jp/~tutinoko/rekisi_mokugeki.htm
https://www.google.com/maps/place/%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C%E5%90%89%E9%87%8E%E9%83%A1%E4%B8%8B%E5%8C%97%E5%B1%B1%E6%9D%91/@34.0290129,135.5315333,8.75z/data=!4m5!3m4!1s0x60068bda43271dbb:0x5203f9535eced108!8m2!3d34.0050411!4d135.955093
https://www.google.com/maps/place/%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C%E5%90%89%E9%87%8E%E9%83%A1%E4%B8%8B%E5%8C%97%E5%B1%B1%E6%9D%91/@34.0290129,135.5315333,8.75z/data=!4m5!3m4!1s0x60068bda43271dbb:0x5203f9535eced108!8m2!3d34.0050411!4d135.955093
https://www.google.com/maps/place/%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C%E5%90%89%E9%87%8E%E9%83%A1%E4%B8%8B%E5%8C%97%E5%B1%B1%E6%9D%91/@34.0290129,135.5315333,8.75z/data=!4m5!3m4!1s0x60068bda43271dbb:0x5203f9535eced108!8m2!3d34.0050411!4d135.955093
http://www5.kcn.ne.jp/~tutinoko/yobina.htm
http://www5.kcn.ne.jp/~tutinoko/simo_bunken.htm
http://www5.kcn.ne.jp/~tutinoko/simo_bunken.htm
http://www5.kcn.ne.jp/~tutinoko/simo_mokugeki.htm
http://www5.kcn.ne.jp/~tutinoko/yobina.htm


だ
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
中
略
。］ 

ツ
チ
ノ
コ
の
い
ろ
い
ろ
な
呼
び
方 

ツ
チ
ノ
コ
は
、
北
は
青
森
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
、
北
海
道
と
奄
美
・
沖
縄
を
の
ぞ
く
日
本
各
地
で
古
く

か
ら
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
名
も
、
地
方
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。 

ツ
チ
ノ
コ
と
い
う
呼
び
名
は
、
先
の
ブ
ー
ム
で
広
く
定
着
し
た
が
、
も
と
も
と
は
一
地
方
の
一
呼
び
名
す

な
わ
ち
一
方
言
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
名
は
、
京
都
市
北
部
と
鈴
鹿
山
脈
、
吉
野
熊
野
一
帯
、
四

国
北
部
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
。 

そ
の
ほ
か
、
”

槌
”

か
ら
つ
い
た
名
に
は
、
”

ノ
ヅ
チ
＝
野
槌
”

（
秋
田
、
宮
城
、
岐
阜
北
部
）、
”

ツ

チ
ヘ
ビ
＝
槌
蛇
”

（
岐
阜
南
部
、
大
阪
）、
”

ツ
チ
＝
槌
”

（
大
阪
、
兵
庫
北
部
）、
ツ
チ
ン
コ
＝
槌
ん

子
”

（
吉
野
）
”

ツ
チ
ン
ボ
＝
槌
ん
棒
”

（
福
島
）
な
ど
が
あ
る
。 

同
じ
よ
う
に
、
形
状
か
ら
の
名
は

多
種
多
様
。
臼
に
人
れ
た
穀
物
を
つ
く
、
杵
に
見
立
て
て
”

キ
ネ
ノ
コ
＝
杵
の
子
”

（
京
都
・
兵
庫
）、

酒
を
入
れ
る
徳
利
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
”

ト
ッ
ク
リ
ヘ
ビ
＝
徳
利
蛇
”

（
滋
賀
）、
納
豆
な
ど
を
包

む
藁
の
束
、
苞
か
ら
”

ツ
ト
ヘ
ビ
＝
苞
蛇
（
愛
知
）、
俵
を
連
想
し
た
”

タ
ワ
ラ
ヘ
ビ
＝
俵
蛇
”

（
九
州

南
部
）
と
い
っ
た
豪
快
な
名
前
ま
で
あ
る
。 

一
方
、
ツ
チ
ノ
コ
の
大
き
き
を
そ
の
ま
ま
名
前
に
し
た
の
は
”

ゴ
ハ
ッ
ス
ン
＝
五
八
寸
”

滋
賀
、
兵
庫
、

岡
山
南
部
）。
胴
回
り
が

5

寸
（
約

15

セ
ン
チ
）、
長
さ
が

8

寸
（
約

24

セ
ン
チ
）
と
い
う
わ
け

だ
。
こ
の
数
値
で
は
や
や
小
ぶ
り
だ
が
、
こ
れ
は
、
正
確
さ
よ
り
語
感
や
象
徴
性
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
あ
る
い
は
同
じ
ツ
チ
ノ
コ
で
も
近
畿
地
方
に
は
、
や
や
小
型
の
種
が
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
秋
田
で
は
、
し
つ
ぽ
か
短
い
こ
と
か
ら
”

バ
チ
（
尾
が
短
い
）
ヘ
ビ
”

新
潟
で
は
、
マ
ム
シ
に
似
た

筒
状
の
ヘ
ビ
と
い
う
こ
と
で
”

ツ
ツ
マ
ム
シ
”

と
呼
ん
で
い
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
特
異
な
習
性
か
ら
つ
い
た
名
前
も
多
い
。
ヘ
ビ
と
し
て
は
奇
妙
な
”

こ
ろ
が
る
”

癖
か

ら
”

コ
ロ
”

（
福
井
）、
”

コ
ロ
リ
”

（
広
島
）
”

コ
ロ
ガ
リ
（
福
岡
）、
”

ツ
チ
コ
ロ
ビ
＝
土
（
槌
）
こ

ろ
び
”

（
鳥
取
）
と
い
う
具
合
だ
。 

こ
の
よ
う
に
、
ツ
チ
ノ
コ
の
呼
び
名
は
全
国
で

40

種
ほ
ど
も
あ
る
。
こ
れ
だ
け
み
て
も
、
ツ
チ
ノ
コ
が

各
地
で
古
く
か
ら
日
撃
き
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
学
術
的
に
確
認
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
学
名
が
な
い
の
で
あ
る
。 

ツ
チ
ノ
コ
の
目
撃
報
告
は
数
多
い
が
、
同
時
に

2

匹
以
上
見
た
と
い
う
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
す
べ
て

1

匹
で
あ
る
。
ツ
チ
ノ
コ
は
、
常
に
単
独
で
行
動
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

多
く
の
ヘ
ビ
は
群
れ
を
作
ら
ず
、

1

匹
で
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す
。
卵
か
ら
か
え
っ
た
（
卵
胎
生
の
毒
ヘ

ビ
で
は
、
母
体
内
で
卵
が
か
え
り
ヘ
ビ
の
姿
で
生
ま
れ
る
）
ヘ
ビ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
方
向
に
進
み
、

バ
ラ
バ
ラ
に
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
親
は
も
ち
ろ
ん
兄
弟
と
も
分
か
れ
分
か
れ
に
な
り
、
生
ま
れ
た
瞬
間

か
ら
一
四
立
ち
し
て
、
一
生
孤
独
な
生
活
を
お
く
る
の
だ
。 

ツ
チ
ノ
コ
も
お
そ
ら
く
同
じ
よ
う
に

1

匹
で
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
数
も
少
な
い
う
え
に
、
群
れ

を
な
さ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
な
か
な
か
捕
縄
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

ツ
チ
ノ
コ
の
特
徴
を
総
点
検 

さ
て
、
ツ
チ
ノ
コ
の
特
徴
や
性
質
は
、
前
述
し
た
文
献
記
録
や
多
く
の
目
撃
報
告
な
ど
か
ら
、
か
な
り
わ

か
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
総
合
し
た
ツ
チ
ノ
コ
の
形
状
か
ら
、
ま
ず
み
て
み
よ
う
。 

ツ
チ
ノ
コ
の
姿
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
ビ
ー
ル
び
ん
に
頭
と
し
っ
ぽ
を
つ
け
た
よ
う
な
太
く
短
い
ヘ
ビ
を



イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
い
い
。 

体
良
は

30

～

80

セ
ン
チ
で
、
胴
の
直
径
は

7

～

15

セ
ン
チ
。
太
い
胴
は
や
や
扁
平
で
、
三
角
形
の

頭
は
、
大
人
の
指

3

本
で
（
人
差
し
指
、
中
指
、
薬
指
）
を
並
べ
た
ほ
ど
の
大
き
さ
。
首
が
あ
り
、
細

く
て
粗
い
し
っ
ぽ
が
、
尻
か
ら
チ
ョ
ロ
ッ
と
出
て
い
る
。
体
長
に
大
き
な
幅
が
あ
る
の
は
、
大
型
種
・
小

型
種
、
子
供
・
大
人
、
雌
雄
な
ど
の
違
い
か
ら
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
体
の
色
は
黒
、
焦
茶
色
・
灰
色
な

ど
、
背
に
は
マ
ム
シ
よ
り
大
さ
い
斑
紋
が
あ
り
、
う
ろ
こ
も
粗
い
。
腹
は
、
い
わ
ゆ
る
蛇
腹
で
、
黄
色
を

し
て
い
る
。 

目
撃
証
言
や
文
献
な
ど
か
ら
、
特
徴
を
簡
単
に
ま
と
め
れ
ば
、
①

1

匹
で
行
動
す
る
。
②
昼
間
行
動
す

る
。
③
い
び
き
を
か
く
。
④
薄
気
味
悪
い
目
つ
き
で
、
ま
ば
た
き
を
す
る
。
⑤
胴
を
張
っ
て
尾
部
で
垂
直

に
立
て
る
。
⑥
こ
ろ
が
る
。
⑦
蛇
行
せ
ず
、
ま
っ
す
ぐ
前
後
に
動
く
。
⑧
ジ
ャ
ン
プ
す
る
．
⑨
毒
が
あ
る

と
う
わ
さ
さ
れ
て
い
る
。
⑩
春
か
ら
秋
に
出
没
す
る
、
と
な
る
よ
う
だ
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

次
に
、
所
持
す
る
笹
間
良
彦
氏
の
「
図
説
・
日
本
未
確
認
生
物
事
典
」（
一
九
九
四
年
柏
美
術
出
版
刊
）

の
概
説
部
の
一
部
を
引
く
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

最
近
の
報
告
で
は
、
太
さ
は
サ
イ
ダ
ー
瓶
位
で
体
長
五
十
セ
ン
チ
か
ら
長
く
て
一
メ
ー
ト
ル
程
、
頭
は

毒
蛇
の
よ
う
に
三
角
型
で
首
は
頗
る
細
く
尾
の
方
も
細
い
。
胴
中
だ
け
が
ず
ん
胴
で
太
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
目
撃
者
の
言
は
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
か
ら
、
捕
獲
さ
れ
て
公
表
さ
れ
な
く
て
も
実
在
と
し
て
の
信

憑
性
が
強
い
。
そ
し
て
蛇
の
よ
う
に
う
ね
っ
て
走
る
の
で
な
く
、
跳
躍
し
て
か
ら
身
体
を
丸
め
て
転
が
る

よ
う
に
走
る
か
ら
、
山
坂
の
斜
面
の
下
り
は
猛
速
力
と
な
る
。
従
っ
て
野
槌
蛇
に
遭
っ
た
ら
斜
面
を
駆
け

下
り
る
の
で
な
く
、
逆
に
上
の
方
に
駆
け
上
が
れ
ば
難
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
蝶
の
よ
う
に 

猛
毒
性
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
、
昔
は
犬
な
ど
が
喰
み
殺
さ
れ
た
話
は
あ
る
が
、
現
代
で
は
聞
か
な
い
。 

 

野
槌
と
い
う
名
は
奈
良
時
代
に
す
で
に
使
わ
れ
て
お
り
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
神
代
上
に
伊
弉
諾
尊

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

と
伊
弉
冉
尊

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

が
天
地
山
海
樹
木
を
生
ん
だ
次
に
生
ん
だ
の
が
草
祖
草
野
姫

く
さ
の
お
や
か
や
の
ひ
め

で
、
又
の
名
を
野
槌
と
い
う
と

あ
る
。 

 

つ
ま
り
樹
木
草
な
ど
植
物
の
根
元
で
あ
る
神
を
蛇
と
し
、
し
か
も
野
槌
と
名
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
槌
の

形
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
野
槌
蛇
の
伝
承
は
古
く
よ
り
あ
り
、
妖
性
現
さ
れ
て
い
た
の
で
野
之
霊

の

づ

ち

と
も
書
き
、
猛
毒
が
あ
る

の
で
蝮
の
異
名
と
も
さ
れ
て
い
た
の
で
、『
字
鏡
』
六
十
八
に
は
「
蝮
、
乃
豆
知
」、『
康
頼
本
草
』
に
は

「
蝶
蛇
、
乃
豆
知
、
波
美
」
と
し
て
い
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

と
あ
る
。 

 

最
後
に
ア
カ
デ
ミ
ス
ト
に
す
こ
ぶ
る
評
判
の
悪
い
ウ
ィ
キ
の
「
ツ
チ
ノ
コ
」
の
記
載
の
内
、
以
上
を
補

填
す
る
と
判
断
さ
れ
る
一
部
（
補
強
材
料
と
し
て
ダ
ブ
り
も
含
む
）
も
引
い
て
お
こ
う
（
記
号
の
一
部
を

変
更
し
た
）。「
目
撃
談
な
ど
に
よ
る
特
徴
」
の
内
、
前
に
出
て
い
な
い
も
の
を
見
る
と
、『
腹
側
に
、
通

常
の
ヘ
ビ
に
み
ら
れ
る
「
蛇
腹
」
が
な
い
』・『
日
本
酒
が
好
き
』・『
歯
は
す
き
っ
ぱ
で
あ
る
』・『
傾
斜
』

地
『
を
登
る
時
は
胴
体
の
前
部
を
支
点
に
後
部
を
左
右
に
移
動
さ
せ
な
が
ら
登
る
』・『
味
噌
、
ス
ル
メ
、

頭
髪
を
焼
く
臭
い
』
を
好
む
』
等
が
あ
る
。
以
下
、「
名
前
」
の
項
。『
ツ
チ
ノ
コ
と
い
う
名
称
は
元
々
京

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%84%E3%83%81%E3%83%8E%E3%82%B3


都
府
、
三
重
県
、
奈
良
県
、
四
国
北
部
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
た
方
言
で
あ
っ
た
。
わ
ら
打
ち
仕
事
や
砧

（
布
を
柔
ら
か
く
す
る
た
め
に
、
槌
で
打
つ
作
業
）
の
際
に
用
い
る
叩
き
道
具
「
横
槌
」
に
、
こ
の
生
物

の
形
状
が
似
て
い
る
、
と
さ
れ
る
こ
と
に
ち
な
む
。
東
北
地
方
で
は
バ
チ
ヘ
ビ
と
も
呼
ば
れ
、
ほ
か
に
も

ノ
ヅ
チ
、
タ
テ
ク
リ
カ
エ
シ
、
ツ
チ
ン
ボ
、
ツ
チ
ヘ
ビ
、
土
転
び
な
ど
日
本
全
国
で
約
』
四
十
『
種
の
呼

称
が
あ
り
、
ノ
ヅ
チ
と
土
転
び
は
別
の
妖
怪
と
し
て
独
立
し
て
い
る
例
も
あ
る
』。「
歴
史
」
の
項
。『
縄

文
時
代
の
石
器
に
ツ
チ
ノ
コ
に
酷
似
す
る
蛇
型
の
石
器
が
あ
る
（
岐
阜
県
飛
騨
縄
文
遺
跡
出
土
）。
ま

た
、
長
野
県
で
出
土
し
た
縄
文
土
器
の
壺
の
縁
に
も
、
ツ
チ
ノ
コ
ら
し
き
姿
が
描
か
れ
て
い
る
』。
記
紀

に
は
『
カ
ヤ
ノ
ヒ
メ
神
の
別
名
で
あ
り
』、『
野
の
神
、
主
と
書
か
れ
て
あ
る
』。
江
戸
末
期
に
信
濃
国
佐

久
郡
臼
田
町
の
神
官
井
出
道
貞
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
信
濃
地
誌
「
信
濃
奇
勝
録
」（
本
書
は
天
保
五
（
一

八
三
四
）
年
の
脱
稿
で
あ
る
が
、
版
行
は
さ
れ
ず
、
稿
本
と
し
て
残
さ
れ
、
約
半
世
紀
後
の
明
治
一
九

（
一
八
八
六
）
年
に
彼
の
孫
に
当
た
る
井
出
通
に
よ
っ
て
初
め
て
出
版
さ
れ
た
）
の
巻
之
一
に
『「
野
槌 

の
つ
ち 

漢
名 

千
歳
蝮
」
を
記
す
。「
八
月
の
頃
た
ま
た
ま
出
る
。
坂
道
は
転
が
っ
て
進
む
。
人
に
害
を

成
さ
な
い
。
和
漢
三
才
図
会
の
説
明
と
は
異
な
る
」
と
書
き
留
め
て
い
る
』
と
あ
る
。『
太
平
洋
戦
争
当

時
の
日
本
軍
が
捕
獲
し
、
軍
の
研
究
所
で
飼
育
』・『
観
察
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
ツ
チ
ノ
コ
の
話
』
が
あ

り
、『
不
鮮
明
な
が
ら
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
と
さ
れ
る
物
も
残
さ
れ
て
い
る
』
が
、『
死
後
』、『
解
剖
さ
れ
た

際
の
結
論
は
、
毒
の
成
分
か
ら
考
え
て
ニ
ホ
ン
マ
ム
シ
の
亜
種
だ
っ
た
と
記
さ
れ
て
』
あ
る
と
い
う
。

「
各
地
の
目
撃
談
」
の
項
。『
十
和
田
湖
付
近
の
山
中
で
、
体
長
約
』
三
十
『
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ツ
チ

ノ
コ
ら
し
き
生
物
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
』。『
茨
城
県
土
浦
市
が
ツ
チ
ノ
コ
捕
獲
地
域
と
し
て
注
目
さ
れ
て

お
り
』、『
山
奥
な
ど
で
な
く
』、『
町
中
で
の
目
撃
証
言
が
多
い
』。『
多
摩
川
で
、
上
流
か
ら
中
流
に
か
け

て
目
撃
情
報
が
多
発
し
て
い
る
』。
二
〇
〇
八
年
八
月
三
十
一
日
、『
千
葉
県
白
井
市
の
田
園
地
帯
に
お
い

て
水
平
に
』
三
『
メ
ー
ト
ル
』
も
『
ジ
ャ
ン
プ
し
た
ツ
チ
ノ
コ
ら
し
き
生
物
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ

た
』。『
岐
阜
県
東
白
川
村
は
目
撃
証
言
が
多
く
、
全
国
で
も
有
数
の
目
撃
多
発
地
帯
と
い
わ
れ
』、『
捕
獲

賞
金
も
か
け
ら
れ
て
』
お
り
、『
同
村
に
は
日
本
唯
一
の
ツ
チ
ノ
コ
資
料
館
で
あ
る
「
つ
ち
の
こ
館
」

や
、
平
成
元
年
に
建
立
の
ツ
チ
ノ
コ
を
祀
っ
た
「
つ
ち
の
こ
神
社
」
も
あ
る
』。『
岐
阜
県
美
濃
市
の
農
道

で
、
数
あ
る
目
撃
例
の
中
で
も
巨
大
な
、
全
長
約
』
二
『
メ
ー
ト
ル
の
個
体
が
目
撃
さ
れ
た
』。
文
化
六

（
一
八
〇
六
）
年
に
書
か
れ
た
鳥
翠
台
北
巠
著
の
紀
行
『
随
筆
「
北
国
奇
談
巡
杖
記
」
に
、
ツ
チ
ノ
コ
の

も
の
と
さ
れ
る
話
が
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
石
川
県
金
沢
市
の
坂
道
で
、
通
行
人
の
目
の
前
で
横
槌
の
よ

う
な
真
っ
黒
い
も
の
が
転
が
り
歩
き
、
雷
の
よ
う
な
音
と
光
と
と
も
に
消
え
た
。
こ
れ
を
目
撃
し
た
何
人

か
の
人
は
毒
に
侵
さ
れ
た
と
さ
れ
、
こ
の
坂
は
槌
子
坂
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
』。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
所
持

す
る
吉
川
弘
文
館
随
筆
大
成
版
を
参
考
に
、
漢
字
を
恣
意
的
に
正
字
化
し
て
以
下
に
示
す
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 

○
槌
子
坂
の
怪 

お
な
じ
城
下
、
小
姓
町
の
中
ほ
ど
に
、
槌
子
坂
と
い
へ
る
、
な
だ
ら
か
な
る
あ
や
し
き
径
あ
り
。
草
し
げ
く

溢
水
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
い
つ
す
い
」。
小
流
れ
か
ら
溢
れ
た
水
。］
流
れ
て
、
昼
も
な
に
と
や
ら
ん
も
の

き
み
あ
し
き
と
こ
ろ
な
り
。
每
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
と
に
」。「
殊
に
」
の
当
て
字
で
あ
ろ
う
。］
小
雨

ふ
る
夜
半
な
ど
、
た
ま
た
ま
不
敵
の
人
か
よ
ふ
に
、
こ
ろ
こ
ろ
と
轉
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
ろ
び
」
と
訓

じ
て
お
く
。］
あ
り
く
物
あ
り
。
よ
く
よ
く
見
れ
ば
、
搗
臼
ほ
ど
の
橫
槌
あ
り
。
た
ゞ
眞
黑
な
る
も
の
に
し

て
、
あ
な
た
こ
な
た
と
、
め
ぐ
り
め
ぐ
り
て
、
既
に
消
な
ん
と
す
る
と
き
、
呵
々
と
二
聲
ば
か
り
わ
ら
ひ



て
、
雷
の
ひ
ゞ
き
を
な
し
、
は
つ
、
と
、
光
り
、
う
せ
ぬ
。
此
怪
を
見
た
る
も
の
、
古
よ
り
幾
人
も
あ
り

て
、
二
、
三
日
、
毒
氣
に
あ
た
り
病
ぬ
。
故
に
槌
子
坂
と
よ
び
て
、
夜
は
お
の
づ
か
ら
ゆ
き
か
ひ
も
薄
ら
ぎ

た
り
。
い
か
さ
ま
古
妖
と
見
え
て
、
む
か
し
よ
り
人
々
の
沙
汰
す
る
こ
と
な
り
き
。 

 
 

 

＊ 

『
同
様
の
怪
異
は
、
昭
和
初
期
の
金
沢
の
怪
談
集
「
聖
域
怪
談
録
」
に
も
記
述
が
あ
る
』
（
こ
の
「
昭
和
初

期
」
と
い
う
の
は
刊
本
出
版
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
は
、
調
べ
た
限
り
で
は
、
大
聖
寺
八
代
藩
主
前
田

利
考
（
と
し
や
す 

安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
～
文
化
二
（
一
八
〇
六
）
年
）
が
武
士
に
語
ら
せ
た
百
一
話

を
収
録
し
た
も
の
で
寛
政
一
一
（
一
七
九
九
）
年
に
成
立
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）。『
新
潟
県
小
千
谷
市

に
、
ツ
チ
ノ
コ
の
背
骨
と
い
わ
れ
る
物
体
が
保
管
さ
れ
て
い
る
』。『
兵
庫
県
で
は
、
但
馬
地
方
に
』
五
十

『
件
以
上
の
目
撃
情
報
が
あ
る
。
香
美
町
で
は
「
美
方
つ
ち
の
こ
探
索
隊
」
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
捕
獲

し
た
ツ
チ
ノ
コ
を
飼
う
た
め
の
「
つ
ち
の
こ
飼
育
庭
園
」
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
千
種
町
（
現
宍
粟
市
）

で
は
捕
獲
に
』
二
『
億
円
の
賞
金
を
か
け
た
こ
と
も
あ
り
、
ツ
チ
ノ
コ
の
懸
賞
金
と
し
て
は
過
去
最
高

額
』
と
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
六
月
に
は
兵
庫
県
美
方
町
で
『
ツ
チ
ノ
コ
状
の
ヘ
ビ
が
発
見
さ
れ
、「
ツ
ー

ち
ゃ
ん
」
の
名
で
飼
育
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
は
妊
娠
し
て
胴
が
膨
れ
上
が
っ
た
ヤ
マ
カ
ガ
シ
に
過
ぎ

ず
、
卵
を
産
み
落
と
す
と
普
通
の
ヘ
ビ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
』
と
の
こ
と
。『
兵
庫
県
多
紀
郡
（
現
丹
波

篠
山
市
）
で
、
体
長
約
』
五
十
『
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
直
径
約
』
十
『
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
、
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
に
似
た
ツ
チ
ノ
コ
ら
し
き
生
物
が
目
撃
さ
れ
た
』。
二
〇
〇
八
年
三
月
、『
奈
良
県
の
竜
王
山
で
発

見
さ
れ
た
生
物
が
、
同
年
』
三
月
七
日
『
発
行
の
東
京
ス
ポ
ー
ツ
の
一
面
に
ツ
チ
ノ
コ
で
は
な
い
か
と
し

て
掲
載
さ
れ
た
』
が
、『
一
部
の
学
者
は
ツ
チ
ノ
コ
で
は
な
く
ヒ
ル
と
の
見
方
を
示
し
』
た
（Y

o
u

T
u

b
e 

のn
o

zu
ch

i2
0

0
8

の
「
奈
良
の
未
知
生
物
」
こ
ち
ら
で
画
像
が
悪
い
が
、
当
該
対
象
の
動
画
ヴ
ィ
デ
オ
が
見

ら
れ
る
。
明
ら
か
に
大
型
の
蛭 ヒ

ル

で
あ
る
）。
二
〇
〇
〇
年
五
月
二
十
一
日
、『
岡
山
県
吉
井
町
（
現
・
赤
磐

市
）
で
ツ
チ
ノ
コ
状
の
生
物
が
発
見
さ
れ
、
数
日
後
に
も
同
様
の
生
物
の
死
骸
が
発
見
さ
れ
た
。
ツ
チ
ノ

コ
で
は
な
い
か
と
話
題
に
な
っ
た
も
の
の
、
川
崎
医
療
福
祉
大
学
の
鑑
定
に
よ
り
』、『
ヤ
マ
カ
ガ
シ
と
判

明
し
、
ツ
チ
ノ
コ
に
な
れ
な
か
っ
た
ヘ
ビ
と
の
意
味
で
「
ツ
チ
ナ
ロ
」
と
命
名
さ
れ
た
』。『
徳
島
県
で
三

好
市
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
全
域
で
多
数
目
撃
さ
れ
て
い
る
』。『
福
岡
県
、
特
に
朝
倉
市
を
中
心
と
し
た

大
分
県
境
付
近
に
発
見
情
報
が
多
い
。
宮
若
市
、
築
上
町
で
一
時
、
捕
獲
の
噂
が
流
れ
た
』。『
熊
本
県
で

は
、
八
代
市
か
ら
人
吉
市
に
か
け
て
の
山
間
部
に
目
撃
談
が
多
い
』。『
五
島
列
島
で
も
古
く
か
ら
目
撃
さ

れ
て
い
る
』
と
あ
る
。
最
後
に
「
正
体
に
つ
い
て
の
仮
説
」
の
項
。『
新
種
の
未
確
認
動
物
と
す
る
説
』

や
『
未
発
見
の
新
種
の
ヘ
ビ
と
す
る
説
』
が
あ
り
、『
い
く
つ
か
の
特
徴
が
』、『
ヘ
ビ
で
は
な
く
ト
カ
ゲ

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
海
外
に
は
実
際
に
足
が
退
化
し
た
ヘ
ビ
の
よ
う
な
形
態
の
ア
シ
ナ
シ
ト
カ

ゲ
が
実
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ツ
チ
ノ
コ
も
足
が
退
化
し
た
未
発
見
の
ト
カ
ゲ
の
一
種
で
は
な
い
か
と

す
る
説
』
が
あ
る
一
方
、『
特
定
種
の
ト
カ
ゲ
類
の
誤
認
と
す
る
説
』
が
あ
り
、『
ア
オ
ジ
タ
ト
カ
ゲ
』

（
有
鱗
目
ト
カ
ゲ
亜
目
ス
キ
ン
ク
下
目S

cin
co

id
ea 

上
科
ト
カ
ゲ
科
ア
オ
ジ
タ
ト
カ
ゲ
属 

T
iliq

u
a

 

。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
原
産
。
こ
り
ゃ
あ
（
同
属
ハ
ス
オ
ビ
ア
オ
ジ

タ
ト
カ
ゲ 

T
iliq

u
a
 scin

co
id

es 

の
同
属
の
ウ
ィ
キ
の
写
真
。
蛇
・
蜥
蜴
系
が
ダ
メ
な
人
は
自
己
責
任
で
ク

リ
ッ
ク
さ
れ
た
い
）、
確
か
に
そ
れ
ら
し
い
わ
な
。）『
を
誤
認
し
た
と
す
る
説
。
こ
の
ト
カ
ゲ
は
』
一
九

七
〇
『
年
代
か
ら
日
本
で
飼
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
目
撃
情
報
が
増
加
し
た
時
期
に
一
致
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
ア
オ
ジ
タ
ト
カ
ゲ
に
は
四
本
の
小
さ
な
脚
が
あ
り
、
読
売
新
聞
社
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
ツ
チ
ノ

https://www.youtube.com/watch?v=SS70m_Sp3C4
https://www.youtube.com/watch?v=SS70m_Sp3C4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%AA%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%88%E3%82%AB%E3%82%B2%E5%B1%9E#/media/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Immature_eastern_blue_tongued_lizard.jpg


コ
と
さ
れ
る
生
物
に
も
脚
が
あ
っ
た
。
作
家
の
荒
俣
宏
は
、
流
行
の
原
因
と
な
っ
た
漫
画
』
な
ど
『
の
影

響
で
』、『
脚
が
な
い
姿
が
広
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
、
前
述
の
岐
阜
県
東
白
川
村
の
隣
町
で
ツ

チ
ノ
コ
と
誤
認
さ
れ
た
生
物
の
正
体
が
ア
オ
ジ
タ
ト
カ
ゲ
で
あ
っ
た
事
例
の
報
告
も
あ
り
、
同
村
で
は
林

業
が
盛
ん
な
た
め
、
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
た
材
木
に
こ
の
ト
カ
ゲ
が
混
入
し
て
い
た
と
の
推
測
も
あ
る
』

と
あ
る
。『
マ
ツ
カ
サ
ト
カ
ゲ
』（
ト
カ
ゲ
科
ア
オ
ジ
タ
ト
カ
ゲ
属
マ
ツ
カ
サ
ト
カ
ゲ 

T
iliq

u
a
 ru

g
o
sa 

。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
。
同
属
の
ウ
ィ
キ
の
画
像
。
同
前
で
注
意
）『
を
誤
認
し
た
と
す
る
説
。
こ
の
ト

カ
ゲ
は
岐
阜
県
の
目
撃
談
に
も
あ
り
、
四
肢
が
草
む
ら
や
胴
体
の
下
に
隠
れ
て
い
る
姿
が
ツ
チ
ノ
コ
に
近

く
、
日
本
国
内
で
も
愛
玩
動
物
と
し
て
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
野
山
に
捨
て
ら
れ
た
マ
ツ

カ
サ
ト
カ
ゲ
が
繁
殖
し
、
ツ
チ
ノ
コ
と
誤
認
さ
れ
た
と
の
説
も
あ
る
』。『
ツ
チ
ノ
コ
は
尾
が
細
い
と
さ
れ

る
の
に
対
し
』、『
マ
ツ
カ
サ
ト
カ
ゲ
は
尻
尾
が
太
い
点
が
異
な
る
が
、
古
い
絵
図
な
ど
で
は
尾
が
太
く
描

か
れ
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
何
と
も
い
え
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
』。
以
下
、『
胴
の
短
い
種
類
の
蛇
の
誤

認
と
す
る
説
』
と
し
て
、
二
種
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
比
定
種
は
毒
蛇
で
、
私
は
体
型
が
似
て
い
る
に
し
て

も
、
有
力
比
定
候
補
に
は
な
り
得
な
い
と
思
う
の
で
載
せ
な
い
。
寧
ろ
、
そ
の
後
に
続
く
說
の
方
が
腑
に

落
ち
る
。
一
つ
は
『
腹
の
膨
れ
た
蛇
を
誤
認
し
た
と
す
る
説
』
で
、『
在
来
の
蛇
で
あ
る
ヤ
マ
カ
ガ
シ
や

ニ
ホ
ン
マ
ム
シ
な
ど
が
妊
娠
中
で
腹
が
膨
ら
ん
だ
状
態
と
な
る
と
、
一
見
し
て
ツ
チ
ノ
コ
の
よ
う
に
見
え

る
場
合
が
あ
る
』。
次
に
、『
大
き
な
獲
物
を
丸
呑
み
し
て
腹
が
膨
れ
た
蛇
を
誤
認
し
た
と
す
る
説
』
で
、

『
蛇
は
顎
の
関
節
が
特
殊
な
構
造
を
し
て
お
り
、
自
分
よ
り
大
き
な
獲
物
を
丸
呑
み
す
る
事
が
で
き
る
』

と
あ
る
。
こ
れ
で
イ
ン
キ
臭
い
連
中
も
文
句
は
言
う
ま
い
。 

  

以
下
、
熊
楠
の
本
文
注
に
入
る
。 

 

「
沙
石
集
五
卷
、
章
三
に
叡
山
の
二
學
匠…

…

」「
沙
石
集
」（
鎌
倉
時
代
の
仏
教
説
話
集
。
全
十
巻
。
無

住
一
円
著
。
弘
安
六
（
一
二
八
三
）
年
成
立
）
の
当
該
部
の
「
學
生
畜
類
ニ
生
タ
ル
事
」。
後
に
長
々
と

教
訓
を
た
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
は
野
槌
と
は
無
縁
で
、
か
っ
た
る
だ
け
な
の
で
、
カ
ッ
ト
し
た
。
底
本
は

一
九
四
三
年
岩
波
文
庫
の
筑
土
鈴
寬

つ
く
ど
れ
い
か
ん

校
注
本
を
参
考
に
し
つ
つ
、
句
読
点
・
記
号
を
追
加
し
、
読
み
は
一

部
で
〔 

〕
を
用
い
、
私
が
推
定
で
歴
史
的
仮
名
遣
で
追
加
し
て
あ
る
。
段
落
も
成
形
し
た
）。 

 
 

 

＊ 

 

山
に
二
人
の
學
匠
あ
り
け
り
。
同
法
に
て
、
年
齡
も
、
心
操

こ
ゝ
ろ
も
ち

・
振
舞
、
萬 よ

ろ

づ
變
ら
ず
。
學
問
も
一
師
の

下
に
て
、
稽
古
し
け
れ
ば
、
殊
に
見
解

け

ん

げ

も
、
を
な
じ
。
何
事
に
つ
け
て
も
、
同
じ
體
な
り
け
る
故
に
、
二

人
契
り
て
云
は
く
、 

「
我
等
、
一
室
の
同
法
た
り
。
萬
づ
か
は
ら
ず
振
舞
へ
ば
、
當
來
の
生

所

〔
せ
い
し
よ
〕

ま
で
も
、
同
じ

報
〔
む
く
ひ
〕

に
て
ぞ

あ
ら
む
ず
ら
む
。
先
立
つ
事
あ
ら
ば
、
生
所
を
必
ず
告
ぐ
べ
し
。」 

と
、
能

々

〔
よ
く
よ
く
〕

た
が
ひ
に
契
り
ぬ
。 

 

一
人
、
他
界
し
て
、
夢
に
告
げ
て
云
は
く
、 

「
我
は
野
槌

〔
の
〕
づ
ち

と
云
ふ
者
に
生
れ
た
り
。」 

と
い
ふ
。 

 

「
野
槌
」
と
い
ふ
は
、
常
に
も
な
き

獸
け
だ
も
の

な
り
。
深
山
の
中
に
、
希
に
あ
り
、
と
云
へ
り
。
形
、
大
に

し
て
、
目
・
鼻
・
手
・
足
も
な
し
。
只
、
口
ば
か
り
あ
る
物
の
、
人
を
取
り
て
、
食
ふ
と
云
へ
り
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%84%E3%82%AB%E3%82%B5%E3%83%88%E3%82%AB%E3%82%B2#/media/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:BlueTonguedLizard_2005_SeanMcClean.jpg


 
是
は
佛
法
を
、
一
向
、
名
利
の
た
め
に
學
し
、
勝
負
・
諍
論
し
て
、
或
は
瞋
恚

〔
し
ん
い
〕

を
起
し
、
或
は
怨

讎

〔
を
ん
し
う
〕

を
む
す
び
、
憍

慢

勝

他

〔
き
や
う
ま
ん
し
や
う
た
〕

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
偉
ぶ
っ
て
驕
り
高
ぶ
っ
て
は
人
を
見
下
し
、
自
分
が
他
の

者
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
と
思
い
込
む
こ
と
。］
等
の
心
に
て
學
す
れ
ば
、
妄
執
の
う
す
ら
ぐ
事
も
な
く
、

行
解
の
を
だ
や
か
な
る
事
も
、
な
し
。
さ
る
ま
ま
に
は
、
口
ば
か
り
は
、
さ
か
し
け
れ
ど
も
、
知
惠
の
眼

も
な
く
、
信
の
手
も
な
く
、
戒
の
足
も
な
き
ゆ
ゑ
に
、
か
か
る
お
そ
ろ
し
き
物
に
生
れ
た
る
に
こ
そ
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

＊ 

「
ム
グ
ラ
モ
チ
」
モ
グ
ラ
（
鼹
鼠
・
土
竜
）
の
異
名
。「
ム
グ
ロ
モ
チ
」
が
変
化
し
た
語
か
。
近
世
に
は

モ
グ
ラ
を
あ
ら
わ
す
語
と
し
て
は
「
ウ
グ
ロ
モ
チ
」
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。「
ム
グ
ラ
モ
チ
」
は
、
も
と

も
と
江
戸
言
葉
で
、
近
世
前
期
に
は
、
田
舎
言
葉
と
意
識
さ
れ
て
い
た
が
、
近
世
中
期
に
文
化
の
中
心
が

上
方
か
ら
江
戸
に
移
っ
た
こ
と
に
伴
い
、「
ウ
グ
ロ
モ
チ
」
に
代
わ
っ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
、
小
学
館
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
あ
っ
た
。
モ
グ
ラ
類
の
体
型
と
、
突
如
、
出
現
す
る
よ
う
な
印
象

は
ツ
チ
ノ
コ
っ
ぽ
く
は
あ
る
。 

「
大
和
に
は
さ
し
て
希
な
ら
ず
」
先
の
「
ツ
チ
ノ
コ
共
和
国
」
も
奈
良
県
吉
野
郡
下
北
山
村
で
あ
る
。 

「
丹
波
市
近
所
に…

…

」
こ
の
野
槌
の
丹
波
ケ
ー
ス
は
以
下
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
熊
楠
自
身
が
、
そ
の
一

部
始
終
を
目
撃
し
た
人
物
か
ら
の
直
接
の
聴
き
取
り
な
の
で
あ
る
が
、 

―
―

昔
、
野
槌
を
捕
獲
し
て
家
の
床
下

ゆ
か
し
た

に
飼
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る 

―
―

眼
が
小
さ
い
（「
只
今
」
は
意
味
不
明
。
或
い
は
「
距
離
的
に
近
い
さ
ま
」
を
言
う
こ
と
が
あ
る
か

ら
、
両
の
眼
が
ご
く
近
く
に
並
ん
で
い
る
こ
と
を
指
す
か
？
） 

―
―

体
全
体
は
俵
の
よ
う
な
ず
ん
ぐ
り
む
っ
く
り
の
太
っ
た
短
か
い
も
の
で
あ
っ
た 

―
―

握
り
飯
を
与
え
る
と
、
転
が
り
来
た
っ
て
食
う
も
、
そ
の
行
動
は
、
呆
れ
る
ほ
ど
ゆ
っ
く
り
し
て
い

て
、
い
か
に
も
鈍 の

ろ

く
さ
く
、
に
ぶ
い
（「
迂
鈍
」） 

と
異
様
な
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
し
か
し
、
野
槌
記
載
の
中
で
は
、
全
く
の
作
り
話
で
な
い
と
す
れ
ば
、

超
弩
級
に
貴
重
な
も
の
と
言
え
る
。
そ
う
し
て
、
こ
こ
か
ら
連
想
し
得
る
実
在
動
物
は
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
（
両
生
綱
有
尾
目
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
亜
目
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
科
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
属
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ 

A
n

d
ria

s ja
p
o
n

icu
s 

し
か
い
な
い
。
さ
ら
に
、
先
の
ウ
ィ
キ
の
中
に
あ
っ
た
、『
兵
庫
県
多
紀

郡
（
現
丹
波
篠
山
市
）
で
、
体
長
』
約
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
直
径
約
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
、『
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
似
た
ツ
チ
ノ
コ
ら
し
き
生
物
が
目
撃
さ
れ
た
』
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
こ
の
「
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
」
は
そ
の
サ
イ
ズ
か
ら
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
し
か
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
兵
庫
県
丹

波
篠
山
市
後
川
地
区
（
こ
の
付
近
）
や
丹
波
市
青
垣
町
附
近
の
加
古
川
源
流
で
は
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
棲
息
が
現
在
、
公
的
に
確
認
さ
れ
、
保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
調
べ
る
と
、
『
幼

児
期
に
』『
ツ
チ
ノ
コ
』
を
『
目
撃
し
』、『
そ
の
存
在
を
確
信
』
し
て
、
三
十
五
『
年
間
ツ
チ
ノ
コ
捕
獲

に
情
熱
を
注
ぎ
、
今
ま
で
に
』
四
『
度
の
目
撃
体
験
』
が
あ
る
と
さ
れ
る
方
の
サ
イ
ト
「
ツ
チ
ノ
コ
で
頭

が
い
っ
ぱ
い
」
の
こ
ち
ら
に
、『
昭
和
三
十
七
』（
一
九
六
二
）『
年
秋
、
丹
波
の
船
井
郡
』（
京
都
府
の
こ

こ
。
南
西
域
外
直
近
に
兵
庫
の
先
の
丹
波
地
区
が
あ
る
）『
や
天
田
郡
』（
現
在
の
京
都
府
福
知
山
市
。
や

は
り
南
で
兵
庫
の
丹
波
地
区
に
接
す
る
）『
の
一
帯
で
、
農
耕
用
の
鋤
を
立
て
か
け
て
お
く
「
鋤
の
床
」

と
い
う
蒲
鉾
型
の
台
に
よ
く
似
た
、
太
く
短
い
蛇
が
目
撃
さ
れ
た
と
い
う
情
報
が
あ
っ
た
』
と
あ
り
、
そ

の
未
確
認
生
物
の
捜
索
に
加
わ
っ
た
現
地
の
『
Ａ
さ
ん
は
こ
の
太
短
い
蛇
を
「
ス
キ
ノ
ト
コ
」
と
呼
ん

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92669-2421+%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C%E4%B8%B9%E6%B3%A2%E7%AF%A0%E5%B1%B1%E5%B8%82%E5%BE%8C%E5%B7%9D%E6%96%B0%E7%94%B0/@35.0473986,135.3189416,12.25z/data=!4m5!3m4!1s0x60004245262e5811:0x2d1c321375b9ce0!8m2!3d35.0407508!4d135.3228575
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92669-2421+%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C%E4%B8%B9%E6%B3%A2%E7%AF%A0%E5%B1%B1%E5%B8%82%E5%BE%8C%E5%B7%9D%E6%96%B0%E7%94%B0/@35.0473986,135.3189416,12.25z/data=!4m5!3m4!1s0x60004245262e5811:0x2d1c321375b9ce0!8m2!3d35.0407508!4d135.3228575
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92669-2421+%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C%E4%B8%B9%E6%B3%A2%E7%AF%A0%E5%B1%B1%E5%B8%82%E5%BE%8C%E5%B7%9D%E6%96%B0%E7%94%B0/@35.0473986,135.3189416,12.25z/data=!4m5!3m4!1s0x60004245262e5811:0x2d1c321375b9ce0!8m2!3d35.0407508!4d135.3228575
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92669-3811+%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C%E4%B8%B9%E6%B3%A2%E5%B8%82%E9%9D%92%E5%9E%A3%E7%94%BA%E4%BD%90%E6%B2%BB/@35.1658695,134.9804834,11.5z/data=!4m5!3m4!1s0x60000076bdfbb653:0x27d2fe5528b96cc!8m2!3d35.2413068!4d135.0023314
https://blog.goo.ne.jp/nozuchi2007/e/3c54c0bccc4204261a092a6841959aae
https://blog.goo.ne.jp/nozuchi2007/e/3c54c0bccc4204261a092a6841959aae
https://blog.goo.ne.jp/nozuchi2007/e/3c54c0bccc4204261a092a6841959aae
https://blog.goo.ne.jp/nozuchi2007/e/3c54c0bccc4204261a092a6841959aae
https://www.google.com/maps/place/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C%E8%88%B9%E4%BA%95%E9%83%A1%E4%BA%AC%E4%B8%B9%E6%B3%A2%E7%94%BA/@35.222967,135.2503327,11z/data=!3m1!4b1!4m5!3m4!1s0x60003943d72f76ed:0x491a9a4e9541fbcd!8m2!3d35.2193554!4d135.3933422
https://www.google.com/maps/place/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C%E8%88%B9%E4%BA%95%E9%83%A1%E4%BA%AC%E4%B8%B9%E6%B3%A2%E7%94%BA/@35.222967,135.2503327,11z/data=!3m1!4b1!4m5!3m4!1s0x60003943d72f76ed:0x491a9a4e9541fbcd!8m2!3d35.2193554!4d135.3933422
https://www.google.com/maps/place/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C%E7%A6%8F%E7%9F%A5%E5%B1%B1%E5%B8%82/@35.2712566,134.9489612,11.25z/data=!4m5!3m4!1s0x60000284cfda577f:0x25ea80e1b077f0d4!8m2!3d35.2966988!4d135.1265486


だ
。
こ
の
地
域
で
の
ツ
チ
ノ
コ
の
別
称
で
あ
る
。
前
述
し
た
鋤
を
立
て
か
け
る
蒲
鉾
型
の
台
に
ツ
チ
ノ
コ

の
姿
が
似
て
い
る
た
め
に
』、『
こ
の
よ
う
な
呼
び
名
が
冠
せ
ら
れ
た
の
だ
』。『
し
か
し
』、『
結
果
は
空
振

り
で
』、『
こ
れ
と
い
っ
た
収
穫
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
丹
波
方
面
で
は
ツ
チ
ノ
コ
を
「
ス
キ
ノ
ト

コ
」
と
呼
ぶ
と
い
う
事
が
知
れ
』
た
『
の
は
』、『
ツ
チ
ノ
コ
を
語
る
上
で
大
き
な
成
果
と
な
っ
た
の
で
あ

る
』
と
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
日
文
研
」
の
「
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は
「
鋤
の
床
」「
ス

キ
ノ
ト
コ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、『
丹
波
町
須
知
』（
し
ゅ
う
ち
：
京
都
府
船
井
郡
京
丹
波
町
須
知
。
こ

こ
）『
に
、
鋤
の
床
と
い
う
怪
蛇
が
い
て
、
太
く
短
く
斜
面
を
転
が
り
、
人
畜
を
襲
い
、
専
念
惟
』（
意
味

不
明
。「
先
年
、
惟 こ

れ

」
の
誤
字
か
？
）『
に
当
た
っ
て
死
ん
だ
人
が
あ
る
』
と
あ
り
、
出
典
と
し
て
山
村
民

俗
の
会
発
行
の
『
あ
し
な
か
』（
通
巻
九
十
六
号
・
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
二
月
）
と
あ
る
の
で
あ

る
。
意
地
の
悪
い
言
い
方
だ
が
、
こ
の
「
ス
キ
ノ
ト
コ
」
は
、
本
当
に
、
近
代
或
い
は
近
世
か
ら
の
丹
波
の

野
槌
の
古
く
か
ら
の
地
方
名
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

も
し
、
Ａ
さ
ん
が
「
ス
キ
ノ
ト
コ
」
と
い
う
丹
波
産

野
槌
（
ツ
チ
ノ
コ
）
を
命
名
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
噂
話
は
、
た
っ
た
二
年
余
り
で
、
都
市
伝

説
化
し
て
怪
物
名
と
し
て
ま
で
完
全
に
定
着
し
た
こ
と
に
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
、「
口
裂
け
女
」
以
前
に
遡

れ
る
ア
ー
バ
ン
・
レ
ジ
ェ
ン
ド
の
進
化
過
程
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
明
確
な
震
源
と
遷
移
が
判
る
も
の

は
そ
う
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

『
大
坂
朝
日
か
大
坂
每
日
の
地
方
通
信
に
、
和
泉
の
山
中
に
此
物
有
り
、
土
俗
「
ノ
ロ
」
と
云
ふ
と
見
え

し
』
当
該
記
事
も
こ
の
異
名
も
確
認
出
来
な
い
。 

「
當
國
日
高
郡
川
又
」
和
歌
山
県
日
高
郡
印
南
町
（
い
ん
な
み
ち
ょ
う
）
川
又
。 

「
田
邊
灣
の
沿
岸
堅
田
」
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
堅
田
（
か
た
た
）。 

「
ノ
ー
ヅ
ツ
」
不
詳
。
白
浜
町
に
は
西
の
三
崎
の
西
側
に
知
ら
れ
た
熊
野
水
軍
所
縁
と
言
わ
れ
る
「
三
段

壁
洞
窟
」
が
あ
る
が
、
海
食
洞
で
あ
る
こ
こ
を
熊
楠
が
「
谷
穴
」
と
表
現
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。 

「
面
桶

メ
ン
ツ
ウ

」「
ツ
ウ
」
は
唐
音
。
一
人
前
ず
つ
飯
を
盛
っ
て
配
る
曲
げ
物
。「
め
ん
ぱ
」「
め
ん
つ
」
と
も
呼

ぶ
。
後
に
は
乞
食
が
携
帯
す
る
入
れ
物
を
指
し
た
。 

「
山
本
亡
羊
」（
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
～
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
）
は
江
戸
後
期
の
本
草
家
で
医

師
。
儒
医
の
傍
ら
、
本
草
学
を
小
野
蘭
山
に
学
び
、
京
都
本
草
学
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
、
自
宅
の
読
書

室
で
教
え
、
薬
草
園
を
作
り
、
物
産
会
を
開
い
た
。「
百
品
考
」
は
動
物
・
植
物
・
鉱
物
の
形
態
・
性

質
・
用
途
等
を
判
り
易
く
記
述
し
た
類
書
（
百
科
事
典
）。
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
跋
。
熊
楠
の
示
す

の
は
、「
百
品
考
」
の
「
下
」
の
末
尾
に
配
さ
れ
た
「
蛟
」。
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
の
原
刊
本
の
こ
ち
ら
（
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
版
・P

D
F

）
の

40

コ
マ
目
か
ら
。
そ
の
最
後

に
和
文
（
漢
字
カ
ナ
交
り
）
で
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（
カ
タ
カ
ナ
を
概
ね
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
句
読
点
・

記
号
を
打
っ
た
）。 

 
 

 

＊ 

蛟
は
龍
の
屬
な
り
。
常
有
の
物
に
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
、
諸
書
の
所
說
に
據
て
考
へ
見
れ
ば
、
本
邦
に
て

「
ホ
ラ
」
の
出
る
と
云
を
指
し
て
云
な
り
。
俗
人
、「
ホ
ラ
」
の
名
、
同
じ
き
に
依
て
梭
尾
螺

ホ

ラ

ガ

ヒ

の
山
中
に

棲
て
、
大
風
雨
を
興
し
て
海
に
飛
入
と
云
は
謬
說
な
り
。
梭
尾
螺
は
琉
球
海
中
に
產
す
る
螺
類
な
り
。
蜑

戸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
ん
こ
」。
漁
家
。］
の
爲
に
採
ら
れ
て
、
肉
を
去
り
、
吹
物
と
な
る
。
風
雨
を

起
し
、
神
靈
あ
る
者
に
あ
ら
ず
。
蛟
の
「
ホ
ラ
」
は
諸
國
共
に
稀
に
あ
る
こ
と
な
り
。
大
風
雨
あ
り
て
、

山
、
崩
れ
、
岩
、
裂
て
、
山
谷
鳴
動
し
、
數
十
村
を
漂
流
沒
す
る
こ
と
、
本
邦
に
も
、
時
時
、
此
患
あ
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り
。
荒
政
輯
要
の
說
に
よ
り
て
、
預
め
辟
蛟
の
法
を
行
な
は
ば
、
救
民
の
一
助
な
ら
ん
歟
。 

 
 

 
＊ 

「
荒
政
輯
要
」
は
清
の
汪
志
伊
の
撰
に
な
る
、
種
々
の
凶
作
・
防
蝗
・
飢
饉
対
策
を
述
べ
た
書
。
一
八
〇

五
年
刊
。 

「
東
海
道
名
所
記
」
名
所
図
会
シ
リ
ー
ズ
で
一
世
を
風
靡
し
た
秋
里
籬
島

あ
き
さ
と
り
と
う

（
生
没
年
未
詳
）
著
の
「
東
海

道
名
所
記
」（
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
刊
行
）。 

「
今
切
の
渡
し
」
東
海
道
舞
坂

ま
い
さ
か

宿
（
現
在
の
浜
松
市
）
と
新
居

あ

ら

い

宿
（
湖
西
市
）
の
間
、
則
ち
、
浜
名
湖
南

部
の
開
口
部
に
架
け
ら
れ
た
渡
船
場
。
浜
名
湖
か
ら
遠
州
灘
に
注
ぐ
浜
名
川
に
は
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た

が
、
戦
国
期
の
地
震
と
津
波
に
よ
り
、
決
壊
し
て
い
た
。
江
戸
時
代
、
舞
坂
・
新
居
間
に
は
渡
し
場
が
設

け
ら
れ
、
新
居
関
の
役
人
の
管
轄
下
、
新
居
宿
の
住
人
が
船
を
運
航
し
た
。
渡
し
船
の
組
織
は
中
世
の
今

川
氏
時
代
以
来
の
伝
統
を
有
す
る
「
十
二
座
」
を
基
幹
と
し
、
船
百
二
十
艘
を
三
百
六
十
人
の
船
頭
が
十

二
組
に
分
か
れ
て
運
営
し
た
。
大
通
行
時
に
は
「
寄
せ
船
」
制
度
が
適
用
さ
れ
、
周
辺
村
々
か
ら
船
が
供

出
さ
れ
た
。
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
、
架
橋
さ
れ
て
消
滅
し
た
。
し
ま
む
ー
氏
の
ブ
ロ
グ
「
街
道
の

行
く
先
へ
」
の
「
舞
坂
宿
と
今
切
の
渡
し
」（
地
図
有
り
）
に
「
東
海
道
名
所
記
」
を
引
い
て
、 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

舞
坂
よ
り
舟
に
の
る
に
、
七
つ
時
分
よ
り
ま
へ
に
は
渡
し
あ
り
、
七
つ
時
分
過
れ
ば
ふ
ね
を
い
だ
さ
ず
と

い
ふ
、
は
や
く
の
り
給
へ
と
て
、
男
と
共
に
い
そ
ぎ
ふ
ね
に
と
び
の
る
、
艫
の
か
た
ひ
ろ
く
て
、
ゆ
る
り

と
の
り
け
り
、
船
頭
は
舟
に
棹
さ
し
、
櫓
を
た
て
て
を
す
、
男
た
づ
ね
け
る
ハ
、
い
か
に
船
頭
殿
こ
の
う

ミ
を
今
切
と
名
付
た
る
よ
し
う
け
た
ま
ハ
り
し
、
さ
だ
め
て
子
細
の
侍
べ
る
や
ら
ん
と
い
ふ
、
せ
ん
ど
う

こ
た
へ
て
い
は
く
、
む
か
し
は
山
に
つ
づ
き
た
る
陸
地
な
り
し
が
、
百
余
年
バ
か
り
以
前
に
山
の
中
よ
り

螺
の
貝
お
び
た
だ
し
く
ぬ
け
出
て
海
へ
と
び
入
侍
べ
り
、
そ
の
跡
こ
と
の
外
に
く
づ
れ
て
荒
井
の
濱
よ
り

お
く
の
山
五
里
バ
か
り
ひ
と
つ
に
う
ミ
に
成
た
る
故
に
、
今
切
と
申
す
な
り 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

「
倭
漢
三
才
圖
會
卷
四
十
七
に
も
、…

…

」
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會 

卷
第
四
十
七 

介
貝
部 

 
寺
島

良
安
」
か
ら
私
の
訓
読
文
を
引
い
て
お
く
（
一
部
表
記
を
修
正
し
た
）。 

 
 

 

＊ 

ほ
ら
の
か
ひ 

梭
尾
螺

ひ

び

ら 

寶
螺 

 
 

【
俗
に
保
良
乃
加
比
と
云
ふ
。】 

「
本
綱
」
に
『
梭
尾
螺
の
形
、
梭 ひ

の
ご
と
し
。
今
、
釋
子
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
僧
侶
。］、
吹
く
所
の
者
な

り
。』
と
。 

△
按
ず
る
に
、
寶
螺
は
、
狀
、
海
螄

ば

ひ

に
似
て
大
き
く
、
白
黃
色
、
淺
紫
の
斑
有
り
。
大
な
る
者
は
一
、
二

尺
、
小
な
る
者
、
二
、
三
寸
。
五
、
六
旋
、
盤
屈
し
て
、
尾
、
窄 せ

ば

く
尖
り
、
其
の
肉
、
淡
赤
。
味
、
短

と
ぼ
し

く
、
食
は
ず
。
人
、
肉
の
や
や
出
づ
る
を
待
ち
て
、
繩
を
以
て
、
急
に
肉
を
縳
り
、
則
ち
屋
檐

の

き

）
に
懸

け
、
日
を
經 ふ

れ
ば
、
螺
、
乾
き
、
死
し
、
殻
、
自
ら
脫
す
。
之
れ
を
取
り
て
、
尾
の
尖
り
を
穿 ほ

り
、
口
を

作
り
、
之
れ
を
吹
く
。
其
の
聲
、
嘹

喨

り
や
う
り
や
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
喨
喨
」
が
正
し
い
。
音
が
明
る
く
澄
ん
で

鳴
り
響
く
さ
ま
。］
た
り
。
最
も
大
な
る
者
を
用
ひ
て
、
本
朝
の
軍
噐
と
爲
し
、
之
を
吹
き
て
、
先
鋒
の

兵
を
進
む
。
修
驗
行
者

し
ゆ
げ
ん
ぎ
や
う
じ
や

、
毎 つ

ね

に
山
行

や
ま
ぎ
や
う

に
之
れ
を
吹
き
て
、
同
行

ど
う
ぎ
や
う

の
導

み
ち
び

き
を
爲
し
、
且
つ
狸
・
狼
の
害
を

防
ぐ
。
凡
そ
、
地
震
に
非
ず
し
て
、
山
岳
、
暴

に
は
か

に
崩 く

づ

れ
裂 さ

く
る
者 こ

と

有
り
。
相
傳
へ
て
云
ふ
、『
寶
螺
、
跳

http://tomozoaruku.blog89.fc2.com/blog-entry-881.html?sp
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http://yab.o.oo7.jp/wakan47.html


り
出
で
て
然
り
。』
と
。
遠
州
荒
井
の
今
切
の
ご
と
き
者
の
處
處
に
、
大
小
の
之
れ
、
有
り
。
龍
か
、
螺 ら

か
、
未
だ
其
の
實 じ

つ

を
知
ら
ず
。 

「
夫
木
」 
山
伏
の
腰
に
付
た
る
ほ
ら
の
貝
ふ
く
る
を
ま
ゝ
の
秋
の
よ
の
月 

行
圓 

 
 

 

＊ 

「
寶
螺
」
腹
足
綱
新
生
腹
足
亜
綱
タ
マ
キ
ビ
型
目
ヤ
ツ
シ
ロ
ガ
イ
上
科
ホ
ラ
ガ
イ
科
ホ
ラ
ガ
イ
属
ホ
ラ
ガ

イ 
C

h
a
ro

n
ia

 trito
n
is

。 

「
螺
類
の
化
石
露
出
す
る
に
據
れ
る
か
。
古
え
堅
田
に
、
山
崩
れ
て
件
の
谷
穴
を
成
す
際
、
異
樣
の
爬
蟲

化
石
出
し
よ
り
、
之
を
野
槌
蛇
と
心
得
て
件
の
譚
を
生
ぜ
し
に
や
」
ホ
ラ
ガ
イ
と
山
崩
れ
の
民
俗
に
つ
い

て
は
、
俗
信
と
し
て
、
修
験
者
の
用
い
た
法
螺
貝
が
、
長
年
、
深
山
幽
谷
に
埋
も
れ
、
そ
れ
が
精
気
を
得

て
、
海
中
に
戻
り
入
る
時
、
山
崩
れ
が
起
き
る
、
と
い
う
俗
信
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
ん
な

に
頻
繁
に
発
生
す
る
の
は
異
常
で
、
そ
れ
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
私
の
怪
奇
談
で
は
、
例
え
ば
「
佐
渡
怪

談
藻
鹽
草 

堂
の
釜
崩
れ
の
事
」
や
、「
三
州
奇
談
卷
之
五 

縮
地
氣
妖
」
を
見
ら
れ
た
い
（
他
に
も
あ

る
）。
ま
た
、「
大
和
本
草
卷
之
十
四 

水
蟲 

介
類 
梵
貝
（
ホ
ラ
ガ
イ
）」
も
参
考
に
な
ろ
う
。
さ
す
れ

ば
、
私
は
熊
楠
の
推
察
す
る
異
形
（
に
見
え
る
）
古
代
の
化
石
類
を
誤
認
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
に

極
め
て
賛
意
を
表
し
た
い
の
で
あ
る
。 

「
伴
て
」「
つ
れ
て
」。
一
緒
に
。 

「
ナ
イ
ク
、
ペ
ン
ス
」
以
下
の
原
本
に
よ
れ
ば
、
英
語
の
綴
り
は
「N

aik
 B

u
n
s

」。
全
長
が
六
メ
ー
ト
ル

に
も
な
る
ヘ
ビ
亜
目
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
科
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
属
イ
ン
ド
ニ
シ
キ
ヘ
ビ 

P
yth

o
n
 m

o
lu

ru
s 

が
モ
デ
ル

か
。 

「
山
羊
兒
」
原
文
は
「k

id
s

」
だ
が
、
人
身
御
供
で
は
な
い
。「k

id

」
は
原
義
が
「
ヤ
ギ
の
子
」。 

「
徑
り
」「
わ
た
り
」。
胴
の
直
径
。 

「
踰
ゆ
」「
こ
ゆ
」。 

「V
.B

all, 
‛ Ju

n
g
le L

ife in
 In

d
ia,̓ 1

8
8
0
, p

. 4
9
1

」
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
質
学
者
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
・
ボ
ー
ル

（V
alen

tin
e B

all 

一
八
四
三
年
～
一
八
九
五
年
）
の
そ
れ
は
、「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
当
該
部

が
読
め
る
。 

「
淵
鑑
類
函
卷
四
三
九
に
、
夷
堅
志
を
引
て
、
南
宋
の
紹
興
廿
三
年
（
近
衞
帝
仁
平
三
年
）
」（
ユ
リ
ウ
ス
暦

一
一
五
三
年
）「
建
康
に
現
は
れ
し
豬
豚
蛇
」（
ち
よ
と
ん
じ
や
）「
の
事
を
言
る
に
自
竹
叢
出
、
其
長
三
丈
、

面
大
如
杵
、
生
四
足
、
遍
身
有
毛
、
作
聲
如
豬
、
行
趨
甚
疾
、
爲
逐
人
呑
噬
之
勢
云
々
、
嚙
人
立
死
と
あ
る
」

「
淵
鑑
類
函
」
は
清
の
康
熙
帝
の
勅
に
よ
り
張
英
・
王
士
禎
ら
が
完
成
し
た
類
書
（
百
科
事
典
）。
一
七
一

〇
年
成
立
。「
夷
堅
志
」
は
南
宋
の
洪
邁

こ
う
ま
い

（
一
一
二
三
年
～
一
二
〇
二
年
）
が
編
纂
し
た
志
怪
小
説
集
。
一

一
九
八
年
頃
成
立
。
二
百
六
巻
。
訓
読
す
る
と
、「
竹
叢
よ
り
出
づ
。
其
の
長 た

け
三
丈
、
面 つ

ら

、
大
に
し
て
杵 き

ね

の
ご
と
く
、
四
足
を
生
ず
。
遍
身
、
毛
、
有
り
、
聲
を
作 な

す
に
豬 ぶ

た

の
ご
と
く
、
行
き
、
趨 は

し

る
こ
と
、
甚
だ
疾 は

や

く
、
人
を
逐 お

ひ
、
呑
噬

ど
ん
ぜ
い

す
る
の
勢
ひ
を
爲
す
云
々
、
人
、
嚙
ま
ば
、
立
ど
こ
ろ
に
死
す
。」。 

「
本
誌
二
八
二
號
六
六
三
頁
以
下
に
、
出
口
君
の
論
あ
り
」「J-S

T
A

G
E

」
の
『
東
京
人
類
學
會
雜
誌
』

（
第
二
十
四
巻
二
百
八
十
二
号
・
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
十
二
月
発
行
）
の
出
口
米
吉
氏
の
「
我
國

に
於
け
る
植
物
崇
拜
の
痕
跡
」（P

D
F

）。
太
字
は
底
本
で
は
傍
点
「
○
」、
太
字
下
線
は
傍
点
「
ヽ
」。 
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記
に
野
神

○

○

名
鹿
屋
野
比
賣
神
亦
名
謂
野
椎
神
と
記
し
、
紀
に
草
祖

○

○

草
野
姫
亦
名
野
椎
と
記
せ
る
は
、
各
其

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/10/post-b439.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/10/post-b439.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/10/post-b439.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/10/post-b439.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/04/post-2f11a2.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/06/post-a343.html
https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.221277/page/n523/mode/2up
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/282/24_282_456/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/282/24_282_456/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/24/282/24_282_456/_pdf/-char/ja


傳
說
の
異
な
る
者
を
記
し
た
る
者
に
し
て
、
草
神
を
考
ふ
る
上
に
大
に
注
意
す
べ
き
事
と
す
。
今
記
紀
を

案
ず
る
に
、
共
に
山
に
は
山
の
神
あ
り
、
木
に
は
木
の
神
あ
る
を
以
て
、
野
に
は
野
の
神
あ
る
べ
く
、
草

に
は
草
の
神
あ
る
べ
き
譯
な
り
。
然
る
に
、
記
に
は
唯
野
の
神
の
み
を
擧
げ
、
紀
に
は
唯
草
の
神
の
み
を

擧
げ
た
り
。
而
し
て
其
野
の
神
と
い
ふ
者
草
の
祖
と
い
ふ
者
、
共
に
其
名
稱
を
全
し
う
す
る
は
何
等
か
其

所
以
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
先
づ
野
椎
の
名
稱
の
意
義
を
尋
ぬ
る
に
、
ヌ
ウ
チ

ヽ

ヽ

ヽ

の
ツ
チ

ヽ

ヽ

は
、
記
傳
に
依
れ

ば
、
狹
土
、
迦
具
土
、
御
雷
、
裁
名
椎
、
手
名
椎
な
ど
の
ツ
チ

○

○

と
仝
じ
く
、
ツ
チ

○

○

の
ツ ○

は
助
辭
に
て
チ ヽ

は

久
々
能
智
な
ど
の
チ ヽ

と
同
じ
く
、
尊
む
名
に
し
て
、
野
椎
と
は
野
の
智
と
云
ふ
が
如
し
と
な
り
。
然
れ
ば

草
野
姬
は
草
靈
あ
る
こ
と
其
名
の
示
す
所
に
し
て
、
野
植
亦
野
神
を
意
味
す
と
す
れ
ば
、
此
等
の
二
の
名

は
、
元
來
異
る
二
の
神
に
屬
す
べ
き
者
に
し
て
、
一
神
の
兼
有
す
べ
か
ら
ざ
る
者
な
る
な
り
。
又
若
し
か

ヤ
ヌ
ヒ
メ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
ヒ
メ

ヽ

ヽ

を
以
て
女
性
を
示
し
、
ヌ
ツ
チ

ヽ

ヽ

ヽ

の
チ ヽ

を
以
て
男
性
を
示
す
と
す
れ
ば
、
此
神
は
一
神
に

し
て
男
女
兩
性
の
名
を
有
す
る
な
り
。
依
て
按
ふ
る
に
、
民
間
信
仰
に
於
て
、
異
な
る
神
祇
の
間
に
合
同

を
見
る
は
珍
し
か
ら
ず
。
殊
又
野
と
草
と
の
如
き
其
關
係
深
き
者
の
間
に
於
て
は
、
甚
生
し
易
き
變
化
な

り
、
則
ち
始
は
野
の
神
を
野
椎
、
草
の
神
を
鹿
屋
野
姬
と
定
め
て
崇
め
た
り
し
を
、
後
に
至
り
て
二
神
の

間
に
合
同
生
し
、
或
は
野
の
神
に
草
祖
の
名
を
併
せ
稱
し
、
或
は
草
の
神
に
野
の
神
の
名
を
併
せ
稱
し
た

り
と
解
す
れ
ば
、
其
所
以
甚
明
了
な
る
が
如
し
。
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
、
草
靈
野
神
の
合
同
は
、
我
古

代
に
於
て
、
諸
種
の
神
祇
に
關
す
る
傳
說
を
組
織
的
に
編
成
せ
し
時
に
、
既
に
完
了
し
た
る
も
の
な
り
。

此
合
同
は
野
神
と
草
祖
と
の
間
に
生
ぜ
し
の
み
な
ら
ず
、
山
神
と
木
神
と
の
間
に
も
既
に
生
じ
つ
ゝ
あ
り

し
が
如
し
。
神
武
紀
に
薪
名

○

○

二

爲
嚴
山
雷

○

○

○

○

一

草
名
爲

○

○

○

二

嚴
野
稚

○

○

○

一

と
云
へ
り
。
猶
大
嘗
祭
儀
式
に
木
草
を
探
る

爲
に
山
神
を
祭
る
事
あ
り
、
材
木
を
伐
る
時
に
、
山
に
祭
と
て
、
山
神
を
祭
る
事
あ
り
、
中
古
ヤ
マ
ビ
コ

○

○

○

○

と
コ
ダ
マ

○

○

○

の
同
一
視
せ
ら
る
ゝ
事
な
ど
は
、
皆
山
神
木
神
の
合
同
を
語
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
後
世
大
工

建
具
師
等
材
木
を
取
扱
ふ
者
は
、
十
一
月
に
山
神
を
祭
り
た
る
な
り
。
さ
は
い
へ
、
後
に
於
て
も
山
神
と

木
神
と
の
區
別
を
立
て
、
之
を
並
へ
祀
り
た
る
こ
と
も
あ
り
。
大
神
宮
式
に
、
凡
操
下

營
二

神
田
一

盤
鍫
柄
上

者
、
毎
年
二
月
、
先
祭
二

山
口
（
山
神
）
及
木
下
一

（
木
神
）
然
後
操
ㇾ
之
と
云
ひ
、
臨
時
祭
式
に
、
造
二

遣
唐
使
船
一

木
靈
並
山
神
祭
と
見
え
た
り
。
畢
竟
野
神
と
草
神
と
の
合
同
は
、
比
較
的
完
成
に
進
み
、
山

神
と
木
神
と
の
合
同
は
、
比
較
的
散
漫
な
り
し
と
見
る
を
得
べ
し
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
延
々
続

く
が
、
略
す
。
必
要
と
な
ら
、
リ
ン
ク
先
を
見
ら
れ
た
い
。］ 

 
 

 

＊ 

「
古
事
記
傳
五
に
、
和
名
抄
、
水
神
又
蛟
を
和
名
美
豆
知
と
訓
せ
り
、
豆 ツ

は
之 ノ

に
通
ふ
辭
、
知
は
尊
稱
に

て
、
野
槌
等
の
例
の
如
し
と
有
れ
ば
」「
古
事
記
傳
」
は
本
居
宣
長
の
「
古
事
記
」
全
編
に
就
い
て
の
全

四
十
四
巻
か
ら
成
る
註
釈
書
。
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
起
稿
で
、
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）
年
成
稿
を

脱
稿
し
た
が
、
版
本
と
し
て
の
刊
行
は
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
か
ら
宣
長
没
（
享
和
元
（
一
八
〇
一
）

年
十
一
月
）
後
の
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
に
か
け
て
板
行
さ
れ
た
。
当
該
部
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
古
事
記
傳
」（
向
山
武
男
校
訂
・
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
名
著
刊
行
会
刊

（
左
ペ
ー
ジ
十
二
行
目
か
ら
現
れ
る
。「
闇
淤
加
美

ク

ラ

オ

カ

ミ

ノ

神
」
の
注
釈
部
）
。
一
部
の
送
り
仮
名
を
本
文
に
繰
り

入
れ
て
電
子
化
し
、
漢
文
表
記
は
訓
読
し
、
句
読
点
を
追
加
し
た
。
読
み
は
総
て
カ
タ
カ
ナ
で
あ
る
が
、
私

の
判
断
で
漢
文
体
訓
読
部
な
ど
で
ひ
ら
が
な
に
し
た
箇
所
が
あ
る
。
一
部
に
鍵
括
弧
も
添
え
て
読
み
易
く
し

て
お
い
た
。 

 
 

 

＊ 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1171975/203
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［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
略
。］「
美
」
は
龍
蛇
の
類
の
稱
な
り
。「
和
名
抄
」
に
水
神
又
蛟
を
、
和
名

美
豆
知

ミ

ヅ

チ

と
あ
る
「
美 ミ

」
こ
れ
な
り
。〔「
豆 ツ

」
は
例
の
「
之 ノ

」
に
通
ふ
辭
、「
知 チ

」
は
尊
稱
に
て
、
野
椎

ノ

ヅ

チ

な

ど
の
例
の
ご
と
し
。〕
又
蛇 ヘ

ミ

・
蛟 ハ

ミ

な
ど
の
「
美 ミ

」
も
此
な
り
。
又
日
讀

ヒ

ヨ

ミ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
暦
。］
の

「
巳
」
を
「
美 ミ

」
と
訓
る
も
、
此
意
な
る
べ
し
。
さ
て
此
神
を
、
書
紀
に
「
龗
」
と
書
て
、
此
を
「
於
箇

美
」
と
云
と
あ
り
。〔
龗
は
、
字
書
を
考
る
に
、
龍
也
と
も
注
し
。
又
靈
の
字
と
も
通
ふ
な
る
。〕
豐
後
國

風
土
記
に
球
珠

く

ま

の

郡
球
覃
鄕

く
た
み
の
さ
と

は
、
此
の
村
に
泉
有
、
昔
、
景
行
天
皇
行
幸
の
時
、
奉
膳
部
之
人

か

し

は

ぢ

、
御
飯
令

お

ほ

み

け

の

擬 そ
な

へ
に
泉
水

い

づ

み

を
汲
ま
し
む
る
に
、
卽
、
蛇
龗

お

か

み

有
り
き
、〔
於
箇
美
を
龗
と
す
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
部

分
、『
龗
一

於
箇
美
一

、』
と
返
り
点
の
み
あ
り
、
訓
読
不
詳
。
仮
に
読
ん
で
お
い
た
。
武
田
祐
吉
氏
は
こ
こ

を
お
か
み
と
謂
ふ
』
と
訓
じ
て
「
龗
」
が
な
い
。］〕
於
是

こ

こ

に
、
天
皇
、「
必
ず
、
臰 く

さ

、
有
か
ら
む
。
な

汲
用

く

ま

せ
そ
」
と
、
勅
云

の
り
た
ま

ふ
。
斯
に
因
て
曰
を
「
臭
泉

く
さ
い
づ
み

」
と
名 い

ふ
。
因 や

が

て
名 な

と
爲 し

き
。
今
、
球
覃
鄕

く
た
み
の
さ
と

と
謂
ふ

は
、

訛
よ
こ
な
は

れ
る
な
り
。〔
此
の
文
、「
書
紀
釋
」
に
引
る
は
誤
字
多
し
。
今
は
仙
覺
が
「
萬
葉
抄
」
に
引
る

を
引
り
。〕
「
萬
葉
」
二
〔
十
二
丁
〕
に
「
吾
崗
之

わ

が

を
か

の

、
於
可
美
爾
言
而

お

か

み

に

い

ひ

て

、
令
落

ふ
ら
せ
つ
る

、
雪
之
摧
之

ゆ

き

の

く

だ

し

、

彼
所
爾
塵
家
武

そ

こ

の

に

ち

り

け

む

」。
こ
れ
ら
思
ふ
に
、
此
の
神
は
龍 た

つ

に
て
、
雨
を
物
す
る
神
な
り
。
書
紀
に
高
龗

タ
カ
オ
カ
ミ

と
云
も

あ
り
。
そ
は
山
の
上
な
る
龍
神

タ
ツ
カ
ミ

、
こ
の
闇
淤
加
美

ク

ラ

オ

カ

ミ

は
谷
な
る
龍
神

タ
ツ
ガ
ミ

な
り
。〔
此
神
に
、
手
俣

タ
ナ
マ
タ

よ
り
漏
出
た

る
血
の
成
れ
る
と
、
下
な
る
闇 ク

ラ

山
津
見
の
陰 ホ

ト

よ
り
成
れ
る
と
を
思
ふ
べ
し
。
手
俣

タ
ナ
マ
タ

も
陰 ホ

ト

も
山
に
取
て
は
谷

の
ご
と
し
。〕
神
名
帳
に
意
加
美

オ

カ

ミ

の
神
の
社
處
々
見
ゆ
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

＊ 

こ
の
部
分
、
個
人
的
に
は
非
常
に
興
味
深
く
、
面
白
く
読
め
る
。 

「
日
本
紀
に
よ
れ
ば
、
諾
册
二
尊
日
神
を
生
み
玉
へ
る
前
に
、
野
槌
を
生
め
り
」「
日
本
書
紀
」
巻
第
一

の
「
神
代
上
」
の
第
五
段
の
本
文
に
、 

 
 

 

＊ 

次
生
海
。
次
生
川
。
次
生
山
。
次
生
木
祖
句
句
廼
馳
。
次
生
草
祖
草
野
姫
。
亦
名
野
槌
。 

（
次
に
海 わ

た

を
生
み
た
ま
ひ
、
次
に
川
を
生
み
た
ま
ひ
、
次
に
山
を
生
み
た
ま
ひ
、
次
に
木
祖
句
句
廼
馳

き

の

お

や

く

く

の

ち

を

生
み
た
ま
ひ
、
次
に
草
祖
草
野
姫

か
や
の
お
や
か
や
め
ひ
め

を
生
み
た
ま
ひ
き
【
亦
の
名
は
野 の

槌 づ
ち

。】。） 

 
 

 

＊ 

と
出
る
。 

「
鈴
鹿
連
胤
の
神
社
覈
錄
」
鈴
鹿
連
胤

す
ず
か
つ
ら
た
ね

（
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
～
明
治
三
（
一
八
七
一
）
年
）
は
江

戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
国
学
者
。
代
々
、
京
都
吉
田
神
社
の
神
職
で
、
国
学
を
山
田
以
文

も
ち
ふ
み

、

和
歌
を
香
川
景
樹
に
学
ん
だ
。
吉
田
神
社
社
殿
の
再
建
や
皇
陵
の
調
査
に
当
た
り
、
後
に
著
述
に
専
念
し

た
。「
神
社
覈
錄
」（
じ
ん
じ
ゃ
か
く
ろ
く
：「
覈
」
は
「
調
べ
る
・
明
ら
か
に
す
る
・
考
え
る
」
の
意
）

は
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
刊
で
、「
延
喜
式
」
所
載
の
式
内
社
及
び
式
外
社
に
つ
い
て
、
祭
神
・
所

在
地
・
鎮
座
の
年
次
・
神
位
・
由
来
な
ど
を
考
証
し
て
記
し
た
も
の
。
ま
た
、
諸
国
の
国
内
神
名
帳
も
併

載
さ
れ
て
い
る
。 

「
加
賀
國
加
賀
郡
に
野
蛟
神
社
二
ケ
所
在
り
、
一
は
金
山
彥
命
を
祭
り
、
一
は
高
皇
產
靈
尊
等
三
神
を
祭

る
」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
同
書
（
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
皇
典
研
究
所
刊
）

の
こ
ち
ら
と
、
次
の
コ
マ
の
こ
ち
ら
（
巻
三
十
七
の
「
加
賀
國
式
社 

附
錄
式
外
神
」
の
内
）
に
あ
る
。

電
子
化
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991015/250
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991015/250
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991015/251


野
蛟
神
社 

野
蛟
は
乃
都
知
と
訓
べ
し
○
祭
神
金
山
彥
命
【
神
社
帳
】
○
蚊
瓜
村
赤
濱
に
在
す
、
例
祭 

月 

日
、
○

當
郡
兩
社
あ
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
頭
注
に
「
印
本
野
蚊
に
作
る
今
一
本
以
呂
波
字
類
抄
等
に
據
て
改

む
」
と
あ
る
が
、
実
は
現
存
す
る
神
社
（
後
述
）
と
の
関
係
か
ら
考
え
る
と
、「
野
蚊
」
が
正
し
い
よ
う

で
あ
る
。］ 

 
 

 

＊ 

野
蛟
神
社 

野
蛟
は
前
に
同
じ
○
祭
神
高
皇
產
靈
尊
、
猿
田
彥
大
神
、
事
代
主
命
、【
神
社
帳
】
○
神
谷
内
村
に
在

す
、
例
祭 

月 

日
、
○
當
郡
兩
社
あ
り 

 
 

 

＊ 

例
祭
月
日
の
欠
字
は
マ
マ
。
前
者
は
「
石
川
県
神
社
庁
」
公
式
サ
イ
ト
の
「
野
蚊
（
の
が
）
神
社
」
の
解

説
に
よ
れ
ば
（
地
図
有
り
）、
金
沢
市
蚊
爪
町
ロ
一
四
八
に
現
存
し
、『
当
社
は
元
東
蚊
爪
町
の
須
岐
神
社

の
境
内
に
在
り
し
を
元
和
』
三
（
一
六
一
七
）
年
に
『
須
岐
神
社
』
の
『
赤
浜
八
幡
社
地
移
転
に
伴

い
』、『
本
町
に
移
転
遷
座
し
、
爾
来
』、『
加
賀
爪
社
と
し
た
る
を
明
治
』
二
九
（
一
八
九
六
）
年
八
月
、

『
現
社
名
に
改
称
し
た
』
と
あ
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
野
蛟
神
社
と
の
関
係
性
に
は
一
切
触

れ
て
い
な
い
。
後
者
は
、
同
じ
く
「
石
川
県
神
社
庁
」
公
式
サ
イ
ト
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
金
沢
市

神
谷
内
町
ヘ
一
（
に
現
存
し
（
但
し
、
以
下
に
見
る
通
り
、
地
区
内
で
移
転
し
て
い
る
。
地
図
有
り
）、

野
蛟
（
ぬ
づ
ち
）
神
社
と
呼
称
し
て
お
り
、『
今
を
去
る
、
約
』
千
三
百
年
前
の
天
平
四
年
（
旧
暦
三
月
三

日
）
に
『
創
建
と
伝
わ
る
古
社
の
一
社
で
す
。
当
時
神
谷
内
を
中
心
に
付
近
一
帯
に
疫
病
が
流
行
し
、
毎

日
の
よ
う
に
住
民
が
病
に
倒
れ
、
亡
く
な
る
人
も
大
勢
い
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
時
に
、
白
髪
の
老
人

が
現
れ
『
自
分
の
言
う
通
り
に
従
え
ば
、
衆
人
一
切
を
救
っ
て
し
ん
ぜ
よ
う
。』
と
言
う
の
で
、
住
民
は

老
人
の
教
え
の
通
り
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
不
思
議
に
も
病
気
が
治
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

老
人
は
『
吾
は
、
ヌ
ヅ
チ
の
神
で
あ
る
、
以
後
祭
祀
（
さ
い
し)

（
イ
ツ
キ
マ
ツ
ル
こ
と
）
せ
よ
。』
と
言

い
残
し
、
手
に
持
つ
杖
を
地
面
に
突
き
刺
す
と
、
空
が
に
わ
か
に
曇
る
と
同
時
に
ア
マ
レ
リ
《
龍
の
こ
と

か
？
》
が
現
れ
、
老
人
を
乗
せ
天
上
雲
間
に
消
え
去
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
住
民
は
そ
の
地
に
神
社
を

創
建
し
て
、
祀
（
ま
つ
）
っ
た
の
が
、
野
蛟
神
社
の
起
こ
り
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
後
に
、
聖
武

天
皇
（
天
平
』
八
『
年
）
全
国
的
に
痘
瘡
が
は
や
り
、
当
社
に
祈
願
し
て
、
こ
れ
を
く
い
止
め
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
よ
り
朝
廷
か
ら
の
勅
使
の
参
拝
が
あ
り
、
以
降
に
痘
瘡
が
流
行
す
る
毎
に
ご
加
護
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
社
頭
は
老
廃
し
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
現
在
の
地
に
移
る
。
神
仏
混
淆
の
時
代
毘

沙
門
（
多
聞
天
）
と
称
し
た
の
で
、
付
近
の
小
川
を
毘
沙
門
川
と
言
っ
た
そ
う
で
す
』。『
神
社
名
の
野
蛟

を
素
直
に
読
む
と
「
の
づ
ち
」
と
な
り
ま
す
が
、
神
谷
内
の
お
宮
さ
ん
で
は
『
ぬ
づ
ち
』
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
ヌ
ヅ
チ
の
「
ヌ
」
は
野
原
の
「
ノ
」
と
沼
の
「
ヌ
」
と
を
合
わ
せ
た
意
味
で
あ
り
、「
ヅ
チ
」
は

何
々
の
霊
と
い
う
意
味
で
【
野
と
水
の
霊
】
を
示
す
た
め
『
ヌ
ヅ
チ
』
と
読
ま
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

と
と
も
に
、
神
社
由
緒
の
白
髪
の
老
人
の
言
葉
と
も
合
っ
て
き
ま
す
。
古
来
こ
の
地
域
は
、
河
北
潟
と
地

続
き
で
沼
地
も
傍
あ
た
り
ま
で
続
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
【
野
と
水
の
霊
魂
】
が
住

民
を
救
っ
た
と
素
朴
に
考
え
た
も
の
と
思
う
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
』
と
あ
り
、『
ま
た
、
神
谷
内
に
は

「
う
わ
の
」
と
呼
ば
れ
る
所
に
野
蛟
神
社
が
有
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
上
り
口
に
は
「
赤
鳥
居
」
が
あ
っ

た
、（
現
在
は
境
内
入
口
に
あ
り
ま
す
が
、）
前
田
の
殿
様
が
参
勤
交
代
で
神
社
の
前
を
通
る
と
き
に
は
、

https://www.ishikawa-jinjacho.or.jp/shrine/j0312/
https://www.ishikawa-jinjacho.or.jp/shrine/j0312/
https://www.ishikawa-jinjacho.or.jp/shrine/j0259/


必
ず
駕
籠
・
馬
よ
り
降
り
て
、
神
社
へ
参
拝
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
街
道
に
は
見
事
な
老
松

が
偉
観
を
誇
っ
て
い
た
そ
う
で
す
』
と
あ
る
。
し
か
し
、『
古
来
こ
の
地
域
は
、
河
北
潟
と
地
続
き
で
沼

地
も
傍
あ
た
り
ま
で
続
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
』
と
い
う
叙
述
か
ら
は
、
前
者
の
野
蚊
神
社
（
旧

地
も
河
北
潟
域
内
で
、
野
蛟
神
社
と
は
五
キ
ロ
も
離
れ
て
い
な
い
）
と
の
関
係
性
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は

な
い
（
と
い
う
よ
り
、
関
係
性
は
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
）。 

『
下
總
國
に
蛟
蝄
神
社
有
り
「
ミ
ヅ
チ
」
と
讀
む
、
水
神
罔
象
女
を
祭
る
』
こ
れ
も
「
神
社
覈
録
」
の
巻

二
十
五
の
「
下
總
國
式
社 
附
録
式
外
神
）
の
末
尾
に
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

蛟
蝄
神
社 

蛟
蝄
は
美
豆
知
と
訓
べ
し
○
祭
神
埴
山
姬
命
、
罔
象
女
命
、【
地
名
記
】
○
布
川
庄
立
木
村
に
在
す
、【
同

上
】
今
文
間
兩
社
大
明
神
と
稱
す
、
例
祭 
月 
日
、
○
惣
國
風
土
記
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
日
本
惣
國

風
土
記
」。
諸
国
地
誌
で
あ
る
が
、
古
風
土
記
に
仮
託
し
た
後
世
の
偽
書
で
あ
る
。］
百
一
殘
缺
云
、
蛟
蝄

神
社
、
圭
田
三
十
九
束
三
畝
田
、
所
ㇾ
祭
罔
象
女
也
、
天
平
二
年
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
七
三
〇
年
。］
庚

午
六
月
、
始
奉
二

圭
田
一

、
神
事
式
祭
等
始
也
、 
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蛟
蝄
（
こ
う
も
う
）
神
社
は
茨
城
県
北
相
馬
郡
利
根
町
立
に
現
存
す
る
。
「
罔
象
女
大
神
」
は
「
み
つ
は
の

め
の
お
お
か
み
」
と
読
み
、
水
を
司
る
女
神
。
公
式
サ
イ
ト
の
解
説
に
、『
蛟
蝄
神
社
の
始
ま
り
は
、

約
』
二
三
〇
〇
年
前
（
紀
元
前
二
八
八
年
）『
に
現
在
の
門
の
宮
（
か
ど
の
み
や
）
の
場
所
に
水
の
神
様

の
罔
象
女
大
神
を
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
』
六
九
八
年
『
に
土
の
神
様
の
埴
山
姫
大
神

を
合
祀
（
ご
う
し
）
し
、
水
害
や
民
家
が
近
い
と
い
う
理
由
で
詳
し
い
年
代
は
分
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
』、『
社
殿
を
東
の
高
台
（
現
在
の
奥
の
宮
）
に
神
社
を
建
て
ま
し
た
。
門
の
宮
を
取
り
壊
す
は
ず
で
し

た
が
』、『
氏
子
崇
敬
者
の
声
が
上
が
り
、
御
祭
神
の
御
魂
（
み
た
ま
）
を
分
祀
し
』、『
門
の
宮
に
お
祀
り

致
し
ま
し
た
』。
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
『
に
立
木
地
区
に
あ
っ
た
「
八
坂
神
社
（
や
さ
か
じ
ん
じ

ゃ
）」「
天
神
社
（
て
ん
じ
ん
じ
ゃ
）」「
稲
荷
神
社
（
い
な
り
じ
ん
じ
ゃ
）」「
八
幡
神
社
（
は
ち
ま
ん
じ
ん

じ
ゃ
）」
を
合
祀
し
て
現
在
も
な
お
一
層
の
御
神
徳
（
ご
し
ん
と
く
）
を
も
っ
て
下
総
國
相
馬
の
郷
を
見

守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
』。『
「
み
つ
ち
＝
こ
う
も
う
」
の
名
に
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
は
る
か
昔
こ
の

辺
り
が
海
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
大
地
の
形
が
蛟
（
み
つ
ち
＝
伝
説
上
の
龍
）
に
似
て
い
た
た
め
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
』
と
あ
っ
て
、『
当
社
の
社
名
は
一
般
的
に
は
』「
こ
う
も
う
神
社
」
と
『
親
し
ま
れ
て
お
り
ま

す
が
、
ご
祈
祷
の
と
き
の
祝
詞
奏
上
で
は
蛟
蝄
神
社
は
「
み
つ
ち
の
か
む
や
し
ろ
」
と
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
』
と
あ
る
か
ら
、
熊
楠
の
読
み
は
正
統
で
あ
る
。 

「
原
と
」「
も
と
」。 

『
希
臘
の
大
地
女
神
「
ガ
イ
ア
」
の
子
に
、
怪
蛇
「
ピ
ゾ
ン
」
有
り
』
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
女
神
に
し
て
天

を
含
む
地
母
神
で
あ
る
ガ
イ
ア
の
多
数
の
子
の
一
人
で
あ
る
ピ
ュ
ト
ン
（
ラ
テ
ン
語
：P

yth
o

n

）。
巨
大

な
蛇
の
怪
物
で
、
雄
蛇
と
も
雌
蛇
と
も
さ
れ
、
絵
画
な
ど
で
は
脚
の
な
い
ド
ラ
ゴ
ン
の
よ
う
な
姿
で
表
わ

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
神
託
所
デ
ル
ポ
イ
を
守
る
番
人
で
神
託
所
を
す
っ
ぽ
り
巻
け
る
巨
体
を
持
つ
と
も

さ
れ
た
。
後
に
ア
ポ
ロ
ー
ン
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
た
。
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
（
ヘ
ビ
亜
目
ム
カ
シ
ヘ
ビ
上
科
ニ
シ
キ

ヘ
ビ
科 
P

y
th

o
n
id

ae

）
を
意
味
す
る
英
単
語
「p

y
th

o
n

」（
パ
イ
ソ
ン
）
は
、
彼
の
名
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
る
。 

https://www.google.com/maps/place/%E8%9B%9F%E8%9D%84%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.8392999,140.0646245,10.25z/data=!4m5!3m4!1s0x60227b356c8374db:0xa42eb9ab6fa2a7dc!8m2!3d35.8709383!4d140.1816279?hl=ja
http://www.koumoujinja.jp/what_koumou.html


「S
ey

ffert. ‛ A
 D

ictio
n
ary

 o
f C

lassical A
n
tiq

u
ities, ̓L

o
n
d
o
n
, 1

9
0
8
, p

. 5
3
1
.

」
ド
イ
ツ
の
古
典
文
献
学
者

オ
ス
カ
ル
・
セ
イ
フ
レ
ッ
ト
（O

sk
ar S

ey
ffert 

一
八
四
一
年
～
一
九
〇
六
年
）
の
編
に
な
る
古
典
語
・

古
代
語
辞
典
。
一
八
九
一
年
初
版
（
ド
イ
ツ
語
）
刊
。「In

tern
et arch

ive

」
の
こ
ち
ら
で
、
英
文
版
が

読
め
る
。
右
ペ
ー
ジ
の
「P

」
の
最
後
の
項
で
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

 
 
 
P

ȳ
th

ō
n

. A
 m

o
n
stro

u
s serp

en
t p

ro
d
u
ced

 b
y
 G

æ
a, w

h
ich

 h
au

n
ted

 th
e cav

es o
f P

arn
assu

s. It w
as 

slain
 b

y
 A

p
o
llo

 w
ith

 h
is first 1

 arro
w

s. (S
ee A

P
O

L
L

O
 an

d
 D

E
L

P
H

IC
 O

R
A

C
L

E
.) 

 

 
 

 

＊ 

『
類
聚
名
物
考
卷
三
三
七
に
、
野
仲
「
ノ
ヅ
チ
」、
文
選
の
訓
に
云
り
、
其
義
註
に
も
詳
か
な
ら
ず
、
張

平
子
殪
野
仲
而
殲
遊
光
（
ツ
キ
ガ
ミ
）
註
、
野
仲
遊
光
惡
鬼
也
、
兄
弟
八
人
常
在
人
間
、
作
怪
言
と
あ
れ

ば
』
「
作
怪
言
」
の
「
言
」
は
初
出
も
マ
マ
で
あ
る
が
、
原
拠
を
見
る
に
、「
害
」
の
誤
り
（
平
凡
社
「
選

集
」
は
訂
さ
れ
て
あ
る
）。
訓
読
し
て
お
く
と
、 

 
 

 

＊ 

張
平
子
、
野
仲

や
ち
ゆ
う

を
殪 た

ふ

し
て
遊
光

ゆ
う
く
わ
う

（
左
に
「
つ
き
が
み
」
の
ル
ビ
を
振
る
）
を
殲

ほ
ろ
ぼ

す
。
註
に
、『
野
仲
・
遊

光
は
惡
鬼
な
り
。
兄
弟
八
人
、
常
に
人
間

じ
ん
か
ん

に
在
り
て
、
怪
害

く
わ
い
が
い

を
作 な

す
。』
と
。 

 
 

 

＊ 

山
岡
浚
明

ま
つ
あ
け

の
「
類
聚
名
物
考
」
は
「
鶺
鴒
」
パ
ー
ト
で
既
注
。
但
し
、
巻
号
は
「
三
百
三
十
八
」
の
誤

り
。
同
巻
の
「
雜
部
十
三
」
の
「
靈
鬼 

妖
怪
」
の
以
下
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
画
像
で
視
認
し
た
（
右
上
段
中
央
）
。
表
記
の
一
部
に
異
同
が
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

○
野
仲 

の
づ
ち 

●
文
選
の
訓
に
い
へ
り
そ
の
義
注
に
も
詳
な
ら
す
○
〔
文
選
〕
東
京
賦

張
平
子

殪
二

野
仲

一

而
殲
二

游
光

ツ
キ
カ
ミ

一

○
注
、
野
仲
游
光
惡
鬼
也
、
兄
弟
八
人
、
常
在
二

人
間
一

作
二

恠
害
一

、 

 
 

 

＊ 

「
張
平
子
」
は
後
漢
の
政
治
家
に
し
て
、
多
岐
に
亙
る
分
野
で
優
れ
た
文
人
で
も
あ
っ
た
張
衡
（
七
八
年

～
一
三
九
年
）
の
字

あ
ざ
な

。
一
〇
七
年
に
、
太
平
無
事
の
世
に
王
侯
以
下
が
奢
侈
を
貪
る
の
を
憂
え
、
班
固
の

「
両
都
賦
」
に
倣
っ
て
、
当
世
の
洛
陽
を
描
い
た
「
東
京
賦
」
と
、
長
安
を
描
い
た
「
西
京
賦
」
を
著
し

た
。 

「
象
皮
病
」
ヒ
ト
の
そ
れ
は
、
リ
ン
パ
液
の
鬱
滞
に
よ
っ
て
皮
膚
及
び
皮
下
組
織
が
厚
く
な
り
、
ゾ
ウ
の

皮
膚
の
よ
う
な
状
態
を
呈
す
る
慢
性
皮
膚
疾
患
。
主
に
下
肢
に
好
発
し
、
次
い
で
陰
嚢
・
大
陰
唇
に
多
く

見
ら
れ
る
。
糸
状
虫
症
（
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
。filariasis

）
か
ら
移
行
す
る
も
の
と
、
そ
の
他
の
疾
患
に
よ
る

続
発
性
疾
患
と
に
分
け
ら
れ
る
。
カ
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
糸
状
虫
（
線
形
動
物
門
双
腺

綱
旋
尾
線
虫
亜
綱
旋
尾
線
虫
目
旋
尾
線
虫
亜
目
糸
状
虫
上
科
糸
状
虫
属
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
糸
状
虫 

W
u
ch

ereria
 b

a
n
cro

fti 

）
が
原
因
と
な
る
も
の
は
、
熱
帯
及
び
亜
熱
帯
地
方
に
多
く
、
糸
状
虫
性
象
皮
病

或
い
は
熱
帯
性
象
皮
病
と
よ
ば
れ
る
。
日
本
で
は
嘗
て
沖
縄
・
九
州
南
部
に
一
種
の
風
土
病
と
し
て
見
ら

れ
、
俗
に
「
く
さ
ふ
る
い
」（
歴
史
的
仮
名
遣
「
く
さ
ふ
る
ひ
」）
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
根
絶
さ

れ
て
い
る
。
真
正
の
糸
状
虫
症
は
、
ま
ず
、
下
肢
や
陰
嚢
に
発
赤
腫
脹
と
し
て
現
わ
れ
、
同
時
に
発
熱
・

頭
痛
・
腰
痛
・
関
節
痛
な
ど
を
伴
う
。
こ
の
症
状
は
数
日
で
軽
快
す
る
が
、
反
復
し
て
発
症
す
る
う
ち

に
、
象
皮
病
へ
と
移
行
す
る
。
糸
状
虫
に
拠
ら
な
い
慢
性
潰
瘍
・
慢
性
炎
症
性
疾
患
・
再
発
性
丹
毒
・
腫

https://archive.org/details/dictionaryofclas95seyf/page/530/mode/2up
https://archive.org/details/dictionaryofclas95seyf/page/530/mode/2up
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-ad25eb.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898158/399
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898158/399
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898158/399
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898158/399
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898158/399
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898158/399


瘍
及
び
リ
ン
パ
節
摘
出
な
ど
に
続
発
し
て
発
症
す
る
も
の
を
続
発
性
象
皮
病
と
呼
ん
で
区
別
す
る
が
、
そ

れ
ら
も
糸
状
虫
症
と
同
じ
く
リ
ン
パ
液
の
鬱
滞
に
起
因
す
る
。 

「
無
脚
蜥
蜴
に"U

ro
p
eltid

ae"

の
一
群
あ
り
」
現
在
は
へ
ビ
類
に
分
類
さ
れ
る
、
ム
カ
シ
ヘ
ビ
上
科
ミ
ジ
カ

オ
ヘ
ビ
科 

U
ro

p
eltid

a
e

。
八
属
五
十
四
種
が
現
生
す
る
が
、
イ
ン
ド
・
セ
イ
ロ
ン
に
分
布
し
、
本
邦
に
は

い
な
い
。
学
名
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「u

ra

」（「
尾
」）
と
「p

elte

」（「
盾
」）
に
由
来
し
、
尾
の
先
端
に
大
き

な
角
質
の
盾
を
持
つ
こ
と
に
よ
る
。
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「U

ro
p

eltid
ae

」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
（
蛇

嫌
い
は
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
方
が
よ
ろ
し
い
）。 

「T
en

n
en

t, 
‛ T

h
e N

atu
ral H

isto
ry

 o
f C

ey
lo

n
,̓1

8
6
1
. 

 
p
. 3

0
2
 

圖
有
り
」
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
管
理
者
で

政
治
家
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
エ
マ
ー
ソ
ン
・
テ
ナ
ン
ト
（Jam

es E
m

erso
n

 T
en

n
en

t 

一
八
〇
四
年

～
一
八
六
九
年
）
の
セ
イ
ロ
ン
の
自
然
史
誌
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
、
原
本
の
挿
絵
（
ま
さ

に
先
の
属
の
一
種
で
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
「T

H
E

 U
R

O
P

E
L

T
IS

 P
H

IL
IP

P
IN

U
S

」
と
あ
る
。
こ
れ
は
現

在
の 

R
h
in

o
p
h
is sa

ffra
g
a
m

u
s 

の
シ
ノ
ニ
ム
で
あ
る
）
と
と
も
に
視
認
出
来
る
。
蛇
の
大
丈
夫
な
方
は

「T
h
e R

ep
tile D

atab
ase

」
の
「R

h
in

o
p
h
is sa

ffra
g
a
m

u
s K

E
L

A
A

R
T

, 1
8
5
3

」
の
画
像
を
見
ら
れ
た
い
。

尾
の
部
分
の
断
ち
切
ら
れ
た
よ
う
な
楯
状
形
状
が
よ
く
判
る
。 

「
本
邦
稀
に
兩
足
の
蛇
を
出
し
、
兼
葭
堂
雜
錄
等
に
其
圖
を
載
す
」「
兼
葭
堂
雜
錄
」
江
戸
後
期
の
博
物

学
者
で
南
画
家
で
も
あ
っ
た
木
村
（
蒹
葭
堂

け

ん

か
ど

う

）
孔 こ

う

恭
き
ょ
う

（
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年
～
享
和
二
（
一
八
〇

二
）
年
：
大
坂
で
酒
造
業
、
後
に
文
具
商
を
営
む
傍
ら
、
奇
書
珍
籍
・
書
画
骨
董
・
標
本
類
の
収
集
に
努

め
た
。
絵
は
黄
檗
僧
鶴
亭
や
池
大
雅
ら
に
学
ん
だ
が
、
寧
ろ
、
博
学
の
好
事
家
と
し
て
全
国
に
名
が
知
ら

れ
た
）
著
で
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
刊
。
各
地
の
社
寺
の
蔵
す
る
書
画
器
物
や
見
聞
し
た
珍
し
い
動
植

物
に
つ
い
て
考
証
し
、
人
か
ら
聞
い
た
珍
談
奇
説
な
ど
を
書
き
留
め
た
原
稿
を
、
著
者
没
後
に
子
孫
の
依

頼
を
受
け
た
大
坂
の
知
ら
れ
た
著
述
家
暁

鐘

成

あ
か
つ
き
か
ね
な
り

が
整
理
抜
粋
し
、
刊
行
し
た
も
の
。
池
大
雅
の
印
譜
や

下
鴨
神
社
蔵
の
三
十
六
歌
仙
絵
巻
な
ど
の
珍
品
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
松
川
半
山
筆
の
多
く
の
挿
画
は
、

な
か
な
か
に
見
ご
た
え
が
あ
る
。
指
示
す
る
そ
れ
は
、
二
之
巻
の
「
紀
伊
國
異
蛇
之
圖
」。
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
を
視
認
し
（
句
読
点
を
打
ち
、
読
み
は
一
部
に
留
め
た
）、

当
該
の
画
像
も
そ
の
ま
ま
ト
リ
ミ
ン
グ
せ
ず
に
示
す
。 

 
 

 

＊ 

○
宝
曆
五
年
亥
の
夏
、
紀
州
在
田
郡
湯
淺
に
於

お
い
て

、
奇 あ

や

し
き
蛇
を
捕
ふ
。
其
形
、
凡
、

蛇
く
ち
な
は

に
似
て
、
色
、

黒
く
、
身
、
肥 こ

え

、

勢
い
き
ほ
ひ

、
壯 さ

か

ん
な
り
。
長 た

け

六
尺
三
寸
、
圍

ま
は
り

七
寸
二
足
あ
り
、
指
は

猬

毛

け
は
り
ね
づ
み
の
み
の
け

の
ご
と

く
、
尾
末

を
の
す
へ

は
、
角
の
ご
と
く

突
と
が
り
て

、
剌 は

り

あ
り
。
舌
は
獸

け
も
の

の
舌
の
ご
と
し
。
木
草
綱
目
に
、
千
歳
蝮

せ
ん
ざ
い
へ
び

と
い
ひ

て
、
四
脚

よ
つ
あ
し

の
も
の
有
と
い
へ
ど
も
、
二
足
の
蝮 へ

び

は
更
に
載 の

せ

ず
。
竒 き

と
い
ふ
べ
し
。 

 
 

 

＊ 

「
宝
曆
五
年
亥
」「
乙
亥

き
の
と
ゐ

」。
一
七
五
五
年
。
「
在
田
郡
湯
淺
」
和
歌
山
県
有
田
郡
湯
浅
町
。 

「
レ
ヲ
・
ア
ス
リ
カ
ヌ
ス
」
レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
の
誤
り
。
レ
オ
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
（L

eo
 A

frican
u

s 

一
四
八
三
年
？
～
一
五
五
五
年
？
）
の
名
前
で
知
ら
れ
る
、
本
名
を
ア
ル
＝
ハ
ッ
サ
ン
・
ブ
ン
・
ム
ハ
ン

マ
ド
・
ル
＝
ザ
イ
ヤ
ー
テ
ィ
ー
・
ア
ル
＝
フ
ァ
ー
ス
ィ
ー
・
ア
ル
＝
ワ
ッ
ザ
ー
ン
と
い
う
、
ア
ラ
ブ
の
旅

行
家
で
地
理
学
者
。「
レ
オ
」
は
ロ
ー
マ
教
皇
レ
オ
Ⅹ
世
か
ら
与
え
ら
れ
た
名
で
、「
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
」
は

ニ
ッ
ク
・
ネ
ー
ム
。 

「
ア
ン
ト
ラ
ン
テ
山
」
初
出
も
平
凡
社
「
選
集
」
も
「
ア
ト
ラ
ン
テ
」
と
す
る
の
で
誤
植
ら
し
い
。
こ
れ

https://www.google.com/search?q=Uropeltidae&sxsrf=ALeKk01s-CSovAZcRv8RDyhPf-y6ECC33g:1608170855753&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwiCk-Gk99PtAhW7wYsBHQmaCZ0Q_AUoAXoECAcQAw&biw=1920&bih=937
https://archive.org/details/naturalhistoryof00emer_1/page/302/mode/2up
https://archive.org/details/naturalhistoryof00emer_1/page/302/mode/2up
https://archive.org/details/naturalhistoryof00emer_1/page/302/mode/2up
https://reptile-database.reptarium.cz/species?genus=Rhinophis&species=saffragamus
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2562885/18
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/yuukyakujya.jpg
https://www.google.com/maps/place/%E5%92%8C%E6%AD%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E6%9C%89%E7%94%B0%E9%83%A1%E6%B9%AF%E6%B5%85%E7%94%BA/@34.031419,135.0389954,11z/data=!4m5!3m4!1s0x600744571ee90885:0x552d6ae007015ea1!8m2!3d34.0294274!4d135.1904792
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/291/25_291_325/_pdf/-char/ja


は
、「A

tlan
tes

」
で
現
在
の
ア
ト
ラ
ス
山
脈
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ア
フ
リ
カ
大
陸
北
西
部
の
マ
グ
リ
ブ
に

あ
る
褶
曲
山
脈
。
サ
ハ
ラ
砂
漠
と
地
中
海
・
大
西
洋
の
海
岸
部
と
を
劃
し
て
い
る
が
、
古
代
か
ら
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
に
知
ら
れ
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ア
ト
ラ
ス
の
郷
土
と
も
さ
れ
る
。 

「R
am

u
sio

, o
p
. cit., to

m
. i. fo

l. 9
4

」
先
の
「
海
豚
」
に
出
た
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
テ
ィ
ス
タ
・
ラ
ム
ー

ジ
オ
（G

io
v
an

n
i B

attista R
am

u
sio

  

一
四
八
五
年
～
一
五
五
七
年
）
の
「
航
海
と
旅
行
」
。 

「L
acro

ix
, ‛ S

cien
ce an

d
 L

iteratu
re o

f th
e M

id
d
le A

g
es,L̓

o
n
d
o
n
, N

. D
., p

. 2
2

1
. 

有
圖
」「
鶺
鴒
」
で
注

し
た
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
で
複
数
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
た
作
家
ポ
ー
ル
・
ラ
ク
ロ
ワ
（P

au
l L

acro
ix 

一

八
〇
六
年
～
一
八
八
四
年
）
が
書
い
た
「
中
世
の
科
学
と
文
芸
」。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
、
原

本
の
ド
ラ
ゴ
ン
三
体
の
挿
絵
と
と
も
に
見
ら
れ
る
。
画
像
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
「F

ig
. 1

6
2

. —
 D

rag
o
n
s. —

 

A
fter M

in
iatu

res in
 th

e "B
o
o
k
 o

f th
e M

arv
els o

f th
e W

o
rld

. "—
 M

an
u

scrip
t o

f th
e F

o
u
rteen

th
 

C
en

tu
ry. —

 N
atio

n
al L

ib
rary, P

aris.

」
と
あ
る
。 

「
龍
の
歩
行
頗
る
迂
鈍
に
し
て
、
大
雨
の
時
谷
に
落
て
多
く
死
す
と
、
何
か
中
古
の
欧
州
書
で
見
た
る

も
、
今
其
名
を
記
せ
ず
」
如
何
に
も
し
ょ
ぼ
く
ら
し
い
ド
ラ
ゴ
ン
の
話
、
原
拠
が
知
り
た
い
。 

「T
o
zer, ‛ R

esearch
es in

 th
e H

ig
h
lan

d
s o

f T
u
rk

ey, ̓v
o
l. ii.p

. 2
9
3
 seq

q
., 1

8
6
9

」
イ
ギ
リ
ス
人
作
家
で
古

代
地
理
学
者
で
も
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ァ
ン
シ
ョ
ー
・
ト
ー
ザ
ー
（H

en
ry

 F
an

sh
aw

e T
o
zer 

一
八
二

九
年
～
一
九
一
六
年) 

の
作
品
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
の
原
本
の
右
手
。
熊
楠
の
言
う
「
ド
ラ

コ
ス
」（D

rak
o
s

）
が
語
ら
れ
て
あ
る
。 

「
攷
合
す
べ
し
」「
か
ん
が
へ
あ
は
す
べ
し
」。 

 

さ
て
も
、
こ
こ
ま
で
注
し
て
き
た
の
で
、
何
と
な
く
、
心
残
り
な
資
料
が
あ
る
の
で
、
熊
楠
で
は
な
い

が
、
幾
つ
か
追
加
し
て
お
く
。
一
つ
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
最
古
の
ツ
チ
ノ
コ
の
絵
入
記

載
と
さ
れ
て
、
先
の
ウ
ィ
キ
の
引
用
に
も
出
た
、
江
戸
末
期
に
信
濃
国
佐
久
郡
臼
田
町
の
神
官
井
出
道
貞

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
信
濃
地
誌
「
信
濃
奇
勝
録
」（
本
書
は
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
の
脱
稿
で
あ
る

が
、
版
行
は
さ
れ
ず
、
稿
本
と
し
て
残
さ
れ
、
約
半
世
紀
後
の
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
彼
の
孫
に

当
た
る
井
出
通
に
よ
っ
て
初
め
て
出
版
さ
れ
た
）
の
巻
之
一
の
「
野
槌
」
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
明
治
二
十
年
四
月
の
刊
本
の
当
該
部
の
画
像
を
視
認
し
て
電
子
化
す
る
。
小
さ

な
挿
絵
も
添
え
る
。
こ
れ
は
初
出
記
事
と
し
て
特
異
的
に
そ
の
ま
ま
で
示
す
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 
 

 

野 の 

槌 つ
ち 

 

漢
名
千
歳
蝮 

馬
篭

ま

こ

め

よ
り
妻 つ

ま

篭 ご

の
間
に
一
石
峠

い
ち
こ
く
た
ふ
げ

と
て
わ
つ
か
の
嶺
あ
り
此
山
中
に
㙒
槌
と
云
ふ
物
あ
り
八
月
の
頃 こ

ろ

た
ま
た

ま
出
る
と
い
へ
と
も
稀 ま

れ

に
し
て
見
る
の
み
少
し
形

か
た
ち

蛇 へ
び

の
如
く
中
太 ふ

と

ら
か
に
し
て
大
小
あ
り
大
な
る
は
長
一

尺
二
三
寸
太
さ
一
尺
𢌞 ま

は

り
行
る
も
蛇
の
こ
と
し
岨 そ

は

坂
を
橫
き
る
と
き
は
轉 ま

ろ

ひ
落
て
行
事
な
ら
す
敢 あ

へ

て
害 が

い

を

な
す
事
な
し
と
い
へ
り
三
才
図
會

つ

ゑ

に
吉
野
の
奥
に
此
物
あ
る
事
を
し
る
す
此
説
に
異 こ

と

な
り 

 
 

 

＊ 

「
一
石
峠
」
は
現
在
の
長
野
県
木
曽
郡
南
木
曽
町
吾
妻
に
あ
る
、
一
石
栃
白
木
改
番
所
（
い
ち
こ
く
と
ち 

し
ら
き
あ
ら
た
め
ば
ん
し
ょ
）
跡
附
近
か
ら
同
住
所
の
一
石
栃
立
場
茶
屋
の
間
辺
り
（
グ
ー
グ
ル
・
マ

ッ
プ
・
デ
ー
タ
航
空
写
真
）
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
図
は
ま
さ
に
ツ
チ
ノ
コ
の
正
統
的
そ
れ
で
あ
る
。 

 

次
に
、
江
戸
後
期
の
医
者
で
紀
行
家
で
あ
っ
た
橘

南

谿

た
ち
ば
な
な
ん
け
い

（
宝
暦
（
一
七
五
三
）
年
～
文
化
二
（
一
八

〇
五
）
年
）
の
紀
行
記
「
西
遊
記
」（
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
初
版
刊
行
後
、
三
年
後
に
は
続
篇
も
書

https://archive.org/details/acs1587.0001.001.umich.edu/page/220/mode/2up
https://archive.org/details/acs1587.0001.001.umich.edu/page/220/mode/2up
https://archive.org/details/acs1587.0001.001.umich.edu/page/220/mode/2up
https://archive.org/details/researchesinhigh02toze/page/292/mode/2up
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/765064/14
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/765064/14
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/765064/14
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/765064/14
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/noduti.jpg
https://www.google.co.jp/maps/place/%E4%B8%80%E7%9F%B3%E6%A0%83%E7%AB%8B%E5%A0%B4%E8%8C%B6%E5%B1%8B/@35.552543,137.5854698,1530m/data=!3m1!1e3!4m8!1m2!2m1!1z6aas57Gg44CA5aa757Gg55uu!3m4!1s0x0:0x85687d9216a447df!8m2!3d35.5579057!4d137.5880674?hl=ja
https://www.google.co.jp/maps/place/%E4%B8%80%E7%9F%B3%E6%A0%83%E7%AB%8B%E5%A0%B4%E8%8C%B6%E5%B1%8B/@35.552543,137.5854698,1530m/data=!3m1!1e3!4m8!1m2!2m1!1z6aas57Gg44CA5aa757Gg55uu!3m4!1s0x0:0x85687d9216a447df!8m2!3d35.5579057!4d137.5880674?hl=ja


い
て
い
る
。「
東
遊
記
」
と
合
わ
せ
て
、
優
れ
た
奇
事
異
聞
集
と
な
っ
て
い
る
）
の
、
巻
之
一
に
続
け
て

出
る
怪
蛇
譚
で
、
前
者
は
呼
称
か
ら
見
て
も
野
槌
で
あ
る
。
後
者
は
野
槌
と
は
無
縁
だ
が
、
併
せ
て
引
い

て
お
く
。
以
下
に
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
原
本
（P

D
F

・
第
一
巻
）
を

視
認
（7

・8
コ
マ
目
）
し
て
示
す
。
読
み
は
一
部
を
除
き
、
除
去
し
、
記
号
を
追
加
し
、
段
落
を
成
形
し

た
。
踊
り
字
「
〱
」
は
正
字
化
し
た
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 
 

 

榎
木
の
大
虵

だ
い
じ
や 

 

肥
後
國
求
麻
郡

く

ま

ご
ほ

り

の
御
城
下
、
五
日

い

つ

か

町 ま
ち

と
い
へ
る
所
に
、
知
足
軒
と
い
ふ
小
菴
あ
り
。
其
庵
の
裏
は
、
す

な
は
ち
、
求
麻
川
な
り
。
其
川
端
に
大
な
る
榎
木
あ
り
。
地
よ
り
、
上
、
三
、
四
間
程
の
所
、
二
ま
た
に

成
り
た
る
に
、
其
ま
た
の
間
う
つ
ろ
に
成
り
ゐ
て
、
其
中
に
年
久
敷
、
大
虵
、
す
め
り
。 

 

時
に
、
此
榎
木
の
ま
た
に
出
る
を
、
城
下
の
人
〻
は
、
多
く
、
見
及
べ
り
。 

「
顔
を
見
合
す
れ
ば
、
病
む
事
あ
る
。」 

と
て
、
此
木
の
下
を
通
る
も
の
は
、
頭

か
し
ら

を
た
れ
て
通
る
。
常
の
事
な
り
。 

 

ふ
と
さ
、
弐
、
三
尺
ま
は
り
に
て
、
惣
身
、
色
白
く
、
長
さ
は
纔

わ
づ
か

に
三
尺
餘 よ

な
り
。
た
と
へ
ば
、
犬
の

足
の
な
き
が
ご
と
く
、
又
、
芋
虫
に
よ
く
似
た
り
、
と
い
ふ
。 

 

所
の
者
、
是
を
「
壹
寸
坊
虵

ば
う
へ
び

」
と
云
。
昔
よ
り
人
を
害
す
る
事
は
な
し
と
也
。

予

も
每
度
、
其
榎
木
の

下
に
い
た
り
、
う
ゞ
ひ
見
し
か
ど
、
折
あ
し
く
て
や
、
つ
い
に
、
見
ざ
り
き
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 
 

 

猪 い

の
狩
倉

か

ぐ

ら

の
大
虵 

 

是
も
予
が
遊
び
し
前
年
の
事
な
り
し
。
求
麻
の
城
下
よ
り
六
里
ば
か
り
離
れ
て
、「
猪
の
狩
倉
」
と
い

ふ
所
あ
り
。
此
所
の
百
性
、
弐
人
、
山
深
く
木
こ
り
に
入
り
し
に
、
其
ふ
と
さ
、
四
斗 と

桶 お
け

ば
か
り
に
て
、

長
さ
、
八
、
九
尺
ば
か
り
な
る
大
蛇
、
草
の
し
げ
れ
る
間
よ
り
、 

「
さ
は
」 

と
出
て
、
追 お

い

來
る
。 

 

の
が
れ
得
べ
う
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
弐
人
と
も
、
取
て
か
へ
し
、
木
こ
る
那
刀

な

た

も
て
、
命
を
か
ぎ
り
に

働
は
た
ら
き

し
に
、
つ
ゐ
に
、
大
虵
を
打
殺
し
ぬ
。 

 

こ
の
事
、

予

が
求
麻

く

ま

に
い
た
り
し
頃
、
い
ま
だ
半
年
斗
の
後
な
れ
ば
、 

「
右
の
打
殺
せ
し
所
に
、
い
ま
だ
、
骨
は
朽 く

ち

殘
り
、
其
時
の

俤
お
も
か
げ

を
も
見
つ
べ
け
れ
ば
、
い
ざ
や
。
行
て

見
ん
。」 

と
、
求
麻
の
本
艸
者
右
田
助
右
衛
門
、
誘
ひ
し
か
ど
、
も
は
や
、
蚺
蛇
膽

ぜ
ん
じ
や
た
ん

は
腐
り
ぬ
べ
し
、
骨
の
み
見
る

事
も
、
益
な
し
。 

「
是
ば
か
り
の
大
さ
の
蚺
虵
は
、
此
邊
に
て
は
、
め
づ
ら
し
か
ら
ず
。」 

と
て
、
等
閑

な
を
ざ
り

に
打
過
し
ぬ
。 

 

此
蛇
も
榎
木
の
虵
と
同
種
類
な
る
べ
し
。
か
く
短
く
太
き
蛇
も
あ
る
も
の
に
や
。 

 

蚺
虵
膽
、
蚺
虵
骨
、
皆
、
醫
家

い

か

の
珍
重
す
る
竒
藥
な
り
。

予

い
ま
だ
是
ま
で
に
其
眞
物

し
ん
ぶ
つ

を
見
る
事
を
だ

も
得
ざ
れ
ば
、
膽
・
骨
と
も
に
得
た
く
て
、
右
田
を
も
、
す
ゝ
め
し
な
り
。
今
に
て
お
も
へ
ば
、
独
り
に

て
も
行
て
見
る
べ
き
事
を
、
彼
地
の
人
〻
の
、
と
か
く
め
づ
ら
し
が
ら
ざ
る
に
て
、
そ
れ
に
聞
な
れ
て
、

予

も
あ
ま
り
珍
竒
の
事
に
も
思
ひ
取
ら
で
等
閑

な
を
ざ
り

に
打
過
せ
し
な
り
。
か
へ
す
が
へ
す
も
残
り
多
き
事
な
り

https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/ru03/ru03_00322/ru03_00322_0001/ru03_00322_0001.pdf


ぬ
。 
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所
持
す
る
岩
波
の
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
版
で
は
、
最
初
の
話
は
「
求
麻
郡
相
良
壹
岐
守
御
城
下
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
熊
本
県
人
吉
市
麓
町
に
あ
る
人
吉
城
の
こ
と
で
、「
五
日
町
」
は
こ
こ
で
、
文

字
通
り
、
城
の
南
西
で
球
磨
川
を
挟
ん
だ
対
岸
で
あ
る
。
岩
波
の
宗
政
五
十
緒

い

そ

お

氏
の
脚
注
に
よ
れ
ば
、
南

谿
が
来
訪
し
た
の
は
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
二
月
上
旬
で
、
凡
そ
五
十
日
滞
在
し
て
い
る
。「
壹
寸
坊

蛇
」（
現
代
仮
名
遣
「
い
っ
す
ん
ぼ
う
へ
び
」）
に
宗
政
氏
は
注
し
て
、
ま
さ
に
こ
れ
を
「
野 の

槌 づ
ち

蛇 へ
び

」
と
さ

れ
た
上
、『
深
山
の
木
の
洞
に
居
り
、
大
き
い
も
の
は
直
径
五
寸
（
一
五
セ
ン
チ
）
長
さ
三
尺
（
九
〇
セ

ン
チ
）
に
及
ぶ
。
頭
と
尾
と
が
均
等
で
、
尾
が
尖
ら
ず
、
槌
の
柄
の
な
い
の
に
似
て
い
る
の
で
、
俗
に
野

槌
と
呼
ぶ
。
大
和
吉
野
の
山
中
、
菜
摘
川
清
明
の
滝
の
あ
た
り
で
往
々
見
ら
れ
る
。
口
は
大
き
く
、
人
の

脚
を
か
む
。
坂
よ
り
走
り
下
る
の
は
は
な
は
だ
速
く
、
人
を
追
う
。
し
か
し
、
登
り
行
く
の
は
極
め
て
遅

い
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
に
出
逢
う
と
急
に
高
い
処
に
登
る
と
よ
い
。
追
い
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
（
和
漢
三

才
図
会
四
十
五
・
野
槌
蛇
）。
つ
ち
の
こ
』
と
バ
ッ
チ
リ
特
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
話
目
の
「
猪

の
狩
倉
」
は
熊
本
県
球
磨
郡
湯
前
町
（
ゆ
の
ま
え
ま
ち
）
で
、
宮
崎
県
と
の
県
境
に
近
く
、
字 あ

ざ

で

猪
鹿
倉
山

い
の
か
く
ら
や
ま

が
地
名
に
あ
る
。
こ
の
付
近
が
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
（
国
土
地
理
院
図
）。「
那
刀

な

た

」
鉈
。「
蚺
虵

膽
」
宗
政
氏
の
注
を
引
く
。『
蚺ぜ

ん

は
蚦 ぜ

ん

の
俗
字
。
蚦
蛇
は
、
に
し
き
へ
び
。
そ
の
胆
は
薬
用
に
供
さ
れ
、

よ
く
痛
み
を
止
め
る
と
い
う
。
に
が
み
の
中
に
甘
昧
が
あ
り
小
毒
が
あ
る
。
形
状
は
鴨
の
卵
ぐ
ら
い
の
大

き
さ
』
で
、
月
の
『
上
旬
に
は
頭
に
近
く
、
中
旬
に
は
心
臓
に
近
く
、
下
旬
に
は
尾
の
近
く
に
在
る
』

（
こ
れ
は
本
草
で
し
ば
し
ば
各
種
の
動
物
の
胆
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
体
内
移
動
で
あ
る
）。『
小
児
の
五
疳 か

ん

八
癇 か

ん

を
治
し
、
目
を
明
ら
か
に
す
る
（
和
漢
三
才
図
会
四
十
五
。
蚺
蛇
）』
と
あ
る
。
私
の
「
和
漢
三
才

圖
會 

卷
第
四
十
五 

龍
蛇
部 

龍
類 

蛇
類
」
の
「
※
１
蛇
（
う
は
ば
み
）」（
※
１
＝
「
虫
」
＋

「
冉
」。
作
成
が
十
二
年
前
で
当
時
は
「
蚺
」
が
表
記
出
来
な
か
っ
た
）
を
見
ら
れ
た
い
。 

  

さ
て
、
最
後
と
な
っ
た
。 

  

凡
そ
、
野
槌
は
、
ど
の
記
載
を
見
て
も
、
一
貫
し
て
本
邦
独
自
の
妖
蛇
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

果
し
て
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
無
条
件
に
受
け
取
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
、

私
は
若
干
の
躊
躇
を
感
ず
る
。
そ
れ
は
、
記
紀
神
話
に
出
る
か
ら
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
が
現
在
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
、
ず
ん
ぐ
り
む
っ
く
り
の
蛇
（
或
い
は
蛇
形
）
と
な
っ
た
の
は
、
か
な
り
近
世
も
終
わ
り
に
な
っ

て
か
ら
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
本
邦
生
ま
れ
の
妖
怪
「
口
だ
け
」
み
た
よ
う
な
妖
獣

は
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
、
本
草
研
究
が
進
む
う
ち
に
、
強
力
な
圧
を
以
っ
て
中
国
の
伝
奇
・
志
怪

小
説
及
び
本
草
書
が
流
入
し
た
中
で
、
そ
こ
に
は
中
国
伝
来
の
怪
蛇
の
要
素
が
色
濃
く
浸
潤
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
が
嘗
て
「
和
漢
三
才
圖
會 

卷
第
四
十
五 

龍
蛇
部 

龍
類 

蛇
類
」
を
手
掛
け
た
際
の
強
い
感
想
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
こ
の
ト
リ
に
は
御
大
荒
俣
宏

氏
に
登
場
を
願
う
こ
と
と
す
る
。
以
下
は
荒
俣
氏
の
「
世
界
大
博
物
図
鑑
３ 

両
生
・
爬
虫
類
」（
平
凡

社
一
九
九
〇
年
刊
）
の
「
毒
ヘ
ビ
」
項
の
「
千
歳
蝮
」
の
条
で
あ
る
（
ピ
リ
オ
ド
・
コ
ン
マ
は
句
読
点
に

代
え
た
）。
既
に
述
べ
た
こ
と
と
、
か
な
り
ダ
ブ
る
が
、
カ
ッ
ト
せ
ず
に
引
く
。
後
付
け
の
読
み
は
ル
ビ

化
し
た
。 

https://www.google.com/maps/place/%E4%BA%BA%E5%90%89%E5%9F%8E/@32.1905579,130.7184737,13z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x353f7187b1202ffd:0xcea45879742d5612!2z54aK5pys55yM5Lq65ZCJ5biC!3b1!8m2!3d32.2167672!4d130.739758!3m4!1s0x353f7197f61ddf19:0x43ba754644bae4d!8m2!3d32.2110718!4d130.7665354
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92868-0035+%E7%86%8A%E6%9C%AC%E7%9C%8C%E4%BA%BA%E5%90%89%E5%B8%82%E4%BA%94%E6%97%A5%E7%94%BA/@32.2142984,130.7625196,15.25z/data=!4m5!3m4!1s0x353f71a25e864143:0x57057b0bfbc5fe68!8m2!3d32.2140952!4d130.7636823
https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/熊本県球磨郡湯前（ゆのまえ）町
https://maps.gsi.go.jp/#15/32.268864/131.014152/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
http://yab.o.oo7.jp/wakan45.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan45.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan45.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan45.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan45.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan45.html
zvn04
ノート
「甘味」の誤り。



 
 

 

《
引
用
開
始
》 

【
千
歳
蝮
】《
本
草
綱
目
》
に
、
千
歳
蝮
と
い
う
名
で
、
毒
を
も
つ
爬
虫
類
を
思
わ
せ
る
生
物
が
記
載
さ

れ
る
。
蝮
に
似
て
短
く
、

4

本
の
あ
し
が
あ
り
、
跳
ね
て
人
を
咬
む
。
咬
ん
だ
後
、
た
ち
ま
ち
木
に
跳

ね
あ
が
る
が
、
こ
の
と
き
〈
斫
木

チ
ユ
オ
ム

、
斫
木

チ
ユ
オ
ム

〉［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
よ
り
正
確
に
音
写
す
る
な
ら
「
ヂ
ゥ
オ

ム
ゥ
ー
」。］
と
鳴
く
も
の
な
ら
ま
ず
助
か
ら
な
い
が
、〈
博
叔

ポ

シ

ユ

、
博
叔

ポ

シ

ユ

〉［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
よ
り
正
確
に

音
写
す
る
な
ら
「
ポ
ォ
ー
シ
ゥ
ー
」。］
と
鳴
く
も
の
な
ら
手
当
て
し
だ
い
で
助
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
し
敏
速
に
処
置
し
な
け
れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い
。《
字
林
》
に
は
、
ト
カ
ゲ
形
の
睩
聴

ろ
く
ち
ょ
う

が
魏
興
（
陝
西

省
）
に
出
る
と
あ
る
。
こ
の
動
物
は
人
を
咬
ん
だ
後
、
樹
上
で
頭
を
垂
れ
、
咬
ま
れ
た
人
が
痛
み
に
叫
ぶ

声
を
聞
い
て
か
ら
立
ち
去
る
と
い
う
。
お
そ
ら
く
千
歳
蝮
と
同
じ
動
物
を
指
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
北
米
産
の
毒
ト
カ
ゲ
で
は
あ
り
え
な
い
。
木
村
重
、
上
野
益
三
両
氏
の
考
定
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
ハ
ブ

の
一
種
の
風
聞
が
伝
わ
っ
た
も
の
ら
し
い
。 

 

ち
な
み
に
《
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
》
で
は
、
千
歳
蝮
が
何
を
指
す
か
不
明
だ
が
、
信
州
戸
隠
山
中
に
同

様
の
動
物
が
い
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
山
中
の
神
社
の
奥
に
大
き
な
松
の
木
が
あ
る
が
、

6

月
ご
ろ
に
な

る
と

4

尺
ほ
ど
の
ト
カ
ゲ
に
似
た
ヘ
ビ
が
あ
ら
わ
れ
る
。
土
地
の
人
は
ヤ
マ
カ
ガ
シ
と
よ
ん
で
い
る
。

人
の
声
が
す
る
と
、
後
ろ
の2

本
あ
し
で
立
っ
て
、
人
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
。 

 

ま
た
日
本
に
も
千
歳
蝮
が
い
た
と
す
る
記
録
が
あ
る
。《
和
漢
三
才
図
会
》
の
一
文
だ
が
、
同
時
に
ツ

チ
ノ
コ
の
原
型
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
〈
野
槌
蛇
〉
は
深
山
の
木
の
穴
の
な
か
に
い
て
、
大
き
い

も
の
は
直
径

5

寸
、
長
さ
３
尺
。
頭
、
尾
は
均
等
で
尾
は
と
が
っ
て
い
な
い
の
で
、
柄
の
な
い
槌 つ

ち

に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
名
が
つ
い
た
。
大
和
の
吉
野
山
中
で
み
か
け
ら
れ
る
。
口
は
大
き
く
人
の
足
に
咬
み
つ

き
、
坂
を
走
り
下
っ
て
、
た
い
へ
ん
速
く
人
を
追
い
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
の
ぼ
り
は
不
得
意

な
の
で
、
こ
の
ヘ
ビ
に
会
っ
た
と
き
は
高
い
ほ
う
へ
逃
げ
れ
ば
よ
い
と
い
う
。
同
書
で
は
、
こ
の
ヘ
ビ
を

斫
木
蛇
の
な
か
ま
だ
ろ
う
か
、
と
述
べ
て
い
る
。
斫
木
蛇
は
千
歳
蝮
の
別
名
で
、《
本
草
綱
目
》
に
よ
れ

ば
、
毒
ト
カ
ゲ
と
も
毒
ヘ
ビ
と
も
つ
か
ぬ
動
物
で
あ
り
、
そ
の
形
は
杵 き

ね

の
形
を
し
て
い
る
と
い
う
。
だ
と

す
れ
ば
、
ツ
チ
ノ
コ
の
故
郷
は
中
国
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。《
桃
洞
遺
筆
》
で
は
、
斫
木
蛇
は
全
身

が
マ
ム
シ
に
似
て
、
毒
が
強
く
、
長
さ
は

2

尺
余
り
と
、
や
や
小
型
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
千
歳

蝮
よ
り
も
、《
嶺
南
雑
記
》
に
あ
る
冬
瓜
蛇
と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
も
述
べ
る
。
そ
れ
は
厦
門

ア

モ

イ

で

と
れ
る
ヘ
ビ
で
柱
の
よ
う
な
形
状
、
長
さ

2

尺
、
跳
躍
し
人
を
刺
し
、
と
き
ど
き
声
を
だ
す
も
の
で
あ

る
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
野
槌
蛇
は
信
州
に
も
い
る
ら
し
い
。《
信
濃
奇
勝
録
》
に
よ
れ
ば
、
馬
籠
と
妻

籠
の
あ
い
だ
の
一
石
峠
に

8

月
ご
ろ
た
ま
に
で
る
。
坂
を
横
切
る
と
き
に
、
転
が
っ
て
し
ま
っ
て
前
に

進
め
な
い
な
ど
、
い
さ
さ
か
間
抜
け
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
だ
し
、
人
に
害
を
加
え
る
こ
と
は
な
い
ら
し

い
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

以
下
、
少
し
以
上
の
荒
俣
氏
の
解
説
に
注
を
附
し
て
お
く
。 

・「
本
草
綱
目
」
の
「
千
歳
蝮
」
は
巻
四
十
三
の
「
鱗
之
二 

蛇
類
」
の
「
蝮
蛇
」（
マ
ム
シ
）
の
附
録
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

＊ 

［
附
錄
］
千
歲
蝮
【
頌
曰
、
東
間
、
一
種
千
歲
蝮
。
狀
如
蝮
而
短
。
有
四
脚
、
能
跳
來
囓
人
。
人
或
中
之

必
死
。
其
囓
已
卽
跳
上
木
、
作
聲
云
斫
木
斫
木
者
、
不
可
救
也
。
若
云
博
叔
博
叔
者
、
猶
可
急
治
之
。
用



細
辛
雄
黃
等
分
爲
末
、
内
瘡
中
。
日
三
四
易
之
。
又
以
栝
樓
根
桂
末
著
管
中
、
密
塞
勿
令
走
氣
。
佩
之
、

中
毒
急
敷
之
。
緩
卽
不
救
。
時
珍
曰
、
按
字
林
云
、
䎼
聽
、
形
如
蜥
蝪
。
出
魏
興
。
居
樹
上
見
人
、
則
跳

來
囓
。
之
囓
已
還
樹
垂
頭
聴
聞
哭
聲
、
乃
去
卽
此
也
。
其
狀
頭
尾
一
般
、
大
如
搗
衣
杵
。
俗
名
合
木
蛇
。

長
一
二
尺
、
談
埜
翁
方
、
名
斫
木
蛇
。
又
名
望
板
歸
。
救
之
用
嫩
黃
荆
葉
、
搗
爛
敷
之
。】［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
以
下
は
そ
の
「
膽
」・「
肉
」
の
処
方
・
功
能
で
あ
る
が
、
略
す
。］ 

 
 

 

＊ 

［
附
錄
］
千
歲
蝮

せ
ん
ざ
い
ふ
く

【
頌

し
や
う

曰
は
く
、
東
の
間
に
、
一
種
、
千
歲
蝮
あ
り
。
狀

か
た
ち

、
蝮

ま
む
し

の
ご
と
く
し
て
、
短

し
。
四
脚
、
有
り
、
能
く
跳
び
來
り
て
、
人
を
囓 か

む
。
人
、
或
い
は
之
れ
に
中 あ

た

れ
ば
、
必
ず
死
す
。
其

れ
、
囓
み
已 や

み
て
、
卽
ち
、
木
に
跳
り
上
り
て
、
聲
を
作 な

し
て
、『
斫
木

し
や
く
ぼ
く

、
斫
木
』
と
云
ふ
は
、
救
ふ
べ

か
ら
ざ
る
な
り
。
若 も

し
、『
博
叔
、
博
叔
』
と
云
ふ
は
、
猶
ほ
、
急
ぎ
、
之
れ
を
治
す
べ
し
。
細
辛
・
雄

黃
を
用
ひ
て
、
等
分
、
末 ま

つ

と
爲 な

し
、
瘡
中
に
内 い

る
。
日
に
日
に
、
三
、
四
、
之
れ
を
易 か

ふ
。
又
、

栝
樓
根

か
つ
ら
う
こ
ん

・
桂
末
を
以
つ
て
管
中
に
著 つ

け
、
密
塞
し
て
、
氣
を
走
ら
せ
し
む
こ
と
勿 な

か

れ
。
之
れ
を
佩 お

び
、
毒

に
中
る
と
き
は
、
急
ぎ
、
之
れ
を
敷 つ

く
。
緩 ゆ

る

き
と
き
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
症
状
の
回
復
が
遅
い
時

は
。］
、
卽
ち
、
救
へ
ず
。
時
珍
曰
は
く
、
按
ず
る
に
、「
字
林
」
に
云
は
く
、『
䎼
聽

ろ
く
ち
や
う

、
形
、
蜥
蝪

と

か

げ

の
ご
と

し
。
魏 ぎ

興 こ
う

に
出
づ
。
樹
上
に
居 き

よ

し
、
人
を
見
る
と
き
は
、
則
ち
、
跳
り
來
り
て
、
之
を
囓
む
。
囓
み
已
み

て
、
樹
に
還
へ
り
て
、
頭

か
う
べ

を
垂
れ
、
哭
聲
を
聴
聞
し
、
乃

す
な
は

ち
、
去
る
、
卽
ち
、
此
れ
な
り
。
其
の
狀
、

頭
・
尾
は
一
般
に
し
て
、
大
い
さ
、
衣
を
搗 つ

く
杵
の
ご
と
し
。
俗
、「
合
木
蛇
」
と
名
づ
く
。
長
さ
、

一
、
二
尺
、
談
埜
翁

だ

ん

や
わ

う

が
方 は

う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
医
書
「
談
野
翁
試
驗
方
」
な
る
書
は
本
書
に
よ
く
見
か
け

る
。］
に
、
「
斫
木
蛇
」
と
名
づ
く
。
又
、「
望
板
歸
」
と
名
づ
く
。
之
れ
を
救
ふ
に
、
嫩
黃

さ
い
わ
う

・
荆
葉
を
用

ひ
、
搗
き
爛 た

だ

ら
し
て
、
之
れ
を
敷 つ

く
。】 

 
 

 

＊ 

漢
方
生
薬
は
労
多
く
し
て
益
が
な
い
の
で
注
さ
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。 

・「
魏
興
」
は
三
国
時
代
か
ら
隋
初
に
か
け
て
現
在
の
陝
西
省
安
康
市
と
湖
北
省
十
堰
市
に
跨
る
地
域
に

設
置
さ
れ
た
広
域
地
名
。
こ
の
中
央
部
。 

・「
字
林
」
晋
の
呂
忱

り
ょ
し
ん

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
部
首
別
漢
字
字
書
。「
隋
書
」
の
「
経
籍
志
」
に
よ
れ
ば
、

全
七
巻
と
さ
れ
、
凡
そ
一
万
二
千
八
百
二
十
四
字
を
収
め
、「
説
文
解
字
」
と
同
じ
五
百
四
十
の
部
首
を

設
け
た
が
、
佚
書
で
、
現
在
は
他
書
に
引
用
さ
れ
た
佚
文
の
み
が
残
る
。 

・「
ト
カ
ゲ
形
の
睩
聴
」
諸
本
、
人
を
囓
む
毒
虫
と
す
る
が
、
具
体
な
形
態
は
未
詳
。
但
し
、
こ
こ
で
荒

俣
氏
の
記
す
、
木
か
ら
ぶ
ら
下
が
っ
て
獲
物
に
咬
み
つ
く
と
い
う
の
は
、
荒
俣
氏
の
言
う
通
り
、
ハ
ブ
（
ク

サ
リ
ヘ
ビ
科
ハ
ブ
属 

P
ro

to
b
o
th

ro
p
s 

及
び
ハ
ブ 

P
ro

to
b
o
th

ro
p
s fla

vo
virid

is 

。
日
本
の
南
西
諸
島
の
固

有
種
）
が
吻
上
部
に
あ
る
赤
外
線
感
知
器
官
ピ
ッ
ト
（p

it

）
器
官
で
以
っ
て
、
木
の
下
を
通
る
獲
物
を
感
知

し
、
確
実
に
咬
み
打
つ
の
と
、
酷
似
し
て
い
る
。 

・「
北
米
産
の
毒
ト
カ
ゲ
」
と
は
有
鱗
目
ト
カ
ゲ
亜
目
オ
オ
ト
カ
ゲ
下
目
ド
ク
ト
カ
ゲ
科
ド
ク
ト
カ
ゲ
属

ア
メ
リ
カ
ド
ク
ト
カ
ゲ 

H
elo

d
erm

a
 su

sp
ectu

m
 

の
こ
と
。 

・「
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
」
江
戸
中
・
後
期
の
医
師
で
本
草
家
の
小
野
蘭
山
（
享
保
一
四
（
一
七
二
九
）

年
～
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
：
松
岡
恕
庵
に
学
び
、
京
に
私
塾
衆
芳
軒
を
開
い
た
。
後
、
幕
府
医
官
と

な
り
、
江
戸
の
医
学
館
で
教
授
し
た
。
広
く
植
物
採
集
と
研
究
を
重
ね
、
本
邦
の
本
草
学
を
集
大
成
し
た

人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
）
の
死
後
、
弟
子
が
編
集
し
た
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
刊
の
本
草
書
。
「
本
草

https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B9%96%E5%8C%97%E7%9C%81+%E5%8D%81%E5%A0%B0%E5%B8%82/@32.4514285,109.3618491,9z/data=!4m5!3m4!1s0x367e770865b75417:0x8ec23e70d62fa3f1!8m2!3d32.629398!4d110.798266
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B9%96%E5%8C%97%E7%9C%81+%E5%8D%81%E5%A0%B0%E5%B8%82/@32.4514285,109.3618491,9z/data=!4m5!3m4!1s0x367e770865b75417:0x8ec23e70d62fa3f1!8m2!3d32.629398!4d110.798266
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B9%96%E5%8C%97%E7%9C%81+%E5%8D%81%E5%A0%B0%E5%B8%82/@32.4514285,109.3618491,9z/data=!4m5!3m4!1s0x367e770865b75417:0x8ec23e70d62fa3f1!8m2!3d32.629398!4d110.798266


綱
目
」
を
考
証
す
る
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
貝
原
益
軒
の
「
大
和
本
草
」（
リ
ン
ク
先
は
私
の
同
書
の
水

族
の
部
の
全
電
子
化
注
）
等
の
誤
り
を
指
弾
す
る
こ
と
が
一
つ
の
動
機
で
も
あ
っ
た
。
当
該
部
を
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
を
視
認
し
て
示
す
。
言
わ
ず
も
が
な
、「
本
草
綱
目
」
に
則

り
、
巻
三
十
九
の
「
鱗
部
」
の
「
鱗
之
二
」
の
「
蝮
蛇
」
の
「
附
錄
」
で
あ
る
。
カ
タ
カ
ナ
を
概
ね
、
ひ

ら
が
な
に
代
え
、
句
読
点
を
打
っ
た
。 

 
 

 

＊ 

〔
附
錄
〕
千
歳
蝮 

詳
な
ら
ず
、
信
州
戸
隠
山
は
髙
く
し
て
、
雪
深
く
、
六
月
に
非
れ
ば
、
登
る
べ
か
ら

ら
ず
と
云
。
其
神
社
よ
り
奥
に
三
十
餘
抱
の
珍
し
き
大
松
あ
れ
ど
も
、
六
月
比
は
、
ヤ
マ
カ
ガ
ヾ
シ
と
呼

毒
蛇
あ
り
て
、
人
を
害
す
る
を
畏
れ
て
、
登
り
見
る
人
聲
を
聞
は
、
後
足
の
み
に
し
て
立
て
、
人
の
来
る

を
待
、
若
、
螫
る
れ
ば
、
毒
、
猛
け
れ
ど
も
、
蝮
蛇
よ
り
は
輕
し
と
云
。
此
類
な
る
べ
し
。 

 
 

 

＊ 

と
、
概
ね
正
し
い
も
の
の
、
如
何
に
も
、
し
ょ
ぼ
い
記
載
で
、
殆
ん
ど
ヤ
マ
カ
ガ
シ
そ
の
も
の
の
記
載
と

考
え
て
よ
い
。
後
ろ
足
で
立
つ
と
い
う
の
は
、
蜷
局
を
巻
い
た
状
態
か
ら
警
告
の
た
め
に
鎌
首
を
伸
ば
し
上

げ
た
姿
勢
か
ら
、
伸
び
上
が
っ
て
攻
撃
に
移
る
際
の
印
象
を
誤
認
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
私
は
考
え
る
。 

・「
桃
洞
遺
筆
」
江
戸
中
・
後
期
の
紀
伊
和
歌
山
出
身
の
医
師
・
本
草
家
の
小 お

原 は
ら

桃 と
う

洞 ど
う

（
延
享
三
（
一
七

四
六
）
年
～
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
：
本
名
は
良 よ

し

貴 た
か

。
医
学
を
吉
益

よ
し
ま
す

東
洞
に
、
本
草
学
を
小
野
蘭
山
に

学
ん
だ
。
熊
野
な
ど
の
動
植
物
を
調
査
し
、
和
歌
山
藩
医
と
な
り
、
医
学
館
本
草
局
を
主
宰
し
た
。「
御

国
産
物
考
」・「
魚
譜
」・「
南
海
禽
譜
」
な
ど
の
優
れ
た
博
物
誌
を
書
い
た
）
の
遺
稿
集
で
、
植
物
や
動
物

な
ど
を
採
り
上
げ
て
、
絵
と
考
証
で
解
説
し
て
い
る
。
孫
の
良
直
に
よ
っ
て
初
編
（
天
保
四
（
一
八
三

三
）
年
）・
二
編
（
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
）
に
編
集
、
刊
行
さ
れ
た
。
な
お
、
彼
の
実
地
検
証
を
重

ん
じ
る
研
究
態
度
は
同
藩
門
人
の
畔
田
翠
山
に
継
が
れ
て
お
り
、
私
は
こ
の
二
人
を
熊
楠
の
先
駆
者
と
し

て
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
る
（
私
は
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
『
畔
田
翠
山
「
水
族
志
」』
を
手
掛
け
て
い

る
）。
以
下
に
「
桃
洞
遺
筆
」
巻
之
三
の
「
附
錄
」
に
載
る
「
野
槌
蛇
」
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
を
視
認
し
て
（
こ
こ
か
ら
）
電
子
化
す
る
。
読
み
は
一
部
に
留
め
た
。
白
抜

き
読
点
は
普
通
の
も
の
に
代
え
、
句
読
点
を
施
し
た
。
歴
史
的
仮
名
遣
の
誤
り
は
マ
マ
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 

野
槌
蛇

の

づ

ち
へ

び 

附 

千
歳
蝮
（
せ
ん
ざ
い
ふ
く
） 

嘗
て
聞
く
、
和
州
吉
野
山
中
、
本
州
熊
野
奥
等 と

う

に
産
す
と
、
其 そ

の

形
は
長
さ
二
尺
餘

あ
ま
り

、
頭

か
し
ら

、
尾
、
均
し
く

し
て
、
尾
、
突 と

が

ら
ず
、
槌
の
柄
な
き
が
ご
と
し
。
全
身
蝮
蛇

は

ん

ぴ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
反
鼻
」
で
マ
ム
シ
の
頭
部
形
状
か
ら
の
知
ら
れ
た

漢
名
異
名
。］

の
如
く
、
口
、
大
に
し
て
、
能 よ

く

人
を
嚙
む
、

甚
は
な
は
だ

毒
あ
り
と
い
ふ
。
古
説
に
千
載
蝮
を
充 あ

つ

れ
ど

も
、
本
草
綱
目
頌 し

よ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
よ
」
は
マ
マ
。］

の
説
に
、
有

リ
二

四
脚
一

と
い
へ
ば
、
充
ら
ず
。
按
に
、
嶺
南

雜
記
に
、
瓊
州

ニ

有
リ

二

冬
瓜
蛇
一

、
大

サ

如
ニ
乄
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
乄
」
は
約
物
で
「
に
し
て
」
と
読
む
。
］

ㇾ
柱

ノ

、
而
長

サ

二
尺

餘
、
其
行

ク
ヿ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ヿ
」
は
約
物
で
「
く
こ
と
」
と
読
む
。］

跳
躍
逢
〻

ト
乄

有
ㇾ
声
、
螫 サ

セ
バ

ㇾ
人
立

処
ニ

死
ス

と
い

ふ
、
こ
れ
野
槌
蛇
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
の
づ
ち
へ
び
」
と
ル
ビ
も
す
る
。］
な
る
べ
し
○
千
歳
蝮
ハ

詳
つ
ま
び
ら
か

な
ら
ず
、
本
草
啓
蒙
に
、
信
州
戶
隱
山

シ
ン
シ
ウ
ト
ガ
ク
シ
ヤ
マ

ハ
髙
ク
乄
雪
深
ク
、
六
月
ニ
非
ザ
レ
バ
登
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
、
其 ソ

ノ

神
社
ヨ
リ
奥
ニ
三
十
余
抱

カ
ヽ
ヘ

ノ
珍
シ
キ
大
松
ア
レ
𪜈ﾞ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
約
物
で
「
ど
も
」
と
読
む
。］

、
六
月
比 コ

ロ

ハ
山
カ
ヾ

シ
ト
呼
ブ
毒
蛇
ア
リ
テ
、
人
ヲ
害
ス
ル
ヲ
畏
レ
テ
、
登
リ
見
ル
人
稀
ナ
リ
、
其
蛇
ハ
四
足

シ

ソ

ク

ア
リ
テ
石
龍
子

ト

カ

ケ

ノ
形
ニ
似
タ
リ
、
人
聲

ヒ
ト
ゴ
ヱ

ヲ
聞
ケ
バ
、
後
足

ア
ト
ア
シ

ノ
ミ
ニ
乄
立 タ

ツ

テ
、
人
ノ
来 キ

タ

ル
ヲ
待
ツ
、
若 モ

シ

、
螫 サ

ヽ

ル
レ
バ
、
毒
猛

ハ
ゲ
シ

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23644500/index.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2555646/56
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2555646/56
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23867259/index.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2555823/25


ケ
レ
𪜈ﾞ

、
蝮
蛇

ハ

ビ

ヨ
リ
ハ
軽 カ

ル

シ
ト
云
フ
。
此
類

コ
ノ
ル
イ

ナ
ル
ベ
シ
と
い
へ
り
。 

 
 

 
＊ 

・「
嶺
南
雑
記
」
清
の
康
熙
年
間
（
一
六
六
二
年
～
一
七
二
二
年
）
の
前
半
に
当
地
の
地
方
長
官
と
し
て

出
向
い
た
呉
震
方
が
著
し
た
、
中
国
南
部
の
「
五
嶺
」（
南
嶺
山
脈
）
よ
り
も
南
の
、
現
在
の
広
東
省
・

広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
・
海
南
省
の
全
域
と
及
び
湖
南
省
と
江
西
省
の
一
部
に
当
た
る
嶺
南
地
方
の
地
方

誌
。「
冬
瓜
蛇
」
（
と
う
か
じ
ゃ
）
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
「
雑
記
五

種
」（
江
戸
で
板
行
さ
れ
た
漢
籍
合
本
）
に
収
載
さ
れ
た
こ
の
（P

D
F

・
同
書
下
巻
）5

3

コ
マ
目
に
出

る
。
桃
洞
の
引
用
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
原
拠
資
料
と
し
て
別
に
電
子
化
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

瓊
州
有
冬
瓜
蛇
大
如
柱
而
長
止
二
尺
餘
其
徃
跳
躍
蓬
蓬
有
聲
螫
人
立
死 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。「
瓊
州
」（
け
い
し
ゅ
う
）
は
現
在
の
海
南
省
海
口
市
（
海
南
島
北
側
）
一
帯
で
あ
る
。
が
、
こ

れ
は
ど
う
み
て
も
、「
本
草
綱
目
」
の
「
千
歲
蝮
」
の
転
載
っ
ぽ
く
、
熱
帯
性
の
毒
蛇
と
し
て
も
、
今
一

つ
、
そ
そ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、「
冬
瓜
蛇
」
と
い
う
現
地
名
に
は
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
か
の
ぼ
て
っ

と
し
た
短
い
俵
状
の
冬
瓜

と
う
が
ん

だ
。
ず
ん
ぐ
り
む
っ
く
り
の
野
槌
に
は
如
何
に
も
親
和
性
が
あ
る
で
は
な
い

か
？
！
］ 

                      

https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/ru05/ru05_00297/ru05_00297_0005/ru05_00297_0005.pdf
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/ru05/ru05_00297/ru05_00297_0005/ru05_00297_0005.pdf
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B5%B7%E5%8D%97%E7%9C%81+%E6%B5%B7%E5%8F%A3%E5%B8%82/@20.0386487,109.2311115,7z/data=!4m8!1m2!2m1!1z5rW35Y2X55yB5rW35Y-j5biC5LiA5biv!3m4!1s0x31517e8e4e79b8d1:0x8e0e87743a4b1888!8m2!3d20.0443207!4d110.1983643?hl=ja


 
海
龜
、
紀
州
田
邊
に
て
、
海
龜
を
獲
る
も
殺
さ
ず
、
酒
を
飮
せ
て
放
ち
や
る
を
常
と
す
、
海
に
入
て
暫

時
し
て
浮
上
り
、
恩
を
謝
し
て
去
る
と
い
ふ
、
實
は
呼
吸
に
暇
と
る
な
り
、
こ
の
海
龜
を
食
ふ
人
多
き

も
、
之
を
殺
す
者
、
古
來
そ
の
業
を
世
傳
し
、
他
人
之
を
殺
さ
ず
、
余
が
知
れ
る
新
宮
の
船
頭
、
持
ち
船

を
浮
寶
丸
と
號
せ
り
、
其
人
躬
ら
見
し
事
無
け
れ
ど
も
、
海
龜
罕
れ
に
綠
色
で
甚
だ
光
る
異
寶
を
抱
き
浮

く
、
之
を
龜
の
浮
寶
と
名
け
、
見
る
者
尤
も
幸
運
の
兆
也
と
す
、
只
野
眞
葛
の
磯
通
太
比
に
、
奧
州
の
漁

夫
、
二
年
續
け
て
同
一
の
龜
を
得
、
酒
多
く
呑
せ
放
ち
遣
り
し
に
、
第
三
年
め
に
其
龜
鸚
鵡
螺
一
を
負
ひ

來
た
り
贈
り
、
忽
ち
死
し
、
其
螺
を
寶
と
し
其
龜
を
葬
り
し
に
、
官
命
じ
て
龜
靈
明
神
と
號
せ
し
め
た
る

話
有
り
、
倭
漢
三
才
圖
會
卷
七
六
に
、
淡
路
の
由
良
島
に
、
每
年
六
月
三
日
、
社
僧
龍
王
を
祭
る
時
、
大

小
の
海
龜
必
ず
來
游
群
を
成
す
と
云
へ
り
、
神
代
に
、
豐
玉
姬
龜
に
乘
り
、
海
を
渡
る
事
有
り
、
安
南
の

ト
ラ
ヲ
ス
の
祖
も
、
龜
に
乘
り
水
を
涉
り
來
し
と
云
ふ
。（N

éis et S
ep

tan
s, 

‛ R
ap

p
o

rt su
r u

n
 V

o
y
ag

e 

d̓
ex

p
lo
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x
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rces d

u
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o
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o
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ch

in
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ran
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o
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0
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）。
又
鹿
島
明

神
、
早
龜
と
云
ふ
龜
に
乘
り
、
長
門
豐
浦
に
到
り
し
由
、
類
聚
名
物
考
卷
三
一
一
に
見
ゆ
、
是
等
諸
例
よ

り
推
し
て
、
古
え
吾
邦
に
、
龜
を
神
若
く
は
神
使
と
す
る
風
盛
ん
な
り
し
を
察
す
べ
し
、
又
海
坊
主
と

て
、
海
龜
を
漁
事
に
不
祥
な
り
と
す
る
事
、
倭
漢
三
才
圖
會
卷
四
六
に
出
、
其
偶
有
得
、
則
將
殺
之
時
此

者
拱
手
落
淚
如
乞
救
者
云
々
と
言
る
は
、
十
七
世
紀
の
終
り
に
英
國
學
士
會
員
「
フ
ラ
イ
ヤ
ー
」
が
ス
ラ

ツ
ト
で
、
海
龜
捕
る
を
記
し
て
、
此
物
全
く
蟾
蜍
の
愛
す
べ
き
に
似
た
り
、
婦
女
の
如
く
長
大
息
し
、
小

兒
の
如
く
啼
く
、
裏
返
し
置
く
時
は
行
く
能
は
ず
と
言
る
に
近
し
、（F

ry
er, ‛ A

 N
ew

 A
cco

u
n

t̓o
f E

ast 

In
d
ia an

d
 P

ersia,̓ 1
6
9
8
, p

. 1
2
2

）。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
海
龜
」
爬
虫
綱
カ
メ
目
潜
頸
亜
目
ウ
ミ
ガ
メ
上
科 

C
h

elo
n

io
id

ea 

の
内
、
本
邦
で

産
卵
が
確
認
さ
れ
て
い
る
種
は
、 

ウ
ミ
ガ
メ
科 

C
h
elo

n
iid

ae 

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
属
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ 

C
a
retta

 ca
retta

（
ウ
ィ
キ
の
「
ア
カ
ウ
ミ

ガ
メ
」
に
よ
れ
ば
、『
静
岡
県
御
前
崎
市
は
「
御
前
崎
の
ウ
ミ
ガ
メ
お
よ
び
そ
の
産
卵
地
」
が
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
か
か
わ
り
の
深
い
地
域
で
あ
る
が
、
漁
業
関
係
者
の
間

で
は
大
漁
、
豊
漁
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
敬
愛
さ
れ
、
死
ん
だ
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
を
供
養
し
た
「
亀
塚
」
が
市

内
各
所
に
実
在
し
て
い
る
』
と
あ
る
） 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
属
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ 

C
h
elo

n
ia

 m
yd

a
s

（
本
邦
で
は
「
正
覚
坊
」
と
い
う
異
名
も
あ
る
。
私

は
高
校
時
代
、
水
族
館
で
死
ん
だ
同
種
の
解
剖
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
強
烈
な
生
臭
さ
が
漂
っ
て
い
た
の

を
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
ま
た
、
二
十
の
頃
に
は
、
行
き
つ
け
の
寿
司
屋
で
本
種
の
生
の
卵
を

食
し
た
こ
と
も
あ
る
） 

タ
イ
マ
イ
属
タ
イ
マ
イ 

E
retm

o
ch

elys im
b
rica

ta

（
玳
瑁
・
瑇
瑁
。
鼈
甲
細
工
の
原
料
と
さ
れ
る
。
因
み

に
「
鼈
甲
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
一
説
に
、
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
に
幕
府
が
出
し
だ
奢
侈
を
禁

ず
る
倹
約
令
で
輸
入
物
の
玳
瑁
の
甲
羅
が
禁
制
と
な
り
、
し
か
し
、
密
輸
入
が
行
わ
れ
、
糺
さ
れ
た
際
に

玳
瑁
の
そ
れ
で
は
な
く
「
鼈
」（
ス
ッ
ポ
ン
）
の
「
甲
」
羅
と
誤
魔
化
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
話

も
あ
る
）。 

オ
サ
ガ
メ
科 

D
erm

o
ch

ely
id

ae 

オ
サ
ガ
メ
属
オ
サ
ガ
メ 

D
erm

o
ch

elys co
ria

cea

（
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
最
大

種
。
甲
長
一
・
三
〇
～
一
・
六
〇
メ
ー
ト
ル
） 

の
四
種
で
あ
る
よ
う
だ
が
（
最
初
の
三
種
で
は
種
間
雑
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
）、
他
に
、
迷
走
個
体
と

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%AB%E3%82%A6%E3%83%9F%E3%82%AC%E3%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%AB%E3%82%A6%E3%83%9F%E3%82%AC%E3%83%A1


し
て
、 

ウ
ミ
ガ
メ
科
ヒ
メ
ウ
ミ
ガ
メ
属
ヒ
メ
ウ
ミ
ガ
メ 

L
ep

id
o
ch

elys o
liva

cea
 

の
成
体
が
現
認
さ
れ
て
い
る
（
本
邦
で
は
産
卵
は
し
な
い
と
さ
れ
る
）。
な
お
、
中
国
限
定
で
あ
る
が
、

カ
メ
の
民
俗
誌
と
し
て
、
茨
城
大
学
名
誉
教
授
真
柳
誠
氏
の
サ
イ
ト
「
医
史
学
の
真
柳
研
究
室
」
内
に
あ

る
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
度
の
人
文
学
科
卒
業
研
究
の
永
谷
恵
氏
の
論
文
「
亀
の
中
国
思
想
史
－
そ

の
起
源
を
め
ぐ
っ
て
－
」
が
読
み
応
え
が
あ
る
。 

「
暇
と
る
」「
ひ
ま
と
る
」。
呼
吸
の
必
要
性
か
ら
頭
を
海
上
に
出
す
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
、
の
意
。 

「
躬
ら
」「
み
づ
か
ら
」。 

「
罕
れ
に
」「
ま
れ
に
」。 

「
綠
色
で
は
な
は
だ
光
る
異
寶
を
抱
き
浮
く
、
之
を
龜
の
浮
寶
と
名
け
、
見
る
者
尤
も
幸
運
の
兆
也
と

す
」
不
詳
。
な
お
、
腹
足
綱
直
腹
足
亜
綱 

A
p
o
g
astro

p
o
d
a 

下
綱
新
生
腹
足
上
目
吸
腔
目
高
腹
足
亜
目
タ

マ
キ
ビ
下
目
タ
カ
ラ
ガ
イ
超
科
タ
カ
ラ
ガ
イ
科
タ
カ
ラ
ガ
イ
属
ウ
キ
ダ
カ
ラ
（
浮
標
宝
）C

yp
ra

ea
 a

sellu
s 

が
い
る
が
、
同
種
は
、
一
般
に
は
殻
の
背
面
が
白
色
に
三
つ
の
黒
帯
を
巻
き
、
上
下
を
白
帯
で
区
切
ら
れ

て
い
る
。
側
面
と
腹
面
は
白
色
で
あ
り
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
類
で
は
、
識
別
が
最
も
容
易
な
一
種
で
あ
る

が
、
成
体
（
海
外
サ
イ
ト
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
外
套
膜
は
暗
紫
色
或
い
は
褐
色
で
緑
色
で
は
な
い
。
言

っ
て
お
く
が
、
貝
類
図
鑑
の
そ
れ
は
殼
で
あ
っ
て
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
類
の
多
く
は
生
体
で
は
殼
全
体
を
す
っ

ぽ
り
外
套
膜
で
覆
っ
て
ウ
ミ
ウ
シ
の
よ
う
で
あ
り
、
見
た
目
の
色
は
貝
殻
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
）
も

貝
殻
も
緑
色
を
呈
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
に
附
着
す
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
単

に
名
が
同
じ
と
い
う
偶
然
で
あ
ろ
う
。 

「
只
野
眞
葛
の
磯
通
太
比
」
只
野
眞
葛
（
た
だ
の
ま
く
づ 

宝
暦
一
三
（
一
七
六
三
）
年
～
文
政
八
（
一
八

二
五
）
年
）
は
私
の
好
き
な
江
戸
中
・
後
期
に
あ
っ
て
稀
に
見
る
才
能
を
開
花
さ
せ
た
女
流
随
筆
家
で
あ

る
。
仙
台
藩
医
で
「
赤
蝦
夷
風
説
考
」
の
著
者
で
も
あ
っ
た
工
藤
平
助
の
娘
で
、
名
は
綾
子
。
江
戸
生
ま

れ
。
明
和
九
（
一
七
七
二
）
年
二
月
、
十
歳
で
「
明
和
の
大
火
」（
目
黒
大
円
寺
か
ら
出
火
、
麻
布
・
京

橋
・
日
本
橋
に
延
焼
、
江
戸
城
下
の
武
家
屋
敷
を
焼
き
尽
く
し
た
。
死
者
は
一
万
四
千
七
百
人
、
行
方
不

明
者
は
四
千
人
を
超
え
た
）
に
遭
遇
し
、
苦
し
む
貧
民
に
心
を
寄
せ
、
後
々
ま
で
続
く
経
世
済
民
の
志
を

抱
い
た
。
荷
田
蒼
生
子

か

だ

の

た

み

こ

（
国
学
者
で
伏
見
稲
荷
神
官
で
あ
っ
た
に
荷
田
春
満

あ
ず
ま
ま
ろ

の
弟
高
惟

た
か
の
ぶ

の
娘
で
、
春
満
の

養
女
と
な
っ
た
女
流
歌
人
。
紀
州
藩
に
仕
え
た
）
に
古
典
を
学
び
、
国
学
者
で
歌
人
の
村
田
春
海
（
は
る

み
）
に
和
文
の
才
を
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
滝
本
流
の
書
も
よ
く
し
た
。
仙
台
藩
に
奥
勤
め
し
た
後
、
家
へ

帰
り
、
母
亡
き
後
の
家
政
を
見
た
。
三
十
六
歳
で
、
落
魄
れ
た
工
藤
家
復
興
を
期
し
、
仙
台
藩
士
千
二
百

石
取
り
の
只
野
伊
賀
行
義
の
後
妻
と
な
り
（
彼
女
は
そ
の
前
に
望
ま
な
い
老
人
と
、
一
度
、
短
期
間
、
結

婚
し
、
離
縁
し
て
い
る
）
、
仙
台
へ
下
る
。
江
戸
勤
め
の
多
い
夫
の
留
守
を
守
り
な
が
ら
、
思
索
に
耽

り
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
、
五
十
五
歳
の
時
、
胸
の
想
い
を
全
三
巻
に
纏
め
、「
独
考
」
と
題
し
て

江
戸
の
滝
沢
馬
琴
に
送
り
、
批
評
と
出
版
を
依
頼
し
た
が
、
馬
琴
は
禁
忌
に
触
れ
る
部
分
が
あ
る
と
し
て

出
版
に
反
対
し
、
自
ら
「
独
考
論
」
を
著
し
、
真
葛
の
論
に
反
撃
し
、
手
紙
で
知
り
逢
っ
て
か
ら
一
年
余

り
で
絶
縁
し
た
。
し
か
し
ま
た
、
真
葛
の
事
跡
が
、
現
在
、
あ
る
程
度
ま
で
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の

も
、
馬
琴
が
「
兎
園
小
説
」
に
書
き
留
め
た
か
ら
で
で
も
あ
っ
た
（
第
十
集
の
最
後
に
あ
る
著
作
堂
（
馬

琴
の
「
兎
園
小
説
」
で
の
号
）
作
の
「
眞
葛
の
お
う
な
」）。
真
葛
は
体
系
的
な
学
問
を
し
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
国
学
・
儒
学
・
蘭
学
な
ど
の
教
養
を
身
に
着
け
、
そ
の
上
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
思
想
を
築
い
て
い
っ

http://square.umin.ac.jp/mayanagi/students/04/nagatani.html
http://square.umin.ac.jp/mayanagi/students/04/nagatani.html
http://square.umin.ac.jp/mayanagi/students/04/nagatani.html


た
。「
独
考
」
に
は
一
種
の
偏
頗
な
部
分
も
あ
る
も
の
の
、
江
戸
期
の
女
性
の
手
に
な
る
社
会
批
判
書
で

あ
り
、
当
時
と
し
て
は
稀
有
の
女
性
解
放
を
叫
ぶ
書
と
し
て
評
価
で
き
る
。
著
作
に
は
他
に
・「
む
か
し

ば
な
し
」・「
奥
州
ば
な
し
」
な
ど
が
残
る
（
以
上
は
主
文
を
「
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
」
に
拠
り
つ

つ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
補
足
を
加
え
た
）。
「
い
そ
づ
た
ひ
」
は
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
に
宮
城
郡
七
浜
（
現

在
の
宮
城
県
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
（
し
ち
が
は
ま
ま
ち
）
へ
仲
間
と
旅
し
た
際
の
紀
行
文
で
、
途
中
で
採
取
し

た
海
辺
の
珍
し
い
話
も
挟
ま
り
、
こ
れ
も
そ
の
一
つ
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
明

治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
博
文
館
刊
の
岸
上
質
軒
校
訂
「
續
紀
行
文
集
」（「
續
帝
國
文
庫
」
第
二
十
四

編
）
の
当
該
部
（
リ
ン
ク
先
は
冒
頭
ペ
ー
ジ
。
左
ペ
ー
ジ
の
一
行
目
か
ら
次
の
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
）
を
視

認
し
て
示
す
。
段
落
を
成
形
し
、
句
点
の
み
な
の
で
、
そ
れ
は
自
己
判
断
で
句
読
点
に
変
更
或
い
は
追
加

（
記
号
を
含
む
）
を
し
た
。
読
み
は
一
部
に
留
め
た
。
踊
り
字
「
〱
」
は
正
字
化
し
た
。
中
間
部
に
少

し
、
話
が
一
旦
、
離
れ
て
歌
な
ど
が
詠
ま
れ
る
が
、
カ
ッ
ト
せ
ず
に
こ
の
カ
メ
・
パ
ー
ト
の
切
れ
る
最
後

ま
で
電
子
化
し
た
。
歴
史
的
仮
名
遣
の
誤
り
は
マ
マ
。 

 
 

 

＊ 

 

此
島
の
周
圍

め

ぐ

り

を
離
れ
ぬ
小
舟
あ
り
き
。 

「
人
を
乘
せ
て
ん
や
。」 

と
、
と
は
せ
つ
れ
ば
、 

「
二
人
、
三
人
は
可 よ

し

。」 

と
い
ふ
故
、
乘 の

り

て
見
れ
ば
、
蛸
釣
る
舟
に
は
有
し
。
今
、
捕 と

り

た
る
を
、
膝
の
下 も

と

に
打
入
る
ゝ
は
、
珍
ら
か

な
る
も
の
か
ら
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
逆
接
の
接
続
助
詞
。］、
心
よ
か
ら
ず
。
此
釣
人
の
語
る
や
う
、 

「
今
よ
り
は
、
七
、
八
年
前 さ

き

に
、
龜
の
持
來

も

て

こ

し
、『
浮 ふ

穴 け
つ

の
貝
』
と
い
ふ
も
の
を
、
持
は
べ
り
。
我
家

は
、
道
行
く
人
の
必
ず
過
ぎ
給
ふ
所
な
れ
ば
、
立
寄

た

ち

よ

ら
せ
給
ひ
て
、
見
給
へ
か
し
。
今
、

僕
や
つ
が
り

も
參
り
て

ん
。」 

と
ぞ
、
い
ひ
し
。 

 

舟
よ
り
上
る
と
て
、
今
、
捕
り
た
る
蛸
を
乞
求

こ
ひ
も
と

め
て
、
家
苞

い
へ
づ
と

に
し
た
り
。 

 

釣
人
の
家
に
い
た
り
て
、 

「
浮 ふ

穴 け
つ

の
貝
て
ふ
も
の
、
持 も

た
り
と
聞
く
を
、
見
せ
て
ん
や
。」 

と
乞
へ
ば
、
内
な
る
女
、
あ
し
た
か
き
折
敷

を

し

き

に
白
き
箱
を
据 す

ゑ

て
、
持
出
た
り
。
こ
の
磯
屋

い

そ

や

の
樣 さ

ま

、
板
敷

い
た
し
き

に

て
、
引
網

ひ
き
あ
み

・
た
く
繩
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
く
な
は
」。「
栲
繩
」
で
コ
ウ
ゾ
の
繊
維
で
作
っ
た
繩
。］
な

ど
、
お
ほ
く
積
入

つ

み

い

れ
て
、
折
敷
な
ど
は
有 あ

り

げ
に
も
見
え
ぬ
に
、
斯 か

く
振
舞
ふ
は
、
い
み
じ
き
寳
と
思
へ
る

樣
也
。 

 

執
り
て
視
る
に
、
目
馴
れ
ぬ
貝
の
形
也
。
徑

わ
た
り

一
束
半
（
四
寸
五
分
）
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
割
注
。］
に

過
ぎ
ぬ
べ
し
。
貝
、
最 い

と

厚
く
、
外
の
色
は
白
く
て
、
茶
色
に
、
虎
斑

と

ら

ふ

の
如
き
文 か

た

あ
り
。
中
は
夜
光
貝

や
く
わ
う
が
ひ

に
似

て
、

濃
こ
ま
や
か

な
る
こ
と
は
、
甚 い

た

く
增 マ

サ

れ
り
。
内
に
、
汐
、
籠
り
て
、
打 う

ち

振
れ
ば
、 

「
こ
を
こ
を
」 

と
鳴 な

り
な
が
ら
、
い
さ
ゝ
か
も
こ
ぼ
れ
出
で
ず
。 

「
是
を
得
て
、
八
歲

や

と

せ

に
な
れ
ど
も
、
乾
き
も
せ
ず
。」 

と
ぞ
い
ひ
し
。 

 

兎
角
す
る
中
に
、
釣
人
、
歸
り
來
て
、
事
の
由 よ

し

を
語
る
。 

https://www.google.com/maps/place/%E5%AE%AE%E5%9F%8E%E7%9C%8C%E5%AE%AE%E5%9F%8E%E9%83%A1%E4%B8%83%E3%83%B6%E6%B5%9C%E7%94%BA/@38.1911615,141.0378937,10.5z/data=!4m5!3m4!1s0x5f898f922f8ce40f:0xeaaee1e8f167f4ea!8m2!3d38.3044991!4d141.0590813
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1882661/445
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1882661/445
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1882661/445


「
今
よ
り
は
十
年
許 ば

か

り
前 さ

き

、
沖
に
出 い

で

て
釣
し
侍
り
し
時
、
四
尺
餘
の
龜
を
え
侍
り
き
。
乘
合

の

り

あ

ひ
し
釣
人

も
、
六
、
七
人
候
ひ
し
が
、 

『
龜
は
酒
好
む
物
と
聞
け
ば
、
飮
ま
せ
て
ん
。』 

と
、

僕
や
つ
が
り

申
し
た
り
し
を
、
海
士

あ

ま

共
も
、 

『
よ
か
ら
ん
。』 

と
申
し
て
、
飮
ま
せ
侍
り
し
に
、
一
本
許
り
飮
み
候
ひ
き
。
扨
、
放
ち
遣 や

り

候
ひ
し
に
、
翌 あ

く

る
年
の
夏
、

又
、
沖
中
に
て
釣
せ
し
時
、
龜
の
出
て
候
ひ
つ
れ
ば
、
捕
へ
て
、
酒
を
飮
ま
せ
て
放
ち
侍
り
し
に
、
一
年

有
て
、
此
度

こ

た

び

は
此
貝
を
背
に
負
ひ
て
、
磯
よ
り
半
道
許
り
隔
て
た
る
所
に
、
浮
び
寄 よ

り

て
候
ひ
き
。

僕
や
つ
が
り

は
、
い
つ
も
、
朝
、
と
く
、
磯
邊

い

そ

べ

を
見 み

回 め
ぐ

り
侍
つ
れ
ば
、
見
怪
し
み
て
、
汐
を
か
つ
ぎ
分
て
、
往 ゆ

き

て
見
侍

り
し
に
、
例
の
龜
に
ぞ
候
ひ
し
。
初
め
放
ち
侍
り
し
時
、
目
印

ま
じ
る
し

を
付 つ

け

侍
り
つ
れ
ば
、
見
る
每 ご

と

に
違 た

が

は
ず
ぞ

候
ひ
し
。 

『
例
の
如
く
、
酒
を
飮
ま
せ
て
、
放
た
ん
。』 

と
、
し
侍
し
に
、
左
の
手
を
物
に
囓
取

く

ひ

と

ら
れ
ん
と
思 お

ぼ

し
く
、
甚 い

た

き
疵 き

づ

を
負
ひ
て
、
動
く
べ
く
も
あ
ら
ず
見

え
侍
り
つ
れ
ば
、
人
を
集 つ

ど

へ
て
、
舟
に
擔
載

か

き

の

せ
て
（
四
人
し
て
漸
持
た
り
。）［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
割

注
。］
、
沖
に
漕
出

こ

ぎ

い

で
ゝ
、
放
ち
て
歸
り
侍
り
し
に
、
夕
つ
方
、
又
、
元
の
所
に
來
て
死 し

に

侍
り
き
。 

『
言
葉
こ
そ
か
よ
は
ね
、
酒
飮
ま
せ
ら
れ
し
酬

む
く
ひ

に
、
貝
を
持 も

て
來
し
な
ら
め
。』 

と
、
最 い

と

哀
れ
に
悲
し
ま
れ
侍
り
つ
れ
ば
、
骸 か

ら

を
陸 く

が

に
擔
上

か

き

あ

げ
て
、
小
高
き
所
の
地
を
掘 ほ

り

て
、
埋 う

づ

め
候
ひ
て

吊
と
ふ
ら

ひ
侍
り
き
。
今
は
公
よ
り
仰
せ
蒙
り
て
、「
亀
靈
明
神
」
と
申
し
侍
る
。
此
貝
を
、
初
め
よ
り
よ
き
物

と
識
り
侍
ら
ば
、
斯 か

く

は
仕 し

候
ら
は
じ
を
、
只
、
珍
ら
し
と
の
み
思
ひ
侍
り
し
か
ば
、
海
士
乙
女

あ

ま

お

と

め

共
の
、 

『
亀
の
持 も

て
來 こ

貝
、
得
さ
せ
よ
。』 

と
言
ひ
つ
ゝ
、
手
々
に
打
缺

う

ち

か

き
打
缺
き
し
て
、
取
ら
る
ゝ
程
は
取
り
侍
り
つ
れ
ば
、
斯
く
損 そ

む

じ
侍
る
。
此

半
な
か
ば

に
て
、
脹 は

り

切 き
り

た
る
所
に
も
、
針
も
て
突
き
た
る
程
の
穴
、
あ
き
て
候
ひ
し
を
、 

『
汐
を
ぬ
き
て
、
孫
共
に
與
へ
ん
。』 

と
思
ひ
侍
り
て
、
角 か

ど

あ
る
鐵
箸

か
な
ば
し

も
て
、
突
抉

つ
き
く
じ

り
な
ど
し
侍
し
故
、
穴
も
崩
れ
侍
り
。
さ
れ
ど
、
聊
か
も
汐

の
出
侍
ら
ね
ば
、
其
儘
に
て
半
年
許
、
翫
弄
物

も
て
あ
そ
び
も
の

と
し
て
置
候
ひ
し
を
、
ふ
と
、
休
み
た
る
旅
人
の
、
執 と

り

見 み

て
、 

『
こ
は
。
ま
さ
し
う
「
浮 ふ

穴 け
つ

の
貝
」
と
い
ふ
も
の
な
り
。
如
何
に
し
て
得
し
。」 

と
、
其
故
を
問 と

ひ

聞 き

き
侍
り
て
、
且
、
感
じ
、
且
、
缺
損

か
け
そ
ん

じ
た
る
こ
と
を
、
惜

あ
た
ら

し
み
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
惜 を

し
む
」
の
意
の
上
代
の
古
形
。］
侍
り
て
、 

『
得
が
た
き
物
な
る
を
、
今
よ
り
は
寳
と
せ
よ
。』 

と
、
教
へ
侍
り
し
に
よ
り
て
、
俄

に
は
か

に
尊

た
ふ
と

み
候
ひ
ぬ
。」 

と
ぞ
語
り
し
。 

 

こ
ゝ
を
は
な
れ
て
山
路
に
か
ゝ
る
は
、
心
づ
き
な
か
り
し
を
、
出
離
れ
て
、
海
の
み
お
も
の
ふ
と
見
え

た
る
は
、
晴
や
か
に
て
、
際 き

わ

な
く

快
こ
ゝ
ろ
よ

し
。
又
、
居
た
ち
て
、
磯
づ
た
ひ
の
道
に
か
ゝ
る
。
湊
濱
の
わ
た

り
は
、
こ
と
に
淸
し
。
眞
砂
の
中
に
、
黃
金

こ

が

ね

の
箔
を
敷 し

き

た
ら
ん
や
う
に
見
ゆ
る
が
交
り
て
、
波
の
打
寄
る

に
つ
れ
て
、
下
り
上
り
す
る
が
、
う
ち
あ
げ
ら
れ
た
る
は
、
蒔
繪
に
異
な
る
こ
と
な
し
。
か
ゝ
る
を
、
愛 め

で

つ
ゝ
磯
づ
た
ひ
し
行
け
ば
、
湊
藥
師

み
な
と
や
く
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。］
の

立
た
せ
る
邊

わ
た
り

は
、
よ
そ
に
過
行
き
た
り
。
後
、
思
出
て
悔 く

ゆ

る
も
、
か
ひ
な
し
。『
千
鳥
は
冬
な
ら
で
は
、

https://www.google.com/maps/place/%E6%B9%8A%E6%B5%9C%E8%96%AC%E5%B8%AB%E5%A0%82/@38.2827977,141.0488823,16.25z/data=!4m5!3m4!1s0x0:0xdd7d6a69d4ed2b52!8m2!3d38.285074!4d141.0464218


を
ら
じ
』
と
思
へ
り
し
を
、
十
羽
許
り
、
群
居
て
、
水
際
を
去
ら
ず
、
求
食

あ

さ

る

は
、
最 い

と

め
づ
ら
し
。
人
の
ち

か
づ
け
ば
、
遠
く
居
つ
ゝ
、
每 い

つ

も
同
じ
樣 さ

ま

也
。
繪
に
書 か

き

た
る
を
見
し
と
は
異
な
り
、
身
は
細
り
て
長
く
、

「
を
し
へ
鳥
」
の
形
し
た
り
。
飛 と

び

立 た

て
ば
、
羽 は

勝 が
ち

に
て
、
燕
に
似
た
り
。
小
波
の
寄
す
る
時
は
、
步
み
な

が
ら
逃
行
き
、
退 ひ

く
時
は
、
又
、
隨
ひ
て
、
あ
さ
り
、
大
浪
の
打
か
ゝ
れ
ば
飛
立 た

ち

て
、
即
ち
、
水
際

み

ぎ

は

に
ゐ

る
樣 さ

ま

、
波
に
千
鳥
と
は
、
い
は
ま
ほ
し
。 

 
 

磯
千
鳥
み
ぎ
は
離
れ
ず
あ
さ
り
つ
ゝ 

 
 

 
 

 
 

淸
き
渚
に
よ
を
や
つ
く
さ
ん 

日
の
斜

な
ゝ
め

に
成
ぬ
れ
ば
、
家
路
に
歸
ら
ん
こ
と
の
、
わ
づ
ら
は
し
く
思
は
る
ゝ
を
、
所
得
が
ほ
に
、
心
お
だ

し
う
て
、 

『
あ
れ
は
、
う
ら
や
ま
し
。
世
に
千
ど
り
が
け
と
い
ふ
こ
と
の
あ
る
は
、
何
の
故
ぞ
。』 

と
思
ひ
し
を
、 

『
打
波
、
引
波
に
つ
れ
て
、
あ
ゆ
む
さ
ま
を
も
て
、
よ
そ
へ
し
こ
と
ぞ
。』 

と
、
思
あ
は
せ
ら
れ
し
。
此
磯
は
、
御
殿
崎
よ
り
見
し
時
だ
に
、
程
あ
る
や
う
な
り
し
を
、
下
立

お

り

た

ち
て

は
、
最 い

と

測
り
な
し
。 

「
家
づ
と
に
貝
拾
ふ
。」 

と
て
、
時
う
つ
し
つ
ゝ
、
蒲
生

が

ま

ふ

の
濱
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
航
空
写

真
）。
サ
イ
ド
・
パ
ネ
ル
を
見
る
と
、
現
在
も
チ
ド
リ
だ
け
で
な
く
、
野
鳥
の
楽
園
の
よ
う
で
あ
る
。］
行

く
頃
は
、
心
あ
は
た
ゞ
し
く
な
り
ぬ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
か
え
子
）［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
行
者
の
名
。］ 

 
 

か
へ
り
ゆ
く
道
も
わ
す
れ
て
う
ち
よ
す
る 

 
 

 
 

 
 

 

眞
砂
に
ま
じ
る
貝
ひ
ろ
ひ
け
り 

い
と
飽
か
ね
ど
も
、
濱
を
離
れ
て
、
先
に
遠
く
見
し
松
原
を
經
て
、
家
路
へ
と
赴
き
た
り
し
。 

 
 

 
 

お
も
ひ
は
か
る
お
し
あ
て
ご
と 

 

『
此
貝
を
、
龜
の
、
痛
手
負
ひ
な
が
ら
、
持 も

て
來 こ

し
を
も
て
考
ふ
れ
ば
、
此
貝
の
在
る
所
は
、
海
の
底

に
し
て
、
恐
ろ
し
き
荒
魚

あ
ら
い
を

ど
も
栖 す

み

て
、
中
々
、
人
の
及
び
難
き
所
故
、
取
得

と

り

う

る
こ
と
も
な
き
を
、
此
龜
、

海
士

あ

ま

に
捕
ら
れ
て
、
死
す
べ
き
命
、
た
す
け
ら
れ
し
の
み
な
ら
ず
、
珍
ら
し
き
酒
を
飮
ま
せ
ら
れ
し
も

度
々
故
、
此
報
ひ
に
、
龜
も
珍
ら
し
き
物
を
贈
ら
ん
と
、
强
て
求
む
と
て
、
海
底
の
荒
魚
と
戰
ひ
、
身
を

傷 あ
や

め
ら
れ
な
が
ら
、
辛
き
思
ひ
に
取
得
て
來
り
し
と
に
や
』
と
思
へ
ば
、
哀

あ
は
れ

な
り
。
世
に
强
き
例

た
め
し

に
引

く
龜
の
、
弱
り
果 は

て

た
る
を
も
て
思
ふ
に
、
海
の
底
に
て
、
甚 い

た

く
戰
ひ
し
と
は
知
ら
れ
た
り
。
命

い
の
ち

盡
き
な
ん

と
す
る
に
依
り
て
、
貝
を
持 も

て
來 こ

し
に
は
非
じ
、
貝
を
獲 え

ん
と
し
て
、
命
、
失
ヘ
る
な
る
べ
し
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
長
歌
は
、
底
本
で
は
全
体
が
二
字
下
げ
。
前
後
を
一
行
空
け
、
歌
は
読
み
易

い
よ
う
に
、
字
空
け
を
添
え
た
。
前
書
下
の
原
割
注
の
「
川
子
濱
」
は
同
定
し
得
な
い
が
、
伝
承
か
ら
み

れ
ば
、
松
ヶ
浜
の
ど
こ
か
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
古
い
時
代
の
こ
の
辺
り
の
地
形
は
、
か
な
り
現
在
と
異

な
る
。「
今
昔
マ
ッ
プ
」
の
そ
れ
を
参
考
に
示
し
て
お
く
。］ 

 
 

 
 

海
中
の
さ
ま
を
よ
め
る
歌
（
海
士
人
の
住
所
は
川
子
濱
也
） 

河
子
な
る 

は
ま
の
磯
屋
に
す
む
あ
ま
の 

沖
に
出
居
て
例
の
ご
と 

釣
れ
る
雜
魚

い

さ

な

に
加
は
り
て 

四
尺
餘

よ
さ
か
み
あ
ま
り

の
大
龜
の 

浮
び
た
り
し
を 

俱
乘

と
も
の
り

の 

海
士

あ

ま

と
は
か
り
て
美
酒

う
ま
さ
け

を 

與
へ
飮 の

ま

せ
て 

元
の
ご
と 

放
ち
遣
り
し
に 

又
の
年 

同
じ
き
龜
の
た
く
繩
に 

寄
り
て
來
ぬ
れ
ば 

う
ま
酒
の 

ゆ
か
し
と
に
や

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92983-0002+%E5%AE%AE%E5%9F%8E%E7%9C%8C%E4%BB%99%E5%8F%B0%E5%B8%82%E5%AE%AE%E5%9F%8E%E9%87%8E%E5%8C%BA%E8%92%B2%E7%94%9F/@38.2540292,141.0110709,7022m/data=!3m1!1e3!4m5!3m4!1s0x5f8988e35cd37469:0xec3be68c6787387d!8m2!3d38.2537276!4d140.9972406
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92983-0002+%E5%AE%AE%E5%9F%8E%E7%9C%8C%E4%BB%99%E5%8F%B0%E5%B8%82%E5%AE%AE%E5%9F%8E%E9%87%8E%E5%8C%BA%E8%92%B2%E7%94%9F/@38.2570212,141.0033194,3a,123.8y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipMOSGcrjrmMhqm6j5RlKKvAi8iWfDiUeGNhpUAG!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipMOSGcrjrmMhqm6j5RlKKvAi8iWfDiUeGNhpUAG%3Dw203-h144-k-no!7i450!8i320!4m5!3m4!1s0x5f8988e35cd37469:0xec3be68c6787387d!8m2!3d38.2537276!4d140.9972406
http://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=38.278989&lng=141.037709&zoom=14&dataset=tohoku_pacific_coast&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2


と 
の
ま
せ
つ
ゝ 

ま
た
も
は
な
ち
て
や
り
つ
れ
ば 

龜
の
お
も
は
く 

死 し
ぬ

る
命 

全 ま
た

く
保
ち
し
の
み
な

ら
ず 
美
酒
を
さ
へ
め
ぐ
ま
れ
し 

人
の
情

な
さ
け

の
報
ひ
に
は 

得
難
き
も
の
を
さ
ゝ
げ
も
て 

奉
ら
め
と
思

ひ
つ
ゝ 
浮 ふ

穴 け
つ

と
い
へ
る
玉
貝
を 

得
め
と
思
へ
ど 

荒
魚
の 

怒
り
か
し
こ
み
事
な
く
は 

取
得

と

り

え

が
た

し
と
窺

う
か
ゞ

へ
り 
海
の
中
に
は
垣
も
な
く 

行
易

ゆ
き
や
す

け
め
と 

世
の
人
は 

お
も
ひ
ぬ
れ
ど
も 

う
か
ぶ
魚 

根 ね

に
栖 す

む

魚
の 

別 わ
き

有
り
て 

潮
う
し
ほ

の
階 き

だ

も
異
な
れ
ば 

そ
こ
に
有
り
と
は
知
り
つ
れ
ど 

千
尋

ち

ひ

ろ

に
餘
る 

荒 あ
ら

根 ね

に
は 

行
觸

ゆ

き

ふ

れ
が
た
み 

容
易

た

や

す

く
も 

取
得
ら
れ
ね
ば
悔 く

や

し
と
は 

思
ひ
染 し

み

つ
ゝ
荒
魚
の 

寄
來

よ

り

こ

こ
ぬ

隙
に 

大
龜
は 

入 い
り

得 え

ぬ
方 か

た

に
分 わ

け

ゆ
き
て 

貝
を
取
得
て
背
に
負
ひ
つ 

心
い
さ
み
て 

荒
波
を 

い
か

き
上
り
つ 

搔 か
き

の
ぼ
り 

潮
の
さ
か
ひ
を 

超 こ
え

ぬ
べ
く 

成
り
ぬ
る
時
に
荒
い
を
の 

睨 に
ら

み
視
る
よ
り
鰭 ひ

れ

を
ふ
り 

齒
を
剝 む

き

出 い

で
ゝ
飛
ぶ
が
ご
と 

追 お
ひ

て
來 き

ぬ
れ
ば 

荒
汐
は 

う
な
逆
立

さ
か
た
ち

て
卷
返

ま
き
か
へ

り 

底
の
闇
は

千
萬

ち
よ
ろ
づ

の 

神
鳴
騷 さ

は

ぐ
如
く
に
て 

聞
く
も
畏

か
し
こ

く
肝 き

も

迷
ひ 

沈
ま
じ
浮
ん
と
空
樣

そ
ら
さ
ま

に 

尻
を
成
し
つ
ゝ 

逃

行
く
を 

い
と
ひ
か
ゝ
れ
ば 

拂
ふ
手
を 
ふ
つ
と
囓 く

は

れ
て
一
度
に 

汐
の
境
は
去
ぬ
れ
ど 

重
傷

い

た

で

に
あ

れ
ば
潮
さ
へ 

血
し
ほ
と
成 な

り

て
大
龜
は 

心
消
つ
ゝ
一
行

ひ
た
す
ら

に 

弱
り
て
あ
れ
ど 

や
う
や
う
に 

海 う
な

路 ぢ

辿

り
て 

海
士
人
の 

家
の
邊

ほ
と
り

の
磯
邊
ま
で 

貝
を
負
來

お

ひ

き

て 

生
命

い

の

ち

歿 し
に

け
り 

 
 

萬
代
を
經
ぬ
べ
き
龜
は
う
ま
酒
の 

 
 

 
 

 

あ
ぢ
に
命
を
つ
く
し
ぬ
る
か
も 

 
 

龜
が
よ
は
ひ
酒
に
た
ち
け
り
み
じ
か
ゝ
る 

 
 

 
 

 

人
の
命
は
捨
る
も
う
べ
な
り 

 
 

萬
代
の
齡
ゆ
づ
り
し
か
ひ
な
れ
ば 

 
 

 
 

 

手
に
と
る
人
も
千
代
は
へ
ぬ
べ
し 

 
 

 

文
政
は
じ
め
の
と
し
葉
月
五
十
六
歲
に
て
し
る
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

眞 
 

葛 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
で
は
、
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
所
持
す
る
国
書
刊
行
会
「
江
戸
文
庫
」
版

で
は
、
以
下
の
漢
文
が
附
さ
れ
て
あ
る
。
返
り
点
を
除
去
し
て
恣
意
的
に
正
字
化
し
て
示
し
、
後
に
私
の

推
定
訓
読
を
附
す
。］ 

  

松
濱
之
漁
父
、
網
而
獲
一
大
龜
、
飮
之
酒
而
放
之
、
如
此
者
二
囘
矣
。
賤
而
有
仁
、
可
不
賞
乎
。
龜
既

洋
々
焉
而
去
、
後
數
日
、
負
珍
貝
來
、
少
焉
殭
矣
。
怪
而
視
之
、
損
其
一
足
、
似
爲
物
所
齕
斷
。
意
采
貝

重
淵
、
與
巨
魚
鬪
、
而
至
此
乎
。
介
而
知
恩
以
死
報
之
、
可
不
哀
且
賞
乎
。
然
而
細
民
有
仁
、
衆
漁
中
蓋

不
數
人
、
介
族
知
恩
、
亦
所
希
覩
也
。
可
謂
奇
遇
耳
。
夫
、
龜
以
壽
稱
者
也
。
而
爲
恩
强
死
、
爲
人
所

哀
、
傳
以
爲
美
談
。
其
不
朽
也
、
勝
徒
壽
遠
矣
。［
原
割
註―

こ
は
、
か
の
國
に
い
ま
す
南
山
禪
師
の
そ

へ
給
へ
る
な
り
。］ 

 
 

 

＊ 

松
濱
の
漁
父
、
網
に
て
一
大
龜
を
獲
り
、
之
れ
に
酒
を
飮
ま
せ
、
而
し
て
之
れ
を
放
つ
。
此
く
の
ご
と

き
、
二
囘
た
り
。
賤
し
く
し
て
、
し
か
も
、
仁
、
有
り
。
賞
す
べ
か
ら
ざ
る
か
。
龜
、
既
に
洋
々
焉

よ
う
よ
う
え
ん

［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
は
る
か
遠
い
さ
ま
。］
と
し
て
去
り
、
後
、
數
日
、
珍
貝
を
負
ひ
て
來
り
、
少
焉
に
し
て

殭 し

す
。「
怪
し
」
と
し
て
之
れ
を
視
る
に
、
其
れ
、
一
足
を
損
じ
、
齕
斷
せ
る
物
た
る
に
似
た
り
。
意 お

も

ふ

に
、
重
淵
に
貝
を
采 と

り
、
巨
魚
と
鬪
ひ
、
而
し
て
此
に
至
れ
る
か
。
介
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
広
義
の
魚
介

で
、
亀
を
指
す
。］
に
し
て
、
し
か
も
、
恩
を
知
り
、
死
を
以
つ
て
之
れ
に
報
ふ
、
哀
れ
み
、
且
つ
、
賞



す
べ
か
ら
ざ
る
か
。
然
し
て
、
細
民
、
仁
、
有
り
、
衆
漁
の
中 う

ち

、
蓋
し
、
人
を
數
ふ
べ
か
ら
ざ
る
に
、
介

族
、
恩
を
知
る
、
亦
、
希
覩

き

と

と
せ
ん
や
、
奇
遇
と
謂
ふ
べ
き
の
み
。
夫 そ

れ
、
龜
、
壽
を
以
つ
て
稱
す
者
な

り
。
而
し
て
恩
を
爲 な

し
、
强
て
死
す
。
人
、
哀
れ
む
と
所
と
爲
し
、
傳
へ
て
以
つ
て
美
談
と
爲
す
。
其
の

不
朽
や
、

徒
い
た
づ
ら

に
壽
と
す
る
に
勝 ま

さ

れ
る
に
遠
し
、
と
。【
こ
は
、
か
の
國
に
い
ま
す
南
山
禪
師
の
そ
へ
給
へ

る
な
り
。】 

 
 

 

＊ 

素
敵
な
一
文
で
は
な
い
か
！ 
し
か
も
、
真
葛
が
対
象
の
詳
細
な
デ
ー
タ
を
記
し
て
呉
れ
て
い
る
お
蔭
で
、

我
々
は
こ
れ
を
、 

頭
足
綱
四
鰓
（
オ
ウ
ム
ガ
イ
）
亜
綱
オ
ウ
ム
ガ
イ
目
オ
ウ
ム
ガ
イ
科
オ
ウ
ム
ガ
イ
属 

N
a
u

tilu
s 

の
一
種 

或
い
は
よ
く
知
ら
れ
た
一
種
、 

オ
ウ
ム
ガ
イ 

N
a
u

tilu
s p

o
m

p
iliu

s 

で
あ
る
と
確
か
に
認
識
出
来
る
の
で
あ
る
。
同
種
の
分
布
は
南
太
平
洋
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
近
海
の
深

海
（
百
か
ら
六
百
メ
ー
ト
ル
。
八
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
殻
が
水
圧
に
耐
え
切
れ
ず
に
縮
崩
壊
し
て
し

ま
う
）
で
あ
る
が
、
死
貝
の
殻
は
し
ば
し
ば
日
本
沿
岸
に
漂
着
す
る
の
で
、
黒
潮
に
乗
っ
て
仙
台
の
海
岸

に
流
れ
寄
っ
て
も
少
し
も
お
か
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
知
ら
な
い
人
は
お
る
ま
い
が
（
私
は
殻
を
正
中
位

置
で
二
つ
に
切
断
し
た
殻
一
個
体
を
所
持
し
て
い
る
）、
一
応
、
私
の
毛
利
梅
園
「
梅
園
介
譜
」
の
「
鸚

鵡
螺
」
と
、
同
じ
く
私
の
「
オ
ウ
ム
ガ
イ
（
松
森
胤
保
「
両
羽
（
り
ょ
う
う
）
博
物
図
譜
」
よ
り
）」
を

リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。
無
論
、
二
つ
と
も
に
カ
ラ
ー
図
版
附
き
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
「
浮
穴
の
貝
」、
実

は
現
存
す
る
の
で
あ
る
。「
七
ヶ
浜
町
役
場
」
公
式
サ
イ
ト
内
に
あ
っ
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
に
「
浮

穴
ノ
貝
（
富
結
の
貝
）（
ふ
け
つ
の
か
い
） 

民
話
２
」
と
し
て
本
話
が
載
っ
て
お
り
、
現
在
の
祠
（
新

し
い
）
と
、
保
存
さ
れ
て
い
る
「
浮
穴
の
貝
」
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

文
化
４
年
（
１
８
０
７
）
頃
、
松
ヶ
浜
の
漁
師
が
御
殿
崎
の
沖
合
い
で
釣
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
４

尺
程
（
１
・
２
ｍ
）
の
大
亀
が
海
上
に
浮
き
上
が
り
ま
し
た
。
珍
し
が
っ
た
漁
師
は
亀
を
家
へ
連
れ
て
帰

り
、
酒
を
振
る
舞
っ
た
後
、
背
中
に
印
を
付
け
て
海
へ
帰
し
ま
し
た
。 

 

亀
は
翌
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
漁
師
は
再
び
酒
を
振
い
、
海
へ
帰
し
た
後
、
翌
年
の
再
来
を
ま
た
楽

し
み
に
待
ち
ま
し
た
。 

 

す
る
と
翌
年
、
亀
は
見
た
こ
と
も
な
い
貝
を
背
中
に
背
負
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
貝
を
受
け
取
っ
て

よ
く
よ
く
見
れ
ば
、
亀
は
左
手
に
、
何
者
か
に
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
よ
う
な
大
け
が
を
負
っ
て
い
ま
し
た
。

漁
師
は
手
当
て
を
し
、
酒
を
飲
ま
せ
て
船
に
乗
せ
、
沖
合
に
帰
し
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
翌
朝
、
そ
の
亀
が
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
て
、
気
の
毒
に
思
っ
た
漁
師
は
、
養
松
院
の
境

内
に
埋
葬
し
「
亀
霊
明
神
」
と
名
付
け
て
ま
つ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
漁
師
は
亀
の
背
に
乗
っ
て
き
た
貝

を
、
家
の
入
口
付
近
に
置
き
ま
し
た
。 

 

数
日
が
過
ぎ
た
頃
、
漁
師
の
家
の
前
を
通
り
か
か
っ
た
旅
の
僧
侶
が
、
そ
の
貝
を
見
つ
け
て
仰
天
し
ま

し
た
。
僧
は
「
こ
れ
は
浮
穴
の
貝
と
い
う
深
海
の
珍
宝
で
、
出
漁
前
に
拝
め
ば
大
漁
を
も
た
ら
す
」
と
漁

師
に
語
り
ま
し
た
。
半
信
半
疑
で
漁
師
が
そ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
大
漁
が
続
い
た
事
で
、
噂
は
た
ち

ま
ち
広
が
り
、
は
る
ば
る
四
国
か
ら
拝
み
に
や
っ
て
く
る
人
も
い
た
と
い
い
ま
す
。 

 

浮
穴
（
ふ
け
つ
）
と
い
う
読
み
の
音
か
ら
「
富
結
」
と
い
う
縁
起
の
い
い
字
を
当
て
る
こ
と
も
あ
り
ま

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/04/post-6da2.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/04/post-6da2.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/04/post-7a9c.html
https://www.shichigahama.com/relax2/news/documents/e01-089_10-11.pdf


す
。
こ
の
漁
師
の
子
孫
は
、
今
も
松
ヶ
浜
に
暮
ら
し
、
亀
霊
明
神
の
祠
を
養
松
院
か
ら
自
宅
そ
ば
に
移
し

て
今
も
供
養
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

こ
の
時
制
記
載
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
真
葛
さ
ん
は
、
こ
の
奇
談
の
あ
っ
た
時
か
ら
僅
か
十
一
年
の
後
に
、

こ
の
漁
師
自
身
に
直
接
逢
っ
て
、
話
を
聴
き
、「
浮
穴
の
貝
」
を
親
し
く
観
察
し
た
こ
と
に
な
る
。
今
度
、

行
く
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
是
非
と
も
こ
の
オ
ウ
ム
ガ
イ
、
い
や
さ
、「
浮
穴
の
貝
」
を
拝
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
こ
の
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
航
空
写
真
）
松
ヶ
崎
港
の
東
北
の
一
角
部
分
の
岬
が
御
殿

崎
で
、
ア
ッ
プ
す
る
と
、
一
時
保
管
さ
れ
て
あ
っ
た
「
養
松
院
」
が
見
え
る
。
恐
ら
く
は
こ
の
範
囲
内
の
ど

こ
か
に
、
祀
ら
れ
、
そ
の
子
孫
の
御
自
宅
に
「
浮
穴
の
貝
」
は
あ
る
の
で
あ
る
。 

「
倭
漢
三
才
圖
會
卷
七
六
に
、
淡
路
の
由
良
島
に
、
每
年
六
月
三
日
、
社
僧
龍
王
を
祭
る
時
、
大
小
の
海

龜
必
ず
來
游
群
を
成
す
と
云
へ
り
」
同
巻
に
載
る
「
大
日
本
國
」
の
中
の
「
淡
路
」
の
「
由
良
島
」
で
あ

る
。
所
持
す
る
原
本
よ
り
電
子
化
す
る
。
原
文
の
訓
点
は
除
去
し
、
後
に
訓
読
を
示
し
た
。 

 
 

 

＊ 

由
良
島
【
非
名
所
】 

在
由
良
之
南
西
海
中 

島
周
凡
三
里
許
有
奇
石
名
金
藏
作
此
處
或
見
猩
猩
蓋
俗
說 

又
有
大
石
名
比
良
波
惠
其
石
出
於
海
中
而
上

面
平
也
方
二
丈
許
毎
六
月
三
日
土
人
備
供
物
於
石
上
謂
之
龍
王
祭
【
八
幡
宮
神
宮
寺
】
社
僧
來
誦
陀
羅
尼

修
祭
儀
時
大
小
龜
來
群
游
於
石
※
毎
度
無
違
人
甚
爲
奇 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
※
」
は
グ
リ
フ
ウ
ィ
キ
の
こ
れ
。「
邊
」
の
異
体
字
。
訓
読
で
は
「
邊
」
と
し

た
。］ 

 
 

 

＊ 

由
良
島
【
名
所
に
非
ず
。
】 

由
良
の
南
西
海
中
に
在
り
。 

島
、
周 め

ぐ

り
、
凡
そ
三
里
許
り
。
奇
石
、
有
り
、「
金
藏
作
」
と
名
づ
く
。
此
の
處
、
猩
猩
を
見
る
こ
と
或

り
、
蓋
し
、
俗
說
な
ら
ん
。
又
、
大
石
、
有
り
、「
比
良
波
惠
」
と
名
づ
く
。
其
の
石
、
海
中
よ
り
出
で

て
、
上
面
、
平
な
る
こ
と
や
、
方
二
丈
許
り
。
毎
六
月
三
日
、
土
人
、
供
物
を
石
上
に
備
ふ
。
之
れ
を

「
龍
王
祭
」
と
謂
ふ
。【
八
幡
宮
の
神
宮
寺
の
。】
社
僧
、
來
り
、
陀
羅
尼
を
誦
し
、
祭
儀
を
修
す
時
、
大

小
の
龜
、
來
り
て
、
石
邊
に
群
游
す
。
毎
度
、
違 た

が

ふ
こ
と
無
し
。
人
、
甚
だ
奇
と
爲
す
。 

 
 

 

＊ 

「
金
藏
作
」
の
読
み
は
不
詳
。
現
在
、
こ
の
呼
称
は
生
き
残
っ
て
い
な
い
。「
比
良
波
惠
」
は
「
ひ
ら
ば

え
」（
海
中
に
上
方
に
突
き
出
し
た
根
（
岩
礁
帯
）
を
「
は
え
」
と
呼
ぶ
。
魚
介
類
が
多
く
集
ま
る
）。
島

の
大
き
さ
と
由
良
か
ら
の
方
角
、
奇
石
群
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
れ
は
現
在
の
淡
路
島
の
南
沖
合
四
・

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
紀
伊
水
道
北
西
部
に
浮
か
ぶ
、
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
に
属
す
る
沼
島
（
ぬ
し
ま
）
で

あ
る
（
こ
こ
こ
そ
開
闢
神
話
で
最
初
に
出
来
た
原
日
本
「
お
の
こ
ろ
島
」
で
あ
る
と
す
る
伝
承
が
あ

る
）。
上
及
び
下
立
神
岩
・
屏
風
岩
・「
あ
み
だ
バ
エ
」
な
ど
の
奇
岩
が
あ
る
が
、
中
で
も
高
さ
約
三
十
メ

ー
ト
ル
の
「
上
立
神
岩

か
み
た
て
が
み
い
わ

」
は
「
竜
宮
の
表
門
」（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
の
「
上
立
神
岩
」
の
サ

イ
ド
・
パ
ネ
ル
の
現
地
の
説
明
版
を
見
よ
）
と
も
呼
ば
れ
、
ウ
ミ
ガ
メ
と
親
和
性
が
強
い
。
な
お
、
ウ
ィ

キ
の
「
沼
島
」
に
は
『「
和
漢
三
才
図
会
」
に
は
「
龍
宮
の
表
門
」
と
書
き
記
さ
れ
て
い
る
』
と
書
い
て

あ
る
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
複
数
の
活
字
本
（
私
の
所
持
す
る
の
は
原
刊
行
本
の
一
種
）
を
見
て
も
、
そ
の
記

載
を
見
出
せ
な
い
（
同
書
に
は
大
き
く
分
け
て
良
安
の
初
版
と
手
入
れ
を
し
た
改
訂
版
の
二
種
が
あ
る
か

https://www.google.com/maps/place/%E5%AE%AE%E5%9F%8E%E7%9C%8C%E5%AE%AE%E5%9F%8E%E9%83%A1%E4%B8%83%E3%83%B6%E6%B5%9C%E7%94%BA/@38.2780157,141.0511461,1044m/data=!3m1!1e3!4m5!3m4!1s0x5f898f922f8ce40f:0xeaaee1e8f167f4ea!8m2!3d38.3044991!4d141.0590813
https://glyphwiki.org/wiki/sarashina_hkrm-01045741
https://glyphwiki.org/wiki/sarashina_hkrm-01045741
https://glyphwiki.org/wiki/sarashina_hkrm-01045741
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https://www.google.com/maps/place/%E6%B2%BC%E5%B3%B6/@34.1678816,134.8122526,3700m/data=!3m1!1e3!4m5!3m4!1s0x355359a4e95df501:0xe5bf69a7db8932b8!8m2!3d34.1667333!4d134.8248138
https://www.google.com/maps/place/%E6%B2%BC%E5%B3%B6/@34.1678816,134.8122526,3700m/data=!3m1!1e3!4m5!3m4!1s0x355359a4e95df501:0xe5bf69a7db8932b8!8m2!3d34.1667333!4d134.8248138
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%8A%E7%AB%8B%E7%A5%9E%E5%B2%A9/@34.1623944,134.8283951,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipN-koB5tr6hV-wc7WA42jqefBGYTz1UB-mH3F9B!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipN-koB5tr6hV-wc7WA42jqefBGYTz1UB-mH3F9B%3Dw203-h114-k-no!7i3840!8i2160!4m13!1m7!3m6!1s0x355359a4e95df501:0xe5bf69a7db8932b8!2z5rK85bO2!3b1!8m2!3d34.1667333!4d134.8248138!3m4!1s0x355359bec8380d43:0xe4c3ac136f7a70b!8m2!3d34.1623952!4d134.8283949
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%8A%E7%AB%8B%E7%A5%9E%E5%B2%A9/@34.1623944,134.8283951,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipN-koB5tr6hV-wc7WA42jqefBGYTz1UB-mH3F9B!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipN-koB5tr6hV-wc7WA42jqefBGYTz1UB-mH3F9B%3Dw203-h114-k-no!7i3840!8i2160!4m13!1m7!3m6!1s0x355359a4e95df501:0xe5bf69a7db8932b8!2z5rK85bO2!3b1!8m2!3d34.1667333!4d134.8248138!3m4!1s0x355359bec8380d43:0xe4c3ac136f7a70b!8m2!3d34.1623952!4d134.8283949
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%BC%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%BC%E5%B3%B6


ら
、
或
い
は
そ
う
し
た
記
述
が
あ
る
版
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
ど
う
も
不
審
で
あ
る
）。 

「
神
代
に
、
豐
玉
姬
龜
に
乘
り
、
海
を
渡
る
事
有
り
」「
豐
玉
姬
」
は
女
神
で
、
神
武
天
皇
の
父
方
の
祖

母
、
母
方
の
伯
母
と
さ
れ
る
。
ウ
ィ
キ
の
「
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
」
に
、『
豊
玉
姫
は
海
神
（
豊
玉
姫
の
父
）

の
宮
に
や
っ
て
き
た
火
折
尊
と
結
婚
し
、
火
折
尊
は
そ
の
宮
に
』
三
『
年
間
住
ん
だ
が
、
火
折
尊
は
故
郷

の
こ
と
を
お
も
っ
て
な
げ
い
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
豊
玉
姫
は
、
自
ら
の
父
で
あ
る
海
神
に
「
天
孫
悽
然
と

し
て
数
（
し
ば
し
ば
）
歎
き
た
ま
う
。
蓋
し
土
（
く
に
）
を
懐
（
お
も
）
い
た
ま
う
の
憂
え
あ
り
て

か
。」
と
言
っ
た
。
海
神
は
火
折
尊
に
助
言
を
与
え
、
故
郷
に
帰
し
た
。
帰
ろ
う
と
す
る
火
折
尊
に
、
豊

玉
姫
は
「
妾
（
や
っ
こ
）
已
に
娠
め
り
。
当
に
産
ま
ん
と
き
久
し
か
ら
じ
。
妾
必
ず
風
濤
急
峻
の
日
を
以

て
海
浜
に
出
で
到
ら
ん
。
請
う
我
が
為
に
産
室
を
作
り
て
相
い
持
ち
た
ま
え
。」
と
言
っ
た
』。『
の
ち
に

豊
玉
姫
は
約
束
の
通
り
、
妹
の
玉
依
姫
を
従
え
て
海
辺
に
い
た
っ
た
。
出
産
に
望
ん
で
、
豊
玉
姫
は
火
折

尊
に
「
妾
産
む
時
に
幸
（
ね
が
）
わ
く
は
な
看
（
み
）
ま
し
そ
。」
と
請
う
た
。
し
か
し
火
折
尊
は
我
慢

で
き
ず
、
ひ
そ
か
に
盗
み
見
た
。
豊
玉
姫
は
出
産
の
時
に
ヤ
ヒ
ロ
ワ
ニ
』（「
古
事
記
」
で
は
「
八
尋
和

邇
」、
「
日
本
書
紀
」
の
一
書
で
は
「
八
尋
大
熊
鰐
」
と
す
る
）『
と
な
り
、
腹
這
い
、
蛇
の
よ
う
に
う
ね

っ
て
い
た
』（「
古
事
記
」
）。『
豊
玉
姫
は
恥
じ
て
、「
如
（
も
）
し
我
を
辱
し
め
ざ
る
な
ら
ば
、
則
ち
』、

『
海
陸
相
通
わ
し
め
て
、
永
く
隔
て
絶
つ
こ
と
無
か
ら
ま
じ
。
今
既
に
辱
み
つ
。
将
（
ま
さ
）
に
何
を
以

て
親
昵
な
る
情
を
結
ば
ん
や
。」
と
言
い
、
子
を
草
で
つ
つ
ん
で
海
辺
に
す
て
て
、
海
途
を
閉
じ
て
去
っ

た
』
と
い
う
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
を
指
し
て
い
よ
う
が
、
こ
れ
は
海
亀
の
よ
う
に
は
私
に
は
見
え
な
い
。 

「
安
南
の
ト
ラ
ヲ
ス
の
祖
」「
安
南
」
は
現
在
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
だ
が
、「
ト
ラ
ヲ
ス
」
は
不
詳
。 

「N
éis et S

ep
tan

s, ‛ R
ap

p
o
rt su

r u
n
 V

o
y
ag

e d̓
ex

p
lo

ratio
n
 au

x
 S

o
u
rces d

u
 D

o
n

g
-N

ai; C
o
ch

in
ch

in
e 

F
ran

caise, N
o
. 1

0
, 1

8
8
2
, p

. 4
4

」（「;

」
は
「̓

」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
）
フ
ラ
ン
ス
の
医
師
で
探
検
家
の
ポ
ー

ル
・
マ
リ
ー
・
ネ
イ
ス
（P

au
l M

arie N
éis 

一
八
五
二
年
～
一
九
〇
七
年
）
と
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
将
校

の
ア
ル
バ
ー
ト
・
セ
プ
タ
ン
ズ
（A

lb
ert S

ep
tan

s 

一
八
五
五
年
～
一
九
五
六
年
）
の
共
著
に
な
る
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
の
東
南
部
に
あ
る
現
在
の
ド
ン
ナ
イ
省
の
探
検
報
告
書
ら
し
い
。 

「
鹿
島
明
神
、
早
龜
と
い
う
龜
に
乘
り
、
長
門
豐
浦
に
到
り
し
由
、
類
聚
名
物
考
卷
三
一
一
に
見
ゆ
」

「
類
聚
名
物
考
」
は
「
鶺
鴒
」
パ
ー
ト
で
既
注
。
著
者
山
岡
浚
明

ま
つ
あ
け

は
同
巻
の
「
樂
律
部
第
一 

舞
踏 

曲

名 

音
調 

雜
叢
」
の
最
初
の
方
に
あ
る
「
政
納
舞
（
せ
い
の
う
の
ま
ひ
）」
の
項
（
右
ペ
ー
ジ
下
段
）

で
、
住
吉
神
社
の
縁
起
に
見
え
る
、「
面
に
布
を
覆
ひ
て
舞
と
い
へ
る
」
そ
れ
に
つ
い
て
、 

 
 

 

＊ 

○
〔
住
吉
記
考
〕
然
る
に
此
吉
丸
ハ
（
鹿
島
大
明
神
の
御
事
な
り
）
常
陸
の
國 

鹿
島
の
浦
に
住
て
魚
を

愛
し
年
序
を
送
り
長
眠
を
好
給
ひ
け
る
故
に
御
顏
に
蠣
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
き
」。
貝
の
カ
キ
。］
な

と
多
く
吸
ひ
付
け
る
に
よ
り
て
色
黑
く
か
た
い
見
に
く
ゝ
お
は
し
ま
し
け
る
に
よ
り
て
恥
し
く
や
お
ほ
し

け
ん
お
そ
く
參
り
給
ふ
故
召
よ
は
ん
と
て
長
門
の
國
豐
浦
に
し
て
御
神
樂
を
す
ゝ
め
さ
せ
た
ま
ひ
け
り
五

人
の
神
樂
男
云
々
鹿
島
明
神
ハ
海
中
に
お
は
し
ま
し
け
る
か
遙
に
是
を
見
給
ひ
我
を
早
々
參
れ
と
思
召
て

御
樂
を
始
め
ら
れ
た
り
我
此
神
樂
を
見
な
か
ら 

い
か
て
ま
ゐ
ら
さ
る
へ
き
や
と
て
早
龜
と
い
ふ
龜
に
乘

て
參
り
給
ひ
上
（
淨

カ

）
衣
の
袖
を
御
顏
に
引
お
ほ
ひ
御
領
に
鼓
を
か
け
て
政
納
と
い
ふ
舞
を
ま
ひ
給
ひ

け
り
さ
て
こ
そ
世
迄
も
政
納
と
い
ふ
舞
の
顏
に
布
を
た
れ
け
る
も
か
ゝ
る
由
有
故
な
ら
ん 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
の
を
指
す
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%A8%E3%82%BF%E3%83%9E%E3%83%92%E3%83%A1
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-ad25eb.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898158/192
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898158/192


「
海
坊
主
と
て
、
海
龜
を
漁
事
に
不
祥
な
り
と
す
る
事
、
倭
漢
三
才
圖
會
卷
四
六
に
出
、
其
偶
有
得
、
則

將
殺
之
時
此
者
拱
手
落
淚
如
乞
救
者
云
々
と
言
る
」
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會 

卷
第
四
十
六 

介
甲
部 

龜
類 

鼈
類 
蟹
類 

 

寺
島
良
安
」
よ
り
原
文
・
訓
読
及
び
私
の
注
を
少
し
補
正
を
加
え
て
引
く
（
私

は
こ
れ
を
ウ
ミ
ガ
メ
と
は
比
定
し
て
い
な
い
）。
図
は
こ
ち
ら
。 

 
 

 

＊ 

 

お
し
や
う
い
を 

う
み
ぼ
う
ず 

 

【
俗
云
海
坊
主
】 

和
尙
魚 

ホ
ウ 

シ
ヤ
ン 

イ
ユ
イ 

三
才
圖
會
云
東
洋
大
海
中
有
和
尚
魚
狀
如
鱉
其
身
紅
赤
色
從
潮
汐
而
至 

△
按
西
海
大
洋
中
有
海
坊
主
鱉
身
人
靣
〔
＝
面
〕
頭
無
毛
髪
大
者
五
六
尺
漁
人
見
之
則
以
爲
不
祥
漁
罟
不

利
遇
有
捕
得
則
將
殺
之
時
此
物
拱
手
落
泪
如
乞
救
者
因
誥
曰
須
免
汝
命
以
後
不
可
讎
我
漁
乎
時
向
西
仰
天

此
其
諾
也
乃
扶
放
去
矣
所
謂
和
尙
魚
是
矣 

 
 

 

＊ 

お
し
や
う
い
を 

う
み
ぼ
う
ず 

 

【
俗
に
海
坊
主
と
云
ふ
。】 

和
尚
魚 

ホ
ウ 

シ
ヤ
ン 

イ
ユ
イ 

「
三
才
圖
會
」
に
云
ふ
、『
東
洋
大
海
の
中
、
和
尚
魚
有
り
。
狀
ち
、
鱉 べ

つ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鼈
」
に
同

じ
で
ス
ッ
ポ
ン
の
こ
と
。］
の
ご
と
く
、
其
の
身
、
紅
赤
色
。
潮
汐
に
從
つ
て
至
る
。』
と
。 

△
按
ず
る
に
、
西
海
大
洋
の
中
、
海
坊
主
と
い
ふ
も
の
有
り
。
鱉

す
ほ
ん

の
身
、
人
の
面
、
頭
に
毛
髪
無
く
、
大

な
る
者
は
五
、
六
尺
、
漁
人
、
之
を
見
つ
と
き
は
、
則
ち
以
て
不
祥
と
爲
す
。
漁
罟

ぎ

よ

こ

利
あ
ら
ず
。

遇
た
ま
た
ま

捕

り
得
る
こ
と
有
ら
ば
、
則
ち
、
將
に
之
を
殺
さ
ん
と
す
る
時
、
此
の
物
、
手
を
拱

こ
ま
ぬ

き
て
泪
を
落
と
し
、
救

ふ
者 こ

と

を
乞
ふ
が
ご
と
し
。
因
り
て
誥 つ

げ
て
曰
く
、「
須
ら
く
汝
が
命
を
免
ず
べ
し
。
以
後
、
我
が
漁
に
讎 あ

だ

を
す
べ
か
ら
ざ
る
か
。」
と
。
時
に
、
西
に
向
か
ひ
て
天
を
仰 あ

ふ

む
く
。
此
れ
其
れ
、
諾
な
り
。
乃
ち
、
扶 た

す

け
て
放
ち
去
る
。
所
謂
る
、
和
尚
魚
、
是
な
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
多
く
の
資
料
が
ウ
ミ
ガ
メ
の
誤
認
と
す
る
が
、
私
は
全
く
賛
同
で
き
な
い
。
寧
ろ
、

顔
面
が
人
の
顔
に
似
て
い
る
点
、
坊
主
の
よ
う
に
頭
部
が
つ
る
ん
と
し
て
い
る
点
、
一
・
五
か
ら
二
メ
ー

ト
ル
弱
と
い
う
体
長
、
魚
網
に
被
害
を
も
た
ら
す
点
、
両
手
を
胸
の
前
で
重
ね
合
わ
せ
て
涙
を
流
し
な
が

ら
命
を
救
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
乞
う
か
の
よ
う
な
動
作
や
空
を
仰
ぐ
よ
う
な
姿
勢
を
す
る
点
（
こ
ん
な
仕

草
を
す
る
動
物
、
水
族
館
の
シ
ョ
ー
で
見
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
？
）
等
を
綜
合
す
る
と
、
私
に
は
こ

れ
は
哺
乳
綱
ネ
コ
（
食
肉
）
目
ア
シ
カ
（
鰭
脚
）
亜
目
ア
ザ
ラ
シ
科P

h
o

cid
ae

の
ア
ザ
ラ
シ
類
か
同
じ
ネ

コ
（
食
肉
）
目
ア
シ
カ
（
鰭
脚
）
亜
目
ア
シ
カ
科O

tariid
ae

の
ア
シ
カ
類
及
び
ア
シ
カ
科
オ
ッ
ト
セ
イ
亜

科 
A

rcto
cep

h
alin

ae

に
属
す
る
オ
ッ
ト
セ
イ
類
等
の
誤
認
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
い
う
気
が
す
る
。
ス

ッ
ポ
ン
に
似
て
い
る
と
い
う
点
で
付
図
の
よ
う
な
甲
羅
を
背
負
っ
て
し
ま
う
訳
（
そ
れ
が
ウ
ミ
ガ
メ
誤
認

説
を
導
く
の
で
あ
ろ
う
）
だ
が
、
こ
れ
は
断
じ
て
ス
ッ
ポ
ン
の
甲
羅
で
は
、
な
い
。
実
際
の
ス
ッ
ポ
ン
の

形
状
を
よ
く
思
い
出
し
て
頂
き
た
い
。
甲
羅
は
厚
い
皮
膚
に
覆
わ
れ
て
お
り
鱗
板
（
り
ん
ば
ん
。
角
質
板

http://yab.o.oo7.jp/wakan46.html
http://yab.o.oo7.jp/wakan46.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/umibouzu.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/umibouzu.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/umibouzu.jpg


と
も
言
い
、
爬
虫
類
の
鱗
が
癒
合
し
て
板
状
に
な
っ
た
も
の
）
が
な
く
、
つ
る
ん
と
し
て
平
た
い
。
ま
た

多
く
の
種
は
背
甲
と
腹
甲
が
固
着
す
る
こ
と
な
く
、
側
縁
の
部
分
は
一
種
の
結
合
組
織
で
柔
軟
に
結
び
つ

い
て
い
る
。
四
肢
を
見
る
と
、
前
肢
は
長
く
扁
平
な
オ
ー
ル
状
を
呈
し
て
お
り
、
後
肢
は
短
い
。
さ
て

「
こ
の
私
の
ス
ッ
ポ
ン
の
叙
述
」
は
恰
も
上
に
上
げ
た
水
生
哺
乳
類
の
イ
メ
ー
ジ
と
か
け
離
れ
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
？ 

私
に
は
よ
く
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
山
海
経
動
物
記
・
三

足
亀
」
に
は
私
と
全
く
同
じ
よ
う
な
見
解
か
ら
ア
ザ
ラ
シ
や
オ
ッ
ト
セ
イ
、
ヨ
ウ
ス
コ
ウ
カ
ワ
イ
ル
カ
を

巨
大
な
ス
ッ
ポ
ン
と
誤
認
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
「
ア
ザ
ラ
シ
や
オ

ッ
ト
セ
イ
」
の
部
分
の
同
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク
先
「
鯥
魚
」（
ろ
く
ぎ
ょ
）
も
必
読
で
あ
る
）。
是
非
、
お
読

み
に
な
る
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。 

「
漁
罟
、
利
あ
ら
ず
」「
漁
罟
」
は
魚
を
獲
る
た
め
の
漁
網
の
こ
と
。
東
洋
文
庫
版
で
は
「
漁
網
も
、
役

に
立
た
な
い
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
如
何
に
も
乱
暴
な
訳
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
和
尚
魚
を
見
た
り
捕
ら
え

た
り
し
た
と
時
は
、
不
吉
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
和
尚
魚
が
漁
網
に
入
る
と
、
網
が
破
れ
た
り
、
流

れ
て
亡
失
し
た
り
し
て
実
利
的
に
も
被
害
が
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
漁
師
は
殺
そ

う
と
す
る
の
で
あ
る
。 

「
手
を
拱
き
」
の
「
拱
く
」
は
、
実
は
本
来
「
こ
ま
ぬ
く
」
で
、
現
在
の
「
こ
ま
ね
く
」
は
そ
れ
が
変
化

し
た
も
の
。
意
味
は
、
両
手
を
胸
の
前
で
重
ね
合
わ
せ
る
（
腕
を
組
む
）
こ
と
を
指
し
、
こ
れ
は
中
国
で

は
敬
礼
の
動
作
に
当
た
る
。
但
し
、
現
行
の
用
法
は
異
な
り
、
何
も
し
な
い
で
（
す
る
能
力
が
な
く
て
）

手
出
し
を
せ
ず
に
傍
観
し
て
い
る
様
を
言
う
。 

「
誥
げ
て
曰
く
」
の
「
誥
」
は
、
単
に
告
げ
る
と
い
う
意
味
よ
り
も
、
教
え
諭
す
と
か
、
戒
め
る
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
に
加
え
て
、
命
令
を
下
す
の
意
味
も
含
ま
れ
る
字
で
あ
る
。 

「
須
ら
く
汝
が
命
を
免
ず
べ
し
」
の
「
す
べ
か
ラ
ク
～
す
ベ
シ
。」
は
高
校
の
漢
文
で
は
そ
れ
こ
そ
「
必

須
」
暗
記
の
再
読
文
字
の
一
つ
。「
き
っ
と
～
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」「
是
非
～
す
べ
き
だ
。」
等
と
訳

す
必
須
・
義
務
・
命
令
の
用
法
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
時
に
は
臨
機
応
変
な
訳
が
必
要
。「
き
っ
と
お
前

の
命
を
救
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」「
是
非
と
も
お
前
の
命
を
奪
う
こ
と
を
免
じ
て
や
る
べ
き
で
あ

る
」
で
は
如
何
に
も
お
か
し
い
。
こ
こ
は
本
来
の
「
須
」
の
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
し
ば
し
と
か
、
少

し
の
間
と
い
っ
た
意
味
を
利
か
せ
て
、「
暫
く
、
お
前
の
命
を
救
っ
て
や
ろ
う
と
思
う
」
ぐ
ら
い
が
よ
か

ろ
う
。 

「
此
れ
其
れ
、
諾
な
り
」
の
「
其
れ
」
は
強
意
で
指
示
語
で
は
な
い
。
こ
の
和
尚
魚
の
す
る
動
作
（
西
を

向
い
て
空
を
仰
ぐ
こ
と
。
西
方
浄
土
に
か
け
て
も
約
束
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
）
こ
そ
が
『
分
か

り
ま
し
た
』
と
い
う
し
る
し
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
。］ 

 
 

 

＊ 

『
英
國
學
士
會
員
「
フ
ラ
イ
ヤ
ー
」
が
ス
ラ
ツ
ト
で
、
海
龜
捕
る
を
記
し
て
、
此
物
全
く
蟾
蜍
』（
ひ
き

が
へ
る
）「
の
愛
す
べ
き
に
似
た
り
、
婦
女
の
如
く
長
大
息
し
、
小
兒
の
如
く
啼
く
、
裏
返
し
置
く
時
は

行
く
能
は
ず
と
言
る
に
近
し
、（F

ry
er, ‛ A

 N
ew

 A
cco

u
n
t̓o

f E
ast In

d
ia an

d
 P

ersia,̓ 
 
1

6
9

8
, p

. 1
2
2

）』
イ

ギ
リ
ス
の
医
師
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
（Jo

h
n
 F

ry
er 

一
六
五
〇
年
～
一
七
三
三
年
）
の
著
作
。

「In
tern

et arch
ive

」
の
「A

 N
ew

 A
cco

u
n
t o

f E
ast In

d
ia an

d
 P

ersia

」
の
三
巻
本
の
、V

o
l.1

 p
3
0
5

の

頭
か
ら
の
段
落
の
最
後
の
部
分
（
右
ペ
ー
ジ
中
央
）
に
、 

 
 

 

＊ 

http://www.chinjuh.mydns.jp/sengai/rampuloj/p52.htm
http://www.chinjuh.mydns.jp/sengai/rampuloj/p52.htm
http://www.chinjuh.mydns.jp/sengai/rampuloj/p52.htm
http://www.chinjuh.mydns.jp/sengai/rampuloj/p52.htm
http://www.chinjuh.mydns.jp/sengai/fisho/p61.htm
http://www.chinjuh.mydns.jp/sengai/fisho/p61.htm
http://www.chinjuh.mydns.jp/sengai/fisho/p61.htm
https://archive.org/details/newaccountofeast01john/page/304/mode/2up
https://archive.org/details/newaccountofeast01john/page/304/mode/2up
https://archive.org/details/newaccountofeast01john/page/304/mode/2up
https://archive.org/details/newaccountofeast01john/page/304/mode/2up


alto
g
eth

er it is as lo
v
ely

 as a T
o
ad

: It sig
h
s lik

e a W
o
m

an
, an

d
 w

eep
s lik

e a C
h
ild

; b
ein

g
 tak

en
 an

d
 

tu
rn

ed
 o

n
 its b

ack
, it is sh

iftless. 

 
 

 

＊ 

と
あ
り
、
又
、
一
巻
本
で
は
、
熊
楠
の
指
定
通
り
、P

1
2
2

に
あ
る
（
左
ペ
ー
ジ
中
央
）
ま
た
、「
ス
ラ
ツ

ト
」
は
、「S

U
R

A
T

」
で
同
地
名
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
表
記
は
「
ス
ー
ラ
ト
」（
以
下
に
示
す
地
図
で
は

「
ス
ラ
ト
」
と
あ
る
）
で
、
イ
ン
ド
北
西
部
に
あ
る
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
南
部
の
港
湾
都
市
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。］ 

                               

https://archive.org/details/ldpd_6420749_000/page/122/mode/2up
https://archive.org/details/ldpd_6420749_000/page/122/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%88
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%82%B0%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%88+%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%83%88/@20.4787297,75.0365487,5.5z/data=!4m5!3m4!1s0x3be04e59411d1563:0xfe4558290938b042!8m2!3d21.1702401!4d72.8310607


 
蟾
蜍
、
は
耶
蘇
敎
國
一
汎
に
之
を
大
毒
有
り
、
罪
惡
有
る
者
と
し
て
忌
嫌
ふ
、
（A

.C
. L

ee, 
‛ T

h
e 

D
ecam

ero
n
 its S

o
u

rces an
d
 A

n
alo

g
u
es,̓ 1

9
0
9
, p

. 1
3
9

）
予
曾
て
英
國
學
士
會
員
「
ブ
ー
ラ
ン
ゼ
ー
」
氏
に

此
事
を
質
せ
し
に
、
蟾
蜍
の
皮
下
に
毒
物
有
る
は
事
實
な
り
と
語
ら
れ
、
昨
年
頃
此
事
を
學
士
會
院
で
論
ぜ

ら
れ
た
り
、
然
る
に
支
那
に
多
く
之
を
食
ひ
、
本
邦
に
も
九
州
に
然
す
る
所
あ
り
と
聞
く
、
山
座
圓
次
郞
氏

の
直
話
に
、
學
生
の
時
貧
に
し
て
屢
ば
此
を
烹
食
せ
し
が
、
隨
分
可
な
り
の
味
は
有
る
、
然
し
爪
を
去
ら
ず

に
食
へ
ば
頗
る
苦
か
り
し
と
、
吾
邦
に
は
、
歐
州
と
か
わ
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
此
者
を
福
と
名

け
、
人
家
に
幸
福
を
齎
す
者
と
す
、
た
し
か
、
風
俗
文
選
に
も
記
せ
り
と
覺
ゆ
、
和
漢
共
其
靈
物
な
る
を
言

ひ
（
倭
漢
三
才
圖
會
卷
五
四
）H

u
c, ‛ L̓

E
m

p
ire C

h
in

o
sis, ̓1

8
5
4
. 

支
那
に
之
を
祠
れ
る
廟
あ
る
を
い
へ
り

と
記
憶
す
、
古
事
記
に
大
國
主
神
、
始
て
少
名
毘
古
那
神
を
見
、
其
誰
た
る
を
知
ず
、
蟾
蜍
の
言
に
從
ひ
、

久
延
毘
古
を
召
問
て
其
の
名
を
知
り
し
事
あ
り
、
詳
し
く
は
古
事
記
傳
卷
十
二
を
見
よ
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
蟾
蜍
」
は
「
ひ
き
が
へ
る
」。
熊
楠
は
汎
世
界
的
な
記
載
で
あ
る
か
ら
し
て
、
ま
ず

は
脊
索
動
物
門
脊
椎
動
物
亜
門
両
生
綱
無
尾
目
ア
マ
ガ
エ
ル
上
科
ヒ
キ
ガ
エ
ル
科 

B
u

fo
n
id

ae 

に
属
す
る

ヒ
キ
ガ
エ
ル
類
と
し
、
本
邦
の
記
載
部
分
で
は
、
現
在
、
本
邦
固
有
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
ヒ
キ
ガ
エ

ル
科
ヒ
キ
ガ
エ
ル
属
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ
ル 

B
u
fo

 ja
p
o
n
icu

s 

と
同
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
他
に
も
ヒ
キ

ガ
エ
ル
類
は
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
で
代
表
さ
せ
て
問
題
な
い
）。
そ
の
体
色
は
褐
色
・
黄
褐
色
・

赤
褐
色
な
ど
で
、
白
・
黒
・
褐
色
の
帯
模
様
が
入
る
個
体
も
お
り
、
変
異
が
大
き
く
、
体
側
面
に
赤
い
斑

点
が
入
る
個
体
が
多
く
、
背
に
も
斑
点
が
入
る
個
体
も
い
る
。
但
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
厳
密
に
は
現
在

で
は
こ
の
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
、
さ
ら
に
亜
種
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ
ル 

B
u

fo
 ja

p
o
n
icu

s ja
p
o
n
icu

s 

（
本

邦
の
鈴
鹿
山
脈
以
西
の
近
畿
地
方
南
部
か
ら
山
陽
地
方
・
四
国
・
九
州
・
屋
久
島
に
自
然
分
布
す
る
。
体

長
は
七
～
十
七
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
鼓
膜
は
小
型
で
、
眼
と
鼓
膜
間
の
距
離
は
鼓
膜
の
直
径
と
ほ
ぼ

同
じ
）
と
、
亜
種
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル 

B
u
fo

 ja
p
o
n
icu

s o
rm

o
su

s 

（
本
邦
の
東
北
地
方
か
ら
近
畿
地

方
・
島
根
県
東
部
ま
で
の
山
陰
地
方
北
部
に
自
然
分
布
す
る
。
体
長
六
～
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
鼓
膜

は
大
型
で
、
眼
と
鼓
膜
間
の
距
離
よ
り
も
鼓
膜
の
直
径
の
方
が
大
き
い
）
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
熊
楠
も

引
い
て
い
る
、
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
五
十
四 

濕
生
類 

蟾
蜍
（
ひ
き
が
へ
る
）」
を
見
ら
れ
た

い
。
な
お
、『
桃
山
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
論
集
』
第
四
十
号
（
二
〇
〇
四
年
二
月
発
行
）
所
収
の
井
本

英
一
氏
の
「
蛙
神
事
の
源
流
（
１
）」（P

D
F

で
ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
可
能
）
は
、
西
洋
の
カ
エ
ル
信
仰
も
併

記
し
て
論
じ
て
お
ら
れ
、
こ
こ
に
挙
げ
る
に
は
最
適
な
論
文
の
一
つ
と
言
え
る
。 

「
蟾
蜍
は
、
耶
蘇
敎
國
一
汎
に
、
之
を
大
毒
有
り
、
罪
惡
有
る
者
と
し
て
忌
嫌
ふ
」
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教

に
於
け
る
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
今
一
つ
、
纏
ま
っ
た
記
載
が
見
当
た
ら
な

い
。
荒
俣
宏
氏
の
「
世
界
大
博
物
図
鑑
３ 

両
生
・
爬
虫
類
」（
平
凡
社
一
九
九
〇
年
刊
）
の
「
ヒ
キ
ガ

エ
ル
」
の
項
の
「
博
物
誌
」
の
一
部
を
引
く
（
ピ
リ
オ
ド
・
コ
ン
マ
は
句
読
点
に
代
え
、
後
付
け
の
読
み

は
ル
ビ
化
し
た
）。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

動
植
物
を
か
な
り
詳
細
に
分
類
・
命
名
す
る
傾
向
の
あ
っ
た
古
代
地
中
海
世
界
で
は
、
す
で
に
ギ
リ
シ

ア
時
代
に
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
定
義
が
成
立
し
て
い
た
。
博
物
学
の
開
祖
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
カ
エ
ル
の
類

を
大
別
し
て
、〈
バ
ト
ラ
コ
スb

atrak
h
o
s

〉（
ふ
つ
う
の
カ
エ
ル
）
と
〈
プ
リ
ュ
ノ
スP

h
ry

n
o
s

〉（
ガ
マ
、

ヒ
キ
ガ
エ
ル
）
の2

種
に
分
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/09/post-6a35.html
https://stars.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=2680&item_no=1&page_id=13&block_id=67
https://stars.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=2680&item_no=1&page_id=13&block_id=67


 
し
か
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
い
え
ど
も
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
を
直
視
す
る
こ
と
は
気
が
進
ま
な
か
っ
た
の

か
、
そ
の
生
態
を
詳
し
く
述
べ
て
は
い
な
い
。《
動
物
誌
》
に
散
見
す
る
記
述
を
集
め
て
み
て
も
、
ヒ
キ

ガ
エ
ル
は
脾
臓
が
小
さ
く
、
体
内
に
黒
い
も
の
（
腸
ら
し
い
）
を
も
ち
、
ノ
ス
リ
に
食
ベ
ら
れ
、
ミ
ツ
バ

チ
を
食
べ
る
、
と
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
カ
エ
ル
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
り
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
な
ら

で
は
の
性
質
で
は
な
い
。 

 

い
っ
ぽ
う
プ
リ
ニ
ウ
ス
《
博
物
誌
》
に
な
る
と
多
少
の
記
述
が
加
わ
る
。
毒
を
も
つ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
体

内
に
は
薬
が
充
満
し
て
い
る
。
そ
し
て
毎
日
古
く
な
っ
た
ぶ
ん
を
捨
て
、
食
物
か
ら
新
鮮
な
薬
分
を
補
給

す
る
。
そ
れ
ゆ
え
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
背
中
に
は
、
た
え
ず
有
毒
な
分
泌
物
が
充
満
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。 

 

こ
れ
ら
地
中
海
世
界
の
知
見
を
中
世
以
後
に
引
き
つ
い
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
に
つ
い
て

の
奇
妙
な
伝
承
を
流
布
さ
せ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
首
に
心
臓
を
も
つ
動
物
と
す
る
俗
信

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
首
を
か
き
切
る
以
外
殺
し
よ
う
が
な
い
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
い

か
に
も
し
ぶ
と
そ
う
な
印
象
を
与
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
。
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
ふ
つ
う
、
忌
わ
し
い
生
き
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
で

豊
穣
の
化
身
と
さ
れ
た
カ
エ
ル
と
は
、
正
反
対
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。 

 

そ
の
証
拠
に
、
中
世
の
悪
魔
払
い
の
絵
で
は
、
悪
霊
に
と
り
っ
か
れ
た
人
の
口
か
ら
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
出

て
く
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
悪
魔
が
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
姿
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
一
般
に
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
魔
女
の
眷
族

け
ん
ぞ
く

と
さ
れ
、
魔
女
自
身
が
変
化
し
た
姿
の
と
き
も
あ
る
。
シ
ェ
ー

ク
ス
ピ
ア
《
マ
ク
ベ
ス
》
で
も
、
魔
女
の
煮
物
の
材
料
と
し
て
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
使
わ
れ
る
。 

 

ヒ
キ
ガ
エ
ル
に
化
け
た
魔
女
は
、
人
間
を
魔
女
に
し
た
り
、
邪
眼
を
も
た
せ
た
り
、
さ
ら
に
は
〈
ヒ
キ

ガ
エ
ル
男 

to
ad

m
an

〉
に
変
え
て
し
ま
う
。
こ
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
男
に
は
、
ウ
マ
、
ブ
タ
、
女
を
支
配
す
る

力
が
あ
る
と
い
う
。 

 

ゴ
一
ル
ド
ス
ミ
ス
《
大
地
と
生
物
の
歴
史
》
に
も
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
自
然
界
で
も
っ
と
も
い
ま
い
ま
し

い
色
合
い
と
不
格
好
な
形
を
し
て
い
る
の
で
、
恐
怖
の
対
象
と
な
っ
た
、
と
あ
る
。
猛
毒
の
も
ち
主
と
さ

れ
、
さ
わ
る
も
の
す
べ
て
を
毒
し
、
す
み
か
の
近
く
の
野
菜
は
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
触

れ
た
薬
草
は
毒
草
に
な
る
と
も
い
う
。 

 
1
5

世
紀
の
錬
金
術
師G

. 

リ
プ
リ
ー
は
、《
十
二
の
門
》
と
い
う
難
解
な
寓
意
詩
に
お
い
て
、
錬
金
術
の

秘
密
を
赤
い
ヒ
キ
ガ
エ
ル
に
託
し
て
記
し
た
。
赤
い
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
ブ
ド
ウ
酒
を
飲
ん
だ
た
め
に
内
臓
が

破
裂
し
、
毒
の
汗
を
流
し
な
が
ら
黒
色
に
染
ま
り
、
死
に
い
た
る
。
84
曰
後
に
死
体
を
火
に
く
べ
る
と
、

や
が
て
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
白
色
に
変
化
す
る
。
こ
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
か
ら
と
れ
た
薬
は
、
あ
ら
ゆ
る
毒
を
酒
す

と
い
う
。1

7

世
紀
の
伝
説
的
な
錬
金
術
師
エ
イ
レ
ナ
テ
エ
ウ
ス
・
フ
ィ
ラ
レ
テ
ス
は
〈
復
活
せ
る
リ
プ
リ

ー
〉
の
表
題
の
も
と
に
、
こ
の
詩
を
詳
細
に
解
釈
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
黄
金
の
象
徴

で
あ
る
。
た
だ
し
、
地
上
に
お
け
る
黄
金
は
多
く
の
夾
雑
物
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
一
運
の
作
業
を
通
じ

て
純
粋
な
物
質
を
抽
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
作
業
が
行
な
わ
れ
る
の
は
、
土
星
（
サ
ト
ゥ
ル
ス
ス
）

の
支
配
下
に
あ
る
期
間
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
土
星
を
暗
示
す
る
赤
い
色
を
し
て
い
る
の
だ
、
と
フ
ィ
ラ

レ
テ
ス
は
説
明
す
る
。
し
か
し
、
ふ
つ
う
錬
金
術
で
は
、
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
は
鉛
に
あ
た
り
、
黒
色
で
あ
ら

わ
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
、〈
赤
彩
〉（
賢
者
の
石
の
別
称
）
に
直
結
す
る
も
の
と
受

け
と
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
冬
眠
中
も
食
物
を
と
り
続
け
る
と
さ
れ
、
強
欲
の
象
徴
と
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
古
ゲ



ル
マ
ン
時
代
の
画
家
が
ヒ
キ
ガ
エ
ル
に
座
っ
た
女
性
の
絵
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
女
性
の
欲
張

り
ぶ
り
を
皮
肉
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
き
ら
う
も
の
は
曰
光
で
あ
る
。
ま
た
、
意
外
に
も
ク
モ
を
き
ら
う
。
大
き
な
ク
モ
に
対

し
て
は
苦
手
意
識
が
あ
る
ら
し
い
。
エ
ラ
ス
ム
ス
の
記
述
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
あ
る
修
道
士
が
部
屋

で
眠
っ
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
近
づ
き
顔
の
上
に
乗
り
、
鼻
も
口
も
ふ
さ
い
で
し
ま
っ

た
。
彼
の
同
輩
が
そ
れ
に
気
づ
い
た
が
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
顔
に
張
り
つ
い
て
離
れ
よ
う
と
し
な
い
。
見
る

と
、
窓
に
大
き
な
ク
モ
が
い
る
の
で
、
な
か
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
窓
辺
に
寝
台
を
動
か
し
た
。
ク
モ
は
宿

敵
を
見
て
挑
み
か
か
っ
た
。
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
じ
っ
と
こ
ら
え
て
い
た
が
、
つ
い
に
3
度
目
の
攻
撃
に
耐
え

き
れ
ず
、
修
道
士
の
顔
か
ら
と
び
の
い
た
。
幸
い
命
に
別
状
は
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

ト
プ
セ
ル
《
爬
虫
類
の
歴
史
》
に
よ
る
と
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
肝
臓
を
ふ
た
つ
も
ち
、
そ
の
い
っ
ぽ
う
に

毒
が
充
満
し
て
い
る
。
怒
っ
て
身
体
が
膨
れ
る
と
、
尻
か
ら
毒
を
放
出
す
る
。
こ
れ
を
〈
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の

小
便
〉
と
よ
ぶ
人
も
い
る
。
魔
女
は
人
を
殺
す
と
き
、
こ
の
毒
を
使
う
と
い
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
効
果
的

な
解
毒
剤
は
、
人
の
母
乳
だ
と
い
う
。
な
お
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
毒
は
色
合
い
も
母
乳
に
似
て
い
て
、
ト
プ

セ
ル
は
、
背
反
し
あ
う
も
の
の
外
見
が
似
る
の
も
自
然
の
妙
だ
と
し
て
い
る
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
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「A
. C

. L
ee, ‛ T

h
e D

ecam
ero

n
s its S

o
u
rces an

d
 A

n
alo

g
u
es,̓ 1

9
0
9

, p
.1

3
9

」
「
デ
カ
メ
ロ
ン
の
原
拠
と
類

譚
」
か
。
著
者
が
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
コ
ー
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
・
リ
ー
（A

lfred
 C

o
llin

g
w

o
o
d

 L
ee

）
で
あ
る

こ
と
し
か
判
ら
な
い
（
生
没
年
も
検
索
で
出
て
こ
な
い
）。 

「
ブ
ー
ラ
ン
ゼ
ー
」
イ
ギ
リ
ス
の
動
物
学
者
を
調
べ
て
み
た
が
、
不
詳
。 

「
昨
年
頃
」
平
凡
社
「
選
集
」
で
は
、
こ
こ
の
編
者
割
注
が
あ
り
、『
一
九
〇
九
年
』
と
あ
る
。
本
文
の

初
出
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
七
月
で
あ
る
。 

「
山
座
圓
次
郞
」（
や
ま
ざ
え
ん
じ
ろ
う 

慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
～
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
）
は

明
治
の
外
交
官
。
筑
前
国
福
岡
生
ま
れ
。
帝
大
法
科
大
学
卒
。
外
務
省
に
入
り
、
釜
山
・
ロ
ン
ド
ン
・
京

城
公
使
館
勤
務
を
経
て
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
、
政
務
局
長
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
八
年
の
「
ポ

ー
ツ
マ
ス
条
約
」
の
締
結
時
に
は
、
講
和
全
権
大
使
の
小
村
寿
太
郎
に
随
行
し
て
、
補
佐
役
と
し
て
活
躍

し
た
。
明
治
四
十
一
年
英
国
大
使
館
参
事
官
、
大
正
二
年
、
北
京
駐
在
特
命
全
権
公
使
。「
玄
洋
社
」
社

員
と
し
て
浪
人
の
活
動
を
宮
庁
側
か
ら
支
援
し
、
大
陸
浪
人
と
政
府
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
た
（
以
上
は
日

外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
「
20
世
紀
日
本
人
名
事
典
」
に
拠
っ
た
）。
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
東
京
大
学
予
備

門
の
同
期
に
は
、
夏
目
漱
石
・
正
岡
子
規
・
南
方
熊
楠
・
秋
山
真
之
ら
が
お
り
、
特
に
熊
楠
と
は
そ
の
後

も
親
し
か
っ
た
ら
し
く
、
熊
楠
の
随
筆
に
も
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
』
と
あ
る
。 

「
學
生
の
時
貧
に
し
て
屢
ば
此
を
烹
食
せ
し
が
、
隨
分
可
な
り
の
味
は
有
る
、
然
し
、
爪
を
去
ら
ず
に
食

へ
ば
頗
る
苦
か
り
し
と
」
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
五
十
四 

濕
生
類 

蟾
蜍
（
ひ
き
が
へ
る
）」
の
私
の
注

で
引
用
し
た
通
り
、
後
頭
部
に
あ
る
大
き
な
耳
腺
か
ら
強
力
な
毒
液
を
出
し
、
ま
た
、
皮
膚
、
特
に
背
面

に
あ
る
多
く
の
イ
ボ
か
ら
も
、
牛
乳
の
よ
う
な
白
い
有
毒
の
粘
液
を
分
泌
す
る
。
後
者
は
激
し
い
薬
理
作

用
を
持
つ
強
心
配
糖
体
の
一
種
で
、
主
と
し
て
心
筋
（
そ
の
収
縮
）
や
迷
走
神
経
中
枢
に
作
用
す
る
ヒ
キ

ガ
エ
ル
類
は
ブ
フ
ォ
ト
キ
シ
ン
（b

u
fo

to
x
in

）
な
ど
の
数
種
類
の
強
心
ス
テ
ロ
イ
ド
を
含
み
、
他
に
発
痛

作
用
の
あ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
（sero

to
n
in

：
血
管
の
緊
張
を
調
節
す
る
。
ヒ
ト
で
は
生
体
リ
ズ
ム
・
神
経
内

分
泌
・
睡
眠
・
体
温
調
節
な
ど
重
要
な
機
序
に
関
与
す
る
、
ホ
ル
モ
ン
と
し
て
も
働
く
物
質
で
あ
る
）
の

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E5%BA%A7%E5%86%86%E6%AC%A1%E9%83%8E
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/09/post-6a35.html


よ
う
な
神
経
伝
達
物
質
な
ど
も
含
む
た
め
、
少
し
で
も
そ
れ
が
混
入
す
れ
ば
、
か
な
り
の
苦
味
を
覚
え
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
重
篤
な
自
体
に
至
る
ケ
ー
ス
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
食
べ
ぬ
方
が
賢
明

で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
石
垣
島
・
小
笠
原
諸
島
・
大
東
諸
島
に
害
虫
駆
除
目
的
で
人
為
移
入
さ
れ
て

し
ま
っ
た
特
定
外
来
生
物
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
中
南
米
原
産
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
科
ナ
ン
ベ
イ
ヒ
キ
ガ
エ
ル

属
オ
オ
ヒ
キ
ガ
エ
ル 

R
h
in

ella
 m

a
rin

a

（
同
じ
く
有
毒
な
白
濁
液
を
分
泌
す
る
が
、
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
を
主

成
分
と
し
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
類
の
毒
性
と
し
て
は
非
常
に
強
く
、
目
に
入
る
と
失
明
し
た
り
、
大
量
に
体
内

摂
取
す
る
と
、
心
臓
麻
痺
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
卵
嚢
や
幼
生
も
総
て
毒
を
持
つ
と
、
同
種
の
ウ
ィ
キ

に
あ
る
）
を
試
み
に
食
し
た
記
事
が
あ
っ
た
が
、
ど
う
も
、
ど
う
調
理
し
て
も
苦
味
を
除
去
出
来
ず
、
舌

の
痺
れ
や
腹
痛
を
発
症
し
た
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
も
う
、
食
べ
て
は
い
け
な
い
（
と
そ
の
筆
者
も
書
い

て
い
る
。
調
理
写
真
も
あ
る
の
で
リ
ン
ク
は
張
ら
な
い
。
フ
レ
ー
ズ
検
索
「
オ
オ
ヒ
キ
ガ
エ
ル 

食
べ

る
」
で
頭
に
出
て
く
る
）。 

「
吾
邦
に
は
、
歐
州
と
か
わ
り
此
者
を
福
と
名
け
、
人
家
に
幸
福
を
齎
す
者
と
す
」
荒
俣
宏
氏
の
「
世
界

大
博
物
図
鑑
３ 

両
生
・
爬
虫
類
」（
平
凡
社
一
九
九
〇
年
刊
）
の
「
ヒ
キ
ガ
エ
ル
」
の
項
の
「
博
物

誌
」
で
は
、
西
洋
の
民
俗
誌
の
後
に
、
非
常
に
詳
し
い
中
国
及
び
日
本
の
そ
れ
を
記
し
て
お
ら
れ
、
非
常

に
面
白
い
の
だ
が
、
そ
こ
は
当
該
書
を
読
ま
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
、「
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
縁
起
物
」
の
条
だ

け
を
引
く
（
ピ
リ
オ
ド
・
コ
ン
マ
そ
の
他
は
同
前
）。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
〈
引
き
返
る
〉
あ
る
い
は
音
転
し
て
〈
福
か
え
る
〉
に
通
じ
る
と
い
う
の
で
、
縁
起
を

か
つ
が
れ
商
売
繁
盛
の
印
と
さ
れ
た
。
ガ
マ
仙
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
蝦
蟇
仙
人
。
中
国
由
来
の
仙
人
。
青
蛙
神

せ
い
あ
し
ん

を
従
え
て

妖
術
を
使
う
と
さ
れ
る
。
参
照
し
た
同
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
左
慈
に
仙
術
を
教
わ
っ
た
三
国
時
代
の
呉
の
葛
玄
、
も
し
く
は
呂
洞
賓
』
（
り

ょ
ど
う
ひ
ん
）『
に
仙
術
を
教
わ
っ
た
五
代
十
国
時
代
』
の
『
後
梁
の
劉
海
蟾
』
（
り
ゅ
う
か
い
せ
ん
）
『
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
と
さ
れ

る
。
特
に
後
者
は
日
本
で
も
画
題
と
し
て
有
名
』
と
な
り
、
顔
輝
の
「
蝦
蟇
鉄
拐
図

が

ま

て

つ

か

い

ず

」
『
の
影
響
で
李
鉄
拐
（
鉄
拐
仙
人
）
と
対
の
形
で
描

か
れ
る
事
が
多
い
。
し
か
し
、
両
者
を
一
緒
に
描
く
典
拠
は
明
ら
か
で
な
く
、
李
鉄
拐
は
八
仙
に
選
ば
れ
て
い
る
が
、
蝦
蟇
仙
人
は
八
仙
に

選
ば
れ
て
お
ら
ず
、
中
国
で
は
マ
イ
ナ
ー
な
仙
人
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
に
お
い
て
蝦
蟇
仙
人
は
仙
人
の
中
で
も
特
に
人
気
が
あ
り
、
絵

画
、
装
飾
品
、
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
な
ど
様
々
な
形
で
多
く
の
人
々
に
描
か
れ
て
い
る
』
と
あ
る
。
］

の
故
事
の
影
響
も
あ
る
の
だ

ろ
う
。
と
く
に
料
理
屋
や
料
亭
な
ど
で
は
、
客
が
伺
度
も
や
っ
て
く
る
よ
う
に
と
、
招
き
描
の
か
わ
り
に

玄
関
や
人
口
に
〈
客
引
き
〉
の
カ
エ
ル
の
置
物
が
据
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
浅
草
田
原
町
本
覚
寺
境
内

の
蟇 が

ま

大
明
神
も
ヒ
キ
ガ
エ
ル
を
祭
神
と
し
、
家
業
繁
栄
の
神
と
さ
れ
て
い
る
。
社
務
所
で
は
瀬
戸
物
の
ガ

マ
を
売
っ
て
お
り
、
願
が
成
就
す
れ
ば
こ
の
分
身
は
返
上
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
祠
に
は
犬
小
さ
ま
ざ
ま
な

ガ
マ
が
奉
納
さ
れ
、
居
並
ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
の
大
明
神
は
芸
能
人
の
守
り
神
で
も
あ
る
。
そ
の
由
来

は
明
治
の
こ
ろ
、
千
八
師
と
い
う
俳
優
が
こ
の
犬
明
神
に
願
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
幸
福
を
〈
引
き
〉
こ
ん

で
開
運
し
た
か
ら
と
い
わ
れ
る
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
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浅
草
田
原
町
の
日
蓮
宗
龍
鳴
山
本 ほ

ん

覚 か
く

寺 じ

は
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。
個
人
ブ
ロ
グ
「
古

今
御
朱
印
研
究
室
」
の
同
寺
の
記
事
に
よ
れ
ば
、『
蟇
大
明
神
は
、
天
保
の
頃
、
檀
家
の
秋
山
某
な
る
人

物
が
家
業
繁
栄
を
願
っ
て
蛙
蟇
塚
を
建
て
、
代
々
信
仰
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
。
関
東
大
震
災
で
埋

没
し
て
い
た
が
、
墓
守
を
し
て
い
た
関
某
と
い
う
人
が
霊
感
に
よ
っ
て
土
中
よ
り
掘
り
出
し
、
お
堂
を
建

て
て
祀
っ
た
』。『
そ
の
頃
、
下
谷
に
住
ん
で
い
た
千
八
』（「
せ
ん
ぱ
ち
」
で
よ
か
ろ
う
）『
と
い
う
人
が

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%82%AA%E3%83%92%E3%82%AD%E3%82%AC%E3%82%A8%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%82%AA%E3%83%92%E3%82%AD%E3%82%AC%E3%82%A8%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%9D%A6%E8%9F%87%E4%BB%99%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%9D%A6%E8%9F%87%E4%BB%99%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%9D%A6%E8%9F%87%E4%BB%99%E4%BA%BA
https://www.google.com/maps/place/%E6%9C%AC%E8%A6%9A%E5%AF%BA/@35.7129839,139.7853514,16.25z/data=!4m5!3m4!1s0x0:0x1fe8d47afc263f0d!8m2!3d35.7132721!4d139.7865164?hl=ja
https://goshuin.net/edo10soshi-hongakuji/
https://goshuin.net/edo10soshi-hongakuji/


蛙
蟇
塚
に
願
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
そ
の
願
い
が
叶
っ
た
。
千
八
は
現
在
の
場
所
に
蟇
堂
を
建
て
、
蟇
の
分

身
を
与
え
て
霊
験
あ
ら
た
か
な
こ
と
を
説
い
た
。
千
八
は
歌
舞
を
よ
く
し
、
そ
の
方
面
に
知
人
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
花
柳
界
・
歌
舞
演
劇
界
・
映
画
界
な
ど
の
人
々
を
中
心
に
広
く
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
』
と
あ
る
。
合
気
道
月
光
流
道
場
長
チ
ョ
コ
助
と
伊
東
健
治
の
公
式
ブ
ロ
グ
「
骸
（
む
く
ろ
）

を
つ
け
て
い
ま
一
戦
（
ひ
と
い
く
さ
）
せ
ん
！
！
」
の
「
本
覚
寺 

～
蟇
大
明
神
～ 

【
東
京
の
妖
怪
伝

説
】」
で
、
膨
大
な
蟇
蛙
の
置
物
の
山
の
写
真
が
見
ら
れ
る
。 

「
た
し
か
、
風
俗
文
選
に
も
記
せ
り
と
覺
ゆ
」「
風
俗
文
選
」
は
森
川
許
六
編
の
俳
文
集
で
宝
永
三
（
一

七
〇
六
）
刊
。
松
尾
芭
蕉
及
び
蕉
門
俳
人
二
十
八
人
の
俳
文
百
十
六
編
を
集
め
る
。
昨
夜
か
ら
縦
覧
し
て

い
る
の
だ
が
、
熊
楠
の
指
す
部
分
に
行
き
当
た
ら
な
か
っ
た
。 

「
和
漢
共
其
靈
物
な
る
を
言
ひ
（
倭
漢
三
才
圖
會
卷
五
四
）」「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
五
十
四 

濕
生
類 

蟾
蜍
（
ひ
き
が
へ
る
）」
で
良
安
は
、「
本
綱
」
の
「
蟾
蜍
」
を
引
き
、 

 
 

 

＊ 

之
れ
を
取
り
て
、
反
縛

し

ば

り
て
、
密
室
の
中
に
着
け
て
、
之
れ
を
閉
じ
、
明
く
る
且 あ

さ

視
る
に
、

自
お
の
づ
か
ら

解
く
者

な
り
。 

 
 

 

＊ 

と
述
べ
、
さ
ら
に
「
抱
朴
子
」
を
引
き
、 

 
 

 

＊ 

蟾
蜍
、
千
歳
す
れ
ば
、
頭
の
上
に
、
角
、
有
り
、
腹
の
下
に
丹
書

た
ん
し
よ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
赤
い
文
字
。
練
炭

丹
術
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
ろ
う
。］
有
り
。
名
づ
け
て
「
肉 に

く

芝 し

」
と
曰
ふ
。
能
く
山
精
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

人
な
ら
ざ
る
山
人
或
い
は
狒
狒

ひ

ひ

に
似
た
妖
獣
。］
を
食
ふ
。
人
、
得
て
、
之
れ
を
食
ふ
。
仙
術
家
に
取
り

用
ふ
べ
し
。
以
つ
て
霧
を
起
し
、
雨
を
祈
り
、
兵
を
辟 さ

け
、

自
お
の
づ
か
ら

ら
縛 し

ば

れ
る
を
解
く
。
今
、
技
者

げ
い
し
や

有
り

て
、
蟾
を
聚
め
て
、
戯
と
爲 な

す
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
あ
る
種
の
妖
術
を
使
え
る
よ
う
に
調
教
す
る

に
。］
、
能
く
指
使

し

し

を
聽
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
よ
く
、
命
じ
た
通
り
に
す
る
。］。
物
性
の
靈
有
る
こ
と
、

此
に
於
い
て
推 お

す
べ
し
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
り
、
加
え
て
、 

 
 

 

＊ 

蟾
、
三
足
の
者
、
有
り
。
而
れ
ど
も
、
龜
・

鼈
す
つ
ぽ
ん

に
も
、
皆
、
三
足
有
る
と
き
は
、
則
ち
、
蟾
の
三
足
も

怪
し
む
に
非
ざ
る
な
り
。
蓋
し
、
蟾
蜍
は
土
の
精
な
り
。
上
は
月
魄

つ

き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
月
の
霊
性
。］

に
應
じ
て
、
性
、
靈
異
た
り
。
土
に
穴
し
て
蟲
を
食
ふ
。
又
、
山
精
を
伏
し
、
蜈
蚣

む

か

で

を
制
す
。
故
に
、
能

く
陽
明
經

よ
う
め
い
け
い

に
入
り
て
、
虛
熱
を
退
け
、
濕
氣
を
行

め
ぐ
ら

し
、
蟲

𧏾

ち
ゆ
う
じ
つ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
身
体
に
入
り
込
ん
だ

り
、
刺
し
た
り
し
て
、
悪
さ
を
す
る
虫
。］
を
殺
す
。
而
し
て
、
疳
病
・
癰
疽

よ

う

そ

・
諸
瘡
の
要
藥
と
爲
す
。

五
月
五
日
、
東
へ
行
く
者
を
取
り
て
、
陰
乾
し
に
し
て
用
ふ
。 

 
 

 

＊ 

と
し
た
後
、
自
身
で
評
し
て
、 

 
 

 

＊ 

△
按
ず
る
に
、
蟾
蜍
は
實

ま
こ
と

に
靈
物
な
り
。
予
、
試
み
に
之
れ
を
取
り
て
地
に
在 を

き
、
桶
を
上
に
覆
ひ
て
、

壓
を
し
も
の

に
磐
石

ば
ん
じ
や
く

を
用
ゆ
る
。
明
旦
、
開
き
視
れ
ば
、
唯
、
空
桶
の
み
。
又
、
蟾
蜍
、
海
に
入
り
て
眼 め

張 ば
る

魚
と

http://blog.livedoor.jp/choko_suke_/archives/77380847.html
http://blog.livedoor.jp/choko_suke_/archives/77380847.html
http://blog.livedoor.jp/choko_suke_/archives/77380847.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/09/post-6a35.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/09/post-6a35.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/09/post-6a35.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/09/post-6a35.html


成
る
。
多
く
半
ば
變
ず
る
を
見
る
。 

 
 

 
＊ 

と
ト
ン
デ
モ
化
生
実
験
を
し
て
、
実
証
し
た
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。…

…

良
安
セ
ン
セ
、
御
弟
子
の
中

に
、
悪
戯
好
き
な
ヘ
ン
な
奴
、
お
ら
へ
ん
か
っ
た
で
す
か
？…

…
 

「H
u
c, ‛ L̓

E
m

p
ire C

h
in

o
sis, ̓1

8
5
4
. 

支
那
に
之
を
祠
れ
る
廟
あ
る
を
い
へ
り
と
記
憶
す
」
エ
ヴ
ァ
リ
ス

ト
・
レ
ジ
ス
・
ユ
ッ
ク
（É

v
ariste R

ég
is H

u
c 

一
八
一
三
年
～
一
八
六
〇
年
）
は
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
師

で
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
。
清
代
の
中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
を
旅
し
、
多
く
の
著
作
を
も
の
し
た
。
当
時
、
殆
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
か
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
記
事
も
残
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
原
本
は
「In

tern
et 

arch
iv

e

」
の
こ
ち
ら
で
読
め
る
が
、
私
は
探
す
気
に
な
ら
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。 

「
古
事
記
に
大
國
主
神
、
始
て
少
名
毘
古
那
神
を
見
、
其
誰
た
る
を
知
ず
、
蟾
蜍
の
言
に
從
ひ
、
久
延
毘

古
を
召
問
て
そ
の
名
を
知
り
し
事
あ
り
、
詳
し
く
は
古
事
記
傳
卷
十
二
を
見
よ
。」「
古
事
記
」
の
、 

 
 

 

＊ 

故
大
國
主
神
。
坐
出
雲
之
御
大
之
御
前
時
。
自
波
穗
。
乘
天
之
羅
摩
船
而
。
内
剝
鵝
皮
剝
。
爲
衣
服
。
有

歸
來
神
。
爾
雖
問
其
名
。
不
答
。
且
雖
問
所
從
之
諸
神
。
皆
白
不
知
。
爾
多
邇
具
久
白
言
。
此
者
久
延
毘

古
必
知
之
。
卽
召
久
延
毘
古
。
問
時
。
答
白
此
者
神
產
巢
日
神
之
御
子
。
少
名
毘
古
那
神
。
故
爾
白
上
於

神
產
巢
日
御
祖
命
者
。
答
告
。
此
者
實
我
子
也
。
於
子
之
中
。
自
我
手
俣
久
岐
斯
子
也
。
故
與
汝
葦
原
色

許
男
命
。
爲
兄
弟
而
。
作
堅
其
國
。
故
自
爾
。
大
穴
牟
遲
。
與
少
名
毘
古
那
。
二
柱
神
相
並
。
作
堅
此

國
。
然
後
者
。
其
少
名
毘
古
那
神
者
。
度
于
常
世
國
也
。
故
顯
白
其
少
名
毘
古
那
神
。
所
謂
久
延
毘
古

者
。
於
今
者
山
田
之
曾
富
騰
者
也
。
此
神
者
。
足
雖
不
行
。
盡
知
天
下
之
事
神
也
。 

 
 

 

＊ 

 

故 か
れ

、
大
國
主
神
、
出
雲
の
御
大

お

ほ

の
御
前

み

さ

き

に
坐 い

ま

す
時
に
、
波
の
穗
よ
り
、
天 あ

ま

の
羅
摩

か

が

み

の
船
に
乘
り
て
、
鵝

ひ
む
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
古
事
記
伝
」
で
は
「
鵝
」
は
「
蛾
」
の
誤
り
と
す
る
。］
の
皮
を
内
剝

う

ち

は

ぎ
に
剝
ぎ

て
、
衣
服

き

も

の

に
爲 し

て
、
歸
り
來
た
る
神
、
有
り
。 

 

爾 こ
こ

に
其
の
名
を
問
は
せ
ど
も
、
答
へ
ず
、
且 ま

た

、
所
從

み

と

も

の
諸
神
に
問
は
せ
ど
も
、
皆
、 

「
知
ら
ず
。」 

と
白 ま

を

し
き
。 

 

爾
に
、
多
邇
具
久

た

に

ぐ

く

、
白
し
て
言 ま

を

さ
く
、 

「
此 こ

は
、
久
延
毘
古

く

え

び

こ

ぞ
、
必
ず
、
之
れ
を
知
り
つ
ら
む
。」 

と
。 

 

卽
ち
、
久
延
毘
古
を
召
し
て
問
ひ
た
ま
ふ
時
に
、
答
へ
て
白
さ
く
、 

「
此
は
、
神
產
巢
日

か

み

む

す

び

の
神
の
御
子

み

こ

少
名
毘
古
那

す

く

な

び

こ

な

の
神
な
り
。」 

と
。 

 

故
、
爾
に
神
產
巢
日
の
御
祖

み

お

や

の
命

み
こ
と

に
白
し
上
げ
し
か
ば
、
答
へ
て
告
げ
、 

「
此
は
實

ま
こ
と

の
我
が
子
な
り
。
子
の
中
に
、
我
が
手
俣

た
な
ま
た

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
手
の
指
の
間
。］
よ
り
久
岐

く

き

し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
ぼ
れ
落
ち
た
。］
子
な
り
。
故
、
汝
葦
原
色
許
男

い

ま

し

あ

し

は

ら

し

こ

の
命
と
兄
弟
と
爲 な

り
て
、
其
の

國
、
作
り
堅
め
よ
。」 

と
。 

 

故
、
爾
れ
に
よ
り
て
、
大
穴
牟
遲

ほ

お

あ

な

む

ち

と
少
名
毘
古
那
と
、
二
柱

ふ
た
は
し
ら

の
神
、
相
ひ
並
び
て
、
此
の
國
を
作
り
堅

https://archive.org/details/lempirechinoisf08hucgoog/page/n8/mode/2up
https://archive.org/details/lempirechinoisf08hucgoog/page/n8/mode/2up
https://archive.org/details/lempirechinoisf08hucgoog/page/n8/mode/2up
https://archive.org/details/lempirechinoisf08hucgoog/page/n8/mode/2up
https://archive.org/details/lempirechinoisf08hucgoog/page/n8/mode/2up


め
た
ま
ひ
き
。
然 し

か

あ
り
て
後
に
は
、
其
の
少
名
毘
古
那
の
神
は
、
常
世

と

こ

よ

の
國
に
度 わ

た

り
ま
し
き
。
故
、
其
の

少
名
毘
古
那
神
を
顯
は
し
白
し
き
。
所
謂
、
久
延
毘
古
は
、
今
に
は
山
田
の
曾
富
騰

そ

ほ

ど

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

山
田
の
案
山
子

か

か

し

。］
と
い
ふ
者
な
り
。
此
の
神
は
、
足
は
行
か
ね
ど
も
、
天
下
の
事
を
、

盡
こ
と
ご
と

く
知
れ
る
神

な
り
。 

 
 

 

＊ 

と
い
う
部
分
に
つ
い
て
の
宣
長
の
評
釈
で
、「
古
事
記
傳
」
巻
十
二
当
該
部
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
古
事
記
傳
」（
向
山
武
男
校
訂
・
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
名
著
刊
行
会
刊
の
こ

の
右
ペ
ー
ジ
の
二
行
目
か
ら
始
ま
る
「
多
邇
且
久

タ

ニ

グ

ク

」
の
注
の
中
に
現
れ
る
。
一
部
を
訓
読
し
て
示
す
。
私

は
神
名
を
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
の
が
生
理
的
に
嫌
い
な
の
で
、
カ
タ
カ
ナ
部
分
は
、
総
て
、
ひ
ら
が
な

に
直
し
た
。 

 
 

 

＊ 

㊈
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
黒
字
反
転
。］
多
邇
且
久

た

に

ぐ

く 

且
の
字
、
諸
本
皆
同
じ
け
れ
ど
も
、
此
の
字
を

假
字
に
用
ひ
た
る
こ
と
、
此
記
は
さ
ら
に
も
云
ず
、
他
の
古
書
に
も
凡
て
例
な
け
れ
ば
、
決

う
つ
な

く
寫
誤
な

り
。
具
の
字
な
る
べ
し
。
然
云
故
は
、
萬
葉
巻
五
〔
七
丁
〕
に
、
多
爾
具
久
能
佐
和
多
流
伎
波
美

た

に

ぐ

く

の

さ

は

た

る

き

は

み

。
六

〔
二
十
五
丁
〕
に
谷
潜
乃
狹
渡
極

た
に
ぐ
く
の
さ
わ
た
る
き
わ
み

、
祈
年
祭
の
祝
詞
に
、
谷
蟆
能
狹
渡
極

た
に
ぐ
く
の
さ
わ
た
る
き
は
み

〔
月
次
祭
の
詞
に
も
あ
り
。〕

と
あ
る
に
依
れ
り
。
さ
て
此
れ
は
蟾
蜍

ひ
き
が
へ
る

の
こ
と
て
、〔
祝
詞
に
蟆
と
作 か

か

れ
た
る
は
、
蝦
蟇
に
て
、
そ
は
只

の
加
閇
流

か

へ

る

な
れ
ば
、
比
伎
加
閇
流

ひ

き

が

へ

る

と
は
、
別
な
る
が
如
く
な
れ
ど
も
、
古
へ
通
は
し
云
る
こ
と
、
漢
籍
に

も
多
し
。
又
祝
詞
の
今
の
本
に
、
蟆
を
加
麻

か

ま

と
訓
れ
ど
、
字
音
な
れ
ば
誤
な
り
。
師
の
具 ぐ

久 く

と
訓
ま
れ
た

る
が
當
れ
る
こ
と
、
萬
葉
と
照
し
て
い
ち
じ
る
し
。〕
具 ぐ

久 く

は
鳴
く
聲
に
よ
る
名
、
谷
と
云
は
、
物
の
は

ざ
ま
に
居
物
な
る
故
な
り
。〔
久
々
は
蛙

か
へ
る

の
類
の
惣
名
に
て
、
蟾
蜍

ひ
き
が
へ
る

を
谷 た

に

具 ぐ

久 く

と
は
い
ふ
か
。〕
此
物
に

霊
異

く

し

き

わ
ざ
あ
る
こ
と
は
、
漢
籍
に
も
見
え
、
世
の
人
も
知
れ
る
如
く
な
れ
ば
、
今
此 こ

こ

の
事
も
、
由
あ
り
て

所
念

お

ぼ

ゆ
。〔
本
朝
文
粹
、
村
上
天
皇
御
製
古
調
の
詩
に
、
又
、
異
體
の
者
有
り
、
名
號
し
て
最
明
と
爲

す
、
野
鎚
誰
れ
か
辨
る
こ
と
を
得
む
、
蝦
蟇
尤
も
驚
く
に
耐
へ
た
り
。
と
あ
る
、
此
の
野
鎚
蝦
蟇
の
對
句

の
意
を
按

お
も
ふ

に
、
か
の
異
體
者
の
形
狀
、
野
鎚
・
蝦
蟇
に
似
た
り
。
か
ゝ
る
者
は
、
誰
れ
か
は
辨
へ
知
む
。

見
て
は
誰
も
お
ど
ろ
き
つ
べ
し
と
云
意
か
。
又
は
野
鎚
と
云
ふ
と
も
、
誰
れ
か
此
者
を
辨
へ
知
む
。
蝦
蟇

も
此
れ
を
見
ば
、
驚
く
べ
し
と
云
意
か
。
若
し
後
の
意
な
ら
ば
野
鎚
蝦
蟇
は
、
物
を
よ
く
辨
へ
知
る
も
の

に
し
て
の
た
ま
へ
る
な
れ
ば
、
此 こ

こ

に
由
あ
り
。
故
に
引
つ
。〕 

 
 

 

＊
］ 
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○
イ
ハ
ナ
魚
、
想
山
著
聞
奇
集
卷
三
に
、
美
濃
信
濃
に
此
魚
坊
主
に
化
る
て
ふ
迷
信
多
き
由
云
り
、
但

し
其
僧
に
化
し
來
て
、
人
に
漁
を
止
め
ん
こ
と
を
訓
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。「
を
し
へ
」。］
、
食
事

し
て
去
り
、
獲
ら
る
ゝ
に
及
ん
で
、
腹
に
先
刻
人
に
饗
せ
ら
れ
た
る
團
子
存
せ
し
と
云
話
し
は
、
莊
子
に

孔
子
が
神
能
見
夢
於
元
君
、
而
不
能
避
豫
且
之
網
と
言
け
る
に
基
き
作
れ
る
か
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
イ
ハ
ナ
魚
」
硬
骨
魚
綱
サ
ケ
目
サ
ケ
科
イ
ワ
ナ
属
イ
ワ
ナ 

S
a
lvelin

u
s leu

co
m

a
en

is 

或
い
は
日
本
固
有
亜
種
ニ
ッ
コ
ウ
イ
ワ
ナ 

S
a
lvelin

u
s leu

co
m

a
en

is p
lu

viu
s  

又
は
日
本
固
有
亜
種
ヤ
マ

ト
イ
ワ
ナ 

S
a
lvelin

u
s leu

co
m

a
en

is ja
p
o
n
icu

s 

。 

「
想
山
著
聞
奇
集
卷
三
に
、
美
濃
信
濃
に
此
魚
坊
主
に
化
る
て
ふ
迷
信
多
き
由
云
り
、…

…

」「
想
山
著

聞
奇
集
」（
し
や
う
ざ
ん
ち
よ
も
ん
き
し
ふ
（
し
ょ
う
ざ
ん
ち
ょ
も
ん
き
し
ゅ
う
））
は
江
戸
後
期
の
尾
張

名
古
屋
藩
士
で
右
筆
を
勤
め
た
大
師
流
書
家
で
随
筆
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
三
好
想
山
（
み
よ
し
し
ょ
う

ざ
ん 

？
～
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
）
の
代
表
作
で
、
動
植
物
奇
談
・
神
仏
霊
異
・
天
変
地
異
な
ど
五

十
七
話
の
奇
談
を
蒐
集
し
た
も
の
。
全
五
巻
。
没
年
の
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
に
板
行
さ
れ
て
い
る
。

私
は
「
怪
奇
談
集
」
で
全
篇
電
子
化
注
を
終
え
て
お
り
、
私
の
偏
愛
す
る
奇
譚
集
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に

そ
の
中
で
も
熊
楠
の
指
摘
す
る
「
想
山
著
聞
奇
集 

卷
の
參 
イ
ハ
ナ
坊
主
に
化
た
る
事 

幷
、
鰻
同
斷

の
事
」
は
、
特
に
好
き
な
一
篇
で
あ
る
。
私
の
注
は
神
経
症
的
に
過
ぎ
て
、
本
文
が
読
み
難
い
の
で
、
今

回
、
こ
の
一
篇
の
み
、
文
中
に
入
れ
た
割
注
の
ポ
イ
ン
ト
を
落
し
て
お
い
た
。 

「
莊
子
に
、
孔
子
が
神
能
見
夢
於
元
君
、
而
不
能
避
豫
且
之
網
と
言
ひ
け
る
」「
莊
子

さ

う

じ

」
の
「
外
物
篇
」

の
第
二
十
六
の
一
節
。 

 
 
 

＊ 

宋
元
君
夜
半
而
夢
、
人
被
髮
闚
阿
門
、
曰
、「
予
自
宰
路
之
淵
、
予
爲
淸
江
使
河
伯
之
所
、
漁
者
余
且
得

予
。」
元
君
覺
、
使
人
占
之
、
曰
、「
此
神
龜
也
」。
君
曰
、「
漁
者
有
余
且
乎
」。
左
右
曰
、「
有
」。
君

曰
、「
令
余
且
會
朝
」
。
明
日
余
且
朝
、
君
曰
、「
漁
何
得
」。
對
曰
、「
且
之
網
、
得
白
龜
焉
、
其
圓
五

尺
」。
君
曰
、「
獻
若
之
龜
」。
龜
至
、
君
再
欲
殺
之
、
再
欲
活
之
、
心
疑
卜
之
曰
、「
殺
龜
以
卜
吉
」
。
乃

刳
龜
、
七
十
二
鑽
而
无
遺
筴
。 

仲
尼
曰
、「
神
能
見
夢
於
元
君
、
而
不
能
避
余
且
之
網
、
知
能
七
十
二
鑽
而
无
遺
筴
、
而
不
能
避
刳
腸
之

患
。
如
是
、
則
知
有
所
困
、
神
有
所
不
及
也
。
雖
有
至
知
、
萬
人
謀
之
。
魚
不
畏
網
、
而
畏
鵜
鶘
。
去
小

知
而
大
知
明
、
去
善
而
自
善
矣
。
嬰
兒
生
无
石
師
而
能
言
、
與
能
言
者
處
也
」。 

 
 

 

＊ 

 

宋
の
元
君
、
夜
半
に
し
て
夢
み
る
。 

 

人
、
被
髮

ひ

は

つ

し
て
阿
門
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
屋
敷
の
角
に
あ
る
小
さ
な
門
。］
を
闚

う
か
が

ひ
て
曰
は
く
、 

「
予 わ

れ

、
宰 さ

い

路 ろ

の
淵
よ
り
、
き
た
り
。
予
、
淸
江
の
爲
に
河
伯
の
所
に
使
ひ
す
る
に
、
漁
者
の
余 よ

且 し
よ

、
予
を

得
た
り
。」 

と
。 

 

元
君
、
覺
め
、
人
を
し
て
之
れ
を
占
は
し
む
る
に
、
曰
は
く
、 

「
此
れ
、
神
龜
な
り
。」 

と
。
君
、
曰
は
く
、 

「
漁
者
に
余
且
な
る
も
の
有
か
。」 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/05/post-3755.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/05/post-3755.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/05/post-3755.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/05/post-3755.html


と
。
左
右
、
曰
は
く
、 

「
有
り
。」 

と
。
君
、
曰
は
く
、 

「
余
且
を
し
て
朝

あ
し
た

に
會

く
わ
い

せ
し
め
よ
。」 

と
。 

 

明
日
、
余
且
、
朝

あ
し
た

す
。
君
、
曰
は
く
、 

「
漁
し
て
何
を
得
た
る
。」 

と
。
對 こ

た

へ
て
曰
は
く
、 

「
且
の
網
す
る
に
、
白
龜
を
得
た
り
。
其
の
圓

わ
た
り

、
五
尺
。」 

と
。
君
、
曰
は
く
、 

「
若

な
ん
ぢ

の
龜
を
獻
ぜ
よ
。」 

と
。 

 

龜
、
至
る
。
君
、
再
び
之
れ
を
殺
さ
ん
と
欲
せ
し
も
、
再
び
之
れ
を
活 い

か

さ
ん
と
も
欲
す
。
心
に
疑
ひ
て

之
れ
を
卜 ぼ

く

し
て
曰
は
く
、 

「
龜
を
殺
し
て
、
以
つ
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
そ
の
亀
甲
を
以
っ
て
。］、
卜
せ
ば
、
吉
な
り
。」 

と
。
乃

す
な
は

ち
、
龜
を
刳 え

ぐ

り
、
七
十
二
鑽 さ

ん

し
て
、
遺
筴

い

さ

く

、
无 な

し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
そ
の
亀
甲
で
七
十
二
度
も

錐
で
穴
を
開
け
て
占
っ
た
が
、
吉
凶
は
必
ず
当
た
り
、
一
度
と
し
て
外
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
］。 

 

仲
尼
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
孔
子
。］
曰
は
く
、 

「
神 し

ん

は
能
く
元
君
の
夢
に
見 あ

ら

は
る
る
も
、
而
れ
ど
も
、
余
且
の
網
を
避
く
る
こ
と
、
能
は
ず
。
知
は
能
く

七
十
二
鑽
し
て
遺
筴
无
き
も
、
而
れ
ど
も
、

腸
は
ら
わ
た

を
刳
ら
る
る
の
患
を
避
く
る
こ
と
能
は
ず
。
是 か

く
の
ご

と
く
ん
ば
、
則
ち
、
知
も
困 き

は

ま
れ
る
所
、
有
り
、
神
も
及
ば
ざ
る
所
、
有
る
な
り
。
至 し

知 ち

有
り
と
雖
も
、

萬
人
、
之
れ
を
謀
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
万
人
が
企
て
た
謀
略
に
は
敵 か

な

わ
な
い
。］。
魚
は
網
を
畏
れ
ず
し

て
、
鵜
鶘

て

い

こ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
鵜
。］
を
畏
る
。
小
知
を
去
れ
ば
、
而

す
な
は

ち
、
大
知
、
明
ら
か
に
し
て
、
善

を
去
れ
ば
、
而
ち
、
自
づ
か
ら
善
な
り
。
嬰
兒
の
生
ま
る
る
や
、
石
師

せ

き

し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
優
れ
た
先

生
。］
无
く
し
て
能
く
言

も
の
い

ふ
は
、
能
く
言
ふ
者
と
處 を

れ
ば
な
り
。」 

と
。 

 
 

 

＊ 

私
の
大
好
き
な
「
荘
子
」
得
意
の
パ
ラ
ド
ク
ス
で
あ
る
。
但
し
、
私
は
熊
楠
の
言
う
よ
う
に
、
こ
れ
が
原

拠
で
あ
る
と
は
思
わ
な
い
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
仏
教
の
放
生
会
な
ど
の
影
響
の
方
が
遙
か
に
大
き
い
も

の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
中
国
の
そ
れ
と
は
、
私
は
あ
る
種
の
平
行
進
化
の
結
果
で
似
て
い
る
だ
け
の

こ
と
の
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
ま
ん
ず
、「
想
山
著
聞
奇
集
」
親
衛
隊
を
自
任
す
る
私
の
バ
イ
ア
ス
が

掛
か
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
。
］ 

      



 
○
鰻
、
紀
州
の
某
所
に
片
目
の
鰻
あ
り
、
之
に
祈
れ
ば
必
ず
雨
ふ
る
と
い
ふ
事
紀
伊
國
名
所
圖
會
に
有

し
と
覺
ゆ
、
伊
豆
三
島
の
神
、
鰻
を
神
使
と
す
る
由
、
明
良
洪
範
、
東
海
道
名
所
記
等
に
見
え
た
り
、
多

島
海
人
、
鰻
及
び
「
ハ
モ
」
を
神
と
す
る
事W

aitz u
n
d
 G

erlan
d

,̓ A
n
th

ro
p
o

lo
g
ie d

er N
atu

rv
ö
lk

er,̓ 6
te 

T
eil, L

eip
zig

, 1
8
7
2
. s. 

 
2
8
0

,2
9
6
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に
出
た
り
、
老
媼
茶
話
に
、
慶
長
十
六
年
、
蒲
生
秀
行
只
見
川
に
毒

を
流
す
前
に
、
大
鰻
僧
に
化
け
來
て
之
を
止
め
ん
と
せ
し
事
を
載
す
、
今
も
紀
州
に
大
鰻
池
の
主
な
り
と

傳
ふ
る
所
あ
り
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
邦
産
は
条
鰭
綱
ウ
ナ
ギ
目
ウ
ナ
ギ
亜
目
ウ
ナ
ギ
科
ウ
ナ
ギ
属
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

A
n
g
u
illa

 ja
p
o
n
ica

 

及
び
オ
オ
ウ
ナ
ギ 

A
n
g
u
illa

 m
a
rm

o
ra

ta

。
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
朝
鮮
半
島
・
中
国
大

陸
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
広
汎
に
分
布
し
、
マ
リ
ア
ナ
海
溝
付
近
で
産
卵
し
て
い
る

こ
と
が
近
年
の
調
査
で
明
ら
か
な
っ
て
お
り
、
オ
オ
ウ
ナ
ギ
の
分
布
は
よ
り
広
範
囲
で
、
ア
フ
リ
カ
東
岸

か
ら
フ
ラ
ン
ス
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
至
り
、
産
卵
場
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
の
深
海
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
因

み
に
、
中
国
に
は
他
に
他
種
が
複
数
棲
息
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
熊
楠
は
「
多
島
海
」

（
ポ
リ
ネ
シ
ア
）
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
オ
オ
ウ
ナ
ギ
で
あ
る
と
す
る
の
が
正
確
か
と
思

う
。
鰻
を
神
仏
の
使
者
と
し
て
食
べ
な
い
地
域
を
私
は
幾
つ
か
知
っ
て
い
る
。
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は

岐
阜
県
郡
上
市
美
並
町
粥
川
（
か
ゆ
か
わ
／
か
い
か
わ
）
地
区
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
尊
崇
さ
れ
る
仏
が
虚

空
蔵
菩
薩
で
そ
の
使
者
が
鰻
で
あ
る
か
ら
と
も
、
ま
た
、
こ
の
辺
り
に
跋
扈
し
て
い
た
「
さ
る
と
ら
へ

び
」（
猿
虎
蛇
：
頭
は
猿
、
胴
体
は
虎
、
尾
は
蛇
と
い
う
鵺 ぬ

え

的
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
妖
獣
）
な
る
化
け
物

を
討
つ
た
め
に
遣
わ
さ
れ
た
藤
原
高
光
（
天
慶
二
（
九
三
九
）
年
？
～
正
暦
五
（
九
九
四
）
年
）
が
山
中

で
迷
っ
た
際
、
鰻
が
川
を
泳
ぎ
な
が
ら
道
案
内
を
し
、
退
治
で
き
た
と
い
う
伝
承
に
基
づ
く
と
も
さ
れ
、

実
際
に
こ
の
地
区
で
は
鰻
を
食
べ
ず
、
公
的
に
も
鰻
を
保
護
し
て
捕
獲
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
国
の
天
然

記
念
物
指
定
）。
ま
た
、
栃
木
県
栃
木
市
平
井
町
に
あ
る
太
平
山
神
社
で
は
、
鰻
が
こ
の
地
ま
で
神
（
現

在
、
主
祭
神
は
瓊
瓊
杵
命

に
に
ぎ
の
み
こ
と

・
天
照
皇
大
御
神
・
豊
受
姫
大
神
で
あ
る
が
、
次
の
次
の
リ
ン
ク
先
を
参
照
）

を
乗
せ
て
来
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
同
神
社
で
は
鰻
は
禁
忌
食
物
と
な
っ
て
い
る
（
公
式
サ
イ
ト

参
照
）。
い
や
、
サ
イ
ト
「
龍
鱗
」
の
「
太
平
山
と
鰻
」
に
よ
れ
ば
、
嘗
て
は
栃
木
の
人
は
鰻
を
食
わ
な

か
っ
た
し
、
そ
れ
は
他
国
に
も
知
れ
渡
っ
て
い
た
、
と
い
う
驚
く
べ
き
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
前
に
出
し
た
星
宮
の
信
仰
と
関
わ
る
の
で
あ
っ
て
、『
神
道
と
し
て
は
三
光
神
社

と
い
っ
て
日
（
天
照
大
神
）・
月
（
月
読
命
）・
星
（
瓊
々
杵
命
）
を
祀
る
が
、
仏
教
で
は
星
の
宮
と
呼
ん

で
虚
空
蔵
菩
薩
が
本
尊
で
あ
る
。
神
仏
分
離
で
虚
空
蔵
菩
薩
は
一
時
荒
れ
果
て
た
が
、
今
は
表
坂
の
中
腹

に
立
派
な
六
角
堂
が
建
て
ら
れ
祀
ら
れ
て
い
る
。
栃
木
の
人
は
日
参
・
月
詣
り
と
信
仰
が
厚
か
っ
た
』
と

あ
り
、
虚
空
蔵
で
鰻
と
繋
が
る
の
で
あ
る
。
他
に
も
、
以
前
に
泊
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
鹿
児
島
県
指
宿
市

山
川
町
の
鰻
池
集
落
に
は
、
本
邦
で
も
珍
し
い
「
鰻
」
姓
の
一
族
が
住
ん
で
お
ら
れ
、
村
社
を
覗
い
た
と

こ
ろ
、
奉
名
帳
に
び
っ
し
り
と
鰻
姓
の
名
前
が
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
こ
の
部
落
と
い
う
か
、「
鰻
」
姓
の

一
族
は
代
々
、
鰻
を
食
べ
な
い
。
嘗
て
食
べ
て
亡
く
な
っ
た
人
が
い
る
と
も
、
宿
の
鰻
さ
ん
か
ら
、
直

接
、
聴
い
た
。 

「
紀
伊
國
名
所
圖
會
」
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
か
ら
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た

紀
伊
国
の
寺
社
・
旧
跡
・
景
勝
地
の
由
緒
や
来
歴
を
実
景
描
写
の
挿
絵
と
解
説
で
紹
介
し
た
地
誌
書
。
全

十
八
巻
二
十
三
冊
か
ら
な
る
。
当
初
の
企
画
・
執
筆
・
出
版
は
和
歌
山
城
下
の
出
版
人
で
あ
っ
た
七
代
目

https://www.google.com/maps/place/%E7%B2%A5%E5%B7%9D%E8%B0%B7/@35.704205,136.7689031,82158m/data=!3m1!1e3!4m12!1m6!3m5!1s0x0:0x1442dd694b532264!2z57Kl5bed6LC3!8m2!3d35.6679274!4d136.9108601!3m4!1s0x0:0x1442dd694b532264!8m2!3d35.6679274!4d136.9108601
https://www.google.com/maps/place/%E5%A4%AA%E5%B9%B3%E5%B1%B1%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@36.4238605,139.6781903,11.25z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x601f4768b05ff2b1:0xdc57031838e873c9!2z44CSMzI4LTAwNTQg5qCD5pyo55yM5qCD5pyo5biC5bmz5LqV55S6!3b1!8m2!3d36.3672363!4d139.7039016!3m4!1s0x601f4762e362d587:0xf2d987b924e23385!8m2!3d36.3626668!4d139.6931684
http://www.ohirasanjinja.rpr.jp/info/detail.php?n=0011
http://www.ohirasanjinja.rpr.jp/info/detail.php?n=0011
http://www.ohirasanjinja.rpr.jp/info/detail.php?n=0011
http://www.ohirasanjinja.rpr.jp/info/detail.php?n=0011
http://www.hunterslog.net/dragonology/DS/09203b.html


帯
屋
伊
兵
衛
こ
と
高
市
志
友

た

け

ち

し

ゆ

う

で
、
三
編
完
成
前
に
志
友
が
没
し
た
後
は
紀
州
藩
御
抱
え
絵
師
が
加
わ
り
、

後
編
で
は
第
十
代
藩
主
徳
川
治
宝

は
る
と
み

の
命
に
よ
り
、
加
納
諸
平
が
編
集
に
当
た
る
な
ど
し
、
次
第
に
紀
州
藩

主
導
の
刊
行
事
業
と
な
っ
た
。
ネ
ッ
ト
上
で
版
本
を
視
認
出
来
る
が
、
あ
ま
り
に
膨
大
で
、
目
録
を
縦
覧

し
た
限
り
で
は
「
片
目
の
鰻
」
ら
し
き
対
象
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
発
見
し
た
ら
、
追
記
す
る
。 

「
伊
豆
三
島
の
神
、
鰻
を
神
使
と
す
る
」
現
在
の
伊
豆
の
三
嶋
大
社
は
大
山
祇
命
・
事
代
主
神
を
祭
神
と

す
る
が
、
古
く
は
三
島
（
嶋
）
大
明
神
を
祀
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
三
嶋
大
社
は
記
紀
神
話
の
神
で
は
な

く
、
本
来
は
伊
豆
諸
島
の
造
島
神
で
あ
っ
た
と
す
る
説
も
有
力
で
あ
る
。
三
嶋
大
社
の
神
使
は
鰻
と
さ
れ

る
。
あ
そ
こ
で
鰻
を
食
べ
る
の
が
、
私
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。 

「
明
良
洪
範
」（
め
い
り
ょ
う
こ
う
は
ん
）
は
江
戸
中
期
の
逸
話
・
見
聞
集
。
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
八

世
紀
初
頭
ま
で
の
徳
川
氏
・
諸
大
名
そ
の
他
の
武
士
の
言
行
・
事
跡
等
、
七
百
二
十
余
項
目
を
集
録
す

る
。
江
戸
千
駄
ヶ
谷
の
真
言
宗
聖
輪
寺

し
ょ
う
り
ん
じ

の
住
持
増
誉
の
著
。
全
二
十
五
巻
・
続
編
十
五
巻
。
成
立
年
は
不

詳
。
膨
大
で
、
調
べ
る
気
に
な
ら
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。 

「
東
海
道
名
所
記
」
名
所
図
会
シ
リ
ー
ズ
で
一
世
を
風
靡
し
た
秋 あ

き

里 さ
と

籬 り

島 と
う

（
生
没
年
未
詳
）
著
。
寛
政
九

（
一
七
九
七
）
年
刊
行
。 

「
ハ
モ
」
条
鰭
綱
ウ
ナ
ギ
目
ハ
モ
科
ハ
モ
属
ハ
モ 

M
u
ra

en
eso

x cin
ereu

s 

。
本
来
の
本
邦
に
於
け
る

「
鱧
」
は
本
種
「
ハ
モ
」
で
あ
り
、「
海
鰻
」
も
ま
た
「
ハ
モ
」
と
し
て
よ
い
。
後
者
は
現
代
中
国
語
で

も
「
ハ
モ
」
を
指
す
（
但
し
、
単
漢
字
「
鱧
」
は
、
現
代
中
国
語
で
は
「
ラ
イ
ギ
ョ
」
を
指
す
語
と
し
て

用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
漢
和
辞
典
に
は
そ
の
用
法
は
な
い
）。 

「W
aitz u

n
d
 G

erlan
d
,A̓

n
th

ro
p
o
lo

g
ie d

er N
atu

rv
ö
lk

er 6
te T

eil, L
eip

zig
, 1

8
7
2
. s. 

 
2
8
0
,2

9
6
.

」
底
本
で

は
、
一
部
の
綴
り
に
疑
問
が
あ
っ
た
の
で
、
平
凡
社
「
選
集
」
版
で
補
正
し
た
。
ド
イ
ツ
の
心
理
学
者
・

人
類
学
者
で
あ
っ
た
テ
オ
ド
ー
ル
・
ワ
イ
ツ
（T

h
eo

d
o
r W

aitz 

一
八
二
一
年
～
一
八
六
四
年
）
と
、
ド

イ
ツ
の
人
類
学
者
で
地
球
物
理
学
者
で
も
あ
っ
た
ゲ
オ
ル
グ
・
コ
ー
ネ
リ
ア
ス
・
カ
ー
ル
・
ゲ
ラ
ン
ド

（G
eo

rg
 C

o
rn

eliu
s K

arl G
erlan

d
 

一
八
三
三
年
～
一
九
一
九
年
）
の
共
著
に
な
る
、「
原
始
人
の
人
類

学 

第
六
部
」
か
。
一
八
六
〇
年
版
を
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
見
つ
け
た
が
、
ド
イ
ツ
語
は
全
く
分
か
ら

な
い
の
で
、
悪
し
か
ら
ず
。 

「
老
媼
茶
話
に
、
慶
長
十
六
年
、
蒲
生
秀
行
只
見
川
に
毒
を
流
す
前
に
、
大
鰻
僧
に
化
け
來
て
之
を
止
め

ん
と
せ
し
事
を
載
す
」「
老
媼
茶
話
」
は
三
坂

み

さ

か

春
編

は
る
よ
し

（
元
禄
一
七
・
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）
年
？
～
明
和

二
（
一
七
六
五
）
年
）
が
記
録
し
た
会
津
地
方
を
中
心
と
す
る
奇
譚
（
実
録
物
も
含
む
）
を
蒐
集
し
た
と

さ
れ
る
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
の
序
（
そ
こ
で
の
署
名
は
「
松
風
庵
寒
流
」）
を
持
つ
「
老
媼
茶
話

（
ら
う
あ
う
さ
わ
（
ろ
う
お
う
さ
わ
））」。
私
は
「
怪
奇
談
集
」
で
全
電
子
化
注
を
終
え
て
い
る
。
私
の

同
「
巻
之
弐 

只
見
川
毒
流
」
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
紀
州
に
大
鰻
池
の
主
な
り
と
傳
ふ
る
所
あ
り
」
不
詳
。
川
の
淵
な
ら
ば
、
情
報
は
あ
る
。
］ 

      

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/29
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/29
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/29
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/29
https://archive.org/details/anthropologieder03waituoft/page/280/mode/2up
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/10/post-0fb2.html


 
○
鮫
（
サ
メ
又
フ
カ
）
、
東
印
度
諸
島
及
び
阿
弗
利
加
で
鮫
を
甚
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
た
く
」。］

尊
崇
す
る
こ
と
、F

. S
ch

u
ltze, ‛ F

etich
ism

, ̓tran
s, N

ew
 Y

o
rk

, 1
8
8
5
, p

. 7
9
 

に
出
で
、
錫
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：「
セ
イ
ロ
ン
」。］、
ト
レ
ス
峽
等
に
は
、
漁
に
臨
ん
で
種
々
に
鮫
を
厭
勝
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
え

ん
し
や
う
」。
咒
（
ま
じ
な
い
）。］
し
て
其
害
を
免
れ
ん
と
力
む
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
つ
と
む
」。］

T
en

n
en

t, o
p
. cit., p

. 3
9
8
, F

ro
b
en

iu
s, ‛ T

h
e C

h
ild

h
o
o
d
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f M
an

', L
o
n
d
o

n
. 1

9
0
9
, p

. 2
4
2 

タ
ヒ
チ
島
の

「
ダ
ツ
ア
、
マ
ツ
ト
」
は
、
海
の
大
神
に
て
、
鮫
を
使
ふ
、
但
し
靑
鮫
に
限
り
、
此
鮫
祠
官
の
令
に
隨
て

進
退
し
、
舟
覆
へ
る
時
、
他
人
を
食
ふ
も
祠
官
を
食
は
ず
、
之
を
乘
せ
て
廿
哩
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
二
十

マ
イ
ル
。
陸
距
離
の
マ
イ
ル
で
は
約
三
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
海
里
で
は
三
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。］
も

游
ぐ
こ
と
あ
り
、
こ
の
神
の
信
者
を
食
は
ず
、
此
鮫
を
舟
行
の
神
と
し
、
社
を
建
つ
、
古
傳
に
「
タ
ヒ

チ
」
島
も
と
は
鮫
た
り
し
と
云
事
、
吾
邦
蜻
蜓
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
せ
い
て
い
」。
狭
義
に
は
ヤ
ン
マ
の

漢
名
。
こ
こ
は
「
ト
ン
ボ
」
の
意
で
よ
か
ろ
う
。］
の
形
有
り
と
言
ふ
に
似
た
り
、
布
哇
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
ハ
ワ
イ
」。］
の
モ
ロ
カ
イ
島
に
は
、
古
え
海
角
每
に
鮫
を
神
と
せ
る
祠
立
て
り
、
諸
魚
各
々
定
期

有
て
、
年
々
此
島
に
到
る
、
其
種
每
に
初
物
を
取
り
て
鮫
神
に
献
ぜ
り
、
思
ふ
に
古
え
定
れ
る
季
節
に
、

鮫
此
等
の
魚
を
追
ひ
到
り
し
を
見
て
、
神
魚
人
を
利
す
と
心
得
、
之
を
神
と
せ
る
な
ら
ん
と
、「
エ
リ

ス
」
言
へ
り
（E

llis, ‛ P
o
ly

n
esian

 R
esearch

es,̓1
8
3
1
. i. p

. 1
6
6

., S
eq

q
., iv. p

.9
0
., W

aitz, l.c., s. 3
1

9

） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
底
本
で
は
ポ
イ
ン
ト
落
ち
で
、
全
体
が
一
字
下
げ
。
前
後
を
一
行
空
け

た
。］ 

  

魚
人
を
乘
せ
て
游
ぐ
事
、
支
那
に
琴
高
鯉
に
乘
り
、
陳
侯
の
子
元
自
ら
水
に
投
ぜ
し
を
魚
負
て
救
ひ
し

抔
の
例
有
り
（
淵
鑑
類
函
卷
四
四
二
）
泰
西
に
も
希
臘
の
美
少
年
神
「
エ
ロ
ス
」
海
豚
に
乘
る
事
有
り

（G
u
b
ern

atis, l. c. p
. 3

4
0

）
ハ
イ
チ
島
發
見
の
時
人
を
乘
せ
て
湖
を
渡
す
「
マ
ナ
タ
ス
」
獸
有
り
し
抔
似

た
る
事
也
（R

am
u
sio

, to
m

. iii. fo
l. 3

3

） 

  

本
邦
に
は
伊
勢
國
磯
部
大
明
神
は
、
今
も
船
夫
漁
師
に
重
く
崇
め
ら
る
、
鮫
を
使
者
と
し
、
厚
く
信
ず

る
者
、
海
に
溺
れ
ん
と
す
る
時
、
鮫
來
り
負
ふ
て
陸
に
達
す
と
云
ふ
、
參
詣
の
徒
神
木
の
樟
の
皮
を
申
し

受
け
所
持
し
鮫
船
を
襲
ふ
時
之
を
投
ず
れ
ば
忽
ち
去
る
と
ぞ
、「
タ
ヒ
チ
」
島
の
例
と
均
し
く
、
神
使
の

鮫
は
長
さ
四
五
間
、
頭
細
く
、
體
に
斑
紋
有
り
、「
エ
ビ
ス
」
と
名
く
る
種
に
限
る
、
每
年
祭
禮
の
日
、

こ
の
鮫
五
七
頭
社
に
近
き
海
濱
に
游
ぎ
來
る
、
も
し
前
年
中
人
を
害
せ
し
鮫
あ
る
時
は
之
を
陸
に
追
ひ
上

げ
、
數
時
間
之
を
苦
し
め
て
罰
す
、
此
鮫
海
上
に
現
る
ゝ
時
、
漁
夫
之
を
祭
り
祝
ふ
、「
エ
ビ
ス
付
キ
」

と
名
く
、
每
日
一
定
の
海
路
を
游
ぎ
來
る
に
、
無
數
の
堅
魚
之
に
隨
行
す
る
を
捕
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

マ
マ
。］、
利
を
得
る
こ
と
莫
大
な
り
、
信
心
厚
き
漁
夫
の
船
下
に
潜
み
游
ぐ
、
信
薄
き
輩
の
船
來
れ
ば
忽

ち
去
る
、
之
に
漁
を
祈
る
者
、
五
日
七
日
と
日
數
を
限
り
て
漁
獲
を
求
む
、
日
限
畢
る
迄
漁
し
續
く
る
時

は
破
船
す
、
其
船
底
を
見
る
に
、
煎
餅
の
如
く
薄
く
削
り
成
せ
り
、
是
れ
此
鮫
の
背
の
麁
皮
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：「
そ
ひ
」。
粗
い
鮫
皮
。］
を
以
て
磨
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
す
り
」。］
去
れ
る
也
と
、
古
老
の

漁
人
の
話
に
、
海
濱
に
夷
子
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
え
び
す
」。
］
の
祠
多
き
は
實
に
此
「
エ
ビ
ス
」
鮫
を

齋
き
祀
れ
る
也
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
同
前
。］ 

 



 
古
書
に
鮫
を
神
と
せ
し
事
見
當
ら
ず
、
但
し
鱷
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
わ
に
」。］
を
神
と
せ
し
事
多

し
、
十
餘
年
前
或
人
「
日
本
」
新
聞
に
寄
書
し
て
、
吾
邦
の
「
ワ
ニ
」
は
「
ワ
ニ
ザ
メ
」
と
稱
す
る
一
種

の
鮫
な
り
、
其
形
多
少
漢
文
鱷
の
記
載
に
似
た
る
を
以
て
杜
撰
に
之
を
充
て
た
る
な
り
と
有
し
、
眞
に
卓

見
也
、
大
和
本
草
、
倭
漢
三
才
圖
會
等
鱷
を
記
せ
る
、
何
れ
も
海
中
の
鮫
類
と
見
ゆ
、
今
日
パ
レ
ス
チ
ナ

の
海
邊
に
鱷
有
り
、
羊
を
害
す
と
云
ふ
は
、
實
は
鮫
な
ら
ん
て
う
說
參
考
す
べ
し
。（P

iero
tt,̓C

u
sto

m
s 

an
d
 T

rad
itio

n
s o

f P
alestin

e,̓ 1
8
6
4
, P. 3

9
.

）
又
實
際
鱷
な
き
韓
國
に
て
、
筑
紫
の
商
人
、
虎
が
海
に
入
て

鱷
を
捕
ふ
る
を
見
し
話
有
り
（
宇
冶
拾
遺
三
九
章
）
十
七
世
紀
に
、
韓
國
に
漂
着
し
て
十
三
年
留
居
の
蘭

人
の
記
に
も
、
其
水
に
鱷
多
き
由
筆
せ
る
は
、
孰
れ
も
鮫
の
事
と
思
は
る
、（C

h
u
rch

ill, o
p
. cit. v

o
l. v

i, 

1
7
5
2
, P. 7

3
5

）。 

 

神
代
卷
に
、
海
神
一
尋
の
鱷
に
、
彥
火
々
出
見
尊
を
送
り
還
さ
し
む
る
事
あ
り
、
又
豐
玉
姬
、
產
場
を
夫

神
に
覗
は
れ
し
を
憤
り
、
化
し
て
八
尋
の
大
鱷
と
な
り
、
海
を
涉
り
て
去
る
と
云
り
、
鮫
を
神
靈
有
り
と

す
る
由
緖
古
き
を
見
る
に
足
れ
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
同
前
。］ 

  

上
に
言
る
、
鮫
が
罪
あ
る
鮫
を
罰
す
る
話
も
、
古
く
有
し
に
や
、
懷
橘
談
に
、
出
雲
國
安
來
の
北
海
に

て
、
天
武
帝
二
年
七
月
、
一
女
鱷
に
脛
を
食
は
る
、
其
父
哀
み
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
な
し
み

て
」。］
神
祇
に
祈
り
し
に
、
須
臾
に
し
て
百
餘
の
鱷
、
一
の
鱷
を
圍
繞
し
來
る
、
父
之
を
突
殺
す
に
諸
鱷

去
る
、
殺
せ
し
鱷
を
剖
く
に
女
の
脛
出
し
と
見
ゆ
、
眞
葛
女
の
磯
通
太
比
に
、
奧
州
の
海
士
「
ワ
ニ
ザ

メ
」
に
足
を
食
去
ら
れ
死
せ
し
を
、
十
三
年
目
に
、
其
子
年
頃
飼
し
犬
を
殺
し
、
其
肉
を
餌
と
し
て
鱷
を

捉
へ
、
復
讐
せ
り
と
い
ふ
譚
は
之
よ
り
出
た
る
な
ら
む
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鮫
（
サ
メ
又
フ
カ
）」
現
行
で
は
、「
サ
メ
（
鮫
）」
と
は
、
軟
骨
魚
綱
板
鰓
亜
綱 

E
lasm

o
b
ran

ch
ii 

の
う
ち
、
一
般
に
は
エ
イ
上
目 

B
ato

id
ea 

に
含
ま
れ
る
エ
イ
類
を
除
く
サ
メ
類
の
内
、

中
・
小
型
の
も
の
を
指
す
総
称
と
さ
れ
る
が
、
大
型
の
種
群
や
個
体
と
の
厳
密
な
境
界
は
な
く
、「
鱶 フ

カ

」

と
混
淆
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
形
態
学
的
に
概
ね
真
正
の
「
サ
メ
」
を
規
定
し
よ
う

と
す
る
な
ら
、
一
般
的
に
は―

―

鰓
裂
が
体
の
側
面
に
開
く
種
群
の
総
称―

―

と
し
て
も
よ
か
ろ
う
（
鰓

裂
が
下
面
に
開
く
エ
イ
と
区
別
さ
れ
る
。
但
し
、
中
間
型
の
種
が
い
る
の
で
絶
対
的
な
属
性
と
は
言
え
な

い
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
）。
一
方
の
「
フ
カ
（
鱶
）」
を
補
足
す
る
と
、
サ
メ
類
の
内
、
大
型
の
も
の

の
総
称
で
あ
る
。
但
し
、
中
小
型
で
も
「
ふ
か
」
と
呼
ぶ
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
個
体
の
大
き
さ
で
の
区

別
は
無
効
に
近
い
。
但
し
、
超
巨
大
な
も
の
を
「
フ
カ
」
と
呼
ぶ
の
に
は
違
和
感
は
な
い
の
で
、
そ
う
し

た
限
定
用
法
と
し
て
流
通
名
と
は
別
に
「
フ
カ
」
は
生
き
残
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
寧
ろ
、

広
義
の
「
サ
メ
（
鮫
）」
の
関
西
以
西
で
の
呼
び
名
が
「
ふ
か
」
で
あ
る
と
し
た
方
が
判
り
が
い
い
し
、
誤

解
の
問
題
性
（
サ
メ
種
の
他
に
フ
カ
種
が
い
る
と
い
っ
た
誤
認
）
も
少
な
い
と
思
う
（
山
陰
で
は
別
に
「
わ

に
」
と
い
う
呼
称
も
現
在
、
普
通
に
生
き
て
い
る
）。
さ
て
も
、
ウ
ィ
キ
の
「
サ
メ
」
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一

六
年
三
月
末
時
点
に
於
い
て
は
、
世
界
に
九
目
三
十
四
科
百
五
属
五
百
九
種
が
存
在
し
、
日
本
近
海
に
は

九
目
三
十
二
科
六
十
四
属
百
三
十
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
。
さ
て
次
に
、「
サ
メ
」
の
語
源
で
あ

る
が
、
一
般
に
は
「
狭
目
」「
狭
眼
」「
さ
め
」
の
意
と
す
る
説
が
幅
を
利
か
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
サ
メ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%A1


類
の
目
は
、
そ
の
巨
体
に
比
べ
れ
ば
小
さ
い
と
は
言
え
る
も
の
の
、
一
般
的
な
種
群
は
、
有
意
に
「
狭
い

眼
」
或
い
は
「
細
い
眼
」
で
は
な
い
。
さ
れ
ば
私
は
寧
ろ
、
鮫
肌
、
一
部
の
鮫
の
皮
膚
表
面
の
細
か
な
ブ

ツ
ブ
ツ
に
こ
そ
、
そ
の
語
源
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
則
ち
、「
沙
」（
シ
ャ
：
一
億
分
の

一
の
単
位
）
で
、「
非
常
に
小
さ
い
粒
」
を
意
味
す
る
「
沙
」（
シ
ャ
・
サ
）
の
「
粒
」（「
目
」）
で
「
沙

目
（
さ
め
）」
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
一
方
の
「
フ
カ
」
は
一
見
、
頷
か
れ
そ
う
な
説
が
複
数
あ

る
。
一
つ
は
「
深 ふ

か

」
説
で
、
大
型
の
サ
メ
類
の
多
く
は
沖
合
の
深
い
と
こ
ろ
に
棲
息
す
る
こ
と
か
ら
で
、
こ

れ
は
ま
あ
、
そ
う
か
も
と
思
わ
せ
る
。
第
二
に
、
お
馴
染
み
の
漢
字
「
鱶
」
の
分
解
説
で
、
魚
類
の
多
く
が

卵
生
で
あ
る
中
、
サ
メ
類
に
は
卵
生
・
卵
胎
生
（
近
年
は
胎
生
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
ヒ
ト
も
結
局
は
卵
胎

生
と
言
え
ば
言
い
得
る
）
が
お
り
、
卵
胎
生
の
方
が
多
い
。
か
く
せ
ば
、「
子
」
を
「
養
」
う
「
魚
」
の
意

と
い
う
わ
け
だ
が
、
ど
う
も
如
何
に
も
そ
れ
ら
し
い
こ
の
謂
い
が
、
却
っ
て
嘘
臭
い
感
じ
を
与
え
る
。
そ
も

そ
も
「
鱶
」
の
正
字
は
「
鯗
」
で
あ
り
、
漢
字
と
し
て
の
そ
れ
は
「
魚
の
干
物
」
を
意
味
し
、
フ
カ
の
意
味

は
な
い
。
こ
れ
を
「
ふ
か
」
と
訓
ず
る
の
は
国
字
と
し
て
で
あ
る
。
鮫
が
卵
胎
生
で
あ
る
こ
と
を
一
般
庶
民

が
知
る
よ
う
に
な
る
の
は
歴
史
的
に
は
ご
く
新
し
い
は
ず
で
、
に
も
拘
ら
ず
、
そ
う
し
た
原
義
で
こ
の
字
が

当
て
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
私
は
眉
唾
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
別
説
に
「
斑
魚

ふ

か

」
説
が
あ
り
、

「
ふ
（
斑
）」
体
表
の
ザ
ラ
ザ
ラ
の
細
か
な
斑
紋
で
、
そ
れ
に
「
魚
」
類
を
示
す
接
尾
辞
で
あ
る
「
か
」）
が

付
い
た
と
い
う
の
だ
。
ま
こ
と
し
や
か
に
例
え
ば
カ
ジ
カ
な
ど
を
挙
げ
る
の
だ
が
、「
カ
」
を
呼
称
辞
に
し

て
い
る
魚
は
そ
ん
な
に
い
は
し
な
い
。
接
尾
辞
と
し
て
の
「
か
」
も
魚
の
意
味
と
は
小
学
館
「
日
本
国
語
大

辞
典
」
に
も
書
い
て
な
い
。
こ
れ
も
何
と
な
く
長
屋
の
御
隠
居
に
ま
ん
ま
と
言
い
く
る
め
ら
れ
た
熊
八
み
た

よ
う
な
気
が
し
て
く
る
の
だ
。 

「F
. S

ch
u
ltze, ‛ F

etich
ism

,̓ tran
s, N

ew
 Y

o
rk

, 1
8
8
5
, p

. 7
9

」
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
フ
リ
ッ
ツ
・
シ
ュ
ッ
エ

（F
ritz S

ch
u
ltze 

一
八
四
六
年
～
一
九
〇
八
年
）
の
書
い
た
「
呪
物
崇
拝
」
の
一
節
。「In

tern
et 

arch
iv

e

」
で
原
本
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
（
右
ペ
ー
ジ
左
の
中
央
）。
直
ぐ
後
に
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
の
ウ
ナ

ギ
崇
拝
の
記
事
も
続
い
て
い
る
。 

「
ト
レ
ス
峽
」
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ヨ
ー
ク
岬
と
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
の
間
に
あ
る
、
現
在
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
領
で
あ
る
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
（T

o
rres S

trait Islan
d
s

）
。
二
百
七
十
四
の
小
島
か
ら
な
る
サ

ン
ゴ
礁
の
諸
島
で
、
南
北
百
五
十
、
東
西
二
百
～
三
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ス
海
峡
に
位
置
し
て
い

る
。
数
百
の
無
人
島
か
ら
な
る
が
、
そ
の
内
の
十
二
の
島
に
人
が
住
み
、「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
」
と
呼
ば
れ

る
メ
ラ
ネ
シ
ア
系
の
先
住
民
（
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
）
が
暮
ら
し
て
い
る
。
漁
業
が
盛
ん
で
、
真
珠
養
殖

が
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
の
島
々
は
リ
ゾ
ー
ト
地
と
も
な
っ
て
お
り
、
海
中
に
は
絶
滅
危

惧
種
で
あ
る
ジ
ュ
ゴ
ン
や
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
・
タ
イ
マ
イ
・
ヒ
ラ
タ
ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
が
棲
息
し
て
い
る
（
当

該
ウ
ィ
キ
に
拠
っ
た
）。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）。 

「T
en

n
en

t, o
p
. cit., p

. 3
9
8

」
前
に
「
野
槌
」
に
出
た
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
管
理
者
で
政
治
家
で
あ
っ
た
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
エ
マ
ー
ソ
ン
・
テ
ナ
ン
ト
（Jam

es E
m

erso
n
 T

en
n
en

t 

一
八
〇
四
年
～
一
八
六
九
年
）
の

イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
管
理
者
で
政
治
家
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
エ
マ
ー
ソ
ン
・
テ
ナ
ン
ト
（Jam

es 

E
m

erso
n
 T

en
n
en

t 

一
八
〇
四
年
～
一
八
六
九
年
）
の
セ
イ
ロ
ン
の
自
然
史
誌
。
但
し
、「3

9
8

」
に
は
鮫

の
記
載
は
な
い
。
そ
こ
で
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
内
容
は
「3

7
8

」
か
ら
「3

7
9

」
に
か
け
て
に
書

か
れ
て
い
る
の
を
見
出
せ
た
。
こ
こ
の
章
の
標
題
は
「S

H
A

R
K

-C
H

A
R

M
E

R

」
で
「
鮫
を
呪

ま
じ
な

う
者
」
或

い
は
「
鮫
使
い
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。 

https://archive.org/details/fetichismcontrib00schurich/page/78/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%AC%E3%82%B9%E6%B5%B7%E5%B3%A1%E8%AB%B8%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%AC%E3%82%B9%E6%B5%B7%E5%B3%A1%E8%AB%B8%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%AC%E3%82%B9%E6%B5%B7%E5%B3%A1%E8%AB%B8%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%AC%E3%82%B9%E6%B5%B7%E5%B3%A1%E8%AB%B8%E5%B3%B6
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%88%E3%83%AC%E3%82%B9%E6%B5%B7%E5%B3%A1%E8%AB%B8%E5%B3%B6/@-10.1669375,141.9007441,9.25z/data=!4m5!3m4!1s0x69b069c14e004a8d:0x2742d14f7a57471b!8m2!3d-9.9815567!4d142.5552179
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-cde218.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-cde218.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-cde218.html
https://archive.org/details/naturalhistoryof00emer_1/page/398/mode/2up
https://archive.org/details/naturalhistoryof00emer_1/page/378/mode/2up
https://archive.org/details/naturalhistoryof00emer_1/page/378/mode/2up
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ro
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9
0
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, p
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4
2

」
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
原
本

の
当
該
箇
所
が
見
ら
れ
、
そ
こ
の
右
ペ
ー
ジ
「2

4
2

」
中
央
に
あ
る
図
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
、 
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＊ 

と
あ
り
、
こ
れ
は
、「
ト
レ
ス
海
峡
の
ハ
マ
か
ら
齎
さ
れ
た
カ
メ
の
甲
羅
で
出
来
た
マ
ス
ク
（
大
英
博
物

館
）。
横
か
ら
見
る
と
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
一
種
の
サ
メ
の
頭
を
表
わ
し
て
い
る
。
顔
の
上
部
見
た

も
の
（
図2

2
8

）［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
の
左
ペ
ー
ジ
の
図
。］。
恐
ら
く
は
、
漁
民
に
と
っ
て
非
常
に
危

険
な
存
在
で
あ
る
サ
メ
を
、
多
分
、
何
と
し
て
も
宥 な

だ

め
ん
が
た
め
に
、
漁
期
に
行
わ
れ
る
ダ
ン
ス
に
於
い

て
着
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

と
い
っ
た
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。 

『
タ
ヒ
チ
島
の
「
ダ
ツ
ア
、
マ
ツ
ト
」
』
不
詳
。
た
だ
、
我
々
が
使
っ
て
い
る
入
れ
墨
の
意
の
英
語
「
タ

ト
ゥ
ー
」（tatto

o

）
の
起
源
は
、
タ
ヒ
チ
の
島
々
に
伝
わ
る
「
タ
タ
ウ
」
で
あ
り
（
一
七
六
九
年
に
出
版

さ
れ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
の
タ
ヒ
チ
へ
の
航
海
に
関
す
る
本
で
、「
現
地
人
が
入
れ
墨
を
指
し
て
タ

タ
ウ
」（tatau

）
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
タ
ト
ゥ
ー
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
入
れ
墨
は
タ
ヒ
チ
人
の
個
人
史
を
物
語
っ
て
お
り
、
身
体
に
描
か
れ
る
一
つ
一
つ
の
線
を

通
じ
て
、
過
去
の
「
マ
オ
リ
」（
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
一
族
。
原
義
は
「
普
通
の
人
」）
が
現
在
と
将
来
の

「
マ
ナ
」
に
繋
が
る
と
さ
れ
、「
タ
タ
ウ
」
の
神
は
「
ト
フ
」
で
あ
り
、
海
の
総
て
の
魚
に
現
在
の
色
と

模
様
を
与
え
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
ト
フ
」
の
存
在
が
、「
タ
タ
ウ
」
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
と
生
命
を

与
え
、
天
国
と
地
上
を
結
び
つ
け
て
い
る
と
、「
タ
ヒ
チ
観
光
局
」
公
式
サ
イ
ト
の
日
本
語
版
に
は
書
か

れ
て
あ
る
。
こ
の
辺
り
と
こ
の
「
ダ
ツ
ア
」
や
「
マ
ツ
ト
」
と
い
う
発
音
に
は
親
和
性
を
私
は
感
じ
る

し
、「
海
の
大
神
に
て
、
鮫
を
使
ふ
」『
古
傳
に
「
タ
ヒ
チ
」
島
も
と
は
鮫
た
り
し
』
と
熊
楠
が
言
う
時
、

こ
の
神
「
ト
フ
」
や
、
そ
の
時
空
間
を
ド
ラ
イ
ヴ
し
て
き
た
神
聖
な
「
タ
タ
ウ
」
と
は
無
関
係
と
は
思
わ

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

「
靑
鮫
」
和
名
種
と
し
て
は
、
軟
骨
魚
綱
板
鰓
亜
綱
ネ
ズ
ミ
ザ
メ
目
ネ
ズ
ミ
ザ
メ
科
ア
オ
ザ
メ
属
ア
オ
ザ

メ 
Isu

ru
s o

xyrin
ch

u
s 

が
い
る
。
最
大
全
長
四
メ
ー
ト
ル
、
体
重
五
百
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
達
し
、
最
も
高

速
で
時
速
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
速
さ
で
泳
ぐ
と
さ
れ
る
。
人
を
襲
っ
た
記
録
は
少
な
い
。
英
名

は
「m

ak
o

」
で
、
こ
れ
は
マ
オ
リ
語
の
「
サ
メ
」
の
意
で
あ
る
（
同
ウ
ィ
キ
に
拠
る
）。 

「
吾
邦
蜻
蜓
の
形
あ
り
と
言
ふ
」
日
本
列
島
の
古
名
「
あ
き
つ
し
ま
」
の
こ
と
。 

「
モ
ロ
カ
イ
島
」
こ
こ
。 

「
海
角
」「
か
い
か
く
」。
岬
。 

「E
llis, ‛ P

o
ly

n
esian

 R
esearch

es,̓ 1
8
3
1
. i. p

. 1
6
6
., S

eq
q
., iv. P.9

0
.

」
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
ス
（W

illiam
 

E
llis 

一
七
九
四
年
～
一
八
七
二
年
）
イ
ギ
リ
ス
人
の
宣
教
師
で
作
家
。
彼
は
ハ
ワ
イ
諸
島
や
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
等
を
旅
し
、
そ
の
体
験
を
記
し
た
か
な
り
の
量
の
著
作
を
残
し
て
い
る
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
第
一

https://archive.org/details/ChildhoodOfMan/page/n251/mode/2up
https://archive.org/details/ChildhoodOfMan/page/n251/mode/2up
https://archive.org/details/ChildhoodOfMan/page/n253/mode/2up
https://tahititourisme.jp/ja-jp/tahiti-cultural/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%AA%E3%82%B6%E3%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%AA%E3%82%B6%E3%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%AA%E3%82%B6%E3%83%A1
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%A2%E3%83%AD%E3%82%AB%E3%82%A4%E5%B3%B6/@20.6829063,-157.8264826,8z/data=!4m5!3m4!1s0x7eaab7d88dc72869:0x8fb6f51ae061e6b9!8m2!3d21.1443935!4d-157.0226297


巻
の
こ
こ
か
ら
以
下
と
、
第
四
巻
の
こ
こ
。 

「W
aitz

」「
鰻
」
に
出
た
ド
イ
ツ
の
心
理
学
者
・
人
類
学
者
で
あ
っ
た
テ
オ
ド
ー
ル
・
ワ
イ
ツ
（T

h
eo

d
o

r 

W
aitz 

一
八
二
一
年
～
一
八
六
四
年
）
と
、
ド
イ
ツ
の
人
類
学
者
で
地
球
物
理
学
者
で
も
あ
っ
た
ゲ
オ
ル

グ
・
コ
ー
ネ
リ
ア
ス
・
カ
ー
ル
・
ゲ
ラ
ン
ド
（G

eo
rg

 C
o
rn

eliu
s K

arl G
erlan

d 

一
八
三
三
年
～
一
九
一

九
年
）
の
共
著
に
な
る
、「
原
始
人
の
人
類
学 

第
六
部
」
か
。 

「
魚
人
を
乘
せ
て
游
ぐ
事
、
支
那
に
琴
高
鯉
に
乘
り
、
陳
侯
の
子
元
自
ら
水
に
投
ぜ
し
を
魚
負
て
救
ひ
し

抔
の
例
有
り
（
淵
鑑
類
函
卷
四
四
二
）
」「
淵
鑑
類
函
」
は
既
出
既
注
。
清
の
康
熙
帝
の
勅
に
よ
り
張
英
・

王
士
禎
ら
が
完
成
し
た
類
書
（
百
科
事
典
）。
同
巻
「
魚
二
」
に
、 

 
 

 

＊ 

陳
侯
、
令
元
自
殺
。
元
、
投
遼
水
。
魚
、
負
之
以
出
。
元
曰
、「
我
罪
人
也
。
故
求
死
耳
。」。
魚
、
乃

去
。 

 
 

 

＊ 

鯉
石
【「
廣
輿
志
」、
鯉
石
、
在
巴
山
。
世
傳
、
琴
髙
先
生
於
此
得
道
、
所
乘
之
鯉
化
而
爲
石
。】。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。 

『
希
臘
の
美
少
年
神
「
エ
ロ
ス
」
海
豚
に
乘
る
事
有
り
（G

u
b
ern

atis, l. c. p
. 3

4
0

）』「
イ
ル
カ
に
乗
っ
た

少
年
神
」
と
な
っ
た
メ
リ
ケ
ル
テ
ー
ス
な
ら
知
っ
て
い
る
が
。
オ
ル
コ
メ
ノ
ス
の
王
ア
タ
マ
ー
ス
と
イ
ー

ノ
ー
の
子
で
あ
っ
た
が
、
死
後
に
パ
ラ
イ
モ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
海
神
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
さ
れ
、
パ
ラ

イ
モ
ー
ン
は
イ
ル
カ
に
乗
っ
た
少
年
神
の
姿
で
表
わ
さ
れ
、
海
難
者
を
救
い
、
港
を
司
る
神
と
し
て
信
仰

さ
れ
た
。
し
か
し
、
前
に
出
た
イ
タ
リ
ア
の
文
献
学
者
コ
ォ
ウ
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
・
グ
ベ
ル
ナ
テ
ィ

ス
（C

o
u
n
t A

n
g
elo

 D
e G

u
b
ern

atis 

一
八
四
〇
年
～
一
九
一
三
年
）
の
著
「G

u
b
ern

atis, ‛ Z
o
o

lo
g
ical 

M
y
th

o
lo

g
y̓, 1

8
7
2
, v

o
1
. ii

」
を
見
る
と
確
か
に
そ
う
書
い
て
あ
る
。
「In
tern

et arch
iv

e

」
の
こ
ち
ら
の
左

ペ
ー
ジ
本
文
の
下
か
ら
五
行
目
以
下
に
記
さ
れ
て
あ
る
。 

『
ハ
イ
チ
島
發
見
の
時
人
を
乘
せ
て
湖
を
渡
す
「
マ
ナ
タ
ス
」
獸
有
り
し
』「（R

am
u

sio
, to

m
. iii.fo

l. 

3
3

）』
引
用
書
は
ベ
ネ
チ
ア
共
和
国
の
官
吏
（
元
老
院
書
記
官
な
ど
）
を
務
め
た
人
文
主
義
者
で
歴
史

家
・
地
理
学
者
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
バ
テ
ィ
ス
タ
・
ラ
ム
ー
ジ
オ
（G

io
v
an

n
i B

attista R
am

u
sio

 
 

一
四
八
五

年
～
一
五
五
七
年
）
の
「
航
海
と
旅
行
」。「
ハ
イ
チ
」
は
中
央
ア
メ
リ
カ
の
西
イ
ン
ド
諸
島
の
大
ア
ン
テ

ィ
ル
諸
島
内
の
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
西
部
に
位
置
す
る
ハ
イ
チ
共
和
国
。
東
に
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
国
境

を
接
し
、
カ
リ
ブ
海
の
ウ
ィ
ン
ド
ワ
ー
ド
海
峡
を
隔
て
て
北
西
に
キ
ュ
ー
バ
が
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
海
峡
を
隔

て
て
西
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
が
存
在
す
る
。
首
都
は
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
（P

ò
to

p
ren

s

／
フ
ラ
ン
ス
語
：P

o
rt-

au
-P

rin
ce

：「
王
子
の
港
」
の
意
）。
一
八
〇
四
年
に
独
立
（
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
初
で
、
尚
且
つ
、
ア
メ

リ
カ
大
陸
で
二
番
目
、
し
か
も
世
界
初
の
黒
人
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
共
和
制
国
家
で
あ
る
）。
こ
こ
。

こ
の
伝
承
は
確
認
出
来
な
い
が
、
こ
の
「
マ
ナ
タ
ス
」
と
は
、
哺
乳
綱
カ
イ
ギ
ュ
ウ
目
マ
ナ
テ
ィ
ー
科
マ
ナ

テ
ィ
ー
属
ア
メ
リ
カ
マ
ナ
テ
ィ
ー 

T
rich

ech
u

s m
a
n

a
tu

s L
in

n
a
eu

s, 1
7
5
8

 

の
種
小
名
で
あ
る
。
同
種
は

淡
水
域
と
海
水
域
を
回
遊
し
、
少
な
く
と
も
、
淡
水
域
で
は
永
住
が
出
来
、
棲
息
フ
ィ
ー
ル
ド
は
河
川
の
下

流
域
・
河
口
・
沿
岸
で
あ
る
か
ら
、「
湖
」
と
い
う
記
載
は
不
審
で
は
な
い
。 

「
伊
勢
國
磯
部
大
明
神
」
三
重
県
志
摩
市
磯
部
町
に
あ
る
伊
勢
神
宮
内
宮
の
別
宮
の
一
社
伊
雑
宮

い
ざ
わ
の
み
や

は
、
確

か
に
鮫
を
神
使
い
と
す
る
伝
承
を
持
っ
て
い
る
。
ウ
ィ
キ
の
「
伊
雑
宮
」
に
よ
れ
ば
、『
七
匹
の
鮫
が
的

https://archive.org/details/polynesianresea07elligoog/page/n182/mode/2up
https://archive.org/details/polynesianresea03elligoog/page/n107/mode/2up
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-8861ea.html
https://archive.org/details/zoologicalmythol02gubeuoft/page/n353/mode/2up
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%8F%E3%82%A4%E3%83%81/@17.0281636,-76.3063305,4.5z/data=!4m5!3m4!1s0x8eb6c6f37fcbbb11:0xb51438b24c54f6d3!8m2!3d18.971187!4d-72.285215
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E9%9B%91%E5%AE%AE


矢
湾
か
ら
川
を
遡
っ
て
伊
雑
宮
の
大
御
田
橋
ま
で
の
ぼ
る
と
云
わ
れ
る
。
こ
の
七
本
鮫
は
伊
雑
宮
の
使
い

と
云
わ
れ
、
ま
た
龍
宮
の
使
い
と
伝
え
る
説
も
あ
る
』。『
七
本
の
う
ち
一
本
は
殺
さ
れ
、
今
は
六
本
と
さ

れ
る
。
大
御
田
橋
か
ら
は
蟹
や
蛙
に
化
身
し
て
伊
雑
宮
に
参
詣
す
る
と
も
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
日
は
志
摩

の
海
女
た
ち
は
海
に
入
る
こ
と
を
忌
み
、
伊
雑
宮
に
参
詣
す
る
』
と
あ
り
、
ま
た
、『
志
摩
市
阿
児
町
安

乗
の
安
乗
崎
沖
の
岩
礁
（
大
グ
ラ
）
近
く
の
海
底
に
鳥
居
に
似
た
岩
が
あ
り
、
伊
雑
宮
の
鳥
居
だ
っ
た
と

い
わ
れ
る
』
伝
承
が
あ
り
、『
伊
雑
宮
は
漁
業
に
従
事
す
る
信
仰
者
が
多
い
』
と
あ
る
。
サ
イ
ト
「
伊
勢

志
摩
き
ら
り
千
選
」
に
は
、
志
摩
市
磯
部
町
の
「
七
本
ザ
メ
の
磯
部
参
り
」
と
標
題
し
て
、
『「
磯
部
伊
雑

宮
は
竜
宮
様
よ
八
重
の
汐
路
を
サ
メ
が
来
る
」
と
』
伊
雑
宮
の
『
御
田
植
祭
』（「
御
神
田

お

み

た

」
と
呼
ば
れ

る
）『
に
唄
わ
れ
て
い
る
サ
メ
は
俗
に
「
七
本
ザ
メ
」
と
呼
ば
れ
』、『
伊
雑
宮
の
お
使
姫
』（
女
神
格
。
祭

神
が
内
宮
と
同
じ
く
天
照
大
御
神
で
あ
る
か
ら
当
然
）『
と
い
わ
れ
て
い
る
。
志
摩
地
方
で
は
、
旧
暦
』

六
月
二
十
五
日
の
大
祭
を
『「
磯
部
の
御
祭
日
だ
。
七
本
ザ
メ
が
お
参
り
に
来
る
」
と
い
っ
て
』、『
こ
の

地
方
』
一
般
に
、『
祭
り
の
当
日
』『
を
物
忌
む
日
と
し
て
、
漁
師
は
漁
を
』、『
海
女
は
潜
水
を
忌
む
習
慣

が
あ
』
り
『
子
供
達
は
海
水
浴
』
も
『
で
き
な
い
』。『
こ
の
日
、
海
に
入
る
と
「
命
か
目
」
を
取
ら
れ
る

と
の
伝
え
が
あ
る
』
と
あ
る
。『
こ
れ
は
気
候
や
海
流
の
関
係
で
』、
こ
の
時
期
に
『
サ
メ
が
回
遊
し
』
て

来
て
、
七
『
本
の
サ
メ
（
沢
山
の
？
）
が
お
参
り
に
来
る
日
と
言
わ
れ
、
的
矢
湾
大
橋
近
く
の
』「
神
の

島
」（
旧
』『
伊
雑
宮
の
神
領
で
「
オ
ノ
コ
ロ
ジ
マ
」
と
呼
ば
れ
』
た
、『
現
在
の
渡
鹿
野
島
』。
知
る
人
ぞ

知
る
、
嘗
て
「
売
春
島
」
と
呼
ば
れ
た
島
で
あ
る
）
の
『
暗
礁
が
サ
メ
の
休
息
処
の
よ
う
で
す
』
と
あ
っ

た
（
こ
れ
は
ウ
ィ
キ
の
「
海
豚
参
詣
」（
い
る
か
さ
ん
け
い
）
の
イ
ル
カ
以
外
の
ク
ジ
ラ
や
サ
メ
の
ケ
ー

ス
事
例
に
、『
三
重
県
志
摩
市
の
渡
鹿
野
島
（
旧
志
摩
郡
磯
部
町
域
）
な
ど
に
、『
七
本
鮫
の
磯
部
参
り
』

と
い
う
伝
承
が
伝
わ
る
。
旧
磯
部
町
の
伊
雑
宮
（
い
ざ
わ
の
み
や
）
の
』
六
『
月
の
祭
祀
に
合
わ
せ

て
』、
七
『
本
の
サ
メ
が
参
詣
に
訪
れ
、
渡
鹿
野
島
で
休
息
を
と
る
と
の
伝
承
が
有
り
、
祭
祀
の
当
日

は
、
命
や
目
を
取
ら
れ
る
と
、
漁
師
は
出
漁
を
自
粛
し
、
海
女
は
潜
水
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
』。

『
こ
の
海
女
の
休
漁
日
を
ゴ
サ
イ
と
い
う
』
と
あ
り
、
引
用
元
原
記
載
も
確
認
し
た
（
こ
の
海
女
の
休
漁

日
「
ゴ
サ
イ
」
は
「
御
斎
」
で
あ
ろ
う
）。
ま
た
、
別
の
ネ
ッ
ト
記
載
で
は
伊
雑
宮
は
地
元
で
は
「
イ
ゾ

ウ
グ
ウ
」
と
か
、
親
し
く
「
イ
ソ
ベ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
も
あ
っ
た
。 

「
四
五
間
」
七
・
二
七
～
九
・
〇
九
メ
ー
ト
ル
。 

『
頭
細
く
、
體
に
斑
紋
有
り
、「
エ
ビ
ス
」
と
名
く
る
種
』
板
鰓
亜
綱
カ
グ
ラ
ザ
メ
目
カ
グ
ラ
ザ
メ
科
エ

ビ
ス
ザ
メ
属
エ
ビ
ス
ザ
メ 

N
o
to

ryn
ch

u
s cep

ed
ia

n
u
s 

が
い
る
。
但
し
、
こ
ん
な
に
大
き
く
は
な
ら
ず
、

最
長
全
長
で
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。
流
線
型
に
近
い
円
筒
形
の
体
幹
を
持
ち
、
体
色
は
背
側
が
暗
褐

色
か
ら
黒
色
或
い
は
灰
色
で
、
腹
側
は
白
色
を
呈
す
る
。
体
中
に
多
数
の
黒
色
又
は
白
色
の
斑
点
が
見
ら

れ
、
し
か
も
、
エ
ビ
ス
ザ
メ
は
群
れ
で
狩
り
を
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
仲
間
と
協
力
し
て
ア
ザ
ラ

シ
・
イ
ル
カ
・
サ
メ
な
ど
を
追
い
込
ん
で
捕
食
す
る
こ
と
か
ら
も
、
七
頭
が
群
れ
を
成
す
と
い
う
点
で
も

条
件
が
合
致
す
る
。
サ
メ
類
の
化
石
種
と
形
態
的
に
類
似
を
示
し
て
お
り
、
古
い
タ
イ
プ
の
サ
メ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
（
ウ
ィ
キ
の
「
エ
ビ
ス
ザ
メ
」
に
拠
る
）。
た
だ
、
こ
こ
で
示
す
「
四
五
間
」
と
い
う
有
意
な

大
き
さ
は
、
或
い
は
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
（
軟
骨
魚
綱
テ
ン
ジ
ク
ザ
メ
目
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
科
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
属
ジ

ン
ベ
エ
ザ
メ 

R
h

in
co

d
o
n

 typ
u

s 

の
小
・
中
型
個
体
群
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
（
頭
部
が
扁
平
な
の
は

「
細
く
」
と
し
て
も
違
和
感
が
な
く
、
甚
平
模
様
の
斑
点
も
合
致
す
る
）。
前
記
ウ
ィ
キ
に
も
書
か
れ
て
い

る
通
り
、
関
東
な
ど
の
地
方
名
で
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
を
エ
ビ
ス
ザ
メ
と
も
呼
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

http://www.kirari1000.com/www.kirari1000.com.base_data.base_data.phpQkirari_cd=00733.html
http://www.kirari1000.com/www.kirari1000.com.base_data.base_data.phpQkirari_cd=00733.html
http://www.kirari1000.com/www.kirari1000.com.base_data.base_data.phpQkirari_cd=00733.html
http://www.kirari1000.com/www.kirari1000.com.base_data.base_data.phpQkirari_cd=00733.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B7%E8%B1%9A%E5%8F%82%E8%A9%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%93%E3%82%B9%E3%82%B6%E3%83%A1


観
点
か
ら
「
此
鮫
海
上
に
現
る
ゝ
時
、
漁
夫
之
を
祭
り
祝
」
い
、『「
エ
ビ
ス
付
キ
」
と
名
』
け
、「
每
日

一
定
の
海
路
を
游
ぎ
來
る
に
、
無
數
の
堅
魚
」（
カ
ツ
オ
）「
之
に
隨
行
す
る
を
捕
え
、
利
を
得
る
こ
と
莫

大
な
り
」
と
い
う
の
も
、
先
の
真
正
の
エ
ビ
ス
ザ
メ
よ
り
も
、
悠
々
た
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
食
の
ジ
ン
ベ
イ

ザ
メ
に
こ
そ
相
応
し
い
雰
囲
気
と
も
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
ウ
ィ
キ
の
「
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
」
に
さ

え
、『
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
の
周
囲
に
は
常
に
イ
ワ
シ
や
カ
ツ
オ
等
の
大
小
の
魚
類
が
群
れ
て
い
る
。
日
本
で
は

こ
の
関
係
が
』、『
経
験
的
に
古
く
か
ら
漁
師
に
知
ら
れ
、
本
種
は
地
域
に
よ
っ
て
は
大
漁
の
吉
兆
と
さ
れ
、

福
の
神
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。「
え
び
す
ざ
め
」（
生
物
学
上
実
在
す
る
エ
ビ
ス
ザ
メ
と
は
無
関
係
）

と
い
う
関
東
方
言
に
よ
る
呼
称
な
ど
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
し
、
そ
の
他
の
各
地
で
も

「
え
び
す
」「
え
べ
っ
さ
ん
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
漁
業
神
に
は
、
ク
ジ
ラ
類
だ
け
で
な

く
』、『
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
も
そ
の
正
体
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
信
仰
は
現
在
も
活
き
続
け

て
お
り
、
祠
（
ほ
こ
ら
）
は
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
』
と
あ
り
、
さ
ら
に
、『
宮
城
県
金
華
山
沖
に
出
現
す

る
と
い
う
伝
承
が
残
る
海
の
怪
「
ジ
ン
ベ
イ
サ
マ
」
は
、
そ
の
正
体
が
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
る
』。『
船
の
下
へ
入
っ
て
船
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
首
尾
が
つ
か
め
な
い
ほ
ど
巨
大
な
も
の

と
さ
れ
る
』。『
こ
れ
が
出
た
と
き
に
は
カ
ツ
オ
が
大
漁
に
な
る
と
言
わ
れ
る
』
と
あ
る
の
で
あ
る
。 

『「
日
本
」
新
聞
に
寄
書
し
て
、
吾
邦
の
「
ワ
ニ
」
は
「
ワ
ニ
ザ
メ
」
と
稱
す
る
一
種
の
鮫
な
り
、
其
形

多
少
漢
文
鱷
の
記
載
に
似
た
る
を
以
て
杜
撰
に
之
を
充
て
た
る
な
り
と
有
り
し
』
原
記
事
を
確
認
し
て
み

た
い
も
の
だ
。
日
本
主
義
を
標
榜
し
た
日
刊
新
聞
『
日
本
』
は
明
治
二
二
（
一
八
八
八
）
年
二
月
創
刊
。

初
代
社
長
兼
主
筆
は
陸
羯
南

く
が
か
つ
な
ん

。
歴
代
の
記
者
に
は
長
谷
川
如
是
閑
・
正
岡
子
規
・
中
村
不
折
・
河
東
碧
梧

桐
・
佐
藤
紅
緑
・
石
井
露
月
ら
が
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
「
ワ
ニ
ザ
メ
」
と
は
「
荒
く
獰
猛

な
（
或
い
は
押
し
な
べ
て
そ
う
思
わ
れ
て
い
た
）
鮫 さ

め

」
と
い
う
意
で
あ
っ
て
、
特
定
の
種
を
指
す
も
の
で

は
な
い
。
実
際
に
「
大
鰐
鮫
」、
軟
骨
魚
綱
板
鰓
亜
綱
ネ
ズ
ミ
ザ
メ
目
オ
オ
ワ
ニ
ザ
メ
科
オ
オ
ワ
ニ
ザ
メ

属
オ
オ
ワ
ニ
ザ
メ 

O
d
o
n
ta

sp
is fero

x 

が
お
り
、
日
本
近
海
（
南
日
本
太
平
洋
岸
）
に
も
い
る
が
、
深
海

性
で
殆
ん
ど
生
態
は
判
っ
て
い
な
い
、
レ
ア
な
種
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
で
は
な
い
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。 

「
大
和
本
草
」
貝
原
益
軒
の
「
大
和
本
草
卷
之
十
三 

魚
之
下 

フ
カ 

（
サ
メ
類
（
一
部
に
誤
り
を
含

む
））」
に
出
る
の
は
（
原
文
・
訓
読
文
・
私
の
注
も
引
く
）、 

 
 

 

＊ 

○
鰐
フ
カ
ハ
四
足
ア
リ
鼈
ノ
如
シ
首
大
ナ
リ
能
人
ヲ
食
フ
李
淳
風
曰
河
有
怪
魚
乃
名
曰
鰐
其
身
已
朽
其
齒

三
作
此
即
鱷
魚
也
南
州
志
云
斬
其
首
乾
之
極
厺
其
齒
而
更
生 

 
 

 

＊ 

○
「
鰐
ぶ
か
」
は
四
足
あ
り
。

鼈
す
つ
ぽ
ん

の
ご
と
し
。
首
、
大
な
り
。
能
く
、
人
を
食
ふ
。
李
淳
風
、
曰
は

く
、『
河
に
怪
魚
有
り
。
乃

す
な
は

ち
、
名
づ
け
て
「
鰐
」
と
曰
ふ
。
其
の
身
、
已
に
朽 く

つ
る
も
、
其
の
齒
、
三

つ
、
作 な

れ
り
。
此
れ
、
即
ち
、
鱷
魚

が
く
ぎ
よ

な
り
』
と
。「
南
州
志
」
に
云
は
く
、『
其
の
首
を
斬
り
、
之
れ
を
乾

す
こ
と
、
極
ま
り
、
其
の
齒
を
厺 さ

れ
ど
も
、
更
に
生 せ

い

す
』
と
。 

 
 

 

＊ 

・「
鰐
ぶ
か
」
漢
籍
か
ら
の
引
用
か
ら
、
こ
れ
は
正
真
正
銘
の
脊
椎
動
物
亜
門
四
肢
動
物
上
綱
爬
虫
綱
双
弓

亜
綱
主
竜
型
下
綱
ワ
ニ
形
上
目
ワ
ニ
目 

C
ro

co
d

ilia
 

の
ワ
ニ
の
記
載
で
あ
る
。 

・「
鼈
」
爬
虫
綱
カ
メ
目
潜
頸
亜
目
ス
ッ
ポ
ン
上
科
ス
ッ
ポ
ン
科
ス
ッ
ポ
ン
亜
科
キ
ョ
ク
ト
ウ
ス
ッ
ポ
ン

属
ニ
ホ
ン
ス
ッ
ポ
ン 

P
elo

d
iscu

s sin
en

sis

（
本
邦
産
種
を
亜
種P

elo
d
iscu

s sin
en

sis ja
p
o

n
icu

s

と
す
る

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%B3%E3%83%99%E3%82%A8%E3%82%B6%E3%83%A1
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/08/post-ebcb82.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/08/post-ebcb82.html


説
も
あ
る
）。
当
該
項
で
既
出
既
注
。 

・「
李
淳
風
」（
六
〇
二
年
～
六
七
〇
年
）
は
初
唐
の
天
文
学･

数
学
者
。
太
史
令
を
歴
任
。
六
三
三
年
、

黄
道
環
・
赤
道
環
・
白
道
環
よ
り
な
る
三
辰
儀
を
備
え
た
渾
天
儀
を
新
た
に
作
っ
た
。「
晋
書
」
と
「
隋

書
」
の
中
の
「
天
文
志
」
と
「
律
暦
志
」
を
編
み
、
ま
た
「
算
経
十
書
」
の
注
釈
を
行
っ
た
。
高
宗
の

時
、
日
本
で
は
「
儀
鳳
暦
」
と
し
て
知
ら
れ
る
「
麟
徳
暦
」
を
編
ん
だ
。
彗
星
の
尾
は
常
に
太
陽
と
反
対

側
に
発
生
す
る
事
実
を
発
見
し
、
天
文
気
象
現
象
の
記
録
を
整
理
し
た
。
著
書
に
占
星
術
的
気
象
学
を
記

し
た
「
乙
巳
占
」
が
あ
る
。 

・「
其
の
身
、
已
に
朽 く

つ
る
も
、
其
の
齒
、
三
つ
、
作 な

れ
り
」
意
味
不
明
。
仮
に
訓
じ
た
。
後
の
「
南
州

志
」
と
同
じ
く
、
三
本
の
歯
だ
け
は
生
き
て
い
て
、
新
た
に
生
え
て
く
る
と
い
う
の
か
？ 

・「
鱷
魚

が
く
ぎ
よ

」「
鱷
」
は
「
鰐
」
の
異
体
字
。 

・「
南
州
志
」
三
国
時
代
（
二
二
〇
～
二
六
五 
年
）
の
呉
の
万
震
が
記
し
た
華
南
か
ら
南
方
の
地
誌
「
南

州
異
物
志
」
の
こ
と
か
。 

・「
厺
」「
去
」
の
異
体
字
。 

 
 

 

＊ 

熊
楠
が
何
を
以
っ
て
「
何
れ
も
海
中
の
鮫
類
と
見
ゆ
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
て
ん
で
、
判
ら
な
い
。
こ
れ

は
鮫
で
は
な
く
、
間
違
い
な
く
ワ
ニ
類
で
あ
る
。 

「
倭
漢
三
才
圖
會
」
こ
れ
も
「
何
れ
も
海
中
の
鮫
類
と
見
ゆ
」
と
い
う
の
は
ト
ン
デ
モ
な
い
話
で
、
挿
絵
を

見
た
っ
て
、
正
真
正
銘
、
ワ
ニ
だ
が
ね
！
！
！ 

私
の
「
和
漢
三
才
圖
會 
卷
第
五
十
一 

魚
類 

江
海

無
鱗
魚 

 

寺
島
良
安
」
を
や
は
り
本
文
・
訓
読
・
注
を
引
く
。
見
事
に
ワ
ニ
で
あ
る
挿
絵
は
こ
ち
ら
。 

 
 

 

＊ 

わ
に 

鰐
【
音
諤
】 

鱷
【
同
字
】 

 
 

 
 

 
 

【
和
名
和
仁
】 

ク
ワ
ア
ヽ 

和
名
抄
云
鰐
形
似
蜥
蜴
而
大
水
潜
吞
人
卽
浮
說
文
云
鰐
食
人
魚
一
生
百
卵
及
成
形
則
有
爲
蛇
爲
龜
爲
蛟
者

其
亦
靈
三
才
圖
會
云
鰐
南
海
有
之
四
足
似
鼉
長
二
丈
餘
喙
三
尺
長
尾
而
利
齒
虎
及
龍
渡
水
鰐
以
尾
擊
之
皆

中
斷
如
象
之
用
鼻
徃
徃
取
人
其
多
處
大
爲
民
害
亦
能
食
人
既
飽
則
浮
在
水
上
若
昏
醉
之
狀
土
人
伺
其
醉
殺

之 

 

春
雨 

よ
の
中
は
鰐
一
口
も
を
そ
ろ
し
や
夢
に
さ
め
よ
と
思
ふ
斗
そ 

△
按
鰐
狀
灰
白
色
頭
圓
扁
足
如
蜥
蜴
而
前
三
指
後
一
指
偃
額
大
眼
尖
喙
稍
長
口
甚
濶
牙
齒
利
如
刄
上
下
齒

有
各
二
層
牙
上
下
相
貫
交
嚙
物
無
不
斷
切
者
故
諺
曰
稱
鰐
之
一
口
也
無
鱗
背
上
有
黑
刺
鬛
而
有
沙
尾
長
似

鱝
尾
其
尾
足
掌
之
甲
皆
黑
色
小
者
一
二
尺
大
者
二
三
丈
社
頭
拜
殿
懸
鐵
鉦
以
布
繩
敲
之
形
圓
扁
如
二
鉦
合

成
有
大
口
頗
象
鰐
頭
俗
謂
之
鰐
口
其
來
由
未
詳
古
有
神
駕
鰐
之
事
據
于
此
乎 

建
同
魚 

大
明
一
統
志
云
眞
臘
國
有
建
同
魚
四
足
無
鱗
鼻
如
象
吸
水
上
噴
高
五
六
丈
是
亦
鰐
之
別
種
乎 

 
 

 

＊ 

わ
に 

鰐
【
音
、
諤
。】 

鱷 が
く

【
同
字
。】 

 
 

 
 

 
 

 

【
和
名
、
和
仁
。】 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-7e9f.html
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ク
ワ
ア
ヽ 

「
和
名
抄
」
に
云
ふ
、『
鰐
は
、
形
、
蜥
蜴

と

か

げ

に
似
て
、
大
に
し
て
、
水
に
潜 く

ゞ

り
て
人
を
呑
む
と
き
は
卽
ち

浮
く
』
と
。「
說
文
」
に
云
ふ
、『
鰐
、
人
を
食
ふ
魚
な
り
。
一
た
び
百
の
卵
を
生
む
。
形
を
成
す
に
及
び

て
は
、
則
ち
蛇
と
爲
り
、
龜
と
爲
り
、
蛟
と
爲
る
者 こ

と

有
り
。
其
れ
亦
、
靈
な
り
』
と
。「
三
才
圖
會
」
に

云
ふ
、『
鰐
は
、
南
海
に
之
有
り
。
四
足
、
鼉 だ

に
似
、
長
さ
二
丈
餘
。

喙
く
ち
ば
し

、
三
尺
。
長
き
尾
に
し
て
、

利
す
る
ど

き
齒
あ
り
。
虎
及
び
龍
、
水
を
渡
れ
ば
、
鰐
、
尾
を
以
て
之
を
擊
つ
に
、
皆
、
中
に
斷 を

れ
る
。
象
の
鼻

を
用
ひ
る
が
ご
と
し
。
徃
徃
に
し
て
人
を
取
る
。
其
の
多
き
處
は
、
大
い
に
民
の
害
を
爲
し
、
亦
、
能
く

人
を
食
ふ
。
既
に
飽
く
と
き
は
、
則
ち
浮
か
ん
で
、
水
上
に
在
り
。
昏
醉
の
狀 さ

ま

の
ご
と
し
。
土
人
、
其
の

醉
へ
る
を
伺
ひ
て
、
之
れ
を
殺
す
』
と
。 

 

「
春
雨
」 

世
の
中
は
鰐
一
口
も
を
そ
ろ
し
や 

 
 

 
 

 
 

 

夢
に
さ
め
よ
と
思
ふ
斗

ば
か
り

ぞ 

△
按
ず
る
に
、
鰐
の
狀
、
灰
白
色
に
し
て
、
頭
圓
く
扁
た
く
、
足
、
蜥
蜴
の
ご
と
く
に
し
て
、
前
に
三

指
、
後
に
一
指
あ
り
。
偃 ふ

し

た
る
額
、
大
な
る
眼
、
尖
り
た
る
喙
の
や
や
長
く
、
口
、
甚
だ
濶
く
、
牙
齒
、

利 と

き
こ
と
、
刄

や
い
ば

の
ご
と
し
。
上
下
の
齒
、
各
々
二
層
有
り
。
牙
の
上
下
、
相
貫

あ
ひ
つ
ら
ぬ

き
交
は
り
て
、
物
を
嚙

む
。
斷
ち
切
ら
ず
と
い
ふ
者 こ

と

無
し
。
故
に
諺
に
曰
く
、「
鰐
の
一
口
」
と
稱
す
。
鱗
無
く
、
背
上
に
黑
き

刺
鬛

と
げ
ひ
れ

有
り
て
、
沙
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
粒
状
の
突
起
。］
有
り
。
尾
長
く
し
て
鱝 え

い

の
尾
に
似
る
。
其
の

尾
・
足
・
掌
の
甲
、
皆
、
黑
色
。
小
さ
き
者
は
一
、
二
尺
、
大
な
る
者
、
二
、
三
丈
。 

社
頭
拜
殿
に
鐵 て

つ

鉦 が
ね

を
懸
け
て
、
布
繩

ぬ
の
な
は

を
以
て
之
を
敲 た

た

く
。
形
、
圓
く
扁
た
く
、
二 ふ

た

鉦 か
ね

を
合
成
す
る
が
ご
と

し
。
大
な
る
口
有
り
。
頗

す
こ
ぶ

る
、
鰐
の
頭
に
象

か
た
ど

る
。
俗
に
之
を
鰐 わ

に

口 ぐ
ち

と
謂
ふ
。
其
の
來
由
、
未
だ
詳
ら
か

な
ら
ず
。
古
へ
、
神
、
鰐
に
駕 が

す
る
の
事
有
り
、
此
れ
に
據 よ

る
か
。 

建
同
魚 

「
大
明
一
統
志
」
に
云
ふ
、『
眞
臘
國

し
ん
ら
ふ
こ
く

に
建
同
魚
有
り
。
四
足
に
し
て
鱗
無
し
。
鼻
、
象
の
ご

と
く
、
水
を
吸
ひ
、
上
げ
て
噴 ふ

く
こ
と
、
高
さ
五
、
六
丈
』
と
。
是
れ
亦
、
鰐
の
別
種
か
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
爬
虫
綱
ワ
ニ
目C

ro
co

d
ilia

に
属
す
る
動
物
の
総
称
。
現
生
種
は
正
鰐
亜
目

E
u
su

ch
ia

の
み
で
、
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
科 

A
llig

ato
rid

ae

、
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
科 

C
ro

co
d
y
lid

ae

、
ガ
ビ
ア
ル

科 
G

av
ialid

ae

の
三
科
分
類
が
一
般
的
で
、
二
十
三
種
。
ガ
ビ
ア
ル
科 

G
av

ialid
ae

（
独
立
さ
せ
ず
ク
ロ

コ
ダ
イ
ル
科
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
）
は
イ
ン
ド
ガ
ビ
ア
ル 

G
a

via
lis g

a
n

g
eticu

s 

の
一
属
一
種
で
あ

る
。
頭
部
を
上
か
ら
見
た
際
、
喙
（
口
先
）
が
丸
み
が
か
っ
て
い
る
も
の
が
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
科
で
、
細
く

尖
っ
て
い
る
も
の
が
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
科
で
あ
る
。
更
に
閉
じ
た
口
を
横
か
ら
見
た
際
、
下
顎
の
第
四
歯
が

上
顎
の
穴
に
収
ま
っ
て
い
る
も
の
が
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
科
で
、
牙
の
如
く
外
に
突
出
い
る
も
の
が
ク
ロ
コ
ダ

イ
ル
科
。
ガ
ア
ビ
ル
科
（
一
種
の
み
で
あ
る
が
）
は
、
喙
が
細
長
い
吻
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
誤
り
よ
う

が
な
い
（
イ
ン
ド
ガ
ア
ビ
ル
の
成
体
の
雄
は
鼻
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
お
り
、
雌
と
容
易
に
区
別
で
き
る
。

他
の
ワ
ニ
で
は
外
見
上
の
雌
雄
の
判
別
は
出
来
な
い
）。 

「
一
た
び
百
の
卵
を
生
む
」
は
誇
張
。
科
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
十
～
五
十
個
が
相
場
。 

「
靈
」
は
、
人
知
を
超
え
た
不
思
議
な
働
き
、
玄
妙
な
原
理
。 

「
鼉
」
は
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
属
ヨ
ウ
ス
コ
ウ
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー 

A
llig

a
to

r sin
en

sis

（
お
洒
落
じ
ゃ
な
い
ね
、

こ
の
和
名
。
ヨ
ウ
ス
コ
ウ
ワ
ニ
か
チ
ョ
ウ
コ
ウ
ワ
ニ
の
方
が
ま
し
）。
東
洋
文
庫
版
で
は
こ
れ
に
「
す
っ

ぽ
ん
」
の
ル
ビ
を
振
る
が
、
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。 

「
和
名
抄
」
は
正
し
く
は
「
倭
（
和
と
も
表
記
）
名
類
聚
鈔
（
抄
と
も
表
記
）」
で
、
平
安
中
期
に

源
み
な
も
と
の



順
し
た
ご
う

に
よ
っ
て
編
せ
ら
れ
た
辞
書
。 

「
說
文
」
は
「
說
文
解
字
」
で
、
漢
字
の
構
成
理
論
で
あ
る
六
書

り
く
し
ょ

に
従
い
、
そ
の
原
義
を
論
ず
る
こ
と
を

体
系
的
に
試
み
た
最
初
の
字
書
。
後
漢
の
許
慎
の
著
。
但
し
、
東
洋
文
庫
版
後
注
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
良

安
が
記
す
よ
う
な
記
述
は
「
倭
名
類
聚
鈔
」
に
は
な
く
、
こ
れ
は
「
説
文
解
字
」
の
「
𧊜
」（
わ
に
）
の

説
明
で
あ
る
と
す
る
。
ま
ず
「
倭
名
類
聚
鈔
」
の
「
卷
第
十
九 

鱗
介
部
」
の
「
鰐
」
の
条
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。 

 
 

 

＋ 

麻
果
切
韻
云
、
鰐
。【
音
萼
和
名
和
仁
】
似
鱉
有
四
足
喙
長
三
尺
。
甚
利
齒
虎
及
大
鹿
渡
水
鰐
擊
之
皆
中

斷
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
「
鱉
」
は
ス
ッ
ポ
ン
、
み
の
が
め
（
背
中
に
藻
を
生
や
し
た
亀
）
を
指
す

「
鼈
」
と
同
字
。］ 

「
麻
果
切
韻
」
に
云
ふ
、『
鰐
【
音
、
萼
。
和
名
、
和
仁
。】。
鱉 べ

つ

に
似
て
、
四
足
有
り
、
喙
長
く
、
三

尺
。
甚
だ
利
き
齒
あ
り
。
虎
及
び
大
鹿
、
水
を
渡
ら
ば
、
鰐
、
之
を
擊
ち
て
皆
、
中
に
斷
れ
る
。』
と
。 

 
 

 

＋ 

一
見
し
て
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
良
安
が
直
後
に
引
く
「
説
文
」
の
内
容
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
（
良

安
の
記
述
の
「
龍
」
は
「
大
鹿
」
の
字
の
読
み
違
い
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
）。
更
に
、「
説
文
」
の
解
説

は
以
下
の
通
り
（「
廣
漢
和
辭
典
」
の
「
鱉
」
の
字
義
の
例
文
に
あ
る
）。 

 
 

 

＋ 

鱉
佀
蜥
易
。
長
一
丈
、
水
潛
、
吞
人
卽
浮
。
出
日
南
也
。
从
虫
屰
聲
。 

（
鱉 わ

に

は
、
蜥
易
〔
＝
蜥
蜴
〕
に
佀
〔
＝
似
〕
る
。
長
さ
一
丈
、
水
に
潛
し
、
人
を
吞
め
ば
、
卽
ち
、
浮

ぶ
。
日
南
に
出
づ
る
な
り
。
虫
に
从
〔
＝
從
〕
ひ
、「
屰
」
の
聲
。） 

 
 

 

＋ 

最
後
の
部
分
は
解
字
で
あ
る
。「
廣
漢
和
辭
典
」
に
よ
れ
ば
「
鱉
」
は
、「
鰐
」
と
同
一
語
異
体
字
と
あ

る
。
従
っ
て
「
説
文
」
に
は
「
鰐
」
の
別
項
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
で
は
気
に
な
る
の
が
、
彼
が
「
説

文
」
か
ら
、
と
し
た
こ
の
引
用
文
の
出
所
で
あ
る
。
東
洋
文
庫
も
そ
れ
を
記
し
て
い
な
い
。
識
者
の
御
教

授
を
乞
う
。 

「
春
雨
」
は
、
三
島
由
紀
夫
も
称
揚
し
た
上
田
秋
成
の
幻
想
小
説
集
「
春
雨
物
語
」
を
指
す
と
思
う
の
が

普
通
で
あ
る
（
東
洋
文
庫
版
も
そ
う
と
っ
て
い
る
）
が
、
次
項
の
よ
う
な
次
第
で
、
実
は
こ
れ
は
別
な
書

物
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。 

「
世
の
中
は…

…

」
の
和
歌
は
現
在
調
査
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
春
雨
物
語
」
の
中
に
は
所
収
し
て
い

な
い
可
能
性
が
高
い
（「
岩
波
古
典
文
学
大
系 

索
引
」
で
こ
の
和
歌
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
）。 

「
前
に
三
指
、
後
に
一
指
」
は
正
し
い
表
現
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
ワ
ニ
の
指
は
前
肢
が
五
本
で
、
後
肢

は
四
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
キ
ッ
チ
ュ
さ
が
大
好
き
な
「
熱
川
バ
ナ
ナ
ワ
ニ
園
」
で
得
た
貴
重
な
知
識

で
あ
る
。 

「
偃
た
る
額
」
の
「
偃
」
の
字
を
私
は
「
ふ
ス
」
と
読
ん
だ
。
こ
れ
は
扁
平
で
地
べ
た
に
伏
せ
た
（
う
つ

ぶ
せ
に
な
っ
た
）
頭
部
を
示
す
も
の
と
し
て
違
和
感
が
な
い
。
東
洋
文
庫
版
で
は
、
こ
こ
を
「
出
ば
っ
た

額
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
「
偃
」
に
そ
の
よ
う
な
意
味
は
な
い
。
但
し
、
堰
と
同
義
で
、
土
を

盛
り
、
流
れ
を
せ
き
止
め
る
の
意
味
の
敷
衍
な
ら
ば
と
れ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
や
や
強
引
で
あ
る
。 

『「
鰐
の
一
口
」』
は
「
鬼
の
一
口
」
と
同
じ
と
す
る
見
解
が
多
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
処
理
の
仕
方
が
素
早



く
確
実
で
あ
る
と
い
う
意
味
と
、
文
字
通
り
、
ひ
ど
く
恐
ろ
し
い
目
に
遭
う
こ
と
の
意
味
と
な
る
。 

「
鱝
」
は
軟
骨
魚
綱
板
鰓
亜
綱E

lasm
o
b
ran

ch
ii

の
エ
イ
で
あ
る
。 

「
鰐
口
」
に
つ
い
て
は
川
崎
市
教
育
委
員
会H

P

の
指
定
文
化
財
紹
介
ペ
ー
ジ
「
青
銅
製
鰐
口
（
市
民
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
）」
の
概
説
が
言
う
べ
き
こ
と
を
洩
ら
さ
な
い
非
常
に
優
れ
た
も
の
な
の
で
、
以
下
に
引
用

す
る
。
但
し
、
本
縦
書
版
で
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
漢
数
字
に
直
し
、
一
部
の
記
号
を
変
更
さ
せ
て
貰
っ

た
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

鰐
口
は
梵
音
具
（
打
ち
鳴
ら
し
て
音
を
出
す
た
め
の
仏
具
）
の1

つ
で
、
多
く
は
鋳
銅
（
銅
の
鋳
物
）

製
で
あ
る
が
、
ま
れ
に
鋳
鉄
製
や
金
銅
（
銅
に
鍍
金
を
施
し
た
も
の
）
製
の
も
の
も
み
ら
れ
る
。
通
常
は

神
社
や
仏
閣
の
軒
先
に
懸
け
ら
れ
、
礼
拝
す
る
際
に
そ
の
前
に
垂
ら
さ
れ
た
「
鉦
の
緒
」
と
呼
ば
れ
る
布

縄
で
打
ち
鳴
ら
す
も
の
で
、
今
日
で
も
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
形
態
は
偏
平
円
形
で
、
左
右

に
「
目
」
と
呼
ば
れ
る
円
筒
形
が
張
り
出
す
。
ま
た
、
下
方
に
「
口
」
が
開
き
、
上
緑
部2

箇
所
に
は
懸

垂
の
た
め
の
「
耳
」
を
付
し
た
独
特
な
も
の
で
あ
る
。 

 

「
鰐
口
」
と
い
う
呼
称
は
、
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
銘
を
も
つ
宮
城
大
高
山
神
社
蔵
の
作
例
の
銘
文

中
に
記
さ
れ
る
の
が
初
見
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
鰐
口
の
銘
文
に
は
「
金
口
」
と
か
「
金
鼓
」
と
い
っ
た

呼
称
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
古
く
は
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
の
が
、
鎌
倉
時
代
末
頃
以
降
、「
鰐

口
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
中
期
の
医
家
、
寺
島
良
安
は
そ

の
著
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
自
序
）
の
な
か
で
「
口
を
裂
く
の
形
、
た
ま
た
ま

鰐
の
首
に
似
た
る
が
故
に
こ
れ
を
名
づ
く
る
か
」
と
推
察
し
て
い
る
が
、
実
際
に
堂
宇
に
懸
け
ら
れ
た
鰐

口
を
仰
ぎ
み
る
時
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
十
分
に
う
な
ず
け
る
。 

 

鰐
口
の
現
存
遺
例
は
室
町
時
代
以
降
の
作
例
が
多
く
、
そ
れ
以
前
の
も
の
は
少
な
い
。
平
安
時
代
の
作

例
に
は
、
長
野
松
本
市
出
土
の
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
銘
鰐
口
（
東
京
国
立
博
物
館
保
管
）
の
他
、
愛

媛
奈
良
原
経
塚
出
土
の
平
安
時
代
後
期
に
推
定
さ
れ
る
例
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。 

 

鰐
口
の
祖
形
に
は
、
韓
国
の
「
禁
口
」
と
呼
ば
れ
る
鳴
物
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
鉦
鼓
を2

つ
重
ね

た
と
す
る
見
方
や
鐃
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

こ
こ
で
、
こ
の
執
筆
者
が
引
い
て
い
る
「
和
漢
三
才
図
会
」
の
叙
述
は
、
本
項
の
鰐
口
の
部
分
で
は
な

く
、「
卷
第
十
九 

神
祭 

付
り
佛
供
器
」
の
「
鰐
口
」
の
項
の
叙
述
で
あ
る
。
次
い
で
な
の
で
、
該
当

部
を
以
下
に
テ
ク
ス
ト
化
し
て
お
く
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
中
略
す
る
。
私
の
本
体
版
を
読
ま
れ
た
い
。］ 

「
古
へ
、
神
、
鰐
に
駕
す
る
の
事
有
り
」
と
は
、
人
口
に
膾
炙
す
る
海
幸
彦
山
幸
彦
の
神
話
中
の
出
来
事

を
指
し
て
い
る
か
。
海
佐
知
毘
古

う

み

さ

ち

び

こ

と
は
海
の
漁
師
の
意
味
で
、
彼
の
正
し
い
神
名
は
火
照
命

ほ
で
り
の
み
こ
と

で
あ
る
（
山

佐
知
毘
古
は
火
遠
理
命

ほ
を
り
の
み
こ
と

と
い
う
）。
失
く
し
た
釣
り
針
を
求
め
て
綿
津
見
神

わ
た
つ
み
の
か
み

（
＝
海
神
）
の
宮
殿
に
赴

き
、
そ
こ
で
豊
玉
比
売

と

よ

た

ま

ひ

め

と
契
っ
た
火
照
命
は
、
三
年
経
っ
て
、
自
分
が
こ
こ
に
来
た
理
由
と
兄
火
照
命
の

仕
打
ち
を
語
る
。
豊
玉
比
売
の
父
海
神
は
鯛
の
喉
か
ら
件
の
釣
り
針
を
発
見
、
そ
れ
を
兄
に
返
す
際
の
呪

文
と
潮
の
潮
汐
を
自
在
に
操
る
秘
密
兵
器
、
塩
盈
珠

し
ほ
み
つ
た
ま

・
塩
乾
珠

し
ほ
ふ
る
た
ま

を
手
渡
す
。
そ
う
し
て
火
照
命
の

葦
原
中
国

あ
し
は
ら
の
な
か
つ
く
に

へ
の
帰
還
の
シ
ー
ン
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
和
邇
魚

わ

に

」
が
登
場
す
る
。「
古
事
記
」

の
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。 

 
 

 

＋ 

https://www.city.kawasaki.jp/880/page/0000012063.html
https://www.city.kawasaki.jp/880/page/0000012063.html
https://www.city.kawasaki.jp/880/page/0000012063.html
https://www.city.kawasaki.jp/880/page/0000012063.html


 
鹽
盈
珠
、
鹽
乾
珠
幷
せ
て
兩
個

ふ

た

つ

を
授
け
て
、
卽
ち
悉
に
和
邇
魚

わ

に

ど
も
を
召 ま

ね

び
集
め
て
、
問
ひ
て
曰
ひ
け

ら
く
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
綿
津
見
神
の
台
詞
。］ 

「
今
、
天
津
日
高

あ

ま

つ

ひ

こ

の
御
子
、
虛
空
津
日
高

そ

ら

つ

ひ

こ

、
上 う

は

つ
國
に
出
幸

い

で

ま

さ
む
と
爲 し

た
ま
ふ
。
誰 た

れ

は
幾
日

い
く
ひ
か

に
送
り
奉
り

て
、

覆

奏

か
へ
り
ご
と
ま
を

す
ぞ
。」 

と
い
ひ
き
。
故
、
各
己

お
の
お
の

が
身
の
尋 ひ

ろ

長 た
け

の
隨

ま
に
ま

に
、
日
を
限
り
て
白 ま

を

す
中
に
、
一
尋
和
邇

ひ

と

ひ

ろ

わ

に

白
し
け
ら
く
、 

「
僕 あ

は
一
日

ひ

と

ひ

に
送
り
て
、
卽
ち
還
り
來
む
。」 

と
ま
を
し
き
。
故
に
爾 こ

こ

に
其
の
一
尋
和
邇
に
、 

「
然
ら
ば
、
汝 な

れ

、
送
り
奉
れ
。
若 も

し
、
海
中

わ
た
な
か

を
渡
る
時
、
な
惶
畏

か

し

こ

ま
せ
ま
つ
り
そ
。」 

と
告 の

り
て
、
卽
ち
、
其
の
和
邇
の
頸
に
載
せ
て
、
送
り
出
し
き
。
故
、
期 ち

ぎ

り
し
が
如 ご

と

、
一
日
の
内
に
送
り

奉
り
き
。
其
の
和
邇
返
ら
む
と
せ
し
時
、
佩 は

か
せ
る
紐
小
刀

ひ

も

か
た

な

を
解
き
て
、
其
の
頸
に
著
け
て
返
し
た
ま
ひ

き
。
故
、
其
の
一
尋
和
邇
は
、
今
に
佐
比
持
神

さ
ひ
も
ち
の
か
み

と
謂
ふ
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

＋ 

し
か
し
、
現
在
、
こ
の
「
和
邇
」
は
ワ
ニ
で
は
な
く
、
サ
メ
と
す
る
の
が
定
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
良
安

が
こ
こ
で
想
起
し
た
の
が
こ
の
神
話
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
所
謂
、
爬
虫
類
の
ワ
ニ
が
、
当
時
は
本
神
話

の
登
場
生
物
と
し
て
広
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
指
す
と
も
と
れ
よ
う
か
。 

「
大
明
一
統
志
」
は
、
明
の
英
宗
の
勅
で
李
賢
ら
に
よ
っ
て
撰
せ
ら
れ
た
中
国
全
土
と
周
辺
地
域
の
総
合

的
地
理
書
。
九
十
巻
。 

「
眞
臘
國
」
は
「
旧
唐
書
」
に
、 

眞
臘
國
、
在
林
邑
西
北
、
本
扶
南
之
屬
國
、
崑
崙
之
類
。 

（
眞
臘
國
は
、
林
邑
の
西
北
に
在
り
、
扶
南
の
屬
國
に
し
て
、
崑
崙
の
類
な
り
。） 

と
あ
る
。
渡
邉
明
彦
と
い
う
方
の
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
の
記
事
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
歴
史
に
つ
い
て
の
記
載

（
現
在
、
存
在
し
な
い
模
様
）
に
よ
れ
ば
、『
紀
元
前
後
、
メ
コ
ン
川
下
流
の
デ
ル
タ
地
帯
か
ら
沿
岸
地

帯
を
領
有
す
る
扶
南
国
が
あ
り
、
メ
コ
ン
川
中
流
に
は
ク
メ
ー
ル
族
の
真
臘
国
が
あ
っ
た
。
真
臘
は
』

三
、
四
『
世
紀
頃
か
ら
南
下
を
は
じ
め
、
扶
南
を
吸
収
合
併
し
て
い
っ
た
』。
七
『
世
紀
に
は
ほ
ぼ
現
在

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
同
じ
領
土
を
有
し
て
い
た
。』
と
あ
り
、
現
在
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
と
同
定
し
て
よ

い
。 

「
建
同
魚
」
が
分
か
ら
な
い
。
ワ
ニ
で
は
毛
頭
あ
る
ま
い
。「
隋
書
」
の
「
卷
八
十
二 

列
傳
第
四
十

七
」
に
も
「
南
蠻
海
中
有
魚
名
建
同
、
四
足
、
無
鱗
、
其
鼻
如
象
、
吸
水
上
噴
、
高
五
六
十
尺
。」
と
、

こ
こ
と
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
当
初
、
ジ
ュ
ゴ
ンD

u
g
o
n
g
 d

u
g
o
n

を
想
定
し
て
み
た
が
、
叙
述
と
し
っ
く

り
こ
な
い
。
何
方
か
の
鮮
や
か
な
同
定
を
期
待
す
る
。 

 
 

 

＊ 

な
お
、
引
用
に
際
し
、
改
め
て
原
本
そ
の
他
と
校
合
し
て
、
表
記
を
改
め
て
あ
る
。
敢
え
て
言
う
な
ら
、

良
安
の
評
釈
部
の
後
半
の
「
口
、
甚
だ
濶
く
、
牙
齒
、
利 と

き
こ
と
、
刄

や
い
ば

の
ご
と
し
。
上
下
の
齒
、
各
々
二

層
有
り
。
牙
の
上
下
、
相
貫

あ
ひ
つ
ら
ぬ

き
交
は
り
て
、
物
を
嚙
む
。
斷
ち
切
ら
ず
と
い
ふ
者 こ

と

無
し
。
故
に
諺
に
曰

く
、「
鰐
の
一
口
」
と
稱
す
。
鱗
無
く
、
背
上
に
黑
き
刺
鬛

と
げ
ひ
れ

有
り
て
、
沙
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
粒
状
の
突

起
。］
有
り
。
尾
長
く
し
て
鱝 え

い

の
尾
に
似
る
。
其
の
尾
・
足
・
掌
の
甲
、
皆
、
黑
色
」
と
い
う
部
分
だ
け

が
、
サ
メ
の
記
載
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
全
体
は
、
最
早
、
弁
解
す
る
べ
く
も
の
な
く
、
真
正
の

「
ワ
ニ
」
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
思
う
の
だ
が
、
熊
楠
が
「
何
れ
も
海
中
の
鮫
類
と
見
ゆ
」
と
記
し
て
し



ま
っ
た
の
は
、
益
軒
の
「
大
和
本
草
」
の
記
載
が
「
魚
之
下 

フ
カ
」
の
一
条
で
あ
っ
た
こ
と
、
良
安
の

「
和
漢
三
才
図
会
」
の
記
載
が
「
魚
類 

江
海
無
鱗
魚
」
の
中
に
組
ま
れ
て
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
「
鰐
」

の
直
後
に
真
正
の
「
鮫
」
の
項
が
置
か
れ
て
あ
る
と
い
う
、
記
憶
に
基
づ
い
て
書
い
て
お
り
、
こ
の
記
事
を

書
く
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
両
書
を
再
見
は
し
て
い
な
い
せ
い
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
熊
楠
は
尋
常
で
は
な
い

博
覧
強
記
で
は
あ
る
。
流
石
に
欧
文
の
書
誌
注
を
す
る
際
に
は
書
誌
情
報
や
当
該
部
の
ペ
ー
ジ
を
直
に
確
認

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
ど
う
も
和
書
の
場
合
は
、
現
物
を
再
確
認
せ
ず
に
、
記
憶
に
頼
っ
て

記
し
て
い
る
こ
と
が
結
構
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
（
本
篇
の
こ
こ
ま
で
の
記
載
の
中
に
も
当
該
書
を
幾

ら
見
て
も
見
つ
か
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
複
数
あ
る
）。
そ
れ
で
も
、
凄
い
の
だ
が
、
彼
が
「
和
漢
三
才
図
会
」

を
借
り
て
読
み
、
書
写
し
た
り
し
た
の
は
、
少
年
期
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
記
憶
不
全
が
あ
る
の
は
間
違
い
な

い
。
だ
っ
て
、
も
し
、
ち
ゃ
ん
と
こ
こ
を
書
く
の
に
、
以
上
の
二
書
の
以
上
の
記
載
を
再
確
認
し
た
と
な
ら

ば
、
絶
対
に
熊
楠
は
「
何
れ
も
海
中
の
鮫
類
と
見
ゆ
」
と
書
く
は
ず
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

「P
iero

tt,C̓
u
sto

m
s an

d
 T

rad
itio

n
s o

f P
alestin

e,̓ 1
8
6
4
, P. 3

9
.

」
イ
タ
リ
ア
の
技
師
・
建
築
家
・
数
学
者

で
あ
っ
た
エ
ル
メ
ー
テ
・
ピ
エ
ロ
ッ
テ
ィ
（E

rm
ete P

iero
tti 

一
八
二
一
年
～
？
）
の
「
パ
レ
ス
チ
ナ
の

習
慣
と
伝
統
」。
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
原
本
の
当
該
箇
所
が
読
め
る
。
但
し
、
羊
だ
け
で
な

く
、
二
人
の
兵
士
を
襲
っ
て
食
っ
た
と
い
う
注
記
が
載
り
、
そ
こ
で
筆
者
が
そ
れ
が
ワ
ニ
で
あ
る
ど
う
か

に
つ
い
て
、
あ
る
種
の
疑
問
を
抱
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
、
後
を
読
む
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ

を
サ
メ
で
は
な
い
か
？ 

と
は
記
し
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

「
實
際
鱷
な
き
韓
國
に
て
、
筑
紫
の
商
人
、
虎
が
海
に
入
て
鱷
を
捕
ふ
る
を
見
し
話
有
り
（
宇
冶
拾
遺
三

九
章
）」
三
十
九
の
「
虎
の
鰐
取
た
る
事
」（
巻
三
の
七
）
で
あ
る
。
一
九
五
一
年
岩
波
文
庫
刊
「
宇
治
拾

遺
物
語 

上
巻
」
を
使
用
し
た
が
、
句
読
点
・
記
号
を
追
加
し
、「
新
潮
日
本
古
典
集
成
」
本
に
よ
っ
て

一
部
に
読
み
を
入
れ
、
段
落
を
成
形
し
て
読
み
易
く
し
た
。
本
話
は
「
今
昔
物
語
集
」
巻
第
二
十
九
の

「
鎭
西
人
渡
新
羅
値
虎
語
第
三
十
一
」（
鎭
西
の
人
、
新
羅

し

ら

き

に
渡
り
て
虎
に
値 あ

ふ
語 こ

と

第
三
十
一
）
と
同
文

的
同
話
で
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

 

是
も
今
は
昔
、
筑
紫
の
人
、
あ
き
な
ひ
し
に
、
新
羅
に
わ
た
り
け
る
が
、
あ
き
な
ひ
は
て
ゝ
、
歸
み
ち

に
、
山
の
ね
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
麓
。］
に
そ
ひ
て
、 

「
舟
に
、
水
、
く
み
い
れ
ん
。」 

と
て
、
水
の
流
出
た
る
所
に
、
舟
を
と
ゞ
め
て
、
水
を
く
む
。 

 

そ
の
ほ
ど
、
舟
に
の
り
た
る
も
の
、
船
ば
た
に
ゐ
て
、
う
つ
ぶ
し
て
海
を
見
れ
ば
、
山
の
影
、
う
つ
り

た
り
。
た
か
き
岸
の
三
、
四
十
丈
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
誇
張
し
過
ぎ
。「
今
昔
」
版
で
は
「
三
、
四
丈
」

で
あ
る
。］
ば
か
り
あ
ま
り
た
る
う
へ
に
、
虎
、
つ
ゞ
ま
り
ゐ
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
小
さ
く
蹲
っ

て
。］
、
物
を
う
か
ゞ
ふ
。
そ
の
影
、
水
に
う
つ
り
た
り
。 

 

そ
の
時
に
、
人
々
に
つ
げ
て
、
水
く
む
者
を
い
そ
ぎ
呼
び
の
せ
て
、
手
ご
と
に
櫓 ろ

を
押
し
て
、
い
そ
ぎ

て
船
を
い
だ
す
。 

 

其
と
き
に
、
虎
、
お
ど
り
お
り
て
、
舟
に
の
る
に
、
舟
は
、
と
く
、
い
づ
。 

 

虎
は
、
お
ち
く
る
ほ
ど
の
あ
り
け
れ
ば
、
い
ま
一
じ
や
う
ば
か
り
を
、
え
お
ど
り
つ
か
で
、
海
に
お
ち

入
ぬ
。 

 

舟
を
こ
ぎ
て
、
い
そ
ぎ
て
行
ま
ゝ
に
、
こ
の
虎
に
、
目
を
か
け
て
み
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
注
視
し
て

https://archive.org/details/customsandtradi00piergoog/page/n52/mode/2up


み
た
。］。 

 

し
ば
し
ば
か
り
あ
り
て
、
と
ら
、
海
よ
り
出
き
ぬ
。
を
よ
ぎ
て
、
く
が
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
陸
（
く

が
）」。］
ざ
ま
に
の
ぼ
り
て
、
汀

み
ぎ
は

に
、
ひ
ら
な
る
石
の
上
に
、
の
ぼ
る
を
み
れ
ば
、
左
の
ま
へ
あ
し
を
、

膝
よ
り
か
み
食 く

ひ

き
ら
れ
て
、
ち
、
あ
ゆ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
血
が
滴
っ
て
い
る
。］。 

「
鰐 わ

に

に
食
ひ
き
ら
れ
た
る
也
け
り
。」 

と
、
み
る
程
に
、
其 そ

の

き
れ
た
る
所
を
、
水
に
ひ
た
し
て
、
ひ
ら
が
り
を
る
を
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ぺ
た
ん

と
体
を
平
た
く
し
て
い
た
が
。］
、 

「
い
か
に
す
る
に
か
。」 

と
、
み
る
程
に
、
沖
の
方 か

た

よ
り
、
わ
に
、
と
ら
の
か
た
を
さ
し
て
く
る
と
、
み
る
程
に
、
虎
、
右
の
前
足

を
も
て
、
わ
に
の
頭
に
、
つ
め
を
う
ち
た
て
ゝ
、
陸 く

が

ざ
ま
に
投
げ
あ
ぐ
れ
ば
、
一
じ
や
う
ば
か
り
、
濱

に
、
投
げ
あ
げ
ら
れ
ぬ
。 

 

の
け
ざ
ま
に
な
り
て
ふ
た
め
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
仰
向
け
に
な
っ
て
ば
た
ば
た
と
し
て
い
る
。］。 

 

お
と
が
ひ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
顎 あ

ご

。］
の
下
を
、
を
ど
り
か
ゝ
り
て
、
食
ひ
て
、
二 ふ

た

た
び
、
三
た
び
ば

か
り
、
打 う

ち

ふ
り
て
、
な
よ
な
よ
と
な
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
新
潮
版
で
は
『
な
へ
な
へ
』。
く
っ
た
く

た
に
し
て
。］、
か
た
に
打
か
け
て
、
て
を
た
て
た
る
樣
な
る
岩
の
、
五
、
六
丈
あ
る
を
、
三 み

つ

の
足
を
も
ち

て
、
く
だ
り
ざ
か
を
は
し
る
が
ご
と
く
、
の
ぼ
り
て
ゆ
け
ば
、
舟
の
う
ち
な
る
も
の
ど
も
、
こ
れ
が
し
わ

ざ
を
み
る
に
、
な
か
ら
は
、
死
入

し
に
い
り

ぬ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
恐
懼
の
あ
ま
り
、
舟
人
ら
は
皆
、
半
ば
死
ん
だ

よ
う
な
気
抜
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。］。 

「
舟
に
飛 と

び

か
ゝ
り
た
ら
ま
し
か
ば
、
い
み
じ
き
劍

つ
る
ぎ

・
刀
を
ぬ
き
て
あ
ふ
共 と

も

、
か
ば
か
り
力
つ
よ
く
、
は
や

か
ら
ん
に
は
、
何
わ
ざ
を
す
べ
き
。」 

と
思
ふ
に
、
き
も
心

ご
こ
ろ

う
せ
て
、
舟
こ
ぐ
空
も
な
く
て
な
ん
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
舟
の
行
く
先
も
お
ぼ
つ
か

ぬ
ま
ま
に
。］、
つ
く
し
に
は
か
へ
り
け
る
と
か
や
。 

 
 

 

＊ 

因
み
に
、「
今
昔
物
語
集
」
の
そ
れ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、 

 
 

 

＊ 

 

然 さ

は
、
此
の
虎
の
爲
態

し

わ

ざ

を
見
る
に
、
船
に
飛
び
入
り
な
ま
し
か
ば
、
我
等
は
一
人
殘
る
者
無
く
、
皆
、

咋 く

ひ
殺
さ
れ
て
、
家
に
返
り
て
妻
子
の
顔
も
え
見
で
死
な
ま
し
。
極 い

み

じ
き
弓
箭

き
う
ぜ
ん

・
兵

仗

ひ
や
う
じ
や
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
刀
剣
類
。］
を
持
ち
て
、
千
人
の
軍

い
く
さ

防
ぐ
と
も
、
更
に
益 や

く

有
ら
じ
。
何 い

か

に
況
む
や
、
狹 せ

ば

き
船
の
内
に

て
は
、
太
刀
・
刀
を
抜
き
て
向
ひ
會
ふ
と
も
、
然
許

さ
ば
か
り

、
彼 か

れ

が
力
の
强
く
、
足
の
早
か
ら
む
に
は
、
何
態

な
に
わ
ざ

を

爲
す
べ
き
ぞ
」
と
、
各
々
云
ひ
合
ひ
て
、
肝 き

も

心
こ
こ
ろ

も
失
せ
て
、
船
漕
ぐ
空
も
無
く
て
な
む
、
鎭
西
に
は
返
り

來
た
り
け
る
。
各
々
、
妻
子
に
此
の
事
を
語
り
て
、
奇
異

あ

さ

ま

し
き
命

い
の
ち

を
生
き
て
返
り
た
る
事
を
な
む
、
喜
び

け
る
。
外
の
人
も
、
此
れ
を
聞
き
て
、
極
じ
く
な
む
、
恐
ぢ
怖
れ
け
る
。 

 

此
れ
を
思
ふ
に
、
鰐
も
海
の
中
に
て
は
、
猛
く
賢
き
者
な
れ
ば
、
虎
の
海
に
落
ち
入
た
り
け
る
を
、
足

を
ば
、
咋
ひ
切
り
て
け
る
也
。
其
れ
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
そ
れ
な
の
に
。］、
由
無

よ

し

な

く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
軽
率
に
。］、 

「
尙
ほ
、
虎
を
咋 く

は
む
。」 

と
て
、
陸 く

が

近
く
來
て
、
命
を
失
な
ふ
也
。 

 

然 し
か

れ
ば
、
萬

よ
ろ
づ

の
事
、
皆
、
此
れ
が
如
く
也
。
人
、
此
れ
を
聞
て
、 



「
餘
り
の
事
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
身
の
程
知
ら
ず
な
こ
と
。］
は
止 と

ど

む
べ
し
。
只
、
吉 よ

き
程
に
て
有
る
べ

き
也
。」 

と
、
人
、
語
り
傳
へ
た
る
と
や
。 

 
 

 

＊ 

と
教
訓
が
附
さ
れ
て
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
こ
の
「
鰐
」
は
「
鮫
」
で
間
違
い
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。 

「C
h
u
rch

ill

」「
鳩
」
に
既
出
既
注
。 

「
神
代
卷
に
、
海
神
一
尋
の
鱷
に
、
彥
火
々
出
見
尊
を
送
り
還
さ
し
む
る
事
あ
り
」「
彥
火
々
出
見
尊
」

は
所
謂
、「
山
幸
彦
」
の
こ
と
。「
日
本
書
紀
」
の
巻
第
二
の
「
神
代
下
」
の
第
十
段
の
第
一
書
に
、
海
神

豊
玉
彦
の
宮
か
ら
、
彼
が
地
上
に
帰
る
際
、 

 
 

 

＊ 

於
是
乘
火
火
出
見
尊
於
大
鰐
。
以
送
致
本
鄕
。 

 
 

 

＊ 

是
に
於
い
て
、
火
火
出
見

ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と

、
大
鰐

わ

に

に
乘
せ
ま
つ
り
て
、
以
つ
て
本
鄕

も
と
つ
く
に

に
送
致

お

く

り
ま
つ
る
。 

 
 

 

＊ 

と
出
る
。 

「
豐
玉
姬
、
產
場
を
夫
神
に
覗
は
れ
し
を
憤
り
、
化
し
て
八
尋
の
大
鱷
と
な
り
、
海
を
涉
り
て
去
る
と
言

り
」
同
前
の
直
後
に
、 

 
 

 

＊ 

先
是
且
別
時
。
豐
玉
姫
從
容
語
曰
。
妾
已
有
身
矣
。
當
以
風
濤
壯
日
、
出
到
海
邊
。
請
爲
我
造
產
屋
以
待

之
。
是
後
豐
玉
姬
果
如
其
言
來
至
。
謂
火
火
出
見
尊
曰
。
妾
今
夜
當
產
。
請
勿
臨
之
。
火
火
出
見
尊
不

聽
。
猶
以
櫛
燃
火
視
之
。
時
豐
玉
姬
化
爲
八
尋
大
熊
鰐
。
匍
匐
逶
虵
。
遂
以
見
辱
爲
恨
。
則
徑
歸
海
鄕
。

留
其
女
弟
玉
依
姬
、
持
養
兒
焉
。
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
略
。］ 

 
 

 

＊ 

是
れ
よ
り
先
に
別
れ
む
と
す
る
時
、
豐
玉
姫
、
從
容

お

も

ふ
る
に
語 ま

う

し
て
曰
は
く
、 

「
妾

や
つ
こ

、
已
に
有
身

は

ら

め
り
。
當 ま

さ

に
風
濤

か
ぜ
な
み

壯 は
や

か
ら
ん
日
を
以
つ
て
、
海
邊
に
出
で
到
ら
む
。
請
ふ
、
我
が
爲
に

產
屋

う

ぶ

や

を
造
り
、
以
つ
て
、
待
ち
た
ま
へ
。」 

と
。 

 

是
の
後
に
、
豐
玉
姬
、
果
し
て
其
の
言 こ

と

の
ご
と
く
、
來
至

き

た

る
。
火
火
出
見
尊
に
謂 ま

う

し
て
曰 ま

う

さ
く
、 

「
妾
、
今
夜

こ

よ

ひ

、
當
に
產
ま
ん
と
す
。
請
ふ
、
な
臨 ま

し
ま
そ
。」 

と
。
火
火
出
見
尊
、
聽
か
ず
、
猶
ほ
櫛
を
以
つ
て
火
を
燃 と

も

し
視 み

そ
な
は
す
。 

 

時
に
、
豐
玉
姬
、
八
尋

や

ひ

ろ

の
大
熊
鰐

お

ほ

わ

に

に
化
爲

な

り
て
、
匍
匐

は

ひ
逶
虵

も

ご

よ

ふ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
身
を
く
ね
ら
せ

て
の
た
く
っ
た
。］。
遂
に

辱
は
づ
か
し

め
ら
れ
た
る
を
以
つ
て
、 

「
恨
め
し
。」 

と
爲
し
て
、
則
ち
、
徑 た

だ

に

海

鄕

わ
だ
つ
み
の
く
に

に
歸
る
。
其
の
女
弟

い

ろ

と

玉
依
姬
を
留
め
て
、
兒 み

こ

を
持
養

ひ

た

さ
し
む
。 

 
 

 

＊ 

黄
泉
国
で
の
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
と
全
く
同
じ
「
見
る
な
」
の
禁
忌
シ
ス
テ
ム
が
起
動
し
て
、
破
戒
に

よ
っ
て
世
界
（
二
人
の
愛
に
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
）
が
致
命
的
に
変
成
す
る
部
分
が
圧
巻
で
あ
る
。 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-73aafe.html


『
懷
橘
談
に
、
出
雲
國
安
來
の
北
海
に
て
、
天
武
帝
二
年
七
月
、
一
女
鱷
に
脛
を
食
は
る
、
其
父
哀
し
み

て
神
祇
に
祈
り
し
に
、
須
臾
に
し
て
百
餘
の
鱷
、
一
の
鱷
を
圍
繞
し
來
た
る
。
父
之
を
突
殺
す
に
諸
鱷
去

る
。
殺
せ
し
鱷
を
剖
く
に
女
の
脛
出
し
と
見
ゆ
』「
懷
橘
談
」
は
松
江
藩
の
藩
儒
黒
沢
石
斎
が
書
い
た
出

雲
地
誌
。
前
編
は
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
、
後
編
は
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
完
成
。
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
活
字
本
（
谷
口
為
次
編
・
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
刊
・「
懐
橘
談
・
隠

州
視
聴
合
紀
」
合
本
版
）
の
本
文
の
殆
ん
ど
冒
頭
の
「
意
宇
郡
」
の
「
安
來
」
に
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ

は
、
熊
楠
に
し
て
、
出
典
が
頗
る
不
適
切
で
悪
い
。
古
く
は
「
出
雲
風
土
記
」
の
一
節
に
出
る
も
の
で
あ

る
。 

 
 

 

＊ 

安
來
鄕
。
郡
家
東
南
二
十
七
里
一
百
八
十
步
。
神
須
佐
乃
烏
命
天
壁
立
𢌞
坐
之
。
爾
時
來
坐
此
度
而
詔
。

吾
御
心
者
安
平
成
詔
。
故
云
安
來
也
。
卽
北
海
有
毘
賣
埼
。
飛
鳥
淨
御
原
宮
御
宇
天
皇
御
代
。
甲
戌
七
月

十
三
日
。
語
臣
猪
麻
呂
之
女
子
。
遊
件
埼
。
邂
逅
遇
和
爾
所
賊
不
歸
。
爾
時
父
猪
麻
呂
所
賊
女
子
斂
毘
賣

埼
上
。
大
發
聲
憤
。
號
天
踊
地
。
行
吟
居
嘆
。
晝
夜
辛
苦
無
避
斂
所
作
是
之
閒
經
歷
數
日
。
然
後
興
慷
慨

志
。
麻
呂
。
箭
銳
鋒
撰
便
處
居
卽
撎
訴
云
。
天
神
千
五
百
萬
。
地
祇
千
五
百
萬
。
並
當
國
靜
坐
三
百
九
十

九
社
及
海
若
等
。
大
神
之
和
魂
者
靜
而
。
荒
魂
者
。
皆
悉
依
給
猪
麻
呂
之
所
乞
。
良
有
神
靈
坐
者
。
吾
所

傷
助
給
。
以
此
知
神
靈
之
所
神
者
。
爾
時
有
須
臾
而
。
和
爾
百
餘
靜
圍
繞
一
和
爾
徐
率
依
來
從
於
居
下
。

不
進
不
退
。
猶
圍
繞
耳
。
爾
時
擧
鋒
而
刄
中
央
一
和
爾
殺
捕
。
已
訖
然
後
百
餘
和
爾
解
散
。
殺
割
者
女
子

之
一
脛
屠
出
。
仍
和
爾
者
殺
割
而
掛
串
立
路
之
垂
也
【
安
來
鄕
人
語
臣
等
之
父
也
。
自
爾
時
以
來
至
于
今

日
經
六
十
歲
。】。 

 
 

 

＊ 

安
來
鄕

や
す
き
の
さ
と

。
郡
家

こ

ほ

り

の
東
南
二
十
七
里
一
百
八
十
步
な
り
。
神
須
佐
乃
烏
命

か

む

す
さ

の
を

の
み

こ
と

、
天 あ

め

の
壁 か

き

、
立
て
𢌞 め

ぐ

ら
し
坐 ま

し

き
。
爾 そ

の
時
、
此
度

こ

こ

に
來
坐

き

ま

し
て
詔 の

り
た
ま
ひ
し
く
、 

「
吾
れ
が
御
心

み
こ
こ
ろ

は
、
安
く
平
ら
か
成
り
ぬ
。」 

と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
故 か

れ

、「
安
來
」
と
云
ふ
。 

 

卽
ち
、
北
海
に
毘 ひ

賣 め

埼 さ
き

有
り
。
飛
鳥
の
淨
御
原

き

よ

は

ら

の
宮 み

や

の
御
宇
の
天

皇

す
め
ら
み
こ
と

の
御
代

み

よ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
天

武
天
皇
。］
、
甲

き
の
え

戌 い
ぬ

七
月
十
三
日
、
語
臣
猪
麻
呂

か
た
り
の
お
み
ゐ
ま
ろ

の
女
子

む

す

め

、
件

く
だ
ん

の
埼
に
遊
び
て
、
邂
逅

た
ま
さ
か

に
和
爾

わ

に

に
遇
ひ
、

賊
そ
こ
な

は
え
て
歸
ら
ざ
り
き
。 

 

爾
の
時
、
父
猪
麻
呂
、
賊
は
え
し
女
子
を
毘
賣
埼
の
上

ほ
と
り

に
斂 を

さ

め
、
大
發
聲

お

ほ

ご

ゑ

に
憤
り
、
天
に
號 さ

け

び
、
地
に

踊
り
、
行
き
て
は
吟 な

き
、
居
て
は
嘆
き
、
晝 ひ

る

夜 よ
る

、
辛
苦

た

し

な

み
て
、
斂
め
し
所
を
避 さ

る
こ
と
無
し
。
是 か

く
作 す

る

閒 ほ
ど

に
數
日

ひ

か

ず

を
經
歷

へ

た
り
。
然 し

か

し
て
後
、
慷
慨

い
き
ど
ほ
り

の
志

こ
こ
ろ

を
興
こ
し
、
麻
呂
、
箭
の
銳
き
鋒 さ

き

を
撰 ゑ

り
て
、
便

た
よ
り

の

處
に
居
り
、
卽
ち
、
撎を

が

み
訴
へ
て
云
ひ
し
く
、 

「
天
つ
神
千
五
百
萬

ち

い

ほ

よ

ろ

づ

、
地 く

に

つ
祇 か

み

千
五
百
萬
、
並
び
に
當 こ

の
國
に
靜
ま
り
坐 ま

す
三
百
九
十
九

み
も
も
ま
り
こ
こ
の
そ
ぢ
ま
り

の
社

や
し
ろ

、
及 ま

た

、

海
若
等

わ
だ
つ
み
た
ち

、
大
神

お
ほ
か
み

の
和
魂

に
ぎ
み
た
ま

は
靜
ま
り
て
、
荒
魂

あ
ら
み
た
ま

は
、
皆
、

悉
こ
と
ご
と

に
猪
麻
呂
の
乞 の

む
所
に
依
り
給
へ
。
良

ま
こ
と

に

神
靈

み

た

ま

坐
有

ま

し

ま

さ
ば
、
吾 あ

が
傷 い

た

め
る
を
助
け
給
へ
。
此 こ

こ

を
以
ち
て
神
靈
の
神
た
る
を
知
ら
む
。」 

と
。 

 

爾
の
時
、
須
臾

し

ま

し

有
り
て
、
和
爾
、
百 も

も

餘
り
、
靜
か
に
一
つ
の
鰐
を
圍
み
繞 め

ぐ

り
、

徐
お
も
ぶ
る

に
率
て
、
居 を

る
下

と
こ
ろ

に
依
り
來
從

き

よ

り
て
、
進
ま
ず
、
退
ぞ
か
ず
、
猶
ほ
、
圍
み
繞
る
の
み
な
り
き
。 

 

爾
の
時
、
鋒 ほ

こ

を
擧
げ
て
、
中
央

ま

な

か

な
る
一
つ
の
和
爾
を
刄 さ

し
殺
し
捕 と

り
き
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950372/17
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950372/17
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/950372/17


 
已 す

で

に
訖 を

へ
て
、
然
し
て
後
、
百
餘
り
の
和
爾
、
解
散

あ

ら

け
き
。 

 

殺 た

ち
割 さ

け
ば
、
女
子
の
脛 は

ぎ

一
つ
、
屠 ほ

ふ

り
出
だ
し
き
。 

 

仍 よ

り
て
、
和
爾
を
殺
ち
割
き
て
、
串
に
掛
け
て
路
の
垂

ほ
と
り

に
立
て
き
【
安
來
の
鄕 さ

と

の
人
、

語
か
た
り
の

臣 お
み

等 ら

の
父

な
り
。
爾
の
時
よ
り
以
來
、
今
日
に
至
る
ま
で
に
六
十
歲
を
經
た
り
。】。 

 
 

 

＊ 

な
お
、
神
田
典
城
氏
の
論
文
『「
ワ
ニ
」
小
考
』（
学
習
院
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
発
行
『
国
語
国

文
論
集
』（
第
二
十
二
号
・
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
三
月
）。
こ
ち
ら
でP

D
F

ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
可
能
）

が
、
上
代
の
「
わ
に
」
を
す
っ
き
り
と
解
き
明
か
し
て
い
て
、
ま
こ
と
に
よ
い
。
お
薦
め
で
あ
る
。 

『
眞
葛
女
の
磯
通
太
比
に
、
奧
州
の
海
士
「
ワ
ニ
ザ
メ
」
に
足
を
食
去
ら
れ
死
せ
し
を
、
十
三
年
目
に
、

其
子
年
頃
飼
し
犬
を
殺
し
、
其
肉
を
餌
と
し
て
鱷
を
捉
へ
、
復
讐
せ
り
と
い
ふ
譚
は
之
よ
り
出
た
る
な
ら

む
』
只
野
眞
葛
と
紀
行
文
「
磯
通
太
比
」
に
つ
い
て
は
「
海
龜
」
で
既
出
既
注
。
そ
こ
と
同
じ
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
を
底
本
と
し
て
同
じ
仕
儀
で
当
該
部
を
電
子
化
す
る
（
こ
こ
の

右
ペ
ー
ジ
の
四
行
目
下
部
か
ら
）。
こ
こ
は
奇
し
く
も
「
海
龜
」
で
引
用
し
た
箇
所
の
直
前
で
あ
る
。
そ

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
シ
ー
ク
エ
ン
ス
も
ダ
ブ
ら
せ
て
添
え
て
お
く
。
こ
れ
で
「
い
そ
づ
た
ひ
」
の
後
半
部
が

カ
バ
ー
出
来
た
。
近
い
う
ち
に
別
に
全
電
子
化
を
し
よ
う
と
思
う
て
い
る
。 

 
 

 

＊ 

 

こ
ゝ
を
立 た

ち

て
、
菖
蒲
田
濱
を
經
て
、
松
が
濱
に
い
た
る
。
爰
は
濱
々
の
中
に
、
分 わ

き

て
愛 め

で

た
き
所
な
り

き
。
松
が
浦
島
な
ど
い
ふ
は
、
こ
こ
の
分
名

わ

け

な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
別
名
」。
別
称
。］
な
り
け
り
。
海
中

ま
で
、
程
よ
く
さ
し
出
た
る
岩
山
有
り
、
四
方
の
能
く
見
遣

み

や

ら

る
ゝ
故
、
代
々
御
國
知 し

ろ

し
め
す
君
の
、
出 い

で

ま

す
所
に
定
め
ら
れ
し
か
ば
、
御
殿
崎
と
は
い
ふ
也
。
暫
し
休
み
て
見
渡
せ
ば
、
水
際

み

ぎ

は

、
や
ゝ
遠
く
聳
え
た

る
岩
に
、
松
、
ほ
ど
よ
く
生
た
り
。
向
ひ
（
南
）［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
が
原
本
の
傍
注
を
か
く
し
た

も
の
。
以
下
同
じ
。］
は
、
空
も
一
つ
に
、
際 き

は

な
き
海
な
り
。
左
（
東
）
の
方
に
、
金
花
山
の
寶
珠
の
形

し
て
、
浮
た
り
。
右
（
西
）
の
方
に
遠
く
見
ゆ
る
は
、
相
馬
の
崎
、
其
前
に
黑
う
、
木
立
の
引
續
き
た
る

は
、
蒲
生

が

ま

ふ

の
松
原
也
け
り
。
其
處

そ

こ

よ
り
此
わ
た
り
ま
で
、
磯
つ
ゞ
き
た
る
直
濱
に
、
絕 た

え

ず
波
の
打
寄

う
ち
よ
す

る

は
、
白
布
を
曝
せ
る
と
ぞ
思
は
る
。
海
の
水
面
に
、
日
の
影
さ
し
移
り
た
る
は
、
黃
金
白
銀

こ
が
ね
し
ろ
が
ね

の
浮
べ
る
樣

に
て
、
橫
折
れ
る
松
の
葉
越
に
見
ゆ
る
も
目 ま

は
ゆ
し
。
面
白
き
岩
ど
も
の
多
く
有
る
に
、
打
か
ゝ
る
波

の
、
白 し

ろ

沫 あ
は

を
き
せ
流
し
、
あ
る
は
玉
と
成
て
、
砕
け
つ
ゝ
散
る
も
、
い
と
淸
し
。
底
の
深
さ
は
七
丈
有
り

と
ぞ
。 

 

昔
、
西
の
方
の
國
よ
り
、
海
士
人
夫
婦

あ

ま

び

と

ふ

う

ふ

、
男
子
一
人

ひ

と

り

伴
ひ
て
、
此
處

こ

ゝ

に
留 と

ゞ

ま
り
て
、
か
づ
き
し
つ
ゝ
、

鮑
あ
は
び

と
り
し
に
、
日
每
に
、
最 い

と

大
き
な
る
を
獲 え

て
、
鬻 ひ

さ

ぎ
し
ほ
ど
に
、
幾
程
も
な
く
、
富 と

み

た
り
き
。 

 

此
海
に
は
、
鰐 わ

に

鮫 ざ
め

な
ど
い
ふ
荒
魚
の
栖
め
ば
、
こ
ゝ
な
る
海
士
は
、
恐
れ
て
底
迄
は
入
ら
で
、
小 さ

ゝ

や
か

な
る
を
の
み
、
取 と

り

て
有
り
し
を
、
此
海
士
は
、
然 さ

る
事
も
知
ら
ざ
り
し
故
、
水
底
に
入
て
取
り
つ
る
を
、 

「
危

あ
や
ふ

き
事
。」 

と
、
此
處
な
る
人
は
思
ひ
居
し
に
、
果
し
て
、
大
鰐

お
ほ
わ
に

、
見
つ
け
て
追
ひ
し
故
、 

「
命
を
、
は
か
。」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
か
」
は
「
計
・
量
・
果
・
捗
」
な
ど
を
当
て
、「
目
当
て
・
当

て
所 ど

」
の
意
で
あ
ろ
う
。「
命
あ
っ
て
の
物
種
！
」
の
謂
い
で
あ
る
。］ 

と
、
眞
手
か
た
手
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
両
の
手
を
使
っ
て
全
力
で
」
の
意
で
あ
ろ
う
。］、
暇

い
と
ま

な
く
、

浪
、
搔
分
け
つ
ゝ
逃 に

げ

つ
れ
ど
も
、
最 い

と

速
く
お
ひ
來
て
、
こ
ゝ
な
る
岸
に
登
り
て
、
松
が
根
に
取
縋 す

が

り
て
、

https://glim-re.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=3024&item_no=1&page_id=13&block_id=21
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-de8516.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-de8516.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-de8516.html
（かたりのおみら）の


上 あ
が

ら
ん
と
せ
し
時
、
鰐
、
飛
付
て
、
引
お
く
れ
た
る
方 か

た

の
足
を
食
た
り
し
を
、
海
士
は
上
ら
ん
、
鰐
は
引

入
れ
ん
と
、
角
力

す

ま

ふ
ほ
ど
に
、
足
を
付
根
よ
り
引
拔
か
れ
て
、
狂
ひ
死 じ

に

に
死 し

に

に
け
り
。
鰐
は
、
荒
波
、

卷
返

ま
き
か
へ

し
て
、
逃
去
り
け
り
。 

 

子
は
、
ま
だ
廿

は
た
ち

に
足
ら
ぬ
程
に
て
有
り
し
が
、
岸
に
立
て
見
つ
れ
ど
も
、
爲 せ

ん
術 す

べ

な
け
れ
ば
、
唯
、
泣

き
に
泣
き
け
り
。 

 

其
骸 か

ら

を
納
め
て
後
、 

「
父
の
仇 あ

だ

を
報
ひ
ん
。」 

と
て
、
日
每
に
、
斧
・

鉞
ま
さ
か
り

を
携
へ
て
、
父
が
縋
り
し
松
が
根
に
立
て
、
瞬

ま
じ
ろ

ぎ
も
せ
ず
、
海
を
睨 に

ら

み
て
、 

「
鰐
や
出
づ
る
。」 

と
、
窺

う
か
ゞ

ひ
居 ゐ

け
る
を
、
人
々
、 

「
孝
子
也
。」 

と
て
、
哀

あ
は
れ

が
り
け
り
。 

 

扨
、
年
、
半
計

な
か
ば
ゞ
か

り
も
過 す

ぎ

た
る
頃
、
釣
の
業 わ

ざ

を
能 よ

う
せ
し
海
士
の
、
修
行
者

す

ぎ

や
う

ざ

に
成
て
、
國
巡

く
に
め
ぐ

り
す
る
が
、

爰
に
舍 や

ど

り
け
り
。 

 

か
ゝ
る
こ
と
の
有
と
い
ふ
事
は
、
人
每
に
語
り
つ
れ
ば
、
其
修
行
者
も
聞
知
り
て
、
最 い

と

哀
れ
が
り
て
、

敎
へ
け
ら
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
け
ら
く
」
は
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
「
ク
語
法
」。「
け
り
」
の

未
然
形
「
け
ら
」
に
接
尾
語
「
く
」
が
付
い
た
も
の
で
、「
～
で
あ
っ
た
こ
と
：
～
で
あ
っ
た
こ
と
に

は
」
の
意
を
作
る
。］
、 

「
鰐
を
捕
ら
ん
と
思
ふ
に
、
斧
・
鉞
は
不
要
な
ら
め
。
良
き
鋼

は
が
ね

に
て
、
兩
刄

り
や
う
ば

に
と
げ
た
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
硏 と

ぎ
た
る
」
の
意
。］
、
尺
餘
の
大
釣
針
を
鍛 う

た

す
べ
し
。
夫 そ

れ

に
五
尺
の
鐡
鎖

か
な
ぐ
さ
り

を
付 つ

け

て
、
肉
を
餌 ゑ

に
串 さ

し
て
、
沖
に
出
て
、
釣
す
べ
し
。
鰐
、
必
ず
、
寄
來

よ

り

き

ぬ
べ
し
。」 

と
傳
へ
け
り
。 

 

孝
子
、
甚 い

た

く
悅

よ
ろ
こ

び
て
、
敎
へ
し
如
く
に
設 ま

う

け
成 な

し
て
、
釣
せ
し
に
、
鯨
の
子
を
獲 ゑ

し
こ
と
、
二
度
、
あ

り
。 

 

幾
年
、
往
回

ゆ

き

か

へ
り
て
、
父
が
く
は
れ
し
時
を
算 か

ぞ

ふ
れ
ば
、
十
餘
三 み

と
せ
に
成
に
け
り
。 

 

其
日
の
回 め

ぐ

り
來 こ

し
時
、
法 の

り

の
わ
ざ
、
慇 ね

も

ご
ろ
に
し
て
、
來
集

き

つ

ど

ひ
た
る
浦
人
に
む
か
ひ
、 

「
今
日
ぞ
、
必
ず
鰐
を
獲 ゑ

て
、
父
に
手
向

た

む

け

ん
。」 

と
誓
ひ
て
、 

「
力

ち
か
ら

戮 あ
は

せ
給
は
れ
。」 

と
語
ら
ひ
つ
ゝ
、
年
比

と
し
ご
ろ

飼 か
ひ

置 お

き
し
白
毛
な
る
犬
の
有
り
し
を
喚 よ

び
て
、 

「
父
の
仇
を
討
た
ん
と
、
汝

い
ま
し

が
命
を
、
乞
ふ
な
り
。
我
と
、
ひ
と
つ
心
に
成
て
、
主 し

ゆ

の
仇 あ

だ

な
る
鰐
を
、
捕

れ
。」 

と
言
聞

い

ひ

き

か
せ
つ
ゝ
、
淚
を
拂
い
て
、
首
、
打
落
し
、

肉
し
ゝ
む
ら

を
切
裂

き

り

さ

き
て
、
釣
針
に
つ
き
串

つ
ら
ぬ

き
て
、
沖
に
出

て
、
針
、
卸 お

ろ

せ
し
に
、
孝
子
の
一
念
や
、
屆
き
つ
ら
ん
、
誤
た
ず
、
大
鰐
、
針
に
懸
り
し
か
ば
、 

「
思
ひ
し
事
よ
。」 

と
悅
び
つ
つ
、
浦
人
に
も
、 

「
か
く
。」 

と
告
げ
て
、
設
置

ま
う
け
お

き
た
る
、「
か
□
ら
さ
ん
」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
不
詳
。「
囗
」
な
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、



恐
ら
く
は
判
読
不
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
国
書
刊
行
会
「
江
戸
文
庫
」
版
（
曲
亭
馬
琴
自
身
の
写

本
）
で
は
『
か
つ
ら
さ
ん
』
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
不
詳
。
桟
を
葛
で
組
み
縛
っ
た
も
の
か
？ 

識
者
の
五

御
教
授
を
是
非
と
も
乞
う
も
の
で
あ
る
。］
と
云
物

い
ふ
も
の

に
懸 か

け

て
、
父
が
食 く

は

れ
し
斷 き

り

岸 き
し

に
引
寄
せ
て
、
遂
に
鰐
を

切
屠

き
り
は
ふ

り
け
り
。 

 

其
鰐
の
丈
は
七
間
半
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
十
三
・
六
三
メ
ー
ト
ル
。］
有
り
し
と
な
ん
。 

 

か
ゝ
る
事
の
聞
え
、
隱
れ
な
か
り
し
故
、
國
主
に
も
聞 き

こ

し
召 め

し

付 つ
け

ら
れ
て
、 

「
松
が
濱
の
孝
子
」 

と
、
賞 ほ

め

さ
せ
給
へ
る
御
言
書
を
給
は
り
て
、 

「
鰐
を
釣 つ

り

し
針
は
、
永
く
其
家
の
寳

た
か
ら

に
せ
よ
。」 

と
仰
せ
下
り
つ
れ
ば
、
今
も
持 も

ち

た
り
。 

 

鰐
の
頭

か
し
ら

の
骨
は
、
海
士
人

あ

ま

び

と

を
埋 う

め

し
寺
の
内
に
置 お

き

た
り
。
獅
山
公
の
御
代
の
事
な
り
き
。
此
の
二
つ
の
物

は
、
今
も
正 ま

さ

し
う
有
て
、
道
ゆ
く
人
は
、
寄
り
て
見
つ
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
獅
山
公
」（
し
ざ
ん
こ

う
）
は
第
五
代
仙
台
藩
藩
主
に
し
て
「
中
興
の
英
主
」
と
呼
ば
れ
る
伊
達
吉
村
（
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）

年
～
宝
暦
元
（
一
七
五
二
）
年
）
の
こ
と
（
戒
名
の
「
續
燈
院
殿
獅
山
元
活
大
居
士
」
に
拠
る
）。
元
禄

一
六
（
一
七
〇
三
）
年
か
ら
隠
居
し
た
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
ま
で
、
実
に
四
十
年
も
の
長
き
に
亙
っ

て
藩
主
を
務
め
た
。
本
書
の
作
品
内
時
制
は
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
。］ 

 

か
ゝ
る
事
も
有
け
り
、
と
思
へ
ば
、
畏

か
し
こ

し
。 

 
 

人
と
り
し
鰐
に
增 ま

さ

り
て
た
く
ま
し
や 

 
 

 
 

 
 

 
 

仇
を
む
く
ひ
し
孝
の
一
念

お

も

ひ

は 

 

海
士
人
の
す
が
り
し
と
い
ふ
松
、
今
も
枯
れ
ず
て
、
た
て
り
。 

 

此
島
の
周
圍

め

ぐ

り

を
離
れ
ぬ
小
舟
あ
り
き
。 

「
人
を
乘
せ
て
ん
や
。」 

と
、
と
は
せ
つ
れ
ば
、 

「
二
人
、
三
人
は
可 よ

し

。」 

と
い
ふ
故
、
乘 の

り

て
見
れ
ば
、
蛸
釣
る
舟
に
は
有
し
。
今
、
捕 と

り

た
る
を
、
膝
の
下 も

と

に
打
入
る
ゝ
は
、
珍
ら
か

な
る
も
の
か
ら
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
逆
接
の
接
続
助
詞
。］、
心
よ
か
ら
ず
。
此
釣
人
の
語
る
や
う
、 

「
今
よ
り
は
、
七
、
八
年
前 さ

き

に
、
龜
の
持
來

も

て

こ

し
、『
浮 ふ

穴 け
つ

の
貝
』
と
い
ふ
も
の
を
、
持
は
べ
り
。
我
家

は
、
道
行
く
人
の
必
ず
過
ぎ
給
ふ
所
な
れ
ば
、
立
寄

た

ち

よ

ら
せ
給
ひ
て
、
見
給
へ
か
し
。
今
、

僕
や
つ
が
り

も
參
り
て

ん
。」 

と
ぞ
、
い
ひ
し
。 

 

舟
よ
り
上
る
と
て
、
今
、
捕
り
た
る
蛸
を
乞
求

こ
ひ
も
と

め
て
、
家
苞

い
へ
づ
と

に
し
た
り
。 

 
 

 

＊
］ 

      



 
○
蜜
蜂 

蜜
蜂
は
神
に
捧
ぐ
る
蜜
酒

ミ

ー

ド

を
原
造
す
る
を
以
て
、
神
使
と
な
し
、
今
も
歐
州
に
死
人
有
れ

ば
、
便
ち
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
す
な
は
ち
」。］
家
に
飼
え
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
蜜
蜂
に
訃
を

傳
へ
て
、
樂
土
に
報
ぜ
し
む
る
風
あ
り
（N

o
tes an

d
 Q

u
eries. M

ay
 3

0
, 1

9
0
8
, p

. 4
3
3

）
。
英
國
に
は
、
蜜

蜂
故
無
く
し
て
巢
を
損
る
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
す
つ
る
」。］
、
家
主
死
す
可
き
前
兆
と
信
ず
る
者
多
く

（H
azlitt, 

‛
F

aith
s an

d
 F

o
lk

lo
re,̓1

9
0
5
, v

o
l. i. p

. 3
8
.

）、
支
那
に
は
、
蜂
の
分
る
ゝ
日
を
吉
日
と
し
て
、

婚
姻
、
造
作
始
め
し
、
又
市
を
立
る
所
あ
り
（
予
の ‛ B

ees an
d
 L

u
ck

y
 D

ay
s` N

. &
 Q

., O
ct. 1

0
, 1

9
0
8

, P. 

2
8
5
.

）
本
邦
に
は
、
斯
る
事
を
聞
ず
、
深
山
に
石
蜜
木
蜜
有
れ
ど
、
古
く
は
之
を
採
ら
ざ
り
し
に
や
、
其

名
は
美
知
と
い
ふ
も
實
は
漢
音
也
。
推
古
帝
の
朝
、
百
濟
の
王
子
豐
璋
、
蜜
蜂
を
三
輪
山
に
放
ち
飼
は
ん

と
せ
し
も
蕃
殖
せ
ず
（
藤
岡
平
出
二
氏
日
本
風
俗
史
上
編
六
三
頁
）。
延
喜
式
、
諸
州
の
貢
物
を
列
せ
る

に
、
蜜
蜂
を
擧
げ
ず
と
記
憶
す
、
後
世
に
も
其
產
甚
希
な
り
し
に
や
、
予
が
大
英
博
物
館
に
て
閱
せ
し

̓B
rev

e R
ag

g
u
ag

lio
 d

el` G
iap

o
n
e ristam

p
ato

 in
 F

iren
ze,1̓

5
8
5

（
天
正
十
三
年
、
九
州
の
諸
族
が
羅
馬
に

派
遣
せ
る
使
節
よ
り
、
聞
く
所
を
板
行
せ
る
也
）
に
、
日
本
に
蜜
蜂
無
け
れ
ば
、
蜜
も
蜜
蠟
も
無
し
、
其

代
り
に
一
種
の
木
あ
り
、
好
季
節
を
以
て
之
を
傷
け
、
出
る
汁
を
蒸
溜
し
て
蠟
代
り
の
品
を
採
れ
ど
も
、

蜜
蠟
程
稠
厚
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ち
う
こ
う
（
ち
ゅ
う
こ
う
）」。
濃
く
厚
い
こ
と
。］
な
ら
ず
と
有
る

は
、
漆
の
事
を
言
る
に
や
、
兎
に
角
蜜
蜂
を
飼
ふ
事
稀
な
り
し
故
、
蜜
蜂
を
神
異
と
せ
る
譚
も
聞
か
ざ
る

也
、
但
し
日
吉
山
王
利
生
記
卷
三
に
蜂
は
山
王
の
使
者
と
見
え
、
十
訓
抄
一
に
、
余
五
太
夫
蜂
が
蜘
蛛
の

巢
に
掛
れ
る
を
救
ひ
し
返
酬
に
、
蜂
群
來
て
助
勢
し
、
敵
を
亡
ぼ
し
け
れ
ば
、
死
し
た
る
蜂
の
跡
弔
は
ん

と
て
、
寺
を
建
た
る
話
有
れ
ど
も
特
に
蜜
蜂
と
は
記
さ
ず
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
蜜
酒

ミ

ー

ド

」
蜂
蜜
を
原
料
と
す
る
醸
造
酒
。
英
語
「m

ead

」。
ウ
ィ
キ
の
「
蜂
蜜
酒
」
に

よ
れ
ば
、『
蜂
蜜
酒
（
は
ち
み
つ
し
ゅ
、
ミ
ー
ド
）
は
』『
国
に
よ
っ
て
呼
称
が
異
な
る
が
、
多
く
は
印
欧

祖
語
で
蜂
蜜
を
意
味
す
る
』『m

éd
ʰu

に
由
来
す
る
』。『
水
と
蜂
蜜
を
混
ぜ
て
放
置
し
て
お
く
と
』、『
自
然

に
酒
の
成
分
で
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
に
な
る
こ
と
か
ら
、
発
祥
は
人
類
が
ホ
ッ
プ
や
ブ
ド
ウ
に
出
会
う
前
の

旧
石
器
時
代
末
に
ま
で
遡
る
と
言
わ
れ
て
い
る
』。『
青
銅
器
時
代
に
蜂
蜜
の
消
費
量
が
増
加
し
た
こ
と
か

ら
、
蜂
蜜
酒
の
生
産
が
こ
の
頃
に
拡
大
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
な
ど
の

他
の
醸
造
酒
が
台
頭
す
る
に
連
れ
て
蜂
蜜
酒
は
日
常
的
な
飲
み
物
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
』。『
現
在
、

蜂
蜜
酒
の
市
場
は
東
欧
や
ロ
シ
ア
が
主
で
あ
る
。
自
家
生
産
さ
れ
る
地
域
は
中
東
、
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
ア

フ
リ
カ
諸
国
、
中
米
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
か
け
て
点
在
し
て
い
る
』。『
日
本
で
も
生
産
さ
れ
て
い
る
』。『
蜂

蜜
酒
は
農
耕
が
始
ま
る
以
前
か
ら
存
在
し
、
お
よ
そ
』
一
万
四
千
年
『
前
に
、
狩
人
が
ク
マ
な
ど
に
荒
ら

さ
れ
て
破
損
し
た
蜂
の
巣
に
溜
ま
っ
て
い
る
雨
水
を
飲
ん
だ
時
が
最
古
の
飲
酒
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

「
混
ぜ
る
」
と
い
う
基
礎
的
な
料
理
行
為
か
ら
作
ら
れ
た
ミ
ー
ド
は
「
飲
み
物
」
の
先
祖
と
見
る
こ
と
が

で
き
、
加
熱
も
不
要
な
最
も
原
始
的
な
発
酵
飲
料
で
あ
る
。
製
法
が
発
展
す
る
に
従
い
』、『
湯
や
他
の
植

物
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
ビ
ー
ル
に
近
い
味
に
な
っ
て
い
っ
た
。
蜂
蜜
酒
の
製
造
は
共
同
体
で
の
活
動
に

空
腹
を
満
た
す
以
上
の
動
機
、
酔
い
を
分
か
ち
合
う
と
い
う
目
的
を
与
え
た
。
酩
酊
に
よ
る
非
日
常
感

は
、
人
々
の
絆
を
強
め
る
と
い
っ
た
霊
的
交
流
や
宗
教
、
儀
礼
行
為
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
ク
ロ
ー

ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
は
蜂
蜜
酒
の
発
明
を
、「
自
然
か
ら
文
化
へ
の
移
行
で
あ
り
、
人
間
の
行
動

を
決
定
づ
け
る
行
為
で
あ
る
」
と
分
析
し
て
い
る
』。『
新
石
器
時
代
の
ビ
ー
カ
ー
文
化
』（
鐘
状

か
ね
じ
ょ
う

ビ
ー
カ

ー
文
化
（
英
語
：B

ell-b
eak

er cu
ltu

re

）。
紀
元
前
二
千
六
百
年
頃
か
ら
紀
元
前
千
九
百
年
頃
ま
で
の
後
期

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%9C%82%E8%9C%9C%E9%85%92


新
石
器
時
代
か
ら
初
期
青
銅
器
時
代
に
か
け
て
広
が
っ
て
い
た
、「
鐘
状
ビ
ー
カ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
独
特

の
大
型
広
口
杯
の
分
布
域
。「
文
化
」
と
つ
く
が
、
単
一
の
文
化
圏
で
は
な
い
。
分
布
域
は
当
該
ウ
ィ
キ

の
地
図
を
参
照
さ
れ
た
い
）『
の
遺
跡
で
は
、
蜂
蜜
酒
を
飲
む
た
め
の
土
器
と
考
え
ら
れ
る
遺
物
が
発
見

さ
れ
て
い
る
』。『
ま
た
、
古
代
ケ
ル
ト
文
化
の
人
々
に
は
蜂
蜜
酒
は
「
不
死
の
飲
み
物
」
と
さ
れ
、
そ
の

神
話
と
強
い
結
び
付
き
が
あ
る
。
古
代
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ケ
ル
ト
人
は
、
先
王
が
失
脚
す
る
と
、
敬
意
を

込
め
て
蜂
蜜
酒
の
入
っ
た
桶
で
溺
死
さ
せ
て
、
祖
先
の
も
と
に
送
っ
た
』
と
い
う
。『
古
代
か
ら
中
世
初

期
の
ス
ラ
ヴ
人
と
ゲ
ル
マ
ン
人
の
間
で
、
ビ
ー
ル
と
並
ん
で
最
も
一
般
的
な
酒
で
あ
っ
た
。
当
時
は
ワ
イ

ン
や
ビ
ー
ル
に
蜂
蜜
を
入
れ
て
飲
む
こ
と
が
多
く
、
ビ
ー
ル
に
ホ
ッ
プ
が
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
』
十

六
『
世
紀
ま
で
は
』、『
蜂
蜜
酒
と
問
題
な
く
共
存
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、

人
口
が
増
え
る
に
つ
れ
』、『
蜂
蜜
酒
が
行
き
渡
ら
な
く
な
り
、
中
世
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
と
っ
て
蜂
蜜

酒
は
貴
族
的
な
飲
み
物
と
な
っ
た
。
一
般
市
民
に
は
軍
隊
生
活
や
祭
礼
の
時
に
飲
ま
れ
る
程
度
だ
っ

た
』。『
蜂
蜜
酒
に
代
わ
り
』、『
一
般
市
民
が
飲
む
た
め
に
穀
物
か
ら
醸
造
さ
れ
る
エ
ー
ル
が
開
発
さ
れ
、

時
代
が
下
っ
て
ビ
ー
ル
と
な
っ
て
い
っ
た
』。
以
下
、「
製
法
」
が
あ
る
が
、
略
す
。 

「
家
に
飼
え
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
蜜
蜂
に
訃
を
傳
へ
て
、
樂
上
に
報
ぜ
し
む
る
風
あ
り

（N
o
tes an

d
 Q

u
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ay
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）」「In
tern

et arch
iv

e

」
の
当
該
書
の
こ
ち
ら
の
右
ペ
ー
ジ

の
右
中
央
に
あ
る
「T

E
L

L
IN

G
 T

H
E

 B
E

E
S

」
に
、 
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の
前
書
と
、「
2
」
及
び
「
3
」
が
該
当
す
る
内
容
で
あ
る
。 

「
英
國
に
は
、
蜜
蜂
故
無
く
し
て
巢
を
損
る
は
、
家
主
死
す
可
き
前
兆
と
信
ず
る
者
多
く
（H

azlitt, 
‛

F
aith

s an
d
 F

o
lk

lo
re,1̓

9
0
5
, v

o
l. i. p

. 3
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）」「In
tern

et arch
iv

e

」
の
当
該
書
の
こ
ち
ら
の
左
ペ
ー
ジ
の
右

に
あ
る
「B

E
E

S

」
の
条
の
頭
の
部
分
に
、 
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［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
部
の
綴
り
を
改
め
た
。
以
下
、
略
す
が
、
続
い
て

蜜
蜂
の
移
動
（
分
蜂
）
と
人
の
死
の
呪
的
関
連
が
書
か
れ
て
い
る
。］ 

 
 

 

＊ 

の
内
容
が
そ
れ
ら
し
く
読
め
る
。 

「
支
那
に
は
、
蜂
の
分
る
ゝ
日
を
吉
日
と
し
て
、
婚
姻
、
造
作
始
め
し
、
又
市
を
立
る
所
あ
り
（
予
の 
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）」
欧
文
「W

ik
iso

u
rce

」
で
、
当
該
論
文
の
画

像
と
電
子
化
が
あ
る
。
こ
こ
と
こ
こ
。
一
部
の
表
記
を
原
画
像
で
補
正
し
た
。 
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n
ish

ed
 o

n
 fin

d
in

g
 

th
o
se d

ay
s w

ith
o
u
t ex

cep
tio

n
 m

ark
ed

 d
ies a

lb
i ; w

h
ereas all o

th
er d

ay
s o

n
 w

h
ich

 th
e b

ees d
id

 n
o
t 

sw
arm

 w
ere eith

er u
n
lu

ck
y
 o

r v
o
id

 o
f im

p
o
rt. S

o
 w

o
n
d
erfu

l is th
e m

y
stic in

stin
ct o

f th
ese an

im
als, 

w
h
ich

 en
ab

les th
em

 to
 co

m
m

u
n
icate freely

 w
ith

 th
e C

reato
r." 
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K
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T
A
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T

an
ab

e, K
ii, Jap

an
. 

 
 

 

＊ 

機
械
翻
訳
で
も
述
べ
て
い
る
内
容
は
概
ね
了
解
出
来
た
も
の
の
（「a

lb
i

」
は
遂
に
判
ら
な
い
）、
原
拠
の

「W
a
n

g
 S

h
i-C

h
in̓

s ‛C
h

i-p
ei-y

a
u

-ta
n

,̓

」
が
中
国
語
に
冥
い
私
に
は
全
く
判
ら
な
か
っ
た
た
め
、
何
時
も

お
世
話
に
な
る
、
中
国
語
に
堪
能
な
私
の
教
え
子
の
S
君
に
メ
ー
ル
を
し
た
結
果
、
数
分
で
解
明
し
て
く
れ

た
。
こ
れ
は
、
清
朝
初
期
の
詩
宗
で
別
名
を
王
漁
洋
と
称
し
た
王
士
禛
（
一
六
三
四
年
～
一
七
一
一
年
：
ネ

ッ
ト
検
索
で
「W

a
n

g
 S

h
izh

en

」
の
転
写
を
見
つ
け
た
）
の
随
筆
集
「
池
北
偶
談
」（C

h
ib

ei o
u

ta
n

：
同

前
）
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
で
「
同
書
」
を
「
蜂
」
で
検
索
し
た
結
果
、
そ
の

第
二
十
三
巻
に
、 

 
 

 

＊ 

謝
臯
父
晞
髮
、
集
有
「
粤
山
蜂
分
日
記
」
云
、「
甌
粤
之
南
某
山
、
其
民
老
死
不
知
歲
曆
、
惟
戶
養
蜂
四

https://en.wikisource.org/wiki/Page:Notes_and_Queries_-_Series_10_-_Volume_10.djvu/349
https://en.wikisource.org/wiki/Page:Notes_and_Queries_-_Series_10_-_Volume_10.djvu/350
https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=803098
https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=803098


時
。
旦
暮
悉
候
之
蜂
之
分
、
也
其
日
必
吉
、
人
家
無
大
小
貿
易
、
皆
、
趣
成
之
事
。
未
及
辨
、
則
、
以
待
後

之
分
、
日
至
於
婚
嫁
興
作
、
皆
、
候
焉
蜂
移
之
家
。
若
隣
若
僕
無
遠
近
、
逓
相
報
不
敢
隱
有
販
者
、
至
其
地

留
一
年
、
書
蜂
分
之
日
。
凡
百
有
竒
歸
取
曆
驗
之
、
皆
、
黃
道
紫
微
天
月
、
德
吉
曜
也
。
其
不
分
者
、
非
凶

星
、
則
常
日
也
。
物
性
之
靈
、
能
通
造
化
、
如
此
。」。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
の
を
見
出
せ
た
（
一
部
の
漢
字
表
記
を
日
本
人
に
も
判
る
よ
う
に
変
更
し
、
自
然
流
で
句
読
点
を
施

し
た
）。
さ
て
も
！ 

こ
れ
が
、
熊
楠
の
原
拠
で
あ
る
（
但
し
、
私
に
は
意
味
の
判
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
）。
因
み
に
、
こ
こ
に
出
る
、「
粤
某
山
蜂
分
日
記
」
な
る
も
の
も
、
中
文
「
維
基
文
庫
」
の
「
晞
髪
集

（
四
庫
全
書
本
）」（
南
宋
の
詩
人
謝
翱

し
ゃ
こ
う

の
詩
文
集
）
に
発
見
し
た
の
で
、
以
下
に
ベ
タ
で
示
し
て
お
く
（
一

部
の
漢
字
表
記
を
変
更
し
た
。
前
と
同
じ
く
、
や
は
り
部
分
的
に
し
か
意
味
は
判
ら
ぬ
。
後
学
者
の
た
め
に

資
料
と
し
て
示
し
て
お
く
だ
け
で
あ
る
）。 

 
 

 

＊ 

歐
粤
之
南
有
某
山
焉
跨
羅
浮
挹
九
疑
穴
其
竇
而
下
空
洞
橫
亘
數
千
里
與
勾
漏
通
山
之
陽
其
民
至
老
死
不
知
歲

曆
唯
以
甲
子
紀
日
由
穴
之
隂
而
南
雖
甲
子
亦
不
書
山
衆
夭
小
鑿
石
竅
繩
䥫
其
上
屋
纍
纍
而
下
者
若
蒙
髙
者
若

浮
圖
戶
養
蜂
分
地
蒔
花
編
竹
若
䕶
蔬
菓
擘
杉
桐
卷
之
或
取
雜
木
刳
其
中
爲
蜂
房
纔
百
之
一
每
數
日
蜂
輒
有
分

者
置
不
問
聽
其
所
止
而
休
焉
率
以
蜂
之
多
寡
爲
家
之
厚
薄
四
時
旦
暮
𢘤
候
扵
蜂
故
曆
與
甲
子
可
無
也
蓋
衙
而

知
早
晚
出
入
而
知
寒
暑
四
時
之
花
卉
不
同
而
蜜
亦
異
味
是
其
候
也
至
於
有
事
而
涓
吉
亦
於
蜂
候
焉
濵
是
山
之

郡
其
人
皆
能
言
之
蜂
之
分
也
其
日
必
吉
人
家
無
大
小
貿
易
偶
及
蜂
分
則
趣
成
之
事
未
及
辦
則
以
待
後
之
分
日

至
於
婚
嫁
已
納
采
而
未
迎
興
作
已
畢
工
而
未
落
成
皆
候
焉
或
父
子
兄
弟
分
業
而
居
則
𠉀
其
日
時
而
幷
用
之
隣

里
親
戚
置
酒
嬴
老
相
與
賀
數
向
之
獲
是
而
吉
者
例
指
以
爲
盛
事
蜂
移
之
家
若
僕
若
隣
無
遠
無
近
逓
相
報
俾
皆

知
是
日
之
吉
不
敢
隠
有
販
者
至
其
地
留
一
年
書
蜂
分
之
日
凡
百
有
竒
歸
而
詰
曆
驗
之
皆
黃
道
紫
微
天
月
德
活

曜
其
星
也
其
不
分
者
非
凶
星
則
常
日
也
余
聞
之
始
而
疑
中
而
信
久
而
驚
以
愧
不
知
兹
蜂
之
爲
何
物
也
且
其
王

生
而
有
髭
則
爲
異
舉
族
附
之
不
敢
後
則
爲
忠
遭
物
害
而
去
有
相
失
者
不
肯
附
他
族
必
徬
徨
噬
囓
自
相
枕
籍
以

死
則
爲
貞
出
則
紛
然
先
後
奔
走
之
不
暇
則
爲
勤
歸
則
翕
然
集
若
赴
期
會
而
聴
號
令
則
爲
整
食
蜜
之
餘
以
遺
取

者
不
怨
則
爲
廉
為
房
以
自
居
則
爲
智
有
蠆
以
自
衞
則
爲
勇
脩
是
數
德
而
又
能
知
天
時
以
協
人
事
則
夫
貪
賄
無

謀
亂
行
離
次
棄
君
事
讎
反
覆
變
詐
以
取
富
貴
利
祿
者
身
爲
蠆
尾
而
不
䘏
雖
其
形
則
人
也
使
其
居
深
山
中
與
不

知
甲
子
之
民
將
必
顚
到
五
行
以
爲
民
害
寧
不
爲
兹
物
之
愧
哉 

 
 

 

＊ 

「
石
蜜
木
蜜
」「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
五
十
二 

蟲
部 

蜜
」（
リ
ン
ク
先
は
私
の
電
子
化
注
）
に
、 

 
 

 

＊ 

石
蜜
は 

巖
石
に
生
ず
。
色
、
白
く
し
て
膏
の
ご
と
し
。
最
も
良
と
爲
す
。 

木
蜜
は 

樹
の
枝
に
懸
け
て
之
を
作
る
は
、
色
、
青
白
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。
同
書
の
記
載
は
、
や
や
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
、
や
や
不
満
足
な
の
で
（
但
し
、
そ
の
前
の
「
和

漢
三
才
圖
會
卷
第
五
十
二 

蟲
部 

蜂
」
で
は
蜜
蜂
を
扱
っ
て
い
る
の
で
読
ま
れ
た
い
）、
貝
原
益
軒
の

「
大
和
本
草
」
の
巻
十
四
の
「
陸
蟲 

蟲
之
下
」
の
「
蜂
蜜
」
が
、
本
邦
の
養
蜂
を
語
っ
て
い
て
面
白
い

の
で
、
電
子
化
し
よ
う
と
思
っ
た
（「
学
校
法
人
中
村
学
園
図
書
館
」
公
式
サ
イ
ト
内
に
あ
る
宝
永
六

（
一
七
〇
九
）
年
版
の
貝
原
益
軒
「
大
和
本
草
」
の
分
割P

D
F

版
の
こ
れ
の

13

コ
マ
目
か
ら
で
）
の
だ

https://zh.wikisource.org/wiki/%E6%99%9E%E9%AB%AA%E9%9B%86_(%E5%9B%9B%E5%BA%AB%E5%85%A8%E6%9B%B8%E6%9C%AC)/%E5%85%A8%E8%A6%BD
https://zh.wikisource.org/wiki/%E6%99%9E%E9%AB%AA%E9%9B%86_(%E5%9B%9B%E5%BA%AB%E5%85%A8%E6%9B%B8%E6%9C%AC)/%E5%85%A8%E8%A6%BD
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/03/post-7bf2.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/03/post-aa3c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/03/post-aa3c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/03/post-aa3c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/03/post-aa3c.html
https://www.nakamura-u.ac.jp/library/kaibara/archive01/pdf/b14.pdf


が
、
こ
れ
が
、
ま
た
、
同
条
自
体
、
か
な
り
長
い
。
躊
躇
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
し
て
、
サ
「
つ
く

ば
養
蜂
研
究
会
の
サ
イ
ト
「
ハ
チ
ド
ッ
ト
ネ
ッ
ト
」
の
こ
ち
ら
に
電
子
化
さ
れ
て
い
る
の
を
見
出
し
た
の

で
、
そ
れ
を
加
工
用
に
使
用
さ
せ
て
戴
き
な
が
ら
、
上
記
の
「
中
村
学
園
」
版
を
視
認
し
、
正
字
で
表
記

さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
し
た
。
原
文
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
で
、
訓
点
附
き
漢
文
で
あ
る
が
、
総
て
漢
字

ひ
ら
が
な
交
じ
り
と
し
、
漢
文
部
は
訓
点
に
従
っ
て
訓
読
し
た
。
但
し
、
送
り
仮
名
等
の
一
部
は
私
が
施

し
、
難
訓
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
推
定
で
歴
史
的
仮
名
遣
で
読
み
を
振
っ
た
。
益
軒
の
振
っ
た
読
み
は
カ

タ
カ
ナ
の
ま
ま
で
残
し
た
。
句
読
点
・
記
号
等
も
追
加
し
、
改
行
も
施
し
た
。 

 
 

 

＊ 

蜜
蜂 

「
本
草
」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
明
の
李
時
珍
の
「
本
草
綱
目
」。］
を
考
ふ
る
に
、「
石
蜜
」
あ
り
、

「
木
蜜
」
あ
り
、「
土
蜜
」
あ
り
、
人
家
に
養
ふ
家
蜜
あ
り
、
す
べ
て
、
四
種
な
り
。 

日
本
に
も
亦
、
此
の
四
種
あ
り
。 

「
石
蜜
」
は
高
山
の
岩
石
の
間
に
之
れ
を
作 な

す
。
其
の
蜂
、
常
の
蜜
蜂
に
異
り
、
黑
色
に
し
て
、
虻
に
似

る
。
日
本
に
も
、
處
々
、
之
れ
有
り
。 

「
木
蜜
」
は
、
陶
弘
景
曰
は
く
、「
樹
枝
に
か
け
て
、
巢
を
作
る
」
と
。
日
本
に
も
之
れ
有
り
。
人
家
に

養
ふ
も
、
本
、
是
れ
を
取
り
來
る
。
又
、
大
木
の
空
虛

う

ろ

の
内
に
房 ば

う

を
作
り
、
南
方
よ
り
小
穴
を
開
け
て
、

出
入
す
。
穴
、
大
な
れ
ば
、
熊
蜂
、
入
り
て
、
蜜
蜂
を
喰
ひ
殺
し
、
蜜
を
吸
ひ
取
る
。
山
に
あ
る
「
木

蜜
」
は
木
の
空
虛
の
内
に
房
を
作
る
者
、
多
し
。
枝
に
あ
る
は
稀
な
り
。 

「
土
蜜
」
は
山
の
崖
な
ど
、
か
は
き
た
る
土
中
に
房
を
作
る
。
是
れ
、「
土
蜜
」
は
日
本
に
も
稀
れ
に
、

之
れ
、
有
り
。 

人
家
に
養
ふ
者
、
此
の
三
種
は
、
同
じ
蜂
な
り
。
常
の
蜂
に
似
て
、
小
な
り
。
色
、
微
黃
な
り
。
常
に

は
、
人
を
螫 サ

ヽ

ず
、
人
さ
は
れ
ば
、
さ
す
。 

伊
勢
・
紀
州
・
熊
野
・
尾
張
・
土
佐
、
其
の
外
、
諸
國
よ
り
出
づ
。
土
佐
よ
り
出
づ
る
を
好
品
と
す
。
何

い
づ
れ

の
國
よ
り
出
で
て
も
、「
眞
蜜
」
を
好
し
と
爲 な

す
。 

蜂
房
の
内
、
處
々
に

自
お
の
づ
と

し
た
ゞ
り
、
た
ま
る
を
、
と
り
、
用
ゆ
。
是
れ
を
「
眞
蜜
」
と
す
。
生 な

ま

蜜 み
つ

な

り
。
上
品
と
す
。
藥
に
用
ふ
べ
し
。
蜂
房
を
煎
じ
出
だ
し
て
蜜
と
す
。
是
れ
は
下
品
な
り
。
藥
に
用
ひ

ず
。 

煮
熟
せ
ざ
る
生
蜜
を
も
ち
ひ
、
我
が
家
に
て
煉
熟
す
べ
し
。
藥
肆

や

く

し

に
賣
る
に
、「
眞
蜜
」
あ
り
、「
砂
糖

蜜
」
あ
り
、
擇
ぶ
べ
し
。「
黑
蜜
」
は
、
黑
砂
糖
に
酒
と
水
と
を
加
ヘ
、
煮
て
、
蜜
と
爲
す
。「
白
蜜
」

は
、
白
砂
糖
の
煮
汁
な
り
。
此
れ
、
二
品
は
用
ふ
べ
か
ら
ず
。
異
邦
・
諸
國
よ
り
來
る
に
も
、
眞
僞
あ

り
。
擇
び
用
ふ
べ
し
。
又
、
長
崎
に
て
、
蜜
煎
の
果 く

わ

も
、
糖
煎
多
し
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
の
部
分

（
原
文
『
長
崎
ニ
テ
蜜
煎
ノ
果
モ
糖
煎
多
シ
』
で
読
み
が
不
審
。「
長
崎
に
て
「
蜜
を
煎
じ
た
」
と
称
し

て
売
ら
れ
て
い
る
も
の
（「
果
」
を
法
律
用
語
の
「
天
然
果
実
」
の
意
で
と
る
。
販
売
用
の
成
果
物
の

「
果
」
で
あ
る
）
も
実
は
偽
物
の
糖
類
を
煎
じ
煮
つ
め
た
も
の
が
多
い
」
の
意
で
あ
ろ
う
か
。］ 

蜜
の
眞
僞
を
試
る
法
。
鐡
の
火
箸
を
、
赤
く
や
き
て
、
蜜
の
中
に
入
る
ゝ
に
、
た
ぎ
り
て
氣 イ

キ

の
出
づ
る
は

「
眞
蜜
」
な
り
。
烟

け
ぶ
り

出
づ
る
は
僞
な
り
。
是
れ
、
時
珍
が
說
な
り
。 

○
蜜
を
煉 ね

る
法
。
先
づ
、
陶
器
に
、
蜜
を
、
布
に
て
、
こ
し
て
入
れ
、
其
の
陶
器
を
、
鍋
に
沸
湯
を
わ
か

し
て
、
入
れ
、
重
湯

お

も

ゆ

に
て
湯
煎
し
、
浮
く
沫 あ

わ

を
箆 ヘ

ラ

に
て
、
す
く
ひ
去
り
、
蜜
を
、
少
し
、
水
に

滴
し
た
た
ら
せ

て
ゝ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
も
原
文
不
審
。『
滴
テ
ヽ
』。
こ
の
カ
タ
カ
ナ
の
反
復
記
号
「
ヽ
」
は
、
読
点
の

http://www.hachi.net/?a=./old_day/honzo/honzo
http://www.hachi.net/?a=./old_day/honzo/honzo


誤
り
で
は
な
い
か
と
私
は
判
断
す
る
。］、
珠
を
な
し
て
、
散
ら
ざ
る
を
、

度
た
び
た
び

と
爲 な

し
、
壺
に
納
め
貯
ふ

べ
し
。
百
六
十
匁
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
六
百
グ
ラ
ム
。］
を
煉
り
て
、
百
二
十
匁
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
四

百
五
十
グ
ラ
ム
。］
を
得
べ
し
。
此
く
の
ご
と
く
ず
れ
ば
、
年
を
へ
て
、
敗
せ
ず
。 

○
蜜
を
多
く
食
ふ
べ
か
ら
ず
。
溼
熱
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
つ
ね
つ
」。「
溼
」
は
「
濕
」
の
異
体
字
。

余
分
な
水
分
の
悪
質
な
気
が
身
体
に
滞
留
し
、
熱
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
状
態
。］
と
虫
𧏾
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：「
ち
ゆ
う
じ
つ
」。
虫
刺
さ
れ
の
よ
う
な
皮
膚
疾
患
。］
を
生
ず
。
小
兒
、
尤
も
戒
し
む
べ
し
。
生 な

ま

葱 ね
ぎ

・
萵
苣

ち

し

や

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
代
仮
名
遣
「
ち
し
ゃ
」。
レ
タ
ス
。］
と
同
食
す
べ
か
ら
ず
。
蜜
を
食
し

飽
き
て
、
鮓 す

し

を
食
へ
ば
、
暴
死
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
凄
い
言
い
方
や
ね
ん
！
？
！ 

但
し
、
小
児
の
摂
取
を
警
告
し
て
い
る
の
は
正
し

い
。「
乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
」
を
発
症
す
る
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
は
、
筋

力
低
下
を
引
き
起
こ
す
感
染
症
で
、
生
命
を
脅
か
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ル
ミ
ク
テ
ス
門 

F
irm

icu
tes 

ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
綱 

C
lo

strid
ia 

ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
目 

C
lo

strid
iales 

ク
ロ
ス
ト
リ
ジ

ウ
ム
科 

C
lo

strid
iaceae 

ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
属
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
・
ボ
ツ
リ
ヌ
ム
ボ
ツ
リ
ヌ
ス

（
菌
） 

C
lo

strid
iu

m
 b

o
tu

lin
u
m

 

の
芽
胞
（
細
菌
が
不
活
性
の
休
眠
形
態
に
な
っ
た
状
態
を
言
う
）
を
含

ん
だ
も
の
を
摂
取
し
た
乳
児
に
発
生
す
る
。
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
は
生
存
に
酸
素
を
必
要
と
し
な
い
嫌
気
性
細

菌
で
、
本
種
は
芽
胞
を
形
成
す
る
こ
と
で
過
酷
な
環
境
で
も
生
き
延
び
る
能
力
を
持
っ
て
お
り
、
環
境
が

よ
く
な
る
と
、
芽
胞
は
活
性
型
の
細
菌
に
戻
る
。
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
芽
胞
は
水
分
と
栄
養
が
あ
っ
て
、
同

時
に
酸
素
が
な
い
環
境
（
動
物
の
腸
管
等
）
で
活
性
型
細
菌
に
戻
る
。
乳
児
が
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
芽
胞
を

含
ん
だ
食
べ
も
の
を
摂
取
す
る
と
、
芽
胞
が
腸
内
で
活
性
型
細
菌
に
変
化
し
、
毒
素
を
作
り
出
し
て
し
ま

う
。
そ
の
機
序
に
は
不
明
な
点
も
多
い
が
、
こ
の
症
状
は
生
後
六
ヶ
月
未
満
の
乳
児
に
最
も
多
く
発
生
す

る
。
発
症
原
因
も
不
明
で
あ
る
が
、
一
部
で
は
ハ
チ
ミ
ツ
摂
取
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
お
り
、
現
在
、
医
師
は
十
二
ヶ
月
未
満
の
乳
児
に
蜂
蜜
を
与
え
な
い
よ
う
に
推
奨
し
て
い
る
。
殆
ん
ど

の
感
染
児
で
は
便
秘
を
初
症
状
と
す
る
。
次
に
筋
力
低
下
が
起
こ
り
、
顔
面
・
頭
部
に
始
ま
り
、
腕
・

脚
・
呼
吸
に
関
わ
る
筋
肉
に
伝
播
す
る
。
重
症
化
し
て
筋
緊
張
が
広
範
囲
に
消
失
、
呼
吸
困
難
に
陥
り
、

死
に
至
る
場
合
も
あ
る
（
主
に
「M

S
D

マ
ニ
ュ
ア
ル
家
庭
版
」
に
拠
っ
た
）
。］ 

蜜
蜂
の
蜜
を
作
る
は
、
春
の
末
よ
り
秋
の
末
ま
で
出
で
て
、
花
を
含
み
、
花
を
翅

ツ
バ
サ

と
足
の
間
に
挾 ハ

サ

み
、
或

い
は
、
花
の
汁
を
含
み
來
り
、
房
中
に
、
ぬ
り
付
け
て
、
釀

カ
モ
シ

て
蜜
と
な
す
。
酒
を
釀
す
が
ご
と
し
。
凡
そ

蜜
蜂
は
、
甚
だ
風
寒
を
畏 お

そ

る
。
冬
の
初
め
よ
り
、
出
で
ず
、
房
の
中
に
蟄
居
す
。
其
の
間
は
、
曾
て
釀
し

て
貯
へ
置
き
た
る
蜜
を
粮 か

て

と
し
、
食
ふ
。
蜜
は
蜂
の
粮
な
り
。
故
に
蜜
を
取
る
に
、
粮
を
殘
し
て
、
取
り

盡
さ
ず
。
取
盡
せ
ば
、
う
へ
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
死
す
。 

○
『
時
珍
云
は
く
、「
蜂
、
無
毒
の
花
を
采 ト

つ
て
釀
す
に
大
便
を
以
つ
て
し
て
蜜
と
成
す
。
所
謂
、
臭

腐
、
神
奇
を
生
ず
る
な
り
」。
陶
弘
景
曰
く
、「
凡
そ
、
蜂
、
蜜
を
作
る
、
皆
、
人
の
小
便
を
須 も

ち

ゆ
。
以
つ

て
諸
花
を
釀
し
て
、
乃

す
な
は

ち
、
和
熟
を
得
。
飴
を
作
る
に
、
蘗

き
は
だ

を
須
ゆ
る
に
似
た
る
な
り
」
。
李
中
梓
が

「
藥
性
解
」
に
云
は
く
、「
蜂
蜜
、
良 や

や

に
百
花
の
精
有
り
、
且
つ
、
人
の
溺

い
ば
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
小
便
。］

を
取
り
て
、
以
つ
て
、
之
れ
を
釀
す
」。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
蘗
」
ム
ク
ロ
ジ
目
ミ
カ
ン
科
キ
ハ
ダ
属
キ
ハ
ダ 

P
h
ello

d
en

d
ro

n
 a

m
u
ren

se 

。
内

皮
に
苦
味
が
あ
る
。
過
去
に
木
曽
で
キ
ハ
ダ
餅
を
作
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
現
在
は
長
野
県
大
町
市

平
の
「
キ
ハ
ダ
飴
本
舗
」
の
み
が
製
造
し
て
い
る
。「
李
中
梓
」
明
代
の
著
名
な
医
師
。「
藥
性
解
」
は
彼

https://www.msdmanuals.com/ja-jp/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0/16-%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87/%E7%B4%B0%E8%8F%8C%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87%EF%BC%9A%E5%AB%8C%E6%B0%97%E6%80%A7%E7%B4%B0%E8%8F%8C/%E4%B9%B3%E5%85%90%E3%83%9C%E3%83%84%E3%83%AA%E3%83%8C%E3%82%B9%E7%97%87


の
書
い
た
著
名
な
薬
学
書
・
処
方
書
で
正
式
に
は
「
雷
公
炮
製
藥
性
解
」
と
い
う
。］ 

○
蜜
蜂
を
家
に
久
し
く
養
ひ
て
、
能
く
知
る
者
、
數
人
の
說
を
委
し
く
聞
き
し
に
、
蜂
の
大
便
、
人
の
小

便
を
用
る
と
云
へ
る
說
、
甚
だ
非
な
り
。
蜂
、
毎
日
、
巢
の
内
よ
り
多
く
出
で
て
、
其
の
口
及
び
翅

ツ
バ
サ

の

間
、
股
の
間
に
花
を
挾 は

さ

み
來
り
て
、
房
に
、
ぬ
り
付
け
て
、
釀
し
成
せ
る
な
り
。
蜂
の
糞
は
、
皆
、
下
に

あ
つ
ま
る
。
時
々
、
是
れ
を
取
り
て
、
す
つ
。
す
て
ざ
れ
ば
、
虫
、
生
じ
て
、
害
あ
り
。
是
れ
、
蜜
は
蜂

の
糞
に
非
ず
。
蜂
の
蜜
を
釀
ス
す
は
、
粮
に
せ
ん
た
め
な
り
。
何
ぞ
、
我
が
糞
を
粮
と
し
て
食
す
べ
き

や
。
此
れ
、
理 り

な
し
。
又
、
人
の
小
便
は
、
け
が
ら
は
し
く
、
鹽 し

ほ

あ
り
、
こ
れ
を
加
ふ
べ
き
理
、
な
し
。

況
や
、
岩
蜜
・
木
蜜
・
土
蜜
は
山
中
無
人
の
處
に
あ
り
、
人
の
小
便
を
取
る
べ
か
ら
ず
。
凡
そ
、
蜜
は
、

百
花
の
淸
潔
な
る
精
液
を
用
ひ
て
作
り
出
せ
る
な
り
。
蜂
の
大
便
、
人
の
小
便
を
用
ゆ
と
云
ふ
事
、
返
す

か

へ

す

々
々

が

へ

す

、
ひ
が
言
な
り
。
信
ず
べ
か
ら
ず
。
古
人
の
博
洽

は
く
か
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
博
識
。］
と
雖
も
、

自
お
の
づ
か

ら
試

む
を
知
ら
ず
し
て
、

漫
み
だ
ら
な

る
說
、
傳
へ
誤
る
者
、
多
し
。
一
人
、
虛
を
傳
へ
れ
ば
、
萬
人
、
傳
へ
て
、
以

つ
て
實
と
爲
す
。
孟
子
曰
は
く
、
「
盡
く
、
書
を
信
ぜ
ば
、
書
無
き
に
如 し

か
ず
。」。
誠
な
る
か
な
、
斯
く

の
言 げ

ん

や
、
吾
、
蜜
蜂
の
爲 た

め

に
、
寃 ゑ

ん

を
訴
ふ
る
の
み
。 

○
蜂
房
は
、
蜂
、
每
年
、
改
め
て
作
る
。
家
に
養
ふ
は
、
蜂
房
を
わ
り
て
、
房
中
に

自
ヲ
の
づ
か
ら

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
ヲ
」
の
み
が
右
上
に
振
ら
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
。］
た
ま
れ
る
蜜
を
と
る
。
是
れ
、
上
品
な
り
。
藥

と
爲
す
べ
し
。
然
れ
ど
も
、
多
く
得
難
し
。
故
に
蜂
房
を
わ
り
て
、
三
分
の
一
は
殘
し
て
粮
と
爲
し
、
三

分
の
二
を
取
り
て
、
大
器
の
上
に
、
竹
を
、
わ
た
し
な
ら
べ
、
其
の
上
に
、
わ
り
取
り
た
る
蜂
房
を
置
き

て
天
日
に
曝 サ

ラ

せ
ば
、
蜜
、
煖
氣
に
と
け
て
、
器
中
に
滴
り
を
つ
る
を
取
る
。
是
れ
、
中
品
な
り
。
蜂
房
を

釜
に
入
れ
て
煮
て
、
蠟
を
取
り
、
其
の
あ
と
を
煎
じ
つ
め
て
、
蜜
と
す
。
是
れ
、
下
品
な
り
。
藥
ニ
入
る

べ
か
ら
ず
。
故
に
生
蜜
を
上
品
と
し
、
熟
蜜
を
下
品
と
す
。 

○
蜜
蠟
は
、
蜜
を
煎
じ
て
、
面

お
も
て

に
浮
ぶ
査 か

す

な
り
。
黃
蠟
と
云
ふ
。 

 
 

 

＊ 

私
は
「
大
和
本
草
」
の
水
族
の
部
の
全
電
子
化
注
を
終
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
面
白
く
、
ま
た
、
こ
れ

ほ
ど
益
軒
に
全
共
感
出
来
た
記
載
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。 

「
其
名
は
美
知
と
い
ふ
も
實
は
漢
音
也
」
源
順
の
「
和
名
類
聚
抄
」
の
巻
十
九
「
蟲
豸
部
第
三
十
一
」
の

第
二
百
四
十
に
、 

 
 

 

＊ 

蜜
蜂

ミ
ツ
ハ
チ

【
蜚
零
附
】
方
言
注
に
云
は
く
、「
蜜
蜂
」【
は
和
名
「
美
知
」。「
波
知
蜜
」
は
「
飮
食
の
部
に
見

ゆ
」。】
黒
蜂
は
竹
木
に
在
り
て
孔
を
爲
す
。
又
、
室
に
有
る
者
や
、「
本
草
」
に
云
は
く
、「
蜜
蜂
子
」。

一
名
、「
蜚
零
」
【
今
、
案
ず
る
に
「
蜚
」
は
、
古
く
「
飛
」
の
字
な
り
。】。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。
こ
の
附
帯
す
る
「
蜚
零
」
と
い
う
の
は
、
少
な
く
と
も
現
代
中
国
語
で
は
ミ
ツ
バ
チ
類
を
指
さ

な
い
。
膜
翅
（
ハ
チ
）
目
細
腰
（
ハ
チ
）
亜
目
ス
ズ
メ
バ
チ
上
科
ス
ズ
メ
バ
チ
科
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
亜
科 

P
o

listin
ae 

の
種
群
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。 

「
推
古
帝
の
朝
、
百
濟
の
王
子
豐
璋
、
蜜
蜂
を
三
輪
山
に
放
ち
飼
は
ん
と
せ
し
も
蕃
殖
せ
ず
」「
日
本
書

紀
」
巻
第
二
十
四
の
皇
極
天
皇
二
（
六
四
三
）
年
の
条
の
末
尾
に
、 

 
 

 

＊ 

是
歲
、
百
濟
の
太
子
餘
豐

よ

ほ

う

、
密
蜂
の
房 す

四 よ

枚 ひ
ら

を
以
つ
て
、
三
輪
山
に
放
ち
養 か

ふ
。
而
れ
ど
も
、
終
に
蕃
息

う

ま

は

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23644500/index.html


ら
ず
。 

 
 

 
＊ 

と
あ
る
。
扶
余
豊
璋
（
ふ
よ 

ほ
う
し
ょ
う 

生
没
年
不
詳
）
は
百
済
最
後
の
王
で
あ
っ
た
義
慈
王
（
在

位
：
六
四
一
年
～
六
六
〇
年
）
の
王
子
。「
日
本
書
紀
」
で
の
表
記
は
「
餘
豐
璋
」「
餘
豊
」「
豐
璋
」「
豐

章
」
本
邦
に
滞
在
中
に
百
済
本
国
が
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
滅
ぼ
さ
れ
た
た
め
、
百
済
を
復
興
す
べ
く
帰
国

し
た
が
、
復
興
は
果
た
せ
な
か
っ
た
（
詳
し
く
は
彼
の
ウ
ィ
キ
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
こ
の
シ
ー
ク
エ
ン

ス
は
、
亡
国
の
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
、
私
に
は
何
か
哀
し
い
も
の
と
し
て
映
像
化
さ
れ
る
。 

「
藤
岡
・
平
出
二
氏
日
本
風
俗
史
上
編
六
三
頁
」
藤
岡
作
太
郎
・
平
出
鏗 こ

う

二
郎

じ

ろ

う

共
著
。
明
三
〇
（
一
八
九

七
）
年
東
陽
堂
刊
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
で
当
該
箇
所
が
読
め
る
（
左
ペ

ー
ジ
三
行
目
）。
し
か
し
、
こ
の
引
用
指
示
も
熊
楠
ら
し
く
な
い
。「
日
本
書
紀
」
と
堂
々
と
言
え
ば
よ

い
。 

「
延
喜
式
、
諸
州
の
貢
物
を
列
せ
る
に
、
蜜
蜂
を
擧
げ
ず
と
記
憶
す
」
こ
れ
は
熊
楠
の
勘
違
い
。
日
本
養

蜂
協
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
日
本
の
養
蜂
の
歴
史
」
に
、『
日
本
で
は
じ
め
て
ミ
ツ
バ
チ
の
こ
と
が
史
上
に

現
れ
た
の
は
「
日
本
書
紀
」
の
』
推
古
三
五
（
六
二
七
）
年
の
『
く
だ
り
に
「
夏
五
月
、
蝿
有
り
、
聚
集

れ
り
、
そ
の
凝
り
累
な
る
こ
と
十
丈
ば
か
り
、
虚
に
浮
か
び
て
以
て
信
濃
坂
を
越
ゆ
。
鳴
く
音
雷
の
如

し
。
す
な
わ
ち
東
の
か
た
上
野
国
に
至
て
散
り
ぬ
」
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
頃
は
一
般
に
は
「
蜜

蜂
」
と
い
う
文
字
も
言
葉
も
な
く
、
こ
れ
を
蝿
の
群
れ
と
呼
ぶ
ほ
か
表
現
の
方
法
が
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
』。
以
下
ダ
ブ
る
が
、『
文
献
上
で
「
蜜
蜂
」
の
語
が
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
は
「
日
本
書
紀
」
の
』
皇

極
二
（
六
四
三
）
年
の
『
く
だ
り
に
出
て
く
る
「
百
済
の
太
子
余
豊
、
蜜
蜂
の
房
四
枚
を
も
っ
て
三
輪
山

に
放
ち
、
養
う
。
し
か
れ
ど
も
つ
い
に
蕃
息
（
う
ま
わ
）
ら
ず
」 

と
い
う
記
載
で
す
。
百
済
人
の
余
豊

が
奈
良
の
三
輪
山
で
養
蜂
を
試
み
た
け
れ
ど
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
い
う
記
録
で
、
こ
れ
が
日
本
に
お
け

る
養
蜂
の
は
じ
め
だ
と
い
う
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
ま
す
。』『
奈
良
時
代
に
は
、
は
ち
み
つ
は
三
韓
な
ど

か
ら
貢
物
と
し
て
献
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
』、
天
平
一
一
（
七
三
九
）
年
に
『
対
岸
の
渤
海
国

か
ら
「
文
王
致
聖
武
天
皇
書
」
に
添
え
て
』「
大
蟲
皮
、
羆
皮
各
七
張
、
豹
皮
六
張
、
人
參
三
十
斤
、
蜜

三
斤
」
と
『
は
ち
み
つ
が
献
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
蜜
』
三
『
斤
が
豹
の
皮
』
六
『
張
と
同
格
に
扱
わ
れ

る
ほ
ど
、
貴
重
な
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
』。
天
平
宝
字
四
（
七
六
〇
）
年
に
は
、
五
『
大

寺
に
使
を
遺
わ
し
、
毎
寺
雑
薬
』
二
『
櫃
と
、
蜜
缶
』
一
『
口
と
を
施
す
と
あ
り
、
貴
重
な
薬
と
し
て
も

使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。（
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
）』
と
あ
り
、『
平
安
時
代
に

な
る
と
、
国
内
で
も
蜜
を
献
上
し
て
い
た
記
録
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
』。
「
延
喜
式
」（
九
〇
五
年

～
九
二
七
年
）
に
は
、「
蜜
、
甲
斐
國
一
升
、
相
模
國
一
升
、
信
濃
國
一
升
、
能
登
國
一
升
五
合
、
越
後
國

一
升
五
合
、
備
中
國
一
升
、
備
後
國
二
升
」
と
『
あ
り
、
別
の
箇
所
に
は
』
「
攝
津
國
蜂
房
（
蜜
の
貯
ま
っ

た
巣
）
七
兩
、
伊
勢
國
蜂
房
一
斤
十
二
兩
」
を
『
献
上
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
蜂
房
と
は
、
は
ち

み
つ
の
貯
ま
っ
た
巣
の
こ
と
で
す
か
ら
、
は
ち
み
つ
だ
け
で
な
く
、
蜜
巣
ま
で
献
上
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
』
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
因
み
に
以
下
、『
源
氏
物
語
の
「
鈴
虫
」
の
巻
の
冒
頭
に
は
、「
荷
葉
の
方
を

あ
わ
せ
た
る
名
香
、
蜜
を
か
く
し
ほ
ろ
ろ
げ
て
、
た
き
匂
は
し
た
る
」
と
あ
り
、
当
時
、
は
ち
み
つ
で
香

を
練
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
平
安
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
に
は
、「
今
鏡
」
で
は
貴
族
が
、「
今
昔

物
語
」
で
は
庶
民
の
間
で
ミ
ツ
バ
チ
が
飼
わ
れ
て
い
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
か
ら
中
世

に
か
け
て
の
間
で
は
、
文
献
上
に
養
蜂
関
係
の
記
載
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
』
と
あ
っ
て
、
当
時
の
朝
廷
の
連

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%89%B6%E4%BD%99%E8%B1%8A%E7%92%8B
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/767966/61
http://www.beekeeping.or.jp/beekeeping/history/japan
http://www.beekeeping.or.jp/beekeeping/history/japan


中
は
、
ガ
ッ
ツ
リ
、
蜂
蜜
を
民
草
か
ら
奪
取
し
、
舐
め
食
っ
と
る
ぜ
よ
！ 

「
予
が
大
英
博
物
館
に
て
閱
せ
し̓B

rev
e R

ag
g
u
ag

lio
 d

el G
iap

o
n
e ristam

p
ato

 in
 F

iren
ze,̓1

5
8

5

（
天
正
十

三
年
、
九
州
の
諸
族
が
羅
馬
に
派
遣
せ
る
使
節
よ
り
、
聞
く
所
を
板
行
せ
る
也
）
に
、
日
本
に
蜜
蜂
無
け

れ
ば
、
蜜
も
蜜
蠟
も
無
し
、
其
代
り
に
一
種
の
木
あ
り
、
好
季
節
を
以
て
之
を
傷
け
、
出
る
汁
を
蒸
溜
し

て
蠟
代
り
の
品
を
採
れ
ど
も
、
蜜
蠟
程
稠
厚
な
ら
ず
と
有
る
は
、
漆
の
事
を
言
る
に
や
」
書
名
は
「
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
で
転
載
（
増
刷
？
）
さ
れ
た
日
本
に
就
い
て
の
短
い
要
約
」
か
。
岩
手
県
浄
法
寺
町
発
信
の
サ

イ
ト
「
う
る
し
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
の
「
漆
の
木 

い
ろ
い
ろ
な
使
い
方 

漆
の
実
で
作
っ
た
蝋

燭
（
ろ
う
そ
く
）」
に
、『
漆
の
実
も
ま
た
、
昔
の
人
々
の
生
活
を
支
え
る
大
切
な
も
の
で
し
た
』。『
漆
の

実
は
「
蝋
分
」（
ろ
う
ぶ
ん
）
と
い
う
成
分
を
含
ん
で
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
』
三
十
『
年
代
ま

で
、
こ
の
蝋
分
を
絞
り
出
し
て
、
蝋
燭
（
ろ
う
そ
く
）
や
鬢
付
油
（
び
ん
つ
け
あ
ぶ
ら
）
な
ど
の
化
粧
品

の
原
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
』。『
鬢
付
油
は
日
本
髪
を
結
う
時
に
髪
型
を
整
え
る
た
め
の
整
髪

料
の
こ
と
で
、
力
士
が
髷
（
ま
げ
）
を
結
う
時
な
ど
に
使
わ
れ
る
も
の
で
す
』。『
漆
の
樹
液
は
、
木
の
器

を
美
し
く
、
ま
た
丈
夫
な
も
の
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
漆
の
実
は
、
電
気
の
な
い
時
代
に
、

人
々
の
暮
ら
し
に
火
を
灯
し
、
ま
た
、
人
々
の
装
（
よ
そ
お
）
い
を
美
し
く
整
え
て
く
れ
た
の
で
す
』
と

あ
り
、
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
貴
重
な
漆
蠟
燭
と
普
通
の
蠟
燭
の
灯
し
た
光
の
違
い
が
画
像
で
見
ら
れ
る
。

江
戸
の
夜
を
照
ら
し
た
の
は
、
暖
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
で
あ
っ
た
。
な
お
、
引
用
で
は
『
江
戸
時
代
か
ら
』

と
言
っ
て
い
る
が
、
熊
楠
の
謂
い
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、「
漆
蠟
」
は
既
に
戦
国
時
代
に
一
般
化
し
て
い

た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
リ
ン
ク
の
一
ペ
ー
ジ
目
に
も
載
っ
て
い
る
が
、
明
治
期
に
「
お
雇
い

外
国
人
」
と
し
て
来
日
し
、
東
京
大
学
で
教
え
、
進
化
論
を
本
邦
に
移
植
し
た
一
方
、
大
森
貝
塚
を
発
見

し
、
本
邦
各
地
を
精
力
的
に
探
訪
し
た
ア
メ
リ
カ
人
動
物
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー
・
モ
ー

ス
（E

d
w

ard
 S

y
lv

ester M
o
rse 

一
八
三
八
年
～
一
九
二
五
年
）
が
一
九
一
七
年
に
出
版
し
た"Ja

p
a
n
 

D
a
y b

y D
a
y"

で
、
現
在
の
岩
手
県
二
戸

に

の

へ

市
附
近
を
通
っ
た
際
に
見
か
け
た
「
漆
採
り
」
の
図
を
載
せ
、
解

説
も
し
て
い
る
。
私
は
既
に
同
書
訳
を
総
て
電
子
化
注
し
て
い
る
。
そ
の
「
日
本
そ
の
日
そ
の
日 
Ｅ
．

Ｓ
．
モ
ー
ス
（
石
川
欣
一
訳
） 

第
十
四
章 

函
館
及
び
東
京
へ
の
帰
還 

５ 

二
戸
辺
り
」
を
見
ら
れ

た
い
。
解
説
部
と
私
の
附
し
た
注
を
引
い
て
お
く
。
図―

4
2
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は
こ
ち
ら
。 

は
こ
ち
ら
。 

 
 

 

＊ 

 

昼
間
通
過
し
た
村
は
、
い
つ
で
も
無
人
の
境
の
観
が
あ
っ
た
。
少
数
の
老
衰
し
た
男
女
や
、
小
さ
な
子

供
は
見
受
け
ら
れ
た
が
、
他
の
人
々
は
、
い
ず
れ
も
田
畑
で
働
く
か
、
あ
る
い
は
家
の
中
で
忙
し
く
し
て

い
た
。
こ
れ
は
こ
の
国
民
が
如
何
に
一
般
的
に
勤
勉
で
あ
る
か
を
、
示
し
て
い
る
。
人
々
は
一
人
残
ら
ず

働
き
、
み
ん
な
貧
乏
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
窮
民
は
い
な
い
。
我
国
で
は
、
大
工
場
で
行
わ
れ
る

多
く
の
産
業
が
、
こ
こ
で
は
家
庭
で
行
わ
れ
る
。
我
々
が
工
場
で
大
規
模
に
行
う
こ
と
を
、
彼
等
は
住
宅

内
で
や
る
の
で
、
村
を
通
り
ぬ
け
る
人
は
、
紡
績
、
機
織
、
植
物
蠟
の
製
造
、
そ
の
他
の
多
く
が
行
わ
れ

て
い
る
の
を
見
る
。
こ
れ
等
は
家
族
の
全
員
、
赤
坊
時
代
を
過
ぎ
た
子
供
か
ら
、
盲
の
老
翁
、
考
婆
に
至

る
迄
が
行
う
。
私
は
京
都
の
陶
器
業
者
に
、
殊
に
こ
の
点
を
気
づ
い
た
。
一
軒
の
家
の
前
を
通
っ
た
時
、

木
の
槌
を
叩
く
大
き
な
音
が
私
の
注
意
を
引
い
た
。
こ
の
家
の
人
人
は
、
ぬ
る
で
の
一
種
の
種
子
か
ら
取

得
す
る
、
植
物
蠟
を
つ
く
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
蠟
で
日
本
人
は
蠟
燭
を
つ
く
り
、
ま
た
弾
薬
筒
製
造
の

た
め
、
米
国
へ
何
ト
ン
と
輸
出
す
る
。
昨
年
国
へ
帰
っ
て
い
た
時
、
私
は
コ
ネ
テ
イ
カ
ッ
ト
州
ブ
リ
ッ
ジ

http://www.tohoku21.net/japan/03/03_02/03_02_01_01.html
http://www.tohoku21.net/japan/03/03_02/03_02_01_01.html
http://www.tohoku21.net/japan/03/03_02/03_02_01_01.html
http://www.tohoku21.net/japan/03/03_02/03_02_01_02.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23535597/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/07/post-63aa.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/07/post-63aa.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/m429.jpg


ポ
ー
ト
の
弾
薬
筒
工
場
を
訪
れ
た
所
が
、
工
場
長
の
ホ
ッ
プ
ス
氏
が
、
同
工
場
で
は
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
両

国
の
陸
軍
の
為
に
、
何
百
万
と
い
う
弾
薬
筒
を
つ
く
っ
て
い
る
が
、
そ
の
全
部
に
日
本
産
の
植
物
蠟
を
塗

る
と
話
し
た
。
こ
こ
、
北
日
本
で
も
、
同
国
の
他
の
地
方
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
蠟
を
つ
く
る
。
先
ず
種

子
を
集
め
、
反
鎚

そ
り
づ
ち

で
粉
末
に
し
、
そ
れ
を
竈

か
ま
ど

に
入
れ
て
熱
し
、
竹
の
小
割
板
で
つ
く
っ
た
丈
夫
な
袋
に
入

れ
、
こ
の
袋
を
巨
大
な
材
木
に
あ
る
四
角
い
穴
の
中
に
置
く
。
次
に
袋
の
両
側
に
楔

く
さ
び

を
入
れ
、
二
人
の
男

が
柄
の
長
い
槌
を
力
ま
か
せ
に
振
っ
て
楔
を
打
ち
込
ん
で
、
袋
か
ら
液
体
蠟
を
し
ぼ
り
出
す
。
す
る
と
蠟

は
穴
の
下
の
桶
に
流
れ
込
む
こ
と
、
図4

2
9

に
示
す
如
く
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
植
物
蠟
」
木
蠟

も
く
ろ
う

（
生
蠟

き

ろ

う

と
も
呼
ぶ
）
は
当
時
は
主
に
ハ
ゼ
蠟
で
、
他
に
ウ
ル
シ
蠟

が
あ
っ
た
。
ウ
ィ
キ
の
「
蝋
」
に
よ
れ
ば
、
ハ
ゼ
蠟
は
ム
ク
ロ
ジ
目
ウ
ル
シ
科
ウ
ル
シ
属
ハ
ゼ
ノ
キ 

T
o
xico

d
en

d
ro

n
 su

cced
a
n
eu

m
  

の
果
実
か
ら
作
ら
れ
る
蠟
で
、
『
主
と
し
て
果
肉
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
果
肉
と
種
子
を
分
離
せ
ず
に
抽
出
し
た
も
の
で
は
種
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
の
混
合
物
と
な
る
。

伝
統
的
に
は
蒸
篭
で
蒸
し
て
加
熱
し
た
果
実
を
大
き
な
鉄
球
と
こ
れ
が
は
ま
り
込
む
鉄
製
容
器
の
間
で
圧

搾
す
る
玉
締
め
法
が
、
近
代
工
業
的
に
は
溶
剤
抽
出
法
が
用
い
ら
れ
る
。
日
本
で
は
主
に
島
原
半
島
な
ど

の
九
州
北
部
や
四
国
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
和
蝋
燭
や
木
製
品
の
つ
や
出
し
に
用
い
ら
れ
る
。
日
本
以
外

で
は"Jap

an
 w

ax"

と
呼
ば
れ
、
明
治
・
大
正
時
代
に
は
有
力
な
輸
出
品
で
あ
っ
た
』
が
本
邦
で
の
生
産
は

衰
退
し
た
。
二
十
一
世
紀
初
頭
の
現
在
に
お
い
て
は
『
海
外
で
人
気
が
復
活
し
て
い
る
が
、
日
本
国
内
で

の
生
産
量
は
減
少
の
一
途
で
、
特
に
良
質
の
製
品
が
得
ら
れ
る
玉
締
め
法
を
行
っ
て
い
る
生
産
者
は
長
崎

県
島
原
市
に
わ
ず
か
に
残
る
の
み
で
あ
る
。
木
蝋
の
主
成
分
は
ワ
ッ
ク
ス
・
エ
ス
テ
ル
で
は
な
く
、
化
学

的
に
は
中
性
脂
肪
で
あ
る
』
。
主
成
分
は
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
の
ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
で
あ
る
。
一
方
の
ウ
ル
シ

蠟
は
ハ
ゼ
ノ
キ
と
近
縁
な
ウ
ル
シ
科
ウ
ル
シ T

o
xico

d
en

d
ro

n
 vern

iciflu
u
m

 

の
果
実
か
ら
採
取
す
る
ハ
ゼ

蝋
と
性
質
の
よ
く
似
た
木
蠟
で
あ
る
が
、
ハ
ゼ
蠟
に
押
さ
れ
、
『
現
在
の
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
生
産
さ
れ

て
い
な
い
』
。
主
成
分
は
ハ
ゼ
蝋
と
同
じ
、
と
あ
る
。
こ
の
図4

2
9

に
相
当
す
る
装
置
を
ネ
ッ
ト
上
で
探

し
た
が
見
当
た
ら
な
い
。
モ
ー
ス
の
ス
ケ
ッ
チ
は
も
は
や
失
わ
れ
た
蠟
造
り
の
実
際
を
伝
え
る
貴
重
な
も

の
と
言
え
る
。 

「
弾
薬
筒
」
原
文" th

e cartrid
g
e"

。
明
ら
か
に
薬
莢
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
モ
ー
ス
が
詳
述
す
る
よ
う
な
事

実
と
本
邦
産
の
そ
れ
が
、
明
治
の
初
め
か
ら
、
多
量
に
、
殺
人
兵
器
の
必
要
原
料
と
し
て
、
多
量
に
輸
出

さ
れ
続
け
て
い
た
と
い
う
事
実
を
私
は
初
め
て
知
っ
た
。
］ 

 
 

 

＊ 

な
お
、
こ
の
天
正
十
三
年
の
三
年
前
の
一
五
八
二
年
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
用
い
ら
れ
る
西
暦
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
の
主
導
で
ユ
リ
ウ
ス
暦
か
ら
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
へ
改
暦
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
の

導
入
状
況
は
国
に
よ
っ
て
異
な
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
国
（
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
）
で

は
早
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
国
（
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
北
欧
等
）
や
独
自
の
国
教
を
持
つ
国
（
イ
ギ

リ
ス
・
ロ
シ
ア
・
ギ
リ
シ
ャ
等
）
で
は
後
れ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
の
実
施
が
最
も
早
か
っ
た
国
々
で
は
、

ユ
リ
ウ
ス
暦
一
五
八
二
年
十
月
四
日
木
曜
日
の
翌
日
を
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
五
八
二
年
十
月
十
五
日
金
曜

日
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
使
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
（
こ
こ
は
ウ
ィ
キ
の
「
天
正
」
の
「
西
暦
の
改
暦
」

の
条
に
拠
っ
た
）。 

「
日
吉
山
王
利
生
記
卷
三
に
蜂
は
山
王
の
使
者
と
見
え
」「
日
吉
山
王
利
生
記
」
は
「
ひ
え
さ
ん
の
う
り

し
や
う
き
（
ひ
え
さ
ん
の
う
り
し
ょ
う
き
）」
と
読
む
。
鎌
倉
後
期
の
成
立
と
さ
れ
る
。
著
者
は
未
詳
。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%9D%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E6%AD%A3


近
江
坂
本
に
鎮
座
す
る
山
王
権
現
を
廻
る
霊
験
譚
を
集
め
た
神
道
書
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
「
續
群
書
類
從
」（
写
本
）
の
こ
こ
で
現
認
出
来
る
（
左
頁
後
ろ
か
ら
三
行
目
）。 

「
十
訓
抄
一
に
、
余
五
太
夫
、
蜂
が
蜘
蛛
の
巢
に
掛
か
れ
る
を
救
ひ
し
返
酬
に
、
蜂
群
來
て
助
勢
し
、
敵

を
亡
ぼ
し
け
れ
ば
、
死
し
た
る
蜂
の
跡
弔
は
ん
と
て
、
寺
を
建
た
る
話
有
れ
ど
も
、
特
に
蜜
蜂
と
は
記
さ

ず
」「
十
訓
抄
」
は
私
は
「
じ
つ
き
ん
せ
う
（
じ
っ
き
ん
し
ょ
う
）」
と
読
む
こ
と
に
し
て
い
る
。
鎌
倉

前
・
中
期
に
成
立
し
た
教
訓
説
話
集
。
写
本
の
一
つ
で
あ
る
妙
覚
寺
本
奥
書
に
よ
っ
て
、
六
波
羅
二
﨟

（
ろ
く
は
ら
に
ろ
う
）
左
衛
門
入
道
と
す
る
の
が
通
説
で
、
こ
れ
は
鎌
倉
幕
府
御
家
人
湯
浅
宗
業
（
む
ね

な
り 

建
久
六
（
一
一
九
五
）
年
～
？
：
紀
伊
保
田
荘
の
地
頭
で
、
在
京
し
て
六
波
羅
探
題
に
仕
え
た
。

弘
長
二
（
一
二
六
二
）
年
に
出
家
し
、
か
の
明
恵
に
帰
依
し
、
智
眼
と
号
し
た
）
の
通
称
と
も
さ
れ
る

が
、
一
方
で
公
卿
菅
原
為
長
（
保
元
三
（
一
一
五
八
）
年
～
寛
元
四
（
一
二
四
六
）
年
：
鎌
倉
初
期
の
学

者
。
文
章
博
士
・
参
議
兼
勘
解
由
長
官
で
有
職
故
実
に
通
じ
た
）
と
す
る
説
も
あ
る
。
建
長
四
（
一
二
五

二
）
年
の
序
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
柴
田
宵
曲 

續
妖
異
博
物
館 

蜂
」
の
注
で
既
に
電
子
化
し
て
あ
る
。
結

構
、
好
き
な
話
で
あ
る
。
リ
ン
ク
先
は
、
蜂
譚
（
漢
籍
も
一
つ
含
む
）
を
判
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
の

で
、
未
読
の
方
は
、
是
非
、
ど
う
ぞ
。］ 

                        

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2553618/27
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2553618/27
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2553618/27
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2553618/27
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/11/post-3a88.html


 
○
蝶
、
倭
漢
三
才
圖
會
卷
六
八
云
く
、
立
山
有
地
獄
道
追
分
地
藏
堂
、
每
歲
七
月
十
五
日
夜
、
胡
蝶
數

多
出
遊
、
舞
於
此
原
、
呼
曰
生
靈
市
、
此
蝶
は
生
靈
の
化
す
る
所
と
云
義
に
や
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ウ
ィ
キ
の
「
チ
ョ
ウ
」
の
「
伝
承
」
の
項
を
引
く
。『
世
界
各
地
に
チ
ョ
ウ
が
人
の

死
や
霊
に
関
連
す
る
観
念
が
見
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
チ
ョ
ウ
は
復
活
の
象
徴
と
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ャ

で
は
チ
ョ
ウ
は
魂
や
不
死
の
象
徴
と
さ
れ
る
』。『
ビ
ル
マ
語
に
至
っ
て
は
〈
チ
ョ
ウ
〉
を
表
す
語
』
で
あ

る
「
レ
イ
ッ
ピ
ャ
ー
」
が
『
そ
の
ま
ま
〈
魂
〉
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
』。『
日
本
で
も

栃
木
県
宇
都
宮
市
で
、
盆
時
期
の
黒
い
チ
ョ
ウ
に
は
仏
が
乗
っ
て
い
る
と
い
い
、
千
葉
県
で
も
夜
の
チ
ョ

ウ
を
仏
の
使
い
と
い
う
』。『
チ
ョ
ウ
を
死
霊
の
化
身
と
み
な
す
地
方
も
あ
り
、
立
山
の
追
分
地
蔵
堂
で

「
生
霊
の
市
」
と
い
っ
て
、
毎
年
』
七
月
十
五
日
の
『
夜
に
多
数
の
チ
ョ
ウ
が
飛
ぶ
と
い
う
』（
後
注
参

照
）。『
秋
田
県
山
本
郡
で
は
チ
ョ
ウ
の
柄
の
服
を
好
む
者
は
短
命
だ
と
い
う
』。『
高
知
県
の
伝
説
で
は
、

夜
ふ
け
の
道
で
無
数
の
白
い
蝶
が
雪
の
よ
う
に
舞
い
、
息
が
詰
ま
る
ほ
ど
に
人
に
ま
と
わ
り
つ
き
、
こ
れ

に
遭
う
と
』、『
病
気
を
患
っ
て
死
ぬ
と
い
わ
れ
る
怪
異
が
あ
り
、
同
県
香
美
郡
富
家
村
（
現
・
香
南
市
）

で
は
こ
れ
を
横
死
し
た
人
間
の
亡
霊
と
伝
え
て
い
る
』。『「
春
に
最
初
に
白
い
チ
ョ
ウ
を
見
る
と
、
そ
の

年
の
内
に
家
族
が
死
ぬ
」「
チ
ョ
ウ
が
仏
壇
や
部
屋
に
現
れ
る
の
は
死
の
前
兆
」
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ

る
』。］『
奥
州
白
石
で
は
、
チ
ョ
ウ
が
大
好
き
だ
っ
た
女
性
が
死
に
、
遺
体
か
ら
虫
が
湧
い
て
無
数
の
チ

ョ
ウ
と
化
し
た
と
い
う
話
が
伝
わ
る
。
ま
た
』、『
秋
田
県
上
総
川
の
上
流
で
、
か
つ
て
備
中
と
い
う
侍
が

沼
に
落
ち
て
死
に
、
チ
ョ
ウ
に
化
身
し
て
沼
に
住
み
着
き
、
現
在
に
至
る
ま
で
曇
っ
た
日
や
月
の
夜
に
飛

び
上
が
っ
て
人
を
脅
か
す
と
い
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
こ
の
沼
を
備
中
沼
、
ま
た
は
別
蝶
沼
と
も
い
う
』
と

あ
る
。
私
は
何
度
も
語
っ
て
い
る
の
だ
が
、
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
五
十
二 

蟲
部 
蝶
」
の
注
で
示
し

た
如
く
、
意
外
の
感
を
持
た
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
実
は
古
来
、
蝶
は
必
ず
し
も
、
美
し
く
愛
で
る
も

の
と
し
て
一
般
に
認
知
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
実
は
、
な
い
。
例
え
ば
、
一
九
七
八
年
築
地
書
館
刊
の
今

井
彰
氏
の
「
蝶
の
民
俗
学
」
に
よ
れ
ば
（
私
の
長
い
愛
読
書
の
一
冊
で
あ
る
）、「
万
葉
集
」
に
は
蝶
を
直

接
歌
っ
た
歌
が
な
い
。
即
ち
、
古
え
に
於
い
て
は
、
蝶
は
な
ん
ら
か
の
不
吉
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
蝶
が
多
く
棲
息
す
る
の
は
、
市
中
で
は
な
く
、
相

対
的
に
緑
の
多
い
都
会
の
辺
縁
部
で
あ
っ
て
、
そ
こ
は
古
く
は
イ
コ
ー
ル―

―

死
ん
だ
者
の
亡
骸
を
遺

棄
・
風
葬
・
埋
葬
す
る
べ
き
触
穢
の
空
間―

―

で
あ
り―

―

死
と
生
の
境
界―

―

で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
こ

に
白
く
空
を
浮
遊
す
る
対
象
物
は
容
易
に
死
者
の
霊
魂
を
想
起
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
遺
体
の
体
液
を
吸

う
た
め
に
蝶
が
群
が
る
と
い
う
シ
ー
ク
エ
ン
ス
も
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
清
少
納
言
や
「
虫
愛
ず
る

姫
君
」
の
虫
女

む
し
じ
ょ

カ
ル
チ
ャ
ー
以
前
に
、
死
後
の
世
界
や
霊
界
と
ア
ク
セ
ス
す
る
回
路
の
虚
空
を―

―

白
昼
夜

間
も
問
わ
ず―

―

こ
そ
、
蝶
や
蛾
は―

―

実
は
跳
梁
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
？ 

と
私
は
思
う
の
で

あ
る
。 

「
倭
漢
三
才
圖
會
卷
六
八
云
く
、…

…

」
地
誌
部
の
「
越
中
」
の
部
の
「
立
山
權
現
」
の
解
説
中
の
一

節
。
但
し
、
非
常
に
長
い
の
で
、
当
該
部
を
含
む
「
室
堂
」
パ
ー
ト
だ
け
を
原
本
よ
り
電
子
化
す
る
。
原

文
は
カ
ッ
ト
し
て
、
訓
点
に
従
っ
て
私
が
一
部
（
記
号
を
含
む
）
を
補
っ
て
訓
読
し
た
も
の
の
み
に
示

す
。
読
み
の
〔 

〕
は
私
が
推
定
で
附
し
た
も
の
。
歴
史
的
仮
名
遣
の
誤
り
は
マ
マ
。 

 
 

 

＊ 

○
室
堂

む
ろ
だ
う 

【
此
の
地
よ
り
絶
頂
に
至
る
。
凡
そ
一
里
に
八
町
。】
左
に
、
山
、
有
り
、「
三
寳
崩

く
ず
れ

」
と
名
づ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%83%A7%E3%82%A6
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/04/post-2c8e.html


く
。
昔
、
飛
驒
の
小

萱

鄕

こ
か
や
の
〔
さ
と
〕

に
北
山
石
藏
と
い
ふ
者
有
り
。
性
、
貪
欲
・
猛
惡
に
し
て
、

毎
〔
つ
ね
〕

に
物
の
命

を
殺
し
、
人
を
害
し
、
遂
に

自

〔
お
の
づ
か
ら
〕

變
じ
て
鬼
神
と
成
り
、
尖 と

が

れ
る
牙
を
生
じ
、
此
に
隱
る
。
別

山

〔
べ
つ
ざ
ん
〕

の

金
剛
童
子
の
爲

〔
た
〕

め
、
逐 を

は
れ
て
、
牙
、
拔
け
、
口

噤

〔
く
ち
〕
ご
も

り
て
、
死
す
。
其
の
牙
、
今
に
在
り
て
、
寳
物
と

爲
す
。
右
に
根
尾
の
社

や
し
ろ

、
有
り
、
又
、「
天
狗
の
嶽 だ

け

」
有
り
。
其
の
峯
に
龍
神
の
社
、
有
り
、
是
れ
、
乃

す
な
は

ち
、「
狩 か

り

籠 こ

の
池
」
の
神
な
り
。「
地
獄
道
」、「
追
分
地
藏
」
有
り
、
毎
歲
、
七
月
十
五
日
の
夜
、
胡
蝶
、

數
多

あ

ま

た

出
で
て
、
此
原
に
遊
舞
す
。
呼
び
て
「

生

靈

市

〔
し
や
う
り
や
う
の
い
ち
〕

」
と
曰
ふ
。
髙
卒
塔
婆

た

か

そ

と

ば

を
立
て
て
、
無
緣
菩
提

を
弔
ふ
。
毎
夏
月
、
麓
の
二
十
四
坊
の
中
、
三
坊
、
相
ひ
更 か

は

り
て
、
室
堂
に
住
居

す

ま

い

し
、
登
山
の
人
、
此
に

寓 や
ど

る
。
【
余
月
は
、
人
、
住
ま
ず
、
參
詣
の
人
も
亦
、
無
し
。】。
室
堂 

【
四
間
に
五
間
、
三
棟
。】
阿
彌

陀
・
聖
觀
音
・
地
藏
の
三
體
、
有
り
。 

 
 

 

＊ 

附
近
の
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
航
空
写
真
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。
こ
こ
に
あ
る
建
物
（
ス
ト
リ

ー
ト
・
ビ
ュ
ー
）
最
古
の
山
小
屋
と
さ
れ
る
「
室
堂
」
の
南
に
建
つ
）
に
安
置
さ
れ
て
あ
る
。
グ
ー
グ

ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
航
空
写
真
拡
大
で
は
こ
の
中
央
。
私
の
「
諸
國
里
人
談
卷
之
三 

立
山
」
に
も
こ

こ
の
「
精

霊

市

し
や
う
り
や
う
い
ち

」
が
語
ら
れ
て
お
り
、
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
立
山
の
室
堂
及
び
地
獄
谷
は
か
な
り
古

く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
現
世
と
霊
界
が
同
時
に
存
在
す
る
稀
有
の
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。］ 

                       

https://www.google.com/maps/place/%E5%AE%A4%E5%A0%82%E5%B9%B3/@36.5807962,137.5882247,3591m/data=!3m1!1e3!4m5!3m4!1s0x5ff7e7dc4c896d1d:0xf43f8469b3d6a944!8m2!3d36.5788857!4d137.5995446
https://www.google.com/maps/@36.5773239,137.6009674,3a,79.2y,16.25h,86.8t/data=!3m8!1e1!3m6!1sAF1QipNY19XVkWp5W1Se3Kz9-FRu7ZQgoQ06S5C1b9wS!2e10!3e11!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipNY19XVkWp5W1Se3Kz9-FRu7ZQgoQ06S5C1b9wS%3Dw203-h100-k-no-pi-7.132039-ya293.25848-ro2.402464-fo100!7i5376!8i2688
https://www.google.com/maps/@36.5773239,137.6009674,3a,79.2y,16.25h,86.8t/data=!3m8!1e1!3m6!1sAF1QipNY19XVkWp5W1Se3Kz9-FRu7ZQgoQ06S5C1b9wS!2e10!3e11!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipNY19XVkWp5W1Se3Kz9-FRu7ZQgoQ06S5C1b9wS%3Dw203-h100-k-no-pi-7.132039-ya293.25848-ro2.402464-fo100!7i5376!8i2688
https://www.google.com/maps/@36.5773239,137.6009674,3a,79.2y,16.25h,86.8t/data=!3m8!1e1!3m6!1sAF1QipNY19XVkWp5W1Se3Kz9-FRu7ZQgoQ06S5C1b9wS!2e10!3e11!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipNY19XVkWp5W1Se3Kz9-FRu7ZQgoQ06S5C1b9wS%3Dw203-h100-k-no-pi-7.132039-ya293.25848-ro2.402464-fo100!7i5376!8i2688
https://www.google.com/maps/place/%E5%AE%A4%E5%A0%82%E5%B9%B3/@36.5773733,137.6008771,56m/data=!3m1!1e3!4m5!3m4!1s0x5ff7e7dc4c896d1d:0xf43f8469b3d6a944!8m2!3d36.5788857!4d137.5995446
https://www.google.com/maps/place/%E5%AE%A4%E5%A0%82%E5%B9%B3/@36.5773733,137.6008771,56m/data=!3m1!1e3!4m5!3m4!1s0x5ff7e7dc4c896d1d:0xf43f8469b3d6a944!8m2!3d36.5788857!4d137.5995446
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/06/post-463b.html


 
○
蟹
、
金
毘
羅
を
信
ず
る
者
、
蟹
を
食
は
ず
、
其
神
使
は
蟹
也
と
云
、
本
草
綱
目
に
筆
談
云
、
關
中
無

蟹
、
土
人
怪
其
形
狀
、
收
乾
者
懸
門
上
辟
瘧
、
不
但
人
不
識
、
鬼
亦
不
識
也
、
紀
州
の
人
家
戶
口
に
平
家

蟹
、
麒
麟
貝
、「
コ
バ
ン
ウ
ヲ
」
等
を
懸
て
、
邪
鬼
を
禦
ぐ
こ
と
あ
り
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
熊
楠
が
西
洋
の
例
を
引
か
な
い
の
は
、
癌
の
英
語
「C

an
cer

」、
ド
イ
ツ
語
の

「K
reb

s

」
が
「
大
き
な
蟹
」
の
意
に
由
来
し
、
神
使
と
い
う
よ
り
も
、
醜
い
病
原
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
く

持
つ
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
細
胞
検
査
士
会
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
こ
ち
ら
に
、『
最
初
に

癌
を
カ
ニ
に
た
と
え
た
の
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
医
師
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
』（
紀
元
前
四
六
〇
年
頃
～
紀

元
前
三
七
五
年
頃
）『
だ
と
言
わ
れ
て
』
お
り
、
特
に
『
乳
癌
は
体
の
表
面
か
ら
判
る
病
気
の
た
め
か
、

紀
元
前
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
す
で
に
乳
癌
の
外
科
的
治
療
が
行
わ
れ
て
い
た
』
と
さ
れ
、『
癌
の
部

分
を
切
り
取
っ
た
あ
と
、
そ
こ
を
た
い
ま
つ
で
焼
く
と
い
う
、
荒
っ
ぽ
い
』
外
科
手
術
を
施
し
て
い
た
ら

し
い
。『
当
時
の
科
学
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
、
そ
う
や
っ
て
取
っ
た
癌
の
塊
を
切

り
刻
み
、
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
残
し
て
い
て
、
そ
こ
に
「
カ
ニ
の
よ
う
な
（
カ
ル
キ
ノ
ス
）」
と
い
う
記
述

を
し
て
い
る
』
と
い
う
。
こ
れ
は
『
癌
の
部
分
が
周
り
の
組
織
に
浸
潤
し
て
い
る
様
子
が
、
手
足
を
伸
ば

し
た
カ
ニ
の
よ
う
に
見
え
た
』
も
の
か
と
も
思
わ
れ
、
実
際
、『
進
行
し
た
乳
癌
は
、
皮
膚
に
引
き
攣
れ

を
起
こ
す
た
め
、
こ
れ
が
ち
ょ
う
ど
カ
ニ
の
甲
羅
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
「
カ
ニ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
説
明
も
多
く
あ
』
る
と
あ
っ
て
、『
切
り
刻
ん
だ
乳
癌
の
断
面
の
様
子
が
手
足
を
伸
ば
し

た
カ
ニ
の
よ
う
だ
っ
た
の
か
、
進
行
し
た
乳
癌
に
侵
さ
れ
た
乳
房
が
カ
ニ
の
甲
羅
の
よ
う
に
見
え
た
か
ら

か
』
は
『
よ
く
わ
か
』
ら
な
い
も
の
の
、『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
最
初
に
「
癌
と
カ
ニ
」
を
関
連
さ
せ
た
こ

と
は
事
実
の
よ
う
で
』
あ
る
と
記
す
。『
こ
れ
が
、
ラ
テ
ン
語
で
ひ
ろ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
っ
た
た

め
、
英
語
で
も
ド
イ
ツ
語
で
も
癌
の
こ
と
を
、
カ
ニ
を
意
味
す
る
言
葉
で
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
わ

け
で
』
あ
る
と
あ
る
。
こ
う
し
た
嫌
悪
状
況
で
は
、
凡
そ
神
使
に
な
り
得
な
い
の
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る

の
で
あ
る
。 

「
金
毘
羅
」
ウ
ィ
キ
の
「
金
毘
羅
権
現
」
か
ら
引
く
。
金
毘
羅
権
現

こ

ん

ぴ

ら

ご

ん

げ

ん

は
現
在
の
香
川
県
琴
平
町

こ
と
ひ
ら
ち
ょ
う

の
象
頭
山

ぞ

う

ず
さ

ん

に
『
鎮
座
す
る
山
岳
信
仰
と
修
験
道
が
融
合
し
た
神
仏
習
合
の
神
で
あ
り
、
本
地
仏
は
不
動
明
王
、
千
手

観
音
、
十
一
面
観
音
な
ど
諸
説
あ
る
。
祭
神
は
、
天
竺
か
ら
の
飛
翔
仏
で
あ
る
』
か
ら
、『
日
本
の
神
々

と
は
無
縁
で
あ
る
が
、
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈
が
行
わ
れ
た
以
降
は
、
大
物
主
と
さ
れ
た
。

そ
の
神
仏
分
離
以
前
は
讃
岐
国
象
頭
山
松
尾
寺
金
光
院
（
現
在
の
香
川
県
琴
平
町
の
金
刀
比
羅
宮
）
を
総

本
宮
と
す
る
日
本
全
国
の
金
毘
羅
宮
お
よ
び
金
毘
羅
権
現
社
で
祀
ら
れ
て
い
た
』。『
象
頭
山
松
尾
寺
普
門

院
』『
の
縁
起
に
よ
れ
ば
、
大
宝
年
間
に
修
験
道
の
役
小
角
（
神
変
大
菩
薩
）
が
象
頭
山
に
登
っ
た
際
に

天
竺
毘
比
羅
霊
鷲
山
に
住
す
る
護
法
善
神
金
毘
羅
（
ク
ン
ビ
ー
ラ
）
の
神
験
に
遭
っ
た
の
が
』、『
開
山
の

由
来
と
の
伝
承
か
ら
、
こ
れ
が
象
頭
山
金
毘
羅
大
権
現
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
不
動
明
王
を
本
地
仏
と
し

た
』。『
ク
ン
ビ
ー
ラ
（
マ
カ
ラ
）
は
元
来
、
ガ
ン
ジ
ス
川
に
棲
む
鰐
を
神
格
化
し
た
水
神
で
、
日
本
で
は

蛇
型
と
さ
れ
る
。
ク
ン
ビ
ー
ラ
（
マ
カ
ラ
）
は
ガ
ン
ジ
ス
川
を
司
る
女
神
ガ
ン
ガ
ー
の
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
（
乗

り
物
）
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
毘
羅
権
現
は
海
上
交
通
の
守
り
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
特
に
舟

乗
り
か
ら
信
仰
さ
れ
、
一
般
に
大
き
な
港
を
見
下
ろ
す
山
の
上
で
金
毘
羅
宮
、
金
毘
羅
権
現
社
が
全
国
各

地
に
建
て
ら
れ
、
金
毘
羅
権
現
は
祀
ら
れ
て
い
た
』。
ま
た
、
長
寛
元
（
一
一
六
三
）
年
の
こ
と
、
崇
徳

上
皇
（
彼
が
「
保
元
の
乱
」
で
讃
岐
に
配
流
さ
れ
た
の
は
保
元
元
（
一
一
五
六
）
年
七
月
二
十
三
日
）
が

http://www.ctjsc.com/ct/whatCT.htm
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E6%AF%98%E7%BE%85%E6%A8%A9%E7%8F%BE


『
象
頭
山
松
尾
寺
境
内
の
古
籠
所
に
参
籠
し
、
そ
の
附
近
の
御
所
之
尾
を
行
宮
』
と
し
た
『
と
云
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
御
霊
信
仰
の
影
響
で
、『
崩
御
の
翌
年
の
』
永
万
元
（
一
一
六
五
）
年
か
ら
『
崇
徳
上
皇
も

松
尾
寺
本
殿
に
合
祀
さ
れ
た
と
さ
れ
る
』。『
現
在
も
金
刀
比
羅
宮
本
殿
の
相
殿
に
崇
徳
天
皇
は
祀
ら
れ
て

い
る
』。『
修
験
道
が
盛
ん
に
な
る
と
』、『
金
毘
羅
権
現
の
眷
属
は
天
狗
と
さ
れ
た
。『
和
漢
三
才
図
会
』

に
は
「
当
山
ノ
天
狗
ヲ
金
比
羅
坊
ト
名
ヅ
ク
」
と
記
さ
れ
た
。
ま
た
、
戦
国
時
代
末
に
金
毘
羅
信
仰
を
中

興
し
た
金
光
院
第
』
四
『
代
院
主
で
修
験
者
で
も
あ
っ
た
金
剛
坊
宥
盛
』（
ゆ
う
せ
い 

慶
長
一
八
（
一

六
一
三
）
年
没
）
は
、
慶
長
十
一
年
に
、『
自
ら
の
像
を
作
っ
て
本
殿
脇
に
祀
り
、
亡
く
な
る
直
前
』「
神

体
を
守
り
抜
く
」
と
『
誓
っ
て
天
狗
に
な
っ
た
と
の
伝
説
も
生
ま
れ
た
』。『
本
殿
の
神
体
は
秘
仏
で
、
宥

盛
像
も
非
公
開
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
法
衣
長
頭
襟
姿
の
宥
盛
像
が
金
毘
羅
権
現
そ
の
も
の
と
思
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
宥
盛
像
は
廃
仏
毀
釈
で
明
治
』
五
（
一
八
七
二
）『
年
に
他
の
仏
像
仏
具
と
と

も
に
浦
の
谷
に
お
い
て
焼
却
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
、
宥
盛
像
を
火
中
に
投
じ
る
と
』、『
暴
風
が

起
き
』、『
周
り
の
者
共
は
卒
倒
し
た
と
い
う
。
な
お
、
奥
社
で
今
で
も
祀
ら
れ
て
い
る
と
も
云
わ
れ
て
い

る
』。『
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
天
狗
の
面
を
背
負
っ
た
白
装
束
の
金
毘
羅
道
者
（
行
人
）
が
全
国
を
巡
っ

て
金
毘
羅
信
仰
を
普
及
し
た
』。『
ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
讃
岐
国
象
頭
山
金
毘
羅
大
権
現
を
詣
で
る
金
毘

羅
参
り
の
際
に
は
、
天
狗
の
面
を
背
負
う
習
俗
も
生
ま
れ
た
』。『
今
は
讃
岐
三
天
狗
の
一
狗
で
金
剛
坊
と

呼
ば
れ
る
（
他
は
八
栗
寺
の
中
将
坊
と
白
峯
寺
の
相
模
坊
）』。『
塩
飽
』（
し
わ
く
）『
水
軍
は
金
毘
羅
権

現
を
深
く
信
仰
し
、
全
国
の
寄
港
地
で
金
毘
羅
信
仰
を
広
め
る
こ
と
に
貢
献
し
た
』。『
江
戸
時
代
後
期
に

は
、
象
頭
山
金
毘
羅
大
権
現
に
詣
で
る
金
毘
羅
参
り
が
盛
ん
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
四
国
に
は
、
丸

亀
街
道
、
多
度
津
街
道
、
高
松
街
道
、
阿
波
街
道
、
伊
予
・
土
佐
街
道
を
は
じ
め
と
す
る
金
毘
羅
街
道
が

整
備
さ
れ
た
』。『
江
戸
時
代
の
庶
民
に
と
っ
て
金
毘
羅
参
り
の
旅
費
は
経
済
的
負
担
が
大
き
か
っ
た
の

で
、
金
毘
羅
講
と
い
う
宗
教
的
な
互
助
組
織
（
講
）
を
結
成
し
て
講
金
を
積
み
立
て
、
交
代
で
選
出
さ
れ

た
講
員
が
積
立
金
を
使
っ
て
讃
岐
国
象
頭
山
金
毘
羅
大
権
現
に
各
金
毘
羅
講
の
代
表
と
し
て
参
詣
し
、
海

上
交
通
安
全
な
ど
を
祈
願
し
て
帰
郷
し
た
』。『
金
毘
羅
講
以
外
に
も
、
こ
ん
ぴ
ら
狗
や
流
し
樽
な
ど
の
代

参
の
習
俗
も
あ
っ
た
。
陸
上
で
は
犬
、
水
上
で
は
流
し
樽
（
舟
）
に
賽
銭
を
入
れ
て
金
毘
羅
権
現
に
祈
願

す
る
木
札
や
幟
と
と
も
に
放
ち
、
誰
か
見
ず
知
ら
ず
の
者
に
代
参
を
依
頼
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
み
つ

け
て
代
参
し
た
者
に
は
依
頼
者
と
同
様
に
ご
利
益
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
』
と
あ
る
。
眷
族
と
し
て
の
天

狗
、
使
い
と
見
立
て
ら
れ
る
犬
は
出
る
が
、
蟹
は
出
な
い
。
サ
イ
ト
「
神
使
の
館
」（
本
全
篇
に
興
味
の

あ
る
方
は
必
見
！
）
の
「
蟹
～
カ
ニ 

金
毘
羅
神
社
（
金
毘
羅
大
権
現
）
の
蟹
」
で
、
長
崎
県
諌
早
市
小

野
町
に
あ
る
金
毘
羅
神
社
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
に
奉
納
さ
れ
た
蟹
の
石
像
が
見
ら
れ
る

（
先
の
地
図
デ
ー
タ
の
サ
イ
ド
・
パ
ネ
ル
で
も
二
つ
（
こ
こ
と
こ
こ
）
見
ら
れ
る
）。
但
し
、
筆
者
は

『
カ
ニ
は
奉
納
石
像
で
』
あ
る
が
、『
神
使
と
は
異
な
る
』
と
明
言
さ
れ
て
お
ら
れ
、『
な
ぜ
カ
ニ
が
奉
納

さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
カ
ニ
は
干
潟
を
代
表
す
る
生
物
な
の
で
、
漁
業
、
航
海
の
守
護
神
で
あ
る
金
毘

羅
大
権
現
に
豊
漁
・
航
海
安
全
を
願
っ
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
奉
納
者
名
に
父
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
息
子
を
漁
か
海
で
亡
く
し
た
か…

』…

と
述
べ
ら
れ
、
蟹
像
は
幅
が
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後

も
あ
る
石
製
と
あ
る
。
平
凡
社
「
世
界
大
百
科
事
典
」
の
「
金
毘
羅
信
仰
」
の
解
説
に
蟹
を
使
者
と
す
る

記
載
が
確
認
出
来
た
。
部
分
だ
け
引
く
と
（
コ
ン
マ
は
読
点
に
代
え
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
漢
数
字
に
し

た
）、『
金
毘
羅
神
に
は
、
魚
介
類
に
関
す
る
禁
忌
が
あ
る
。
カ
ニ
を
金
毘
羅
神
の
使
者
と
し
て
、
信
者
は

食
べ
な
い
と
い
う
伝
え
は
広
い
。
カ
ニ
を
水
の
神
の
使
者
と
す
る
信
仰
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
権

http://www9.plala.or.jp/sinsi/07sinsi/fukuda/kani/kani.html
http://www9.plala.or.jp/sinsi/07sinsi/fukuda/kani/kani.html
https://www.google.com/maps/place/%E5%B0%8F%E9%87%8E+%E9%87%91%E5%88%80%E6%AF%94%E7%BE%85%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@32.9106138,129.9452595,10z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x354004cd27ba2a7f:0x465286679b9ccc36!2z44CSODU0LTAwMzQg6ZW35bSO55yM6Kur5pep5biC5bCP6YeO55S6!3b1!8m2!3d32.8340085!4d130.0914976!3m4!1s0x354005177f8468eb:0x17f268aafdc1ecc5!8m2!3d32.8232301!4d130.0944415
https://www.google.com/maps/place/%E5%B0%8F%E9%87%8E+%E9%87%91%E5%88%80%E6%AF%94%E7%BE%85%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@32.9106138,129.9452595,10z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x354004cd27ba2a7f:0x465286679b9ccc36!2z44CSODU0LTAwMzQg6ZW35bSO55yM6Kur5pep5biC5bCP6YeO55S6!3b1!8m2!3d32.8340085!4d130.0914976!3m4!1s0x354005177f8468eb:0x17f268aafdc1ecc5!8m2!3d32.8232301!4d130.0944415
https://www.google.com/maps/place/%E5%B0%8F%E9%87%8E+%E9%87%91%E5%88%80%E6%AF%94%E7%BE%85%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@32.9106138,129.9452595,10z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x354004cd27ba2a7f:0x465286679b9ccc36!2z44CSODU0LTAwMzQg6ZW35bSO55yM6Kur5pep5biC5bCP6YeO55S6!3b1!8m2!3d32.8340085!4d130.0914976!3m4!1s0x354005177f8468eb:0x17f268aafdc1ecc5!8m2!3d32.8232301!4d130.0944415
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現
で
も
、
カ
ニ
を
食
べ
た
あ
と
五
十
日
は
参
詣
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
規
定
が
あ
っ
た
。
権
現

に
は
、
ほ
か
に
も
、
川
魚
は
三
十
五
日
、
ア
ミ
は
三
十
日
と
い
っ
た
、
一
般
の
神
社
に
は
な
い
禁
忌
が
あ

り
、
金
毘
羅
神
の
特
異
性
を
示
し
て
い
る
』
と
あ
っ
た
。 

「
本
草
綱
目
に
筆
談
云
、…

…

」
巻
四
十
五
の
「
介
之
一
」
の
「
蟹
」
の
項
の
（
非
常
に
長
い
）、「
發

明
」
の
中
に
、 

 
 

 

＊ 

沈
括
筆
談
云
、
關
中
無
蟹
。
土
人
怪
其
形
狀
、
收
乾
者
懸
門
上
辟
瘧
。
不
但
人
不
識
鬼
亦
不
識
也
。 

 
 

 

＊ 

沈
括
が
「
筆
談
」
に
云
は
く
、「
關
中
、
蟹
、
無
し
。
土
人
、
其
の
形
狀
を
怪
し
み
て
、
乾
く
者
を
收
め

て
、
門
上
に
懸
け
、
瘧

ぎ
や
く

を
辟 さ

く
。
但
だ
人
、
識
ら
ざ
る
も
、
鬼
も
亦
、
識
ら
ざ
る
な
り
。」
と
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
の
を
言
っ
て
い
る
が
、「
沈
栝
」
と
い
う
著
者
名
を
落
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
、
書
名
で
あ
る

の
が
判
ら
な
い
点
が
遺
憾
で
あ
る
。
沈
括

し
ん
か
つ

（
一
〇
三
〇
年
～
一
〇
九
四
年
）
は
北
宋
中
期
の
政
治
家
・
学

者
で
、「
筆
談
」
と
は
彼
の
随
筆
集
で
中
国
科
学
技
術
史
に
於
い
て
重
要
な
文
献
と
さ
れ
る
「
夢
溪
筆

談
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
巻
二
十
五
の
「
雜
志
二
」
に
、 

 
 

 

＊ 

關
中
無
螃
蟹
。
元
豐
中
、
餘
在
陜
西
、
聞
秦
州
人
家
收
得
一
乾
蟹
。
土
人
怖
其
形
狀
、
以
爲
怪
物
。
每
人

家
有
病
虐
者
、
則
借
去
掛
門
戶
上
、
往
往
遂
差
。
不
但
人
不
識
、
鬼
亦
不
識
也
。 

 
 

 

＊ 

「
關
中
」「
秦
州
」
と
あ
る
か
ら
、
内
陸
に
於
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
海
産
の
蟹
で
あ
る
こ
と
が
判
る

（「
螃
蟹
」
は
広
義
の
カ
ニ
類
を
指
す
）。
則
ち
、
ヘ
イ
ケ
ガ
ニ
や
カ
ブ
ト
ガ
ニ
（
彼
ら
は
カ
ニ
類
（
狭
義

に
は
節
足
動
物
門
甲
殻
亜
門
軟
甲
（
エ
ビ
）
綱
真
軟
甲
亜
綱
ホ
ン
エ
ビ
上
目
十
脚
（
エ
ビ
）
目
抱
卵
（
エ

ビ
）
亜
目
短
尾
（
カ
ニ
）
下
目 

B
ra

ch
y
u

ra

）
と
は
全
く
無
縁
な
、
ク
モ
や
サ
ソ
リ
な
ど
が
含
ま
れ
る
鋏
角

亜
門 

C
h

elicera
ta

 

に
属
す
る
節
口
綱
カ
ブ
ト
ガ
ニ
目
カ
ブ
ト
ガ
ニ
科
カ
ブ
ト
ガ
ニ
亜
科
カ
ブ
ト
ガ
ニ
属 

T
a
ch

y
p

leu
s 

）
の
よ
う
な
、
異
形
の
そ
れ
ら
の
、
内
臓
が
背
甲
の
外
骨
格
に
表
象
す
る
凹
凸
が
、
お
ぞ
ま

し
い
鬼
面
や
威 お

ど

し
の
武
具
に
似
る
こ
と
か
ら
の
、
呪
的
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
恐
ら
く
中
国
で
も
古
く
か
ら
用

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
録
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
私
の
『
毛
利
梅
園
「
梅
園
介
譜
」 

鬼

蟹
（
ヘ
イ
ケ
ガ
ニ
）』
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

『
紀
州
の
人
家
戶
口
に
平
家
蟹
、
麒
麟
貝
、「
コ
バ
ン
ウ
ヲ
」
等
を
懸
て
、
邪
鬼
を
禦
ぐ
こ
と
あ
り
』「
平

家
蟹
」
は
節
足
動
物
門
甲
殻
亜
門
軟
甲
綱
十
脚
目
短
尾
下
目
ヘ
イ
ケ
ガ
ニ
科
ヘ
イ
ケ
ガ
ニ
属
ヘ
イ
ケ
ガ
ニ 

H
eikeo

p
sis ja

p
o
n
ica

 

或
い
は
そ
の
近
縁
種
（
サ
メ
ハ
ダ
ヘ
イ
ケ
ガ
ニ 

P
a
ra

d
o
rip

p
e g

ra
n

u
la

ta
 

・
キ
メ

ン
ガ
ニ 

D
o
rip

p
e sin

ica
 

・
カ
ク
ヘ
イ
ケ
ガ
ニ 

E
th

u
sa

 q
u
a
d
ra

ta
 

・
マ
ル
ミ
ヘ
イ
ケ
ガ
ニ 

E
th

u
sa

 

sexd
en

ta
ta

 

・
イ
ズ
ヘ
イ
ケ
ガ
ニ 

E
th

u
sa

 izu
en

sis 

）
を
指
し
、「
麒
麟
貝
」
は
思
う
に
形
状
の
ミ
ミ
ク
リ

ー
か
ら
、
腹
足
綱
前
鰓
亜
綱
盤
足
目
ソ
デ
ボ
ラ
超
科
ソ
デ
ボ
ラ
科
サ
ソ
リ
ガ
イ
属
ス
イ
ジ
ガ
イ 

L
a
m

b
is 

ch
ira

g
ra

 

或
い
は
サ
ソ
リ
ガ
イ
属
ク
モ
ガ
イ 

L
a
m

b
is la

m
b
is 

で
あ
ろ
う
と
思
う
（
形
状
上
か
ら
「
麒

麟
」
に
よ
り
似
る
の
は
後
者
で
あ
る
）。
「
コ
バ
ン
ウ
ヲ
」
顎
口
上
綱
硬
骨
魚
綱
条
鰭
亜
綱
新
鰭
区
棘
鰭
上

目
ス
ズ
キ
系
ス
ズ
キ
目
ス
ズ
キ
亜
目
コ
バ
ン
ザ
メ
科
コ
バ
ン
ザ
メ
属
コ
バ
ン
ザ
メ 

E
ch

en
eis n

a
u
cra

tes 

（
コ
バ
ン
イ
タ
ダ
キ
の
名
で
も
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
和
名
異
名
で
あ
る
）。
孰
れ
も
、
体
型
（
殼
形
）

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/06/post-7c95-1.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/06/post-7c95-1.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/06/post-7c95-1.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/06/post-7c95-1.html


が
、
異
形
で
あ
る
か
ら
、
類
感
呪
術
的
に
邪
鬼
を
払
う
効
果
を
期
待
す
る
の
は
、
極
め
て
自
然
で
あ

る
。］ 

                                    



 
○
田
螺
、
此
物
多
少
神
異
と
せ
ら
れ
し
に
や
、
常
山
紀
談
（
續
帝
國
文
庫
本
六
三
七
頁
）
に
大
阪
陣
に

田
螺
を
以
て
軍
の
勝
負
を
占
せ
し
由
を
載
せ
、
武
備
志
に
も
此
兆
を
出
し
た
り
と
あ
り
、
日
本
支
那
の
み

な
ら
ず
、
柬
埔
寨
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
カ
ン
ボ
ジ
ア
」。］
に
も
行
は
る
ゝ
こ
と
、
予
の ‛

O
n
 A

u
g
u
ry

 

fro
m

 C
o
m

b
at o

f S
h
ellfish

,̓ N
atu

re c. 1
8
9
7
. 

に
出
せ
り
、
又
之
に
就
て
、
或
る
印
度
人
同
雜
誌
に
寄
書
し

て
、
ボ
ル
ネ
ヲ
に
も
此
占
法
有
り
と
報
ぜ
り
、
又
奧
羽
永
慶
軍
記
卷
卅
六
に
、
羽
州
山
北
の
城
主
小
野
寺

義
通
封
を
奪
は
れ
し
前
に
、
其
小
姓
早
朝
登
城
の
途
中
、
大
手
門
内
の
池
よ
り
、
大
石
を
引
出
せ
る
如
く

一
尺
餘
り
積
れ
る
初
雪
を
左
右
に
分
ち
、
土
を
顯
は
し
た
る
跡
あ
る
を
慕
ひ
行
く
に
、
土
堰
を
上
り
、
塀

三
重
を
打
破
り
坪
の
中
に
入
て
雪
垣
を
破
り
、
椽
よ
り
上
り
座
敷
に
入
れ
る
跡
有
り
、
入
て
見
る
に
床
の

上
に
五
尺
許
り
の
丸
き
物
有
て
磐
石
の
如
し
、
能
く
能
く
見
る
と
田
貝
と
云
ふ
物
也
、
元
の
池
え
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
捨
る
に
、
六
七
人
に
て
持
行
け
り
、
翌
年
、
城
主
遠
流
と
成
る
と
、
田
貝
は
蚌

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ど
ぶ
が
ひ
」
或
い
は
「
か
ら
す
が
ひ
」。］
か
と
思
へ
ど
、
既
に
丸
し
と
い
ひ
、
這

ひ
行
き
し
と
云
へ
ば
、
是
も
田
螺
を
指
せ
る
と
見
ゆ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
腹
足
綱
新
生
腹
足
上
目
原
始
紐
舌
目
タ
ニ
シ
科V

iv
ip

arid
ae 

に
属
す
る
巻
貝
の
総
称

で
あ
る
が
、
本
邦
に
は
ア
フ
リ
カ
ヒ
メ
タ
ニ
シ
亜
科 

B
ellam

y
in

ae

（
特
異
性
が
強
く
、
ア
フ
リ
カ
ヒ
メ

タ
ニ
シ
科 

B
ellam

y
id

ae 

と
し
て
扱
う
説
も
あ
る
）
の
四
種
が
棲
息
す
る
。
最
も
一
般
的
で
私
が
幼
少
時

に
裏
山
の
田
圃
で
と
っ
た
の
は
マ
ル
タ
ニ
シ 

B
ella

m
ya

 (C
ip

a
n
g
o
p
a
lu

d
in

a
) ch

in
en

sis la
eta

 

（
独
立
種

と
し
て 

C
ip

a
n
g
o
p
a
lu

d
in

a
 

属
の
タ
イ
プ
種
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
中
国
産
の
シ
ナ
タ
ニ
シ 

B
ella

m
ya

 

ch
in

en
sis ch

in
en

sis 

の
亜
種
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
殻
高
約
四
・
五
～
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
。
分
布
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
）
で
あ
る
（
な
お
、
現
在
有
害
外
来
種
と
し
て
「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
」
の

名
で
主
に
西
日
本
で
繁
殖
し
観
察
さ
れ
る
も
の
は
、
台
湾
か
ら
の
人
為
移
入
種
（
食
用
目
的
）
で
あ
る
原

始
紐
舌
目
リ
ン
ゴ
ガ
イ
上
科
リ
ン
ゴ
ガ
イ
科
リ
ン
ゴ
ガ
イ
属
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ 

P
o
m

a
cea

 ca
n
a

licu
la

ta
 

で
、
御
覧
の
通
り
、
タ
ニ
シ
と
は
全
く
縁
の
な
い
種
で
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
）。
他
の
三
種
は

「
大
和
本
草
卷
之
十
四 

水
蟲 

介
類 

田
螺
」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。
田
螺
と
言
え
ば
、「
田

螺
女
房
」
が
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
の
昔
話
は
本
邦
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
。
晩
唐
の
作
者
不
詳

の
伝
奇
集
「
原
化
記
」（
原
本
は
散
佚
）
の
「
吳
堪
」
で
判
る
。「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
「
太
平

廣
記
」
の
「
異
人
三
」
の
「
吳
堪
」
で
原
文
が
、
サ
イ
ト
「
寄
暢
園
」
の
こ
ち
ら
で
和
訳
が
読
め
る
。 

「
常
山
紀
談
（
續
帝
國
文
庫
本
六
三
七
頁
）
に
大
阪
陣
に
田
螺
を
以
て
軍
の
勝
負
を
占
せ
し
由
を
載
せ
、

武
備
志
に
も
此
兆
を
出
し
た
り
と
あ
り
」「
常
山
紀
談
」
は
備
前
岡
山
藩
主
池
田
氏
に
仕
え
た
徂
徠
学
派

の
儒
者
湯
浅
新
兵
衛
常
山
（
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
～
安
永
一
〇
（
一
七
八
一
）
年
）
の
書
い
た
戦
国

武
将
の
逸
話
四
百
七
十
条
か
ら
成
る
江
戸
中
期
の
逸
話
集
。
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
完
成
と
さ
れ
る
。

こ
れ
は
「
常
山
紀
談
拾
遺
」
の
巻
一
に
あ
る
「
野
間
左
馬
之
進
田
螺
を
以
て
勝
負

占
う
ら
な
ひ

物
語
の
事
」
で
、
熊

楠
の
指
示
す
る
原
本
の
そ
れ
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
の
こ
こ
か
ら
視
認

出
来
る
が
、
私
は
所
持
す
る
岩
波
文
庫
版
（
森
銑
三
校
訂
一
九
四
〇
年
刊
・
下
巻
）
で
電
子
化
す
る
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 
 

 

○
野
間
左
馬
之
進
田
螺
を
以
て
勝
負
占
物
語
の
事 

野
聞
左
馬
之
進
物
が
た
り
に
、
田
螺
を
折 お

し
き
の
片
隅
に
三
ツ
、
又
か
た
隅
に
三
ツ
よ
せ
て
、
兩
方
へ
わ

け
て
一
夜
置
く
と
き
、
其
今
歌
勝
負
の
ま
け
の
方
を
追
こ
み
、
か
ち
の
方
は
進
み
出
る
こ
と
な
り
。
大
坂

陣
の
城
中
秀
賴
、
木
村
、
大
野
と
稱
し
て
盆
の
一
方
に
三
ツ
、
ま
た
一
方
に
闘
東
方
家
康
公
、
井
伊
、
藤

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/05/post-6891.html
https://ctext.org/taiping-guangji/zh?searchu=%E5%90%B3%E5%A0%AA
https://ctext.org/taiping-guangji/zh?searchu=%E5%90%B3%E5%A0%AA
http://huameizi.com/text05/tanishi.htm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/992078/343


堂
と
稱
し
て
三
ツ
た
に
し
を
置
て
、
一
夜 や

置
く
に
か
な
ら
ず
關
東
方
の
三
ツ
の
田
に
し
、
内
方
の
三
ツ
の

た
に
し
を
追
込
た
る
と
な
り
。
勝
負
の
吉
凶
を
兆

う
ら
な

ふ
こ
と
是
よ
り
よ
き
は
な
し
、
と
な
り
。
武
備
志
に
も

此
兆
を
出
し
た
り
。
考
ふ
へ
し
。 

 
 

 

＊ 

「
武
備
志
」
漢
籍
。
明
の
一
六
二
一
年
に
軍
学
者
茅
元
儀
（
ぼ
う 

げ
ん
ぎ 

一
五
九
四
年
～
一
六
四
〇

年
？
）
が
編
纂
・
刊
行
し
た
兵
法
書
。
全
二
百
四
十
巻
で
膨
大
な
図
譜
を
添
え
る
。「
第
八
十
」
に
以
下

の
よ
う
に
出
る
。「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
原
本
画
像
を
視
認
し
て
起
こ
し
た
。
電
子
化
さ
れ
た

も
の
が
添
え
ら
れ
て
あ
る
の
だ
が
、
機
械
読
み
取
り
で
全
く
補
正
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
惨
澹
た
る
見
る

に
堪
え
な
い
ひ
ど
い
代
物
で
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

 

占
田
螺 

用
兵
之
夜
、
將
帥
齋
戒
、
奉
主
戰
之
神
、
稽
首
北
斗
、
用
新
盆
一
面
、
中
心
界
斷
、
分
左
右
、
左
爲
賊

營
、
右
爲
賊
營
、
用
田
螺
兩
個
一
個
寫
賊
人
軍
將

﹆

﹆

﹆

﹆

﹆

﹆

、
一
個
寫
賊
人

﹆

﹆

﹆

﹆

﹆

、
放
田
螺
在
水

﹆

﹆

﹆

﹆

﹆

、

盆
中
水
用
一
寸
深
天
明
便
見
吉
凶

﹆

﹆

﹆

﹆

﹆

﹆

﹆

﹆

﹆

﹆

﹆

﹆

﹆

、
放
田
螺
之
時
、
望
北
斗
叩
頭
誠
心
頂
禮
、
自
然
徴
應
、 
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「
予
の ‛ O

n
 A

u
g
u
ry

 fro
m

 C
o
m

b
at o

f S
h
ellfish

, ̓N
atu

re c. 1
8
9
7
. 

に
出
せ
り
」
「
貝
合
戦
に
拠
る
占
い
に

就
い
て
」。
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
誌
へ
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
の
一
九
八
七
年
五
月
十
三
日
投
稿
の
短
い
論
考
。

原
文
は
「In

tern
et arch

ive

」
の
こ
ち
ら
で
確
認
出
来
る
（
左
ペ
ー
ジ
右
中
段
か
ら
次
ペ
ー
ジ
に
か
け

て
）。
私
は
邦
訳
さ
れ
た
「
南
方
熊
楠
英
文
論
考
［
ネ
イ
チ
ャ
ー
］
誌
篇
」（
二
〇
〇
五
年
集
英
社
刊
）
を

所
持
し
て
お
り
、
そ
れ
で
既
読
で
あ
る
。
こ
こ
と
同
様
に
「
常
山
紀
談
」
を
引
き
、
そ
の
後
に
、「
武
備

志
」
よ
り
も
さ
ら
に
古
い
漢
籍
で
あ
る
馮
拯

ふ
う
し
ょ
う

の
「
番
禺
記

ば

ん

ぐ
う

き

」（
九
九
〇
年
～
九
九
四
年
頃
成
立
）
と
陸
偉

の
「
睽
車
志

け

い

し
ゃ

し

」（
十
二
世
紀
（
金
と
南
宋
の
時
代
）
成
立
。
但
し
、
孰
れ
も
熊
楠
が
見
た
の
は
後
代
に
於

い
て
引
用
さ
れ
た
も
の
）
に
は
、
こ
の
占
術
法
が
嶺
南
で
古
来
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
と
あ
る
ら
し
い
（
原

本
を
熊
楠
は
見
て
い
な
い
た
め
）、
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
続
け
て
（
田
村
義
也
氏
訳
。〔 

〕
は
訳
者
に
よ

る
挿
入
）、 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

先
に
挙
げ
た
湯
浅
の
言
に
関
連
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
占
い
に
つ
い
て
エ
テ
イ
エ
ン
ヌ
・
エ
モ
ニ
エ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
文
「E

tien
n
e A

y
m

o
n
ier

」（
一
八
四
四
年
～
一
九
二
九
年
）。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
の
言

語
学
者
・
探
検
家
。
今
日
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
タ
イ
・
ラ
オ
ス
・
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
ク
メ
ー
ル
帝
国
の
遺
跡

を
体
系
的
に
調
査
し
た
最
初
の
考
古
学
者
で
あ
る
。］
が
述
べ
て
い
る
こ
と
も
興
昧
深
い
。 

「〔
カ
ン
ボ
ジ
ア
〕
王
国
に
外
国
の
軍
隊
が
攻
め
こ
ん
だ
と
き
に
は
、
多
く
の
人
々
が
ク
チ
ャ
ウ
を
二
匹

捕
っ
て
、
た
ら
い
の
底
に
お
盆
を
敷
き
、
そ
の
な
か
に
砂
で
小
さ
な
土
俵
を
作
り
、
水
を
い
れ
て
こ
の
二

匹
の
貝
を
浸
け
る
。
蠟
燭
を
灯
し
て
香
を
焚
き
、
王
国
の
守
護
神
を
呼
び
だ
し
て
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
海

戦
が
、
実
際
の
戦
争
の
行
方
を
占
っ
て
く
れ
る
よ
う
祈
る
。
戦
士
を
表
す
二
匹
の
ク
チ
ャ
ウ
は
、
一
方
が

ひ
っ
く
り
か
え
る
ま
で
闘
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
」（「
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
習
慣
と
俗
信
」、『
フ
ラ
ン
ス
領
コ

ー
チ
シ
ナ
ー
旅
行
と
現
地
調
査
』
一
六
号
一
四
二
頁
、
サ
イ
ゴ
ン
、
一
八
八
三
年
） 

 

今
の
と
こ
ろ
、
貝
を
闘
わ
せ
て
占
う
風
習
は
東
洋
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
世
界
の
他
の

地
域
に
、
こ
う
し
た
や
り
方
の
記
録
例
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=29072&page=52#%E7%94%B0%E8%9E%BA
https://archive.org/details/naturejournal56londuoft/page/30/mode/2up


 
 

 

《
引
用
終
了
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と
あ
っ
て
、
こ
の
記
事
は
終
わ
っ
て
い
る
。
「
ク
チ
ャ
ウ
」
は
原
文
「K̓

h
ch

a
u

」
で
、
熊
楠
は
注
し
て
、

占
い
の
類
似
例
か
ら
推
し
て
、
こ
れ
も
タ
ニ
シ
科
の
一
種
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。
ま
た
、
エ
モ

ニ
エ
の
引
用
の
最
後
に
も
注
し
て
（
田
村
氏
訳
）、『
こ
の
指
摘
は
、
あ
る
日
本
の
古
伝
承
を
想
起
さ
せ

る
。
す
な
わ
ち
、「
壇
ノ
浦
の
合
戦
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
中
略
］
が
ま
さ
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
と

き
、
熊
野
別
当
湛
増

た
ん
ぞ
う

と
い
う
僧
兵
が
、
源
平
い
ず
れ
に
つ
く
か
迷
っ
て
い
た
。
護
持
仏
の
お
告
げ
は
、
白

い
旗
（
つ
ま
り
源
氏
）
に
仕
え
よ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
確
信
が
も
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
こ

で
、
仏
堂
の
前
で
、
白
い
雄
鶏
七
羽
と
赤
い
雄
鶏
七
羽
と
を
闘
わ
せ
、（
平
氏
の
赤
い
旗
を
表
す
）
赤
い

雄
鶏
が
み
な
白
い
雄
鶏
に
負
け
た
の
を
見
て
、
源
氏
に
つ
く
こ
と
を
決
意
し
た
」（『
平
家
物
語
』
一
一

巻
）』
と
記
し
、
最
後
に
も
注
し
て
、『
戦
の
行
く
末
を
占
う
の
に
、
神
託
に
よ
る
類
似
の
や
り
方
に
つ
い

て
は
、
木
の
枝
を
使
う
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
の
方
法
や
、
ゴ
ー
ト
族
の
王
が
ブ
タ
を
用
い
る
方
法
（
ラ

ボ
ッ
ク
『
文
明
の
起
源
』
五
版
二
四
五
頁
、
お
よ
び
エ
ン
ネ
モ
ー
ザ
ー
『
魔
術
の
歴
史
』
ボ
ー
ン
「
科
学

文
庫
」
版
、
二
巻
四
五
八
頁
の
メ
ア
ジ
・
ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ト
に
よ
る
「
附
論
」
を
参
照
）
な
ど
の
例
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
』
と
言
い
添
え
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
論
考
投
稿
に
は
、
補
足
の
続
き
が
あ
っ
て
、
同

じ
『
ネ
ィ
チ
ャ
ー
』
の
翌
年
一
八
九
八
年
二
月
十
日
の
記
事
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が
使
う
占
貝
「
ク
チ
ャ

ウ
」
に
つ
い
て
、
タ
ニ
シ
科
と
推
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
補
足
し
た
最
後
の
部
分
で
（
田
村
氏
訳
）、 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

最
近
に
な
っ
て
、
Ｍ
・
Ａ
・
パ
ル
ヴ
ィ
の
記
事
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
そ
の
他
へ
の
旅
行
」（『
フ
ラ
ン
ス
領
コ
ー

チ
シ
ナ―

旅
行
と
現
地
調
査
』
九
号
四
七
九
頁
、
一
八
八
二
年
）
を
読
ん
で
い
る
と
、
私
の
そ
の
意
見
に

裏
付
け
を
与
え
て
く
れ
る
く
だ
り
に
行
き
あ
た
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
軟
体
動
物
の
学
名
を
挙
げ
る
な
か

で
、
こ
の
著
者
は
、
ク
シ
ョ
ー
（
お
そ
ら
く
ク
チ
ャ
ウ
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
異
形
だ
ろ
う
）
を
ラ
テ

ン
語
名
パ
ル
デ
ィ
ナ 

P
a
lu

d
in

a
 

に
同
定
し
て
い
る
。
な
お
、
近
親
属
の
リ
ン
ゴ
カ
イ 

A
m

p
u

llla
ria

 

は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
名
「
タ
ル
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

と
記
し
て
い
る
。
「P

alu
d
in

a

」
は
タ
ニ
シ
科 

タ
ニ
シ
亜
科 

V
ivip

a
ru

s 

属
（
欧
州
・
北
米
産
種
群
）
の
古

名
。「
リ
ン
ゴ
カ
イ 

A
m

p
u
lllaria

」
は
リ
ン
ゴ
ガ
イ
属
の
シ
ノ
ニ
ム
で
、A

m
p
u

lla
ria

 g
ig

a
s 

は
先
の
ス
ク

ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の
シ
ノ
ニ
ム
で
あ
る
。 

「
或
る
印
度
人
同
雜
誌
に
寄
書
し
て
、
ボ
ル
ネ
ヲ
に
も
此
占
法
有
り
と
報
ぜ
り
」「In

tern
et arch

ive

」

の
こ
こ
の
左
ペ
ー
ジ
上
部
に
あ
る
、
熊
楠
の
最
初
の
投
稿
へ
の
コ
メ
ン
ト
で
、 
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と
あ
る
の
が
、
そ
れ
。「S

araw
ak

」（
サ
ラ
ワ
ク
）
は
ボ
ル
ネ
オ
島
に
あ
る
現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
領
の
西
側

三
分
の
二
を
占
め
る
サ
ラ
ワ
ク
州
で
あ
る
。「S

ea-D
y
ak

s

」
の
中
の
ダ
ヤ
ク
族
と
い
う
の
は
、
ボ
ル
ネ
オ

島
に
居
住
す
る
プ
ロ
ト
・
マ
レ
ー
系
先
住
民
の
内
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
も
マ
レ
ー
人
で
も
な
い
人
々
の

総
称
で
、
頭
の
「S

ea

」
は
ダ
ヤ
ク
族
の
中
で
も
海
辺
部
に
住
む
人
々
の
謂
い
と
思
わ
れ
る
。 

「
奧
羽
永
慶
軍
記
卷
卅
六
に
、…

…

」「
奥
羽
永
慶
軍
記
」
は
戦
国
時
代
の
東
北
地
方
を
中
心
に
、
天
文

元
（
一
五
三
二
）
年
か
ら
元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
ま
で
を
対
象
と
し
た
軍
記
物
語
。
久
保
田
藩
領
出
羽

国
雄
勝
郡
横
堀
村
（
現
在
の
秋
田
県
湯
沢
市
）
の
医
師
戸
部
正
直
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
元
禄
一
一
（
一

六
九
八
）
年
に
成
立
し
た
。
書
名
は
、
内
容
が
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
年
～
一
五
七
〇
年
）
か
ら
慶
長
年

間
（
一
五
九
六
年
～
一
六
一
五
年
）
を
中
心
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
拠
る
。
全
三
十
九
巻
。
写
本
の
み

が
残
る
。 

「
羽
州
山
北
の
城
主
小
野
寺
義
通
」
秋
田
の
横
手
城
主
小
野
寺
義
通
で
、
こ
ち
ら
の
「
秋
田
の
歴
史
」
の

年
譜
に
は
天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
、『
小
野
寺
義
通
、
最
上
義
光
と
有
屋
峠
に
戦
う
』
と
あ
る
の
だ

が
、
実
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
史
籍
集
覧 

 

第
八
冊
」
に
載
る
「
奥
羽
永

慶
軍
記
」
で
は
（
巻
三
十
六
の
こ
こ
）、「
小
野
寺
遠
江
守
義
道
流
罪

幷

先
祖
事
」
と
な
っ
て
お
り
、
と
す

る
と
、
こ
れ
は
小
野
寺
義
道
（
永
禄
九
（
一
五
六
六
）
年
～
正
保
二
（
一
六
四
六
）
年
）
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
彼
は
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
の
「
関
ヶ
原
の
戦
い
」
で
は
、
当
初
、
東

軍
に
与
し
た
が
、『
出
羽
の
東
軍
旗
頭
が
仇
敵
の
最
上
義
光
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
そ
の
最
上
氏
が
上
杉
景

勝
の
攻
勢
に
苦
戦
中
で
あ
り
、
友
軍
の
伊
達
政
宗
は
そ
れ
を
傍
観
し
て
い
た
こ
と
か
ら
上
杉
方
に
味
方

し
、
西
軍
に
寝
返
っ
た
。
し
か
し
、
西
軍
が
関
ヶ
原
で
敗
れ
た
こ
と
で
形
勢
は
逆
転
』、『
清
水
義
親
を
大

将
と
し
て
最
上
・
秋
田
・
由
利
党
・
六
郷
氏
の
軍
勢
が
大
森
城
へ
押
し
寄
せ
』、『
城
内
に
侵
入
し
た
が
、

城
主
で
あ
る
義
道
の
弟
・
大
森
康
道
が
自
ら
大
長
刀
を
も
っ
て
切
り
込
み
』、『
必
死
の
防
戦
を
図
り
、
さ

ら
に
弟
の
吉
田
城
主
・
小
野
寺
陳
道
や
兄
・
義
道
の
援
軍
も
あ
り
押
し
戻
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
柳
田
城

へ
は
鮭
延
秀
綱
が
攻
め
寄
せ
、
城
主
柳
田
治
兵
衛
は
孤
軍
奮
闘
の
末
、
討
ち
死
に
し
た
。
東
軍
は
大
森
城

の
包
囲
を
続
け
つ
つ
、
城
主
不
在
の
吉
田
城
を
狙
っ
た
が
、
陳
道
は
大
森
城
を
出
て
里
見
義
近
率
い
る
最

上
軍
を
攻
撃
、
義
道
の
救
援
も
あ
っ
て
最
上
勢
は
引
き
上
げ
た
。
戦
後
の
』
翌
慶
長
六
年
に
『
徳
川
家
康

に
よ
っ
て
改
易
さ
れ
、
子
の
左
京
、
弟
の
康
道
と
と
も
に
石
見
国
津
和
野
に
流
罪
と
さ
れ
た
』
と
あ
る
。

熊
楠
の
語
る
奇
怪
譚
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
後
半
部
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
そ
の
前
に
は
、
大
き
な
牛
が
一
疋
、

義
道
の
常
の
座
敷
に
来
て
死
ん
で
い
た
と
い
う
怪
異
が
語
ら
れ
て
あ
る
（
義
道
は
旗
印
の
紋
を
牛
に
し
て

い
た
）。
以
下
、
電
子
化
す
る
（
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
、
句
読
点
・
濁
点
等
を
挿
入
し
た
。
一

部
に
推
定
で
読
み
を
歴
史
的
仮
名
遣
で
附
し
た
）。 

 
 

 
 

 

＊ 

 

義
道
が
小
姓
に
、
鳥
海
酉
之
助
と
て
、
生
年
十
六
歲
に
成
し
が
、
夙
に
起
て
、
裝
束
、
か
ひ
つ
く
ろ

ひ
、
登
城
せ
ん
と
、
我
家
を
出
て
、
大
手
の
門
に
入
て
、
朴
木
坂

ほ
ほ
の
き
ざ
か

を
二
町
ほ
ど
上
り
み
れ
ば
、
前
代
よ
り

有
し
池
の
中
よ
り
、
大
石
を
引
出
せ
る
如
く
、
一
尺
餘
り
積
れ
る
初
雪
を
左
右
に
分
、
土
を
顯
し
た
る
跡

有
り
。
酉
之
助
、
是
を
見
て
、 

「
あ
ら
、
不
思
議
や
。
此
池
よ
り
大
蛇
の
出
た
る
跡
に
て
も
あ
ら
ん
。
と
も
あ
れ
、
附
止

つ
き
と
め

て
み
ん
。」 

http://common3.pref.akita.lg.jp/koholib/search/html/213/213_028.html
http://common3.pref.akita.lg.jp/koholib/search/html/213/213_028.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3431175
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3431175
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3431175/341
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E9%87%8E%E5%AF%BA%E7%BE%A9%E9%81%93
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3431175/342


と
思
ひ
袴
の
そ
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
裾
の
こ
と
か
。］
を
高
く
取
て
、
其
跡
を
慕
ひ
行
き
、
道
よ
り

弓
手

ゆ

ん

で

を
通
り
、
土
堰

つ
ち
づ
つ
み

を
上
り
、
塀
を
打
破
る
事
、
三
重

み

へ

に
し
て
、
坪
の
内
に
入
り
、
雪
垣
を
破
て
、
緣
の

上
よ
り
上
り
、
座
敷
に
入
し
跡
あ
り
。
酉
之
助
、
何 い

づ

く
ま
で
も
押
入
け
る
。 

 

酉
之
助
伯
父
鳥
海
一
五
郞
、
高
橋
彌
八
郞
な
ど
も
追
々
來
り
、
同
座
中
に
入
て
見
れ
ば
、
何
と
も
知
ら

ず
、
床
の
上
に
五
尺
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
・
五
メ
ー
ト
ル
。］
許
の
丸
き
も
の
あ
り
。 

 

酉
之
助
、
刀
の
脊
を
以
て
打
て
見
る
に
盤
石

ば
ん
じ
や
く

の
如
く
な
り
。
能
々
見
る
に
、「
田 た

貝 が
ひ

」
と
い
ふ
も
の
な

り
。 

 

義
道
、
此
よ
し
を
見
て
、 

「
不
思
議
な
る
も
の
哉
。
元
の
池
に
捨
よ
。」 

と
下
知
す
。 

 

中
間
、
六
、
七
人
に
て
行
け
り
。 

 

か
ゝ
る
不
吉
の
有
し
に
や
、
翌
年
、
遠
流
の
身
と
は
成
し
な
り
。 

 
 

 

＊ 

「
蚌
」
軟
体
動
物
門
斧
足
綱
イ
シ
ガ
イ
目
イ
シ
ガ
イ
科
ド
ブ
ガ
イ
属
ド
ブ
ガ
イ 

S
in

a
n

o
d
o
n
ta

 w
o
o

d
ia

n
a
 

或
い
は
、
イ
シ
ガ
イ
科
カ
ラ
ス
ガ
イ
属
カ
ラ
ス
ガ
イ 

C
rista

ria
 p

lica
ta

 

。
熊
楠
が
タ
ニ
シ
に
し
た
い
気
持

ち
も
判
ら
ぬ
で
は
な
い
が
、「
蚌
」
の
字
は
二
枚
貝
を
指
し
、
上
記
二
種
は
「
五
尺
」
は
あ
り
得
な
い
も
の

の
、
長
径
が
二
十
～
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
丸
し
」
と
表
現
し
て
も

何
ら
お
か
し
く
な
い
。「
這
ひ
行
き
し
」
は
確
か
に
運
動
性
能
で
は
タ
ニ
シ
の
専
売
特
許
と
も
言
え
な
く
は

な
い
が
、
タ
ニ
シ
は
大
き
く
な
る
オ
オ
タ
ニ
シ 

B
ella

m
ya

 (C
ip

a
n
g
o
p
a

lu
d
in

a
) ja

p
o
n
ica

 

で
も
七
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
に
及
ば
な
い
の
で
、
分
は
悪
い
。］ 

                  



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
初
出
の
最
後
に
附
さ
れ
た
「
追
記
」
で
あ
る
。
底
本
で
は
、
以
下
は
標
題
の

「
追
記
」（
ポ
イ
ン
ト
大
太
字
）
を
除
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
落
ち
で
、
全
体
が
一
字
下
げ
に
な
っ
て
い
る
。］ 

  

追
記 

○
狸
、
熱
田
の
大
神
は
狸
を
愛
し
玉
ふ
に
や
、
師
長
公
社
前
に
琵
琶
を
奏
で
し
時
、
明
神
白
狸

に
騎
し
現
れ
玉
ひ
し
と
、
源
平
盛
衰
記
卷
十
二
に
見
ゆ
。 

 

建
部
綾
足
の
折
々
草
、
夏
の
上
の
卷
に
、
信
濃
の
人
野
守
て
ふ
虫
を
殺
せ
し
話
有
り
、
頭
は
常
な
る
小

蛇
の
樣
に
て
、
指
六
つ
あ
る
足
六
所
に
附
き
、
長
さ
一
丈
に
足
ざ
る
に
、
太
さ
桶
の
如
く
頭
尾
遙
か
に
細

し
、
惡
臭
を
放
つ
、
と
。
野
守
は
野
槌
と
等
し
く
、
野
の
主
の
意
な
る
べ
し
、
本
文
列
擧
せ
る
諸
例
と
併

せ
考
ふ
べ
し
、
又
斯
る
蛇
の
譚
、
西
半
球
に
も
古
く
よ
り
存
せ
し
證
は
、
十
六
世
紀
に
、
西
班
牙
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：「
ス
ペ
イ
ン
」。］
の
「
ア
ル
ヅ
ー
ル
、
ヌ
ニ
エ
ツ
」
艦
隊
を
率
ひ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ

マ
。］
秘
露
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ペ
ル
ー
」。］
に
入
し
時
、
八
千
戶
有
る
一
村
に
圓
塔
あ
り
、
一
大
怪
蛇

こ
れ
に
棲
み
、
戰
死
の
尸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
か
ば
ね
」。］
を
享
け
食
ふ
、
魔
此
蛇
に
託
し
て
豫
言

を
發
す
と
信
ぜ
ら
る
、
其
蛇
長
二
丈
五
尺
、
胴
の
厚
さ
牛
の
如
く
、
眼
頗
る
小
に
し
て
輝
く
こ
と
、
頭
至

て
厚
く
短
き
に
相
應
せ
ず
、
齒
鐡
の
如
き
が
二
列
有
り
、
尾
滑
か
な
れ
ど
も
他
は
悉
く
大
皿
樣
の
巨
鱗
も

て
被
は
る
、
兵
士
之
を
銃
擊
す
る
に
及
び
、
大
に
吼
え
、
尾
を
以
て
地
を
叩
き
震
動
せ
し
む
、
一
同
大
に

驚
き
し
が
、
遂
に
之
を
殺
し
了
る
と
云
へ
り
（F

. N
, d

el T
ech

o
, 
‛
T

h
e H

isto
ry

 o
f P

arag
u
ay,̓ 

 
etc. in

 

C
h
u
rch

ill. o
p
.cit. v

o
l. v

i, 1
7
5
2

. p
. 1

4
.

） 

既
に
東
西
兩
半
球
に
斯
く
迄
相
似
た
る
譚
多
き
を
攷
れ
ば
、

野
槌
の
誕
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
な
し
」。］
は
、
例
令
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
と
ひ
」。］
多
く
の
虛
言

を
混
じ
有
る
に
せ
よ
多
少
の
事
實
に
基
け
る
を
知
る
べ
し
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
明
治
四
十
三
年
七
月
、
第
二
五
卷
）  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
師
長
公
社
前
に
琵
琶
を
奏
で
し
時
、
明
神
白
狸
に
騎
し
現
れ
玉
ひ
し
と
、
源
平
盛

衰
記
卷
十
二
に
見
ゆ
」「
師
長
」
は
藤
原
師
長
（
保
延
四
（
一
一
三
八
）
年
～
建
久
三
（
一
一
九
二
）

年
）。
安
元
三
（
一
一
七
七
）
年
、
従
一
位
・
太
政
大
臣
。
治
承
三
（
一
一
七
九
）
年
の
平
清
盛
の
ク
ー

デ
タ
ー
で
、
清
盛
に
よ
っ
て
関
白
松
殿
基
房
と
と
も
に
解
官
さ
れ
た
上
、
師
長
は
尾
張
国
井
戸
田
に
流
罪

に
処
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
出
家
し
、
三
年
後
に
帰
京
を
許
さ
れ
た
。
彼
は
源
博
雅
と
並
ぶ
平
安
時
代
を
代

表
す
る
音
楽
家
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
こ
で
見
る
通
り
、
殊
に
箏
・
琵
琶
の
名
手
で
あ
っ
た
。
指
示
す
る
の

は
同
巻
の
「
師
長
熱
田
社
琵
琶
事
」。
や
や
長
い
が
、
電
子
化
す
る
。
所
持
す
る
（
平
成
五
（
一
九
九

二
）
年
三
弥
井
書
店
版
刊
）「
源
平
盛
衰
記
（
二
）」
で
確
認
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
漢

字
を
正
字
化
し
、
漢
文
表
記
部
は
訓
読
し
（
詩
賦
で
は
白
文
を
掲
げ
、
後
に
推
定
訓
読
を
施
し
た
）、
句

読
点
・
記
号
・
改
行
も
増
や
し
て
示
す
。
踊
り
字
「
〱
」
は
正
字
化
し
た
。
一
部
表
記
を
別
本
で
変
え

た
。 

 
 

 

＊ 

 

或
夜
當
國
第
三
宮
、
熱
田
の
社
に
詣
し
給
へ
り
。
年
へ
た
る
森
の
木
間
よ
り
、
漏
り
來

き
た
る

月
の
さ
し
入

て
、
緋
玉
垣
色
を
そ
へ
、
和
光
利
物
の
榊
葉
に
、
引
立
標
繩

し
め
な
は

の
兎と

に
角か

く

に
、
風
に
亂
る
ゝ
有
樣
、
何
事
に

付
て
も
、
神
さ
び
た
る
氣
色
也
。
此
宮
と
申
は
、
素
盞
烏
尊
、
是
也
。
始
は
出
雲
國
の
宮
造
り
し
て
、
八

重
立た

つ

雲
と
云
三
十
一
字
の
言
葉
は
、
此
御
時
よ
り
始
れ
り
。
景
行
天
皇
御
宇
に
、
此
砌
に
跡
を
た
れ
給
へ

り
。 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/25/291/25_291_325/_pdf/-char/ja


 
師
長
公
、
終
夜
、
神
明
、
納
受
爲
し
、
初
に
は
、
法
施
を
手
向
奉
り
、
後
に
は
琵
琶
を
ぞ
彈
じ
給
け

る
。
調
彈
數
曲
を
盡
し
、
夜
漏
、
深
更
に
及
て
、「
流
泉
」・「
啄
木
」・「
揚
眞
藻
」
の
三
曲
を
彈
じ
給
處

に
、
本
よ
り
無
智
の
俗
な
れ
ば
、
情
を
知
人
希
也
。
邑
老
・
村
女
・
漁
人
。
野
叟
、
參
り
集
り
、
頭
を

低
う
な
だ
れ

、
耳
、

欹
そ
ば
だ
つ

と
い
へ
ど
も
、
更
に
淸
濁
を
分
ち
、
呂
律
を
知
事
は
な
け
れ
ど
も
、
瓠
巴
、
琴
を
彈
ぜ

し
か
ば
、
魚
鱗
、
踊

躍

を
ど
り
を
ど
り

き
。
虞
公
、
歌
を
發
せ
し
か
ば
、
梁
塵
、
動

搖

う
ご
き
う
ご
き

け
り
。
物
の
妙
を
極
る
時

は
、
自
然
の
感
を
催
す
理
に
て
、
滿
座
、
淚
を
押
へ
、
諸
人
袂
を
絞
け
り
。
增
て
神
慮
の
御
納
受
、
さ
こ

そ
は
嬉
く
覺
す
ら
め
。
曉
係か

え

て
吹ふ

く

風
は
、
岸
打
波
に
や
通

か
よ
ふ

ら
ん
、
五
更
の
空
の
鳥
の
音
も
、
旅
寢
の
夢
を

驚
す
。
夜
も
、
や
う
や
う
、
あ
け
ぼ
の
に
成
行
ば
、
月
も
西
山
に
傾
く
。
大
臣
、
御
心
を
す
ま
し
て
、
初

に
は
、 

 

普
合
調
中
花
含
粉
馥
氣 

流
泉
曲
間
月
擧
淸
明
光 

 

（
普
合
の
調
中 

花 

粉
馥

こ

ふ

く

た
る
氣
を
含
み 

 
 

流
泉
の
曲
間 

月 

淸
明
た
る
光
を
擧
ぐ
） 

と
云
朗
詠
し
て
、
重
て
、 

 
 

願
以
今
生
世
俗
文
字
業
狂
言
綺
語
之
誤 

飜
爲
當
來
世
々
讃
佛
乘
之
因
轉
法
輪
之
緣 

 
 

（
願
は
く
は 

今
生 

世
俗
の
文
字
の
業 

狂
言
綺
語
の
誤
り
を
以
つ
て 

 
 

 

飜
り
て 

當
來 

世
々
讚
佛
乘
の
因
轉
法
輪
の
緣
を
爲
さ
ん
と
） 

詠
ま
れ
て
、
御
祈
念
と
覺
し
く
て
、
暫
物
も
仰
ら
れ
ず
。 

 

良
あ
り
て
、
御
琵
琶
を
搔
寄
て
、「
上
玄
」・「
石
象
」
と
云
祕
曲
を
、
彈
澄

す
ま
し

給
へ
り
。
其
聲
、
凄
々

切
々
と
し
て
、
又
、
淨
々
た
り
。
嘈
々
竊
々

さ
う
さ
う
せ
つ
せ
つ

と
し
て
錯
雜
彈
、
大
絃
・
小
絃
の
金
柱
の
操
、
大
珠
・
小
珠

の
玉
盤
に
落
る
に
相
似
た
り
。 

 

御
祈
誓
の
驗
に
や
、
御
納
受
の
至
か
、
神
明
の
感
應
と
覺

お
ぼ
し

く
て
、
寶
殿
、
大
に
動
搖
し
、
襅
振

ち
は
や
ふ
る

玉
の

簾
の
さ
ゞ
め
き
け
り
。
靈
驗
に
恐
て
、
大
臣
、
暫
、
琵
琶
を

閣
さ
し
お
き

給
け
り
。 

 

神
明
、
白
狸
に
乘
給
、
示
し
て
云
、 

「
我
、
天
上
に
し
て
は
文
曲
星
と
顯
て
、
一
切
衆
生
の
本
命
元
辰
と
し
て
是
を
化
益
し
、
此
國
に
天
降
て

は
、
赤
靑
童
子
と
示
し
て
、
一
切
衆
生
に
珍
寶
を
與

あ
た
ふ

、
今
、
此
社
壇
に
垂
跡
し
て
、
年
、
久

ひ
さ
し

。
而
を
、

汝
が
祕
曲
に
堪
へ
ず
、
我
、
今
、
影
向
せ
り
。
君
、
配
所
に
下
り
給
は
ず
は
、

爭
い
か
で
か

此
祕
曲
を
聞
べ
き
。

歸
京
の
所
願
、
疑
な
し
。
必
ず
、
本
位
に
復
し
給
べ
し
。」 

と
御
託
宣

ご

た

く
せ

ん

有
て
、
明
神
、
上
ら
せ
給
た
り
し
か
ば
、
諸
人
、
身
毛
、
竪

よ
だ
ち

て
、
奇
異
の
信
心
を
發
す
。 

 

大
臣
も
、 

「
平
家
、
係
る
惡
業
を
致
さ
ず
は
、
今
、
此
瑞
相
を
拜
し
奉
る
べ
し
や
、
災
は
幸
と
云
事
は
、
加
樣

か

や

う

の
事

に
や
。」 

と
、
感
淚
を
流
し
給

た
ま
ひ

て
も
、
又
、
末
、
憑
し
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
の
も
し
く
」。］
ぞ
覺
し
け
る
。 

 
 

 

＊ 

「
建
部
綾
足
の
折
々
草
、
夏
の
上
の
卷
に
、…

…

」
以
下
は
、
既
に
起
項
さ
れ
て
あ
る
「
野
槌
」
の
疑
似

生
物
の
追
加
情
報
。「
折
々
草
」
は
、
江
戸
中
期
の
俳
人
・
小
説
家
・
国
学
者
で
絵
師
で
も
あ
っ
た
建
部

綾
足
（
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
～
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
）
が
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
に
書
い
た

随
想
的
奇
談
集
。
当
該
話
は
「
夏
の
部
」
の
「
野
守
と
ふ
蟲
の
事
」。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
冨
山
房
「
袖
珍
名
著
文
庫
」
版
（
幸
田
露
伴
校
訂
）
の
当
該
話

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-cde218.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-cde218.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-cde218.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/878257/52
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/878257/52
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/878257/52
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/878257/52


を
視
認
し
て
示
す
。
加
工
用
と
し
て
、
所
持
す
る
「
岩
波
新
古
典
文
学
大
系
」
版
を
読
み
込
ん
だ
も
の
を

用
い
、
ま
た
校
合
や
語
注
の
参
考
に
も
し
た
。
句
読
点
を
変
更
し
た
り
、
増
や
し
た
り
し
、
段
落
を
成
形

し
た
。
記
号
も
添
え
た
。
読
み
は
一
部
に
留
め
た
。
踊
り
字
「
〱
」
は
正
字
化
し
た
。
電
子
化
し
な
が

ら
、『
露
伴
な
ら
、
き
っ
と
こ
こ
は
書
き
換
え
る
よ
な
』
と
思
う
箇
所
が
し
っ
か
り
変
わ
っ
て
い
る
の

で
、
面
白
か
っ
た
。 

 
 

 

＊ 

 

信
濃
な
る
松
代
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
在
の
長
野
県
長
野
市
松
代
町
は
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・

デ
ー
タ
航
空
写
真
）。
現
在
の
松
城
城
の
あ
る
市
街
地
の
、
北
東
部
や
南
部
は
現
在
、
同
じ
松
代
町
を
冠

す
る
が
、
結
構
、
山
深
い
。］
に
住
む
人
、
來
て
、
か
た
り
き
。 

 

其
邊

わ
た
り

の
山
里
に
、
名
高
き
力
雄

ち
か
ら
を

の
侍
り
て
、
相
撲

す

ま

ひ

な
ど
も
取
步

と
り
あ
り

き
け
る
が
、
水
無
月
ば
か
り
、
是こ

れ

が
友

ど
ち
と
二
人
、
山
に
入
り
て
、
柴
刈
り
て
侍
る
歸
途

か

へ

さ

に
、
淸
水
の
流
出

な
が
れ
い
で

た
る
細
道
の
、
眞
葛
、
這は

ひ

廣ひ
ろ

ご
り

て
、
怪
し
き
木
蔭
の
侍
る
所
を
來
る
に
、
一
人
の
男
は
先
に
立
ち
て
行
き
、
か
の
力
雄
は
、
後し

り

に
立
ち

て
、
刈
り
た
る
柴
ど
も
は
、
物
に
結
附

ゆ

ひ

つ

け
て
振
り
擔か

た

げ
た
り
。 

 

下
る
道
な
り
し
か
ば
、
彼か

の
難
し
き
邊

わ
た
り

を
走
り
來
る
に
、
何
に
か
あ
ら
む
、
物
踏
み
た
る
心
地
す
る

に
、
眞
葛
原
、
騷

さ
わ
ぎ

立た

ち
て
、
桶
の
丸ま

ろ

さ
ば
か
り
な
る
が
、
起
返

お
き
か
へ

り
て
、
足
よ
り
肩
に
打
ち
掛
け
て
、 

「
く
る
く
る
」 

と
卷
き
て
お
ぼ
ゆ
る
に
、
見
れ
ば
、
頭

か
し
ら

は
、
犬
な
ど
よ
り
も
大
き
く
見
ゆ
る
が
、
眼め

の
光
、
異あ

や

し
く
、
我

咽
の
ん
ど

を
狙
ふ
に
や
、
高
々
と
、
さ
し
上
げ
た
り
。 

 

又
、
尾
と
お
ぼ
し
き
は
背

そ
び
ら

を
め
ぐ
り
て
、
肩
を
打
こ
し
て
臍ほ

ぞ

の
邊

あ
た
り

ま
で
卷
き
し
め
て
侍
り
。 

 

此
男

を
の
こ

、
勇い

さ

み
た
る
も
の
な
れ
ば
、
事
と
も
な
く
お
も
ひ
て
、 

『
是
は
、
大
蛇

お

ろ

ち

な
り
。
い
で
、
口
よ
り
引
裂

ひ

き

さ

か
さ
む
。』 

と
、
お
も
ひ
て
、
荷に

な

ひ
た
る
柴
を
ば
放
ち
、
左
の
手
を
伸
べ
て
、
下
の
腮

あ
ぎ
と

を
、 

「
ひ
し
」 

と
、
と
ら
へ
、
右
の
手
し
て
、
上
の
腮
を
に
ぎ
り
て
、
引
裂
か
む
と
す
る
に
、
叶
は
ず
。 

 

鎌
は
持
ち
た
り
し
か
ど
、
先さ

き

な
る
男
の
腰
に
挿さ

さ
せ
た
れ
ば
、
此
所

こ

ゝ

に
は
有
ら
ず
。 

『
さ
る
に
て
も
、
い
づ
ち
、
行
け
む
。』 

と
、
お
も
ひ
て
、
大
聲
を
あ
げ
て
よ
べ
ば
、
是
は
、
い
と
甲
斐
な
き
男

を
の
こ

に
て
、
爾し

か

見
る
よ
り
、
か
た
へ
な

る
木
に
の
ぼ
り
て 

「
あ
や
、
あ
や
。」 

と
見
居
た
る
が
、 

「
此
所

こ

ゝ

な
り
。」 

と
、
い
ふ
。 

「
汝

お
の
れ

、
言い

ひ

甲
斐

が

ひ

な
き
者
か
な
、
其
腰
に
挿
し
た
る
鎌
な
む
、
お
こ
せ
よ
。
此
奴

こ

や

つ

、
さ
い
な
ま
む
。」 

と
、
い
へ
ば
、
な
ほ
も
、
木
の
末う

れ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
木
の
枝
。］
に
居
り
な
が
ら
、
鎌
は
拔
き
て
、

投
下

な
げ
お
ろ

し
た
り
。 

 

扨
、
足
を
上
げ
て
、
下
の
腮

あ
ぎ
と

を
踏
固

ふ
み
か
た

め
、
左
の
手
に
て
、
上
の
顎
を
持
代

も

ち

か

へ
て
、
右
の
手
に
鎌
を
握
り

て
、 

「
や
。」 

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92381-1231+%E9%95%B7%E9%87%8E%E7%9C%8C%E9%95%B7%E9%87%8E%E5%B8%82%E6%9D%BE%E4%BB%A3%E7%94%BA%E6%9D%BE%E4%BB%A3/@36.5573812,138.1709097,14367m/data=!3m1!1e3!4m5!3m4!1s0x601d84d577bb3049:0xb19ccea25dc9487c!8m2!3d36.5591612!4d138.2020454


と
、
聲
を
か
け
て
、
口
よ
り
咽

の
ん
ど

を
か
け
て
二
尺

ふ
た
さ
か

ば
か
り
斬
り
裂
く
に
、
苦
し
く
や
有
り
け
む
、
締
め
た
る

尾
先
を
緩
め
て
、
あ
る
限
り
、
さ
し
伸
べ
て
、
地
を
打
叩

う
ち
た
ゝ

く
事
、
五
度

い
つ
わ
た
り

ば
か
り
す
。 

 

其
響

ひ
ゞ
き

、
木
魂

こ

だ

ま

に
答
へ
て
鳴
動

な
き
と
よ

め
り
。 

 

さ
て
、
見
た
る
此
僻
物

く
せ
も
の

は
、
い
と
弱
り
て
侍
る
に
、
鎌
を
上
げ
て
、
三
段

み

き

だ

、
四
段

よ

き

だ

に
、
切
離

き
り
は
な

ち
ぬ
。 

 

頭
か
し
ら

は
常
な
る
小
蛇

を

ろ

ち

の
樣さ

ま

に
て
、
指
の
六む

つ
あ
る
足
な
む
、
六
所

む
つ
ど
こ
ろ

に
附
き
た
り
。
丈た

け

は
一
丈

ひ
と
た
け

ば
か
り
に

足
ら
ず
、
周
圍

ま

は

り

の
太
き
所
は
、
桶
ば
か
り
も
侍
り
て
、
頭
の
方か

た

、
尾
の
方
は
、
遙

は
る
か

に
細
や
か
な
り
。 

 

扨
、
頭
よ
り
は
じ
め
、
尾
の
邊

あ
た
り

は
、
傍

か
た
へ

な
る
谷
に
打う

ち

込こ

み
、
中
に
も
太
き
所
を
ば
荷
ひ
て
、 

「
今
日
の
名
譽

ほ

ま

れ

を
親
に
も
見
せ
、
所
の
者
共
を
も
驚
か
さ
む
。」 

と
て
、
持も

て
歸
り
に
け
り
。 

 

親
は
甚い

た

く
老
い
て
侍
る
に
、
待
ち
つ
け
て
、 

「
な
ど
て
、
今
日
は
、
遲
か
り
し
。」 

と
、
い
ふ
に
、
か
の
一
丸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
大
系
版
『
ヒ
ト
マ
ロ
』
と
ル
ビ
す
る
。
一
塊
り
。］
な
る

を
取

と
う
で

ゝ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］、 

「
斯か

ゝ

る
め
見
し
が
、
惡に

く

く
思
ひ
て
、
か
く
、
斬

責

き
り
さ
い
な
み

て
侍
る
。
彼あ

れ

、
見
給
へ
。
」 

と
て
、
出い

だ

す
。 

 

親
、
驚
き
て
、 

「
よ
か
ら
ぬ
事
を
ば
、
し
つ
る
。
是
は
山
の
神
な
ら
む
。

必
か
な
ら
ず

、
祟

た
ゝ
り

い
で
來こ

な
む
。
己

お
の
れ

が
、
子
と
は
、

思
は
ず
。
家
に
、
な
入
り
そ
。」 

と
て
、
お
ひ
出
し
け
る
ほ
ど
に
、
此
男
は
、 

「
譽
ら
れ
む
と
て
、
持も

て
來
つ
る
を
、
思

お
も
ひ

の
外
に
も
侍
る
か
な
。
何な

に

の
山
の
神
な
ら
む
、
人
を
食
は
ん
ず

る
奴
は
、
た
と
へ
、
神
に
ま
れ
、
命

い
の
ち

は
取
る
べ
し
。
さ
る
を
、
か
く
、
懲
ら
し
給
ふ
は
、
己
が
親
に
て

も
、
お
は
さ
じ
。」 

な
ど
、
言
爭

い
ひ
あ
ら
そ

ふ
を
、
里さ

と

長を
さ

の
來
り
合
せ
て
、
彼か

や
斯か

く
言
宥

い
ひ
な
だ

め
て
け
り
。 

 

さ
て
、
其
切
り
て
持も

た
る
を
ば
、 

「
見
む
。」 

と
言
ふ
方
へ
は
遣
は
し
、
一
日

ひ

と

ひ

も
二
日

ふ

た

ひ

も
歷ふ

る
程
に
、
い
と
臭
く
あ
り
つ
れ
ば
、
捨
て
つ
。 

 

此
男
も
、
い
と
臭
き
香か

の
移
り
て
、
着
た
る
物
ど
も
を
ば
、
取
捨

と

り

す

て
、
手
も
足
も
洗
へ
ど
も
、
更
に
其

香
の
去
ら
で
、
こ
れ
に
は
、
惱
み
け
る
を
、
醫
師

く

す

し

の
良
き
藥
を
與
へ
て
後の

ち

は
、
其
香
、
や
う
や
う
、
去
り

し
と
ぞ
。 

 

又
、
其
醫
師
の
言
ふ
は
、 

「
是
は
野
守
と
て
、
大
蛇

を

ろ

ち

の
類

た
ぐ
ひ

に
も
あ
ら
ず
。」 

と
申
せ
し
よ
し
。 

 

世
に
、
井
守
、
屋
守
な
ど
い
ふ
蟲
の
、
野
に
侍
る
ま
ゝ
に
、
「
野
守
」
と
は
言
ひ
け
ん
。 

 

又
、
此
男
に
は
何
の
報

む
く
い

も
侍
ら
ざ
り
し
が
、
三
と
せ
經
て
後の

ち

、

公
お
ほ
や
け

よ
り
、
占
置

し

め

お

か
れ
し
山
に
入
り

て
、
宮
木
を
盜
み
た
る
罪
の
顯
れ
侍
る
に
よ
り
て
、
命

い
の
ち

を
召
れ
け
り
。 

「
是
は
、
其そ

れ

が
復
讐

あ

だ

し
た
る
也
。」 

と
、
人
々
、
い
ひ
は
や
し
け
る
、
と
な
む
。 

 
 

 

＊ 



「F
. N

, d
el T

ech
o

」
ニ
コ
ラ
ス
・
デ
ル
・
テ
チ
ョ
（N

ico
lás D

el T
ech

o
 

一
六
一
一
年
～
一
六
八
五
年
）

は
パ
ラ
グ
ア
イ
の
宣
教
師
・
歴
史
家
。
こ
の
驚
く
べ
き
話
は
ち
ょ
っ
と
飛
び
散
っ
て
来
る
一
片
も
信
じ
難

い
の
だ
が
、
何
か
、
妙
に
具
体
で
、
象
徴
的
な
別
の
凄
惨
な
事
実
を
謂
う
て
い
る
よ
う
に
も
感
ず
る
。］ 

                                   



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
、
最
後
に
書
誌
が
出
る
も
の
（
本
篇
発
表
に
四
ヶ
月
後
）
に
追
加
掲
載
さ
れ

た
も
の
で
、「j-stag

e

」
の
こ
ち
ら
（P

D
F

）
で
初
出
原
文
が
視
認
出
来
る
。
今
ま
で
同
様
に
マ
ー
キ
ン

グ
を
施
し
た
。］ 

 

補
遺 

 

人
類
學
會
雜
誌
二
九
一
號
三
二
九
頁
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
先
の
「
狼
」
の
条
。］
に
、
予
は
御
嶽
玉
置

山
等
で
、
狼
犬
同
源
の
遺
跡
を
留
る
者
と
論
ぜ
り
、
其
後
、
上
垣
守
國
の
養
蠶
秘
錄
を
見
る
に
、
但
馬
の

養
父
大
明
神
も
狼
を
使
者
と
す
と
記
せ
り
、
近
頃
柳
田
氏
の
遠
野
物
語
を
覽
る
に
、「
猿
の
經
立

フ
ツ
タ
チ

、
御
犬

の
經
立
は
、
恐
し
き
物
也
、
御
犬
と
は
狼
の
事
也
」
と
見
ゆ
、（
三
六
章
）
前
日
予
何
の
心
も
無
く
、「
ウ

ツ
ド
」
氏
の
動
物
圖
譜
中
の
「
コ
ル
ス
ン
」（C

u
o
n
 d

u
k
h
u
en

sis. 

印
度
の
西
疆
に
產
す
る
野
犬
也
、
能
く

群
團
し
て
猛
虎
を
殺
す
を
以
て
著
名
也
、
此
獸
、
體
色
赭
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
か
く
」。］、
足
喙
耳

と
尾
尖
黑
し
と
有
れ
ど
本
草
綱
目
に
、
黃
腰
獸
、
豹
よ
り
小
さ
く
、
腰
以
上
は
黃
、
以
下
は
黑
し
、
形
ち

犬
に
類
す
、
小
な
り
と
雖
も
能
く
虎
と
牛
鹿
を
食
ふ
と
云
る
は
、
此
獸
の
事
を
多
少
誤
聞
せ
る
記
載
か
と

も
思
は
る
）
の
圖
を
、
𤲿
家
川
島
友
吉
氏
に
示
せ
し
に
、
昔
し
唐
人
が
倭
犬
を
𤲿
き
た
る
物
あ
り
、
甚
だ

此
圖
に
似
た
り
、
今
の
倭
犬
は
悉
く
洋
種
を
混
じ
た
れ
ば
、
頗
る
固
有
の
倭
犬
と
異
る
に
及
べ
り
と
言
れ

た
り
、
本
邦
の
狼
と
犬
と
の
關
係
に
多
少
緣
有
る
事
な
れ
ば
附
記
す
、
○
同
號
三
三
三
頁
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
鶺
鴒
」
の
条
。］
に
、
予
大
淸
一
統
志
に
鶺
鴒
の
產
地
を
擧
げ
た
る
は
、
媚
藥
に
用
ひ
し
な
ら
ん
と

言
え
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］、
再
び
案
ず
る
に
、
是
れ
籠
鳥
と
し
て
弄
び
し
な
ら
ん
、
本
邦
に
も

そ
の
例
あ
り
、
碧
山
日
錄
卷
一
、
長
祿
三
年
四
月
五
日
、
攝
州
太
守
幸
公
與
春
公
相
率
而
來
、
予
以
禮
侍

之
、
余
有
一
石
、
高
峻
而
成
双
尖
、
幸
公
曰
、
金
吾
宗
全
之
孫
、
其
呼
爲
次
郞
者
、
好
鶺
鴒
而
籠
之
、
此

鳥
以
石
爲
居
也
、
然
無
貢
者
、
此
石
可
以
當
之
云
、
固
有
欲
之
々
色
、
乃
納
之
、
幸
公
悅
之
と
記
せ
り
、

○
三
三
七
頁
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
海
龜
」
の
条
。］
に
、
古
え
日
本
人
海
龜
を
神
又
は
神
使
と
せ
し
由
を

述
た
り
。
今
も
然
す
る
所
有
る
は
、
今
年
七
月
三
十
日
の
紀
伊
每
日
新
聞
に
、「
淡
路
志
筑
町
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
現
在
の
兵
庫
県
淡
路
市
志
筑
（
し
づ
き
）。
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。］
の
海
岸
へ
、
每

年
土
用
に
、
甲
の
幅
三
尺
餘
の
大
龜
、
一
定
の
場
所
に
來
り
、
產
卵
す
る
を
、
町
民
神
と
し
て
敬
ふ
、
今

年
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
。］
七
月
廿
六
日
、
該
町
辨
財
天
祭
に
て
人
多
く
賑

ひ
し
に
、
夜
十
一
時
頃
、
龜
出
來
し
を
見
出
し
、
海
岸
に
人
の
山
を
築
き
、
早
速
神
官
を
呼
び
、
町
民
は

勿
體
無
し
と
て
、
遠
く
よ
り
打
眺
む
る
由
、
龜
穴
を
掘
た
る
儘
、
卵
を
產
ま
ず
に
去
れ
り
、
此
大
龜
例
年

來
る
は
、
久
し
き
以
前
よ
り
の
事
に
て
、
一
定
の
場
所
へ
、
每
年
必
ず
十
二
列
十
二
重
に
、
百
四
十
八

（
四
歟
）
箇
を
產
む
、
約
三
ケ
月
後
ち
に
孵
化
す
る
迄
、
子
供
近
か
づ
け
ず
、
產
卵
後
直
ち
に
其
周
圍
に

注
連
を
張
り
、
神
官
を
し
て
其
發
育
を
祈
ら
し
む
る
例
也
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
狂
波
俄
か
に
起
て
、
海
岸
に

居
合
し
た
る
者
を
卷
込
む
と
、
扨
孵
化
せ
し
龜
は
、
母
龜
共
に
遠
く
海
に
出
で
去
る
、
其
時
町
民
打
寄

り
、
鄭
重
な
る
言
葉
を
遣
ひ
、
神
酒
を
呑
ま
せ
歸
す
を
例
と
す
」
と
載
せ
た
る
に
て
證
す
可
し
、
紀
州
田

邊
邊
の
漁
民
は
、
海
龜
卵
を
下
す
地
が
波
際
を
去
る
遠
近
を
見
て
、
其
秋
波
の
高
低
を
卜

ウ
ラ
ナ

ふ
也
、
○
蜈
蚣

は
今
日
專
ら
毘
沙
門
の
使
者
と
信
ぜ
ら
る
れ
ど
も
、
古
え
は
他
の
神
の
使
者
と
も
爲
せ
し
に
や
、
續
群
書

類
從
卷
卅
所
收
、
八
幡
愚
童
訓
卷
下
に
、
淀
の
住
人
八
幡
に
參
り
祈
り
し
に
、
寶
藏
の
内
よ
り
大
な
る
百

足
這
懸
り
け
れ
ば
、
是
れ
福
の
種
也
と
仰
ゐ
で
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］、
袖
に
裹
ん
で
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：「
つ
つ
ん
で
」。］
宿
所
へ
還
り
、
深
く
崇
め
祝
ひ
し
に
、
所
々
よ
り
大
名
共
來
て
問
丸
と
爲
り
、

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/296/26_296_63/_pdf/-char/ja
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-321fb9.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-321fb9.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-321fb9.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-ad25eb.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-de8516.html
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92656-2131+%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C%E6%B7%A1%E8%B7%AF%E5%B8%82%E5%BF%97%E7%AD%91/@34.435012,134.8721491,13z/data=!4m5!3m4!1s0x3554b65a7271c395:0x3faf55c44e123ee0!8m2!3d34.4344472!4d134.8996414
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92656-2131+%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C%E6%B7%A1%E8%B7%AF%E5%B8%82%E5%BF%97%E7%AD%91/@34.435012,134.8721491,13z/data=!4m5!3m4!1s0x3554b65a7271c395:0x3faf55c44e123ee0!8m2!3d34.4344472!4d134.8996414
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92656-2131+%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C%E6%B7%A1%E8%B7%AF%E5%B8%82%E5%BF%97%E7%AD%91/@34.435012,134.8721491,13z/data=!4m5!3m4!1s0x3554b65a7271c395:0x3faf55c44e123ee0!8m2!3d34.4344472!4d134.8996414


當
時
迄
淀
第
一
の
德
人
也
と
見
え
、
神
宮
雜
用
先
規
錄
卷
下
に
、
皇
太
神
宮
神
主
荒
木
田
氏
の
祖
の
名
を

列
せ
る
中
に
、
牟
賀
手
有
り
、
是
は
蜈
蚣
を
吉
祥
と
し
て
名
と
せ
し
に
や
、
○
蟹
（
同
號
三
四
一
頁
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
蟹
」
の
条
。］
參
照
）。
越
中
放
生
津
の
諏
訪
社
に
白
蛇
あ
り
、
諏
訪
樣
と
名
く
、
蟹
多

く
引
連
れ
出
で
遊
ぶ
、
澤
蟹
多
く
出
て
諸
人
を
迎
ふ
る
は
、
此
地
の
不
思
議
に
て
、
大
要
使
は
し
め
と
云

ふ
者
に
似
た
り
と
、
三
州
奇
談
後
篇
一
に
見
ゆ
、
○
蜻
蜓
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
と
ん
ぼ
」。
］
類
聚
名
物

考
卷
二
五
八
、
錢
を
數
ふ
る
異
稱
の
條
々
、
禮
家
に
云
傳
る
は
、
蜻
蛉
結
び
を
武
家
に
用
ゆ
、
此
虫
を
將

軍
虫
と
云
ふ
と
あ
り
、
拙
妻
の
亡
父
の
話
し
に
、
蜻
蛉
を
勝
ち
蟲
と
名
け
、
武
士
の
襦
袢
等
の
模
樣
に
用

ゆ
、
自
身
も
長
州
征
伐
の
時
然
せ
り
と
、
神
武
帝
蜻
蛉
に
依
て
國
に
名
け
玉
し
事
あ
り
、
雄
略
帝
、
此
蟲

が
蟲
を
誅
せ
し
を
褒
め
云
ひ
し
事
も
有
り
崇
拜
と
迄
無
く
と
も
、
古
來
吉
祥
の
虫
と
看
做
さ
れ
た
る
を
知

る
べ
し
。（
明
治
四
十
三
年
十
一
月
人
類
第
二
十
六
卷
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
上
垣
守
國
の
養
蠶
秘
錄
を
見
る
に
、
但
馬
の
養
父
大
明
神
も
狼
を
使
者
と
す
と
記

せ
り
」
江
戸
中
。
後
期
の
養
蚕
家
・
蚕
種
商
人
上
垣
守
國

う
え
が
き
も
り
く
に

（
宝
暦
三
（
一
七
五
三
）
年
～
文
化
五
（
一
八

〇
八
）
年
）。
但
馬
養
父
郡
蔵
垣
村
（
現
在
の
兵
庫
県
養
父
市
大
屋
町
蔵
垣
。
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ

ー
タ
）
の
庄
屋
の
家
に
生
ま
れ
た
。
十
八
歳
の
時
、
養
蚕
の
先
進
地
で
あ
っ
た
陸
奥
国
伊
達
郡
福
島
へ
赴

き
、
蚕
種
を
仕
入
れ
、
蚕
種
改
良
に
励
み
、
大
屋
谷
養
蚕
の
原
種
（
但
馬
種
）
を
創
出
、
さ
ら
に
丹
波
・

丹
後
に
養
蚕
業
を
普
及
さ
せ
た
。
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
四
十
八
歳
の
時
に
著
し
た
の
が
、
上
中
下
の

三
巻
か
ら
成
る
養
蚕
技
術
書
「
養
蠶
秘
錄
」
で
、
こ
れ
は
最
も
代
表
的
な
江
戸
時
代
の
養
蚕
書
と
し
て
知

ら
れ
、「
養
父
市
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
養
蚕
の
神
様
上
垣
守
国
」
に
よ
れ
ば
、『
上
巻
で
養
蚕
の
起
源
を

述
べ
、
蚕
名
、
蚕
種
、
栽
桑
、
蚕
飼
道
具
を
図
解
し
、
中
巻
で
は
養
蚕
の
実
務
を
述
べ
、
孵
化
、
掃
立
、

給
桑
、
上
族
、
繰
糸
な
ど
の
全
般
を
解
説
し
、
下
巻
で
は
真
綿
製
法
、
養
蚕
の
話
題
を
書
い
て
、
和
漢
の

古
書
』
二
十
五
『
点
を
引
用
』
し
、『
当
時
は
文
字
が
読
め
な
い
人
も
多
い
た
め
、
大
き
な
挿
図
を
多
数

入
れ
て
、
図
を
見
る
だ
け
で
養
蚕
が
学
べ
る
よ
う
』、
工
夫
が
施
さ
れ
て
あ
る
。
出
石

い

ず

し

藩
の
『
儒
学
者
桜

井
篤
忠
の
手
助
け
に
よ
っ
て
、
江
戸
・
大
阪
・
京
都
の
書
林
か
ら
刊
行
さ
れ
』、
守
国
の
死
後
で
あ
る

が
、
文
政
一
二
（
一
八
二
九
）
年
に
は
、
か
の
『
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
シ
ー
ボ
ル
ト
』
が
、
こ
の

「
養
蚕
秘
録
」
を
『
日
本
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
持
ち
帰
り
』、
そ
の
有
用
性
を
聴
き
知
っ
た
『
フ
ラ
ン
ス
政

府
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
室
通
訳
官
ホ
フ
マ
ン
に
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
命
じ
』、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
に

は
、『
パ
リ
と
ト
リ
ノ
で
農
業
技
術
書
と
し
て
出
版
』
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
日
本
文
化
輸
出
第
』
一
『
号

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
』
お
り
、『
日
本
国
内
で
も
』、
実
に
明
治
二
十
年
代
ま
で
八
十
年
以
上
に
亙
っ
て

『
出
版
さ
れ
続
け
』
た
、
と
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
同
書
原
本
の
上
巻
冒
頭

に
あ
る
「
日
本
養
蠶
（
こ
が
ひ
）
始
（
は
じ
ま
り
）
之
事
」
の
中
の
こ
こ
の
、
右
頁
四
行
目
か
ら
、『
但
馬

國
に
鎭
座
ま
し
ま
す
養
父
大
明
神
な
り
』
と
始
ま
っ
て
、
養
蠶
の
神
と
語
り
、
左
頁
の
ポ
イ
ン
ト
落
ち
の
注

の
頭
で
（
そ
の
ま
ま
に
視
認
し
て
電
子
化
し
た
）、
歴
史
的
仮
名
遣
の
誤
り
は
マ
マ
。 

 
 

 

＊ 

因
云

ち
な
み
い
ふ

此
御
神
は

狼
お
ゝ
か
み

を
使
令

つ
か
ひ
し
め

と
し
給
ふ
猪
鹿

し

し

出
て
作
物

さ
く
も
の

を
あ
ら
す
時
此
社
に
詣

ま
う
で

て
作
守

さ
く
ま
も
り

の
御
靈

み
し
る
し

を
請 う

け

歸 か
へ

り
、
田
畑

た

は

た

の
側 は

じ

に
立
置
ば

狼
お
ゝ
か
み

來
り
て
守 ま

も

る
故 ゆ

へ

猪
鹿

し

し

作
物

さ
く
も
の

を
あ
ら
さ
ず
其
事
濟 す

み

て
靈

し
る
し

を
皈 か

へ

し
納

お
さ
む

れ
ば

狼
お
ゝ
か
み

も
立
去

た

ち

さ

る
な
り
又
參
詣

さ
ん
け
い

の
節 せ

つ

狼
お
ゝ
か
み

を
つ
れ
皈 か

へ

ら
ん
こ
と
を
願 ね

が

へ
ば
其
人
の
後

し
り
へ

に
つ
き
添 そ

ひ

來
る
事
あ
ま
ね
く

人
の
知 し

れ
る
所
に
し
て
農
業

の
う
げ
ふ

を
守
ら
せ
給
ふ
靈
驗

れ
い
げ
ん

斯 か
く

の
ご
と
し 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-58c3cc.html
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92667-0321+%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C%E9%A4%8A%E7%88%B6%E5%B8%82%E5%A4%A7%E5%B1%8B%E7%94%BA%E8%94%B5%E5%9E%A3/@35.3253334,134.518038,9.75z/data=!4m5!3m4!1s0x35556667492d0667:0x2c6622bcdd9a69cf!8m2!3d35.3155054!4d134.6419135
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92667-0321+%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C%E9%A4%8A%E7%88%B6%E5%B8%82%E5%A4%A7%E5%B1%8B%E7%94%BA%E8%94%B5%E5%9E%A3/@35.3253334,134.518038,9.75z/data=!4m5!3m4!1s0x35556667492d0667:0x2c6622bcdd9a69cf!8m2!3d35.3155054!4d134.6419135
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92667-0321+%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C%E9%A4%8A%E7%88%B6%E5%B8%82%E5%A4%A7%E5%B1%8B%E7%94%BA%E8%94%B5%E5%9E%A3/@35.3253334,134.518038,9.75z/data=!4m5!3m4!1s0x35556667492d0667:0x2c6622bcdd9a69cf!8m2!3d35.3155054!4d134.6419135
https://www.city.yabu.hyogo.jp/soshiki/kyoikuiinkai/shakaikyoiku/2_1/2/2544.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2556952/8
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2556952/8


 
 

 

＊ 

と
あ
る
。
こ
の
本
、
個
人
的
に
甚
だ
気
に
入
っ
た
！ 

『
柳
田
氏
の
遠
野
物
語
を
覽
る
に
、「
猿
の
經
立

フ
ツ
タ
チ

、
御
犬
の
經
立
は
、
恐
し
き
物
也
、
御
犬
と
は
狼
の
事

也
」
と
見
ゆ
、（
三
六
章
）
』
実
は
「
經
立
」
の
ル
ビ
は
底
本
で
は
『
ツ
イ
タ
テ
』
で
あ
る
。「
変
だ
な
」
と

感
じ
て
、
初
出
を
見
る
と
、
正
し
く
（
後
述
）『
猿
の
經
立

フ
ツ
タ
チ

』
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
特
異
的
に
訂
し
た
。

因
み
に
初
出
「
御
犬
」
に
『
オ
イ
ヌ
』
と
ル
ビ
し
て
あ
る
。
さ
て
も
こ
れ
は
、
柳
田
國
男
が
佐
々
木
喜
善

の
採
取
し
た
も
の
を
書
き
改
め
た
「
遠
野
物
語
」（
本
記
事
初
出
の
五
ヶ
月
前
の
明
治
四
三
（
一
九
一

〇
）
年
六
月
十
四
日
に
『
著
者
兼
發
行
者
』
を
『
柳
田
國
男
』
と
し
て
東
京
の
聚
精
堂
よ
り
刊
行
さ
れ

た
）
の
一
節
で
、
私
は
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
柳
田
國
男
」
で
原
本
の
電
子
化
注
を
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
「
原
点
と
違
う
読
み
だ
な
」
と
直
ち
に
思
っ
た
の
で
あ
る
。
当
該
部
は
、『
佐
々
木
（
鏡
石
）

喜
善
・
述
／
柳
田
國
男
・（
編
）
著
「
遠
野
物
語
」（
初
版
・
正
字
正
仮
名
版
） 

三
六
～
四
二 

狼
』

で
、
以
下
が
本
文
で
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

三
六 

猿
の
經
立

フ
ツ
タ
チ

、
御
犬

オ

イ

ヌ

の
經
立
は
恐
ろ
し
き
も
の
な
り
。
御
犬

オ

イ

ヌ

と
は
狼
の
こ
と
な
り
。
山
口
の
村
に
近

き
二
ツ
石
山

フ

タ

イ

シ

ヤ

マ

は
岩
山
な
り
。
あ
る
雨
の
日
、
小
學
校
よ
り
歸
る
子
ど
も
此
山
を
見
る
に
、
處

々

ト
コ
ロ
ド
コ
ロ

の
岩
の

上
に
御
犬

オ

イ

ヌ

う
ず
く
ま
り
て
あ
り
。
や
が
て
首
を
下 シ

タ

よ
り
押
上

オ

シ

ア

ぐ
る
や
う
に
し
て
か
は
る
が
は
る
吠 ホ

え
た

り
。
正
面
よ
り
見
れ
ば
生 ウ

ま
れ
立 タ

て
の
馬
の
子
ほ
ど
に
見
ゆ
。
後

ウ
シ
ロ

か
ら
見
れ
ば
存
外

ゾ
ン
グ
ワ
イ

小
さ
し
と
云
へ

り
。
御
犬
の
う
な
る
聲
ほ
ど
物
凄
く
恐
ろ
し
き
も
の
は
無
し
。 

 
 

 

＊ 

リ
ン
ク
先
の
私
の
注
も
、
是
非
、
読
ま
れ
た
い
。 

『「
ウ
ツ
ド
」
氏
の
動
物
圖
譜
』
博
物
学
的
読
本
を
多
数
書
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
ジ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ー

ジ
・
ウ
ッ
ド
（Jo

h
n
 G

eo
rg

e W
o
o
d 

一
八
二
七
年
～
一
八
八
九
年
）
の
「Illu

stra
ted

 N
a
tu

ra
l H

isto
ry

」

で
あ
る
。
但
し
、
挿
絵
は
彼
が
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
熱
心
な
動
物
愛
好
家
で
も
あ

っ
た
ハ
リ
ソ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ア
ー
（H

arriso
n
 W

illiam
 W

eir 

一
八
二
四
年
～
一
九
〇
六
年
）

他
で
あ
る
。 

『「
コ
ル
ス
ン
」（C

u
o
n
 d

u
k
h
u
en

sis. 

印
度
の
西
疆
に
產
す
る
野
犬
也
、
能
く
群
團
し
て
猛
虎
を
殺
す
を

以
て
著
名
也
、
此
獸
、
體
色
赭
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
か
く
」。］、
足
喙
耳
と
尾
尖
黑
し
と
有
れ
ど
本

草
綱
目
に
、
黃
腰
獸
、
豹
よ
り
小
さ
く
、
腰
以
上
は
黃
、
以
下
は
黑
し
、
形
ち
犬
に
類
す
、
小
な
り
と
雖

も
能
く
虎
と
牛
鹿
を
食
ふ
と
云
る
は
、
此
獸
の
事
を
多
少
誤
聞
せ
る
記
載
か
と
も
思
は
る
）
の
圖
』

「In
tern

et arch
iv

e

」
の
「Illu

stra
ted

 N
a
tu

ra
l H

isto
ry

」
の
こ
こ
の
右
ペ
ー
ジ
の
図
と
解
説
（
次
の
ペ
ー

ジ
に
ま
で
及
ぶ
）
で
あ
る
。
図
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
「K

H
O

L
S

U
N

, O
R

 D
H

O
L

E
.—

 C
u
o
n

 

D
u
k
h
u
en

sis.

」
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
学
名
は
不
審
。
検
索
自
体
で
全
く
か
か
っ
て
こ
な
い
か

ら
、
現
在
は
シ
ノ
ニ
ム
で
さ
え
な
い
。
本
種
は
食
肉
目
イ
ヌ
科
ド
ー
ル
属
ド
ー
ル 

C
u

o
n
 a

lp
in

u
s 

で
あ

る
。
ウ
ィ
キ
の
「
ド
ー
ル
」
に
よ
れ
ば
、
別
名
を
ア
カ
オ
オ
カ
ミ
と
も
呼
ぶ
。
現
在
は
イ
ン
ド
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
（
ジ
ャ
ワ
島
・
ス
マ
ト
ラ
島
）・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
タ
イ
王
国
・
中
華
人
民
共
和
国
・
ネ
パ
ー
ル
・

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ブ
ー
タ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
（
マ
レ
ー
半
島
）・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ラ
オ
ス
に
分
布
す
る

が
、
生
息
数
は
減
少
し
て
い
る
。
頭
胴
長
は
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
・
一
三
メ
ー
ト
ル
、
尾
長

は
二
十
八
～
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
肩
高
は
四
十
二
～
五
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
体
重
は
   
で
十

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1887/26/296/26_296_63/_pdf/-char/ja
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23839005/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/12/post-bacc.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/12/post-bacc.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/12/post-bacc.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/12/post-bacc.html
https://archive.org/details/illustratednatur01wood/page/252/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%BC%E3%83%AB


五
～
二
十
ロ
グ
ラ
ム
、
   
で
十
～
十
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
。『
背
面
は
主
に
赤
褐
色
、
腹
面
・
四
肢
の
内
側
は
淡

褐
色
や
黄
白
色
』
を
呈
し
、『
尾
の
先
端
は
黒
い
個
体
が
多
い
が
、
先
端
が
白
い
個
体
も
い
る
』。『
鼻
面

は
短
い
』。『
門
歯
が
上
下
』
六
『
本
ず
つ
、
犬
歯
が
上
下
』
二
『
本
ず
つ
、
小
臼
歯
が
上
下
』
八
『
本
ず

つ
、
大
臼
歯
が
上
下
』
四
『
本
ず
つ
の
計
』
四
十
『
本
の
歯
を
持
』
ち
、『
上
顎
第
』
四
『
小
臼
歯
お
よ

び
下
顎
第
』
一
『
大
臼
歯
（
裂
肉
歯
）
に
は
、
歯
尖
が
』
一
『
つ
し
か
な
い
』、『
指
趾
は
』
四
『
本
』。

『
乳
頭
の
数
は
』
十
二
～
十
六
個
で
あ
る
。『
一
次
林
』（
原
生
林
）『
や
二
次
林
』（
火
災
な
ど
の
後
の
再

生
林
）、『
乾
燥
林
か
ら
湿
潤
林
、
常
緑
樹
林
か
ら
広
葉
落
葉
樹
林
・
針
葉
樹
林
な
ど
様
々
な
森
林
に
生
息

し
、
草
原
や
森
林
が
パ
ッ
チ
状
に
点
在
す
る
環
境
や
ス
テ
ッ
プ
に
も
生
息
す
る
』。『
朝
や
夕
方
に
活
発
に

活
動
す
る
が
』、『
夜
間
に
活
動
す
る
事
も
あ
る
』。
五
～
十
二
『
頭
か
ら
な
る
』、『
メ
ス
が
多
い
家
族
群

を
基
に
し
た
群
れ
を
形
成
し
』
て
『
生
活
す
る
が
』、
二
十
か
ら
四
十
頭
の
『
群
れ
を
形
成
す
る
事
も
あ

る
』。『
狩
り
を
始
め
る
前
や
』、『
狩
り
が
失
敗
し
た
時
に
は
互
い
に
鳴
き
声
を
あ
げ
、
群
れ
を
集
結
さ
せ

る
』、『
群
れ
は
排
泄
場
所
を
共
有
し
、
こ
れ
に
よ
り
』、『
他
の
群
れ
に
対
し
て
縄
張
り
を
主
張
す
る
効
果

が
あ
り
』、『
嗅
覚
が
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
』。『
シ
カ
類
・
レ
イ
ヨ

ウ
類
も
含
む
ウ
シ
類
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど
を
食
べ
る
』。『
齧
歯
類
や
爬
虫
類
、
昆
虫
、
果
実
な
ど
を
食
べ
る

こ
と
も
あ
る
』。『
自
分
た
ち
で
狩
っ
た
獲
物
や
、
他
の
動
物
が
狩
っ
た
動
物
の
死
骸
も
食
べ
る
』。『
獲
物

は
臭
い
で
追
跡
し
』、『
丈
の
長
い
草
な
ど
で
目
視
で
き
な
い
場
合
は
』、『
後
肢
で
直
立
し
た
り
』、『
跳
躍

し
て
獲
物
を
探
す
事
も
あ
る
』。『
茂
み
の
中
で
横
一
列
に
隊
列
を
組
ん
で
獲
物
を
探
し
つ
つ
追
い
立
て
、

他
の
個
体
が
開
け
た
場
所
で
待
ち
伏
せ
る
』。『
大
型
の
獲
物
は
背
後
か
ら
腹
や
尻
の
よ
う
な
柔
ら
か
い
場

所
に
噛
み
つ
き
、
内
臓
を
引
き
裂
い
て
倒
す
』。『
群
れ
で
ト
ラ
や
ヒ
ョ
ウ
な
ど
か
ら
獲
物
を
奪
う
事
も
あ

る
』。『
イ
ン
ド
で
は
』
九
月
か
ら
十
一
月
に
『
交
尾
を
行
』
い
、『
妊
娠
期
間
は
』
六
十
日
か
ら
七
十
日

で
、
十
一
月
か
ら
翌
年
の
四
月
に
か
け
て
出
産
し
、
一
度
に
二
頭
か
ら
九
頭
を
産
む
。『
繁
殖
は
群
れ
』

の
内
で
た
だ
一
頭
の
   
の
み
が
行
い
、
授
乳
期
間
は
二
ヶ
月
、『
群
れ
の
他
の
個
体
が
母
親
や
幼
獣
を
手
助

け
し
』、『
獲
物
を
吐
き
戻
し
て
与
え
る
』。『
幼
獣
は
生
後
』
十
四
『
日
で
開
眼
す
る
』。
生
後
七
十
～
八

十
日
で
『
巣
穴
の
外
に
出
』、
生
後
五
ヶ
月
で
『
群
れ
の
後
を
追
う
よ
う
に
な
る
』。
生
後
七
～
八
ヶ
月
で

『
狩
り
に
加
わ
る
』。『
生
後
』
一
『
年
で
性
成
熟
す
る
』
と
あ
る
。 

「
本
草
綱
目
に
、
黃
腰
獸
、
豹
よ
り
小
さ
く
、
腰
以
上
は
黃
、
以
下
は
黑
し
、
形
ち
犬
に
類
す
、
小
な
り

と
雖
も
能
く
虎
と
牛
鹿
を
食
ふ
と
云
る
は
、
此
獸
の
事
を
多
少
誤
聞
せ
る
記
載
か
と
も
思
は
る
」「
本
草

綱
目
」（「
獸
部
第
五
十
一
卷
」
の
「
獸
之
二
」）
の
記
載
は
以
下
。
独
立
項
で
は
な
く
、「
虎
」
の
項
の

「
附
錄
」
の
項
に
添
え
ら
れ
て
あ
る
。
こ
の
点
で
も
如
何
に
も
怪
し
げ
な
記
載
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
虎
を

襲
っ
て
殺
す
虎
に
似
た
「
酋

し
ゅ
う

耳 じ

」、
西
域
の
野
生
の
犬
で
虎
を
食
う
と
す
る
「
渠
搜

り
ょ
う
そ
う

」
と
い
う
け
っ
た
い

な
妖
獣
の
後
に
、 

 
 

 
 

＊ 

黃
腰
【「
蜀
志
」
に
黃
腰
獸
と
名
づ
く
。
鼬
の
身
、
貍
の
首
、
長
ず
る
に
、
則
ち
、
母
を
食
ふ
。
形
、
小

な
り
と
雖
も
、
小
に
し
て
能
く
、
虎
、
及
び
、
牛
・
鹿
を
食
ふ
。
又
、
孫
愐

そ
ん
め
ん

云
は
く
、「
豰
。
音
『
斛
』。

豹
に
似
て
小
な
り
。
腰
以
上
は
黃
な
り
。
以
下
は
黑
し
。
形
、
犬
に
類
し
て
、
獼
猴

び

こ

う

を
食
ふ
。
黃
腰
と
名

づ
く
」
と
。】 

 
 

 
 

＊ 

と
記
さ
れ
て
あ
る
。
熊
楠
は
そ
の
獰
猛
さ
を
「
多
少
誤
聞
せ
る
記
載
か
」
と
わ
ざ
わ
ざ
述
べ
て
い
る
が
、
し



か
し
、
前
の
「
ド
ー
ル
」
の
引
用
か
ら
判
る
通
り
、
牛
・
鹿
を
襲
う
の
は
当
た
り
前
で
、
小
型
の
弱
っ
た
虎

な
ら
ば
、
集
団
で
襲
い
得
る
気
が
し
て
い
る
。
虎
で
は
な
か
っ
た
が
、
ド
ー
ル
が
集
団
の
狩
り
の
様
子
を
映

像
で
見
た
こ
と
が
あ
り
、
各
個
体
自
体
の
大
き
さ
よ
り
遥
か
に
大
き
な
畜
類
（
牛
の
類
だ
っ
た
と
思
う
）
を

襲
っ
て
、
見
事
に
成
功
し
て
い
た
。 

「
𤲿
家
川
島
友
吉
」（
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
～
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
）
は
日
本
画
家
。
号

は
草
堂
。
田
辺
生
ま
れ
。
絵
は
独
習
。
酒
豪
で
奇
行
が
多
く
、
短
気
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
破
裂
」
の

別
号
も
あ
っ
た
。
熊
楠
と
は
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
双
方
の
知
人
の
紹
介
で
出
逢
い
、
以
後
、
熊

楠
の
身
辺
近
く
に
あ
っ
て
、
菌
類
の
写
生
の
手
伝
い
も
し
た
ら
し
い
。
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
の
高
野

山
植
物
調
査
に
も
同
行
し
て
い
る
。
日
高
の
宿
屋
で
客
死
し
た
（
以
上
は
所
持
す
る
「
南
方
熊
楠
を
知
る

事
典
」（
一
九
九
三
年
刊
講
談
社
現
代
新
書
）
の
記
載
に
拠
っ
た
）。 

「
碧
山
日
錄
卷
一
、
長
祿
三
年
四
月
五
日
、
攝
州
太
守
幸
公
與
春
公
相
率
而
來
、
予
以
禮
侍
之
、
余
有
一

石
、
高
峻
而
成
双
尖
、
幸
公
曰
、
金
吾
宗
全
之
孫
、
其
呼
爲
次
郞
者
、
好
鶺
鴒
而
籠
之
、
此
鳥
以
石
爲
居

也
、
然
無
貢
者
、
此
石
可
以
當
之
云
、
固
有
欲
之
々
色
、
乃
納
之
、
幸
公
悅
之
と
記
せ
り
」
「
碧
山
日

録
」
は
「
へ
き
ざ
ん
に
ち
ろ
く
」
と
読
み
、
室
町
時
代
の
東
福
寺
の
僧
雲
泉
太
極
の
日
記
。
同
書
の
ウ
ィ

キ
に
よ
れ
ば
、『
東
福
寺
の
境
内
に
「
碧
山
佳
拠
」
と
呼
ば
れ
る
草
庵
が
あ
り
、
そ
れ
が
名
前
の
由
来
と

な
っ
て
い
る
』。
記
述
は
長
禄
三
（
一
四
五
九
）
年
か
ら
応
仁
二
（
一
四
六
八
）
年
に
及
び
、
寛
正
元

年
・
文
正
元
年
・
応
仁
二
年
な
ど
の
『
記
述
が
欠
落
し
て
い
る
も
の
の
、
長
禄
』
か
ら
『
応
仁
年
間
に
言

及
し
た
史
料
は
希
少
で
あ
り
、
ま
た
筆
者
の
立
場
上
』、『
寺
院
の
運
営
、
僧
侶
の
仕
事
や
生
活
に
関
す
る

記
述
も
見
ら
れ
る
た
め
、
室
町
時
代
後
期
を
検
証
す
る
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
』。『
内
容
は
太
極
の
生

活
や
私
事
と
、
僧
侶
と
し
て
の
渉
外
な
ど
の
公
務
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
』
が
、『
古
代
の
名
僧
の
伝
記

や
語
録
の
抜
粋
や
、
教
典
に
対
す
る
太
極
の
解
釈
や
考
証
、
絵
画
や
書
物
の
鑑
賞
も
含
ま
れ
て
い
る
他
、

詩
の
覚
書
に
も
使
わ
れ
て
い
る
』。『
文
正
、
応
仁
の
頃
の
紊
乱
し
た
世
情
が
活
写
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

頃
』
に
『
台
頭
し
て
き
た
足
軽
や
、
下
層
市
民
に
関
す
る
記
述
が
豊
富
』
で
、『
中
で
も
山
城
国
木
幡
郷

の
郷
民
の
活
動
や
、
清
水
寺
の
勧
進
僧
が
民
衆
に
施
し
た
救
済
に
関
す
る
記
述
は
注
目
さ
れ
て
い
る
』。

『
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
の
末
尾
に
「
日
録
云
」
と
称
し
て
、
記
事
の
要
点
の
摘
出
と
、
太
極
自
身
の
記
事
に

対
す
る
感
想
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
記
事
に
付
属
す
る
太
極
の
論
評
』
と
い
う
形
式
に

は
、「
史
記
」
を
『
初
め
と
す
る
古
文
書
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
』
と
い
う
。『
文
体
は
か

な
り
熟
達
し
て
お
り
、
鮮
明
な
個
性
と
独
特
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
晦
渋
な
点

も
多
く
、
太
極
自
身
の
経
歴
に
不
詳
な
点
が
多
い
こ
と
も
、
難
解
さ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
』
と
あ
る
。

平
凡
社
「
選
集
」
版
が
訓
読
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
（
従
え
な
い
箇
所
が
複
数
あ
る
）
に
以
下
に

訓
読
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

 

長
祿
三
年
四
月
五
日
、
攝
州
の
太
守
、
幸
公
、
春
公
と
相
ひ
率 ひ

き

い
て
來
た
る
。
予
、
禮
を
以
つ
て
、
之

れ
を
侍

も
て
な

す
。
余
に
一
石

い
つ
せ
き

有
り
、
高
峻
に
し
て
、
双
尖

さ
う
と
つ

を
成
す
。
幸
公
曰
は
く
、 

「
金
吾
宗
全
の
孫
、
其
れ
、
呼
ん
で
、
次
郞
と
爲
す
者
、
鶺
鴒

せ
き
れ
い

を
好
み
て
、
之
れ
を
籠

か
ご
か

ひ
、『
此
の
鳥
、

石
を
以
つ
て
居 き

よ

と
爲
す
な
り
。
然 し

か

れ
ど
も
、

貢
す
す
む
に
た

る
者
、
無
し
』
と
。
此
の
石
、
以
つ
て
之
れ
に
當 あ

つ
べ

し
。」 

と
云
ひ
、
固 も

と

よ
り
、
之
れ
を
欲
す
る
の
色
、
有
り
。
乃

す
な
は

ち
、
之
れ
を
納 い

る
。
幸
公
、
之
れ
を
悅
ぶ
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A2%A7%E5%B1%B1%E6%97%A5%E9%8C%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A2%A7%E5%B1%B1%E6%97%A5%E9%8C%B2


 
 

 

＊ 

「
長
祿
三
年
」
は
一
四
五
九
年
。
「
攝
州
の
太
守
、
幸
公
」
不
詳
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。
「
春
公
」
不

詳
。
同
前
。「
金
吾
宗
全
の
孫
」
で
「
次
郞
」
と
い
う
の
は
山
名
政
豊
（
嘉
吉
元
（
一
四
四
一
）
年
～
明

応
八
（
一
四
九
九
）
年
？
）
の
こ
と
か
？ 

父
は
山
名
宗
全
の
嫡
男
山
名
教
豊
。
但
し
、
或
い
は
宗
全
の

子
で
教
豊
の
養
子
で
あ
っ
た
と
も
さ
れ
る
。
彼
の
幼
名
は
小
次
郎
で
あ
る
。 

「
淡
路
志
筑
町
の
海
岸
へ
、
每
年
土
用
に
、
甲
の
幅
三
尺
餘
の
大
龜
、
一
定
の
場
所
に
來
り
、
產
卵
す
る

を
、
町
民
神
と
し
て
敬
ふ
」
調
べ
て
み
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
今
は
や
っ
て
来
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。 

「
續
群
書
類
從
卷
卅
所
收
、
八
幡
愚
童
訓
卷
下
に
、
淀
の
住
人
八
幡
に
參
り
祈
り
し
に
、
寶
藏
の
内
よ
り

大
な
る
百
足
這
懸
り
け
れ
ば
、
是
れ
福
の
種
也
と
仰
ゐ
で
、
袖
に
裹
ん
で
宿
所
へ
還
り
、
深
く
崇
め
祝
ひ

し
に
、
所
々
よ
り
大
名
共
來
て
問
丸
と
爲
り
、
當
時
迄
淀
第
一
の
德
人
也
と
見
え
」「
八
幡
愚
童
訓
」
は

鎌
倉
後
期
に
成
立
し
た
石
清
水
八
幡
宮
の
霊
験
記
。
作
者
未
詳
。
本
地
垂
迹
説
に
従
っ
て
書
か
れ
て
お

り
、
内
容
が
大
き
く
異
な
る
多
種
の
異
本
が
現
存
す
る
（
ま
さ
に
探
す
の
に
、
そ
れ
ら
に
嵌
っ
て
し
ま
っ

て
往
生
し
た
）。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
写
本
（
但
し
、
非
常
に
状
態
が
よ
い
）

で
や
っ
と
こ
こ
に
見
つ
け
た
。
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
し
、
句
読
点
・
記
号
を
添
え
、
一
部
に
推
定
で

読
み
を
添
え
た
。 

 
 

 

＊ 

 

淀
の
住
人
あ
り
、
世
間
、
合
期

が

ふ

ご

せ
ざ
り
け
る
を
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
時
流
に
乗
っ
て
上
手
く
商
売
を
す

る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
た
が
。］、
測
ら
ざ
る
に
、
安
居
頭

あ
ん
ご
の
と
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
陰
暦
十
二
月
十
三
日
か
ら

十
三
日
ま
で
の
間
、
石
清
水
八
幡
宮
に
籠
っ
て
精
進
潔
斎
す
る
神
事
の
際
に
選
ば
れ
て
主
役
と
な
る

者
。］
さ
ゝ
れ
た
り
け
れ
ば
、 

「
身
に
て
は
叶
ふ
ま
じ
き
事
な
れ
ど
も
、
神
の
御

計

お
ん
は
か
ら
ひ

に
こ
そ
有
ら
め
。」 

と
て
、
す
べ
て
い
た
ま
す
夫
妻
共
に
精
進
し
て
、
參
宮
し
て
祈
請
し
け
る
程
に
、
宝
殿
の
内
よ
り
大
な
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
百
足
、
這
は
ひ
か
ゝ
り
け
れ
ば
、 

『
是
れ
、
福
の
種
な
り
。』 

と
、
仰

あ
ふ
ぎ

て
、
袖
に
つ
ゝ
み
て
、
宿
所
に
か
へ
り
、
深
く
崇
め
祝
け
り
。 

 

誠
の
神 し

ん

思 し

に
て
有 あ

り

け
る
に
や
、
所
々
よ
り
、
大
名
ど
も
、
來

き
た
り

て
問 と

ひ

丸 ま
る

と
な
り
け
る
程
に
、
多

お
ほ
く

、
德
づ

き
て
、
安
居
勤 ご

ん

仕 し

す
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
當
時
ま
で
、
淀
㐧
一
の
德
人
也
。 

 

是
は
、
心
も
誠
あ
り
、
物
を
も
賤

い
や
し

く
せ
ね
ば
、
内
外
相
應
の
利
生

り
し
や
う

也
。 

 
 

 

＊ 

こ
こ
に
出
る
「
問
丸
」
は
、
鎌
倉
か
ら
戦
国
時
代
、
港
町
や
主
要
都
市
で
，
年
貢
運
送
管
理
や
中
継
取
引

に
従
事
し
た
業
者
を
指
す
。
平
安
末
期
の
頃
か
ら
、
淀
・
木
津
・
坂
本
・
敦
賀
な
ど
、
荘
園
領
主
の
旅
行

に
当
た
っ
て
、
船
な
ど
を
準
備
す
る
問
丸
が
見
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
荘
園
の
年
貢
米
の
運
送
・

陸
揚
・
管
理
に
当
た
る
問
丸
が
現
わ
れ
、
荘
園
領
主
か
ら
「
得
分
」 

（
問
給
・
問
田
）
を
与
え
ら
れ
て

い
た
も
の
が
、
次
第
に
商
業
的
機
能
を
帯
び
出
し
、
や
が
て
、
独
立
の
業
者
と
な
っ
た
。
貢
納
物
の
販
売

に
当
た
っ
て
手
数
料
と
し
て
問
料

と
い
り
ょ
う 

を
取
り
、
さ
ら
に
貢
納
物
か
ら
商
品
の
取
引
を
専
門
と
す
る
よ
う
転

じ
て
行
っ
た
。
戦
国
時
代
の
問
丸
に
は
、
港
町
の
自
治
を
指
導
し
、
外
国
貿
易
に
参
加
す
る
豪
商
が
出
た

り
、
遂
に
は
、
運
送
な
ど
の
機
能
を
捨
て
、
純
粋
な
卸
売
業
と
な
り
、
配
給
機
構
の
中
核
を
構
成
す
る
よ

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2553608/77
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2553608/77


う
に
な
っ
た
（
以
上
は
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）。 

「
神
宮
雜
用
先
規
錄
卷
下
に
、
皇
太
神
宮
神
主
荒
木
田
氏
の
祖
の
名
を
列
せ
る
中
に
、
牟
賀
手
有
り
」

「
神
宮
雜
用
先
規
錄
」「
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
」
の
電
子
デ
ー
タ
の
同
書
の
「4

5

」
コ
マ
目
の

右
頁
一
行
目
に
、 

 
 

 

＊ 

荒
木
田
牟
賀
手

己
波
智
賀
祢
子 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
（
父
の
名
は
「

40

」
コ
マ
目
末
尾
も
確
認
さ
れ
た
い
）。 

「
越
中
放
生
津
の
諏
訪
社
に
白
蛇
あ
り
、
諏
訪
樣
と
名
く
、
蟹
多
く
引
連
れ
出
で
遊
ぶ
、
澤
蟹
多
く
出
て

諸
人
を
迎
ふ
る
は
、
此
地
の
不
思
議
に
て
、
大
要
使
は
し
め
と
云
ふ
者
に
似
た
り
と
、
三
州
奇
談
後
篇
一

に
見
ゆ
」「
三
州
奇
談
」
は
加
賀
・
能
登
・
越
中
、
即
ち
、
北
陸
の
民
俗
・
伝
承
・
地
誌
・
宗
教
等
の
奇

談
を
集
成
し
た
も
の
で
、
金
沢
片
町
の
蔵
宿

く
ら
や
ど

（
藩
の
年
貢
米
の
売
却
の
た
め
に
置
か
れ
た
御
用
商
人
）
の

次
男
で
、
金
沢
の
伊
勢
派
の
俳
諧
師
で
随
筆
家
（
歴
史
実
録
本
が
多
い
）
の
堀
麦
水
（
享
保
（
一
七
一

八
）
年
～
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
）
が
、
先
行
す
る
同
派
の
俳
諧
師
麦
雀
（
生
没
年
未
詳
。
俗
称
、
住

吉
屋
右
次
郎
衛
門
）
が
蒐
集
し
た
奇
談
集
を
散
逸
を
憂
え
て
再
筆
録
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
完
成
は
宝

暦
・
明
和
（
一
七
五
一
年
～
一
七
七
二
年
）
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
正
編
五
巻
九
十
九
話
・
続
編
四
巻
五
十

話
で
全
百
四
十
九
話
か
ら
な
る
。
私
は
既
に
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
怪
奇
談
集
」
で
全
電
子
化
注
を
終
わ
っ

て
い
る
。
当
該
話
は
正
し
く
は
「
後
篇
」
で
は
な
く
「
續
編
」
で
、「
三
州
奇
談
續
編
卷
之
一 

靈
社
の
御

蟹
」
で
あ
る
。
ガ
ッ
ツ
リ
と
注
も
附
し
て
あ
る
。 

「
蜻
蜓
類
聚
名
物
考
卷
二
五
八
、
錢
を
數
ふ
る
異
稱
の
條
々
、
禮
家
に
云
傳
る
は
、
蜻
蛉
結
び
を
武
家
に

用
ゆ
、
此
虫
を
將
軍
虫
と
云
ふ
と
あ
り
」「
類
聚
名
物
考
」
は
複
数
回
既
出
既
注
で
あ
る
が
、
最
後
な
の

で
再
掲
し
て
お
く
と
、
江
戸
中
期
の
類
書
（
百
科
事
典
）
で
全
三
百
四
十
二
巻
（
標
題
十
八
巻
・
目
録
一

巻
）。
幕
臣
で
儒
者
で
あ
っ
た
山
岡
浚
明

ま
つ
あ
け

（
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
～
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
：

号
は
明
阿
。
賀
茂
真
淵
門
下
の
国
学
者
で
、「
泥
朗
子
」
の
名
で
洒
落
本
「
跖 せ

き

婦
人
伝
」
を
書
き
、「
逸
著

聞
集
」
を
著
わ
し
て
い
る
）
著
。
成
立
年
は
未
詳
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
か
ら
翌
々
年
に
か
け

て
全
七
冊
の
活
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
で
同
刊

本
を
視
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
発
見
し
た
（
巻
二
百
五
十
八
の
「
調
度
部
十
五
」
の
「
財
貨
（
金
銀

錢
）」
の
内
の
「
錢
を
數
ふ
る
異
稱
」
の
条
中
に
、 

 
 

 

＊ 

四
錢
、
羽

は
ね

、
禮
家
に
云
ひ
傳
ふ
る
ハ
蜻
蛉
結
を
武
器
に
用
る
此
虫
を
將
軍
虫
と
云
ふ
そ
の
羽
四
ツ
な
る

故
云
に
は
出
る
所
不
詳 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
の
を
指
す
。 

「
蜻
蛉
を
勝
ち
蟲
と
名
け
、
武
士
の
襦
袢
等
の
模
樣
に
用
ゆ
」
和
装
小
物
の
「
か
く
い
わ
芝
田
」
の
サ
イ

ト
の
こ
ち
ら
に
、『
ト
ン
ボ
は
素
早
く
飛
び
回
り
』、『
害
虫
を
捕
ら
え
、
ま
た
』、『
前
に
し
か
進
ま
ず
』、

『
退
か
な
い
と
こ
ろ
か
ら
「
不
転
退
（
退
く
に
転
ぜ
ず
、
決
し
て
退
却
を
し
な
い
）」
の
精
神
を
表
す
も

の
と
し
て
、「
勝
ち
虫
」
と
呼
ば
れ
、
縁
起
物
と
し
て
武
士
に
喜
ば
れ
』
て
、『
戦
国
時
代
に
は
兜
や
鎧
、

箙
（
え
び
ら
）
刀
の
鍔
（
つ
ば
）
な
ど
の
武
具
、
陣
羽
織
や
印
籠
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
た
』
と
あ
る
。 

https://shoryobu.kunaicho.go.jp/Toshoryo/Viewer/1000446870000/f5c1253ab8744925bc6326aa2375a4b8
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24029034/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/05/post-f927f4.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/05/post-f927f4.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898157/288
https://www.kakuiwa-shibata.com/shopping2/products/detail/21
https://www.kakuiwa-shibata.com/shopping2/products/detail/21
https://www.kakuiwa-shibata.com/shopping2/products/detail/21
https://www.kakuiwa-shibata.com/shopping2/products/detail/21


「
神
武
帝
蜻
蛉
に
依
て
國
に
名
け
玉
し
事
あ
り
」「
日
本
書
紀
」
第
三
巻
の
神
武
天
皇
三
十
一
年
（
辛

卯
）（
機
械
換
算
紀
元
前
六
三
〇
年
）
四
月
乙
酉
朔
の
条
に
（
訓
読
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
岩
波
書
店
ｃ
刊
黒
板
勝
美
編
「
訓
讀 

日
本
書
紀 

中
卷
」
を
参

考
に
し
た
）、 

 
 

 

＊ 

三
十
有
一
年
夏
四
月
乙
酉
朔
。
皇
輿
巡
幸
。
因
登
腋
上
嗛
間
丘
。
而
𢌞
望
國
狀
曰
。
妍
哉
乎
國
之
獲
矣

【
妍
哉
此
云
鞅
奈
珥
夜
】
。
雖
内
木
錦
之
眞
迮
國
。
猶
如
蜻
蛉
之
臀
呫
焉
。
由
是
始
有
秋
津
洲
之
號
也
。 

 
 

 

＊ 

三
十
有
一
年
夏
四
月
乙
酉
（
き
の
と
と
り
／
い
つ
い
う
）

朔
つ
い
た
ち

、

皇

す
め
ら
み
こ
と

輿
巡
幸

め
ぐ
り
い
で
ま

す
。
因
り
て
、

腋
上
嗛
間
丘

わ
き
の
か
み
の
ほ
ほ
ま
の
を
か

に
登
り
ま
し
て
、
國
の
狀

か
た
ち

を
𢌞

望

め
ぐ
ら
し
お

せ
り
て
曰

の
た
ま

は
く
、「

妍
あ
な
に
ゑ

や
、
國
の
獲 み

え
つ
【「
妍

哉
」、
此
れ
を
ば
「
鞅
奈
珥
夜

あ

な

に

ゑ

や

」
と
云
ふ
。】。
内
木
錦

う

つ

ゆ

ふ

の
眞
迮
國

ま

さ

の
く

に

と
雖
も
、
猶
ほ
、
蜻
蛉

あ

き

つ

の
臀
呫

と

な

め

の
ご
と

く
も
あ
る
か
。
是
れ
に
由
り
て
、
始
め
て
「
秋
津
洲

あ

き

つ
し

ま

」
の
號 な

有
り
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
「
腋
上
嗛
間
丘
」
は
一
説
に
奈
良
県
御
所
市
柏
原
の
国
見
山
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
に

比
定
さ
れ
て
い
る
。「
臀
呫

と

な

め

」
は
蜻
蛉
の
雌
雄
が
交
尾
し
て
、
互
い
に
尾
を
咥
え
合
っ
て
輪
に
な
っ
て
飛

ぶ
こ
と
を
指
す
。 

「
雄
略
帝
、
此
蟲
が
蟲
を
誅
せ
し
を
褒
め
云
ひ
し
事
も
有
り
」「
日
本
書
紀
」
の
雄
略
天
皇
四
年
（
機
械

換
算
四
六
〇
年
）
の
以
下
。
訓
読
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
昭
和
六
（
一
九
三

一
）
年
岩
波
書
店
刊
黒
板
勝
美
編
「
訓
讀 

日
本
書
紀 

中
卷
」
を
参
考
に
し
た
。 

 
 

 

＊ 

秋
八
月
辛
卯
朔
戊
申
、
行
幸
吉
野
宮
。
庚
戌
、
幸
于
河
上
小
野
。
命
虞
人
駈
獸
、
欲
躬
射
而
待
、
虻
疾
飛

來
、
噆
天
皇
臂
、
於
是
、
蜻
蛉
忽
然
飛
來
、
囓
虻
將
去
。
天
皇
嘉
厥
有
心
、
詔
群
臣
曰
「
爲
朕
、
讚
蜻
蛉

歌
賦
之
。」
群
臣
莫
能
敢
賦
者
、
天
皇
乃
口
號
曰
、 

野
麼
等
能 

嗚
武
羅
能
陀
該
儞 

之
々
符
須
登 

拕
例
柯 

舉
能
居
登 

飫
裒
磨
陛
儞
麻
嗚
須
【
一
本
、

以
飫
裒
磨
陛
儞
麼
鳴
須
、
易
飫
裒
枳
彌
儞
麻
嗚
須
。】 

飫
裒
枳
瀰
簸 

賊
據
嗚
枳
舸
斯
題 

柁
磨
々
枳

能 

阿
娯
羅
儞
陀
々
伺
【
一
本
、
以
陀
々
伺
、
易
伊
麻
伺
也
。】 

施
都
魔
枳
能 

阿
娯
羅
儞
陀
々
伺 

斯
々
魔
都
登 

倭
我
伊
麻
西
麼 

佐
謂
麻
都
登 

倭
我
陀
々
西
麼 

陀
倶
符
羅
爾 

阿
武
柯
枳
都
枳 

曾

能
阿
武
嗚 

婀
枳
豆
波
野
倶
譬 

波
賦
武
志
謀 

飫
裒
枳
瀰
儞
磨
都
羅
符 

儺
我
柯
陀
播 

於
柯
武 

婀

岐
豆
斯
麻
野
麻
登
【
一
本
、
以
婆
賦
武
志
謀
以
下
、
易
舸
矩
能
御
等 

儺
儞
於
婆
武
登 

蘇
羅
瀰
豆 

野

磨
等
能
矩
儞
嗚 

婀
岐
豆
斯
麻
登
以
符
」。】 

因
讚
蜻
蛉
、
名
此
地
爲
蜻
蛉
野
。 

 
 

 

＊ 

 

秋
八
月
辛
卯
（
か
の
と
う
／
し
ん
ば
う
）
朔
戊
申
（
つ
ち
の
え
さ
る
／
ぼ
し
ん
）
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

十
八
日
。］、
吉
野
宮
に
行
幸

み
ゆ
き
ま
し

ま
す
。
庚
戌
（
か
の
え
い
ぬ
／
し
ん
じ
ゆ
つ
）［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
二
十

日
。］、
河
上
小
野

か
は
か
み
の
を
ぬ

の
幸

い
で
ま

ま
す
。
虞
人

か
り
う
ど

に
命 お

ほ

せ
て
獸 し

し

を
駈 か

ら
し
め
、 

「
躬

み
づ
か

ら
射
む
。」 

と
欲
し
て
待
ち
た
ま
ふ
に
、
虻 あ

む

、
疾 と

く
飛
び
來
た
り
て
、
天

皇

す
め
ら
み
こ
と

の

臂
た
だ
む
き

を
噆 く

ふ
。 

 

是 こ
こ

に
於
い
て
、
蜻
蛉

あ

き

つ

、
忽
然

た
ち
ま
ち

に
飛
び
來
た
り
て
、
虻
を
囓 く

ひ
て
將 も

て
去 い

ぬ
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218029
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218029
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218029
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218029
https://www.google.com/maps/place/%E5%9B%BD%E8%A6%8B%E5%B1%B1(%E5%9B%BD%E8%A6%8B%E5%B1%B1%E5%9F%8E)/@34.5504726,135.7279422,11.75z/data=!4m5!3m4!1s0x6006cd820495a94b:0x10c82ca9b6a7bf23!8m2!3d34.4439273!4d135.7573003
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218029
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1218029


 
天
皇
、
厥 そ

の
心
有
る
を
こ
と
を
嘉

よ
ろ
こ

び
た
ま
ひ
て
、

群

臣

ま
へ
つ
ぎ
み
た
ち

に

詔
み
こ
と
の

り
し
て
曰

の
た
ま

は
く
、 

「
朕 あ

が
爲
め
に
、
蜻
蛉
の
讚 ほ

め
歌
、
賦 よ

み
せ
よ
。」 

 

群
臣
、
能
く
敢
へ
て
賦
む
者
莫
し
。 

 

天
皇
、
乃

す
な
は

ち
、
口
づ
か
ら
號 う

た

は
れ
て
曰
は
く
、 

倭
や
ま
と

の 

峰
群

お

む

ら

の
嶽 た

け

に 

猪
鹿

し

し

伏
す
と 

誰 た
れ

か 

こ
の
こ
と 

大
前
に
奏 ま

を

す
【
一
本
、
「
お
ほ
ま
へ
に
ま
を

す
」
を
以
つ
て
、「
お
ほ
き
み
に
ま
を
す
」
に
易
へ
た
り
。】 

大
君
は 

そ
こ
を
聞
か
し
て 

玉
纏

た
ま
ま
き

の 

胡
床

あ

ぐ

ら

に
立
た
し 

倭
文
纏

し

づ

ま

き

の 
胡
床
に
立
た
し
【
一
本
、「
た
た
し
」
を
以
つ
て
、「
い
ま
し
」
に
易
へ
た

り
。】 

猪
鹿
待
つ
と 

我
が
い
ま
せ
ば 

さ
猪 ゐ

待
つ
と 

我
が
立
た
た
せ
ば 

手
腓

た
く
ふ
ら

に 

虻 あ
む

か
き
つ
き

つ 

そ
の
虻
を 

蜻
蛉
早 は

や

咋 く

ひ 

這
ふ
蟲
も 

大
君

お
ほ
き
み

に
順

ま
つ
ら

ふ 

汝 な

が
形 か

た

は 

置
か
む 

蜻
蛉
嶋
倭

あ
き
つ
し
ま
や
ま
と

【
一

本
、「
は
ふ
む
し
も
」
を
以
て
、「
か
く
の
こ
と 

な
に
お
は
む
と 

そ
ら
み
つ 

や
ま
と
の
く
に
を 

あ

き
つ
し
ま
と
い
ふ
」
に
易
へ
た
り
。】 

 

因
り
て
、
蜻
蛉
を
讚
め
て
、
此
の
地

と
こ
ろ

を
名
づ
け
て
「
蜻
蛉
野
（
あ
き
つ
の
／
あ
き
つ
し
ま
）」
と
爲
さ

し
む
。 

 
 

 

＊
］ 

                        



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
、
底
本
「
南
方
隨
筆
」
に
は
な
く
、
平
凡
社
「
選
集
」（
第
三
巻
・
一
九
八
四

年
刊
）
に
附
帯
す
る
。
資
料
と
し
て
は
、
こ
れ
を
外
す
の
は
適
切
と
は
思
わ
れ
な
い
た
め
、
特
異
的
に
加
え

る
こ
と
と
し
た
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
熊
楠
が
明
治
四
四
（
一
九
一
〇
）
年
三
月
発
行
の
『
東
京
人
類

學
會
雜
誌
』
六
二
巻
三
百
号
に
発
表
し
た
名
論
文
『
西
曆
九
世
紀
の
支
那
書
に
載
た
る
「
シ
ン
ダ
レ
ラ
」
物

語 

（
異
れ
る
民
族
間
に
存
す
る
類
似
古
話
の
比
較
研
究
）』
の
末
尾
に
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判

り
、
し
か
も
幸
い
に
し
て
「j-stag

e

」
の
こ
ち
ら
（P

D
F

）
で
同
初
出
論
文
原
文
全
文
が
視
認
出
来
る
こ
と

が
判
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
元
に
電
子
化
し
た
。
但
し
、
こ
の
前
の
記
載
の
書
誌
書
式
に
合
わ
せ
て
最
後
の
丸

括
弧
部
を
補
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
初
出
誌
で
は
同
論
文
の
最
後
に
全
体
が
一
字
下
げ
で
記
さ
れ

て
あ
り
、
最
終
行
に
は
下
方
に
『（
完
）』（
上
記
論
文
の
「
完
」
で
あ
る
）
と
あ
る
。
今
ま
で
と
同
じ
マ
ー

キ
ン
グ
を
施
し
た
。］ 

 

附
記
、
本
誌
二
九
一
號
に
、
予
が
載
た
る
野
槌
に
似
た
る
事
、
橘
南
谿
の
西
遊
記
卷
一
に
出
づ
、
其
略
に

云
く
、
肥
後
の
五
日
町
、
求
麻
川
端
の
大
な
る
榎
木
の
空
洞
に
、
年
久
し
く
大
蛇
住
り
、
時
々
出
で
現
は

る
ゝ
を
見
れ
ば
病
む
と
て
、
木
の
下
を
通
る
者
必
ず
低
頭
す
、
太
さ
二
三
尺
、
總
身
白
く
、
長
さ
纔
に
三

尺
餘
、
譬
ば
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
た
と
へ
ば
」。］
犬
の
足
無
き
如
く
、
又
芋
蟲
に
似
た
り
、
土
俗
之
を

一
寸
坊
蛇
と
云
ふ
、
下
略
、（
明
治
四
十
四
年
三
月
人
類
第
六
二
卷
三
百
號
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
江
戸
後
期
の
医
者
で
紀
行
家
で
あ
っ
た
橘
南
谿
（
宝
暦
（
一
七
五
三
）
年
～
文
化
二

（
一
八
〇
五
）
年
）
の
紀
行
記
「
西
遊
記
」（
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
初
版
刊
行
後
、
三
年
後
に
は
続

篇
も
書
い
て
い
る
。「
東
遊
記
」
と
合
わ
せ
て
、
優
れ
た
奇
事
異
聞
集
と
な
っ
て
い
る
）
の
、
巻
之
一
に

続
け
て
出
る
「
榎
木
の
大
虵

だ
い
じ
や

」
で
、
呼
称
か
ら
見
て
も
「
野
槌
」
で
あ
る
。
私
の
知
見
の
お
節
介
で
、
既

に
「
野
槌
」
の
冒
頭
注
で
全
電
子
化
を
し
て
注
も
附
し
て
あ
る
。
さ
れ
ば
、
最
後
は
す
っ
き
り
綺
麗
に
終

わ
る
こ
と
が
出
来
た
。］ 

    

 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜 

南
方
熊
楠 

附 

藪
野
直
史
注 

完 
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